
【【
ロロ

ジジ
ッッ

クク
モモ

デデ
ルル

・・
指指

標標
のの

達達
成成

度度
】】

単単
位位

：：
千千

円円
■■

令令
和和

44
年年

度度
事事

業業
費費

支支
出出

内内
訳訳

（（
上上

位位
３３

事事
業業

））

(1
)

(2
)

(3
)

 

年
度

目
標

目
標

実
績

達
成

率

目
標

目
標

達
成

率
-

1
0
7
%

【
中

間
成

果
-
3
】

区
の

防
災

対
策

の
取

り
組

み
に

満
足

し
て

い
る

区
民

の
割

合
％

-
6
0

7
0

達
成

実
績

5
8

6
4

-

R
5

年
度

-

6
1

-

■
防

災
に

対
す

る
意

識
や

行
動

が
変

わ
り

、
日

頃
か

ら
災

害
に

備
え

て
い

る
　

人
が

増
え

る
（
備

蓄
な

ど
で

区
民

一
人

ひ
と

り
の

自
助

意
識

の
向

上
）

・
　

正
し

い
避

難
行

動
を

と
れ

る
区

民
の

割
合

が
増

え
、

避
難

先
に

対
す

る
　

　
理

解
を

深
め

た
人

材
が

増
え

る
・
　

行
政

と
地

域
の

連
携

が
強

化
さ

れ
、

災
害

に
強

い
足

立
区

に
発

展
す

る
・
　

防
災

士
が

増
え

る
と

と
も

に
避

難
所

運
営

に
多

種
多

様
な

視
点

が
取

り
　

　
入

れ
ら

れ
る

・
　

日
頃

か
ら

震
災

に
対

し
対

策
  

  
を

持
ち

取
り

組
ん

で
い

る
区

  
  
民

の
割

合
が

増
え

る

R
4

R
5

年
度

R
4

達
成

状
況

単
位

②②
活活

動動
指指

標標
達

成
状

況
単

位
③③

成成
果果

指指
標標

単
位

④④
成成

果果
指指

標標実
施

済

単
位

達
成

状
況

⑤⑤
成成

果果
指指

標標

⑤⑤
最最

終終
成成

果果
（（
理理

想想
））

千
円

千
円

千
円

8
,6

9
0

7
,0

3
0

震
災

対
応

図
上

訓
練

支
援

業
務

委
託

3
,3

0
0

主
な

内
容

主
な

内
容

対対
応応

すす
るる

予予
算算

事事
業業

名名

①①
投投

入入
資資

源源
（（
イイ

ンン
ププ

ッッ
トト

））
足

立
区

地
区

防
災

計
画

の
計

画
策

定
及

び
既

策
定

計
画

の
検

証
・
修

正
業

務
委

託

令
和

４
年

度
足

立
区

総
合

防
災

訓
練

会
場

設
営

等
委

託
・
ブ

ロ
ッ

ク
塀

作
製

委
託

2
8
,
3
8
6

6
7
,
5
5
5

・
地

区
防

災
計

画
策

定
支

援
に

向
け

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

実
施

・
防

災
士

資
格

助
成

制
度

に
つ

い
て

、
特

に
女

性
の

資
格

取
得

を
促

す
た

め
、

女
性

団
体

へ
の

働
き

か
け

Ｓ
Ｄ

Ｇ
s関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
対

す
る

貢
献

状
況

【
目

標
1
1
】
タ

ー
ゲ

ッ
ト

1
1
．

5
で

は
、

2
0
3
0
年

ま
で

に
、

貧
困

層
及

び
脆

弱
な

立
場

に
あ

る
人

々
の

保
護

に
焦

点
を

あ
て

な
が

ら
、

災
害

に
よ

る
死

者
や

被
災

者
を

大
幅

に
削

減
し

、
世

界
の

国
内

総
生

産
比

で
直

接
的

経
済

損
失

を
大

幅
に

減
ら

す
。

「
公

助
」
だ

け
で

な
く
、

「
自

助
」
や

「
公

助
」
の

力
を

高
め

る
た

め
に

広
く
意

識
の

向
上

や
行

動
計

画
の

策
定

支
援

を
行

っ
て

お
り

、
目

標
達

成
に

資
す

る
。

目
的

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
）

防
災

へ
の

関
心

が
低

い
区

民
へ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

内
容

日
頃

か
ら

震
災

に
対

し
対

策
を

持
ち

取
り

組
ん

で
い

る
区

民
の

割
合

が
増

え
る

総
合

防
災

訓
練

、
地

震
体

験
車

・
煙

体
験

訓
練

、
避

難
所

運
営

訓
練

の
実

施
や

避
難

所
運

営
会

議
の

支
援

、
防

災
士

資
格

取
得

に
係

る
助

成
を

行
う

。
ま

た
、

足
立

区
地

域
防

災
計

画
の

修
正

、
地

区
防

災
計

画
策

定
支

援
、

足
立

区
防

災
会

議
の

運
営

を
行

う
。

事
業

費
(a

)

人
件

費
(b

)
内

訳

国
庫

負
担

金
・
補

助
金

受
益

者
負

担
金

3
5
,
3
0
9

0

総
事

業
費

(a
+
b)

7
9
,
7
1
5

地
域

住
民

に
よ

る
「
共

助
力

」
向

上
の

た
め

の
ア

プ
ロ

ー
チ

7
5
,
8
1
5

防
災
会
議
運
営
事
務

防
災
訓
練
実
施
事
業

⑥
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
共

通
の

成
果

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
が

伸
び

た
ら

こ
う

な
る

）

区区
政政

全全
体体

にに
対対

すす
るる

区区
民民

のの
満満

足足
度度

　　
66
77
％％

6
7
,
5
5
5

事 業 の 概 要

主
な

内
容

達
成

率
9
6
%

％

4
4
,
4
0
6

4
7
,
4
2
9

【
事

業
の

概
要

】
■

防
災

へ
の

関
心

が
低

い
区

民
へ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

【
活

動
-
1
,2

】
・
　

防
災

訓
練

（
総

合
防

災
訓

練
、

水
防

訓
練

、
地

震
体

験
訓

練
等

）
の

実
施

及
び

、
避

難
所

運
営

会
議

の
支

援
　

（
避

難
所

運
営

手
順

書
や

訓
練

計
画

案
の

作
成

）
・
　

防
災

普
及

啓
発

（
防

災
講

演
会

、
周

知
啓

発
ブ

ー
ス

出
展

等
）
の

実
施

■
地

域
住

民
に

よ
る

「
共

助
力

」
向

上
の

た
め

の
ア

プ
ロ

ー
チ

【
活

動
-
3
,4

】
・
　

危
険

度
ラ

ン
ク

が
高

い
地

域
を

中
心

に
地

区
防

災
計

画
の

策
定

支
援

・
　

防
災

士
資

格
取

得
の

支
援

（
費

用
助

成
）

■
防

災
へ

の
関

心
が

低
い

区
民

へ
の

直
接

成
果

【
活

動
-
1
,2

】
・
　

総
合

防
災

訓
練

、
水

防
訓

練
等

の
訓

練
参

加
者

が
増

え
る

　
　

【
直

接
成

果
-
1
,2

】
・
　

防
災

に
関

心
を

持
っ

た
区

民
が

増
え

る
　

【
直

接
成

果
-
1
,2

】
・
　

避
難

所
運

営
手

順
書

の
整

備
、

訓
練

計
画

が
構

築
さ

れ
る

　
　

【
直

接
成

果
-
1
,2

】

■
地

域
住

民
に

よ
る

「
共

助
力

」
向

上
の

た
め

の
直

接
成

果
【
活

動
-
3
,4

】
・
　

災
害

時
に

向
け

体
制

を
整

え
た

地
域

が
増

え
る

【
直

接
成

果
-
3
】

・
　

女
性

防
災

士
が

未
配

置
の

避
難

所
運

営
会

議
が

減
る

【
直

接
成

果
-
4
】

【
活

動
-
4
】

防
災

士
資

格
取

得
費

用
助

成
件

数

税
外

収
入

7
0

6
5

達
成

実
績

3
0

2
9

-
-

達
成

率

目
標

7
0

目
標

-
3
0

3
0

順
調

【
直

接
成

果
-
4
】

女
性

防
災

士
が

未
配

置
の

避
難

所
運

営
会

議
の

割
合

【
低

減
目

標
】

-
9
7
%

達
成

率
1
0
0
%

7
9

9
0

目
標

1
0
0
%

実
績

7
3

7
0

年
度

R
3

達
成

実
績

3
3

4
1

-
実

績

達
成

率

達
成

率
2
3
%

6
4

7
9

【
直

接
成

果
-
3
】

地
区

防
災

計
画

策
定

済
み

地
区

の
割

合

目
標

6
4

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

【
活

動
-
3
】

地
区

防
災

計
画

策
定

に
係

る
地

域
住

民
等

と
の

会
合

等
の

延
件

数

目
標

3
3

4
1

3
3

達
成

回

-

-
実

績
6
1

達
成

率

％
や

や
遅

れ
て

い
る

2
,0

0
0

順
調

実
績

1
5

4
9

-
実

績
2
7
0

1
,4

3
8

【
中

間
成

果
-
2
】

自
分

の
地

域
の

一
時

集
合

場
所

、
避

難
場

所
、

第
一

次
避

難
所

と
、

そ
れ

ぞ
れ

の
意

味
を

知
っ

て
い

る
区

民
の

割
合

％

6
3

6
3

達
成

率
－

7
2
%

-
9
6
%

順
調

【
最

終
成

果
】

震
災

対
策

を
意

識
し

た
区

民
の

割
合

7
3

7
2

-
-

7
5

7
5

7
5

対
象

※
　

そ
の

他
の

場
合

記
入

昨
年

度
の

反
映

結
果

に
対

す
る

取
組

状
況

区
民

項
目

取
組

状
況

具
体

的
に

実
施

済
・
防

災
イ

ベ
ン

ト
を

ア
リ

オ
西

新
井

店
で

実
施

し
た

。
総

合
防

災
訓

練
で

は
、

V
R

防
災

体
験

車
、

地
震

体
験

車
、

初
期

消
火

訓
練

等
の

体
　

験
型

の
訓

練
を

実
施

し
、

区
民

の
防

災
意

識
啓

発

総
合

防
災

対
策

室
災

害
対

策
課

災
害

対
策

係

事
業

名
№

2
5
「
震

災
に

対
す

る
防

災
力

向
上

事
業

（
防

災
訓

練
・
防

災
計

画
）
」

協
働 ・

協
創

区
民

の
生

命
・
財

産
を

守
る

災
害

対
策

事
業

と
し

て
全

庁
的

に
協

働

Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

1
1
.
5

ま
ち

令令
和和

５５
年年

度度
重重

点点
ププ

ロロ
ジジ

ェェ
クク

トト
事事

業業
評評

価価
調調

書書
（（
令令

和和
４４

年年
度度

事事
業業

実実
施施

分分
））

視
点

再
掲

重
点

目
標

⑨
災

害
に

強
い

ま
ち

を
つ

く
る

重
点

項
目

防
災

対
策

の
強

化
記

入
所

属

0
0

0

R
5

6
年

度
R

3

0
0

②②
活活

動動
（（
アア

ウウ
トト

ププ
ッッ

トト
））

※※
区区

がが
行行

うう
直直

接接
のの

活活
動動

④④
中中

間間
成成

果果
（（
③③

のの
成成

果果
がが

伸伸
びび

たた
らら

、、
どど

うう
なな

るる
かか

））

年
度

３
年

度
４

年
度

５
年

度

1
1
7

-
6
1

【
活

動
-
1
】

防
災

訓
練

・
普

及
啓

発
イ

ベ
ン

ト
実

施
回

数

目
標

達
成

率
9
7
%

-
実

績
や

や
遅

れ
て

い
る

達
成

率
9
6
%

【
中

間
成

果
-
1
】

災
害

に
備

え
て

水
や

食
料

、
防

災
用

具
等

の
備

蓄
を

し
て

い
る

区
民

の
割

合
7
4
%

達
成

率

1
9
,1

7
2

③③
直直

接接
成成

果果
（（
②②

のの
活活

動動
のの

直直
接接

的的
なな

結結
果果

））

2
6
,0

0
0

－
2
,0

0
0

実
績

9
,1

2
8

2
6
,0

0
0

9
0

影
響

要
因

影
響

要
因

・
　

イ
ベ

ン
ト

等
の

場
所

、
時

期
・
　

社
会

情
勢

（
感

染
状

況
）

・
　

助
成

件
数

の
上

限

・
　

世
論

調
査

回
答

者
の

状
況

・
　

東
京

以
外

の
災

害
の

発
生

状
況

影
響

要
因

R
3

R
4

・
　

世
論

調
査

回
答

者
の

状
況

・
　

発
生

し
た

震
災

の
大

き
さ

や
激

し
さ

【
直

接
成

果
-
１

】
防

災
訓

練
・
普

及
啓

発
イ

ベ
ン

ト
参

加
者

数

回

％
人 人 地 区

回

－

目
標

－

【
直

接
成

果
-
2
】

震
災

に
関

す
る

防
災

講
演

会
参

加
者

数

3
7
%

1
6
7

7
4
%

1
6
7

7
0
%

1
9
7

や
や

遅
れ

て
い

る

【
活

動
-
2
】

震
災

に
関

す
る

防
災

講
演

会
実

施
回

数

目
標

6
6

6
6

7
5

や
や

遅
れ

て
い

る

実
績

回

外
的
な
要
因

大大
行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素

大大

66

Ⅲ　重点プロジェクト事業 事業別評価の反映結果



33
..55

33
..55

防
災
へ
の
関
心
が
低
い
区
民
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
（
防
災
訓
練
・
イ

ベ
ン
ト
・
防
災
講
演
会
等
）
に
つ
い
て
、
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
た
こ
と

は
評
価
で
き
る
。
加
え
て
地
域
住
民
の
共
助
力
向
上
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
も
、
予
定
し
た
内
容
を
実
施
し
、
目
標
値
を
達
成
し
て
い

る
点
は
評
価
で
き
る
。

一
方
、
昨
年
度
の
評
価
シ
ー
ト
で
は
コ
ロ
ナ
禍
中
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
感
染
症
対
策
も
踏
ま
え
た
対
応
を
今
後
の
事
業
予
定
で
あ
げ

て
い
た
だ
い
た
が
、
今
年
度
の
活
動
指
標
や
成
果
指
標
に
よ
る
昨

年
度
実
績
を
み
る
と
予
定
し
た
回
数
・
参
加
者
が
７
割
程
度
に
と
ど

ま
っ
て
お
り
対
策
が
う
ま
く
結
果
に
反
映
で
き
て
い
な
い
部
分
も

あ
っ
た
の
で
は
と
推
察
さ
れ
る
。
す
ぐ
に
成
果
の
出
る
よ
う
な
性
質

の
事
業
で
は
な
い
が
、
今
後
の
評
価
後
の
対
応
で
は
、
例
え
ば

「
工
夫
す
る
」
、
「
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
く
」
と
い
う
よ
う
な
調
書
の

記
載
に
対
し
て
よ
り
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
お
こ
な
っ
て
い
く

の
を
明
確
に
し
て
実
行
に
移
し
て
ほ
し
い
。

具
体
的
な
行
動
と
し
て
震
災
時
に
必
ず
必
要
に
な
る
で
あ
ろ
う
簡
易
ト

イ
レ
の
配
布
等
を
積
極
的
に
お
こ
な
っ
た
こ
と
は
理
に
適
っ
て
い
る
。

防
災
訓
練
や
講
演
会
が
、
感
染
症
な
ど
の
外
部
要
因
に
よ
っ
て
規
模

縮
小
し
た
も
の
の
、
令
和
4
年
度
は
、
感
染
症
が
鎮
静
化
す
る
こ
と
で

参
加
者
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
分
析
だ
が
、
外
部
要
因
に
よ

る
啓
発
の
ス
ト
ッ
プ
は
、
今
後
克
服
す
べ
き
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る

べ
き
で
は
な
い
か
。
現
状
は
、
特
定
の
日
・
特
定
の
場
所
で
の
イ
ベ
ン

ト
開
催
が
メ
イ
ン
に
な
っ
て
い
る
が
、
い
つ
で
も
学
習
で
き
る
オ
ン
デ
マ

ン
ド
型
の
学
習
ツ
ー
ル
（
体
験
ツ
ー
ル
）
を
用
意
し
、
通
年
で
防
災
意

識
を
高
め
る
仕
掛
け
を
作
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。
現
在
検
討
中

の
デ
ジ
タ
ル
防
災
訓
練
は
そ
の
一
助
に
な
り
得
る
と
考
え
る
。

中
間
成
果
の
実
績
を
あ
げ
る
に
は
、
地
道
な
取
り
組
み
が
必
要
に
な

る
が
、
自
助
・
共
助
に
期
待
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
届
い
て
い
な
い
層
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
発
信
を
よ
り
一
層
、
推
進
し
て
ほ
し
い
。

短
期
的
な
予
定
に
つ
い
て
、
足
立
区
の
世
論
調
査
に
よ
れ
ば
、
防

災
に
関
心
が
低
い
層
は
年
代
に
限
ら
ず
、
独
身
者
が
各
カ
テ
ゴ
リ

の
３
割
を
占
め
て
い
る
。
例
え
ば
、
ワ
ン
ル
ー
ム
で
で
き
る
防
災
対

策
な
ど
、
よ
り
対
象
者
に
寄
り
添
っ
た
対
策
を
提
案
で
き
な
い
か
（
備

蓄
の
置
き
場
所
が
な
い
等
の
事
情
に
対
応
）
。

中
・
長
期
的
な
方
向
性
に
お
い
て
は
、
調
書
の
と
お
り
、
現
存
の
町

会
で
は
高
齢
化
等
の
問
題
が
あ
る
。
災
害
時
は
、
地
域
対
応
と
自

身
や
家
族
の
ケ
ア
を
両
立
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
特
定
の
人
に

負
荷
を
か
け
す
ぎ
な
い
た
め
の
交
代
要
員
を
ふ
ま
え
た
人
員
確
保

が
必
要
で
あ
る
し
、
メ
ン
バ
ー
の
年
代
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
国
籍
な
ど
が

多
様
で
あ
る
こ
と
も
必
要
で
あ
ろ
う
。
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
際
、
女
性
防
災

士
の
増
加
や
多
様
性
の
あ
る
支
援
展
開
に
つ
い
て
、
あ
ま
り
具
体

的
な
施
策
や
方
針
が
示
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
残
念
で
あ
る
。
避
難

所
の
ス
ム
ー
ズ
な
運
営
の
た
め
に
、
女
性
防
災
士
の
増
加
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
防
災
意
識
の
高
い
男
女
の
育
成
、
介
護
知
識
を
有
す
る

方
々
の
確
保
と
、
日
頃
か
ら
の
人
材
の
確
保
を
心
が
け
て
い
た
だ

き
た
い
。
P
T
A
な
ど
既
存
組
織
へ
の
依
頼
も
有
用
だ
が
、
例
え
ば
多

様
性
を
意
識
し
て
地
域
に
広
く
公
募
を
か
け
て
、
小
さ
な
勉
強
会
・

訓
練
を
重
ね
る
環
境
づ
く
り
を
区
で
ひ
な
型
化
し
、
各
地
域
に
提
案

で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

備
蓄
の
置
き
場
所
の
な
い
方
に
つ
い
て
は
、
日
頃
か
ら
手
に
入
り
や
す
い
食

べ
慣
れ
た
食
品
を
多
め
に
買
っ
て
定
期
的
に
消
費
し
、
使
っ
た
分
だ
け
買
い

足
す
こ
と
で
常
に
一
定
量
を
備
蓄
す
る
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
法
を
提
案
し
て
い

く
。
ア
リ
オ
西
新
井
で
の
あ
だ
ち
防
災
フ
ェ
ア
や
あ
だ
ち
区
民
ま
つ
り
（
Ａ
－
Ｆ

e
st
a）
等
普
及
啓
発
の
イ
ベ
ン
ト
や
総
合
防
災
訓
練
に
て
、
簡
易
ト
イ
レ
を
備

蓄
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
は
じ
め
足
立
区
の
災
害
対
策
に
つ
い
て
の
取
組
を

積
極
的
に
参
加
者
へ
普
及
啓
発
し
て
い
く
。
ま
た
、
防
災
講
演
会
に
つ
い
て

も
、
こ
れ
ま
で
の
町
会
・
自
治
会
向
け
の
ほ
か
、
子
ど
も
、
障
が
い
の
あ
る
方
、

外
国
籍
の
方
、
介
護
事
業
者
な
ど
多
様
な
対
象
に
対
し
て
、
災
害
対
策
を
よ

り
身
近
な
問
題
と
し
て
捉
え
て
も
ら
え
る
よ
う
に
工
夫
を
し
て
い
く
。

足
立
区
公
式
Ｌ
ＩＮ
Ｅ
に
お
い
て
、
Ｌ
ＩＮ
Ｅ
de
防
災
訓
練
を
報
道
広
報
課
と
連
携

し
、
作
成
し
た
。
Ｌ
ＩＮ
Ｅ
de
防
災
訓
練
に
よ
り
い
つ
で
も
学
習
の
で
き
る
学
習

ツ
ー
ル
と
な
り
、
豪
雨
や
台
風
等
の
水
害
や
大
地
震
に
よ
る
災
害
が
発
生
し

た
際
に
、
慌
て
ず
行
動
で
き
る
よ
う
に
「
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
注
意
」
し
て
、
「
ど

の
よ
う
に
避
難
」
す
れ
ば
よ
い
か
、
事
前
に
訓
練
を
し
て
お
く
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
し
た
。

災
害
が
発
生
し
た
際
の
避
難
所
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
高
齢
化
等
の
問
題

が
あ
る
た
め
町
会
・
自
治
会
だ
け
で
は
運
営
す
る
こ
と
が
難
し
い
。
そ
の
た

め
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
だ
け
で
な
く
、
児
童
・
生
徒
・
障
が
い
の
あ
る
方
や
外
国
籍
の
方
に

も
幅
広
く
訓
練
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
災
害
時
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
避

難
所
運
営
に
加
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
働
き
か
け
を
行
う
こ
と
で
、
地
域

の
防
災
力
向
上
に
努
め
る
。

ま
た
、
役
員
会
や
全
体
会
、
訓
練
を
通
じ
て
、
知
識
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

実
践
力
を
培
え
る
よ
う
避
難
所
運
営
訓
練
の
内
容
を
提
案
し
て
い
く
。

反反
映映
結結
果果

33
..55

達達
成成
度度

33
..55

方方
向向
性性

【【
区区
民民
評評
価価
委委
員員
会会
のの
評評
価価
】】
（（
３３
次次
評評
価価
））

全全
体体
評評
価価

反反
映映
結結
果果
のの
評評
価価

目目
標標
・・
成成
果果
のの
達達
成成
度度
へへ
のの
評評
価価

今今
後後
のの
事事
業業
のの
予予
定定
、、
方方
向向
性性
へへ
のの
評評
価価

反反
映映
結結
果果
・・
反反
映映
状状
況況

【
活
動
－
1
】
【
直
接
成
果
－
1
】

地
震
体
験
訓
練
の
実
施
回
数
が
3
年
度
の
4
2
回
か
ら
8
4
回
に
大
幅
に
増
加
し
た
こ
と
か
ら
、
4
年
度
の
防

災
訓
練
・
普
及
啓
発
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
回
数
、
参
加
者
数
は
3
年
度
か
ら
大
幅
に
増
加
し
た
。

【
活
動
－
2
】
【
直
接
成
果
－
2
】

コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
が
落
ち
着
い
て
い
た
時
期
に
は
防
災
講
演
会
の
依
頼
が
多
く
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
震

災
に
関
す
る
防
災
講
演
会
の
参
加
者
数
は
3
年
度
の
2
7
0
人
か
ら
1
,4
3
8
人
に
大
幅
に
増
加
し
た
。

【
活
動
－
3
】
【
直
接
効
果
－
3
】

コ
ロ
ナ
の
感
染
対
策
を
実
施
し
な
が
ら
、
計
4
1
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
予
定
し
て
い
た
1
5
地
区

の
地
区
防
災
計
画
策
定
を
完
了
し
た
。

【
活
動
－
4
】
【
直
接
成
果
－
4
】

避
難
所
運
営
会
議
や
女
性
団
体
へ
の
働
き
か
け
に
よ
り
、
新
た
に
3
箇
所
の
避
難
所
で
女
性
防
災
士
を
配

置
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
れ
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
結
果
、
区
民
の
防
災
に
対
す
る
意
識
・
行
動
の
変
容
に
つ
な
が
り
、
目
標
に
対
し

て
の
達
成
状
況
が
「
順
調
」
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
【
中
間
成
果
1
】

1
　
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
避
難
所
運
営
訓
練
の
実
施
を
見
送
る
避
難
所
が
多
く
あ
り
、
3
年
度
の
避
難
所

運
営
訓
練
の
実
施
回
数
は
2
7
回
、
参
加
人
数
も
1
,5
6
2
人
に
と
ど
ま
っ
た
。

2
　
他
の
年
齢
層
に
比
べ
防
災
へ
の
関
心
が
低
い
若
年
層
に
対
し
て
の
効
果
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
を

検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
　
対
応
策
・
・
・
渋
谷
区
の
Ｌ
ＩＮ
Ｅ
を
活
用
し
た
「
デ
ジ
タ
ル
防
災
訓
練
」
な
ど
、
他
の
自
治
体
の
手
法
も

調
査
・
研
究
し
な
が
ら
、
報
道
広
報
課
と
連
携
し
、
区
公
式
Ｌ
ＩＮ
Ｅ
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
な
ど
、
新

た
な
普
及
啓
発
方
法
に
つ
い
て
検
討
、
実
施
し
て
い
く
。

3
　
地
域
危
険
度
が
高
い
地
域
に
つ
い
て
、
地
区
防
災
計
画
の
策
定
支
援
（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
実
施

等
）
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
対
応
策
・
・
・
地
域
危
険
度
ラ
ン
ク
５
の
地
域
に
お
け
る
計
画
策
定
が
終
了
し
た
。
引
き
続
き
、
ラ
ン
ク

４
の
地
域
に
つ
い
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
実
施
を
進
め
、
地
域
防
災
計
画
策
定
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

4
　
女
性
防
災
士
未
配
置
の
避
難
所
運
営
会
議
の
割
合
は
7
0
％
と
な
っ
て
お
り
、
女
性
防
災
士
が
配
置

さ
れ
て
い
る
避
難
所
運
営
会
議
の
ほ
う
が
少
な
い
状
況
に
あ
る
。

　
　
対
応
策
・
・
・
引
き
続
き
、
避
難
所
運
営
会
議
や
女
性
団
体
に
対
し
、
女
性
防
災
士
の
資
格
取
得
増

加
に
向
け
、
積
極
的
な
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
く
。

【
短
期
】

■
防
災
に
関
心
が
低
い
区
民
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

・
　
ア
リ
オ
西
新
井
の
防
災
フ
ェ
ア
等
の
防
災
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
、
防
災
に
関
心
が
低
い
若
年
層
に
も
興
味
を
持
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
イ
ベ
ン
ト
内
容
、
展
示
内
容
を
工
夫
し
て
い
く
。

■
地
域
住
民
に
よ
る
「
共
助
力
」
向
上
の
た
め
の
ア
プ
ロ
ー
チ

・
　
地
区
防
災
計
画
策
定
支
援
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
つ
い
て
、
感
染
症
対
策
の
観
点
か
ら
参
加
人
数
を
絞
っ
て
き
た

が
、
今
後
は
多
く
の
地
域
住
民
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
策
定
す
る
町
会
・
自
治
会
に
対
し
て
働
き
か
け
を
行
っ

て
い
く
。

【
中
・
長
期
】

　
こ
れ
ま
で
地
域
で
の
防
災
活
動
を
担
っ
て
き
た
町
会
・
自
治
会
、
避
難
所
運
営
会
議
の
高
齢
化
が
深
刻
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
P
T
A
や
地
域
団
体
等
に
対
し
て
防
災
活
動
へ
の
参
加
を
促
し
、
区
民
の
「
自
助
」
意
識
と
地
域
に

お
け
る
「
共
助
」
意
識
を
高
め
、
地
域
の
総
合
的
な
防
災
力
の
強
化
を
継
続
し
て
図
っ
て
い
く
。

【【
庁庁
内内
評評
価価
委委
員員
会会
のの
評評
価価
】】
（（
２２
次次
評評
価価
））

【
全
体
評
価
の
経
年
動
向
】

全全
体体
評評
価価

評評
価価
結結
果果

44
【
目
標
・
成
果
の
達
成
度
へ
の
評
価
】

　
【
活
動
・
直
接
成
果
】
引
き
続
き
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
活
動
制
約
の
あ
る
中
、
防
災
訓
練
や
普
及
啓
発
イ
ベ
ン
ト
、
防
災
講
演
会
の
実
施
回
数
・
参
加
者
数
に
つ
い
て
、
目
標
値

に
は
届
い
て
い
な
い
が
、
機
を
逃
さ
ず
実
施
（
支
援
）
し
、
前
年
度
比
で
は
大
き
く
実
績
を
伸
ば
し
て
い
る
。
地
区
防
災
計
画
に
つ
い
て
は
、
危
険
度
が
高
い
地
域
か
ら
優
先
し
て

丁
寧
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
な
が
ら
順
調
に
策
定
目
標
を
達
成
し
て
い
る
点
を
評
価
す
る
。
女
性
防
災
士
の
未
配
置
の
避
難
所
運
営
会
議
の
割
合
に
つ
い
て
も
目
標
を

達
成
し
て
い
る
が
、
女
性
の
視
点
か
ら
の
支
援
を
は
じ
め
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
乳
幼
児
等
、
多
様
な
視
点
か
ら
の
支
援
体
制
を
考
え
る
契
機
と
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

　
【
中
間
成
果
】
十
分
な
活
動
が
で
き
な
か
っ
た
中
で
は
あ
る
が
、
災
害
に
備
え
た
備
蓄
、
自
分
の
地
域
の
避
難
所
等
の
意
味
を
含
め
た
認
知
、
区
の
防
災
対
策
に
対
す
る
満

足
度
の
各
区
民
の
割
合
は
概
ね
順
調
に
推
移
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
地
道
に
積
み
重
ね
て
き
た
活
動
の
成
果
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
他
の
影
響
要
因
も
含
め
て
、
絶
え
ず
地
域

の
ニ
ー
ズ
等
を
踏
ま
え
た
効
果
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

【
今
後
の
事
業
の
予
定
・
方
向
性
へ
の
評
価
】

　
防
災
に
関
心
が
低
い
区
民
、
特
に
若
年
層
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
、
地
域
住
民
に
よ
る
「
共
助
力
」
向
上
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
重
要
で
あ
り
、
引
き
続
き
注
力
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
こ

れ
ま
で
地
域
の
防
災
活
動
を
担
っ
て
き
た
町
会
・
自
治
会
、
避
難
所
運
営
会
議
に
加
え
て
、
若
年
向
け
と
し
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
ほ
か
地
域
団
体
へ
の
参
加
促
進
の
は
た
ら
き
か
け
の
方

向
性
も
妥
当
で
あ
り
、
地
域
基
盤
強
化
に
向
け
た
活
動
を
継
続
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

【【
所所
属属
のの
自自
己己
分分
析析
】】

指指
標標
分分
析析

課課
題題
分分
析析

今今
後後
のの
事事
業業
のの
予予
定定
（（
短短
期期
））
・・
方方
向向
性性
（（
中中
・・
長長
期期
））

H3
1年
度

R2
年
度

R3
年
度

R4
年
度

庁
内
評
価
結
果

区
民
評
価
結
果
※
年
度
は
事
業
実
施
年
度

012345

H3
1年
度

R2
年
度

R3
年
度

R4
年
度

庁
内
評
価
結
果

区
民
評
価
結
果
※
年
度
は
事
業
実
施
年
度

区 民 評 価 中 止

67

Ⅲ　重点プロジェクト事業 事業別評価の反映結果



【【
ロロ

ジジ
ッッ

クク
モモ

デデ
ルル

・・
指指

標標
のの

達達
成成

度度
】】

単単
位位

：：
千千

円円
■■

令令
和和

44
年年

度度
事事

業業
費費

支支
出出

内内
訳訳

（（
上上

位位
３３

事事
業業

））

(1
)

(2
)

(3
)

 
年

度

目
標

目
標

実
績

達
成

率

目
標

目
標

達
成

率
－

1
0
6
%

【
中

間
成

果
-
3
】

区
の

防
災

対
策

の
取

り
組

み
に

満
足

し
て

い
る

区
民

の
割

合
％

－
6
0

7
0

達
成

率
5
0
%

1
0
0
%

達
成

実
績

5
8

6
4

-

達
成

【
直

接
成

果
-
5
】

水
害

時
を

想
定

し
た

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

タ
イ

ム
ラ

イ
ン

策
定

済
み

地
区

数

地 区

目
標

4
4

5

実
績

2
4

-R
5

年
度

【
事

業
の

概
要

】
■

水
害

に
対

す
る

意
識

が
低

い
区

民
へ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

【
活

動
-
1
,2

】
・
　

備
蓄

や
分

散
避

難
な

ど
水

害
に

対
す

る
意

識
啓

発
（
防

災
講

演
会

、
周

知
啓

発
ブ

ー
ス

出
展

等
）

・
　

「
想

定
浸

水
深

」
表

示
の

設
置

拡
大

■
水

害
時

に
お

け
る

水
防

体
制

の
強

化
【
活

動
-
3
,4

】
・
　

水
害

時
に

開
設

す
る

す
べ

て
の

避
難

所
の

運
営

「
手

順
書

」
の

作
成

、
更

新
、

手
順

書
に

基
づ

い
た

訓
練

の
実

施
・
　

水
害

時
を

想
定

し
た

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

タ
イ

ム
ラ

イ
ン

策
定

支
援

　
　

（
地

域
と

の
会

合
や

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
等

の
実

施
）

■
水

害
に

対
す

る
意

識
が

低
い

区
民

へ
の

直
接

効
果

【
活

動
-
1
,2

】
・
　

水
害

に
関

す
る

防
災

講
演

会
等

の
イ

ベ
ン

ト
参

加
者

が
増

え
る

【
直

接
効

果
-
1
】

・
　

「
足

立
区

洪
水

・
内

水
・
高

潮
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

」
や

電
柱

や
公

共
施

設
等

に
設

置
さ

れ
て

い
る

浸
水

深
表

示
を

見
て

、
自

宅
周

辺
の

状
況

を
確

認
す

る
人

が
増

え
る

　
　

【
直

接
効

果
-
2
】

・
　

河
川

が
は

ん
濫

す
る

恐
れ

が
あ

る
場

合
、

避
難

す
る

場
所

を
事

前
に

決
め

て
い

る
人

が
増

え
る

【
直

接
効

果
-
3
】

■
水

害
時

に
お

け
る

水
防

体
制

の
強

化
【
活

動
-
3
,4

】
・
　

水
害

時
に

備
え

た
体

制
を

整
え

る
地

域
が

増
え

る
【
直

接
効

果
-
4
】

・
　

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

タ
イ

ム
ラ

イ
ン

に
沿

っ
て

正
し

い
避

難
行

動
を

と
れ

る
区

民
の

割
合

が
増

え
る

【
直

接
効

果
-
5
】

■
区

民
の

水
害

時
に

お
け

る
意

識
や

行
動

が
変

わ
り

、
「
自

助
」
意

識
  

が
向

上
す

る
・
　

日
頃

か
ら

災
害

に
備

え
て

い
る

人
が

増
え

る
・
　

正
し

い
避

難
行

動
を

と
れ

る
区

民
の

割
合

が
増

え
、

避
難

先
に

対
す

る
理

解
を

深
め

た
人

が
増

え
る

・
　

行
政

と
地

域
の

連
携

が
強

化
さ

れ
、

災
害

に
強

い
足

立
区

に
発

展
す

る

・
　

日
頃

か
ら

水
害

に
対

し
意

識
を

持
ち

対
策

に
取

り
組

ん
で

い
る

区
民

の
割

合
が

増
え

る

R
4

R
5

年
度

R
4

単
位

②②
活活

動動
指指

標標
達

成
状

況
単

位
③③

成成
果果

指指
標標

単
位

④④
成成

果果
指指

標標実
施

済

単
位

達
成

状
況

⑤⑤
成成

果果
指指

標標

⑤⑤
最最

終終
成成

果果
（（
理理

想想
））

千
円

千
円

千
円

1
0
,5

3
3

8
,2

9
0

5
,6

4
6

事 業 の 概 要

日
頃

か
ら

水
害

に
対

し
対

策
を

持
ち

取
り

組
ん

で
い

る
区

民
の

割
合

が
増

え
る 水

防
体

制
の

推
進

に
係

る
会

議
等

運
営

業
務

委
託

避
難

所
の

開
設

訓
練

や
情

報
発

信
を

通
じ

て
水

害
に

対
す

る
区

民
の

理
解

の
向

上
を

図
り

、
安

全
か

つ
迅

速
な

避
難

行
動

を
実

現
す

る
。

東
京

都
被

災
者

生
活

再
建

支
援

シ
ス

テ
ム

共
同

利
用

運
用

委
託

防
災

被
服

の
作

成
（
令

和
５

年
度

新
規

採
用

職
員

等
配

付
用

）

主
な

内
容

主
な

内
容

主
な

内
容

対対
応応

すす
るる

予予
算算

事事
業業

名名

6
2
,
1
4
2

4
9
,
4
5
8

4
0
,
5
1
3

6
2
,
1
4
2

・
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
タ

イ
ム

ラ
イ

ン
の

策
定

支
援

（
新

規
・
継

続
・
フ

ァ
ロ

ー
ア

ッ
プ

）

Ｓ
Ｄ

Ｇ
s関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
対

す
る

貢
献

状
況

【
目

標
1
1
】
タ

ー
ゲ

ッ
ト

1
1
．

5で
は

、
2
0
3
0
年

ま
で

に
、

貧
困

層
及

び
脆

弱
な

立
場

に
あ

る
人

々
の

保
護

に
焦

点
を

あ
て

な
が

ら
、

水
関

連
災

害
な

ど
の

災
害

に
よ

る
死

者
や

被
災

者
数

を
大

幅
に

削
減

し
、

世
界

の
国

内
総

生
産

比
で

直
接

的
な

経
済

損
失

を
大

幅
に

減
ら

す
。

令
和

元
年

度
台

風
1
9
号

の
課

題
を

踏
ま

え
、

順
次

避
難

所
運

営
手

順
書

を
整

備
し

、
派

遣
職

員
と

避
難

所
運

営
会

議
役

員
と

の
顔

合
わ

せ
や

訓
練

等
を

行
う

こ
と

は
目

標
達

成
に

資
す

る
。

具
体

的
に

・
　

世
論

調
査

回
答

者
の

状
況

・
　

水
害

発
生

の
有

無
0

税
外

収
入

事
業

費
(a

)

人
件

費
(b

)
内

訳

国
庫

負
担

金
・
補

助
金

受
益

者
負

担
金

2
1
,
3
2
9

2
6
,
0
5
1

総
事

業
費

(a
+
b)

7
0
,
7
8
7

水
害

時
に

お
け

る
水

防
体

制
の

強
化

6
6
,
5
6
4

防
災

管
理

事
務

⑥
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
共

通
の

成
果

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
が

伸
び

た
ら

こ
う

な
る

）

区区
政政

全全
体体

にに
対対

すす
るる

区区
民民

のの
満満

足足
度度

　　
66
77
％％

-

達
成

率
－

1
1
0
%

達
成

率
1
8
%

箇 所

目
標

7
6

【
活

動
-
4
】

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

タ
イ

ム
ラ

イ
ン

策
定

や
策

定
後

の
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

の
た

め
に

実
施

し
た

地
域

住
民

と
の

会
合

等
の

延
べ

件
数

8
0

7
5

遅
れ

て
い

る
実

績
6

1
1

-

目
標

－
1
0

1
3

達
成

【
直

接
成

果
-
4
】

避
難

所
運

営
「
手

順
書

」
に

基
づ

い
た

訓
練

を
実

施
し

た
避

難
所

数

【
直

接
成

果
-
3
】

河
川

が
は

ん
濫

す
る

恐
れ

が
あ

る
場

合
、

避
難

す
る

場
所

を
事

前
に

決
め

て
い

る
区

民
の

割
合

8
0

8
0

目
標

3
4
%

実
績

1
4

2
7

1
0
0
%

1
0
0
%

達
成

率
－

9
0
%

達
成

目
標

－

順
調

実
績

1
4
1

1
4
2

-
実

績
7
8

7
2

-

達
成

率

箇
所

実
績

2
6
2

【
活

動
-
3
】

水
害

時
避

難
所

運
営

「
手

順
書

」
作

成
済

み
の

避
難

所
数

目
標

1
4
1

1
4
2

1
4
2

5
5

【
直

接
成

果
-
１

】
水

害
に

関
す

る
防

災
講

演
会

、
普

及
啓

発
イ

ベ
ン

ト
参

加
者

数

5
7

-

達
成

率
2
1
0
%

1
0
0
%

【
中

間
成

果
-
2
】

河
川

が
は

ん
濫

す
る

恐
れ

が
あ

る
場

合
、

「
避

難
所

以
外

で
避

難
す

る
場

所
を

事
前

に
決

め
て

い
る

」
区

民
の

割
合

6
5

-
実

績
6
1

達
成

率

や
や

順
調

実
績

7
0
3

7
1
4

-
実

績
5
3
.9

5
7

7
0

6
5

6
5

達
成

率
9
8
%

8
2
%

9
4
%

8
8
%

7
0

7
5

7
5

7
5

4
,0

0
0

達
成

達
成

率
9
6
%

9
7
%

水
害

に
対

す
る

意
識

が
低

い
区

民
へ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

内
容

9
0

順
調

【
最

終
成

果
】

水
害

対
策

を
意

識
し

た
区

民
の

割
合

7
3

7
2

年
度

R
3

実
施

済
・
防

災
講

演
会

の
実

施
（
コ

ロ
ナ

禍
に

お
い

て
は

少
人

数
で

開
催

）

対
象

※
　

そ
の

他
の

場
合

記
入

昨
年

度
の

反
映

結
果

に
対

す
る

取
組

状
況

区
民

項
目

取
組

状
況

目
的

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
）

1
1
.
5

防
災

対
策

の
強

化
記

入
所

属
ま

ち
総

合
防

災
対

策
室

災
害

対
策

課
災

害
対

策
係

事
業

名
№

2
6
「
地

域
と

一
体

と
な

っ
た

水
害

対
策

」
協

働 ・
協

創
区

民
の

生
命

・
財

産
を

守
る

災
害

対
策

事
業

と
し

て
全

庁
的

に
協

働

Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

②②
活活

動動
（（
アア

ウウ
トト

ププ
ッッ

トト
））

※※
区区

がが
行行

うう
直直

接接
のの

活活
動動

③③
直直

接接
成成

果果
（（
②②

のの
活活

動動
のの

直直
接接

的的
なな

結結
果果

））
④④

中中
間間

成成
果果

（（
③③

のの
成成

果果
がが

伸伸
びび

たた
らら

、、
どど

うう
なな

るる
かか

））

令令
和和

５５
年年

度度
重重

点点
ププ

ロロ
ジジ

ェェ
クク

トト
事事

業業
評評

価価
調調

書書
（（
令令

和和
４４

年年
度度

事事
業業

実実
施施

分分
））

視
点

再
掲

重
点

目
標

⑨
災

害
に

強
い

ま
ち

を
つ

く
る

重
点

項
目

0
0

0

R
5

6
年

度
R

3

0
0

R
3

R
4

-

①①
投投

入入
資資

源源
（（
イイ

ンン
ププ

ッッ
トト

））

年
度

３
年

度
４

年
度

５
年

度

3
6

-
3
,9

0
3

影
響

要
因

-
実

績

【
中

間
成

果
-
1
】

災
害

に
備

え
て

水
や

食
料

、
防

災
用

具
等

の
備

蓄
を

し
て

い
る

区
民

の
割

合
％

-

％

達
成

状
況

2
,0

0
0

影
響

要
因

影
響

要
因

・
イ

ベ
ン

ト
等

の
場

所
、

時
期

・
社

会
情

勢
（
感

染
状

況
）

・
世

論
調

査
回

答
者

の
状

況
・
世

論
調

査
回

答
者

の
状

況

や
や

順
調

1
9
5
%

達
成

率

回

％
人 ％ ％

－

目
標

－

【
直

接
成

果
-
2
】

「
足

立
区

洪
水

・
内

水
・
高

潮
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

」を
見

た
こ

と
が

あ
る

等
の

回
答

を
し

た
区

民
の

割
合

2
1
%

5
5
%

【
活

動
-
1
】

水
害

に
関

す
る

防
災

講
演

会
実

施
回

数

目
標

6
6

6
6

6
6

遅
れ

て
い

る

達
成

率

実
績

1
4

回

【
活

動
-
2
】

区
内

電
柱

・
施

設
等

「
想

定
浸

水
深

」
表

示
の

累
計

設
置

箇
所

数

目
標

3
3
5

7
1
4

7
2
0

達
成

個

外
的
な
要
因

大大
行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素

大大
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掲
げ
た
目
標
が
、
事
業
の
最
終
目
的
に
本
質
的
に
沿
っ
た
も

の
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
昨
年
度
の
反
映
結
果
に

対
す
る
活
動
（
講
演
会
、
想
定
浸
水
深
、
手
順
書
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
）は
、
講
演
会
実
施
回
数
に
つ
い
て
目
標
に

達
し
て
い
な
い
も
の
の
、
一
定
の
成
果
は
あ
っ
た
も
の
と
は
判

断
さ
れ
る
。
但
し
、
注
意
す
べ
き
は
「
そ
の
中
身
」
の
問
題
で
あ

ろ
う
。
例
え
ば
、
防
災
講
演
会
の
回
数
増
加
を
成
果
と
し
て
記

載
さ
れ
て
い
る
が
、
回
数
と
い
っ
た
単
純
な
指
標
だ
け
で
な
く
、

①
区
と
し
て
区
民
に
伝
え
る
べ
き
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
中
身
の
吟
味

②
水
害
へ
の
対
処
の
区
と
し
て
の
明
確
な
立
ち
位
置
等
々
の

『
明
確
な
伝
達
の
場
』
で
あ
っ
た
の
か
の
誠
実
な
検
証
が
必
要

で
あ
ろ
う
。
気
象
状
況
は
「
厳
し
い
方
向
」
に
年
々
変
化
の
度
を

強
め
て
お
り
、
千
篇
一
律
な
内
容
の
講
演
会
の
継
続
は
、
現
状

実
態
に
そ
ぐ
わ
な
い
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

　
4
つ
の
活
動
の
う
ち
、
3
つ
の
活
動
で
目
標
を
達
成
し
て
い
る
点
は
評

価
で
き
る
。
各
指
標
の
未
達
成
項
目
は
い
ず
れ
も
、
相
手
の
反
応
に

左
右
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
「講
演
を
依
頼
し
な
い
団
体
（
活
動
1
関

連
）
」
「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見
な
い
区
民
（
直
接
成
果
2
関
連
）
」
「
訓
練

を
実
施
し
な
い
団
体
（
直
接
成
果
4
関
連
）
」
に
ど
う
振
り
向
い
て
も
ら
う

か
が
課
題
と
思
わ
れ
る
。
「講
演
会
の
開
催
」
や
「
想
定
浸
水
深
表

示
」
が
、
住
民
に
対
す
る
重
要
な
注
意
喚
起
ツ
ー
ル
に
な
り
得
る
こ
と

は
、
そ
の
通
り
で
あ
ろ
う
が
、
問
題
は
「
だ
か
ら
何
」
「
じ
ゃ
あ
次
は
ど
う

す
る
の
」
と
い
っ
た
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
区
と
し
て
、
き
ち
ん

と
住
民
に
提
示
し
得
る
か
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
部
分
が
曖
昧
で
、

「
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
区
民
が
多
い
な
ら
ば
、
極

論
す
れ
ば
、
想
定
浸
水
深
表
示
な
ど
は
、
い
た
ず
ら
に
不
安
を
助
長

す
る
と
い
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
高
齢
で
、
歩
行
困
難
、
避
難
所

へ
の
退
避
も
ま
ま
な
ら
な
い
な
ど
と
い
う
人
達
は
区
に
相
当
数
い
る
と

推
定
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
方
々
に
と
っ
て
、
想
定
浸
水
深
表
示
は
ど

の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
で
あ
ろ
う
か
。
想
定
浸
水
深
の
表
示
を
よ
り
進

め
る
の
で
あ
れ
ば
、
直
接
成
果
2
（
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
）に
つ
い
て
は
、

活
動
2
と
連
動
す
る
形
で
「想
定
浸
水
深
ま
た
は
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

見
た
こ
と
が
あ
る
」
に
置
き
換
え
て
も
良
い
よ
う
に
思
う
。

　
ま
た
団
体
対
応
に
つ
い
て
調
書
で
は
「
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
」

や
「
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
」
と
い
う
記
述
も
あ
る
が
、
も
う
少
し
具
体
的
な
深

堀
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
短
期
で
は
水
害
に
対
す
る
区
の
取
組
み
や
考
え
方
を
区
民
に
分
か
り

や
す
く
表
明
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
基
本
的
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
防
災
ガ
イ
ド
、
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
）
は
揃
っ
た
が
、
災
害
時
協
定
先
の
開
示
、
内
水
氾
濫
・

外
水
氾
濫
に
対
す
る
区
の
取
組
み
（
ハ
ー
ド
面
）
、
残
さ
れ
た
リ
ス
ク
な
ど

を
逐
次
公
開
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
地
震
と
水
害
は
セ
ッ
ト
で
広
報
す
べ
き
と

考
え
る
。
ど
ち
ら
か
片
方
の
災
害
し
か
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
な
い
、
あ
る
い
は

両
者
を
混
同
し
て
い
る
恐
れ
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
中
・
長
期
の
方

向
性
で
は
、
江
東
5
区
は
区
外
へ
の
避
難
を
推
奨
し
て
い
る
が
、
将
来
的

に
は
区
内
で
対
応
で
き
る
体
制
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。
水
害
時
に
垂
直
避

難
を
し
て
も
十
数
日
に
お
よ
ぶ
備
蓄
を
各
戸
や
避
難
所
で
行
う
こ
と
は
不

可
能
だ
ろ
う
こ
と
も
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
将
来
的
に
は
事
業
活
動

を
、
啓
蒙
主
体
型
か
ら
、
避
難
場
所
の
更
な
る
確
保
を
主
体
と
し
た
「
ハ
ー

ド
充
実
主
体
型
」
に
舵
を
切
る
必
要
も
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
従
前
か
ら

の
事
業
の
方
向
性
で
は
、
抜
本
的
な
水
害
対
策
に
は
な
り
得
な
い
。
「
い

ざ
と
な
っ
た
ら
、
避
難
所
に
逃
げ
れ
ば
い
い
」
と
い
う
区
民
の
漠
然
と
し
た

イ
メ
ー
ジ
を
是
正
す
る
た
め
に
も
、
荒
川
決
壊
時
の
最
悪
の
場
合
の
避
難

所
収
容
可
能
人
数
を
積
算
、
区
民
に
明
示
し
て
も
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。

お
そ
ら
く
試
算
は
厳
し
い
も
の
に
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、
ま
ず
現
状
を
区
民

に
知
っ
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
。
「
区
民
の
意
識
改
革
」
と
い
う
な
ら
、
こ
れ

に
ま
さ
る
イ
ン
パ
ク
ト
は
無
い
。

　
ま
た
親
戚
・
知
人
へ
の
避
難
は
出
来
れ
ば
そ
れ
に
越
し
た
こ
と
は
な
い

が
、
現
実
的
に
は
、
相
当
の
困
難
を
伴
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
の
う
え

で
、
在
宅
避
難
の
自
助
努
力
を
促
し
、
そ
の
自
助
努
力
に
対
し
区
と
し
て

サ
ポ
ー
ト
（
金
銭
的
・
物
質
的
補
助
）
を
行
う
と
い
っ
た
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
構

築
も
可
能
性
と
し
て
は
あ
り
得
る
。
最
も
現
実
的
に
、
少
し
で
も
多
く
の

方
々
の
助
命
が
可
能
と
な
る
方
法
と
し
て
近
隣
・
民
間
高
層
建
築
物
へ
の

退
避
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
実
行
に
あ
た
り
、
数
々
の
「
決
め
事
」
の

策
定
の
要
が
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、
腰
を
据
え
粘
り
強
く
取
り
組
ん
で
頂

き
た
い
。

　
今
回
の
区
民
評
価
で
は
、
啓
蒙
主
体
型
の
水
害
対
策
か
ら
避
難
場
所
の
更
な

る
確
保
を
主
体
と
し
た
ハ
ー
ド
充
実
主
体
型
へ
舵
を
切
る
必
要
が
あ
る
と
の
指
摘

を
受
け
て
、
来
年
度
は
水
害
時
に
お
け
る
避
難
所
収
容
数
が
区
内
で
充
足
し
て

い
る
の
か
否
か
、
不
足
し
て
い
る
な
ら
ば
、
ど
の
地
域
に
ど
の
程
度
不
足
し
て
い

る
の
か
に
つ
い
て
委
託
調
査
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。
そ
の
結
果
を
受
け
、
区

内
で
の
避
難
先
確
保
を
最
優
先
と
す
る
水
害
対
策
に
取
り
組
む
の
か
、
も
し
く

は
、
現
状
あ
る
公
共
施
設
を
避
難
先
と
し
て
確
保
及
び
活
用
す
る
と
し
た
こ
れ
ま

で
ど
お
り
の
方
針
で
行
く
の
か
、
次
年
度
後
半
に
は
水
害
対
策
の
方
針
の
大
き
な

判
断
を
行
う
。

　
今
後
は
、
防
災
講
演
会
や
想
定
浸
水
深
表
示
な
ど
の
普
及
啓
発
に
こ
れ
ま
で

ど
お
り
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
指
摘
を
受
け
た
災
害
時
に
お
け
る
具
体
的
な
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
区
民
に
提
示
し
う
る
取
り
組
み
目
標
及
び
成
果
に
追
加
す
る
こ
と

を
検
討
し
た
い
。

　
「
反
映
結
果
の
評
価
」
の
欄
で
「
気
象
状
況
は
厳
し
い
方
向
に
年
々
変
化
の
度

を
強
め
て
お
り
、
千
篇
一
律
な
内
容
の
講
演
会
の
継
続
は
、
現
状
実
態
に
そ
ぐ
わ

な
い
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
気
象
状
況
が
厳
し
い
方
向
に
年
々
変
化
し
て
い
る
影

響
は
確
実
に
あ
る
た
め
、
講
演
会
を
実
態
に
即
し
た
内
容
で
実
施
し
て
い
く
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
実
際
に
令
和
５
年
度
の
出
水
期
に
台
風
第
２
号
及
び
台
風

第
７
号
が
接
近
し
た
際
に
、
積
極
的
に
避
難
所
を
開
設
し
た
よ
う
に
、
引
き
続
き
、

区
民
の
安
心
の
た
め
に
迅
速
な
対
応
も
行
っ
て
い
く
。
ま
た
、
令
和
４
～
５
年
度
に

か
け
て
、
災
害
情
報
シ
ス
テ
ム
の
開
発
及
び
導
入
、
防
災
ア
プ
リ
の
リ
リ
ー
ス
、
防

災
行
政
無
線
テ
レ
ホ
ン
案
内
の
無
料
化
、
避
難
行
動
要
支
援
者
の
輸
送
手
段
の

確
保
、
台
風
接
近
時
に
お
け
る
荒
川
下
流
河
川
事
務
所
と
の
２
４
時
間
オ
ン
ラ
イ

ン
接
続
対
応
な
ど
災
害
時
区
民
の
「
自
助
（
避
難
行
動
）
」
を
支
援
す
る
新
し
い
取

り
組
み
も
着
実
に
進
め
て
い
る
。

　
定
量
的
な
活
動
や
数
値
に
よ
る
成
果
を
基
本
と
し
た
現
在
の
区
民
評
価
制
度

で
は
、
普
及
啓
発
を
中
心
と
し
た
事
業
の
み
が
活
動
指
標
や
成
果
指
標
と
な
ら
ざ

る
を
得
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
普
及
啓
発
に
よ
る
区
民
の
意
識
向
上
に
努
め

て
い
く
と
と
も
に
、
数
字
で
表
れ
な
い
災
害
へ
の
備
え
に
も
し
っ
か
り
対
応
し
、
区

民
に
ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

反反
映映
結結
果果

33
..55

達達
成成
度度 33

方方
向向
性性

【【
区区
民民
評評
価価
委委
員員
会会
のの
評評
価価
】】
（（
３３
次次
評評
価価
））

全全
体体
評評
価価

反反
映映
結結
果果
のの
評評
価価

目目
標標
・・
成成
果果
のの
達達
成成
度度
へへ
のの
評評
価価

今今
後後
のの
事事
業業
のの
予予
定定
、、
方方
向向
性性
へへ
のの
評評
価価

反反
映映
結結
果果
・・
反反
映映
状状
況況

【
活
動
1
】

　
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
が
落
ち
着
い
た
時
期
に
は
防
災
講
演
会
の
依
頼
も
多
く
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
水

害
に
関
す
る
防
災
講
演
会
の
実
施
回
数
は
3
年
度
の
1
4
回
か
ら
3
6
回
に
大
幅
に
増
加
し
た
。

【
活
動
-
2
】
【
直
接
効
果
-
2
,3
】

　
新
た
に
協
定
締
結
機
関
の
第
二
次
避
難
所
1
0
施
設
お
よ
び
綾
瀬
警
察
署
に
浸
水
深
表
示
を
設
置

し
た
。

【
活
動
-
3
】
【
直
接
効
果
－
3
】

　
新
た
に
水
害
時
避
難
施
設
１
箇
所
に
つ
い
て
手
順
書
を
作
成
し
、
水
害
時
に
従
事
す
る
区
職
員
に

よ
る
現
地
確
認
を
実
施
し
た
。

【
活
動
-
4
】
【
直
接
効
果
-
4
】

　
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
3
年
度
に
策
定
が
完
了
せ
ず
、
引
き
続
き
策
定
支
援
を
行
っ
て
い
た
本
木
・
関

原
地
区
に
つ
い
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
策
定
が
完
了
し
た
。
ま
た
、
4年
度
に
新
た
に
選
定
し

た
千
住
第
五
地
区
に
つ
い
て
も
感
染
対
策
を
行
い
な
が
ら
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
策
定
が
完
了

し
た
。

　 こ
れ
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
結
果
、
区
民
の
水
害
に
対
す
る
意
識
・
行
動
が
変
更
し
、
目
標
に
対
し
て
の

達
成
状
況
が
「
順
調
」
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
【
中
間
成
果
1
～
2
】

1
　
水
害
に
対
す
る
意
識
が
低
い
区
民
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

　
対
応
策
・
・
・
あ
だ
ち
広
報
に
特
集
記
事
を
掲
載
す
る
ほ
か
、
防
災
イ
ベ
ン
ト
等
に
お
い
て
、
浸
水
深

表
示
を
行
う
な
ど
、
水
害
へ
の
関
心
を
高
め
て
も
ら
え
る
よ
う
な
工
夫
を
行
う
。

2
　
今
後
の
浸
水
深
表
示
設
置
に
つ
い
て
方
針
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
。

　
対
応
策
…
第
一
次
避
難
所
お
よ
び
第
二
次
避
難
所
（
福
祉
避
難
所
）
の
協
定
締
結
施
設
等
へ
の
設

置
に
つ
い
て
検
討
、
調
整
を
進
め
て
い
く
。

3
　
手
順
書
を
作
成
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
災
害
時
に
区
職
員
が
避
難
所
運
営
会
議
と
と
も
に
避
難
所

を
開
設
・
運
営
で
き
る
よ
う
、
避
難
所
運
営
会
議
と
の
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
や
訓
練
等
を
行
う
必
要

が
あ
る
。

　
対
応
策
・
・
・
区
職
員
、
避
難
所
運
営
会
議
、
学
校
に
よ
る
顔
合
わ
せ
、
現
地
確
認
を
行
う
ほ
か
、
避

難
所
運
営
訓
練
を
通
し
て
、
手
順
書
の
確
認
、
更
新
を
行
っ
て
い
く
。

4
　
災
害
時
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
が
機
能
す
る
よ
う
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
っ
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

　
対
応
策
…
実
災
害
時
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
基
づ
い
た
行
動
が
行
え
る
よ
う
策
定
地
区
に

お
け
る
訓
練
を
実
施
す
る
な
ど
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
っ
て
い
く
。

【
短
期
】

■
水
害
に
対
す
る
意
識
が
低
い
区
民
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

・
　
ア
リ
オ
西
新
井
の
防
災
フ
ェ
ア
等
の
防
災
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
、
防
災
に
関
心
が
低
い
若
年
層
に
も
興
味
を
持
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
イ
ベ
ン
ト
内
容
、
展
示
内
容
を
工
夫
し
て
い
く
。

■
水
害
時
に
お
け
る
水
防
体
制
の
強
化

・
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
新
規
策
定
地
区
の
選
定
お
よ
び
策
定
完
了
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

・
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
策
定
の
手
引
き
の
作
成

【
中
・
長
期
】

・
　
あ
だ
ち
広
報
の
特
集
記
事
や
防
災
講
演
会
、
防
災
イ
ベ
ン
ト
以
外
で
も
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
水
害
時
の
分

散
避
難
や
備
蓄
に
つ
い
て
周
知
し
て
い
く
こ
と
で
、
区
民
の
自
助
意
識
を
高
め
、
事
前
に
水
害
時
の
行
動
に
つ
い
て

理
解
し
、
水
や
食
料
だ
け
で
は
な
く
、
簡
易
ト
イ
レ
に
つ
い
て
も
家
庭
で
備
蓄
し
て
い
る
割
合
が
高
ま
る
よ
う
、
周
知
、

啓
発
を
行
っ
て
い
く
。

【【
庁庁
内内
評評
価価
委委
員員
会会
のの
評評
価価
】】
（（
２２
次次
評評
価価
））

【
全
体
評
価
の
経
年
動
向
】

全全
体体
評評
価価

評評
価価
結結
果果

33
..55

【
目
標
・
成
果
の
達
成
度
へ
の
評
価
】

　
活
動
-
1
の
講
演
会
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
つ
つ
も
実
績
は
伸
び
て
お
り
、
R
5
年
度
は
コ
ロ
ナ
前
水
準
で
あ
る
6
6
回
の
目
標
が
達
成
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。
直
接
成

果
-
1
で
は
講
演
会
に
イ
ベ
ン
ト
も
含
め
た
参
加
者
数
が
大
き
く
伸
び
て
お
り
、
今
後
も
目
標
を
達
成
し
て
欲
し
い
。
活
動
-
2
に
つ
い
て
、
想
定
浸
水
深
表
示
は
水
害
リ
ス
ク
を

見
え
る
化
さ
せ
、
住
民
の
方
の
最
初
の
気
付
き
と
も
な
り
得
る
重
要
な
注
意
喚
起
ツ
ー
ル
で
あ
る
た
め
、
目
標
達
成
を
評
価
し
た
い
。
活
動
-
3
の
手
順
書
に
つ
い
て
も
全
避

難
所
に
つ
い
て
作
成
し
た
こ
と
を
評
価
す
る
。
一
方
で
、
直
接
成
果
-
4
に
つ
い
て
は
達
成
率
が
4
割
を
下
回
っ
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
っ
た
と
は
思
う
が
、
手
順
書
を
有

効
活
用
す
る
た
め
に
も
訓
練
実
施
避
難
所
数
を
増
や
す
こ
と
に
つ
な
が
る
工
夫
を
行
っ
て
も
ら
い
た
か
っ
た
。
今
後
は
目
標
達
成
に
向
け
た
訓
練
の
展
開
を
お
願
い
し
た

い
。
そ
の
他
の
指
標
の
達
成
状
況
は
「
や
や
順
調
」
以
上
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
直
接
成
果
-
2
に
関
し
て
は
、
全
戸
配
付
に
も
関
わ
ら
ず
約
4
割
の
区
民
が
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
見
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
状
況
で
あ
る
た
め
、
都
市
建
設
部
と
も
連
携
し
早
急
に
改
善
の
た
め
の
取
組
を
お
願
い
し
た
い
。

【
今
後
の
事
業
の
予
定
・
方
向
性
へ
の
評
価
】

　
課
題
分
析
に
記
載
の
「
水
害
に
対
す
る
意
識
が
低
い
区
民
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」
に
つ
い
て
、
特
定
の
場
所
や
世
代
に
固
ま
っ
て
い
る
訳
で
は
な
く
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
絞
り
込
み

は
難
し
い
と
の
話
が
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
あ
っ
た
。
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
よ
り
効
果
的
な
啓
発
活
動
に
つ
い
て
試
行
錯
誤
が
必
要
と
考
え
る
。
た
と
え
ば
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

に
つ
い
て
、
子
ど
も
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
（
子
ど
も
に
も
分
か
り
や
す
く
知
っ
て
も
ら
う
）
に
力
を
入
れ
る
こ
と
で
、
そ
の
家
族
も
一
緒
に
災
害
意
識
が
高
ま
る
と
い
う
効
果
を
狙
う

こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
な
い
か
。
教
育
委
員
会
と
の
連
携
強
化
や
防
災
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
取
り
入
れ
る
な
ど
検
討
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
他
に
も
多
角
的
に
様
々
な
啓
発

方
法
の
工
夫
を
行
っ
て
も
ら
い
た
い
。
水
害
に
つ
い
て
は
、
区
民
の
方
々
の
中
で
も
令
和
元
年
の
台
風
１
９
号
の
際
の
記
憶
は
ま
だ
新
し
い
と
思
わ
れ
る
。
今
後
、
防
災
の

た
め
の
活
動
が
再
び
活
発
化
し
て
い
く
中
で
そ
の
際
の
避
難
所
等
で
の
体
験
に
基
づ
く
様
々
な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
る
と
思
う
が
、
課
題
提
起
と
受
け
止
め
て
、
各
事
業
展

開
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
て
も
ら
い
た
い
。
ま
た
、
周
知
啓
発
に
よ
り
簡
易
ト
イ
レ
の
家
庭
で
の
備
蓄
割
合
増
の
実
現
も
是
非
達
成
願
い
た
い
。

【【
所所
属属
のの
自自
己己
分分
析析
】】

指指
標標
分分
析析

課課
題題
分分
析析

今今
後後
のの
事事
業業
のの
予予
定定
（（
短短
期期
））
・・
方方
向向
性性
（（
中中
・・
長長
期期
））

012345

H3
1年
度

R2
年
度

R3
年
度

R4
年
度

庁
内
評
価
結
果

区
民
評
価
結
果
※
年
度
は
事
業
実
施
年
度

区 民 評 価 中 止

69

Ⅲ　重点プロジェクト事業 事業別評価の反映結果



【【
ロロ

ジジ
ッッ

クク
モモ

デデ
ルル

・・
指指

標標
のの

達達
成成

度度
】】

単単
位位

：：
千千

円円
■■

令令
和和

44
年年

度度
事事

業業
費費

支支
出出

内内
訳訳

（（
上上

位位
３３

事事
業業

））

(1
)

(2
)

(3
)

 

年
度

目
標

目
標

実
績

達
成

率

目
標

目
標

目
標

【
中

間
成

果
-
3
】

住
宅

の
耐

震
化

率
％

9
3
.0

9
3
.4

9
3
.8

順
調

実
績

9
2
.6

9
2
.9

-

達
成

率
9
9
.6

%
9
9
.5

%

細
街

路
整

備
事

業
建

築
物

耐
震

化
促

進
事

業

千
円

千
円

千
円

6
7
1
,0

6
5

2
8
8
,5

7
2

1
9
7
,6

4
0

実
施

済
区

全
体

と
し

て
オ

ン
ラ

イ
ン

申
請

を
進

め
て

い
く
な

か
、

説
明

会
・
相

談
会

の
申

請
を

オ
ン

ラ
イ

ン
申

請
と

し
た

。

Ｓ
Ｄ

Ｇ
s関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
対

す
る

貢
献

状
況

首
都

直
下

地
震

の
発

生
に

備
え

、
木

造
住

宅
等

の
耐

震
化

率
の

向
上

、
密

集
市

街
地

の
不

燃
化

領
域

率
の

向
上

、
老

朽
家

屋
の

適
正

な
維

持
管

理
と

危
険

状
態

の
回

避
な

ど
、

安
全

で
快

適
な

ま
ち

の
実

現
を

目
指

す
。

各
事

業
の

連
携

を
意

識
し

な
が

ら
積

極
的

に
減

災
対

策
を

推
進

す
る

。

税
外

収
入

事
業

費
(a

)

人
件

費
(b

)
内

訳

国
庫

負
担

金
・
補

助
金

受
益

者
負

担
金

対 対
応応

すす
るる

予予
算算

事事
業業

名名
建建

築築
物物

耐耐
震震

化化
促促

進進
事事

業業
・・
老老

朽朽
家家

屋屋
対対

策策
事事

業業
・・
密密

集集
市市

街街
地地

整整
備備

事事
業業

、、
都都

市市
防防

災災
不不

燃燃
化化

促促
進進

事事
業業

、、
細細

街街
路路

整整
備備

事事
業業

⑥
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
共

通
の

成
果

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
が

伸
び

た
ら

こ
う

な
る

）

区区
政政

全全
体体

にに
対対

すす
るる

区区
民民

のの
満満

足足
度度

　　
66
77
％％

主
な

内
容

主
な

内
容

主
な

内
容

2
,
5
1
5
,
4
9
8

1
,
3
1
3
,
7
3
6

1
,
1
8
2
,
9
2
5
2
,
5
1
5
,
4
9
8

事 業 の 概 要

災
害

（
震

災
）
に

負
け

な
い

強
靭

な
足

立
区

の
実

現

密
集

市
街

地
整

備
事

業

①
密

集
事

業
に

よ
る

道
路

・
公

園
整

備
②

不
燃

化
特

区
制

度
に

よ
る

老
朽

建
築

物
の

解
体

・
建

替
え

工
事

の
助

成
③

老
朽

危
険

家
屋

所
有

者
へ

の
指

導
・
勧

告
④

老
朽

家
屋

解
体

工
事

の
費

用
助

成
⑤

耐
震

診
断

、
耐

震
改

修
工

事
及

び
ブ

ロ
ッ

ク
塀

等
カ

ッ
ト

工
事

の
費

用
助

成
 ⑥

耐
震

化
事

業
の

説
明

会
や

相
談

会
の

実
施

2
6
6
,
9
4
1

2
5
1
,
3
2
0

0

総
事

業
費

(a
+
b)

1
,
5
8
0
,
6
7
7

オ
ン

ラ
イ

ン
を

活
用

し
た

取
組

み

1
,
4
3
4
,
2
4
5

実
施

済
不

燃
化

建
替

え
助

成
に

建
築

費
を

新
設

、
除

却
助

成
の

額
を

増
額

し
た

。
こ

れ
を

地
区

住
民

や
関

係
事

業
者

な
ど

へ
重

点
的

に
周

知
し

て
い

く
。

民
間

関
係

団
体

と
の

協
働

に
よ

る
個

別
相

談
会

や
広

報
・
周

知
チ

ラ
シ

配
布

・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

の
啓

発
活

動
を

実
施

し
た

。

対
象

※
　

そ
の

他
の

場
合

記
入

昨
年

度
の

反
映

結
果

に
対

す
る

取
組

状
況

区
民

項
目

取
組

状
況

具
体

的
に

目
的

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
）

不
燃

化
特

区
で

は
、

R
5
よ

り
助

成
金

の
拡

充
啓

発
活

動
の

効
果

的
な

取
り

組
み

内
容

①①
投投

入入
資資

源源
（（
イイ

ンン
ププ

ッッ
トト

））

年
度

6
9
%

目
標

3
6
9

実
績

2
5
6

目
標

達
成

状
況

③
成

果
指

標
年

度
R

3

順
調

実
績

2
6

2
0

-
実

績
2
4
6

2
3
6

-

達
成

率
1
3
0
%

1
0
0
%

達
成

率
8
2
%

7
9
%

3
0
0

4
0
0

【
活

動
-
3
】

耐
震

説
明

会
・
個

別
相

談
会

開
催

回
数

目
標

2
0

2
0

3
0

達
成

【
直

接
成

果
-
3
】

耐
震

診
断

助
成

申
請

件
数

目
標

3
0
0

回
件

順
調

実
績

5
6

8
3

-
実

績
0

3

1
1

1

順
調

【
中

間
成

果
-
2
】

老
朽

家
屋

の
危

険
解

消
数

4
5

-
実

績
7
2

達
成

率

5
5

-

達
成

率
9
3
%

1
3
8
%

件

4
5

4
5

達
成

率
0
%

3
0
0
%

1
6
0
%

1
2
2
%

件
件

【
活

動
-
1
】

密
集

事
業

や
不

燃
化

特
区

制
度

の
地

域
住

民
等

へ
の

事
業

説
明

回
数

目
標

6
9

5
7

5
7

遅
れ

て
い

る

達
成

率

実
績

【
直

接
成

果
-
1
】

不
燃

化
特

区
内

の
老

朽
建

築
物

等
除

却
棟

数

回

0

順
調

【
最

終
成

果
】

震
災

に
よ

る
死

者
の

数
【
低

減
目

標
】

6
3
.1

6
4
.1

-

9
8
.6

%

-
実

績

【
中

間
成

果
-
1
】

重
点

的
に

取
組

む
密

集
市

街
地

の
不

燃
領

域
率

6
4

6
5

6
6

3
4
0

順
調

達
成

率
9
8
.6

%

【
事

業
の

概
要

】
・
　

密
集

事
業

や
不

燃
化

特
区

制
度

等
に

関
す

る
説

明
会

や
相

談
会

  
  

を
実

施
す

る
 （

密
集

市
街

地
整

備
事

業
）
【
活

動
－

１
】

・
　

区
内

全
体

調
査

に
よ

り
判

明
し

た
老

朽
家

屋
等

の
所

有
者

に
対

  
  

し
、

指
導

を
実

施
す

る
（
老

朽
家

屋
対

策
事

業
）
【
活

動
－

２
】

・
　

耐
震

化
を

促
進

す
る

た
め

に
区

民
を

対
象

と
し

た
説

明
会

・
個

別
  

  
相

談
会

を
開

催
す

る
（
建

築
物

耐
震

化
促

進
事

業
）
【
活

動
－

３
】

・
　

不
燃

化
特

区
内

の
老

朽
建

築
物

等
除

却
棟

数
が

増
加

す
る

【
活

動
  

  
－

１
】

・
　

特
に

危
険

な
老

朽
家

屋
の

所
有

者
等

の
対

応
状

況
を

継
続

的
に

  
  

確
認

し
な

が
ら

、
助

成
事

業
制

度
活

用
を

促
し

て
い

く
【
活

動
－

２
】

・
　

民
間

関
係

団
体

と
の

協
働

に
よ

る
説

明
会

や
個

別
相

談
会

の
実

施
  

  
を

は
じ

め
、

区
イ

ベ
ン

ト
や

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

、
区

広
報

を
通

じ
た

啓
発

  
  

活
動

を
行

い
、

耐
震

診
断

助
成

申
請

に
繋

げ
て

い
く
【
活

動
－

３
】

・
　

市
街

地
の

焼
失

率
が

ほ
ぼ

0
＝

不
燃

領
域

率
7
0
％

に
近

づ
く

  
 （

老
朽

建
築

物
等

の
除

却
棟

数
が

増
加

す
る

た
め

）

・
　

旧
耐

震
建

築
物

や
老

朽
家

屋
の

所
有

者
・
管

理
者

が
適

正
な

　
  

維
持

管
理

を
行

う
こ

と
で

安
心

・
安

全
に

繋
が

る

・
　

耐
震

診
断

助
成

申
請

件
数

が
伸

び
る

こ
と

に
よ

り
、

耐
震

改
修

や
　

  
解

体
に

繋
が

り
、

住
宅

の
耐

震
化

率
が

上
昇

す
る

災
害

（
震

災
）
に

負
け

な
い

強
靭

な
足

立
区

の
実

現
（
地

域
防

災
計

画
に

掲
げ

る
死

者
０

）

単
位

②
活

動
指

標
実

績
実

績
目

標

R
4

R
5

年
度

単
位

R
4

令令
和和

５５
年年

度度
重重

点点
ププ

ロロ
ジジ

ェェ
クク

トト
事事

業業
評評

価価
調調

書書
（（
令令

和和
４４

年年
度度

事事
業業

実実
施施

分分
））

視
点

再
掲

重
点

目
標

⑨
災

害
に

強
い

ま
ち

を
つ

く
る

重
点

項
目

防
災

対
策

の
強

化
記

入
所

属
ま

ち
都

市
建

設
部

建
築

室
　

建
築

防
災

課
：
耐

震
化

推
進

係
、

不
燃

化
推

進
係

、
密

集
第

一
係

、
密

集
第

二
係

、
細

街
路

係
　

開
発

指
導

課
：
建

築
監

察
係

事
業

名
№

2
7
「
震

災
や

火
災

な
ど

に
強

い
ま

ち
づ

く
り

の
推

進
」

協
働 ・

協
創

建
築

室
、

生
活

環
境

保
全

課
、

東
部

・
西

部
道

路
公

園
維

持
課

、
パ

ー
ク

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
推

進
課

、
道

路
整

備
課

Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

1
1
.
5

３
年

度
４

年
度

５
年

度

4
6

-
2
4
8

影
響

要
因

・
協

力
者

、
申

請
者

の
意

向
・
社

会
経

済
状

況
・
補

助
金

額

・
密

集
事

業
及

び
不

燃
化

特
区

　
制

度
以

外
に

よ
る

老
朽

建
築

　
物

等
の

除
却

・
地

震
の

規
模

・
建

物
以

外
の

震
災

に
関

す
る

　
取

組
状

況
4
4
3
,
4
1
0

5
9
1
,
5
1
3

0

0

R
5

6
年

度
R

3

0
0

②②
活活

動動
（（
アア

ウウ
トト

ププ
ッッ

トト
））

※※
区区

がが
行行

うう
直直

接接
のの

活活
動動

③③
直直

接接
成成

果果
（（
②②

のの
活活

動動
のの

直直
接接

的的
なな

結結
果果

））
④④

中中
間間

成成
果果

（（
③③

のの
成成

果果
がが

伸伸
びび

たた
らら

、、
どど

うう
なな

るる
かか

））
⑤⑤

最最
終終

成成
果果

（（
理理

想想
））

R
5

単
位

単
位

人
棟

％

達
成

状
況

④
成

果
指

標

3
2
4

影
響

要
因

影
響

要
因

最
終

目
標

R
3

R
4

年
度

実
績

目
標

達
成

状
況

⑤
成

果
指

標

8
1
%

4
7

-

【
活

動
-
2
】

老
朽

家
屋

・
空

家
等

へ
の

指
導

文
書

等
の

通
知

件
数

目
標

6
0

6
0

8
0

順
調

【
直

接
成

果
-
2
】

特
に

危
険

な
老

朽
家

屋
の

解
体

工
事

助
成

件
数

7
7
%

6
8
%

達
成

率

外
的
な
要
因

大大
行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素

大大

70

Ⅲ　重点プロジェクト事業 事業別評価の反映結果



44
方方

向向
性性 44

【
全

体
評

価
の

経
年

動
向

】

全全
体体

評評
価価

評評
価価

結結
果果

44
【
目

標
・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
】
　

燃
え

に
く
い

ま
ち

づ
く
り

の
第

一
歩

と
も

い
え

る
活

動
-
1
の

事
業

説
明

回
数

は
目

標
値

を
下

げ
た

が
ほ

ぼ
横

ば
い

の
実

績
値

と
な

り
、

達
成

に
至

ら
ず

残
念

で
あ

っ
た

。
R

5
年

度
か

ら
区

を
あ

げ
て

3
年

間
限

定
で

の
耐

震
・
不

燃
化

対
策

強
化

に
取

り
組

ん
で

い
る

期
間

中
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
先

回
り

の
日

程
調

整
等

に
よ

り
必

ず
目

標
回

数
を

達
成

す
る

と
と

も
に

、
あ

わ
せ

て
揺

れ
に

強
い

ま
ち

づ
く
り

に
繋

が
る

活
動

-
3
の

開
催

回
数

の
充

実
も

図
ら

れ
た

い
。

直
接

成
果

-
1
お

よ
び

3
に

つ
い

て
は

、
R

5
年

度
の

各
助

成
金

拡
充

を
R

4
年

度
中

か
ら

ア
ナ

ウ
ン

ス
し

て
い

た
こ

と
に

よ
る

申
請

控
え

も
影

響
し

目
標

値
に

は
届

か
な

か
っ

た
が

、
そ

の
反

動
と

な
る

R
5
年

度
当

初
の

申
請

の
勢

い
を

維
持

で
き

る
よ

う
、

よ
り

一
層

Ｐ
Ｒ

に
力

を
入

れ
て

も
ら

い
た

い
。

な
お

、
粘

り
強

い
取

組
の

結
果

と
し

て
、

特
に

危
険

な
老

朽
家

屋
の

解
体

5
件

（
う

ち
、

直
接

成
果

-
2
の

該
当

3
件

）
に

至
っ

た
こ

と
、

お
よ

び
中

間
成

果
が

い
ず

れ
も

順
調

で
あ

る
こ

と
は

評
価

し
た

い
。

【
今

後
の

事
業

の
予

定
・
方

向
性

へ
の

評
価

】
　

区
民

の
安

心
を

支
え

る
根

幹
と

な
る

極
め

て
重

要
な

事
業

で
あ

り
、

一
気

呵
成

に
対

策
を

進
め

る
た

め
、

R
5
年

度
か

ら
の

3
年

間
限

定
で

各
助

成
金

の
拡

充
を

図
っ

て
い

る
と

こ
ろ

で
あ

る
。

ヒ
ア

リ
ン

グ
で

説
明

の
あ

っ
た

不
燃

化
特

区
内

住
戸

へ
の

各
種

チ
ラ

シ
配

付
な

ど
の

新
た

な
取

組
も

含
め

た
Ｐ

Ｒ
強

化
に

よ
り

、
こ

の
機

会
に

区
民

の
方

が
対

策
を

行
っ

て
い

た
だ

く
こ

と
つ

な
げ

よ
う

と
い

う
方

向
性

は
妥

当
で

あ
り

、
全

力
で

取
り

組
ん

で
も

ら
い

た
い

。
耐

震
化

促
進

事
業

の
課

題
分

析
で

触
れ

ら
れ

て
い

る
「
プ

ッ
シ

ュ
型

施
策

の
展

開
」
は

、
地

権
者

個
々

に
よ

り
様

々
な

要
因

が
想

定
さ

れ
る

こ
と

か
ら

試
行

錯
誤

が
必

要
と

思
わ

れ
る

が
、

し
っ

か
り

と
進

め
て

欲
し

い
。

ま
た

、
老

朽
家

屋
対

策
に

つ
い

て
は

「
予

防
的

な
取

組
」
が

非
常

に
重

要
に

な
っ

て
く
る

と
思

わ
れ

る
た

め
、

効
果

的
な

取
組

に
結

び
付

く
よ

う
、

実
態

調
査

結
果

の
精

緻
な

分
析

を
お

願
い

し
た

い
。

密
集

事
業

に
つ

い
て

は
、

関
係

権
利

者
や

事
業

者
等

と
の

調
整

を
円

滑
に

進
め

て
事

業
を

促
進

し
て

い
っ

て
も

ら
い

た
い

。

全全
体体

評評
価価

反反
映映

結結
果果

のの
評評

価価
目目

標標
・・
成成

果果
のの

達達
成成

度度
へへ

のの
評評

価価
今今

後後
のの

事事
業業

のの
予予

定定
、、

方方
向向

性性
へへ

のの
評評

価価
反反

映映
結結

果果
・・
反反

映映
状状

況況

44
一

昨
年

提
言

さ
せ

て
い

た
だ

い
た

オ
ン

ラ
イ

ン
申

請
へ

の
対

応
や

、
不

燃
化

建
替

え
助

成
の

建
築

費
補

助
を

新
設

、
除

却
助

成
の

額
の

増
額

な
ど

を
迅

速
に

対
応

し
て

頂
い

て
い

る
。

ま
た

不
燃

化
特

区
に

お
け

る
令

和
５

年
度

よ
り

の
助

成
金

の
拡

充
な

ど
、

事
業

目
的

達
成

に
向

け
て

、
具

体
的

か
つ

実
を

伴
っ

た
中

身
の

あ
る

施
策

を
実

行
し

て
お

り
評

価
で

き
る

。
ま

た
法

令
の

壁
も

あ
り

限
界

が
多

い
中

で
、

老
朽

家
屋

対
策

事
業

で
は

民
間

支
援

団
体

と
協

働
す

る
な

ど
幅

広
く
解

決
に

向
け

て
の

手
を

う
っ

て
お

り
、

課
題

達
成

に
向

け
て

の
前

向
き

な
姿

勢
が

全
般

的
に

見
ら

れ
た

。
個

別
相

談
会

や
広

報
・
周

知
チ

ラ
シ

の
配

布
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
の

告
知

等
は

昨
年

ま
で

の
コ

ロ
ナ

禍
に

お
い

て
制

限
さ

れ
る

部
分

も
あ

っ
た

と
推

察
さ

れ
る

。
新

型
コ

ロ
ナ

が
5
類

感
染

症
へ

移
行

さ
れ

た
こ

と
も

鑑
み

、
今

年
度

以
降

は
よ

り
啓

発
活

動
に

力
を

い
れ

て
取

り
組

ん
で

ほ
し

い
。

【
直

接
成

果
－

１
】
お

よ
び

【
直

接
成

果
－

３
】
に

つ
い

て
は

、
令

和
５

年
度

の
各

助
成

金
拡

充
を

睨
ん

で
の

申
請

控
え

が
大

き
い

と
判

断
さ

れ
る

。
令

和
５

年
度

に
重

点
地

区
と

な
る

西
新

井
駅

西
口

周
辺

地
区

、
千

住
西

地
区

で
は

、
各

々
の

事
業

満
了

期
限

ま
で

に
目

標
の

不
燃

化
領

域
率

6
0
％

以
上

に
到

達
す

る
見

込
み

と
の

こ
と

で
あ

る
が

、
令

和
４

年
度

時
点

で
前

者
は

5
6
.9

％
、

後
者

は
5
8
.6

％
と

東
京

都
の

定
め

た
不

燃
領

域
率

7
0
％

に
は

ま
だ

大
き

く
開

き
が

あ
り

、
現

在
の

ペ
ー

ス
で

は
区

全
体

と
し

て
も

令
和

７
年

度
の

到
達

は
や

や
難

し
い

と
思

わ
れ

る
。

そ
の

他
の

地
区

で
も

密
集

事
業

導
入

に
向

け
準

備
中

と
の

こ
と

で
あ

る
が

、
重

点
地

区
以

外
に

つ
い

て
も

着
実

に
準

備
・
成

果
を

積
み

上
げ

な
が

ら
、

助
成

金
の

拡
充

期
間

が
終

わ
っ

た
後

も
、

助
成

拡
充

期
間

と
同

程
度

の
ペ

ー
ス

で
最

終
的

に
7
0
％

の
目

標
を

達
成

す
る

よ
う

期
待

す
る

。
東

京
都

の
試

算
す

る
都

心
南

部
直

下
地

震
に

お
け

る
被

害
は

全
壊

棟
数

等
複

数
項

目
で

2
3
区

最
多

で
あ

っ
た

こ
と

に
対

し
て

、
区

と
し

て
一

定
条

件
に

対
す

る
狭

隘
道

路
の

耐
震

改
修

工
事

助
成

を
拡

大
す

る
な

ど
他

区
に

比
べ

て
も

柔
軟

に
対

策
を

お
こ

な
っ

て
頂

い
て

い
る

と
見

受
け

ら
れ

る
。

今
後

そ
れ

ら
の

取
り

組
み

に
対

す
る

成
果

に
つ

い
て

も
指

標
に

す
る

こ
と

な
ど

に
よ

り
、

よ
り

取
り

組
み

を
内

外
に

向
け

て
分

か
り

や
す

く
、

ア
ピ

ー
ル

す
る

機
会

と
し

て
は

ど
う

か
。

結
果

的
に

足
立

区
全

体
の

イ
メ

ー
ジ

ア
ッ

プ
に

も
つ

な
が

る
と

考
え

る
。

各
事

業
の

今
後

の
方

向
性

の
内

容
は

、
そ

れ
ぞ

れ
に

中
身

の
詰

ま
っ

た
腰

の
据

わ
っ

た
も

の
と

判
断

さ
れ

、
妥

当
で

あ
る

と
考

え
る

。
と

り
わ

け
、

【
老

朽
家

屋
対

策
事

業
】
【
耐

震
化

促
進

事
業

】
に

お
い

て
は

、
複

雑
に

絡
ま

っ
た

諸
問

題
に

つ
い

て
、

対
象

当
事

者
と

の
粘

り
強

い
交

渉
が

必
須

と
思

わ
れ

、
都

市
建

設
・
防

災
と

い
っ

た
枠

を
越

え
た

「
高

齢
化

問
題

」
に

そ
の

問
題

の
根

源
が

あ
る

よ
う

に
も

考
え

ら
れ

る
。

こ
れ

ら
は

単
純

に
助

成
額

を
増

や
し

た
だ

け
で

は
解

決
し

な
い

案
件

も
多

い
と

推
察

さ
れ

る
。

解
決

は
容

易
で

は
な

い
と

思
わ

れ
る

が
、

令
和

５
年

度
の

実
態

調
査

結
果

を
丁

寧
に

分
析

し
、

各
事

情
に

即
し

た
柔

軟
な

対
応

を
よ

り
推

進
し

て
い

た
だ

く
こ

と
を

望
む

。
耐

震
助

成
金

の
大

幅
ア

ッ
プ

に
よ

る
、

中
間

成
果

達
成

に
向

け
た

促
進

は
大

い
に

評
価

で
き

る
。

一
方

、
助

成
拡

充
が

現
状

3
カ

年
と

い
う

こ
と

で
あ

る
か

ら
（
仮

に
助

成
期

間
が

延
長

し
て

も
）
拡

充
期

間
終

了
後

に
想

定
さ

れ
る

申
請

数
減

に
対

し
て

ど
の

よ
う

に
対

策
を

と
る

の
か

早
め

に
施

策
を

練
っ

て
ほ

し
い

。
ま

た
現

在
の

不
燃

領
域

率
が

達
成

さ
れ

た
後

の
新

た
な

方
向

性
や

、
更

な
る

改
善

に
向

け
た

施
策

に
つ

い
て

も
、

中
長

期
的

な
施

策
と

し
て

検
討

さ
れ

る
の

が
望

ま
し

い
。

 【
密

集
事

業
・
不

燃
化

特
区

制
度

】
説

明
会

に
つ

い
て

は
、

ゆ
と

り
を

も
っ

た
日

程
調

整
や

場
所

な
ど

を
考

慮
し

、
区

民
が

参
加

し
や

す
い

説
明

会
と

し
て

い
く
。

不
燃

化
特

区
制

度
は

、
令

和
５

年
度

よ
り

助
成

内
容

を
拡

充
す

る
と

と
も

に
拡

充
内

容
を

周
知

す
る

た
め

、
Ｐ

Ｒ
活

動
を

強
化

し
、

制
度

終
了

予
定

の
令

和
７

年
度

ま
で

不
燃

領
域

率
の

目
標

達
成

に
向

け
て

継
続

し
て

取
り

組
ん

で
い

く
。

一
方

、
目

標
に

届
か

な
か

っ
た

場
合

に
は

、
令

和
８

年
度

以
降

の
制

度
継

続
に

つ
い

て
東

京
都

と
協

議
し

て
い

く
。

ま
た

、
不

燃
領

域
率

達
成

後
を

見
据

え
、

事
業

中
か

ら
プ

チ
テ

ラ
ス

管
理

な
ど

の
ソ

フ
ト

対
策

を
ま

ち
づ

く
り

協
議

会
等

で
検

討
を

進
め

る
ほ

か
、

事
業

終
了

後
に

残
る

狭
隘

道
路

に
つ

い
て

も
細

街
路

整
備

事
業

に
よ

り
防

災
道

路
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

構
築

し
て

い
く
。

【
老

朽
家

屋
対

策
事

業
】
老

朽
家

屋
所

有
者

が
抱

え
る

様
々

な
問

題
を

真
摯

に
受

け
止

め
、

粘
り

強
く
対

応
す

る
こ

と
で

、
５

件
の

著
し

く
危

険
な

老
朽

家
屋

を
解

消
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

残
る

著
し

く
危

険
な

老
朽

家
屋

に
は

、
所

有
者

の
高

齢
化

等
に

よ
る

様
々

な
問

題
を

抱
え

た
物

件
も

あ
る

。
今

後
は

、
福

祉
部

等
を

含
め

た
関

係
所

管
と

連
携

し
対

応
し

て
い

く
。

ま
た

、
令

和
５

年
度

行
っ

て
い

る
老

朽
家

屋
・
空

き
家

等
実

態
調

査
を

踏
ま

え
、

空
家

対
策

特
別

措
置

法
に

基
づ

く
勧

告
を

適
用

す
べ

き
物

件
の

再
確

認
を

行
う

な
ど

、
効

率
的

か
つ

的
確

な
指

導
助

言
等

を
行

う
た

め
の

対
応

を
検

討
し

て
い

く
。

【
耐

震
化

促
進

事
業

】
令

和
７

年
度

ま
で

の
期

限
で

大
幅

拡
充

し
て

い
る

耐
震

助
成

金
に

つ
い

て
は

、
区

民
に

積
極

的
な

利
用

を
促

す
効

果
的

な
広

報
を

行
っ

た
成

果
が

現
れ

、
耐

震
診

断
助

成
申

請
件

数
も

順
調

に
推

移
し

て
い

る
。

さ
ら

に
令

和
６

年
１

月
か

ら
は

、
昭

和
５

６
年

６
月

か
ら

平
成

１
２

年
５

月
ま

で
に

建
築

さ
れ

た
木

造
２

階
建

て
以

下
の

住
宅

、
い

わ
ゆ

る
グ

レ
ー

ゾ
ー

ン
住

宅
の

耐
震

助
成

制
度

を
開

始
す

る
こ

と
で

、
減

災
対

策
の

強
化

を
図

り
、

被
害

想
定

ワ
ー

ス
ト

か
ら

の
脱

却
を

目
指

し
て

い
く
。

反反
映映

結結
果果

44
..55

達達
成成

度度

【【
区区

民民
評評

価価
委委

員員
会会

のの
評評

価価
】】
（（
３３

次次
評評

価価
））

【【
庁庁

内内
評評

価価
委委

員員
会会

のの
評評

価価
】】
（（
２２

次次
評評

価価
））

【
活

動
-
1
】
R

3
の

6
8
％

か
ら

R
4
は

8
1
％

と
改

善
し

た
も

の
の

回
数

は
4
7
回

か
ら

4
6
回

と
実

質
的

に
は

変
わ

っ
て

い
な

い
。

協
議

会
や

相
談

会
は

概
ね

目
標

を
達

成
し

た
が

、
不

燃
化

特
区

に
よ

る
町

会
等

へ
の

説
明

が
日

程
調

整
が

合
わ

ず
、

回
数

が
減

っ
て

し
ま

っ
た

。
【
直

接
成

果
-
1
】
R

3
の

6
9
％

か
ら

R
4
は

7
7
％

と
上

昇
し

た
も

の
の

目
標

達
成

に
は

届
か

な
か

っ
た

。
コ

ロ
ナ

禍
に

加
え

、
ウ

ク
ラ

イ
ナ

侵
攻

や
円

高
な

ど
の

社
会

情
勢

な
ど

の
影

響
や

令
和

５
年

度
か

ら
の

助
成

拡
充

に
伴

う
事

前
告

知
に

よ
る

申
請

控
え

も
考

え
ら

れ
る

が
明

確
な

分
析

は
難

し
い

。
【
中

間
成

果
-
1
】
昨

年
度

に
続

き
、

1
％

の
上

昇
に

と
ど

ま
っ

た
。

基
本

計
画

に
定

め
る

R
6
目

標
値

6
7
％

を
達

成
す

る
た

め
、

建
替

え
等

を
よ

り
一

層
促

進
さ

せ
て

、
年

1
.4

5
％

の
向

上
を

目
指

す
。

【
活

動
-
2
】
 特

に
危

険
な

老
朽

家
屋

を
中

心
に

、
通

報
に

よ
り

判
明

し
た

老
朽

家
屋

及
び

管
理

不
全

空
き

家
な

ど
も

含
め

指
導

文
書

を
発

出
し

、
令

和
３

年
度

を
上

回
る

取
り

組
み

を
行

う
こ

と
が

で
き

た
。

【
直

接
成

果
-
2
】
著

し
く
危

険
な

老
朽

家
屋

１
５

件
の

う
ち

５
件

に
つ

い
て

区
の

指
導

助
言

に
よ

り
解

体
に

つ
な

げ
る

こ
と

が
で

き
た

。
（
３

件
が

老
朽

家
屋

解
体

助
成

、
１

件
が

不
燃

化
特

区
解

体
助

成
、

１
件

が
自

主
解

体
）
。

【
中

間
成

果
-
2
】
不

燃
化

特
区

の
解

体
除

却
制

度
の

活
用

等
を

含
め

、
目

標
を

超
え

る
成

果
を

上
げ

る
こ

と
が

で
き

た
。

【
活

動
-
3
】
当

初
か

ら
予

定
し

て
い

た
２

０
回

の
説

明
会

・
相

談
会

を
実

施
す

る
こ

と
が

出
来

た
。

【
直

接
成

果
-
３

】
令

和
５

年
度

よ
り

３
年

間
限

定
で

助
成

金
を

拡
大

し
減

災
対

策
を

強
化

す
る

た
め

、
事

前
告

知
や

周
知

を
し

て
い

た
。

そ
の

結
果

、
翌

年
度

へ
申

請
を

見
送

る
申

請
者

も
お

り
、

令
和

４
年

度
の

申
請

件
数

は
目

標
に

達
し

な
か

っ
た

。
そ

の
反

動
を

受
け

、
昨

年
度

の
同

時
期

に
比

べ
倍

の
申

請
が

来
て

お
り

、
５

年
度

の
申

請
件

数
は

増
え

る
と

見
込

ん
で

い
る

。
【
中

間
成

果
-
３

】
目

標
達

成
に

は
届

か
な

か
っ

た
が

、
令

和
５

年
度

か
ら

の
助

成
金

の
拡

大
に

よ
り

、
耐

震
改

修
、

解
体

が
増

え
、

住
宅

の
耐

震
化

率
が

向
上

す
る

。

【
密

集
事

業
・
不

燃
化

特
区

制
度

】
活

動
指

標
-
1
及

び
直

接
成

果
-
1
と

も
に

目
標

達
成

し
て

い
な

い
が

、
一

定
の

成
果

を
上

げ
て

お
り

、
中

間
成

果
-
1
は

、
着

実
に

上
昇

し
て

い
る

。
不

燃
領

域
率

は
、

建
物

の
不

燃
化

率
と

公
園

等
の

空
地

率
か

ら
算

出
さ

れ
る

。
公

園
等

の
新

設
は

な
か

っ
た

が
、

建
物

の
建

替
え

や
新

築
に

よ
り

向
上

し
た

。
解

体
助

成
な

ど
の

事
業

効
果

に
よ

り
建

替
え

等
が

促
進

さ
れ

た
と

考
え

ら
れ

る
。

【
老

朽
家

屋
対

策
事

業
】

老
朽

家
屋

対
策

事
業

を
は

じ
め

、
不

燃
化

特
区

や
耐

震
化

促
進

事
業

の
解

体
助

成
な

ど
を

活
用

し
て

改
善

が
図

ら
れ

つ
つ

あ
る

が
、

そ
の

一
方

で
、

長
期

に
わ

た
り

改
善

に
結

び
つ

か
な

い
危

険
度

の
高

い
困

難
物

件
が

存
在

す
る

。
改

善
を

阻
害

す
る

要
因

と
し

て
、

相
続

を
含

め
た

関
係

者
の

合
意

が
困

難
で

あ
る

こ
と

、
所

有
者

本
人

が
高

齢
と

な
り

解
決

へ
の

意
欲

が
低

下
し

て
い

る
こ

と
な

ど
が

あ
げ

ら
れ

る
。

【
耐

震
化

促
進

事
業

】
個

別
訪

問
に

よ
る

ヒ
ア

リ
ン

グ
で

は
、

「
別

居
の

息
子

が
ど

う
す

る
か

決
め

る
と

思
う

」
、

「
独

居
で

あ
り

（
耐

震
化

は
）
考

え
て

い
な

い
」
、

「
そ

れ
ほ

ど
不

安
は

な
い

。
工

事
に

際
し

て
室

内
の

片
付

け
が

面
倒

だ
」
な

ど
の

意
見

を
頂

い
た

。
自

分
自

身
だ

け
で

は
決

め
ら

れ
な

い
方

や
不

安
に

感
じ

て
い

な
い

方
な

ど
様

々
で

あ
り

、
こ

れ
ら

の
方

々
の

後
押

し
を

す
る

プ
ッ

シ
ュ

型
施

策
の

展
開

に
努

め
て

い
く
必

要
が

あ
る

。

【
密

集
事

業
】

（
短

期
）
千

住
仲

町
地

区
は

R
4
で

事
業

終
了

し
た

。
R

5
は

西
新

井
駅

西
口

周
辺

地
区

及
び

千
住

西
地

区
の

2
地

区
と

な
る

。
引

き
続

き
、

協
議

会
と

協
働

に
よ

る
ま

ち
づ

く
り

を
進

め
、

関
係

権
利

者
や

事
業

者
等

の
協

力
を

得
な

が
ら

道
路

・
公

園
の

整
備

を
進

め
る

。
（
中

長
期

）
西

新
井

駅
西

口
周

辺
地

区
は

R
7
、

千
住

西
地

区
は

R
1
0
の

事
業

終
了

予
定

年
度

を
目

途
に

事
業

を
推

進
し

、
不

燃
領

域
率

の
向

上
に

繋
げ

る
。

【
不

燃
化

特
区

制
度

】
（
短

期
）
R

5
よ

り
不

燃
化

建
替

え
助

成
に

建
築

費
を

追
加

及
び

除
却

助
成

を
増

額
す

る
な

ど
拡

充
を

行
う

。
こ

の
内

容
の

周
知

す
る

た
め

、
よ

り
一

層
P
R

活
動

に
力

を
い

れ
る

。
（
中

長
期

）
事

業
期

間
が

終
了

す
る

R
7
ま

で
拡

充
を

継
続

し
、

申
請

件
数

増
に

繋
げ

る
。

さ
ら

に
、

R
7
ま

で
に

不
燃

領
域

率
6
8
％

の
目

標
を

達
成

さ
せ

る
。

【
老

朽
家

屋
対

策
事

業
】

（
短

期
）
困

難
物

件
が

解
決

し
た

事
例

で
は

、
専

門
家

が
相

続
等

の
課

題
に

関
わ

り
、

阻
害

要
因

を
丁

寧
に

整
理

す
る

な
ど

の
取

り
組

み
が

行
わ

れ
た

。
現

在
で

は
当

事
者

の
事

情
に

寄
り

添
い

、
解

決
に

導
く
こ

と
が

で
き

る
民

間
支

援
団

体
が

積
極

的
に

活
動

し
て

お
り

、
当

該
団

体
と

連
携

し
た

指
導

助
言

及
び

勧
告

を
粘

り
強

く
行

っ
て

い
く
。

空
き

家
対

策
の

推
進

に
関

す
る

特
別

措
置

法
に

よ
る

勧
告

を
検

討
す

る
。

（
中

長
期

）
令

和
５

年
度

に
予

定
す

る
老

朽
家

屋
、

空
き

家
実

態
調

査
の

結
果

を
踏

ま
え

、
経

年
劣

化
の

進
行

を
予

測
し

た
段

階
的

な
指

導
を

行
う

た
め

の
物

件
情

報
を

と
り

ま
と

め
、

老
朽

家
屋

審
議

会
に

お
け

る
専

門
家

の
助

言
等

を
得

な
が

ら
、

予
防

的
な

取
り

組
み

に
つ

な
げ

て
い

く
。

【
耐

震
化

促
進

事
業

】
（
短

期
）
　

説
明

会
・
相

談
会

の
実

施
を

は
じ

め
、

区
広

報
紙

や
公

社
ニ

ュ
ー

ス
ト

キ
メ

キ
へ

助
成

制
度

の
記

事
を

掲
載

し
、

啓
発

活
動

を
行

っ
て

い
く
。

ま
た

、
こ

れ
ま

で
に

相
談

が
寄

せ
ら

れ
た

方
々

を
中

心
に

、
令

和
５

年
度

か
ら

３
年

間
限

定
で

耐
震

化
助

成
金

が
拡

大
さ

れ
る

こ
と

を
十

分
に

周
知

し
、

耐
震

診
断

、
耐

震
改

修
、

解
体

を
積

極
的

に
後

押
し

し
て

い
く
。

（
中

長
期

）
　

旧
耐

震
基

準
の

建
築

物
所

有
者

・
管

理
者

へ
適

正
な

維
持

管
理

手
法

を
指

導
し

、
安

全
・
安

心
に

繋
げ

て
い

く
。

【【
所所

属属
のの

自自
己己

分分
析析

】】

指指
標標

分分
析析

課課
題題

分分
析析

今今
後後

のの
事事

業業
のの

予予
定定

（（
短短

期期
））
・・
方方

向向
性性

（（
中中

・・
長長

期期
））

012345

H3
1年
度

R2
年
度

R3
年
度

R4
年
度

庁
内
評
価
結
果

区
民
評
価
結
果
※
年
度
は
事
業
実
施
年
度

区 民 評 価 中 止

71

Ⅲ　重点プロジェクト事業 事業別評価の反映結果



【【
ロロ

ジジ
ッッ

クク
モモ

デデ
ルル

・・
指指

標標
のの

達達
成成

度度
】】

単単
位位

：：
千千

円円
■■

令令
和和

44
年年

度度
事事

業業
費費

支支
出出

内内
訳訳

（（
上上

位位
３３

事事
業業

））

(1
)

(2
)

(3
)

 
年

度

目
標

目
標

実
績

目
標

目
標

【
活

動
-
2
】

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

バ
ス

「は
る

か
ぜ

」
車

両
等

の
購

入
補

助
台

数

目
標

6
8

や
や

遅
れ

て
い

る

【
直

接
成

果
-
2
】

は
る

か
ぜ

１
２

路
線

の
運

行
本

数

1
0
1
%

5
0
%

達
成

率

【
活

動
-
1
】

地
権

者
等

と
の

延
べ

面
談

回
数

目
標

3
9
1

達
成

率

実
績

【
直

接
成

果
-
1
】

都
市

計
画

道
路

用
地

の
取

得
面

積
回 台

9
3
%

目
標

1
,5

4
2

達
成

率
1
1
7
%

6
7
%

人

㎡ 本 ％

％ ％

達
成

状
況

4
,1

1
0

影
響

要
因

影
響

要
因

R
3

R
4

1
9
5

-
4
,1

6
2

影
響

要
因

R
5

6
年

度
R

4

・
都

市
計

画
道

路
用

地
の

土
地

所
　

有
者

の
事

業
（
相

続
な

ど
）

・
世

論
調

査
の

回
答

に
影

響
を

与
　

え
る

よ
う

な
大

き
な

自
転

車
事

　
故

。

R
3

0
0

②②
活活

動動
（（
アア

ウウ
トト

ププ
ッッ

トト
））

※※
区区

がが
行行

うう
直直

接接
のの

活活
動動

③③
直直

接接
成成

果果
（（
②②

のの
活活

動動
のの

直直
接接

的的
なな

結結
果果

））
④④

中中
間間

成成
果果

（（
③③

のの
成成

果果
がが

伸伸
びび

たた
らら

、、
どど

うう
なな

るる
かか

））

②②
活活

動動
指指

標標
達

成
状

況
単

位
③③

成成
果果

指指
標標

単
位

④④
成成

果果
指指

標標
単

位
達

成
状

況

【
事

業
の

概
要

】
1
　

用
地

取
得

に
至

る
ま

で
の

土
地

・
建

物
所

有
者

等
と

の
面

談
(交

渉
等

)に
 出

向
い

た
延

べ
面

談
回

数
。

（
新

設
道

路
整

備
の

事
務

）
【
活

動
-
1
】

2
　

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

バ
ス

「
は

る
か

ぜ
」
運

行
事

業
者

が
車

両
の

購
入

等
に

要
し

た
 経

費
の

一
部

を
区

が
補

助
す

る
。

（
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
バ

ス
は

る
か

ぜ
車

両
等

購
入

 費
補

助
金

交
付

事
業

）
【
活

動
-
2
】

3
　

自
転

車
ナ

ビ
マ

ー
ク

等
、

自
転

車
の

走
行

環
境

整
備

を
し

た
道

路
延

長
。

 （
交

通
施

設
の

整
備

・
改

善
事

業
）
【
活

動
-
3
】

4
　

自
転

車
実

技
・
筆

記
テ

ス
ト

を
含

む
「
自

転
車

安
全

運
転

免
許

証
発

行
事

業
」

 （
小

学
３

年
生

対
象

）
へ

の
年

間
参

加
人

数
（
交

通
安

全
の

普
及

啓
発

事
務

）
 【

活
動

-
4
】

R
4

R
5

年
度

0
0

0

0

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
に

伴
う

通
勤

・
通

学
形

態
の

変
化

・
は

る
か

ぜ
以

外
の

交
通

手
段

（
電

車
・

バ
ス

な
ど

）
の

状
況

世
論

調
査

の
回

答
に

影
響

を
与

え
る

よ
う

な
大

き
な

事
件

・
事

故
。

竹
ノ

塚
駅

東
口

を
中

心
に

、
警

察
署

や
関

係
所

管
と

連
携

し
、

自
転

車
マ

ナ
ー

向
上

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

を
実

施
し

て
い

る
。

自
転

車
マ

ナ
ー

向
上

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

の
実

施

1
　

用
地

取
得

に
関

す
る

面
談

（
交

渉
等

）
を

実
施

す
る

こ
と

で
、

都
市

計
画

 道
路

を
整

備
す

る
た

め
に

必
要

な
用

地
を

取
得

で
き

る
。

【活
動

②
-
1
】

 ※
　

優
先

整
備

路
線

（
区

施
行

）
等

の
用

地
取

得
面

積
2
　

独
立

採
算

で
運

行
し

て
い

る
は

る
か

ぜ
に

関
す

る
経

費
の

一
部

を
区

 が
補

助
す

る
こ

と
に

よ
り

、
路

線
や

本
数

を
維

持
す

る
【
活

動
②

-
2
】

3
　

自
転

車
走

行
環

境
の

整
備

、
自

転
車

交
通

安
全

教
室

を
実

施
す

る
こ

 と
で

、
「
自

転
車

利
用

者
の

交
通

ル
ー

ル
、

走
行

マ
ナ

ー
が

良
い

と
感

じ
 る

」方
の

割
合

（
「
そ

う
思

う
（
計

）
」
）
が

向
上

す
る

【
活

動
②

-
3
、

②
-
4
】

・
　

用
地

を
取

得
す

る
こ

と
に

よ
り

、
優

先
整

備
路

線
(区

施
行

)等
の

道
 路

整
備

延
長

が
増

加
す

る
。

・
　

少
子

高
齢

化
や

コ
ロ

ナ
禍

等
の

影
響

に
よ

り
、

は
る

か
ぜ

利
用

者
 数

は
年

々
減

少
傾

向
で

あ
る

が
、

路
線

や
運

行
本

数
の

維
持

に
よ

 り
、

利
用

者
数

の
減

少
を

最
小

限
に

抑
え

る
。

・
　

自
転

車
利

用
者

の
走

行
マ

ナ
ー

が
向

上
す

る
と

、
自

転
車

関
連

事
 故

件
数

が
減

少
し

て
い

く
。

道
路

、
交

通
網

に
関

す
る

施
策

が
充

実
し

、
区

民
の

交
通

利
便

性
が

向
上

し
て

い
る

。

※
　

そ
の

他
の

場
合

記
入

昨
年

度
の

反
映

結
果

に
対

す
る

取
組

状
況

① ①
投投

入入
資資

源源
（（
イイ

ンン
ププ

ッッ
トト

））

年
度

３
年

度
４

年
度

５
年

度

1
4
9
,
4
9
1

1
9
1
,
9
0
6

総
事

業
費

(a
+
b)

1
,
3
6
9
,
4
5
1

6
,
6
4
7
,
0
2
1

道
路

の
新

設
事

業
、

新
設

道
路

整
備

の
事

務
、

都
市

計
画

道
路

用
地

取
得

事
務

、
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
バ

ス
は

る
か

ぜ
車

両
等

購
入

費
補

助
金

交
付

事
業

、
交

通
施

設
の

整
備

改
善

事
業

、
交

通
安

全
の

普
及

啓
発

事
業

区
民

令令
和和

５５
年年

度度
重重

点点
ププ

ロロ
ジジ

ェェ
クク

トト
事事

業業
評評

価価
調調

書書
（（
令令

和和
４４

年年
度度

事事
業業

実実
施施

分分
））

視
点

再
掲

重
点

目
標

⑩
便

利
で

快
適

な
道

路
・
交

通
網

を
つ

く
る

重
点

項
目

道
路

・
交

通
網

の
充

実
記

入
所

属
ま

ち
都

市
建

設
部

　
交

通
対

策
課

都
市

建
設

部
　

道
路

公
園

整
備

室
　

道
路

整
備

課

事
業

名
№

2
8
「
交

通
環

境
の

改
善

事
業

（
都

市
計

画
道

路
及

び
バ

ス
・
自

転
車

走
行

環
境

の
整

備
）
」

協
働 ・

協
創

庁
内

協
働

　
都

市
計

画
道

路
に

つ
い

て
は

、
ま

ち
づ

く
り

課
・
建

築
防

災
課

・
資

産
管

理
課

。
自

転
車

走
行

環
境

に
つ

い
て

は
、

東
部

道
路

公
園

維
持

課
・
西

部
道

路
公

園
維

持
課

・
道

路
公

園
管

理
課

。

Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

3
.
6

1
1
.
2

項
目

取
組

状
況

具
体

的
に

目
的

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
）

内
容

対
象

検
討

中
オ

ン
デ

マ
ン

ド
型

な
ど

バ
ス

以
外

の
多

様
な

交
通

手
段

の
導

入
を

検
討

す
る

た
め

、
入

谷
・
鹿

浜
地

区
に

お
い

て
交

通
需

要
ア

ン
ケ

ー
ト

を
実

施
し

た
。

多
様

な
交

通
手

段
の

導
入

達
成

率
1
0
0
%

9
7
%

3
4

3
4

2
,6

0
0

達
成

達
成

率
1
0
0
%

実
績

4
-

実
績

5
9
6

5
8
0

5
9
5

6
0
0

5
8
0

-

6 7

や
や

順
調

【
直

接
成

果
-
3
】

自
転

車
利

用
者

の
走

行
マ

ナ
ー

目
標

3
2

ｍ
実

績
1
4
,2

6
5

7
,5

8
0

-
実

績
3
1

1
2
,7

0
0

9
,0

0
0

【
活

動
-
4
】

自
転

車
教

室
参

加
人

数
実

績
5
,1

2
6

5
,0

0
6

-

達
成

率
1
0
1
%

9
8
%

目
標

5
,1

0
0

5
,1

0
0

5
,1

0
0

順
調

実
績

1
,4

3
7

Ｓ
Ｄ

Ｇ
s関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
対

す
る

貢
献

状
況

【
目

標
3
】
タ

ー
ゲ

ッ
ト

3
.6

で
は

、
道

路
交

通
事

故
死

傷
者

数
を

半
減

さ
せ

る
と

し
て

お
り

、
各

種
交

通
安

全
教

室
・
講

話
を

実
施

し
、

交
通

ル
ー

ル
・
マ

ナ
ー

を
向

上
さ

せ
、

事
故

件
数

を
減

ら
す

。
な

お
、

令
和

5
年

4
月

の
改

正
道

路
交

通
法

の
施

行
に

併
せ

、
自

転
車

用
ヘ

ル
メ

ッ
ト

の
補

助
制

度
を

創
設

し
、

ヘ
ル

メ
ッ

ト
の

着
用

を
促

し
、

死
亡

・
重

傷
事

故
件

数
を

減
ら

す
。

【
目

標
1
1
】
タ

ー
ゲ

ッ
ト

1
1
.2

で
は

、
全

て
の

人
々

に
、

安
全

か
つ

安
価

で
容

易
に

利
用

で
き

る
、

持
続

可
能

な
輸

送
シ

ス
テ

ム
へ

の
ア

ク
セ

ス
を

提
供

す
る

と
し

て
お

り
、

は
る

か
ぜ

車
両

等
購

入
費

補
助

金
交

付
事

業
に

よ
る

運
行

事
業

者
支

援
を

行
い

、
路

線
や

運
行

本
数

の
維

持
に

よ
り

、
利

用
者

数
の

減
少

を
最

小
限

に
抑

え
る

。

税
外

収
入

事
業

費
(a

)

人
件

費
(b

)
内

訳

国
庫

負
担

金
・
補

助
金

受
益

者
負

担
金

対対
応応

すす
るる

予予
算算

事事
業業

名名

⑥
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
共

通
の

成
果

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
が

伸
び

た
ら

こ
う

な
る

）

区 区
政政

全全
体体

にに
対対

すす
るる

区区
民民

のの
満満

足足
度度

　　
66
77
％％

主
な

内
容

主
な

内
容

主
な

内
容

2
,
5
8
4
,
5
2
4

1
,
2
1
9
,
9
6
0

6
,
4
5
5
,
1
1
5
2
,
5
8
4
,
5
2
4

事 業 の 概 要

道
路

、
交

通
網

に
関

す
る

施
策

が
充

実
し

、
区

民
の

交
通

利
便

性
が

向
上

し
て

い
る

。

便
利

で
快

適
な

交
通

環
境

の
実

現
を

目
指

す
た

め
、

ま
ち

づ
く
り

と
連

携
し

て
、

都
市

計
画

道
路

を
整

備
し

、
バ

ス
路

線
網

や
自

転
車

走
行

環
境

整
備

の
充

実
を

図
る

。
ま

た
、

交
通

安
全

意
識

の
普

及
啓

発
活

動
を

推
進

し
、

交
通

事
故

発
生

件
数

の
減

少
を

図
る

。

【
中

間
成

果
-
2
】

は
る

か
ぜ

利
用

者
数

（
1
2
路

線
計

）
の

対
前

年
度

比
減

少
率

-

実
績

6
.4

達
成

率

6
.0

-

達
成

率
1
1
2
%

8
4
%

【
活

動
-
3
】

自
転

車
走

行
環

境
整

備
延

長

目
標

達
成

3
2

3
2

や
や

遅
れ

て
い

る

【
最

終
成

果
】

世
論

調
査

「
交

通
対

策
（
道

路
や

交
通

網
の

整
備

、
交

通
安

全
対

策
）
」

の
満

足
度

％

達
成

率

単
位

実
施

済

達
成

6
0

順
調

-

1
0
0
%

⑤ ⑤
成成

果果
指指

標標

⑤⑤
最最

終終
成成

果果
（（
理理

想想
））

4
2
2

2
1
3

遅
れ

て
い

る

5
0
%

2
1
0

-
-

実
績

【
中

間
成

果
-
1
】

都
市

計
画

道
路

整
備

の
進

捗
率

3
4

3
4

3
4

3
3

-

達
成

率
9
5
%

1
0
3
%

9
,0

0
0

遅
れ

て
い

る
実

績
7
5
1

9
8
0

-

達
成

率
-

7
1
%

件

【
中

間
成

果
-
3
】

自
転

車
関

連
事

故
件

数
【
低

減
目

標
】

1
5
0
%

-

-
3
.5

-
4
.0

綾
瀬

駅
前

交
通

広
場

事
業

用
地

購
入

費
3
,3

2
0
,9

6
3

7
9
9
,7

7
1

4
0
0
,0

0
0

補
助

第
2
5
6
号

線
事

業
用

地
購

入
費

北
綾

瀬
駅

前
交

通
広

場
整

備
工

事
及

び
ペ

デ
ス

ト
リ

ア
ン

デ
ッ

キ
整

備
工

事
費

目
標

-
7
0
0

7
0
0

R
5

年
度

千
円

千
円

千
円

年
度

R
3

外
的
な
要
因

大大
行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素

大大

72

Ⅲ　重点プロジェクト事業 事業別評価の反映結果



【【
所所
属属
のの
自自
己己
分分
析析
】】

指指
標標
分分
析析

課課
題題
分分
析析

今今
後後
のの
事事
業業
のの
予予
定定
（（
短短
期期
））
・・
方方
向向
性性
（（
中中
・・
長長
期期
））

全全
体体
評評
価価

評評
価価
結結
果果

44
【
目
標
・
成
果
の
達
成
度
へ
の
評
価
】

　
コ
ロ
ナ
や
関
係
機
関
と
の
調
整
等
が
事
業
進
行
に
影
響
し
た
が
、
直
接
成
果
は
目
標
を
ほ
ぼ
達
成
し
て
お
り
、
地
道
に
努
め
た
結
果
が
現
れ
た
も
の
と
評
価
で
き
る
。
都

市
計
画
道
路
事
業
は
時
間
を
要
す
る
が
、
周
知
や
情
報
提
供
等
粘
り
強
く
進
め
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
引
き
続
き
努
力
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
事
故
全
体
の
自
転
車
関
与
率

は
高
く
、
引
き
続
き
自
転
車
走
行
マ
ナ
ー
の
意
識
向
上
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

【
今
後
の
事
業
の
予
定
・
方
向
性
へ
の
評
価
】

　
都
市
計
画
道
路
の
着
実
な
整
備
、
自
転
車
走
行
環
境
整
備
や
マ
ナ
ー
の
向
上
等
、
安
全
か
つ
利
便
性
の
高
い
交
通
環
境
に
は
欠
か
せ
ず
方
向
性
は
評
価
で
き
る
。
都

市
計
画
道
路
事
業
は
時
間
を
要
す
る
と
は
い
え
、
安
全
と
利
便
性
に
高
く
寄
与
す
る
た
め
、
精
力
的
な
進
行
に
努
め
て
ほ
し
い
。
は
る
か
ぜ
に
関
し
て
は
、
バ
ス
事
業
者
と
も

調
整
を
密
に
行
い
な
が
ら
区
民
の
利
便
性
向
上
に
資
す
る
よ
う
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。
ま
た
、
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
の
効
果
を
様
々
な
場
面
で
周
知
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
、
補
助
制
度
の
活
用
促
進
も
あ
わ
せ
、
効
果
的
な
情
報
発
信
の
取
組
を
お
願
い
し
た
い
。

【
活
動
-
1
】
、
【
直
接
成
果
-
1
】
、
【
中
間
成
果
-
1
】

　
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
地
権
者
と
の
交
渉
機
会
が
減
り
、
面
談
回
数
が
目
標
を
達
成
で
き
な
か
っ
た
が
、
電
話
や
メ
ー

ル
な
ど
、
地
権
者
と
密
に
連
絡
を
取
り
交
渉
を
続
け
た
こ
と
で
、
用
地
取
得
面
積
は
目
標
通
り
達
成
で
き
た
。

【
活
動
-
2
】
、
【
直
接
成
果
-
2
】
、
【
中
間
成
果
-
2
】

　
車
両
購
入
補
助
に
つ
い
て
は
、
当
初
6
台
を
予
定
し
て
い
た
が
、
バ
ス
生
産
会
社
に
よ
る
エ
ン
ジ
ン
不
正
に
よ
り
、

車
両
の
新
規
注
文
受
付
が
停
止
さ
れ
た
た
め
、
最
終
的
に
2
事
業
者
計
4
台
分
の
補
助
金
交
付
に
留
ま
っ
た
。
運

行
本
数
に
つ
い
て
は
、
慢
性
的
な
乗
務
員
不
足
に
よ
り
一
部
減
便
と
な
っ
た
た
め
、
目
標
を
下
回
る
結
果
と
な
っ

た
。
ま
た
、
利
用
者
数
に
つ
い
て
は
、
対
前
年
度
比
で
大
き
く
増
加
し
た
。
こ
れ
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
生
活

の
一
部
と
な
り
、
人
々
の
移
動
が
活
発
化
し
た
こ
と
が
大
き
な
要
因
と
思
わ
れ
る
。

【
活
動
-
3
、
4
】
、
【
直
接
成
果
-
3
】
、
【中
間
成
果
-
3
】

　
目
標
を
下
回
っ
た
の
は
警
察
と
相
談
し
、
調
整
し
た
た
め
で
、
令
和
５
年
度
実
施
予
定
。
今
後
も
関
係
所
管
と
調

整
し
な
が
ら
整
備
路
線
を
選
定
し
て
い
く
。

　
小
学
３
年
生
向
け
の
自
転
車
教
室
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
に
努
め
、
全
6
8
校
で
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
世
論
調
査
に
お
け
る
自
転
車
利
用
者
の
走
行
マ
ナ
ー
の
実
績
も
目
標
値
を
上
回
り
、
前
年
度
よ
り

２
％
向
上
し
た
。
事
業
を
地
道
に
継
続
し
て
い
く
こ
と
で
、
マ
ナ
ー
向
上
に
寄
与
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
一
方
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
収
束
に
伴
い
人
出
が
増
加
し
た
影
響
か
、
事
故
件
数
も
自
転
車
関
連
事
故
件

数
も
と
も
に
大
幅
に
増
加
し
た
。

【
活
動
-
1
】
、
【
直
接
成
果
-
1
】
、
【
中
間
成
果
-
1
】

　
都
市
計
画
道
路
事
業
は
用
地
取
得
か
ら
工
事
ま
で
長
期
間
か
か
り
、
地
域
住
民
や
地
権
者
の
理

解
・
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　
事
業
周
知
の
た
め
の
看
板
設
置
や
ま
ち
づ
く
り
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
を
通
し
て
情
報
提
供
を
行
う
と
と
も

に
、
地
権
者
の
生
活
再
建
や
意
向
を
尊
重
し
、
き
め
細
や
か
な
対
応
を
行
う
。
ま
た
、
用
地
取
得
し
た

箇
所
は
暫
定
的
に
歩
道
整
備
し
、
事
業
効
果
が
図
れ
る
よ
う
に
す
る
。

　
都
市
計
画
道
路
整
備
は
用
地
買
収
費
や
工
事
費
な
ど
多
額
の
事
業
費
を
要
す
る
た
め
、
国
や
都
か

ら
の
補
助
金
等
を
活
用
し
て
い
く
。

【
活
動
-
2
】
、
【
直
接
成
果
-
2
】
、
【
中
間
成
果
-
2
】

　
今
後
の
は
る
か
ぜ
の
利
用
者
数
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
5
類
移
行
等
に
よ
り
、
あ
る
程
度
回

復
し
て
い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
状
況
を
見
な
が
ら
達
成
状
況
を
判
断
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

【
活
動
-
3
、
4
】
、
【
直
接
成
果
-
3
】
、
【
中
間
成
果
-
3
】

　
事
故
全
体
に
対
す
る
自
転
車
関
与
率
は
5
2
.7
％
と
都
内
平
均
4
6
.0
％
を
超
え
る
非
常
に
高
い
割
合

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
自
転
車
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
も
向
上
さ
せ
る
と
共
に
、
令
和
５
年
４
月
の
改
正

道
路
交
通
法
の
施
行
に
伴
い
、
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
が
努
力
義
務
化
さ
れ
、
自
転
車
用
ヘ

ル
メ
ッ
ト
の
補
助
制
度
を
創
設
し
た
。
自
転
車
の
死
亡
・
重
傷
事
故
件
数
を
減
ら
す
た
め
、
自
転
車
用

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
を
促
す
と
と
も
に
、
自
転
車
の
安
全
利
用
の
普
及
、
啓
発
を
行
っ
て
い
く
。

（
短
期
）

【
活
動
-
1
】
、
【
直
接
成
果
-
1
】
、
【
中
間
成
果
-
1
】

　
補
助
第
１
３
８
号
線
そ
の
２
工
区
は
、
令
和
４
年
度
に
電
線
共
同
溝
整
備
工
事
が
完
了
し
た
。
補
助
第
２
５
６
号
線
は
引
き
続
き

用
地
取
得
を
進
め
て
い
く
。
北
綾
瀬
駅
前
交
通
広
場
は
整
備
工
事
に
着
手
す
る
。

【
活
動
-
2
】
、
【
直
接
成
果
-
2
】
、
【
中
間
成
果
-
2
】

　
今
後
も
車
両
購
入
補
助
を
通
じ
、
は
る
か
ぜ
利
用
者
の
減
少
を
最
小
限
に
留
め
て
路
線
や
本
数
を
維
持
し
て
い
く
。

【
活
動
-
3
、
4
】
、
【
直
接
成
果
-
3
】
、
【中
間
成
果
-
3
】

　
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
を
促
し
、
自
転
車
教
室
な
ど
の
各
種
交
通
安
全
教
室
の
実
施
や
「
な
が
ら
ス
マ
ホ
防
止
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
の
実
施
な
ど
に
よ
り
、
自
転
車
マ
ナ
ー
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
。
主
要
駅
周
辺
に
自
転
車
ナ
ビ
マ
ー
ク
を
整
備
す
る
こ
と

で
自
転
車
の
左
側
通
行
を
誘
導
し
て
い
く
。

（
中
・
長
期
）

【
活
動
-
1
】
、
【
直
接
成
果
-
1
】
、
【
中
間
成
果
-
1
】

　
補
助
第
１
３
８
号
線
江
北
地
区
は
用
地
測
量
と
基
本
設
計
が
完
了
し
、
令
和
５
年
度
の
事
業
認
可
取
得
を
目
指
す
。
補
助
第
２

５
５
号
線
は
用
地
測
量
と
基
本
設
計
中
で
あ
り
、
完
了
後
の
事
業
認
可
取
得
を
目
指
す
。
区
画
街
路
９
号
線
は
令
和
４
年
度
に

事
業
認
可
取
得
し
、
用
地
取
得
を
進
め
て
い
く
。

【
活
動
-
2
】
、
【
直
接
成
果
-
2
】
、
【
中
間
成
果
-
2
】

　
今
後
も
車
両
購
入
補
助
を
通
じ
、
は
る
か
ぜ
利
用
者
の
減
少
を
最
小
限
に
留
め
て
路
線
や
本
数
を
維
持
し
て
い
く
。

【
活
動
-
3
、
4
】
、
【
直
接
成
果
-
3
】
、
【中
間
成
果
-
3
】

　
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
を
促
し
、
継
続
的
に
自
転
車
教
室
な
ど
の
各
種
交
通
安
全
教
室
等
を
通
じ
、
自
転
車
利
用
者

の
マ
ナ
ー
向
上
に
努
め
て
い
く
。
都
市
計
画
道
路
な
ど
の
幅
員
の
広
い
道
路
に
つ
い
て
、
自
転
車
走
行
環
境
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

形
成
し
て
い
く
。

【【
庁庁
内内
評評
価価
委委
員員
会会
のの
評評
価価
】】
（（
２２
次次
評評
価価
））

【
用
地
取
得
面
談
回
数
】

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
５
類
へ
の
移
行
後
も
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
が
大
き
く
、
地
権
者
と

の
面
談
に
は
十
分
な
感
染
対
策
の
他
、
電
話
や
メ
ー
ル
な
ど
も
交
え
て
細
心
の

注
意
を
払
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密
に
図
り
な
が
ら
丁
寧
な
対
応
を
行
っ
て

い
く
。

　
ま
た
、
用
地
取
得
箇
所
は
道
路
整
備
着
手
前
で
も
暫
定
歩
道
を
継
続
的
に
整

備
し
、
連
続
し
た
歩
行
空
間
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
早
期
完
成
に
向
け
て
事
業

を
進
め
て
い
く
。

【
自
転
車
走
行
マ
ナ
ー
及
び
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
促
進
】

　
現
在
策
定
中
の
自
転
車
活
用
推
進
計
画
に
基
づ
き
、
地
域
の
道
路
事
情
に
応

じ
て
自
転
車
道
、
自
転
車
専
用
通
行
帯
、
車
道
混
在
型
な
ど
適
切
な
整
備
手
法

を
選
択
し
自
転
車
走
行
空
間
の
整
備
を
進
め
る
。

　
ま
た
、
世
論
調
査
に
お
い
て
「
自
転
車
マ
ナ
ー
が
悪
い
」
地
区
を
重
点
的
に
、
自

転
車
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
、
自
転
車
ル
ー
ル
の
周
知
・
啓
発

を
行
い
、
自
転
車
マ
ナ
ー
の
改
善
を
図
っ
て
い
く
。
ま
た
、
千
本
桜
ま
つ
り
等
の
イ

ベ
ン
ト
時
に
、
自
転
車
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
体
験
を
実
施
し
、
子
ど
も
及
び
保
護
者
に
対

し
て
、
安
全
の
自
転
車
利
用
に
つ
い
て
改
め
て
学
ぶ
機
会
を
設
け
た
。
ヘ
ル
メ
ッ

ト
の
着
用
促
進
に
つ
い
て
は
、
自
転
車
事
故
当
事
者
の
コ
メ
ン
ト
や
写
真
を
掲
載

し
た
新
た
な
チ
ラ
シ
を
１
２
月
か
ら
町
会
・
自
治
会
等
へ
配
布
、
補
助
協
力
店
で

の
ぼ
り
旗
を
掲
出
、
区
内
都
立
高
校
に
出
向
き
チ
ラ
シ
を
配
布
、
警
視
庁
と
合
同

で
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
す
る
な
ど
の
取
組
み
を
進
め
て
い
く
。

【
は
る
か
ぜ
】

　
全
国
的
に
運
転
士
不
足
が
深
刻
化
し
て
お
り
、
足
立
区
に
お
い
て
も
例
外
で
は

な
く
、
今
後
も
は
る
か
ぜ
の
運
行
本
数
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
区

民
の
交
通
の
利
便
性
を
確
保
す
る
た
め
、
車
両
購
入
補
助
制
度
の
要
件
緩
和

や
一
部
路
線
の
委
託
運
行
化
を
検
討
す
る
。
ま
た
、
入
谷
・
鹿
浜
地
区
の
デ
マ
ン

ド
交
通
実
証
実
験
に
つ
い
て
も
準
備
を
進
め
て
い
く
。

反反
映映
結結
果果

達達
成成
度度

方方
向向
性性

【【
区区
民民
評評
価価
委委
員員
会会
のの
評評
価価
】】
（（
３３
次次
評評
価価
））

全全
体体
評評
価価

反反
映映
結結
果果
のの
評評
価価

今今
後後
のの
事事
業業
のの
予予
定定
、、
方方
向向
性性
へへ
のの
評評
価価

反反
映映
結結
果果
・・
反反
映映
状状
況況

目目
標標
・・
成成
果果
のの
達達
成成
度度
へへ
のの
評評
価価

【
全
体
評
価
の
経
年
動
向
】

012345

H3
1年
度

R2
年
度

R3
年
度

R4
年
度

庁
内
評
価
結
果

区
民
評
価
結
果
※
年
度
は
事
業
実
施
年
度

012345

H3
1年
度

R2
年
度

R3
年
度

R4
年
度

庁
内
評
価
結
果

区
民
評
価
結
果
※
年
度
は
事
業
実
施
年
度

区 民 評 価 対 象 外

区 民 評 価 中 止

73

Ⅲ　重点プロジェクト事業 事業別評価の反映結果



【【
ロロ

ジジ
ッッ

クク
モモ

デデ
ルル

・・
指指

標標
のの

達達
成成

度度
】】

単単
位位

：：
千千

円円
■■

令令
和和

44
年年

度度
事事

業業
費費

支支
出出

内内
訳訳

（（
上上

位位
３３

事事
業業

））

(1
)

(2
)

(3
)

 

年
度

目
標

目
標

目
標

目
標

目
標

令令
和和

５５
年年

度度
重重

点点
ププ

ロロ
ジジ

ェェ
クク

トト
事事

業業
評評

価価
調調

書書
（（
令令

和和
４４

年年
度度

事事
業業

実実
施施

分分
））

視
点

ま
ち

再
掲

重
点

目
標

⑪
地

域
の

特
性

を
活

か
し

た
ま

ち
づ

く
り

を
進

め
る

重
点

項
目

緑
と

水
辺

と
憩

い
の

空
間

の
創

出
記

入
所

属

事
業

名
№

2
9
「
緑

を
守

り
、

育
む

人
づ

く
り

事
業

」
協

働 ・
協

創

庁
内

協
働

　
東

部
道

路
公

園
維

持
課

、
西

部
道

路
公

園
維

持
課

、
地

域
調

整
課

、
産

業
振

興
課

1
1
.
7

1
7
.
1
7

都
市

建
設

部
道

路
公

園
整

備
室

パ
ー

ク
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

推
進

課
計

画
推

進
係

Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

項
目

取
組

状
況

具
体

的
に

緑
の

協
力

員
の

育
成

策
や

人
材

確
保

、
任

期
後

の
活

動
に

つ
な

が
る

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
構

築
等

の
検

討
実

施
済

（
１

）緑
の

協
力

員
を

対
象

に
、

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

企
画

力
を

向
上

す
る

た
め

の
講

座
を

実
施

し
た

。
（
２

）緑
の

サ
ポ

ー
タ

ー
か

ら
緑

の
協

力
員

へ
の

ス
テ

ッ
プ

ア
ッ

プ
を

働
き

か
け

る
活

動
体

験
会

を
実

施
し

た
。

（
３

）ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

づ
く
り

の
検

討
の

た
め

、
意

見
交

換
を

実
施

し
た

。

事 業 の 概 要

対
象

※
　

そ
の

他
の

場
合

記
入

Ｓ
Ｄ

Ｇ
s関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
対

す
る

貢
献

状
況

区
民

【
目

標
1
1
】
タ

ー
ゲ

ッ
ト

1
1
.7

「
安

全
で

誰
も

が
使

い
や

す
い

緑
地

、
公

共
ス

ペ
ー

ス
を

提
供

す
る

」
に

対
し

、
緑

化
活

動
に

取
り

組
む

ひ
と

づ
く
り

を
通

し
て

緑
と

水
辺

と
憩

い
の

空
間

の
創

出
す

る
こ

と
は

目
標

達
成

に
資

す
る

。
【
目

標
1
7
】
タ

ー
ゲ

ッ
ト

1
7
.1

7
「
効

果
的

な
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
を

奨
励

・
推

進
す

る
」
に

対
し

、
民

有
地

や
公

共
施

設
で

の
花

植
え

等
の

活
動

に
取

り
組

む
区

民
・
団

体
や

事
業

者
と

の
協

働
・
協

創
は

目
標

達
成

に
資

す
る

。

目
的

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
）

昨
年

度
の

反
映

結
果

に
対

す
る

取
組

状
況

花
や

緑
が

多
い

と
体

感
で

き
る

ま
ち

の
実

現

内
容

区
民

が
気

軽
に

緑
や

自
然

に
触

れ
合

え
る

機
会

を
創

出
す

る
と

と
も

に
、

緑
の

保
全

等
に

取
り

組
む

人
材

を
育

成
・
支

援
す

る
。

ま
た

、
区

民
や

事
業

者
と

の
協

創
体

制
を

推
進

す
る

。
緑

化
助

成
件

数
の

増
加

に
向

け
た

、
優

良
緑

化
認

定
制

度
を

足
掛

か
り

と
し

た
事

業
者

等
へ

の
有

効
な

ア
プ

ロ
ー

チ
実

施
済

優
良

緑
化

認
定

制
度

は
、

令
和

4
年

度
に

要
綱

を
制

定
し

、
令

和
5
年

4
月

に
運

用
を

始
め

た
。

主
な

内
容

緑
の

普
及

啓
発

事
業

1
1
,4

5
5

千
円

区区
政政

全全
体体

にに
対対

すす
るる

区区
民民

のの
満満

足足
度度

　　
66
77
％％

主
な

内
容

保
存

樹
木

等
の

補
助

金
4
,1

3
4

千
円

年
度

３
年

度
４

年
度

５
年

度

⑥
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
共

通
の

成
果

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
が

伸
び

た
ら

こ
う

な
る

）

総
事

業
費

(a
+
b)

1
2
5
,0

6
8

1
2
4
,8

4
2

6
8
,6

2
9

影
響

要
因

影
響

要
因

影
響

要
因

①①
投投

入入
資資

源源
（（
イイ

ンン
ププ

ッッ
トト

））
主

な
内

容
公

園
等

の
自

主
管

理
報

償
費

3
9
,5

9
7

千
円

対 対
応応

すす
るる

予予
算算

事事
業業

名名
緑

の
普

及
啓

発
事

業
の

全
部

、
民

間
緑

化
推

進
助

成
事

業
の

一
部

、
公

園
・
親

水
施

設
等

の
維

持
管

理
事

業
の

一
部

人
件

費
(b

)
7
2
,9

9
5

6
9
,6

5
6

事
業

費
(a

)
5
2
,0

7
3

5
5
,1

8
6

6
8
,6

2
9

・
　

天
候

、
感

染
症

の
影

響
に

よ
  

る
各

種
イ

ベ
ン

ト
・
講

座
の

  
中

止

・
　

世
論

調
査

回
答

者
の

状
況

・
　

大
木

や
農

地
の

所
有

者
管

理
者

  
の

交
代

・
　

緑
地

や
農

地
に

関
わ

る
法

改
正

税
外

収
入

国
庫

負
担

金
・
補

助
金

0
0

0

受
益

者
負

担
金

0
0

0

・
　

世
論

調
査

回
答

者
の

状
況

・
　

緑
化

助
成

を
受

け
て

い
な

い
  

民
有

地
の

緑
や

花
の

状
況

・
　

公
園

等
公

共
施

設
の

整
備

　
状

況

内
訳

③③
成成

果果
指指

標標
単

位
年

度
R

3

【
事

業
の

概
要

】
１

　
 緑

に
関

心
が

な
い

区
民

、
ま

た
は

子
育

て
世

帯
へ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

　
 　

(緑
の

普
及

啓
発

事
業

）
【
活

動
-
1
,3

】
（
１

）
 花

や
緑

に
関

心
が

低
い

若
年

層
に

向
け

た
企

画
（
２

）
 幼

少
期

か
ら

、
花

や
緑

に
興

味
を

も
っ

て
も

ら
う

企
画

（
３

）
 制

度
の

周
知

（
生

垣
等

の
緑

化
工

事
助

成
、

公
園

等
の

花
壇

管
理

等
）

２
　

緑
に

関
心

が
あ

る
、

ま
た

は
活

動
し

て
い

る
区

民
へ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

　
　

 (
緑

の
普

及
啓

発
事

業
等

）
 【

活
動

-
2
,3

】
（
１

）
 花

や
緑

の
育

成
・
保

全
を

リ
ー

ド
す

る
人

材
の

育
成

・
支

援
　

　
 （

緑
の

協
力

員
、

農
業

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

等
）

（
２

）
 制

度
の

周
知

（
保

存
樹

木
・
樹

林
の

指
定

、
特

定
生

産
緑

地
の

指
定

等
）

１
　

緑
に

関
心

が
な

い
区

民
、

ま
た

は
子

育
て

世
帯

へ
の

直
接

成
果

(１
) 

区
の

事
業

や
情

報
を

き
っ

か
け

に
、

企
画

に
参

加
す

る
【
直

接
成

果
-
1
】

(２
) 

花
や

緑
に

興
味

を
持

ち
は

じ
め

る
【
直

接
成

果
-
1
】

２
　

緑
に

関
心

が
あ

る
、

ま
た

は
活

動
し

て
い

る
区

民
へ

の
直

接
成

果
(１

) 
花

や
緑

の
育

成
・
保

全
を

リ
ー

ド
す

る
人

材
の

ス
キ

ル
が

ア
ッ

プ
す

る
　

　
【
直

接
成

果
-
2
】

(２
) 

花
や

緑
の

育
成

・
保

全
に

取
り

組
む

新
規

団
体

・
区

民
が

増
え

る
　

　
【
直

接
成

果
-
3
】

区
民

・
団

体
の

意
識

や
行

動
が

変
わ

り
、

ま
ち

の
花

や
緑

の
変

化
に

つ
な

が
る (１

) 
花

や
緑

に
興

味
を

持
つ

人
が

増
え

て
、

つ
な

が
り

が
生

ま
れ

る
(２

) 
地

域
で

の
主

体
的

・
継

続
的

な
花

や
緑

の
育

成
・
保

全
活

動
が

増
え

る
(３

) 
民

有
地

や
公

共
施

設
で

、
花

壇
や

生
垣

等
の

空
間

が
創

出
さ

れ
る

(４
) 

既
存

の
大

木
や

農
地

が
失

わ
れ

る
こ

と
な

く
、

適
正

に
管

理
・
保

全
さ

れ
  

 る

・
 花

や
緑

が
多

い
と

体
感

で
き

る
ま

ち
の

実
現

②②
活活

動動
指指

標標
単

位
年

度
R

3
R

4

②②
活活

動動
（（
アア

ウウ
トト

ププ
ッッ

トト
））

※※
区区

がが
行行

うう
直直

接接
のの

活活
動動

③③
直直

接接
成成

果果
（（
②②

のの
活活

動動
のの

直直
接接

的的
なな

結結
果果

））
④④

中中
間間

成成
果果

（（
③③

のの
成成

果果
がが

伸伸
びび

たた
らら

、、
どど

うう
なな

るる
かか

））
⑤⑤

最最
終終

成成
果果

（（
理理

想想
）） 6
年

度

【
活

動
-
1
】

子
ど

も
を

含
む

子
育

て
世

帯
に

向
け

た
企

画
の

開
催

回

目
標

1
5

1
5

1
8

や
や

順
調

【
直

接
成

果
-
１

】

子
ど

も
を

含
む

子
育

て
世

帯
に

向
け

た
企

画
の

参
加

者
数

人

R
3

R
4

R
5

達
成

状
況

⑤⑤
成成

果果
指指

標標
単

位
R

4
R

5
達

成
状

況
④④

成成
果果

指指
標標

単
位

年
度

R
5

達
成

状
況

1
5

1
6
.8

1
7
.1

順
調

実
績

1
7
.3

1
8
.0

-

目
標

-
3
0
0

9
0
0

や
や

順
調

【
中

間
成

果
-
1
】

こ
の

1
年

で
、

緑
化

活
動

に
参

加
し

た
区

民
の

割
合

1
1
5
%

1
0
7
%

達
成

率

実
績

5
1
2

-
実

績
1
2
4

2
2
4

-
％

達
成

率
-

7
5
%

8
6

8
2

達
成

率
3
3
%

8
0
%

実
績

7
5

8
9

-

4
0

6
0

8
0

2
3

2
9

-

達
成

率

達
成

【
直

接
成

果
-
2
】

花
や

緑
の

育
成

・
保

全
を

リ
ー

ド
す

る
人

づ
く
り

講
座

の
参

加
者

数

人

-
8
0
1

8
7
0

8
9
%

実
績

6
5
4

7
0
9

-
実

績
順

調

【
中

間
成

果
-
2
】

緑
化

助
成

件
数

（
令

和
2
年

度
か

ら
の

累
計

）

件

3
0

4
3

4
4

5
8
%

4
8
%

【
活

動
-
3
】

区
民

・
団

体
に

緑
化

活
動

を
働

き
か

け
た

件
数

件

目
標

1
0
3

1
1
7

1
1
2

や
や

順
調

達
成

率
1
6
3
%

1
0
3
%

達
成

率
-

【
活

動
-
2
】

花
や

緑
の

育
成

・
保

全
を

リ
ー

ド
す

る
人

づ
く
り

講
座

の
開

催
回

目
標

4
6

1
0
8
%

8
5
%

達
成

率
2
2
0
%

1
1
4
%

達
成

実
績

1
1
1

9
9

-
実

績
6
6

4
9

-

達
成

率

【
直

接
成

果
-
3
】

み
ど

り
豊

か
な

景
観

形
成

に
新

規
に

取
組

む
区

民
・
団

体
数

人
・

団 体

目
標

【
中

間
成

果
-
3
】

保
存

樹
林

指
定

箇
所

数
箇 所

2
7

2
8

2
9

【
中

間
成

果
-
4
】

特
定

生
産

緑
地

面
積

h
a

1
2
.6

8
2
1
.1

4

実
績

2
0
.6

9
2
0
.5

0
-

達
成

率
1
6
3
%

9
7
%

達
成

実
績

2
7

2
9

-

達
成

率
1
0
0
%

1
0
4
%

％

【
最

終
成

果
】

ま
ち

中
の

花
や

緑
が

多
い

と
感

じ
る

区
民

の
割

合

達
成

率

実
績

-

目
標

6
4
.4

2
1
.8

順
調

遅
れ

て
い

る

行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素

大大
外
的
な
要
因

大大
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Ⅲ　重点プロジェクト事業 事業別評価の反映結果



【【
所所

属属
のの

自自
己己

分分
析析

】】

指指
標標

分分
析析

課課
題題

分分
析析

今今
後後

のの
事事

業業
のの

予予
定定

（（
短短

期期
））
・・
方方

向向
性性

（（
中中

・・
長長

期期
））

今今
後後

のの
事事

業業
のの

予予
定定

、、
方方

向向
性性

へへ
のの

評評
価価

反反
映映

結結
果果

・・
反反

映映
状状

況況

■
 緑

に
関

心
が

な
い

区
民

、
ま

た
は

子
育

て
世

帯
へ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

【
活

動
-
1
】
【
直

接
成

果
-
1
】

　
事

前
募

集
や

整
理

券
方

式
等

に
よ

る
３

密
対

策
の

う
え

開
催

し
た

結
果

、
昨

年
度

の
回

数
・
人

数
を

上
回

り
、

概
ね

目
標

を
達

成
し

た
。

あ
だ

ち
放

課
後

子
ど

も
教

室
、

ひ
と

り
親

支
援

事
業

と
連

携
し

た
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
、

対
面

の
活

動
等

に
制

約
が

あ
る

な
か

工
夫

し
な

が
ら

実
施

し
た

。

■
 緑

に
関

心
が

あ
る

、
ま

た
は

活
動

し
て

い
る

区
民

へ
の

ア
プ

ロ
ー

チ
【
活

動
-
2
】
【
直

接
成

果
-
2
】

　
コ

ロ
ナ

禍
に

よ
る

中
止

が
続

い
た

「
農

業
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
養

成
講

座
」
を

再
開

し
た

（
9
回

講
座

、
1
3

名
）
。

課
題

で
あ

る
緑

の
協

力
員

の
人

材
確

保
に

向
け

、
募

集
期

間
に

合
わ

せ
、

緑
の

サ
ポ

ー
タ

ー
対

象
の

活
動

体
験

会
等

を
実

施
し

た
結

果
、

令
和

5
年

4
月

か
ら

1
1
人

が
加

わ
っ

た
。

■
　

事
業

者
・
区

民
等

へ
の

ア
プ

ロ
ー

チ
【
活

動
-
3
】
【
直

接
成

果
-
3
】

　
広

く
Ｓ

Ｎ
Ｓ

等
で

情
報

発
信

し
た

ほ
か

、
対

象
と

な
る

団
体

等
へ

の
個

別
案

内
を

し
た

結
果

、
花

の
あ

る
ま

ち
か

ど
事

業
や

保
存

樹
林

等
へ

の
新

規
登

録
の

成
果

が
あ

っ
た

。
緑

化
助

成
制

度
に

つ
い

て
、

企
業

や
区

建
築

防
災

課
と

連
携

し
周

知
し

た
が

、
助

成
件

数
の

目
標

値
に

は
至

ら
な

か
っ

た
。

　
上

記
ア

プ
ロ

ー
チ

の
結

果
、

目
標

達
成

に
至

ら
な

い
指

標
も

あ
る

が
、

区
民

の
花

や
緑

に
対

す
る

意
識

・
行

動
の

変
容

が
、

件
数

等
で

み
る

と
前

年
度

に
比

べ
概

ね
向

上
す

る
成

果
に

つ
な

が
っ

た
と

考
え

ら
れ

る
。

【
中

間
成

果
-
1
～

4
】
ほ

か

１
　

人
づ

く
り

事
業

は
対

面
の

活
動

が
多

く
、

コ
ロ

ナ
禍

で
は

、
開

催
方

法
に

制
約

が
生

じ
や

す
い

　
対

応
策

…
制

約
の

緩
和

を
見

据
え

て
、

す
で

に
取

り
組

ん
で

い
る

改
善

策
（
事

前
募

集
、

定
員

制
等

）
を

活
か

し
つ

つ
、

区
民

ニ
ー

ズ
に

合
わ

せ
た

イ
ベ

ン
ト

実
施

に
取

り
組

む
。

２
　

緑
の

協
力

員
は

任
期

後
の

活
動

の
場

が
な

い
　

対
応

策
…

任
期

終
了

後
に

も
自

ら
地

域
で

活
躍

で
き

る
よ

う
、

活
動

場
所

の
ヒ

ン
ト

や
仲

間
づ

く
り

の
ノ

ウ
ハ

ウ
に

つ
い

て
、

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

講
座

で
フ

ォ
ロ

ー
す

る
。

　
普

及
啓

発
活

動
を

継
続

す
る

た
め

の
緑

の
協

力
員

制
度

の
再

構
築

を
図

る
。

３
　

緑
化

工
事

助
成

へ
の

申
請

件
数

が
少

な
い

　
対

応
策

…
引

き
続

き
、

企
業

や
庁

内
関

係
所

属
と

の
連

携
に

よ
る

制
度

周
知

に
取

り
組

む
。

　
優

良
緑

化
事

例
を

公
表

・
表

彰
す

る
「
優

良
緑

化
認

定
制

度
」
に

よ
り

、
生

垣
等

の
整

備
に

よ
る

景
観

向
上

や
防

災
機

能
の

向
上

だ
け

で
は

な
く
、

そ
の

建
築

物
・
所

有
者

管
理

者
へ

の
メ

リ
ッ

ト
を

与
え

る
こ

と
で

、
件

数
増

加
を

め
ざ

す
。

【
短

期
】

■
 緑

に
関

心
が

な
い

区
民

、
ま

た
は

子
育

て
世

帯
へ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

・
　

あ
だ

ち
放

課
後

子
ど

も
教

室
、

ひ
と

り
親

支
援

事
業

と
の

連
携

継
続

、
実

施
回

数
・
定

員
の

増
加

・
　

再
開

が
見

込
ま

れ
る

大
型

イ
ベ

ン
ト

（
し

ょ
う

ぶ
ま

つ
り

等
）
で

の
体

験
プ

ロ
グ

ラ
ム

実
施

■
 緑

に
関

心
が

あ
る

、
ま

た
は

活
動

し
て

い
る

区
民

へ
の

ア
プ

ロ
ー

チ
・
　

「
緑

の
協

力
員

へ
の

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

講
座

」
「
農

業
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
養

成
講

座
」
等

の
継

続
・
　

緑
の

協
力

員
制

度
の

再
構

築
や

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

づ
く
り

の
意

見
交

換
や

検
討

の
継

続
・
　

「
ビ

ュ
ー

テ
ィ

フ
ル

ガ
ー

デ
ン

認
定

」
の

働
き

か
け

の
再

開

■
事

業
者

等
へ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

・
　

「
優

良
緑

化
認

定
制

度
」
の

運
用

開
始

、
制

度
周

知
・
　

「
特

定
生

産
緑

地
」
指

定
対

象
の

農
業

者
に

対
す

る
個

別
の

制
度

案
内

・
　

農
地

所
有

者
と

連
携

し
た

区
民

農
園

の
整

備

【
中

長
期

】
　

『
第

三
次

足
立

区
緑

の
基

本
計

画
』
に

掲
げ

る
1
0
年

後
（
令

和
1
1
年

度
）
の

目
標

を
見

据
え

て
、

各
事

業
を

見
直

し
な

が
ら

、
実

施
し

て
い

く
。

ま
た

、
「
緑

の
基

本
計

画
推

進
会

議
」
で

進
行

管
理

を
行

い
、

各
事

業
の

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
を

行
い

な
が

ら
、

緑
を

守
り

育
む

た
め

に
、

自
ら

行
動

し
活

動
す

る
ひ

と
を

増
や

し
て

い
く
。

【【
庁庁

内内
評評

価価
委委

員員
会会

のの
評評

価価
】】
（（
２２

次次
評評

価価
））

【
全

体
評

価
の

経
年

動
向

】

全全
体体

評評
価価

評評
価価

結結
果果

44
【
目

標
・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
】

　
現

行
の

緑
の

基
本

計
画

で
は

「
人

づ
く
り

」
も

主
要

な
柱

と
位

置
付

け
て

お
り

、
そ

の
意

味
で

は
活

動
指

標
い

ず
れ

も
順

調
に

推
移

し
て

い
る

と
評

価
す

る
。

し
か

し
、

個
人

的
な

活
動

と
し

て
緑

に
関

わ
る

裾
野

は
広

が
っ

て
い

る
と

思
わ

れ
る

が
、

団
体

・
グ

ル
ー

プ
と

な
る

と
ハ

ー
ド

ル
が

上
が

る
。

団
体

向
け

の
指

標
で

あ
る

活
動

-
3
や

直
接

成
果

-
3
は

目
標

値
に

近
い

か
そ

れ
を

上
回

っ
て

は
い

る
も

の
の

数
値

と
し

て
は

減
ら

し
て

お
り

、
ア

プ
ロ

ー
チ

の
難

し
さ

が
伺

え
る

。
ま

た
、

中
間

成
果

-
2
の

緑
化

助
成

件
数

は
数

値
を

増
や

し
て

い
る

も
の

の
目

標
を

大
き

く
下

回
っ

て
い

る
。

制
度

周
知

を
図

る
な

ど
、

件
数

増
に

取
り

組
ん

で
い

た
だ

き
た

い
。

【
今

後
の

事
業

の
予

定
・
方

向
性

へ
の

評
価

】
　

緑
へ

の
関

心
度

や
タ

ー
ゲ

ッ
ト

層
ご

と
に

講
座

や
ア

プ
ロ

ー
チ

方
法

を
工

夫
し

、
緑

に
関

わ
る

人
材

を
幅

広
く
取

り
入

れ
よ

う
と

す
る

姿
勢

は
評

価
で

き
る

。
一

方
で

、
緑

化
に

関
心

が
あ

る
区

民
等

は
着

実
に

増
え

て
い

る
と

思
わ

れ
る

が
、

実
際

に
行

動
に

移
し

て
も

ら
え

る
人

を
ど

れ
だ

け
増

や
し

て
い

く
か

が
課

題
と

感
じ

る
。

中
間

成
果

-
1
で

緑
化

活
動

に
参

加
し

た
区

民
の

割
合

は
上

昇
し

て
い

る
が

、
区

民
の

中
で

も
熱

量
の

差
は

あ
る

も
の

と
考

え
る

。
熱

量
の

裾
野

を
広

げ
て

い
く
た

め
の

仕
掛

け
に

つ
い

て
、

検
討

を
深

め
ら

れ
た

い
。

ま
た

、
課

題
分

析
欄

に
記

載
が

あ
る

が
、

緑
の

協
力

員
に

任
期

後
の

活
動

の
場

が
な

い
こ

と
は

残
念

で
あ

る
。

自
ら

地
域

で
活

躍
で

き
る

よ
う

、
早

急
な

対
応

を
お

願
い

し
た

い
。

１
 緑

に
関

心
が

な
い

区
民

、
ま

た
は

子
育

て
世

帯
へ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

（
１

）
し

ょ
う

ぶ
ま

つ
り

等
の

再
開

に
よ

っ
て

、
前

年
度

よ
り

多
く
の

区
民

等
に

、
  

 工
作

や
ガ

イ
ド

ツ
ア

ー
等

の
「
気

軽
に

・
つ

い
で

に
・
楽

し
く
」
参

加
で

き
る

  
 体

験
の

場
を

提
供

で
き

て
い

る
。

（
２

）
子

育
て

世
帯

対
象

の
「
み

ど
り

の
あ

そ
び

ば
」
を

計
画

的
に

実
施

し
て

い
  

 る
（
実

施
5
回

・
中

止
2
回

、
参

加
者

5
5
8
人

）
。

２
 緑

に
関

心
が

あ
る

、
ま

た
は

活
動

し
て

い
る

区
民

へ
の

ア
プ

ロ
ー

チ
（
１

）
緑

の
協

力
員

を
対

象
に

、
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
講

座
の

実
施

、
自

ら
発

案
し

  
 た

イ
ベ

ン
ト

の
サ

ポ
ー

ト
等

を
実

施
し

て
い

る
。

　
  

  
ま

た
、

任
期

後
も

含
め

、
活

動
の

取
り

組
み

方
を

再
構

築
す

る
た

め
  

 に
、

任
期

を
終

え
た

方
々

を
交

え
た

意
見

交
換

等
を

実
施

し
て

い
る

。
（
２

）
緑

に
関

心
が

あ
る

区
民

が
、

実
際

に
自

宅
で

活
動

で
き

る
よ

う
に

、
初

  
 心

者
向

け
の

リ
ー

ス
作

り
や

寄
せ

植
え

作
り

等
の

情
報

発
信

を
充

実
さ

  
 せ

て
い

く
。

３
　

事
業

者
・
区

民
等

へ
の

ア
プ

ロ
ー

チ
（
１

）
緑

化
助

成
制

度
チ

ラ
シ

を
、

建
築

防
災

課
と

の
連

携
で

約
4
万

件
に

配
  

 布
し

た
。

足
立

成
和

信
用

金
庫

と
も

連
携

し
、

営
業

先
で

の
チ

ラ
シ

配
布

  
 を

依
頼

し
た

。
令

和
5
年

1
1
月

末
現

在
、

申
請

は
6
件

で
、

目
標

を
下

  
 回

っ
て

い
る

。
　

  
 ま

た
、

申
請

し
や

す
い

よ
う

に
、

令
和

6
年

度
か

ら
の

手
続

き
簡

略
化

を
  

 目
指

し
、

検
討

し
て

い
る

段
階

で
あ

る
。

（
２

）
優

良
緑

化
認

定
制

度
に

つ
い

て
は

、
令

和
5
年

1
1
月

末
現

在
、

認
定

  
 候

補
4
8
件

の
う

ち
、

申
請

は
5
件

で
、

概
ね

目
標

通
り

で
あ

る
。

反反
映映

結結
果果

達達
成成

度度

方方
向向

性性

【【
区区

民民
評評

価価
委委

員員
会会

のの
評評

価価
】】
（（
３３

次次
評評

価価
））

全全
体体

評評
価価

反反
映映

結結
果果

のの
評評

価価
目目

標標
・・
成成

果果
のの

達達
成成

度度
へへ

のの
評評

価価

012345

H3
1年
度

R2
年
度

R3
年
度

R4
年
度

庁
内
評
価
結
果

区
民
評
価
結
果
※
年
度
は
事
業
実
施
年
度

区 民 評 価 対 象 外

区 民 評 価 中 止
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【【
ロロ
ジジ
ッッ
クク
モモ
デデ
ルル
・・
指指
標標
のの
達達
成成
度度
】】

単単
位位
：：
千千
円円

■■
令令
和和

44
年年
度度
事事
業業
費費
支支
出出
内内
訳訳
（（
上上
位位
３３
事事
業業
））

(1
)

(2
)

(3
)

 

年
度

目
標

目
標

実
績

達
成
率

目
標

目
標

目
標

【
活
動
-
2
】

公
園
を
利
活
用
す
る

団
体
等
と
の
協
議
回

数

目
標

1
3

1
5

9
や
や
遅
れ

て
い
る

【
直
接
成
果
-
2
】

協
働
・
協
創
に
基
づ
き

実
施
し
た
イ
ベ
ン
ト
開

催
数

6
9
%

1
0
3
%

達
成
率

【
活
動
-
1
】

改
修
・
整
備
工
事
前
の

利
用
調
査
回
数

目
標

3
8

5
4

4
3

達
成

達
成
率

実
績

【
直
接
成
果
-
１
】

公
園
等
の
改
修
・
整
備

設
計
・
工
事
の
着
手
件

数

回 回

8
2
%

目
標

3
8

3
9

-

％

３
年
度

回 回

園 人

達
成
状
況

3
6

影
響
要
因

影
響
要
因

実
績

3
1

年
度

R
3

や
や
順
調

1
6

-

8
9
%

1
8

1
8

４
年
度

５
年
度

6
2

-
2
5

影
響
要
因

・
　
近
隣
住
民
の
意
向

・
　
契
約
の
不
調
（
契
約
の
不
成
立
）

・
　
協
働
相
手
の
意
向

・
　
感
染
症
の
状
況

・
　
工
事
費
の
高
騰

・
　
感
染
症
の
状
況

・
　
天
候

・
　
世
論
調
査
の
回
答
者
の
状
況

1
0
8
,
7
2
0

4
6
4
,
2
4
3

1
6
4
,
0
0
0

0

R
5

6
年
度

R
3

0
0

②②
活活
動動
（（
アア
ウウ
トト
ププ
ッッ
トト
））
※※
区区
がが
行行
うう
直直
接接
のの
活活
動動

③③
直直
接接
成成
果果
（（
②②
のの
活活
動動
のの
直直
接接
的的
なな
結結
果果
））

④④
中中
間間
成成
果果
（（
③③
のの
成成
果果
がが
伸伸
びび
たた
らら
、、
どど
うう
なな
るる
かか
））

件

5
1

令令
和和
５５
年年
度度
重重
点点
ププ
ロロ
ジジ
ェェ
クク
トト
事事
業業
評評
価価
調調
書書
（（
令令
和和
４４
年年
度度
事事
業業
実実
施施
分分
））

視
点

再
掲

重
点

目
標

⑪
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

重
点

項
目

緑
と
水
辺
と
憩
い
の
空
間
の
創
出

記
入

所
属

ま
ち

都
市
建
設
部
道
路
公
園
整
備
室
パ
ー
ク
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

推
進
課
　
計
画
推
進
係

事
業
名
N
o
.3
0
「
パ
ー
ク
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
」

協
働 ・

協
創

ソ
フ
ト
事
業
を
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
、
足
立
区
生
物
園
等
の
指
定
管
理
者
、

区
民
団
体
等
の
協
力
に
よ
り
実
施
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
関

連
す
る

ゴ
ー
ル
・

タ
ー
ゲ
ッ
ト

1
1
.
7

1
5
.
9

遅
れ
て
い
る

【
最
終
成
果
】

よ
く
行
く
、
行
き

た
い
公
園
が
あ

る
区
民
の
割
合

5
5

6
0

-

6
9
%

-
実
績

【
中
間
成
果
-
1
】

役
割
分
担
に
基
づ
き

整
備
さ
れ
た
公
園
数
の

累
計

8
0

9
0

7
9

3
7

や
や
遅
れ

て
い
る

達
成
率

6
7
%

1
5
8
3
5

1
5
3
3
0

達
成
率

1
1
9
%

1
0
5
%

-
1
0
3
%

達
成

実
績

1
3

9
-

実
績

3
6
5

4
2
7

3
0
7

4
0
5

4
3
8

達
成

【
中
間
成
果
-
2
】

協
働
・
協
創
に
も
と
づ
く

イ
ベ
ン
ト
の
参
加
者
数

-

-
実
績

1
3
9
2
3

達
成
率

1
6
,2
6
3

-

達
成
率

1
0
0
%

6
0
%

【
活
動
-
3
】

公
園
の
魅
力
を

伝
え
る
企
画
数

目
標

-
1
8

1
8

や
や
順
調

【
直
接
成
果
-
3
】

公
園
の
魅
力
を
伝

え
る
S
N
S
発
信
数

目
標

-

件
実
績

1
2

1
6

-
実
績

1
2

達
成
率

-
8
9
%

達
成
率

-

1
1
5
%

9
1
,
0
2
1

7
2
,
1
8
4

総
事
業
費
(a
+
b)

8
9
0
,
3
6
2

情
報
発
信
の
新
た
な
取
組
み

1
,
3
5
0
,
3
3
7

実
施
済

意
向
調
査
の
Q
R
ｺ
ｰ
ﾄﾞ
活
用
に
加
え
、
現
地
調
査
や
保
育
所
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
意
向
調
査
の

対
応
を
拡
充
し
た
。

対
象

※
　
そ
の
他
の
場
合
記
入

昨
年
度
の
反
映
結
果
に
対
す
る
取
組
状
況

区
民

項
目

取
組
状
況

具
体
的
に

目
的
（
⑤
最
終
成
果
（
理
想
）
）

意
向
調
査
の
充
実

内
容

①①
投投
入入
資資
源源
（（
イイ
ンン
ププ
ッッ
トト
））

年
度

「
あ
だ
ち
の
公
園
に
行
こ
う
」
シ
リ
ー
ズ
の
内
容
を
刷
新
し
た
。
整
備
し
た
公
園
の
魅
力
発
信
を
目
的
に
据
え
、
設
計
意
図

と
完
成
状
況
を
解
説
し
た
発
信
を
新
し
く
始
め
た
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
s関
連
す
る
ゴ
ー
ル
・
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
対
す
る
貢
献
状
況

【
目
標
1
1
.】
「
安
全
で
誰
も
が
使
い
や
す
い
緑
地
、
公
共
ス
ペ
ー
ス
を
提
供
す
る
」
に
対
し
、
地
域
住
民
の
意
向
を
反
映
し
た
魅
力
あ
る
公
園
を
整
備
す
る
こ
と
は
目
標
達
成
に
資
す
る
。
【
目
標
1
5
】

「
陸
上
生
態
系
の
保
護
、
回
復
お
よ
び
持
続
可
能
な
利
用
の
促
進
」
に
対
し
、
計
画
的
な
公
園
の
改
修
・
整
備
が
進
み
良
質
な
緑
の
形
成
が
実
現
さ
れ
る
こ
と
は
目
標
達
成
に
資
す
る
。

税
外

収
入

事
業
費
(a
)

人
件
費
(b
)

内
訳

国
庫
負
担
金
・
補
助
金

受
益
者
負
担
金

対対
応応
すす
るる
予予
算算
事事
業業
名名

公
園
等
の
整
備
事
業
の
全
部

⑥
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
共
通
の
成
果
（
⑤
最
終
成
果
（
理
想
）
が
伸
び
た
ら
こ
う
な
る
）

区 区
政政
全全
体体
にに
対対
すす
るる
区区
民民
のの
満満
足足
度度
　　

66
77
％％

主
な
内
容

主
な
内
容

主
な
内
容

1
,
5
2
6
,
4
0
0

7
9
9
,
3
4
1

1
,
2
7
8
,
1
5
3
1
,
5
2
6
,
4
0
0

事 業 の 概 要

だ
れ
も
が
、
よ
く
行
く
ま
た
は
行
き
た
い
公
園
が
あ
る

公
園
等
の
整
備
事
業

区
民
が
よ
く
行
く
公
園
や
行
き
た
い
公
園
が
あ
る
状
態

千
円

千
円

千
円

1
,2
7
8
,1
5
3

実
施
済

単
位

【
中
間
成
果
-
1
】

情
報
発
信
の
関
連
部

署
と
の
連
携
回
数

人

-
1
8

1
4

や
や
順
調

実
績

8
1
5

-

達
成
率

-
8
3
%

② ②
活活
動動
指指
標標

達
成
状
況

単
位

③③
成成
果果
指指
標標

単
位

④④
成成
果果
指指
標標

単
位

達
成
状
況

⑤⑤
成成
果果
指指
標標

⑤⑤
最最
終終
成成
果果
（（
理理
想想
））

R
5

年
度

【
事
業
の
概
要
】

１
　
ハ
ー
ド

　
　
公
園
の
利
用
状
況
や
地
域
住
民
・
公
園
利
用
者
の
意
向
を

　
把
握
し
、
改
修
内
容
に
反
映
さ
せ
る
。
【
活
動
-
1
】

２
　
ソ
フ
ト

　
　
公
園
の
利
活
用
を
検
討
す
る
団
体
と
協
力
体
制
を
築
く
。
【
活
動
-
2
】

３
　
情
報
発
信

　
　
公
園
の
魅
力
を
発
信
す
る
情
報
を
考
案
す
る
。
【
活
動
-
3
】

１
　
ハ
ー
ド

　
　
公
園
等
の
改
修
や
整
備
が
進
み
、
工
事
実
績
が
増
え
る
。
【
直
接
成
果
-

1
】

２
　
ソ
フ
ト

　
　
公
園
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
が
実
施
さ
れ
る
。
【
直
接
成
果
-
2
】

３
　
情
報
発
信

　
　
公
園
の
魅
力
が
発
信
さ
れ
る
。
【
直
接
成
果
-
3
】

１
　
ハ
ー
ド

　
　
利
用
目
的
に
合
わ
せ
て
選
べ
る
よ
う
整
備
さ
れ
た
公
園
が
増
え
る

　
と
と
も
に
、
老
朽
化
し
た
公
園
の
再
生
・
更
新
が
進
む
。

２
　
ソ
フ
ト

　
　
公
園
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
者
・
リ
ピ
ー
タ
ー
数
が
増
え
る
。

３
　
情
報
発
信

　
　
区
内
外
に
魅
力
あ
る
公
園
情
報
が
届
く
。

だ
れ
も
が
、
よ
く
行
く
ま
た
は
行
き

た
い
公
園
が
あ
る
状
態
に
な
る
。

R
4

R
5

年
度

R
4

R
3

R
4

外
的
な
要
因

大大
行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素

大大
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【【
所所
属属
のの
自自
己己
分分
析析
】】

指指
標標
分分
析析

課課
題題
分分
析析

今今
後後
のの
事事
業業
のの
予予
定定
（（
短短
期期
））
・・
方方
向向
性性
（（
中中
・・
長長
期期
））

１
　
【
ハ
ー
ド
】
　
公
園
等
の
改
修
・
整
備
工
事

　
【
中
間
成
果
-
1
】
に
つ
い
て
、
令
和
5
年
度
の
目
標
は
実
情
を
ふ
ま
え
下
方
修
正
し
た
。

　
「
設
計
・
工
事
の
着
手
件
数
」
と
「
役
割
分
担
に
基
づ
き
整
備
さ
れ
た
公
園
数
の
累
計
」
は
、
約
７
割
に

留
ま
っ
た
。
こ
れ
は
、
工
事
が
落
札
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
や
、
当
初
計
画
が
延
伸
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
要

因
で
あ
る
。

２
　
【
ソ
フ
ト
】
　
公
園
の
利
活
用

　
高
齢
者
向
け
の
施
策
の
パ
ー
ク
で
筋
ト
レ
は
、
年
2
か
所
の
新
規
開
設
を
実
現
さ
せ
た
。
こ
れ
は
、

パ
ー
ク
で
筋
ト
レ
は
屋
外
の
無
料
教
室
の
た
め
、
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
っ
て
も
高
齢
者
が
参
加
し
や
す
い
事

業
だ
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

３
　
【
情
報
発
信
】

　
R
4
年
度
、
公
園
の
新
規
開
園
や
改
修
に
合
わ
せ
て
、
公
園
の
魅
力
を
発
信
し
た
。
R
3
年
度
か
ら
始

動
し
た
「
あ
だ
ち
の
公
園
に
行
こ
う
」
を
継
続
し
、
公
園
整
備
と
連
動
し
た
発
信
内
容
に
刷
新
し
た
。

１
　
【
ハ
ー
ド
】
　
公
園
等
の
改
修
・
整
備
工
事

　
改
修
・
整
備
前
の
意
向
調
査
や
、
地
元
、
町
会
・
自
治
会
と
の
調
整
に
時
間
が
か
か
り
、
設
計
の
発

注
が
遅
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　 ２
　
【
ソ
フ
ト
】
　
公
園
の
利
活
用

　
子
ど
も
食
堂
へ
の
寄
付
を
目
的
と
し
た
公
園
で
の
物
販
は
開
催
回
数
の
減
少
が
予
想
さ
れ
る
の

で
、
代
替
と
な
る
パ
ー
ク
で
筋
ト
レ
や
プ
レ
ー
パ
ー
ク
の
開
催
数
を
増
や
す
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

３
　
【
情
報
発
信
】

　
新
規
開
園
や
改
修
し
た
公
園
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
る
記
事
が
ほ
か
の
情
報
に
埋
も
れ
る
こ
と
が

課
題
で
あ
る
。

　

◆
短
期

１
　
【
ハ
ー
ド
】
公
園
の
改
修
・
整
備
工
事

　
R
4
年
度
か
ら
継
続
し
て
、
改
修
前
の
意
向
調
査
は
計
画
的
に
実
施
し
、
件
数
だ
け
で
な
く
整
備
内
容
へ
の
満
足

度
向
上
も
目
指
し
て
い
く
。
落
札
さ
れ
な
か
っ
た
工
事
に
関
し
て
は
対
象
事
業
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
よ
り
課
題
の

抽
出
を
行
い
、
今
後
の
整
備
工
事
の
改
善
に
繋
げ
て
い
く
。

２
　
【
ソ
フ
ト
】
公
園
の
利
活
用

　
パ
ー
ク
で
筋
ト
レ
や
プ
レ
ー
パ
ー
ク
の
充
実
に
よ
り
参
加
者
数
が
増
加
し
、
地
域
に
公
園
が
活
動
拠
点
と
し
て
認

知
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
目
指
す
。

３
　
情
報
発
信

　
「
あ
だ
ち
の
公
園
に
行
こ
う
」
シ
リ
ー
ズ
で
改
修
・
整
備
し
た
公
園
、
指
定
管
理
施
設
で
実
施
し
て
い
く
充
実
し
た
イ

ベ
ン
ト
の
数
々
を
紹
介
し
、
公
園
の
魅
力
発
信
を
継
続
す
る
。

　 ◆
中
・
長
期

　
役
割
分
担
に
基
づ
き
、
地
域
ご
と
に
複
数
の
公
園
改
修
を
進
め
て
い
る
が
、
施
設
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
な
い

公
園
は
、
整
備
時
期
を
見
直
し
、
改
修
す
る
公
園
数
を
調
整
す
る
。

　
役
割
分
担
に
基
づ
く
公
園
整
備
や
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
情
報
発
信
を
継
続
し
て
行
い
、
よ
く
行
く
ま
た
は
、
行
き
た

い
公
園
が
あ
る
状
態
を
目
指
す
。

【【
庁庁
内内
評評
価価
委委
員員
会会
のの
評評
価価
】】
（（
２２
次次
評評
価価
））

【
全
体
評
価
の
経
年
動
向
】

全全
体体
評評
価価

評評
価価
結結
果果

33
【
目
標
・
成
果
の
達
成
度
へ
の
評
価
】

　
活
動
・
直
接
成
果
・
中
間
成
果
-
3
は
所
管
の
努
力
次
第
で
達
成
で
き
る
指
標
と
考
え
る
。
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
イ
ベ
ン
ト
等
が
実
施
で
き
な
く
て
も
企
画
・
情
報
発
信
は
工
夫

次
第
で
可
能
で
あ
り
、
達
成
で
き
な
か
っ
た
要
因
を
分
析
し
、
改
善
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
公
園
の
利
活
用
先
は
子
ど
も
食
堂
へ
の
寄
付
を
目
的
と
し
た
公
園
で
の
物
販

だ
け
で
は
な
い
は
ず
で
あ
り
、
利
活
用
先
の
開
拓
（
団
体
等
と
の
協
議
）
が
遅
れ
て
い
る
要
因
を
確
認
し
、
改
善
す
べ
き
で
あ
る
。

　
課
題
分
析
等
か
ら
は
整
備
計
画
に
沿
っ
た
改
修
・
整
備
が
遅
れ
て
い
る
も
の
と
伺
え
る
。
必
要
に
応
じ
計
画
の
見
直
し
（
改
修
・
整
備
時
期
、
内
容
）
も
必
要
で
は
な
い

か
。

　
全
体
的
に
、
指
標
・
課
題
分
析
の
深
掘
り
、
及
び
課
題
を
解
消
す
る
た
め
の
取
組
が
不
足
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
よ
り
積
極
的
な
姿
勢
で
の
課
題
改
善
を
期
待
す

る
。

【
今
後
の
事
業
の
予
定
・
方
向
性
へ
の
評
価
】

　
地
元
調
整
の
改
善
（
調
整
の
効
率
化
や
期
間
の
確
保
等
）
や
不
調
が
想
定
さ
れ
る
案
件
の
入
札
時
期
の
検
証
な
ど
の
工
夫
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
ま
た
、
利
用
者
の
意
向
、
地
元
の
要
望
を
取
り
入
れ
る
必
要
性
は
理
解
で
き
る
が
、
経
費
的
に
は
ど
の
程
度
膨
ら
ん
で
い
る
の
か
。
ど
う
い
っ
た
基
準
を
持
ち
線
引
き
し
て

い
る
か
な
ど
も
含
め
、
経
費
へ
の
影
響
を
踏
ま
え
た
分
析
を
お
願
い
し
た
い
。
あ
わ
せ
て
、
整
備
し
た
公
園
に
対
す
る
利
用
満
足
度
の
変
化
も
踏
ま
え
た
分
析
も
必
要
と
考

え
る
。

【【
区区
民民
評評
価価
委委
員員
会会
のの
評評
価価
】】
（（
３３
次次
評評
価価
））

全全
体体
評評
価価

反反
映映
結結
果果
のの
評評
価価

目目
標標
・・
成成
果果
のの
達達
成成
度度
へへ
のの
評評
価価

今今
後後
のの
事事
業業
のの
予予
定定
、、
方方
向向
性性
へへ
のの
評評
価価

反反
映映
結結
果果
・・
反反
映映
状状
況況

１
　
【
ハ
ー
ド
】

年
度
当
初
に
設
計
の
発
注
が
で
き
る
よ
う
に
現
地
調
査
や
地
元
、
町
会
・
自

治
会
と
の
調
整
に
着
手
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
直
し
た
。
緑
の
基
本
計
画
に

基
づ
き
公
園
施
設
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
置
す
る
よ
う
整
備
し
て
い
る
が
、
公
園

に
対
す
る
要
望
は
多
岐
に
わ
た
る
の
で
、
必
要
性
の
高
い
も
の
に
つ
い
て

は
計
画
や
予
算
の
範
囲
内
で
実
現
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。
改
修
後
に

利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
整
備
結
果
の
確
認
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
結

果
は
他
の
公
園
整
備
に
活
か
し
て
い
く
。

２
　
【
ソ
フ
ト
】

コ
ロ
ナ
の
影
響
か
ら
数
年
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
お
ら
ず
、
団
体
と
の
協
議
を

行
わ
な
か
っ
た
た
め
協
議
回
数
が
減
少
し
た
。
コ
ロ
ナ
が
収
束
に
向
か
っ
て

い
る
た
め
、
以
前
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
た
少
年
軟
式
野
球
連
盟
や
新
た
な

公
園
利
活
用
団
体
に
開
催
を
呼
び
掛
け
て
い
く
。

ま
た
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
誘
致
な
ど
新
規
の
利
活
用
方
法
の
拡
大
お
よ
び
、

活
用
団
体
の
開
拓
も
検
討
し
て
い
く
。

３
　
【
情
報
発
信
】

公
園
整
備
完
了
に
あ
わ
せ
て
情
報
発
信
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
立
て
て
い
た

が
、
予
定
さ
れ
て
い
た
公
園
整
備
の
発
注
が
遅
れ
た
こ
と
で
情
報
発
信
の

回
数
が
減
少
し
た
。
改
修
工
事
の
遅
れ
は
地
元
調
整
等
の
開
始
時
期
を
見

直
し
て
対
応
し
て
い
く
。
ま
た
、
新
た
に
公
園
整
備
す
る
際
は
、
一
定
期
間

経
過
後
に
公
園
名
称
を
募
集
し
、
改
め
て
公
園
の
案
内
を
行
う
。

反反
映映
結結
果果

達達
成成
度度

方方
向向
性性

012345

H3
1年
度

R2
年
度

R3
年
度

R4
年
度

庁
内
評
価
結
果

区
民
評
価
結
果
※
年
度
は
事
業
実
施
年
度

区 民 評 価 中 止
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Ⅲ　重点プロジェクト事業 事業別評価の反映結果



【【
ロロ

ジジ
ッッ

クク
モモ

デデ
ルル

・・
指指

標標
のの

達達
成成

度度
】】

単単
位位

：：
千千

円円
■■

令令
和和

44
年年

度度
事事

業業
費費

支支
出出

内内
訳訳

（（
上上

位位
３３

事事
業業

））

(1
)

(2
)

(3
)

 

年
度

目
標

目
標

実
績

達
成

率

目
標

目
標

目
標

【
中

間
成

果
-
3
】

環
境

学
習

が
行

動
変

容
に

つ
な

が
っ

た
児

童
数

人

-
4
,4

0
0

4
,0

0
0

や
や

遅
れ

て
い

る
実

績
2
,0

7
9

2
,0

4
8

-

達
成

率
-

4
7
%

6
,6

0
0

達
成

実
績

3
,3

4
4

6
,0

3
9

-

達
成

率
-

1
8
3
%

2
2

順
調

-

【
直

接
成

果
-
5
】

小
・
中

学
校

環
境

学
習

出
前

講
座

受
講

者
数

人

目
標

-
3
,3

0
0

【
活

動
-
5
】

小
・
中

学
校

環
境

学
習

出
前

講
座

メ
ニ

ュ
ー

数
件

目
標

-
2
0

実
績

1
8

2
1

達
成

率
-

1
0
5
%

【
活

動
-
2
】

区
内

４
施

設
で

実
施

さ
れ

る
生

き
も

の
と

ふ
れ

あ
う

事
業

の
実

施
回

数

目
標

-
3
,5

4
3

4
,4

7
1

達
成

【
直

接
成

果
-
2
】

区
内

４
施

設
で

実
施

さ
れ

る
生

き
も

の
と

ふ
れ

あ
う

事
業

の
参

加
者

数

2
%

-
達

成
率

【
活

動
-
1
】

区
内

で
の

自
然

体
験

・
生

き
も

の
と

ふ
れ

あ
う

イ
ベ

ン
ト

の
実

施
回

数

目
標

-
7

7
や

や
遅

れ
て

い
る

達
成

率

実
績

【
直

接
成

果
-
1
】

区
内

で
の

自
然

体
験

・
生

き
も

の
と

ふ
れ

あ
う

イ
ベ

ン
ト

等
の

参
加

者
数

回 回

2
%

目
標

1
0
,2

0
0

回

％
人 人 人 件

％ ％

達
成

状
況

1
0
,3

6
0

影
響

要
因

影
響

要
因

R
3

R
4

7
1
%

2
-

①①
投投

入入
資資

源源
（（
イイ

ンン
ププ

ッッ
トト

））

年
度

３
年

度
４

年
度

５
年

度

5
-

2
5
1

影
響

要
因

・
　

イ
ベ

ン
ト

時
の

天
候

・
　

イ
ベ

ン
ト

時
期

・
　

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
　

　
症

の
拡

大
状

況

・
　

イ
ベ

ン
ト

時
の

天
候

・
　

イ
ベ

ン
ト

時
期

・
　

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
　

　
症

の
拡

大
状

況

・
　

イ
ベ

ン
ト

時
の

天
候

・
　

イ
ベ

ン
ト

時
期

・
　

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
　

　
症

の
拡

大
状

況
0

0
0

0

R
5

6
年

度
R

3

0
0

②②
活活

動動
（（
アア

ウウ
トト

ププ
ッッ

トト
））

※※
区区

がが
行行

うう
直直

接接
のの

活活
動動

③③
直直

接接
成成

果果
（（
②②

のの
活活

動動
のの

直直
接接

的的
なな

結結
果果

））
④④

中中
間間

成成
果果

（（
③③

のの
成成

果果
がが

伸伸
びび

たた
らら

、、
どど

うう
なな

るる
かか

））

令令
和和

５５
年年

度度
重重

点点
ププ

ロロ
ジジ

ェェ
クク

トト
事事

業業
評評

価価
調調

書書
（（
令令

和和
４４

年年
度度

事事
業業

実実
施施

分分
））

視
点

再
掲

く
ら

し
重

点
目

標
⑪

地
域

の
特

性
を

活
か

し
た

ま
ち

づ
く
り

を
進

め
る

重
点

項
目

緑
と

水
辺

と
憩

い
の

空
間

の
創

出
記

入
所

属
ま

ち
環

境
部

環
境

政
策

課
環

境
学

習
係

環
境

部
環

境
政

策
課

環
境

事
業

係
都

市
建

設
部

パ
ー

ク
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

推
進

課
公

園
施

設
係

事
業

名
№

3
1
「
自

然
環

境
・
生

物
多

様
性

の
理

解
促

進
事

業
」

協
働 ・

協
創

Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

4
.
7

1
3
.
3

1
4
.
1

1
5
.
4
，
1
5
.
5

検
討

中
・
　

環
境

学
習

ツ
ア

ー
を

再
開

し
、

Ｃ
Ｏ

₂ゼ
ロ

に
結

び
付

く
森

林
体

験
な

ど
を

中
心

に
実

施
し

て
い

く
。

・
　

あ
だ

ち
自

然
体

験
デ

ー
な

ど
の

大
規

模
イ

ベ
ン

ト
を

再
開

し
、

事
業

者
や

団
体

と
連

携
し

な
が

ら
環

境
問

題
の

啓
発

を
行

っ
て

い
く
。

対
象

※
　

そ
の

他
の

場
合

記
入

昨
年

度
の

反
映

結
果

に
対

す
る

取
組

状
況

区
民

項
目

取
組

状
況

具
体

的
に

目
的

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
）

体
験

型
イ

ベ
ン

ト
の

再
開

内
容

5
0

順
調

【
最

終
成

果
】

自
然

環
境

を
大

切
に

す
る

こ
と

を
心

が
け

て
い

る
区

民
の

割
合

（
世

論
調

査
）

9
7

9
8

-

1
0
2
%

-
実

績

【
中

間
成

果
-
1
】

自
然

や
生

き
も

の
を

大
切

に
し

よ
う

と
回

答
し

た
区

民
の

割
合

（
ア

ン
ケ

ー
ト

）

9
5

9
5

9
5

1
0
,4

0
0

遅
れ

て
い

る
達

成
率

1
0
3
%

9
0

9
0

達
成

率
1
3
%

1
4
0
%

1
0
2
%

1
0
4
%

順
調

実
績

3
,0

3
2

4
,8

1
3

-
実

績
4
0
,1

7
2

8
8
,8

0
2

3
1
9
,3

5
0

6
3
,3

0
0

8
1
,5

0
0

達
成

【
中

間
成

果
-
2
】

生
物

多
様

性
に

つ
い

て
理

解
が

深
ま

っ
た

と
回

答
し

た
区

民
の

割
合

（
ア

ン
ケ

ー
ト

）

9
0

-
実

績
9
2

達
成

率

9
4

-

達
成

率
-

1
3
6
%

【
活

動
-
3
】

友
好

都
市

等
で

行
う

環
境

学
習

ツ
ア

ー
の

実
施

回
数

目
標

-
3

2
遅

れ
て

い
る

【
直

接
成

果
-
3
】

友
好

都
市

等
で

行
う

環
境

学
習

ツ
ア

ー
の

参
加

者
数

目
標

4
0

回

実
績

2
1
2

年
度

R
3

遅
れ

て
い

る
実

績
0

0
-

実
績

0
0

-

達
成

率
-

0
%

達
成

率
0
%

0
%

1
3
5

9
0

4
6
9
%

実
績

1
5
,5

1
7

2
6
,7

5
3

目
標

-
6
0

8
0

達
成

【
直

接
成

果
-
4
】

自
然

や
生

き
も

の
に

関
す

る
情

報
の

閲
覧

数

目
標

-
【
活

動
-
4
】

自
然

や
生

き
も

の
に

関
す

る
情

報
発

信
回

数

5
,7

0
0

3
0
,0

0
0

達
成

実
績

5
8

7
6

-
-

達
成

率
-

1
2
7
%

達
成

率
-

1
3
,
1
2
8

2
4
,
8
9
1

総
事

業
費

(a
+
b)

2
3
,
4
9
6

4
2
,
7
9
4

Ｓ
Ｄ

Ｇ
s関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
対

す
る

貢
献

状
況

【
目

標
4
】
タ

ー
ゲ

ッ
ト

4
.7

で
は

区
民

が
自

然
環

境
や

生
物

多
様

性
に

関
し

て
学

び
、

必
要

な
知

識
を

得
る

機
会

を
提

供
し

て
い

る
。

【
目

標
1
3
、

1
4
、

1
5
】
タ

ー
ゲ

ッ
ト

1
3
.3

、
1
4
.1

、
1
5
.4

　
1
5
.5

で
は

体
験

活
動

や
情

報
発

信
な

ど
に

よ
り

、
気

候
変

動
の

適
応

や
生

物
多

様
性

の
保

全
に

取
り

組
む

な
ど

の
行

動
変

容
を

促
し

て
い

る
。

税
外

収
入

事
業

費
(a

)

人
件

費
(b

)
内

訳

国
庫

負
担

金
・
補

助
金

受
益

者
負

担
金

対対
応応

すす
るる

予予
算算

事事
業業

名名
環環

境境
学学

習習
推推

進進
事事

業業
拠拠

点点
公公

園園
のの

運運
営営

管管
理理

委委
託託

事事
業業

環環
境境

保保
全全

普普
及及

啓啓
発発

事事
業業

⑥
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
共

通
の

成
果

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
が

伸
び

た
ら

こ
う

な
る

）

区 区
政政

全全
体体

にに
対対

すす
るる

区区
民民

のの
満満

足足
度度

　　
66
77
％％

主
な

内
容

主
な

内
容

主
な

内
容

2
7
,
6
3
8

1
0
,
3
6
8

1
7
,
9
0
3

2
7
,
6
3
8

事 業 の 概 要

「
ひ

と
」
と

自
然

・
生

き
も

の
と

の
関

わ
り

を
学

び
、

自
然

環
境

の
大

切
さ

と
生

物
多

様
性

を
理

解
す

る
。

生
物

調
査

体
験

等
一

括
委

託

区
内

公
園

や
荒

川
河

川
敷

な
ど

身
近

な
自

然
の

中
で

、
ま

た
区

外
の

大
自

然
の

中
で

、
自

然
体

験
や

生
き

も
の

と
ふ

れ
あ

う
イ

ベ
ン

ト
を

実
施

し
、

情
報

発
信

す
る

。
小

・
中

学
校

向
け

に
は

教
材

と
関

連
し

た
環

境
学

習
講

座
を

実
施

す
る

。

あ
だ

ち
生

き
も

の
図

鑑
を

つ
く
ろ

う

出
前

講
座

運
営

委
託

千
円

千
円

千
円

5
,4

0
4

5
,3

0
8

4
,3

1
0

単
位

②②
活活

動動
指指

標標
達

成
状

況
単

位
③③

成成
果果

指指
標標

単
位

④④
成成

果果
指指

標標
単

位
達

成
状

況
⑤⑤

成成
果果

指指
標標

⑤⑤
最最

終終
成成

果果
（（
理理

想想
））

R
5

年
度

【
事

業
の

概
要

】
・
　

区
内

で
の

自
然

体
験

・
生

き
も

の
と

ふ
れ

あ
う

イ
ベ

ン
ト

等
の

実
施

（
大

人
・
子

ど
も

向
  
  
け

）
（
環

境
学

習
推

進
事

業
）
【
活

動
-
1
】

・
　

区
内

4
施

設
（
生

物
園

・
都

市
農

業
公

園
・
桑

袋
ビ

オ
ト

ー
プ

公
園

・
荒

川
ビ

ジ
タ

ー
　

　
セ

ン
タ

ー
）
で

の
生

き
も

の
と

ふ
れ

あ
う

事
業

の
実

施
（
大

人
・
子

ど
も

向
け

）
（
拠

点
公

  
  
園

の
運

営
管

理
委

託
事

業
）
【
活

動
-
2
】

・
　

友
好

都
市

等
区

外
で

行
う

事
業

の
実

施
（
大

人
・
子

ど
も

向
け

）
（
環

境
学

習
推

進
事

  
  
業

）
【
活

動
-
3
】

・
　

Ｈ
Ｐ

や
Ｓ

Ｎ
Ｓ

で
自

然
や

生
き

も
の

に
関

す
る

情
報

を
発

信
（
大

人
・
子

ど
も

向
け

）
（
環

  
  
境

保
全

普
及

啓
発

事
業

、
環

境
学

習
推

進
事

業
）
【
活

動
-
4
】

・
　

環
境

学
習

教
材

と
関

連
づ

け
た

小
・
中

学
校

環
境

学
習

出
前

講
座

の
実

施
（
子

ど
も

向
  
  
け

）
（
環

境
学

習
推

進
事

業
）
【
活

動
-
5
】

・
　

区
内

で
の

自
然

体
験

・
生

き
も

の
と

ふ
れ

あ
う

イ
ベ

ン
ト

等
の

　
　

参
加

者
が

増
え

る
（大

人
・
子

ど
も

向
け

）
【
活

動
②

-
1
】

・
　

区
内

施
設

で
の

生
き

も
の

と
ふ

れ
あ

う
事

業
の

参
加

者
が

　
　

増
え

る
（大

人
・
子

ど
も

向
け

）
【
活

動
②

-
2
】

・
　

友
好

都
市

等
区

外
で

行
う

事
業

の
参

加
者

が
増

え
る

　
　

（
大

人
・
子

ど
も

向
け

）
【
活

動
②

-
3
】

・
　

自
然

や
生

き
も

の
に

関
す

る
情

報
の

閲
覧

数
が

増
え

る
　

　
（
大

人
・
子

ど
も

向
け

）
【
活

動
②

-
4
】

・
　

小
・
中

学
校

環
境

学
習

出
前

講
座

の
受

講
者

数
が

増
え

る
　

　
（
子

ど
も

向
け

）
【
活

動
②

-
5
】

・
　

自
然

や
生

き
も

の
を

大
切

に
し

、
生

物
多

様
性

に
つ

い
て

　
　

理
解

が
深

ま
っ

た
区

民
の

割
合

が
増

え
る

・
　

出
前

講
座

受
講

や
こ

れ
に

関
連

す
る

教
材

の
活

用
が

行
　

　
動

変
容

に
つ

な
が

る

自
然

や
生

き
も

の
と

の
ふ

れ
あ

い
を

通
じ

て
、

自
然

環
境

を
大

切
に

す
る

人
が

増
え

る

R
4

R
5

年
度

R
4

外
的
な
要
因

大大
行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素

大大
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Ⅲ　重点プロジェクト事業 事業別評価の反映結果



【【
所所
属属
のの
自自
己己
分分
析析
】】

指指
標標
分分
析析

課課
題題
分分
析析

今今
後後
のの
事事
業業
のの
予予
定定
（（
短短
期期
））
・・
方方
向向
性性
（（
中中
・・
長長
期期
））

【
活
動
指
標
-
1
・
直
接
成
果
指
標
-
1
】
「
生
物
調
査
体
験
・
自
然
観
察
体
験
等
包
括
委
託
事
業
」
は
雨
天
中
止

と
な
っ
た
回
も
あ
っ
た
が
概
ね
実
施
で
き
た
。
「
あ
だ
ち
自
然
体
験
デ
ー
」
（
目
標
値
1
0
,0
0
0
人
）
が
、
コ
ロ
ナ
禍

の
た
め
中
止
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
目
標
値
を
大
幅
に
下
回
っ
た
が
、
令
和
5
年
度
は
実
施
予
定
の
た
め
、
目

標
値
は
令
和
４
年
度
と
同
程
度
と
し
て
い
る
。
包
括
委
託
事
業
は
定
員
を
少
な
く
し
そ
の
分
回
数
を
増
や
し
枠

を
広
げ
て
実
施
し
た
が
、
例
年
ど
お
り
多
く
の
応
募
が
あ
り
抽
選
と
し
た
。
参
加
費
無
料
で
あ
る
た
め
各
回
当

日
キ
ャ
ン
セ
ル
が
あ
っ
た
。

【
活
動
指
標
-
2
・
直
接
成
果
指
標
-
2
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
則
り
な
が

ら
、
イ
ベ
ン
ト
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
た
。
制
限
が
令
和
3
年
度
ほ
ど
厳
し
く
な
か
っ
た
た
め
、
実
施
回
数
は

令
和
3
年
度
の
1
.5
9
倍
、
参
加
者
数
は
2
.2
1
倍
と
増
加
し
た
。

【
活
動
指
標
-
3
・
直
接
成
果
指
標
-
3
】
「
環
境
学
習
ツ
ア
ー
」
は
、
再
開
を
目
指
し
て
準
備
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍

の
た
め
中
止
と
な
っ
た
。

【
活
動
指
標
-
4
・
直
接
成
果
指
標
-
4
】
自
然
や
生
き
も
の
に
関
連
す
る
事
業
を
Ｈ
Ｐ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
広
報
な
ど
で
情

報
発
信
を
行
っ
た
回
数
お
よ
び
そ
の
情
報
の
閲
覧
数
で
あ
る
。
ア
プ
リ
を
活
用
し
た
「
あ
だ
ち
生
き
も
の
図
鑑

を
つ
く
ろ
う
」
の
閲
覧
数
が
大
幅
に
伸
び
、
全
体
と
し
て
目
標
値
を
大
き
く
上
回
っ
た
。
ク
エ
ス
ト
（
イ
ベ
ン
ト
）
の

参
加
者
数
も
春
夏
合
わ
せ
て
1
,4
9
0
人
と
目
標
値
の
2
倍
以
上
と
な
っ
た
。

【
活
動
指
標
-
5
・
直
接
成
果
指
標
-
5
】
小
・
中
学
校
環
境
学
習
出
前
講
座
の
実
施
メ
ニ
ュ
ー
数
と
受
講
者
数
で

あ
る
。
メ
ニ
ュ
ー
は
環
境
学
習
教
材
の
内
容
と
関
連
し
て
お
り
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
Ｃ
Ｏ
₂削
減
の
テ
ー
マ
を
入
れ
て
毎

年
見
直
し
て
い
る
。
受
講
者
数
は
年
々
増
加
し
て
い
る
。

【
中
間
成
果
指
標
-
1
.2
】
活
動
指
標
-
1
.2
の
参
加
者
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
た
結
果
で
あ
る
。
両
指
標
と
も
、

目
標
を
上
回
っ
た
。

　
区
内
事
業
に
つ
い
て
は
、
感
染
症
な
ど
の
動
向
を
注
視
し
つ
つ
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
よ
う
に
な
る
べ
く
多
く

の
人
が
参
加
で
き
る
よ
う
、
事
前
準
備
を
行
う
。
ま
た
、
区
外
事
業
に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年
度
と
同
様
再
開

を
目
指
し
、
連
携
先
と
調
整
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

　
区
内
4
施
設
で
実
施
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

則
り
、
施
設
の
休
館
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
中
止
が
相
次
い
だ
た
め
、
実
施
回
数
は
令
和
3
年
度
な
み
に
少
な

い
数
字
と
な
っ
た
。
ま
た
、
事
業
の
人
数
制
限
が
令
和
3
年
度
ほ
ど
厳
し
く
な
か
っ
た
た
め
、
令
和
3
年
度
と

比
べ
、
1
事
業
あ
た
り
の
参
加
者
数
は
1
8
人
で
1
.4
倍
と
な
っ
た
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
を
活
用
し
た
区
民
参
加
型
生
き
も
の
調
査
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
動
向
に
左
右
さ
れ
ず

誰
で
も
参
加
で
き
る
事
業
で
あ
る
。
春
夏
と
2
回
実
施
し
期
間
を
長
く
し
、
参
加
者
も
大
幅
に
増
え
た
。
リ
ピ
ー

タ
ー
の
確
保
も
重
要
で
あ
る
。

　
情
報
発
信
に
つ
い
て
は
、
常
設
の
Ｈ
Ｐ
は
最
新
の
情
報
に
更
新
し
、
定
期
的
な
Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信
を
継
続
的
に

行
っ
た
。

　
小
・
中
学
校
環
境
学
習
出
前
講
座
は
、
生
物
多
様
性
の
メ
ニ
ュ
ー
の
他
に
、
環
境
学
習
教
材
に
関
連
し
た

豊
富
な
メ
ニ
ュ
ー
を
準
備
し
て
い
る
。
内
容
の
見
直
し
を
図
り
、
未
実
施
の
学
校
へ
の
Ｐ
Ｒ
方
法
を
検
討
す

る
。
な
お
、
あ
だ
ち
再
生
館
が
令
和
5
年
9
月
に
閉
館
予
定
で
あ
り
、
再
生
館
で
実
施
し
て
い
る
出
張
講
座
等

に
つ
い
て
は
引
き
続
き
他
の
施
設
を
活
用
し
て
い
く
が
、
今
後
の
環
境
学
習
・
啓
発
拠
点
の
あ
り
方
を
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
中
間
成
果
指
標
の
結
果
か
ら
、
行
動
変
容
な
ど
の
成
果
を
確
認
し
、
出
前
講
座
や
環
境

学
習
教
材
の
見
直
し
を
行
う
。

（
短
期
）

　
自
然
環
境
や
生
き
も
の
に
関
連
す
る
事
業
は
、
令
和
6
年
度
の
新
環
境
学
習
拠
点
事
業
に
統
合
す
る
準
備
を
進

め
て
い
く
。
ま
た
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
な
ど
で
協
働
、
協
創
し
な
が
ら
、
事
業
者
や
団
体
と
連
携
し
て
広
く
環
境
問
題

の
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
小
・
中
学
生
を
対
象
と
し
た
事
業
に
つ
い
て
は
、
継
続
し
た
環
境
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
案
し
、
引
き
続
き
教
育
委

員
会
・
学
校
と
調
整
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

（
中
・
長
期
）

　
「
生
物
多
様
性
自
治
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
な
ど
の
自
治
体
相
互
の
情
報
共
有
及
び
発
信
を
活
用
し
な
が
ら
、
区
内

施
設
、
他
自
治
体
、
事
業
者
な
ど
と
連
携
し
、
日
々
新
た
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
環
境
問
題
に
対
応
で
き
る
よ
う

に
、
環
境
学
習
出
前
講
座
の
さ
ら
な
る
メ
ニ
ュ
ー
の
拡
充
等
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　
あ
だ
ち
再
生
館
か
ら
引
き
続
き
実
施
す
る
出
張
講
座
等
の
事
業
に
お
い
て
は
、
区
内
4
施
設
と
連
携
し
な
が
ら
、

自
然
環
境
や
生
き
物
に
加
え
気
候
変
動
な
ど
総
合
的
に
学
べ
る
内
容
を
検
討
し
て
い
く
。
こ
れ
を
中
心
と
し
て
幅
広

く
啓
発
事
業
や
情
報
発
信
を
実
施
し
て
い
く
。
ま
た
、
他
自
治
体
の
環
境
関
連
施
設
と
の
情
報
交
換
、
事
業
の
協

力
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

【【
庁庁
内内
評評
価価
委委
員員
会会
のの
評評
価価
】】
（（
２２
次次
評評
価価
））

【
全
体
評
価
の
経
年
動
向
】

全全
体体
評評
価価

評評
価価
結結
果果

44
【
目
標
・
成
果
の
達
成
度
へ
の
評
価
】

　
コ
ロ
ナ
禍
や
雨
天
に
よ
る
一
部
中
止
イ
ベ
ン
ト
を
除
け
ば
、
活
動
指
標
の
自
然
や
生
き
も
の
に
ふ
れ
あ
う
事
業
、
情
報
発
信
は
目
標
を
達
成
し
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
り
直
接

成
果
の
参
加
者
数
や
閲
覧
数
等
も
大
き
く
目
標
を
上
回
っ
て
お
り
、
工
夫
を
凝
ら
し
て
参
加
者
数
を
増
や
す
努
力
を
し
て
い
る
点
を
評
価
す
る
。
天
候
等
に
左
右
さ
れ
る
事

業
と
そ
う
で
な
い
事
業
を
上
手
く
組
み
合
わ
せ
、
事
業
参
加
者
数
等
の
安
定
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
も
必
要
だ
ろ
う
。

　
中
間
成
果
３
に
つ
い
て
は
、
小
・
中
学
校
環
境
学
習
出
前
講
座
受
講
等
に
よ
る
意
識
変
容
を
経
て
、
そ
の
後
、
自
主
的
に
区
作
成
の
環
境
学
習
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
通
じ
て

ア
ン
ケ
ー
ト
へ
回
答
す
る
こ
と
で
行
動
変
容
の
第
一
段
階
を
確
認
す
る
点
、
ハ
ー
ド
ル
も
高
く
、
目
標
を
下
回
っ
て
い
る
が
、
将
来
を
見
据
え
子
ど
も
の
頃
か
ら
の
行
動
変
容

を
促
す
非
常
に
重
要
な
取
り
組
み
で
あ
り
、
ぜ
ひ
成
果
に
つ
な
げ
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

【
今
後
の
事
業
の
予
定
・
方
向
性
へ
の
評
価
】

　
あ
だ
ち
再
生
館
を
閉
館
し
た
後
の
事
業
展
開
を
検
討
し
、
新
た
な
拠
点
や
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
お
い
て
、
広
く
環
境
問
題
啓
発
を
進
め
る
方
向
性
は
評
価
で
き
る
。

　
環
境
に
対
す
る
興
味
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
今
こ
そ
、
子
ど
も
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
か
ら
保
護
者
等
の
大
人
も
巻
き
込
み
つ
つ
、
意
識
・
行
動
変
容
を
促
し
、
定
着
さ
せ

て
い
く
た
め
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
多
様
な
機
会
と
内
容
の
充
実
に
注
力
し
て
ほ
し
い
。

【【
区区
民民
評評
価価
委委
員員
会会
のの
評評
価価
】】
（（
３３
次次
評評
価価
））

全全
体体
評評
価価

反反
映映
結結
果果
のの
評評
価価

目目
標標
・・
成成
果果
のの
達達
成成
度度
へへ
のの
評評
価価

今今
後後
のの
事事
業業
のの
予予
定定
、、
方方
向向
性性
へへ
のの
評評
価価

反反
映映
結結
果果
・・
反反
映映
状状
況況

　
令
和
5
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
5
類
へ
の

移
行
に
伴
い
、
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
し
て
い
た
「
あ
だ
ち
自
然
体
験

デ
ー
」
や
「
環
境
学
習
ツ
ア
ー
」
等
の
事
業
を
再
開
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
今
後
も
、
自
然
体
験
や
生
き
も
の
と
触
れ
合
う
イ
ベ
ン

ト
を
継
続
し
、
区
民
が
自
然
環
境
や
生
物
多
様
性
に
つ
い
て
学

ぶ
機
会
を
提
供
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
中
間
成
果
３
「
環
境
学
習
が
行
動
変
容
に
つ
な
が
っ
た

児
童
数
」
に
つ
い
て
は
、
出
前
講
座
の
受
講
者
数
や
関
連
す
る

環
境
学
習
教
材
の
活
用
機
会
を
増
や
す
こ
と
が
成
果
に
つ
な

が
る
た
め
、
引
き
続
き
教
育
委
員
会
や
学
校
と
調
整
し
な
が

ら
、
メ
ニ
ュ
ー
内
容
の
充
実
に
努
め
て
い
く
。

　
今
後
は
、
子
ど
も
だ
け
で
な
く
保
護
者
等
の
大
人
も
巻
き
込

み
な
が
ら
、
広
く
環
境
問
題
に
対
す
る
意
識
啓
発
に
努
め
、
区

民
の
意
識
・
行
動
変
容
を
促
し
定
着
さ
せ
て
い
く
た
め
の
効
果

的
な
方
策
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

反反
映映
結結
果果

達達
成成
度度

方方
向向
性性

012345

H3
1年
度

R2
年
度

R3
年
度

R4
年
度

庁
内
評
価
結
果

区
民
評
価
結
果
※
年
度
は
事
業
実
施
年
度

区 民 評 価 対 象 外

区 民 評 価 中 止
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【【
ロロ
ジジ
ッッ
クク
モモ
デデ
ルル
・・
指指
標標
のの
達達
成成
度度
】】

単単
位位
：：
千千
円円

■■
令令
和和

44
年年
度度
事事
業業
費費
支支
出出
内内
訳訳
（（
上上
位位
３３
事事
業業
））

(1
)

(2
)

(3
)

　

 
年
度

目
標

目
標

実
績

達
成
率

目
標

目
標

② ②
活活
動動
指指
標標

達
成
状
況

単
位

③③
成成
果果
指指
標標

単
位

④④
成成
果果
指指
標標

単
位

達
成
状
況

⑤⑤
成成
果果
指指
標標

R
5

年
度

R
4

R
5

年
度

R
4

受
益
者
負
担
金

対対
応応
すす
るる
予予
算算
事事
業業
名名

起
業
家
育
成
事
業
、
創
業
支
援
施
設
の

管
理
運
営
事
業

⑥
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
共
通
の
成
果
（
⑤
最
終
成
果
（
理
想
）
が
伸
び
た
ら
こ
う
な
る
）

区 区
政政
全全
体体
にに
対対
すす
るる
区区
民民
のの
満満
足足
度度
　　

66
77
％％

主
な
内
容

主
な
内
容

主
な
内
容

6
4
,
4
8
4

5
5
,
4
2
9

5
6
,
2
0
6

6
4
,
4
8
4

創
業
支
援
施
設
か
け
は
し
運
営
補
助
金

創
業
支
援
施
設
か
が
や
き
賃
借
料

創
業
者
経
営
力
ア
ッ
プ
支
援
事
業
負
担
金

千
円

千
円

千
円

2
6
,5

7
3

3
2
,
7
3
6

2
3
,
1
9
2

総
事
業
費
(a
+
b)

税
外

収
入

8
8
,
1
6
5

創
業
支
援
施
設
「
か
が
や
き
」「
か
け
は
し
」
の
見
直
し

7
9
,
3
9
8

創
業
支
援
施
設
事
業
の
連
携
協
力
の
協
定
書
に
よ
り
、
創
業
者
を
支
援
す
る
施
設
と
し
た
用
途
を
担
保
し
な
が
ら
、
新
し
い
使
い
方
を
提

案
し
、
電
大
側
と
協
議
し
て
い
く
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
s関
連
す
る
ゴ
ー
ル
・
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
対
す
る
貢
献
状
況

【
目
標
8
】
タ
ー
ゲ
ッ
ト
8
.3
で
は
生
産
活
動
や
適
切
な
雇
用
創
出
、
起
業
、
創
造
性
及
び
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
支
援
す
る
開
発
重
視
型
の
政
策
を
促
進
す
る
。
「
創
業
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
よ
り
新
規
性

の
あ
る
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
表
彰
し
て
お
り
、
目
標
達
成
に
資
す
る
。
【
目
標
9
】
タ
ー
ゲ
ッ
ト
9
.2
で
は
包
摂
的
か
つ
持
続
可
能
な
産
業
化
を
促
進
す
る
。
創
業
後
の
経
営
を
支
え
る
セ
ミ
ナ
ー
、
経
営
相

談
な
ど
の
支
援
が
あ
り
、
目
標
達
成
に
資
す
る
。

事 業 の 概 要

創
業
満
足
度
が
高
い
ま
ち
の
実
現
に
よ
る
区
内
経
済
の
活
性
化

地
域
の
複
数
機
関
の
支
援
連
携
の
も
と
、
区
の
創
業
支
援
施
策
に
加
え
、
起
業
家
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広

げ
る
こ
と
で
、
区
内
に
お
け
る
創
業
の
満
足
度
を
高
め
、
起
業
を
志
す
人
を
増
や
し
、
区
内
経
済
を
活
性
化
す
る

1
5
,6
9
2

4
,8
2
0

検
討
中

人
件
費
(b
)

内
訳

実
績

1
0
8

年
度

R
3

達
成

実
績

2
0

2
1

-
実
績

3
7
4

4
0
4

-

達
成
率

1
0
0
%

1
0
0
%

達
成
率

9
8
%

1
0
5
%

国
庫
負
担
金
・
補
助
金

【
活
動
-
2
】

創
業
支
援
事
業
者
と
の
連

携
会
議
数

目
標

2
5

2
5

2
5

順
調

【
直
接
成
果
-
2
】

創
業
支
援
事
業
者
が
実
施
す

る
支
援
事
業
の
参
加
者
数

8
0
%

達
成
率

【
活
動
-
1
】

起
業
家
交
流
会
開
催

回
数

【
活
動
-
3
】

創
業
支
援
事
業
の
募

集
枠
数

目
標

2
0

2
1

2
2

達
成

【
直
接
成
果
-
3
】

創
業
支
援
事
業
採
択

者
へ
の
経
営
指
導
数

目
標

3
8
0

件

や
や
順
調

実
績

2
0

2
4

-
実
績

2
1
6

1
8
0

2
2
0

2
3
0

2
4
0

や
や
順
調

【
中
間
成
果
-
2
】

創
業
支
援
事
業
支
援
終

了
時
に
事
業
と
し
て
成
立

し
て
い
る
事
業
者
の
割
合

1
0
0

-
実
績

1
0
0

達
成
率

8
3

-

達
成
率

8
0
%

9
6
%

1
0
0

1
0
0

達
成
率

9
8
%

7
8
%

1
0
0
%

8
3
%

-

-
実
績

【
中
間
成
果
-
1
】

密
接
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
取
れ
る
事
業

者
仲
間
が
い
る
割
合

-
7
0

7
0

1
6
5

達
成

達
成
率

1
0
3
%

単
位

⑤⑤
最最
終終
成成
果果
（（
理理
想想
））

１
　
創
業
間
も
な
い
不
安
定
な
時
期
の
起
業
者
同
士
の
交
流
の
場

　
が
増
え
る
。
【
活
動
-
1
】

２
　
区
内
の
産
学
公
金
の
支
援
協
力
事
業
者
が
独
自
に
行
う
支
援

　
事
業
が
増
え
る
【
活
動
-
2
】

３
　
多
く
の
事
業
者
が
創
業
支
援
事
業
を
活
用
し
、
専
門
家
に
よ
る

　
経
営
指
導
の
指
導
数
が
増
え
る
【
活
動
-
3
】

１
　
起
業
を
志
す
人
が
増
え
、
ま
た
交
流
の
場
が
多
く
設
定
さ
れ
る

　
こ
と
で
、
起
業
家
同
士
が
課
題
を
共
有
、
切
磋
琢
磨
し
、
ネ
ッ
ト

　
ワ
ー
ク
が
広
が
る

２
　
よ
り
多
く
の
創
業
者
に
区
の
支
援
を
実
施
し
、
支
援
施
策
と
し
て

　
実
施
し
て
い
る
経
営
指
導
を
行
う
こ
と
で
、
創
業
間
も
な
い
事
業
者

　
の
経
営
力
の
強
化
が
図
れ
る

創
業
満
足
度
が
高
い
ま
ち
の
実

現
に
よ
る
区
内
経
済
の
活
性
化

実
施
済

そ
の
一
環
と
し
て
、
「
創
業
者
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
行
っ
た
。
創
業
者
の
業
種
等
に
応
じ
た
メ
ン
タ
ー
が
起
業
後
の
不
安
定
な
時

期
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
伴
走
支
援
型
の
セ
ミ
ナ
ー
で
、
最
終
日
に
は
セ
ミ
ナ
ー
の
成
果
発
表
と
見
学
者
と
の
交
流
会
を
開
催
し
、
創
業
者
同

士
の
繋
が
り
を
さ
ら
に
後
押
し
し
た
。

対
象

※
　
そ
の
他
の
場
合
記
入

昨
年
度
の
反
映
結
果
に
対
す
る
取
組
状
況

区
民
と
事
業
者

項
目

取
組
状
況

具
体
的
に

目
的
（
⑤
最
終
成
果
（
理
想
）
）

足
立
区
で
事
業
を
継
続
す
る
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
ら
れ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
・
つ
な
が
り
の
拡
充

内
容

令令
和和
５５
年年
度度
重重
点点
ププ
ロロ
ジジ
ェェ
クク
トト
事事
業業
評評
価価
調調
書書
（（
令令
和和
４４
年年
度度
事事
業業
実実
施施
分分
））

視
点

再
掲

重
点

目
標

⑫
地
域
経
済
の
活
性
化
を
進

め
る

重
点

項
目

区
内
企
業
の
競
争
力
向
上
を
支
援

記
入

所
属

ま
ち

産
業
経
済
部
企
業
経
営
支
援
課
創
業
支
援
係

事
業
名
№
3
2
「
創
業
支
援
事
業
（
産
学
金
公
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
起
業
・
創
業
支

援
）
」

協
働 ・

協
創

1
0
の
創
業
支
援
等
事
業
者
。
創
業
支
援
事
業
は
主
に
区
内
４
信
金
協

働
。
創
業
支
援
施
設
事
業
は
東
京
電
機
大
学
と
協
働
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
関

連
す
る

ゴ
ー
ル
・

タ
ー
ゲ
ッ
ト

①①
投投
入入
資資
源源
（（
イイ
ンン
ププ
ッッ
トト
））

年
度

３
年
度

４
年
度

５
年
度

4
-

1
4
6

影
響
要
因

・
景
気
状
況

・
東
京
都
な
ど
の
セ
ミ
ナ
ー
開
催
の
状
況

・
金
融
機
関
の
創
業
支
援
に
対
す
る
考
え

方 ・
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
及
び
感
染
症

法
上
の
位
置
付
け
の
変
更

・
景
気
状
況

・
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
及
び
感
染
症

法
上
の
位
置
付
け
の
変
更

・
貸
し
オ
フ
ィ
ス
相
場

・
ニ
ー
ズ

・
他
の
類
似
企
業
の
動
向

・
景
気
状
況

・
他
自
治
体
な
ど
の
創
業
支
援
施
策

・
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
収
状
況

・
貸
し
オ
フ
ィ
ス
相
場

・
ニ
ー
ズ

・
他
の
類
似
企
業
の
動
向

3
,
0
5
8

3
,
6
1
4

6
,
5
1
1

5
,
8
2
4

R
5

6
年
度

R
3

5
,
4
2
0

②②
活活
動動
（（
アア
ウウ
トト
ププ
ッッ
トト
））
※※
区区
がが
行行
うう
直直
接接
のの
活活
動動

③③
直直
接接
成成
果果
（（
②②
のの
活活
動動
のの
直直
接接
的的
なな
結結
果果
））

④④
中中
間間
成成
果果
（（
③③
のの
成成
果果
がが
伸伸
びび
たた
らら
、、
どど
うう
なな
るる
かか
））

事
業
費
(a
)

7
,
5
0
6

％
人

R
4

8
5

達
成

【
最
終
成
果
】

創
業
満
足
度
が

高
い
事
業
者
の

割
合

7
2

-
-

【
事
業
の
概
要
】

１
　
創
業
希
望
者
ま
た
は
創
業
間
も
な
い
事
業
者
が
集
う
交
流
会
を

　
開
催
す
る
（
起
業
家
育
成
事
業
、
創
業
支
援
施
設
の
管
理
運
営
事

　
業
）
【
活
動
-
1
】

２
　
創
業
支
援
等
事
業
者
(主
に
区
内
信
用
金
庫
、
東
京
電
機
大
学
)と

　
の
連
携
【
活
動
-
2
】

３
　
区
主
催
の
創
業
支
援
事
業
(創
業
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
、
経
営
力

　
ア
ッ
プ
支
援
事
業
、
創
業
支
援
施
設
)の
募
集
枠
数
【
活
動
-
3
】

回

％ ％

達
成
状
況

1
3
5

影
響
要
因

影
響
要
因

R
3 -

1
0
8
%

3
8
5

3
9
0

回

1
0
3
%

目
標

1
0
5

目
標

5
5

5

順
調

達
成
率

実
績

【
直
接
成
果
-
１
】

起
業
家
交
流
会
参
加

者
数

回
4

人

8
0
%

外
的
な
要
因

大大
行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素

大大
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創
業
者
へ
の
支
援
と
し
て
、
伴
走
型
支
援
と
創
業
者
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
は
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
５
年
度
か
ら
、
足
立
成
和
信
用
金
庫
と
の
協
定
に
基
づ
き
、
２
年
間
の
家

賃
補
助
や
経
営
相
談
を
実
施
し
て
い
る
「
経
営
力
ア
ッ
プ
支
援
事
業
」
の
枠

を
拡
大
し
、
新
た
に
支
援
す
る
件
数
を
年
間
５
件
か
ら
８
件
に
増
や
し
た
。

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
が
収
束
に
向
か
っ
た
こ
と
を
受
け
、
創
業
５
年
未
満
の
事
業

者
を
対
象
と
し
た
「
起
業
家
交
流
会
」
を
初
め
て
開
催
し
た
。
交
流
の
面
で

は
、
起
業
セ
ミ
ナ
ー
を
通
じ
て
立
ち
上
げ
ら
れ
た
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ

「
足
立
区
起
業
家
の
会
」
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
民
間
の
取
り
組

み
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
今
後
も
良
好
な
関
係
を
築
く
こ
と
に
努
め
て
い
く
。

　
「
あ
だ
ち
子
ど
も
未
来
起
業
塾
」
は
、
６
年
度
か
ら
実
施
日
数
を
２
日
間
か

ら
３
日
間
に
増
や
し
、
対
象
学
年
も
小
学
４
～
６
年
生
に
拡
大
す
る
予
定
で

あ
る
。

　
東
京
電
機
大
学
「
か
け
は
し
」
の
シ
ェ
ア
ー
ド
オ
フ
ィ
ス
は
、
創
業
者
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
最
大
利
用
期
間
が
２
年
間
で
は
短
い
と
の
声
を
受
け
、

こ
の
１
１
月
よ
り
３
年
間
に
延
長
し
た
。
安
価
な
シ
ェ
ア
ー
ド
オ
フ
ィ
ス
に
は
一

定
数
の
需
要
が
あ
る
た
め
、
条
件
の
緩
和
に
よ
り
入
居
者
が
増
加
す
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
引
き
続
き
創
業
者
に
寄
り
添
っ
た
継
続
的
な

支
援
を
行
っ
て
い
く
。

反反
映映
結結
果果

達達
成成
度度

方方
向向
性性

全全
体体
評評
価価

評評
価価
結結
果果

44

【
目
標
・
成
果
の
達
成
度
へ
の
評
価
】

　
ほ
ぼ
す
べ
て
の
指
標
で
目
標
達
成
か
、
近
し
い
数
値
ま
で
達
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
起
業
セ
ミ
ナ
ー
が
き
っ
か
け
で
で
き
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
足
立
区
起
業
家
の
会
」
か
ら
創

業
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
最
優
秀
賞
受
賞
者
が
出
る
な
ど
成
長
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
創
出
に
つ
な
が
っ
た
点
を
評
価
す
る
。
一
方
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
支
援
で
あ
る
以
上
、
起
業
し
た
事

業
が
利
益
の
出
る
事
業
と
し
て
成
立
し
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
が
、
そ
の
点
は
苦
戦
が
見
受
け
ら
れ
る
。
最
終
成
果
で
あ
る
創
業
満
足
度
も
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
成
功
す

る
か
否
か
に
左
右
さ
れ
る
指
標
で
あ
る
た
め
、
引
き
続
き
丁
寧
な
伴
走
支
援
を
行
っ
て
ほ
し
い
。

【
今
後
の
事
業
の
予
定
・
方
向
性
へ
の
評
価
】

　
創
業
直
後
の
経
営
力
支
援
は
特
に
重
要
で
あ
り
、
経
営
相
談
や
創
業
者
同
士
の
交
流
促
進
に
よ
る
支
援
充
実
に
期
待
す
る
。
創
業
者
同
士
の
横
の
つ
な
が
り
は
事
業
拡

大
に
も
必
要
で
あ
り
、
人
脈
の
つ
く
り
方
に
つ
い
て
行
政
以
外
の
先
進
事
例
も
含
め
手
法
を
研
究
し
て
サ
ポ
ー
ト
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。
ま
た
、
新
規
事
業
「
子
ど
も
の
未
来

支
援
塾
」
は
学
校
で
は
学
ぶ
こ
と
が
出
来
な
い
商
い
や
創
業
に
つ
い
て
の
経
験
･体
験
で
あ
り
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
一
環
と
も
捉
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
ぜ
ひ
事
業
を
継

続
し
、
大
き
く
育
て
て
ほ
し
い
。

　
起
業
に
あ
た
っ
て
の
オ
フ
ィ
ス
需
要
が
変
化
し
て
い
る
中
、
「
か
け
は
し
」
の
シ
ェ
ア
ー
ド
オ
フ
ィ
ス
は
応
募
件
数
が
低
迷
し
て
お
り
、
運
営
大
学
と
見
直
し
協
議
が
必
要
と
考

え
る
。
。

　
創
業
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
自
己
実
現
の
ひ
と
つ
の
形
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
は
個
々
の
力
を
後
押
し
す
る
こ
と
で
、
区
全
体
の
活
力
を
底
上
げ
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
創

業
し
や
す
い
ま
ち
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
や
す
い
ま
ち
は
今
後
の
足
立
区
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
大
き
く
寄
与
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
に
な
る
の
で
、
ぜ
ひ
骨
太
に
事
業
を
育
て
て
も
ら
い
た

い
。

【【
区区
民民
評評
価価
委委
員員
会会
のの
評評
価価
】】
（（
３３
次次
評評
価価
））

全全
体体
評評
価価

反反
映映
結結
果果
のの
評評
価価

目目
標標
・・
成成
果果
のの
達達
成成
度度
へへ
のの
評評
価価

今今
後後
のの
事事
業業
のの
予予
定定
、、
方方
向向
性性
へへ
のの
評評
価価

反反
映映
結結
果果
・・
反反
映映
状状
況況

【【
所所
属属
のの
自自
己己
分分
析析
】】

指指
標標
分分
析析

課課
題題
分分
析析

今今
後後
のの
事事
業業
のの
予予
定定
（（
短短
期期
））
・・
方方
向向
性性
（（
中中
・・
長長
期期
））

◆
創
業
者
同
士
の
交
流
の
促
進

【
活
動
-
1
】
【
直
接
成
果
-
1
】

　
起
業
セ
ミ
ナ
ー
が
き
っ
か
け
で
で
き
た
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
「
足
立
区
起
業
家
の
会
」
か
ら
創
業

プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
最
優
秀
賞
受
賞
者
が
出
る
な
ど
、
区
と
繋
が
り
な
が
ら
成
長
し
て
い
く
ロ
ー
ル
モ
デ
ル

が
出
て
き
て
い
る
。
４
年
度
は
「
か
が
や
き
」
「
か
け
は
し
」
の
入
居
者
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
、
新
た
に
起
業
に

興
味
の
あ
る
一
般
の
方
を
対
象
に
セ
ミ
ナ
ー
成
果
発
表
会
を
行
う
こ
と
で
交
流
の
場
を
増
や
し
た
。

◆
区
内
の
産
学
公
金
の
支
援
協
力
事
業
者
と
の
連
携

【
活
動
-
2
】
【
直
接
成
果
-
2
】

　
足
立
区
の
創
業
支
援
は
公
・
民
の
金
融
機
関
や
不
動
産
業
界
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
実
施
し
て
い

る
。
４
年
度
は
３
年
ぶ
り
に
１
０
の
支
援
事
業
者
と
の
連
携
会
議
を
実
施
し
、
お
互
い
の
情
報
や
課
題
を

共
有
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
休
止
や
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と
な
っ
て
い
た
金
融
機

関
等
主
催
の
創
業
セ
ミ
ナ
ー
が
再
開
、
対
面
実
施
に
切
り
替
わ
っ
て
き
て
い
る
。
参
加
者
数
に
つ
い
て

は
対
面
に
切
り
替
わ
っ
た
こ
と
に
よ
り
減
少
し
た
も
の
の
、
徐
々
に
コ
ロ
ナ
前
の
活
発
さ
を
取
り
戻
し
て
い

る
。

◆
経
営
相
談
な
ど
の
促
進
に
よ
る
経
営
力
強
化

【
活
動
-
3
】
【
直
接
成
果
-
3
】

　
金
銭
的
な
支
援
と
と
も
に
専
門
家
に
よ
る
伴
走
支
援
に
も
力
を
入
れ
、
経
営
基
盤
の
向
上
を
目
指
し

て
い
る
。

【
創
業
支
援
施
設
の
応
募
状
況
】

　
東
京
電
機
大
学
創
業
支
援
施
設
「
か
け
は
し
」
(区
が
運
営
費
を
補
助
)の
シ
ェ
ア
ー
ド
オ
フ
ィ
ス
は
、

民
間
の
レ
ン
タ
ル
オ
フ
ィ
ス
の
増
加
や
バ
ー
チ
ャ
ル
オ
フ
ィ
ス
な
ど
の
安
価
な
施
設
で
法
人
登
録
が
で

き
る
な
ど
の
状
況
か
ら
、
近
年
、
応
募
件
数
が
低
迷
し
て
い
る
。
一
方
、
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
オ
フ
ィ
ス

(個
室
)は
区
直
営
の
「
か
が
や
き
」
と
と
も
に
入
居
率
は
８
割
を
超
え
て
お
り
、
一
定
の
需
要
が
あ
る
。
コ

ロ
ナ
の
影
響
で
応
募
が
少
な
か
っ
た
が
、
徐
々
に
問
合
せ
や
見
学
希
望
者
も
増
え
て
き
て
お
り
、
状
況

が
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
大
学
内
に
あ
る
「
か
け
は
し
」
は
、
学
生
が
安
心
し
て
安
価
に
起
業
で
き
る
環
境
に
あ
る
。
今
後
は
そ

の
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
、
学
生
の
利
用
を
促
す
と
と
も
に
、
利
用
年
限
を
長
く
す
る
な
ど
応
募
条
件
を
見
直

し
、
区
か
ら
改
善
案
を
提
示
し
な
が
ら
利
用
率
を
上
げ
て
い
く
。

【
創
業
直
後
の
経
営
力
の
強
化
】

　
創
業
支
援
施
設
入
居
者
で
、
新
規
顧
客
の
獲
得
や
販
路
拡
大
に
苦
戦
し
、
売
上
が
伸
び
悩
ん
で
い

る
企
業
が
見
受
け
ら
れ
る
。
本
人
の
資
質
や
社
会
状
況
な
ど
の
要
因
も
踏
ま
え
、
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ

ン
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
よ
る
経
営
相
談
、
創
業
者
同
士
の
交
流
促
進
や
情
報
提
供
な
ど
卒
業
後
も
引
き

続
き
事
業
が
継
続
出
来
る
よ
う
寄
り
添
っ
た
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

【
短
期
】

　
５
年
度
か
ら
新
規
事
業
と
し
て
「
あ
だ
ち
子
ど
も
未
来
支
援
塾
」
を
実
施
す
る
。
足
立
区
の
子
ど
も
達
が
起
業
体
験

を
通
じ
将
来
の
仕
事
選
び
に
お
い
て
、
起
業
す
る
こ
と
が
選
択
肢
の
一
つ
と
な
る
よ
う
、
現
在
実
施
し
て
い
る
事
業

拡
大
期
の
支
援
に
加
え
、
未
来
の
起
業
家
人
材
の
育
成
に
も
力
を
入
れ
て
い
く
。

【
中
・
長
期
】

　
■
　
起
業
準
備
期
　
　
　
起
業
家
マ
イ
ン
ド
を
醸
成
し
起
業
の
芽
を
着
実
に
育
て
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
起
業
家
支
援
塾
、
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
ク
ラ
ブ
な
ど
）

　
■
　
創
業
３
年
未
満
　
　
創
業
後
の
不
安
定
な
時
期
を
中
心
に
伴
走
支
援
を
行
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
創
業
支
援
施
設
や
経
営
力
ア
ッ
プ
支
援
事
業
な
ど
）

　
■
　
事
業
拡
大
期
　
　
　
事
業
拡
大
へ
継
続
的
に
支
援
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ト
ー
タ
ル
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
、
各
種
補
助
金
、
融
資
な
ど
）

　
以
上
の
よ
う
な
創
業
ス
テ
ー
ジ
を
意
識
し
た
創
業
支
援
施
策
を
構
築
し
、
区
内
創
業
者
を
手
厚
く
支
援
す
る
こ
と
で

創
業
満
足
度
を
高
め
る
。
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
強
化
し
た
支
援
を
行
い
な
が
ら
創
業
の
成
功
事
例
と
区
内
定
着

企
業
を
増
や
す
こ
と
で
、
起
業
を
志
す
人
に
選
ば
れ
る
区
に
す
る
。

【【
庁庁
内内
評評
価価
委委
員員
会会
のの
評評
価価
】】
（（
２２
次次
評評
価価
））

【
全
体
評
価
の
経
年
動
向
】

012345

H3
1年
度

R2
年
度

R3
年
度

R4
年
度

庁
内
評
価
結
果

区
民
評
価
結
果
※
年
度
は
事
業
実
施
年
度

区 民 評 価 中 止
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Ⅲ　重点プロジェクト事業 事業別評価の反映結果



【【
ロロ
ジジ
ッッ
クク
モモ
デデ
ルル
・・
指指
標標
のの
達達
成成
度度
】】

単単
位位
：：
千千
円円

■■
令令
和和

44
年年
度度
事事
業業
費費
支支
出出
内内
訳訳
（（
上上
位位
３３
事事
業業
））

(1
)

(2
)

(3
)

 

年
度

目
標

目
標

実
績

達
成
率

目
標

目
標

目
標

実
績

達
成
率

目
標

【
活
動
-
2
】

E
C
モ
ー
ル
出
店
支
援
事

業
者
数

目
標

8
1
0

1
2

達
成

【
直
接
成
果
-
2
】

E
C
サ
イ
ト
出
店
数

9
0
%

1
0
0
%

達
成
率

【
活
動
-
1
】

販
路
拡
大
に
向
け
た

販
売
会
、
商
談
会
等

の
実
施
回
数

目
標

1
0

1
0

1
4

順
調

達
成
率

実
績

【
直
接
成
果
-
1
】

販
売
会
、
商
談
会
等

の
参
加
事
業
者
数

回 者

7
3
%

目
標

6
0

％
者 サ
イ ト 件

件 ％

達
成
状
況

7
0

影
響
要
因

影
響
要
因

R
3

R
4

1
3
0
%

1
0

-

①①
投投
入入
資資
源源
（（
イイ
ンン
ププ
ッッ
トト
））

年
度

３
年
度

４
年
度

５
年
度

1
3

-
6
3

影
響
要
因

・
感
染
症
の
流
行
や
天
候

・
景
気

・
Ｅ
Ｃ
モ
ー
ル
出
店
料

・
他
イ
ベ
ン
ト
と
の
競
合

・
も
の
づ
く
り
へ
の
関
心
度

・
景
気

・
他
企
業
・
他
製
品
と
の
競
合

・
感
染
症
の
流
行

・
景
気

・
他
企
業
・
他
製
品
と
の
競
合

3
1
,
0
5
3

3
8
,
4
5
5

5
0
,
6
6
8

0

R
5

6
年
度

R
3

0
0

②②
活活
動動
（（
アア
ウウ
トト
ププ
ッッ
トト
））
※※
区区
がが
行行
うう
直直
接接
のの
活活
動動

③③
直直
接接
成成
果果
（（
②②
のの
活活
動動
のの
直直
接接
的的
なな
結結
果果
））

④④
中中
間間
成成
果果
（（
③③
のの
成成
果果
がが
伸伸
びび
たた
らら
、、
どど
うう
なな
るる
かか
））

令令
和和
５５
年年
度度
重重
点点
ププ
ロロ
ジジ
ェェ
クク
トト
事事
業業
評評
価価
調調
書書
（（
令令
和和
４４
年年
度度
事事
業業
実実
施施
分分
））

視
点

再
掲

重
点

目
標

⑫
地
域
経
済
の
活
性
化
を
進

め
る

重
点

項
目

区
内
企
業
の
競
争
力
向
上
を
支
援

記
入

所
属

ま
ち

産
業
経
済
部
　
産
業
政
策
課
管
理
係

　
　
　
　
　
　
　
　
企
業
経
営
支
援
課
相
談
・
融
資
係

　
　
　
　
　
　
　
　
産
業
振
興
課
も
の
づ
く
り
振
興
係

事
業
名
№
3
3
「
販
路
拡
大
支
援
事
業
（
区
内
産
業
・
製
品
の
Ｐ
Ｒ
）
」

協
働 ・

協
創

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
関

連
す
る

ゴ
ー
ル
・

タ
ー
ゲ
ッ
ト

8
.
3

9
.
2

実
施
済

E
C
モ
ー
ル
へ
の
効
果
的
な
出
店
方
法
や
動
画
等
を
活
用
し
た
S
N
S
発
信
の
支
援
を
実
施

対
象

※
　
そ
の
他
の
場
合
記
入

昨
年
度
の
反
映
結
果
に
対
す
る
取
組
状
況

事
業
者

項
目

取
組
状
況

具
体
的
に

目
的
（
⑤
最
終
成
果
（
理
想
）
）

E
C
モ
ー
ル
出
店
支
援
に
つ
い
て

内
容

8
0

達
成

【
最
終
成
果
-
1
】

事
業
参
加
者
の
う
ち
、
取

引
に
繋
が
っ
た
、
ま
た
は

繋
が
る
可
能
性
の
あ
る

割
合

6
9
7

9
7
6

-

1
3
4
%

-
実
績

【
中
間
成
果
-
1
】

バ
イ
ヤ
ー
な
ど
の
訪

問
件
数

5
2
0

9
7
0

1
,1
9
0

7
0

順
調

達
成
率

1
0
1
%

3
0
0

2
0
0

達
成
率

1
3
8
%

6
0
%

1
2
8
%

6
0
%

や
や
順
調

実
績

8
1
0

-
実
績

1
1

1
2

8
2
0

2
0

や
や
順
調

【
中
間
成
果
-
2
】

E
C
サ
イ
ト
ア
ク
セ
ス

数
増
加
率
（
1
社
月

平
均
）
（
指
標
変
更
）

3
0
0

-
実
績

3
8
3

達
成
率

1
8
0

-

達
成
率

1
0
0
%

1
0
0
%

【
活
動
-
3
】

各
相
談
員
の
稼
働
延

べ
日
数

目
標

1
3
5
0

1
6
0
0

1
6
1
0

【
直
接
成
果
-
3
】

各
相
談
業
務
の
総

件
数

目
標

2
,3
3
0

日

実
績

4
4

年
度

R
3

順
調

実
績

1
3
5
0

1
6
0
0

-
実
績

2
,2
3
2

2
,5
2
8

-

達
成
率

1
0
0
%

1
0
0
%

達
成
率

9
6
%

9
8
%

2
,5
9
0

2
,5
9
0

2
8
,
2
5
6

2
4
,
8
9
1

総
事
業
費
(a
+
b)

8
9
,
4
3
7

販
路
拡
大
支
援
に
つ
い
て

1
2
5
,
6
9
4

国
内
で
は
体
験
型
店
舗
で
の
テ
ス
ト
販
売
、
海
外
で
は
香
港
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
の
展
示
会
・
テ

ス
ト
販
売
の
出
展
支
援
を
実
施

Ｓ
Ｄ
Ｇ
s関
連
す
る
ゴ
ー
ル
・
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
対
す
る
貢
献
状
況

【
目
標
8
】
タ
ー
ゲ
ッ
ト
8
.3
で
は
生
産
活
動
や
起
業
、
ｲ
ﾉﾍ
ﾞｰ
ｼ
ｮﾝ
、
経
営
改
善
等
、
専
門
家
に
よ
る
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
通
じ
て
区
内
中
小
零
細
企
業
の
設
立
や
成
長
を
目
指
す
。
区
内
事
業
者
で
あ
れ
ば
、
創
業
時
な

ど
の
初
歩
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
か
ら
高
度
な
経
営
相
談
ま
で
、
専
門
家
に
よ
る
幅
広
い
相
談
が
可
能
な
環
境
づ
く
り
は
、
目
標
達
成
に
資
す
る
。
【目
標
9
】
タ
ー
ゲ
ッ
ト
9
.9
で
は
国
内
・
国
外
の
見
本
市
出
展
や
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
出
店

支
援
に
よ
り
、
区
内
産
業
の
持
続
的
発
展
を
図
る
。
区
内
事
業
者
の
底
上
げ
と
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
は
地
域
の
活
力
を
育
み
、
経
済
成
長
や
産
業
の
基
盤
を
つ
く
る
こ
と
に
繋
が
り
、
目
標
達
成
に
資
す
る
。

税
外

収
入

事
業
費
(a
)

人
件
費
(b
)

内
訳

国
庫
負
担
金
・
補
助
金

受
益
者
負
担
金

対対
応応
すす
るる
予予
算算
事事
業業
名名

地
域
活
性
化
計
画
の
推
進
事
業
、
も
の
づ
く
り
支
援
事
業
、
足

立
ブ
ラ
ン
ド
認
定
推
進
事
業
、
中
小
企
業
支
援
事
業
、
ビ
ジ
ネ

ス
機
会
創
出
支
援
事
業
、
ｲ
ﾉ
ﾍ
ﾞｰ
ｼ
ｮﾝ
推
進
事
業

⑥
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
共
通
の
成
果
（
⑤
最
終
成
果
（
理
想
）
が
伸
び
た
ら
こ
う
な
る
）

区 区
政政
全全
体体
にに
対対
すす
るる
区区
民民
のの
満満
足足
度度
　　
66
77
％％

主
な
内
容

主
な
内
容

主
な
内
容

1
3
4
,
1
2
4

6
1
,
1
8
1

1
0
0
,
8
0
3

1
3
4
,
1
2
4

事 業 の 概 要

区
内
産
業
の
持
続
的
発
展
の
実
現

販
路
拡
大
支
援
事
業

区
内
事
業
者
の
「
底
上
げ
」
と
「
突
き
抜
け
」
に
よ
る
区
内
産
業
の
持
続
的
発
展
を
目
指
し
、
意
欲
的
な
中
小
企

業
を
発
掘
・
育
成
。
巧
み
な
技
術
や
優
れ
た
製
品
を
Ｐ
Ｒ
し
販
路
拡
大
し
て
、
売
り
上
げ
の
向
上
を
図
る
。

足
立
ブ
ラ
ン
ド
認
定
推
進
事
業
委
託
費

E
C
モ
ー
ル
出
店
負
担
金
交
付
金

千
円

千
円

千
円

4
1
,4
4
1

2
7
,8
4
1

4
,4
9
4

実
施
済

単
位

②②
活活
動動
指指
標標

達
成
状
況

単
位

③③
成成
果果
指指
標標

単
位

④④
成成
果果
指指
標標

単
位

達
成
状
況

⑤⑤
成成
果果
指指
標標

⑤⑤
最最
終終
成成
果果
（（
理理
想想
））

R
5

年
度

【
事
業
の
概
要
】

・
　
国
内
外
へ
の
更
な
る
販
路
拡
大
に
向
け
た
販
売
会
、
商
談
会
等
の

実
施
（
販
路
拡
大
支
援
事
業
及
び
足
立
ブ
ラ
ン
ド
認
定
推
進
事
業
）

【
活
動
-
１
】

・
　
E
C
モ
ー
ル
出
店
支
援
の
実
施
【
活
動
-
2
】

・
　
「
事
業
者
な
ん
で
も
相
談
員
」
を
始
め
と
す
る
相
談
業
務
強
化
に
よ

る
支
援
【
活
動
-
3
】

・
　
販
路
拡
大
に
向
け
た
販
売
会
、
商
談
会
参
加
事
業
者
が
増
え
る

【
活
動
②
-
1
】

・
　
参
加
事
業
者
の
E
C
モ
ー
ル
出
店
数
が
増
え
る
【
活
動
②
-
2
】

・
　
相
談
業
務
強
化
に
よ
り
事
業
者
か
ら
の
相
談
数
が
増
え
る

【
活
動
②
-
3
】

・
　
バ
イ
ヤ
ー
な
ど
と
の
商
談
や
協
業
等
の
回
数
が
増
加
す
る

・
　
E
C
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
す
る
人
が
増
え
て
商
品
認
知
度
が
上
昇
す
る

・
　
「
事
業
者
な
ん
で
も
相
談
員
」
を
始
め
と
す
る
相
談
業
務
強
化
に
よ
り

経
営
課
題
解
決
数
が
増
加
す
る

・
　
区
内
事
業
者
の
販
路
が
拡
大

す
る

・
　
経
営
に
意
欲
的
な
区
内
事
業

者
が
増
加
す
る

R
4

R
5

年
度

R
4

【
最
終
成
果
-
2
】

中
長
期
的
な
経
営
方
針

を
「
現
状
維
持
」
と
答
え

た
事
業
者
の
割
合
（
低

減
目
標
）

％

3
8 -

【
中
間
成
果
-
3
】

相
談
支
援
に
よ
り
経
営

課
題
が
解
決
し
た
事

業
者
数

者

1
4
4
0

1
5
2
0

1
5
2
0

順
調

実
績

1
3
1
4

1
,4
3
4

-

達
成
率

9
1
%

9
4
%

外
的
な
要
因

大大
行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素

大大

82

Ⅲ　重点プロジェクト事業 事業別評価の反映結果



【【
所所

属属
のの

自自
己己

分分
析析

】】

指指
標標

分分
析析

課課
題題

分分
析析

今今
後後

のの
事事

業業
のの

予予
定定

（（
短短

期期
））
・・
方方

向向
性性

（（
中中

・・
長長

期期
））

（
短

期
）

１
　

販
路

拡
大

足
立

ブ
ラ

ン
ド

認
定

事
業

で
は

ｔｏ
Ｂ

向
け

に
機

械
要

素
技

術
展

に
出

展
し

、
ま

た
ｔｏ

Ｃ
の

事
業

者
が

参
加

で
き

る
見

本
市

出
展

を
検

討
す

る
。

地
場

・
伝

統
工

芸
で

は
区

内
イ

ベ
ン

ト
等

出
店

機
会

を
増

や
し

認
知

度
向

上
を

図
る

と
共

に
販

路
拡

大
を

目
指

す
。

国
内

販
路

拡
大

事
業

で
は

、
商

談
機

会
の

大
幅

な
拡

充
お

よ
び

商
品

力
向

上
の

た
め

の
ブ

ラ
ッ

シ
ュ

ア
ッ

プ
メ

ニ
ュ

ー
の

強
化

に
よ

り
、

販
路

拡
大

へ
の

チ
ャ

ン
ス

を
創

出
し

て
い

く
。

ま
た

海
外

販
路

拡
大

事
業

で
は

、
リ

ス
ク

を
踏

ま
え

つ
つ

中
国

本
土

へ
の

出
展

を
視

野
に

入
れ

、
さ

ら
な

る
海

外
販

路
の

獲
得

を
目

指
し

て
い

く
。

ま
た

、
海

外
販

路
拡

大
に

関
す

る
成

功
事

例
集

や
ト

ー
ク

イ
ベ

ン
ト

等
を

企
画

す
る

こ
と

に
よ

り
、

区
内

企
業

へ
海

外
進

出
の

機
運

を
波

及
さ

せ
て

い
く
。

２
　

E
C

モ
ー

ル
支

援
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
は

終
息

に
向

か
っ

て
い

る
が

、
今

後
も

オ
ン

ラ
イ

ン
を

活
用

し
た

販
路

拡
大

の
需

要
は

増
え

て
い

く
と

見
込

ま
れ

る
。

引
き

続
き

企
業

の
P

R
や

販
売

を
行

う
た

め
に

、
S
N

S
の

効
果

的
な

活
用

・
ア

ド
バ

イ
ス

も
併

せ
た

オ
ン

ラ
イ

ン
シ

ョ
ッ

プ
の

出
店

支
援

を
拡

充
し

、
事

業
者

の
販

路
拡

大
を

支
援

す
る

。

３
　

相
談

支
援

事
業

者
等

へ
の

ア
プ

ロ
ー

チ
と

し
て

、
昨

年
度

に
引

き
続

き
、

Ｈ
Ｐ

、
Ｓ

Ｎ
Ｓ

等
、

紙
媒

体
で

の
積

極
的

な
事

業
周

知
活

動
を

実
施

し
て

い
く
。

ま
た

、
　

「
事

業
者

な
ん

で
も

相
談

員
」
「
ウ

ェ
ブ

活
用

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

」
「
マ

ッ
チ

ン
グ

ク
リ

エ
イ

タ
ー

」「
中

小
企

業
相

談
員

」
の

各
専

門
相

談
員

が
連

携
し

訪
問

・
窓

口
・
電

話
な

ど
利

用
者

に
合

わ
せ

た
丁

寧
な

相
談

を
通

じ
て

区
内

事
業

者
に

寄
り

添
い

、
支

援
を

し
て

い
く
。

（
中

・
長

期
）

　
国

内
販

路
拡

大
事

業
で

は
、

商
談

機
会

の
拡

充
な

ど
の

効
果

を
確

認
し

継
続

し
て

い
く
。

海
外

販
路

拡
大

事
業

に
つ

い
て

は
、

成
功

事
例

集
の

作
成

や
ト

ー
ク

イ
ベ

ン
ト

等
に

よ
り

海
外

に
チ

ャ
レ

ン
ジ

す
る

区
内

企
業

を
増

や
し

て
い

く
。

【【
庁庁

内内
評評

価価
委委

員員
会会

のの
評評

価価
】】
（（
２２

次次
評評

価価
））

【
全

体
評

価
の

経
年

動
向

】

３
　

相
談

支
援

【
活

動
・
成

果
３

】令
和

４
年

度
か

ら
設

置
し

た
「
事

業
者

な
ん

で
も

相
談

」
及

び
「
ウ

ェ
ブ

活
用

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

」
事

業
は

各
関

連
団

体
を

通
じ

て
チ

ラ
シ

を
約

1
0
,0

0
0
枚

ず
つ

配
布

す
る

な
ど

、
積

極
的

な
Ｐ

Ｒ
に

努
め

た
。

ま
た

、
令

和
５

年
１

月
に

実
施

し
た

利
用

者
ア

ン
ケ

ー
ト

で
は

約
8
0
％

の
方

が
「
満

足
」
と

回
答

す
る

な
ど

高
い

評
価

結
果

で
あ

り
、

区
内

事
業

者
の

課
題

解
決

に
寄

与
し

た
。

こ
れ

ら
の

ア
プ

ロ
ー

チ
や

取
組

の
結

果
、

直
接

成
果

-
3
、

中
間

成
果

-
3

と
も

に
目

標
値

に
は

届
か

な
か

っ
た

が
、

前
年

度
比

較
で

そ
れ

ぞ
れ

2
9
6
件

、
1
2
0
件

の
増

加
に

つ
な

が
っ

た
。

３
　

相
談

支
援

事
業

者
な

ん
で

も
相

談
は

、
継

続
的

な
問

い
合

わ
せ

が
少

な
い

。
対

応
策

・
・
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

か
ら

周
知

に
お

い
て

公
社

ニ
ュ

ー
ス

「ト
キ

メ
キ

」
が

一
番

効
果

が
あ

っ
た

た
め

、
掲

載
回

数
を

増
や

し
て

い
く
。

併
せ

て
ウ

ェ
ブ

活
用

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

と
同

行
し

、
Ｗ

Ｅ
Ｂ

相
談

に
対

し
て

経
営

的
側

面
か

ら
も

事
業

者
を

サ
ポ

―
ト

す
る

な
ど

、
口

コ
ミ

で
の

利
用

増
加

も
図

っ
て

い
く
。

さ
ら

に
チ

ラ
シ

デ
ザ

イ
ン

を
高

評
価

で
あ

っ
た

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
を

盛
り

込
む

な
ど

、
目

に
留

ま
る

よ
う

な
内

容
に

修
正

し
、

問
い

合
わ

せ
増

加
を

図
っ

て
い

く
。

全全
体体

評評
価価

評評
価価

結結
果果

33
..55

【
目

標
・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
】

（
直

接
・
中

間
成

果
３

）
目

標
値

に
若

干
届

か
な

か
っ

た
も

の
の

、
積

極
的

な
P
R

に
よ

り
コ

ロ
ナ

禍
で

も
一

定
の

相
談

件
数

を
確

保
す

る
と

と
も

に
、

高
い

満
足

度
を

得
た

こ
と

を
評

価
す

る
。

（
直

接
・
中

間
成

果
２

）
Ｅ

Ｃ
モ

ー
ル

出
店

に
係

る
目

標
達

成
率

は
い

ず
れ

も
低

い
。

支
援

後
、

サ
イ

ト
ア

ク
セ

ス
数

が
大

幅
に

伸
び

て
い

る
が

、
ア

ク
セ

ス
数

と
販

売
実

績
の

相
関

関
係

の
把

握
は

事
業

検
証

に
も

必
要

と
考

え
る

た
め

、
今

後
は

そ
の

点
の

分
析

も
加

え
て

ほ
し

い
。

【
今

後
の

事
業

の
予

定
・
方

向
性

へ
の

評
価

】
　

相
談

支
援

に
つ

い
て

は
豊

富
な

人
材

と
メ

ニ
ュ

ー
を

備
え

て
お

り
、

積
極

的
に

事
業

Ｐ
Ｒ

を
行

う
と

と
も

に
、

継
続

的
か

つ
丁

寧
な

寄
り

添
い

支
援

を
続

け
て

い
っ

て
ほ

し
い

。
ま

た
、

今
後

も
オ

ン
ラ

イ
ン

販
売

サ
イ

ト
利

用
の

増
加

傾
向

は
継

続
す

る
と

予
想

さ
れ

る
こ

と
か

ら
、

Ｅ
Ｃ

モ
ー

ル
出

店
支

援
を

さ
ら

に
拡

大
、

充
実

し
、

成
果

に
つ

な
げ

て
い

く
こ

と
を

期
待

す
る

。
（
活

動
１

・
直

接
１

）
か

ら
、

販
売

会
、

商
談

会
等

の
実

施
回

数
の

割
に

参
加

事
業

者
数

が
少

な
く
見

え
、

事
業

の
費

用
対

効
果

と
と

も
に

継
続

の
可

否
を

検
討

す
べ

き
事

業
が

な
い

か
検

証
が

必
要

と
考

え
ら

れ
る

。
　

物
価

高
騰

対
策

支
援

同
様

、
販

路
拡

大
等

の
区

内
企

業
支

援
は

企
業

の
ニ

ー
ズ

を
詳

細
に

把
握

し
、

的
確

な
支

援
策

を
打

ち
出

す
こ

と
、

ま
た

、
企

業
の

能
力

を
見

定
め

効
果

的
な

支
援

策
を

提
供

で
き

る
よ

う
日

々
の

ア
プ

ロ
ー

チ
を

継
続

し
て

い
く
こ

と
が

重
要

と
考

え
る

。
さ

ら
に

、
公

費
を

活
用

し
た

企
業

支
援

と
な

る
こ

と
か

ら
、

一
企

業
の

支
援

で
終

わ
ら

ず
、

そ
の

ノ
ウ

ハ
ウ

を
広

く
区

内
企

業
に

共
有

す
る

こ
と

に
特

に
注

力
さ

れ
た

い
。

【【
区区

民民
評評

価価
委委

員員
会会

のの
評評

価価
】】
（（
３３

次次
評評

価価
））

全全
体体

評評
価価

反反
映映

結結
果果

のの
評評

価価
目目

標標
・・
成成

果果
のの

達達
成成

度度
へへ

のの
評評

価価
今今

後後
のの

事事
業業

のの
予予

定定
、、

方方
向向

性性
へへ

のの
評評

価価
反反

映映
結結

果果
・・
反反

映映
状状

況況

１
　

販
路

拡
大

国
内

・
海

外
販

路
拡

大
支

援
事

業
は

展
示

会
出

展
の

み
で

は
な

く
テ

ス
ト

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
な

ど
総

合
的

に
支

援
を

行
う

た
め

、
参

加
事

業
者

数
を

増
や

す
こ

と
は

難
し

い
が

、
個

別
コ

ン
サ

ル
テ

ィ
ン

グ
な

ど
に

よ
り

ニ
ー

ズ
を

的
確

に
把

握
し

て
い

く
。

ま
た

、
海

外
販

路
拡

大
に

関
す

る
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
作

成
等

に
よ

り
、

区
内

事
業

者
の

ノ
ウ

ハ
ウ

を
横

展
開

す
る

。
事

業
内

で
行

う
ノ

ウ
ハ

ウ
セ

ミ
ナ

ー
に

つ
い

て
も

公
開

で
の

実
施

を
検

討
す

る
。

2
　

E
C

モ
ー

ル
支

援
講

師
に

よ
る

出
店

支
援

で
は

、
令

和
５

年
度

か
ら

商
品

ブ
ラ

ン
デ

ィ
ン

グ
、

S
N

S
等

デ
ジ

タ
ル

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
に

加
え

、
出

店
後

の
広

告
の

専
門

家
を

招
聘

し
支

援
を

ス
タ

ー
ト

し
た

。
動

画
等

は
１

０
万

を
超

え
る

再
生

数
を

記
録

す
る

な
ど

一
時

的
な

盛
り

上
が

り
も

見
せ

る
が

一
過

性
な

部
分

も
あ

り
、

支
援

後
の

サ
イ

ト
ア

ク
セ

ス
数

の
増

が
商

品
販

売
に

繋
が

る
よ

う
、

専
門

家
（
講

師
）
に

よ
る

分
析

も
次

年
度

検
討

し
、

効
果

的
な

支
援

に
つ

な
げ

て
い

く
。

な
お

、
令

和
4
年

度
下

半
期

で
は

売
上

が
5
倍

を
超

え
る

事
業

者
も

あ
り

、
令

和
6
年

度
は

支
援

者
数

を
1
2
社

か
ら

1
4
社

に
拡

充
し

て
実

施
す

る
。

3
　

相
談

支
援

引
き

続
き

、
Ｈ

Ｐ
、

Ｓ
Ｎ

Ｓ
等

、
紙

媒
体

で
の

積
極

的
な

事
業

周
知

活
動

を
実

施
し

て
い

く
と

と
も

に
、

　
「
事

業
者

な
ん

で
も

相
談

員
」
「
ウ

ェ
ブ

活
用

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

」
「
マ

ッ
チ

ン
グ

ク
リ

エ
イ

タ
ー

」
「
中

小
企

業
相

談
員

」
の

各
専

門
相

談
員

が
連

携
し

訪
問

・
窓

口
・
電

話
な

ど
利

用
者

に
合

わ
せ

た
丁

寧
で

継
続

的
な

相
談

を
実

施
し

、
区

内
事

業
者

に
寄

り
添

い
、

支
援

を
し

て
い

く
。

反反
映映

結結
果果

達達
成成

度度

方方
向向

性性

１
　

販
路

拡
大

【
活

動
・
成

果
１

】コ
ロ

ナ
禍

で
伝

統
工

芸
展

が
中

止
、

地
場

・
伝

統
工

芸
展

は
異

業
種

連
絡

協
議

会
や

国
内

・
海

外
販

路
拡

大
支

援
事

業
参

加
企

業
な

ど
と

共
同

で
も

の
づ

く
り

ウ
イ

ー
ク

を
ア

ト
リ

ウ
ム

で
開

催
し

た
。

足
立

ブ
ラ

ン
ド

で
出

展
し

た
ギ

フ
ト

シ
ョ

ー
（
町

工
場

N
O

W
)で

は
来

場
者

が
コ

ロ
ナ

前
に

も
ど

り
つ

つ
あ

り
バ

イ
ヤ

ー
の

訪
問

件
数

は
目

標
に

達
し

て
い

る
。

国
内

販
路

拡
大

支
援

事
業

で
は

、
展

示
販

売
イ

ベ
ン

ト
が

盛
況

で
、

昨
年

度
の

半
分

の
期

間
で

あ
り

な
が

ら
同

等
程

度
の

集
客

が
実

現
し

、
区

内
製

品
の

Ｐ
Ｒ

に
繋

が
っ

た
。

ま
た

、
海

外
販

路
拡

大
支

援
事

業
で

は
参

加
2
年

目
事

業
者

の
展

示
会

出
展

が
実

現
し

、
中

国
本

土
で

は
実

現
で

き
な

か
っ

た
が

、
香

港
・
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
等

の
中

華
圏

市
場

の
入

り
口

で
の

出
展

で
き

、
大

手
デ

パ
ー

ト
や

イ
ン

テ
リ

ア
シ

ョ
ッ

プ
等

と
の

商
談

に
繋

が
る

な
ど

、
一

定
の

成
果

を
収

め
た

。

１
　

販
路

拡
大

リ
ア

ル
見

本
市

の
来

場
者

数
も

回
復

し
、

区
内

の
イ

ベ
ン

ト
等

も
今

後
実

施
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
想

定
さ

れ
る

。
こ

れ
ま

で
中

止
と

な
っ

て
い

た
販

売
会

等
の

積
極

的
な

仕
掛

け
が

必
要

と
な

っ
て

い
る

。
国

内
販

路
拡

大
事

業
は

参
加

事
業

者
へ

の
ア

ン
ケ

ー
ト

の
結

果
、

年
間

1
回

し
か

な
い

バ
イ

ヤ
ー

と
の

交
流

や
商

談
機

会
を

拡
充

し
て

ほ
し

い
と

の
声

が
強

く
、

事
業

ス
キ

ー
ム

の
見

直
し

が
求

め
ら

れ
て

い
る

。
ま

た
、

海
外

販
路

拡
大

事
業

で
は

海
外

特
有

の
リ

ス
ク

に
つ

い
て

、
参

加
事

業
者

に
丁

寧
に

説
明

す
る

必
要

が
あ

る
。

さ
ら

に
、

参
加

事
業

者
が

リ
ー

デ
ィ

ン
グ

カ
ン

パ
ニ

ー
と

し
て

成
功

事
例

と
と

も
に

海
外

進
出

の
機

運
を

区
内

に
波

及
さ

せ
る

こ
と

で
、

費
用

対
効

果
を

向
上

さ
せ

る
必

要
が

あ
る

。

２
　

E
C

モ
ー

ル
支

援
【
活

動
・
成

果
２

】オ
ン

ラ
イ

ン
で

の
販

売
を

支
援

す
る

た
め

オ
ン

ラ
イ

ン
販

売
サ

イ
ト

へ
の

出
店

・
動

画
作

成
等

の
支

援
を

実
施

。
前

期
、

後
期

と
も

支
援

限
度

の
各

5
社

が
利

用
し

た
。

令
和

３
年

下
半

期
の

事
業

者
は

E
C

サ
イ

ト
初

出
店

の
事

業
者

が
多

く
、

自
社

E
C

含
め

３
つ

の
E
C

サ
イ

ト
出

店
に

留
ま

っ
た

が
、

支
援

前
と

比
較

し
ア

ク
セ

ス
数

が
3
0
2
％

増
加

。
令

和
４

年
度

上
半

期
に

支
援

し
た

５
社

は
１

１
月

に
延

べ
９

つ
の

E
C

サ
イ

ト
に

出
店

し
、

サ
イ

ト
の

ア
ク

セ
ス

数
は

全
体

で
1
7
7
％

増
加

し
た

。
※

指
標

は
延

べ
サ

イ
ト

ア
ク

セ
ス

数
で

計
上

し
て

い
た

が
、

初
出

店
者

と
既

出
店

者
の

ア
ク

セ
ス

数
に

開
き

が
大

き
く
比

較
が

難
し

い
た

め
、

支
援

前
と

支
援

後
の

増
加

率
に

指
標

を
修

正

２
　

E
C

モ
ー

ル
支

援
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ス
ル

感
染

症
は

終
息

し
て

き
て

、
リ

ア
ル

な
ヒ

ト
・
モ

ノ
の

流
れ

が
回

復
し

て
き

た
が

、
to

 C
事

業
者

の
販

売
促

進
に

は
、

E
C

サ
イ

ト
で

の
販

売
に

大
き

な
期

待
が

寄
せ

ら
れ

る
。

S
N

S
等

を
活

用
し

た
情

報
発

信
は

効
果

的
で

あ
り

、
E
C

サ
イ

ト
へ

の
出

店
と

合
わ

せ
て

、
引

き
続

き
助

言
・
支

援
し

て
い

く
。

012345

H3
1年
度

R2
年
度

R3
年
度

R4
年
度

庁
内
評
価
結
果

区
民
評
価
結
果
※
年
度
は
事
業
実
施
年
度

区 民 評 価 対 象 外

区 民 評 価 中 止
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Ⅲ　重点プロジェクト事業 事業別評価の反映結果



【【
ロロ
ジジ
ッッ
クク
モモ
デデ
ルル
・・
指指
標標
のの
達達
成成
度度
】】

単単
位位
：：
千千
円円

■■
令令
和和

44
年年
度度
事事
業業
費費
支支
出出
内内
訳訳
（（
上上
位位
３３
事事
業業
））

(1
)

(2
)

(3
)

 

年
度

目
標

目
標

実
績

達
成
率

目
標

目
標

単
位

「
区
内
中
小
企
業
人
材
確
保
支
援
事
業
」
「
産
業
技
術
・
経
営
研
修
会
助
成
事
業
」
「
マ
ン
ス
リ
ー
就
職

面
接
会
」
の
実
施
に
よ
り
、
雇
用
の
安
定
と
就
労
促
進
を
図
る
。

産
業
技
術
・
経
営
研
修
会
助
成
事
業

内
職
相
談
業
務
委
託

千
円

千
円

千
円

1
9
,4

2
4

4
,8

4
6

3
,3

6
8

年
度

令
和
5
年
1
月
か
ら
2
月
に
か
け
て
実
施
し
た
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
認
定
企
業
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
て
、
従
業
員
の
資
格
取
得

に
要
す
る
費
用
が
1
5
,0
0
0
円
以
下
の
も
の
が
多
数
で
あ
る
と
い
う
結
果
を
得
た
こ
と
か
ら
、
令
和
5
年
度
分
の
研
修
費
用
助
成
に
つ
い

て
、
助
成
対
象
の
下
限
額
を
撤
廃
し
、
幅
広
く
助
成
制
度
を
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
取
り
組
ん
だ
。

4
0
%

【
活
動
-
3
】

産
業
技
術
・
経
営
研
修

助
成
の
事
業
周
知
数

目
標

②②
活活
動動
指指
標標

達
成
状
況

単
位

③③
成成
果果
指指
標標

単
位

④④
成成
果果
指指
標標

事 業 の 概 要

企
業
が
求
め
る
適
切
な
ス
キ
ル
を
持
つ
人
材
を
必
要
な
時
に
確
保
で
き
る

区
内
中
小
企
業
人
材
確
保
支
援
事
業
委
託

４
年
度

５
年
度

実
施
済

単
位

達
成
状
況

⑤⑤
成成
果果
指指
標標

⑤⑤
最最
終終
成成
果果
（（
理理
想想
））

R
5

年
度

【
事
業
の
概
要
】

・
マ
ン
ス
リ
ー
就
職
面
接
会
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
足
立
・
荒
川
区
と
の
共
催
）

の
区
民
向
け
開
催
周
知
を
行
う
。
【
活
動
-
1
】

・
区
内
中
小
企
業
人
材
確
保
支
援
事
業
の
事
業
周
知
を
行
う
。
【
活
動
-

2
】
・
産
業
技
術
・
経
営
研
修
助
成
の
事
業
周
知
を
行
う
。
【
活
動
-
3
】

(上
記
す
べ
て
就
労
・
雇
用
支
援
事
業
)

・
マ
ン
ス
リ
ー
就
職
面
接
会
に
参
加
す
る
区
民
が
増
え
る
。
【活
動
-
1
】

・
区
内
中
小
企
業
人
材
確
保
支
援
事
業
を
活
用
し
て
、
人
材
不
足
や
人

材
定
着
、
人
材
育
成
等
の
課
題
に
取
り
組
む
企
業
が
増
え
る
。
【活
動

-
2
】

・
シ
ニ
ア
人
材
を
活
用
し
た
企
業
が
増
え
る
。
【活
動
-
2
】

・
産
業
技
術
・
経
営
研
修
助
成
を
活
用
し
た
企
業
が
増
え
る
。
【活
動
-

3
】

・
マ
ン
ス
リ
ー
就
職
面
接
会
参
加
企
業
が
求
め
る
人
材
を
確
保
で
き

る
。

・
面
接
会
参
加
企
業
に
区
民
が
就
職
す
る
。

・
区
内
企
業
の
人
材
に
関
す
る
諸
課
題
が
解
決
さ
れ
る
。

企
業
が
求
め
る
適
切
な
ス
キ
ル

を
持
つ
人
材
を
必
要
な
時
に
確

保
で
き
る
。

R
4

R
5

年
度

税
外

収
入

事
業
費
(a
)

人
件
費
(b
)

内
訳

国
庫
負
担
金
・
補
助
金

受
益
者
負
担
金

対 対
応応
すす
るる
予予
算算
事事
業業
名名

就
労
・
雇
用
支
援
事
業

⑥
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
共
通
の
成
果
（
⑤
最
終
成
果
（
理
想
）
が
伸
び
た
ら
こ
う
な
る
）

区 区
政政
全全
体体
にに
対対
すす
るる
区区
民民
のの
満満
足足
度度
　　

66
77
％％

主
な
内
容

主
な
内
容

主
な
内
容

3
1
,
2
1
2

2
9
,
9
5
4

2
9
,
8
7
2

3
1
,
2
1
2

影
響
要
因

1
2
,
1
2
2

1
2
,
4
2
6

総
事
業
費
(a
+
b)

4
2
,
0
7
6

時
勢
に
即
し
た
事
業
展
開
の
実
施

4
2
,
2
9
8

実
施
済

区
内
中
小
企
業
人
材
確
保
支
援
事
業
の
な
か
で
、
登
録
企
業
に
対
し
ア
ン
ケ
ー
ト
や
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
通
し
て
、
各
企
業
の
求
人

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
そ
れ
に
対
し
シ
ニ
ア
人
材
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
っ
た
。

対
象

※
　
そ
の
他
の
場
合
記
入

昨
年
度
の
反
映
結
果
に
対
す
る
取
組
状
況

区
民
と
事
業
者

項
目

取
組
状
況

具
体
的
に

目
的
（
⑤
最
終
成
果
（
理
想
）
）

企
業
の
求
人
ニ
ー
ズ
と
や
る
気
や
ス
キ
ル
を
持
つ
人
材
の
マ
ッ
チ

ン
グ
の
促
進

内
容

①①
投投
入入
資資
源源
（（
イイ
ンン
ププ
ッッ
トト
））

３
年
度

‐
1
0

1
0

遅
れ
て
い
る

【
直
接
成
果
-
3
】

産
業
技
術
・
経
営
研

修
助
成
を
受
け
た
企

業
数

目
標

‐

回
実
績

5
5

-
実
績

6
3

達
成
率

‐
5
0
%

達
成
率

‐

社

達
成

実
績

1
0

1
2

-
実
績

9
5

1
2
0

‐
1
1
0

1
5
0

達
成

【
中
間
成
果
-
2
】

区
内
中
小
企
業
人
材
確
保
支
援
事

業
登
録
事
業
者
向
け
ア
ン
ケ
ー
ト

で
シ
ニ
ア
の
活
用
の
意
向
が
高

ま
っ
た
と
回
答
し
た
企
業
数

‐

-
実
績

達
成
率

5
8

-

達
成
率

‐
8
0
%

達
成
率

9
0
%

5
5

5
5

達
成
率

‐
1
0
9
%

‐
1
0
6
%

社

1
0

や
や
遅
れ
て
い
る

【
最
終
成
果
】

経
営
上
の
問
題

点
で
「人
手
不

足
」
と
回
答
し
た

企
業
の
割
合

2
4

4
3

-

‐

Ｓ
Ｄ
Ｇ
s関
連
す
る
ゴ
ー
ル
・
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
対
す
る
貢
献
状
況

【
目
標
8
】
タ
ー
ゲ
ッ
ト
8
.5
で
は
、
「
企
業
経
営
力
の
強
化
」
と
「
就
業
の
促
進
」
を
図
る
こ
と
で
、
区
内
経
済
の
活
性
化
を
目
指
す
。
研
修
費
助
成
に
よ
り
企
業
の
人
材
育
成
の
支
援
を
、
就
職
面
接
会

の
実
施
や
人
材
確
保
支
援
事
業
に
よ
り
、
求
職
者
と
企
業
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
っ
て
お
り
、
目
標
達
成
に
資
す
る
。

R
4

R
3

R
4

-
社

達
成
状
況

2
4
0

影
響
要
因

-
実
績

【
中
間
成
果
-
1
】

マ
ン
ス
リ
ー
就
職
面
接

会
で
必
要
と
す
る
人
材

を
確
保
で
き
た
企
業
数

‐
4
8

6
0

令令
和和
５５
年年
度度
重重
点点
ププ
ロロ
ジジ
ェェ
クク
トト
事事
業業
評評
価価
調調
書書
（（
令令
和和
４４
年年
度度
事事
業業
実実
施施
分分
））

視
点

再
掲

ま
ち

重
点

目
標

⑫
地
域
経
済
の
活
性
化
を
進

め
る

重
点

項
目

区
内
企
業
の
人
材
確
保

記
入

所
属

ま
ち

産
業
経
済
部
企
業
経
営
支
援
課
就
労
・
雇
用
支
援
係

事
業
名
№
3
4
「
就
労
支
援
・
雇
用
安
定
化
事
業
（
区
内
企
業
の
人
材
確
保
支
援

等
）
」

協
働 ・

協
創

雇
用
・
労
働
に
関
す
る
情
報
交
換
=
多
様
性
社
会
推
進
課
、
く
ら
し
と
仕

事
の
相
談
セ
ン
タ
ー
、
足
立
区
福
祉
事
務
所

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
関

連
す
る

ゴ
ー
ル
・

タ
ー
ゲ
ッ
ト

8
.
5

年
度

R
3

達
成

1
7
2

-

2
6
5
%

6
5

2
1
0

3
5
0

達
成

【
直
接
成
果
-
１
】

マ
ン
ス
リ
ー
就
職
面

接
会
参
加
者
数

3
2
0

・
社
会
の
雇
用
情
勢

・
事
業
周
知
の
効
果

・
シ
ニ
ア
人
材
登
録
数

・
助
成
金
予
算
額

・
求
職
者
、
求
人
企
業
の
状
況

・
企
業
課
題
の
解
決
難
易
度

・
シ
ニ
ア
マ
ッ
チ
ン
グ
成
立
件
数

③③
直直
接接
成成
果果
（（
②②
のの
活活
動動
のの
直直
接接
的的
なな
結結
果果
））

④④
中中
間間
成成
果果
（（
③③
のの
成成
果果
がが
伸伸
びび
たた
らら
、、
どど
うう
なな
るる
かか
））

実
績

1
3
7

【
活
動
-
2
】

区
内
中
小
企
業
人
材
確

保
支
援
事
業
に
関
す
る

情
報
発
信

目
標

‐
1
5

1
5

や
や
遅
れ
て
い
る

【
直
接
成
果
-
2
】

区
内
中
小
企
業
人
材

確
保
支
援
事
業
の
登

録
事
業
者
数

1
3
3
%

‐
達
成
率

【
活
動
-
1
】

マ
ン
ス
リ
ー
就
職
面
接

会
区
民
向
け
周
知
の

回
数

目
標

‐
4
8

2
4

遅
れ
て
い
る

達
成
率

実
績

社

1
9

-
人

1
2

回 回

‐

目
標

‐

％

影
響
要
因

・
社
会
の
雇
用
情
勢

・
景
気

1
1
,
0
7
9

1
2
,
1
8
9

1
3
,
2
6
0

0

R
5

6
年
度

R
3

0
0

②②
活活
動動
（（
アア
ウウ
トト
ププ
ッッ
トト
））
※※
区区
がが
行行
うう
直直
接接
のの
活活
動動

外
的
な
要
因

大大
行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素

大大
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Ⅲ　重点プロジェクト事業 事業別評価の反映結果



１
　

マ
ン

ス
リ

ー
就

職
面

接
会

  
  

 ５
年

度
の

情
報

発
信

に
お

い
て

は
、

効
果

的
な

媒
体

に
限

定
す

る
こ

と
で

、
  

よ
り

効
率

的
な

周
知

を
行

う
こ

と
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

就
職

面
接

会
の

開
  

催
に

つ
い

て
は

、
人

手
不

足
が

深
刻

化
し

て
い

る
運

輸
や

建
築

な
ど

の
業

種
  

に
タ

ー
ゲ

ッ
ト

を
絞

っ
た

就
職

面
接

会
を

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

と
の

共
催

で
実

施
し

  
た

。
６

年
度

は
、

さ
ら

に
高

齢
者

に
特

化
し

た
就

職
面

接
会

開
催

の
協

議
を

進
  

め
て

い
る

。
今

後
も

引
き

続
き

、
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
と

連
携

を
図

り
な

が
ら

、
情

勢
  

に
則

し
た

就
職

面
接

会
を

開
催

し
て

い
く
。

２
　

区
内

中
小

企
業

人
材

確
保

支
援

事
業

  
  

 ５
年

度
に

お
い

て
は

、
こ

れ
ま

で
の

広
報

紙
や

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

、
チ

ラ
シ

の
  

配
架

に
加

え
、

足
立

区
産

業
情

報
メ

ー
ル

マ
ガ

ジ
ン

や
本

事
業

の
登

録
事

業
  

者
向

け
ダ

イ
レ

ク
ト

メ
ー

ル
な

ど
を

活
用

し
て

幅
広

く
周

知
を

行
っ

た
。

本
事

業
  

の
開

始
当

初
は

、
区

や
委

託
事

業
者

か
ら

の
周

知
活

動
が

登
録

の
主

な
き

っ
  

か
け

で
あ

っ
た

が
、

最
近

は
「
知

人
か

ら
の

紹
介

」
に

よ
る

登
録

も
増

え
て

き
て

  
い

る
。

こ
の

こ
と

か
ら

、
今

後
は

、
単

に
制

度
内

容
の

周
知

を
行

う
だ

け
で

な
く
、

  
マ

ッ
チ

ン
グ

事
例

等
を

掲
載

す
る

な
ど

し
て

、
本

事
業

の
魅

力
を

感
じ

取
れ

る
  

周
知

を
行

っ
て

い
く
。

ま
た

、
本

事
業

で
は

、
専

門
相

談
員

に
よ

る
コ

ン
サ

ル
  

テ
ィ

ン
グ

を
実

施
し

て
お

り
、

人
材

確
保

の
ノ

ウ
ハ

ウ
だ

け
で

な
く
、

労
務

管
理

  
や

企
業

の
魅

力
発

信
、

経
営

管
理

に
関

す
る

ア
ド

バ
イ

ス
な

ど
、

企
業

力
を

高
  

め
る

支
援

も
行

っ
て

お
り

、
引

き
続

き
多

様
な

支
援

を
行

っ
て

い
く
。

３
　

産
業

技
術

・
経

営
研

修
会

助
成

事
業

　
　

本
事

業
は

、
認

知
度

が
ま

だ
低

い
た

め
、

区
内

事
業

者
や

区
民

が
分

か
り

や
 す

い
名

称
へ

と
変

更
を

検
討

し
て

い
く
。

５
年

度
に

お
い

て
は

、
本

補
助

金
の

 利
便

性
を

高
め

る
た

め
、

補
助

金
の

下
限

を
撤

廃
し

た
。

ま
た

、
東

京
土

建
一

 般
労

働
組

合
足

立
支

部
や

近
隣

の
建

設
関

連
資

格
取

得
専

門
学

校
に

直
接

 足
を

運
び

、
本

助
成

制
度

の
周

知
を

行
っ

た
。

さ
ら

に
4
年

度
に

引
き

続
き

、
ア

 ス
ベ

ス
ト

関
連

の
セ

ミ
ナ

ー
に

つ
い

て
は

、
生

活
環

境
保

全
課

と
連

携
し

て
周

 知
を

行
っ

た
。

反反
映映

結結
果果

達達
成成

度度

方方
向向

性性

【【
庁庁

内内
評評

価価
委委

員員
会会

のの
評評

価価
】】
（（
２２

次次
評評

価価
））

【
全

体
評

価
の

経
年

動
向

】

全全
体体

評評
価価

評評
価価

結結
果果

33
..55

【
目

標
・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
】

　
開

催
し

た
事

業
の

参
加

者
な

ど
各

直
接

成
果

の
目

標
は

達
成

し
て

お
り

、
そ

の
点

は
評

価
で

き
る

が
、

区
民

周
知

、
情

報
発

信
に

つ
い

て
は

目
標

に
達

し
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

成
果

の
相

関
関

係
の

分
析

が
必

要
で

あ
る

。
マ

ン
ス

リ
ー

面
接

会
の

参
加

者
自

体
は

回
復

基
調

で
あ

り
、

区
民

と
区

内
企

業
と

の
架

け
橋

と
な

る
べ

く
、

マ
ン

ス
リ

ー
就

職
面

接
会

の
開

催
を

重
ね

て
い

る
姿

勢
は

妥
当

で
あ

る
が

、
周

知
不

足
と

企
業

側
と

の
人

材
ミ

ス
マ

ッ
チ

が
起

き
て

い
る

よ
う

に
伺

え
、

ど
の

よ
う

な
人

材
を

求
め

る
面

接
会

な
の

か
、

タ
ー

ゲ
ッ

ト
を

よ
り

明
確

に
し

て
周

知
を

図
る

こ
と

で
、

企
業

・
人

材
双

方
の

労
を

軽
減

で
き

る
の

で
は

な
い

か
と

考
え

る
。

【
今

後
の

事
業

の
予

定
・
方

向
性

へ
の

評
価

】
　

人
材

確
保

に
向

け
、

い
か

に
事

業
参

加
い

た
だ

く
か

が
鍵

で
あ

り
、

周
知

・
広

報
の

強
化

に
取

り
組

む
方

向
性

は
評

価
で

き
、

事
業

へ
の

参
加

や
登

録
を

増
や

し
て

い
く

た
め

に
、

こ
れ

ま
で

以
上

に
周

知
の

創
意

工
夫

と
関

係
機

関
と

の
連

携
の

強
化

を
図

っ
て

い
っ

て
ほ

し
い

。
　

人
材

の
確

保
は

ど
の

企
業

に
お

い
て

も
経

営
の

行
く
末

を
左

右
す

る
大

き
な

問
題

で
あ

り
、

そ
れ

ゆ
え

に
こ

う
し

た
事

業
に

は
企

業
側

の
期

待
も

大
き

い
は

ず
で

あ
る

。
一

方
で

、
特

に
若

い
世

代
の

働
き

手
側

の
意

識
変

化
が

大
き

く
、

仕
事

の
内

容
が

自
ら

の
キ

ャ
リ

ア
に

ど
う

活
か

せ
る

か
と

い
う

視
点

で
職

を
選

ぶ
割

合
も

高
く
な

っ
て

い
る

と
考

え
ら

れ
る

。
人

材
を

ひ
き

つ
け

る
に

は
企

業
側

が
求

め
る

視
点

を
中

心
に

据
え

る
ば

か
り

で
な

く
、

企
業

そ
の

も
の

や
仕

事
内

容
の

魅
力

を
引

き
上

げ
る

こ
と

も
必

要
で

あ
り

、
い

か
に

そ
こ

で
働

き
た

く
な

る
か

、
そ

こ
で

働
く
こ

と
で

ど
ん

な
経

験
や

成
長

を
提

供
で

き
る

の
か

、
と

い
う

視
点

で
人

材
確

保
策

構
築

の
支

援
を

行
っ

て
い

た
だ

く
こ

と
を

期
待

す
る

。

【【
区区

民民
評評

価価
委委

員員
会会

のの
評評

価価
】】
（（
３３

次次
評評

価価
））

全全
体体

評評
価価

反反
映映

結結
果果

のの
評評

価価
目目

標標
・・
成成

果果
のの

達達
成成

度度
へへ

のの
評評

価価
今今

後後
のの

事事
業業

のの
予予

定定
、、

方方
向向

性性
へへ

のの
評評

価価
反反

映映
結結

果果
・・
反反

映映
状状

況況

１
　

マ
ン

ス
リ

ー
就

職
面

接
会

に
つ

い
て

は
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
に

お
け

る
行

動
制

限
が

緩
和

さ
れ

た
こ

と
で

毎
月

  
開

催
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

そ
の

結
果

、
区

民
向

け
の

周
知

回
数

も
増

加
し

て
い

る
。

周
知

方
法

の
内

訳
は

、
あ

だ
ち

  
広

報
５

回
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

５
回

、
チ

ラ
シ

配
架

９
回

行
っ

た
。

ま
た

、
面

接
会

参
加

者
数

も
令

和
３

年
度

と
比

べ
  

１
８

３
人

増
加

し
た

が
、

コ
ロ

ナ
前

の
参

加
者

（
９

１
４

人
）
と

比
較

す
る

と
ま

だ
低

迷
を

続
け

て
い

る
。

【
活

動
-
1
】
【
直

  
接

成
果

-
1
】

２
　

区
内

中
小

企
業

人
材

確
保

支
援

事
業

に
つ

い
て

は
、

ト
キ

メ
キ

掲
載

１
回

、
S

N
S
４

回
、

区
の

施
設

に
チ

ラ
シ

配
布

  
１

回
、

企
業

向
け

ダ
イ

レ
ク

ト
メ

ー
ル

1
回

、
区

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

１
回

、
あ

だ
ち

広
報

１
回

、
駅

ス
タ

ン
ド

３
回

と
多

様
な

  
媒

体
を

駆
使

し
て

周
知

を
行

っ
た

。
事

業
周

知
の

結
果

、
令

和
４

年
度

は
目

標
値

に
は

届
か

な
か

っ
た

も
の

の
、

新
  

た
に

区
内

企
業

２
５

社
が

人
材

確
保

支
援

事
業

登
録

企
業

と
し

て
登

録
し

、
職

場
環

境
の

改
善

や
採

用
・
育

成
に

  
関

す
る

ア
ド

バ
イ

ス
な

ど
の

コ
ン

サ
ル

テ
ィ

ン
グ

を
受

け
た

。
ま

た
、

登
録

企
業

と
シ

ニ
ア

人
材

と
の

間
で

５
５

件
の

  
マ

ッ
チ

ン
グ

に
つ

な
が

っ
た

。
【
活

動
-
2
】
【
直

接
成

果
-
2
】

３
　

産
業

技
術

・
経

営
研

修
会

助
成

事
業

に
つ

い
て

は
、

ト
キ

メ
キ

、
H

P
、

産
業

支
援

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

、
区

内
中

小
企

業
  

人
材

確
保

支
援

事
業

受
託

事
業

者
か

ら
の

メ
ル

マ
ガ

配
信

に
て

事
業

案
内

を
行

い
参

加
を

促
し

た
。

令
和

４
年

度
  

は
、

生
活

環
境

保
全

課
と

連
携

し
、

ア
ス

ベ
ス

ト
含

有
調

査
に

必
要

と
な

る
資

格
取

得
研

修
も

助
成

対
象

に
な

る
旨

  
を

周
知

し
た

と
こ

ろ
、

申
請

件
数

が
増

加
し

た
。

【
活

動
-
3
】
【
直

接
成

果
-
3
】

　
上

記
の

事
業

を
実

施
し

た
結

果
、

人
材

を
確

保
で

き
た

企
業

数
や

研
修

費
用

の
助

成
件

数
が

増
加

し
、

区
内

企
業

の
雇

用
安

定
に

一
定

程
度

寄
与

し
た

と
考

え
ら

れ
る

。
【
中

間
成

果
1
～

3
】
ほ

か

１
　

マ
ン

ス
リ

ー
就

職
面

接
会

へ
の

参
加

者
数

及
び

マ
ン

ス
リ

ー
就

職
面

接
会

で
の

採
用

率
が

低
迷

し
て

い
る

対
応

策
…

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
の

感
染

拡
大

防
止

策
と

し
て

、
参

加
方

法
を

事
前

予
約

制
と

し
て

い
る

こ
と

で
参

加
者

数
が

少
な

い
状

況
と

な
っ

て
い

る
。

今
後

は
感

染
状

況
を

み
な

が
ら

当
日

参
加

を
再

開
す

る
な

ど
、

参
加

方
法

の
見

直
し

を
検

討
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
ま

た
、

周
知

方
法

に
つ

い
て

も
、

反
応

の
多

い
媒

体
を

重
点

的
に

活
用

す
る

な
ど

、
よ

り
効

果
的

な
周

知
方

法
を

検
討

し
て

い
く
必

要
が

あ
る

。

２
　

区
内

中
小

企
業

人
材

確
保

支
援

事
業

登
録

企
業

数
の

増
加

の
低

迷
及

び
求

職
者

と
求

人
企

業
間

の
ミ

ス
マ

ッ
チ

対
応

策
…

令
和

４
年

度
の

区
内

中
小

企
業

人
材

確
保

支
援

事
業

は
、

新
た

に
区

内
企

業
２

５
社

が
登

録
企

業
と

し
て

登
録

し
、

５
５

件
の

マ
ッ

チ
ン

グ
に

つ
な

が
っ

た
。

し
か

し
、

登
録

企
業

・
マ

ッ
チ

ン
グ

実
績

と
も

に
件

数
は

伸
び

悩
ん

で
お

り
、

新
た

な
登

録
企

業
と

シ
ニ

ア
人

材
以

外
の

人
材

の
開

拓
が

必
要

で
あ

る
。

３
　

産
業

技
術

・
経

営
研

修
会

助
成

事
業

の
認

知
度

が
低

い
対

応
策

…
令

和
４

年
度

に
実

施
し

た
区

内
企

業
を

対
象

と
し

た
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

で
は

、
本

助
成

事
業

の
認

知
度

は
２

０
％

と
非

常
に

低
い

状
況

で
あ

っ
た

。
令

和
４

年
度

は
、

生
活

環
境

保
全

課
と

連
携

し
、

ア
ス

ベ
ス

ト
含

有
調

査
に

必
要

と
な

る
資

格
取

得
研

修
の

費
用

助
成

に
つ

い
て

周
知

の
強

化
を

行
っ

た
と

こ
ろ

で
あ

る
が

、
利

用
率

を
さ

ら
に

高
め

る
た

め
に

は
、

他
の

研
修

も
含

め
関

係
所

管
課

や
関

連
団

体
と

の
連

携
強

化
が

必
要

で
あ

る
。

【
短

期
】

１
　

マ
ン

ス
リ

ー
就

職
面

接
会

へ
の

参
加

者
数

及
び

マ
ン

ス
リ

ー
就

職
面

接
会

で
の

採
用

率
の

上
昇

・
  

 今
後

は
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
の

感
染

状
況

を
見

極
め

な
が

ら
、

当
日

参
加

を
再

開
す

る
な

ど
、

参
加

者
の

増
加

に
つ

な
が

る
よ

う
な

開
  

催
方

法
を

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

と
と

も
に

協
議

し
て

い
く
。

ま
た

、
就

職
面

接
会

の
周

知
に

つ
い

て
は

、
引

き
続

き
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
と

連
携

を
取

り
な

  
が

ら
、

ト
キ

メ
キ

や
区

H
P

な
ど

の
周

知
効

果
が

高
い

媒
体

を
重

点
的

に
活

用
す

る
こ

と
で

よ
り

効
果

的
な

周
知

・
広

報
を

行
っ

て
い

く
。

２
　

区
内

中
小

企
業

の
人

材
確

保
に

向
け

た
新

た
な

登
録

企
業

と
人

材
の

開
拓

・
 　

区
内

中
小

企
業

人
材

確
保

支
援

事
業

の
登

録
企

業
は

、
現

受
託

事
業

者
と

つ
な

が
り

の
あ

る
企

業
が

メ
イ

ン
と

な
っ

て
お

り
、

登
録

企
業

  
数

の
伸

び
悩

み
が

見
ら

れ
る

。
区

内
に

は
、

人
材

確
保

を
強

く
要

望
す

る
企

業
が

多
数

あ
る

こ
と

か
ら

、
こ

れ
ま

で
つ

な
が

り
の

な
か

っ
た

東
  

京
商

工
会

議
所

な
ど

の
外

部
団

体
と

も
連

携
を

と
り

な
が

ら
、

マ
ッ

チ
ン

グ
可

能
な

登
録

企
業

の
拡

大
を

図
っ

て
い

く
。

・
　

 新
た

な
人

材
の

確
保

は
、

若
年

層
、

特
に

高
校

３
年

生
に

着
目

し
、

区
内

企
業

見
学

バ
ス

ツ
ア

ー
を

開
催

す
る

。
ツ

ア
ー

を
と

お
し

て
、

就
  

労
意

欲
の

向
上

を
図

る
と

と
も

に
、

「
働

く
こ

と
」
の

イ
メ

ー
ジ

を
具

体
的

に
持

っ
て

も
ら

う
こ

と
で

区
内

企
業

へ
の

就
労

へ
と

つ
な

げ
て

い
く
。

３
　

産
業

技
術

・
経

営
研

修
会

助
成

事
業

の
認

知
度

向
上

・
　

 令
和

4
年

度
は

、
助

成
金

の
下

限
を

廃
止

し
て

利
便

性
の

向
上

を
図

り
、

さ
ら

に
初

の
試

み
と

し
て

産
業

経
済

部
の

助
成

金
に

関
す

る
チ

ラ
  

シ
を

作
成

し
、

法
人

会
や

青
色

申
告

会
を

通
じ

て
配

布
し

た
。

今
後

は
、

生
活

環
境

保
全

課
だ

け
で

な
く
他

の
関

係
各

課
や

外
部

団
体

と
連

  
携

を
と

る
こ

と
で

、
周

知
・
広

報
の

範
囲

を
広

げ
、

認
知

度
の

向
上

を
図

っ
て

い
く
。

ま
た

、
Ｄ

Ｍ
等

を
活

用
し

て
、

業
種

ご
と

に
「
●

●
資

格
の

  
取

得
が

可
能

」
と

い
っ

た
、

そ
の

業
種

で
必

要
性

の
高

い
資

格
の

例
示

を
示

す
な

ど
し

て
、

利
用

者
が

イ
メ

ー
ジ

し
や

す
い

周
知

・
広

報
に

努
  

め
て

い
く
。

【
中

長
期

】
　

「
地

域
経

済
活

性
化

基
本

計
画

」
に

掲
げ

る
目

標
を

見
据

え
、

適
宜

事
業

を
見

直
し

な
が

ら
区

内
企

業
の

経
営

力
強

化
と

就
業

の
促

進
を

図
っ

て
い

く
。

6
5
才

ま
で

の
雇

用
確

保
義

務
化

、
D

X
化

の
推

進
、

労
働

者
協

同
組

合
の

誕
生

な
ど

、
日

々
働

き
方

が
変

化
し

て
い

く
中

で
国

や
都

の
動

き
を

注
視

し
つ

つ
、

適
宜

受
託

事
業

者
へ

の
ヒ

ア
リ

ン
グ

や
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

を
行

う
こ

と
で

、
区

内
の

中
小

企
業

や
求

職
者

の
実

態
・

ニ
ー

ズ
を

的
確

に
把

握
し

、
施

策
や

事
業

に
反

映
し

て
い

く
。

【【
所所

属属
のの

自自
己己

分分
析析

】】

指指
標標

分分
析析

課課
題題

分分
析析

今今
後後

のの
事事

業業
のの

予予
定定

（（
短短

期期
））
・・
方方

向向
性性

（（
中中

・・
長長

期期
））

012345

H3
1年
度

R2
年
度

R3
年
度

R4
年
度

庁
内
評
価
結
果

区
民
評
価
結
果
※
年
度
は
事
業
実
施
年
度

区 民 評 価 対 象 外

区 民 評 価 中 止

85

Ⅲ　重点プロジェクト事業 事業別評価の反映結果



【【
ロロ
ジジ
ッッ
クク
モモ
デデ
ルル
・・
指指
標標
のの
達達
成成
度度
】】

単単
位位
：：
千千
円円

■■
令令
和和

44
年年
度度
事事
業業
費費
支支
出出
内内
訳訳
（（
上上
位位
３３
事事
業業
））

(1
)

(2
)

(3
)

 

年
度

目
標

目
標

実
績

達
成
率

目
標

目
標

単
位

② ②
活活
動動
指指
標標

達
成
状
況

単
位

③③
成成
果果
指指
標標

単
位

④④
成成
果果
指指
標標

単
位

達
成
状
況

⑤⑤
成成
果果
指指
標標

⑤⑤
最最
終終
成成
果果
（（
理理
想想
））

R
5

年
度

【
事
業
の
概
要
】

（
全
て
男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進
と
女
性
活
動
へ
の
支
援
事
業
）

（
１
）
区
民
お
よ
び
企
業
向
け
に
W
L
B
に
関
す
る
啓
発
講
座
を
実
施
す
る

（
２
）
W
L
B
に
関
す
る
情
報
を
区
H
P
・
S
N
S
等
を
通
じ
て
発
信
す
る

（
３
）
足
立
区
の
W
L
B
認
定
企
業
制
度
の
周
知
啓
発
を
、
架
電
、
ダ
イ
レ

ク
ト
メ
ー
ル
送
付
、
個
別
訪
問
な
ど
を
通
じ
て
実
施
す
る

（
１
）
区
民
や
区
内
在
勤
者
の
W
L
B
に
関
す
る
理
解
が
促
進
さ
れ
る
と
と

も
に
、
区
の
W
L
B
制
度
に
関
心
を
持
つ
区
内
企
業
が
増
え
る

※
「
区
民
の
W
L
B
に
関
す
る
理
解
度
」
に
つ
い
て
は
、
各
種
講
座
に
加

え
て
区
民
ま
つ
り
な
ど
区
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
実
施
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
に
て
測
る

（
１
）
W
L
B
に
取
り
組
む
個
人
や
企
業
が
増
え
る

（
２
）
W
L
B
の
新
規
認
定
企
業
が
増
え
る

※
「
区
民
の
W
L
B
取
組
み
進
捗
度
」
に
つ
い
て
は
、
各
種
講
座
に
加
え

て
区
民
ま
つ
り
な
ど
区
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
実
施
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
に
て
測
る

仕
事
と
仕
事
以
外
の
調
和
が
取

れ
た
生
活
が
実
現
し
て
い
る

R
4

R
5

年
度

R
4

千
円

千
円

千
円

実
施
済

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（
W
L
B
）
推
進

W
L
B
講
座
・
講
演
会
等

Ｗ
Ｌ
Ｂ
推
進
認
定
企
業
労
働
条
件
審
査
委
託
等

2
,3

8
6

2
,1

9
0

7
4
0

委
託
業
者
と
協
議
の
上
、
講
座
内
容
・
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
い
く
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
s関
連
す
る
ゴ
ー
ル
・
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
対
す
る
貢
献
状
況

【
目
標
5
】
タ
ー
ゲ
ッ
ト
5
.1
・
5
.4
・
5
.5
で
は
、
目
標
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
平
等
は
日
本
も
含
め
て
世
界
が
抱
え
る
問
題
の
1
つ
で
あ
る
。
男
女
の
不
平
等
が
是
正
さ
れ
女
性
の
活

躍
が
促
進
さ
れ
れ
ば
、
優
秀
な
人
材
を
確
保
し
な
が
ら
多
様
な
視
点
も
得
る
こ
と
が
で
き
、
女
性
に
よ
る
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
を
促
進
す
る
こ
と
は
経
済
の
成
長
に
も
繋
が
る
。

税
外

収
入

事
業
費
(a
)

人
件
費
(b
)

内
訳

国
庫
負
担
金
・
補
助
金

受
益
者
負
担
金

対対
応応
すす
るる
予予
算算
事事
業業
名名

男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進
と
女
性
活

動
へ
の
支
援
事
業

⑥
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
共
通
の
成
果
（
⑤
最
終
成
果
（
理
想
）
が
伸
び
た
ら
こ
う
な
る
）

区 区
政政
全全
体体
にに
対対
すす
るる
区区
民民
のの
満満
足足
度度
　　

66
77
％％

主
な
内
容

主
な
内
容

主
な
内
容

6
,
0
6
3

3
,
8
7
7

8
,
2
0
4

6
,
0
6
3

事 業 の 概 要

仕
事
と
仕
事
以
外
の
調
和
が
取
れ
た
生
活
が
実
現
し
て
い
る
。

足
立
区
男
女
共
同
参
画
行
動
計
画
に
基
づ
き
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（
W
L
B
）
の
普
及
啓
発
を
進
め
、
仕

事
と
仕
事
以
外
の
生
活
（
子
育
て
等
）
の
両
面
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
た
社
会
の
実
現
を
め
ざ
す
。

実
施
済

2
0
,
7
4
4

1
6
,
5
9
5

総
事
業
費
(a
+
b)

2
4
,
6
2
1

区
民
ニ
ー
ズ
、
社
会
情
勢
の
変
化
な
ど
を
精
査
し
た
う
え

で
、
講
座
の
テ
ー
マ
を
設
定

2
4
,
7
9
9

実
績

-

年
度

R
3

順
調

実
績

1
8
6
4

1
8
7
7

-
実
績

1
9

1
9

-

達
成
率

9
3
%

9
4
%

達
成
率

9
5
%

9
5
%

2
0

-
【
活
動
-
3
】

企
業
へ
の
W
L
B
推

進
認
定
企
業
制
度

の
働
き
か
け
件
数

目
標

2
0
0
0

2
0
0
0

-

順
調

【
直
接
成
果
-
3
】

W
L
B
推
進
認
定
企

業
制
度
の
問
い
合

わ
せ
企
業
数

目
標

2
0

件

達
成

実
績

-
1
1

-
実
績

-
6
4

-
1
2
0

1
2
0

遅
れ
て
い

る

【
中
間
成
果
-
2
】

足
立
区
W
L
B
認
定

企
業
の
新
規
件
数

1
0

-
実
績

1
2

達
成
率

2
4

-

達
成
率

-
9
2
%

1
0

-

達
成
率

-
5
3
%

1
2
0
%

2
4
0
%

4
0

順
調

【
最
終
成
果
】

世
論
調
査
「
仕
事
と

仕
事
以
外
の
生
活

の
調
和
が
取
れ
て
い

る
」
と
回
答
し
た
割
合

-
4
2

-

-

-
実
績

【
中
間
成
果
-
1
】

区
民
の
W
L
B
取
組

み
進
捗
度

【
新
規
】

-
4
0

4
2

4
0

達
成

達
成
率

1
0
5
%

東
京
足
立
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
会
合
に
て
、
W
L
B
推
進
認
定
企
業
制
度
に
つ
い
て
周
知
を
行
っ
た
。

対
象

※
　
そ
の
他
の
場
合
記
入

昨
年
度
の
反
映
結
果
に
対
す
る
取
組
状
況

区
民
と
事
業
者

項
目

取
組
状
況

具
体
的
に

目
的
（
⑤
最
終
成
果
（
理
想
）
）

区
内
企
業
向
け
の
W
L
B
認
定
制
度
の
理
解
促
進

内
容

令令
和和
５５
年年
度度
重重
点点
ププ
ロロ
ジジ
ェェ
クク
トト
事事
業業
評評
価価
調調
書書
（（
令令
和和
４４
年年
度度
事事
業業
実実
施施
分分
））

視
点

再
掲

ひ
と

重
点

目
標

⑫
地
域
経
済
の
活
性
化
を
進

め
る

重
点

項
目

区
内
企
業
の
人
材
確
保

記
入

所
属

ま
ち

地
域
の
ち
か
ら
推
進
部
多
様
性
社
会
推
進
課

男
女
共
同
参
画
推
進
係

事
業
名
№
3
5
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
推
進
事
業
」

協
働 ・

協
創

認
定
企
業
向
け
の
支
援
策
と
し
て
、
契
約
課
（
社
会
貢
献
指
標
で
の
加

点
）
、
生
涯
学
習
支
援
課
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
施
設
使
用
料
減
額
）
、
企

業
経
営
支
援
課
（
融
資
利
用
時
の
信
用
保
証
料
補
助
・
施
設
の
無
料
貸

出
）
と
協
働

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
関

連
す
る

ゴ
ー
ル
・

タ
ー
ゲ
ッ
ト

5
.
1
・
5
.
4
・
5
.
5

①①
投投
入入
資資
源源
（（
イイ
ンン
ププ
ッッ
トト
））

年
度

３
年
度

４
年
度

５
年
度

1
2
0

-
4
2

影
響
要
因

・
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況

（
各
種
講
座
の
中
止
な
ど
）

・
　
区
内
企
業
の
経
営
状
況

・
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況

（
保
育
施
設
の
閉
鎖
な
ど
）

・
　
保
育
、
教
育
施
設
の
整
備
状
況
（
待

機
児
の
状
況
な
ど
）

0
5
5
6

5
3
1

0

R
5

6
年
度

R
3

0
0

②②
活活
動動
（（
アア
ウウ
トト
ププ
ッッ
トト
））
※※
区区
がが
行行
うう
直直
接接
のの
活活
動動

③③
直直
接接
成成
果果
（（
②②
のの
活活
動動
のの
直直
接接
的的
なな
結結
果果
））

④④
中中
間間
成成
果果
（（
③③
のの
成成
果果
がが
伸伸
びび
たた
らら
、、
どど
うう
なな
るる
かか
））

％
％ 件 件

％ 件

達
成
状
況

4
0

影
響
要
因

影
響
要
因

R
3

R
4

1
2
0
%

9
8

-

【
活
動
-
2
】

W
L
B
に
関
す
る
情
報

発
信
回
数

【
新
規
】

目
標

-
1
2

1
2

順
調

【
直
接
成
果
-
2
】

区
S
N
S
の
R
T
・
い
い
ね

数 【
新
規
】

1
0
5
%

9
8
%

達
成
率

【
活
動
-
1
】

W
L
B
啓
発
講
座
の

参
加
人
数

目
標

1
0
0

1
0
0

1
2
0

達
成

達
成
率

実
績

【
直
接
成
果
-
１
】

区
民
の
W
L
B
に
関

す
る
理
解
度

【
新
規
】

人 回

-

目
標

-

外
的
な
要
因

大大
行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素

大大
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Ⅲ　重点プロジェクト事業 事業別評価の反映結果



１
　
啓
発
講
座

（
１
）認
定
企
業
や
区
内
企
業
を
主
な
対
象
と
し
て
、
受
講
し
や
す
い
オ
ン
ラ
イ
ン

　
　
講
座
を
引
き
続
き
実
施
し
て
い
く
。

（
２
）育
児
・
介
護
休
業
法
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
を
理
解
し
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

　
　
ス
が
整
っ
た
働
き
や
す
い
環
境
を
目
指
す
た
め
の
講
座
内
容
と
し
て
い
く
。

２
　
情
報
発
信

（
１
）区
の
Ｈ
Ｐ
か
ら
国
や
都
の
制
度
に
リ
ン
ク
を
貼
る
な
ど
周
知
に
努
め
る
。

（
２
）区
民
や
企
業
に
対
し
、
イ
ベ
ン
ト
・
講
座
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
、
職
場
に
お
け
る

　
　
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・バ
イ
ア
ス
（
無
意
識
の
思
い
込
み
）
の
解
消
に
繋
が
る
周
知

　
　
啓
発
を
進
め
て
い
く
。

３
　
認
定
制
度
の
見
直
し

（
１
）現
行
の
制
度
開
始
か
ら
１
０
年
が
経
過
し
、
関
連
す
る
法
律
や
社
会
状
況
の

　
　
変
化
を
踏
ま
え
た
制
度
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。

（
２
）周
知
方
法
を
含
め
、
多
く
の
企
業
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
、
従
業
員
を
大
切

　
　
に
す
る
企
業
を
応
援
で
き
る
制
度
に
な
る
よ
う
検
討
し
て
い
る
。

４
　
意
見
交
換

（
１
）制
度
見
直
し
の
中
で
「
あ
だ
ち
S
D
G
sパ
ー
ト
ナ
ー
」
を
は
じ
め
、
「健
康
経
営
」

　
　
や
「
企
業
経
営
」
等
に
関
連
す
る
担
当
所
管
と
情
報
共
有
し
連
携
を
図
っ
て
い

　
　
く
。

反反
映映
結結
果果

達達
成成
度度

方方
向向
性性

全全
体体
評評
価価

評評
価価
結結
果果

33
..55

【
目
標
・
成
果
の
達
成
度
へ
の
評
価
】

　
W
L
B
啓
発
講
座
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
集
客
イ
ベ
ン
ト
が
難
し
い
中
、
W
E
B
配
信
な
ど
非
対
面
型
で
の
開
催
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
一
定
の
参
加
人
数
を
確
保
で

き
た
点
を
評
価
す
る
。

　
一
方
、
W
L
B
に
関
す
る
区
か
ら
の
情
報
発
信
の
認
知
度
が
1
割
台
で
あ
る
た
め
、
引
き
続
き
多
く
の
人
に
情
報
が
届
く
よ
う
な
創
意
工
夫
に
期
待
し
た
い
。

　
ま
た
、
認
定
企
業
制
度
に
つ
い
て
、
企
業
に
働
き
か
け
た
件
数
が
1
,8
7
7
件
、
問
い
合
わ
せ
企
業
数
が
1
9
件
と
あ
る
が
、
果
た
し
て
こ
れ
で
「
順
調
」
と
言
え
る
の
か
。
働
き

か
け
の
手
法
が
適
切
で
あ
る
か
、
問
い
合
わ
せ
企
業
数
の
目
標
値
の
設
定
が
適
正
で
あ
る
か
等
、
一
体
的
な
見
直
し
を
検
討
さ
れ
た
い
。

【
今
後
の
事
業
の
予
定
・
方
向
性
へ
の
評
価
】

　
コ
ロ
ナ
禍
で
在
宅
ワ
ー
ク
等
が
定
着
し
た
今
、
従
来
と
は
違
っ
た
W
L
B
の
形
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
機
を
逃
さ
ず
、
認
定
企
業
制
度
の
見
直
し
に
着
手
し
た
点
を
評
価

す
る
。
ま
た
、
少
子
化
の
遠
因
に
は
「
働
き
方
」
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
た
め
、
働
き
手
の
抱
え
る
私
生
活
の
課
題
（
育
児
や
介
護
等
も
含
め
て
）
に
対
し
て
、
企
業
側
が
寄
り
添

う
と
い
う
意
識
変
容
を
促
す
仕
掛
け
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
既
認
定
企
業
向
け
に
定
期
的
な
意
見
交
換
会
を
実
施
す
る
点
に
つ
い
て
は
、
S
D
G
s未
来
都
市
推
進
担
当
課
で
も
令
和
5
年
度
か
ら
「
あ
だ
ち
S
D
G
sパ
ー
ト
ナ
ー
交
流
会
」

を
実
施
す
る
予
定
で
あ
り
、
対
象
企
業
も
一
部
重
複
す
る
こ
と
か
ら
、
実
施
内
容
の
棲
み
分
け
を
し
な
が
ら
、
双
方
の
連
携
を
図
ら
れ
た
い
。

【【
区区
民民
評評
価価
委委
員員
会会
のの
評評
価価
】】
（（
３３
次次
評評
価価
））

全全
体体
評評
価価

反反
映映
結結
果果
のの
評評
価価

目目
標標
・・
成成
果果
のの
達達
成成
度度
へへ
のの
評評
価価

今今
後後
のの
事事
業業
のの
予予
定定
、、
方方
向向
性性
へへ
のの
評評
価価

反反
映映
結結
果果
・・
反反
映映
状状
況況

【【
所所
属属
のの
自自
己己
分分
析析
】】

指指
標標
分分
析析

課課
題題
分分
析析

今今
後後
のの
事事
業業
のの
予予
定定
（（
短短
期期
））
・・
方方
向向
性性
（（
中中
・・
長長
期期
））

【
活
動
-
1
】

W
L
B
啓
発
講
座
で
は
、
開
催
数
9
回
の
う
ち
、
3
回
を
Z
o
o
m
配
信
や
Y
o
u
T
u
be
配
信
で
実
施
し
、
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
も
参
加
人
数
は
R
3
年
度
の
実
績
値
を
上
回
る
こ
と
が
で
き
た
。
Y
o
u
T
u
be
配
信
を
行
っ
た

「
ビ
ジ
ネ
ス
ス
マ
ナ
ー
研
修
」
に
つ
い
て
は
、
Y
o
u
T
u
be
配
信
と
す
る
こ
と
で
、
各
企
業
の
都
合
の
良
い
時

間
に
視
聴
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
好
評
で
あ
っ
た
。
今
後
は
、
講
座
や
イ
ベ
ン
ト
等
で
実
施
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
に
「
区
民
の
W
L
B
に
関
す
る
理
解
度
等
」
を
項
目
に
加
え
て
、
直
接
成
果
と
中
間
成
果
を
測
っ
て

い
く
。

【
活
動
-
2
】

新
た
な
活
動
指
標
と
し
て
、
「
W
L
B
に
関
す
る
情
報
発
信
回
数
」
を
設
定
し
た
。
講
座
参
加
者
以
外
に
も

広
く
W
L
B
に
関
す
る
情
報
を
H
P
や
S
N
S
を
通
じ
て
区
民
に
発
信
し
て
い
く
。
成
果
に
つ
い
て
は
、
区
H
P
ア

ク
セ
ス
数
、
S
N
S
の
リ
ツ
イ
ー
ト
・
い
い
ね
の
数
を
直
接
成
果
と
し
、
情
報
発
信
時
に
添
付
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
に
て
中
間
成
果
を
測
っ
て
い
く
。

【
活
動
-
3
】

企
業
へ
の
W
L
B
推
進
企
業
認
定
制
度
の
働
き
か
け
件
数
は
、
こ
こ
数
年
横
ば
い
の
実
績
値
と
な
っ
て
い

る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
会
合
の
機
会
が
減
り
直
接
の
働
き
か
け
が
減
少
し
た
。
直
接
成
果
と
し
て
は
、
R
3

年
度
と
同
数
の
1
9
件
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、
認
定
件
数
は
R
3
年
度
か
ら
大
幅
に
増
加
し
2
4
件
と
な
っ

た
。

【
直
接
成
果
-
1
】
【
中
間
成
果
-
1
】

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
中
止
な
ど
の
影
響
で
相
応
の
調
査
数
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、

R
3
年
度
に
行
っ
た
「
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
区
民
意
識
調
査
」
の
設
問
か
ら
結
果
を
引
用
し
た
。

〈
課
題
〉
R
3
年
度
に
実
施
し
た
「
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
区
民
意
識
調
査
」
に
お
い
て
、
「
W
L
B
に
つ

い
て
、
区
か
ら
情
報
の
周
知
（
発
信
）
が
さ
れ
て
い
る
と
思
う
か
」
と
い
う
問
に
対
し
、
「
周
知
（
発
信
）
さ

れ
て
い
る
」
と
回
答
し
た
人
は
1
割
台
半
ば
に
と
ど
ま
り
、
「
周
知
（
発
信
）
さ
れ
て
い
な
い
」
と
回
答
し
た

人
は
、
約
8
割
を
占
め
た
。

分
析
1
・
・
・
区
民
の
W
L
B
の
取
組
進
捗
度
は
4
2
％
で
、
目
標
を
達
成
し
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
で
、
多
く
の
企
業
が
W
L
B
に
も
つ
な
が
る
在
宅
ワ
ー
ク
や
時
差
出
勤
を
実
施
す
る
な
ど

社
会
的
な
変
化
が
あ
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

対
応
策
・
・
・
最
終
成
果
で
あ
る
世
論
調
査
に
お
け
る
「
仕
事
と
仕
事
以
外
の
調
和
が
取
れ
て
い
る
」
と

回
答
し
た
割
合
を
4
0
％
に
し
て
い
く
た
め
に
は
、
講
座
参
加
者
や
認
定
企
業
に
限
ら
ず
、
多
く
の
人
が

W
L
B
に
関
す
る
知
識
を
取
得
で
き
る
よ
う
な
、
仕
組
み
づ
く
り
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

分
析
2
・
・
・
W
L
B
推
進
企
業
認
定
制
度
に
つ
い
て
は
、
制
度
運
用
開
始
か
ら
1
0
年
が
経
過
し
た
。
現
在

の
認
定
手
法
（
労
働
条
件
審
査
・
企
業
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
）
の
見
直
し
、
S
D
G
sや
新
し
い
働
き
方
へ

の
対
応
に
即
し
た
制
度
に
変
え
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

対
応
策
・
・
・
関
連
す
る
法
律
や
社
会
状
況
の
変
化
を
踏
ま
え
、
今
後
よ
り
多
く
の
企
業
が
W
L
B
に
関
心

を
高
め
て
い
く
よ
う
な
制
度
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

【
短
期
】

（
１
）
H
P
や
S
N
S
を
通
じ
て
、
W
L
B
に
関
す
る
法
改
正
（
育
児
介
護
休
業
法
の
改
正
な
ど
）
の
情
報
や
、
W
L
B
の
取
組

み
事
例
な
ど
を
発
信
し
て
い
く
。
ま
た
、
民
間
施
設
（
ア
リ
オ
や
駅
）
な
ど
、
機
会
を
捉
え
て
、
広
く
周
知
を
行
え
る
よ
う

検
討
し
て
い
く
。

（
２
）
啓
発
講
座
は
、
参
加
率
の
高
い
Z
o
o
m
配
信
等
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
講
座
を
積
極
的
に
活
用
し
て
い
く
。

（
３
）
W
L
B
推
進
企
業
認
定
制
度
に
つ
い
て
は
、
制
度
の
見
直
し
を
行
う
。
そ
の
た
め
R
5
年
度
は
新
規
認
定
募
集
を

停
止
す
る
。

（
４
）
既
認
定
企
業
に
は
、
定
期
的
に
意
見
交
換
会
を
実
施
し
、
W
L
B
の
取
組
に
関
し
て
の
P
R
や
企
業
の
交
流
促
進

を
実
施
す
る
。

【
中
期
】

（
５
）
R
5
年
度
（
中
期
）
は
、
新
し
い
生
活
様
式
後
の
仕
事
や
家
庭
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
た
こ
と
を
踏
ま

え
て
、
「
評
価
の
視
点
」
「
S
D
G
sと
の
関
連
」
「
企
業
規
模
」
「
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
」
な
ど
様
々
な
角
度
か
ら
認
定
制
度
を

見
直
し
て
い
く
。

（
６
）
新
制
度
は
、
女
性
活
躍
推
進
法
や
育
児
介
護
休
業
法
等
の
法
改
正
等
に
対
応
し
た
制
度
と
す
る
た
め
に
は
、

企
業
の
実
態
把
握
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
今
後
は
国
等
の
類
似
事
業
も
踏
ま
え
、
事
業
内
容
を
検
討
し
て
い

く
。

【【
庁庁
内内
評評
価価
委委
員員
会会
のの
評評
価価
】】
（（
２２
次次
評評
価価
））

【
全
体
評
価
の
経
年
動
向
】

012345

H3
1年
度

R2
年
度

R3
年
度

R4
年
度

庁
内
評
価
結
果

区
民
評
価
結
果
※
年
度
は
事
業
実
施
年
度

区 民 評 価 対 象 外

区 民 評 価 中 止
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Ⅲ　重点プロジェクト事業 事業別評価の反映結果



【【
ロロ

ジジ
ッッ

クク
モモ

デデ
ルル

・・
指指

標標
のの

達達
成成

度度
】】

単単
位位

：：
千千

円円
■■

令令
和和
44
年年

度度
事事

業業
費費

支支
出出

内内
訳訳

（（
上上

位位
３３

事事
業業

））

(1
)

(2
)

(3
)

年
度

目
標

目
標

実
績

達
成

率

目
標

目
標

達
成

率
1
1
3
%

1
1
7
%

達
成

率
1
0
7
%

達
成

実
績

9
0

1
0
5

-
実

績
3
2

3
4

-
実

績

目
標

8
0
0

8
0
0

8
2
0

8
2
5

8
6
6

-

達
成

率
1
0
3
%

1
0
8
%

1
0
3
%

1
2
3
%

達
成

率

【
活

動
-
4
】

公
益

活
動

げ
ん

き
応

援
事

業
助

成
金

に
関

す
る

相
談

件
数

件

目
標

8
0

9
0

9
5

達
成

【
直

接
成

果
-
4
】

公
益

活
動

げ
ん

き
応

援
事

業
助

成
金

採
択

件
数

件

目
標

3
0

3
0

3
2

達
成

1
1
3
%

7
1
%

【
中

間
成

果
-
4
】

公
益

活
動

げ
ん

き
応

援
事

業
助

成
金

採
択

事
業

に
従

事
し

た
人

数

人

や
や

遅
れ

て
い

る
実

績
5
7

5
8

-
実

績
4
3
1

5
1
7

-
達

成

【
中

間
成

果
-
3
】

地
域

活
動

人
材

養
成

講
座

受
講

後
1
年

以
内

に
活

動
を

始
め

る
計

画
の

あ
る

人
の

割
合

％

目
標

8
0

8
0

実
績

6
5

5
7

8
1
%

【
直

接
成

果
-
3
】

地
域

活
動

人
材

養
成

講
座

参
加

者
数

人

目
標

4
2
0

-

4
2
0

4
8
0

1
1
2
%

1
0
8
%

【
活

動
-
3
】

地
域

活
動

人
材

養
成

講
座

開
催

数
回

目
標

3
0

5
0

5
0

達
成

達
成

率
1
0
7
%

7
0
%

達
成

率
1
0
6
%

8
0

達
成

率
1
9
0
%

1
1
6
%

達
成

率

達
成

実
績

6
9
4

4
9
3

-
実

績
3
9
3

3
8
5

-
実

績
順

調

【
中

間
成

果
-
2
】

N
P

O
活

動
支

援
セ

ン
タ

ー
登

録
団

体
数

団 体

1
9
5

2
0
0

2
0
5

2
1
8

2
1
5

-

達
成

率

や
や

遅
れ

て
い

る

【
直

接
成

果
-
2
】

N
P

O
活

動
支

援
セ

ン
タ

ー
相

談
受

付
件

数
件

3
7
0

3
9
0

3
9
0

9
9
%

7
9
%

7
7
%

【
活

動
-
2
】

地
域

に
お

け
る

公
益

活
動

等
に

関
す

る
情

報
を

S
N

S
、

区
の

H
P

な
ど

で
発

信
し

た
回

数

回

目
標

6
5
0

7
0
0

6
5
0

遅
れ

て
い

る

【
最

終
成

果
】

足
立

区
を

良
い

ま
ち

に
す

る
た

め
に

何
か

の
行

動
を

し
た

区
民

の
割

合

実
績

4
7
.5

4
5
.9

-

目
標

4
2

4
9

4
9

-

達
成

率
1
0
0
%

8
9
%

達
成

率
1
0
0
%

8
2
%

達
成

率

％

2
0
.0

実
績

1
2

1
6

-
実

績
4
2

4
0

-
％

6
0
.0

6
0
.0

6
0
.0

や
や

遅
れ

て
い

る

【
中

間
成

果
-
1
】

町
会

・
自

治
会

加
入

世
帯

率

6
年

度

【
活

動
-
1
】

町
会

・
自

治
会

事
業

助
成

の
情

報
発

信
数

回

目
標

1
2

1
8

1
8

や
や

順
調

【
直

接
成

果
-
1
】

町
会

・
自

治
会

事
業

に
対

す
る

助
成

申
請

件
数

件

R
3

R
4

R
5

達
成

状
況

⑤⑤
成成

果果
指指

標標
単

位
R

4
R

5
達

成
状

況
④④

成成
果果

指指
標標

単
位

年
度

R
5

達
成

状
況

③③
成成

果果
指指

標標
単

位
年

度
R

3

【
事

業
の

概
要

】
■

町
会

・
自

治
会

へ
の

ア
プ

ロ
ー

チ
【
活

動
-
1
】

・
　

助
成

事
業

等
の

情
報

を
通

知
や

H
P

、
S
N

S
等

を
活

用
し

て
発

信
・
　

他
団

体
の

活
動

事
例

を
会

議
等

で
情

報
提

供
■

N
P

O
に

関
心

が
な

い
、

ま
た

は
関

心
は

あ
る

が
活

動
し

て
い

な
い

区
民

へ
の

ア
プ

ロ
ー

チ
【
活

動
-
2
,3

】
・
　

地
域

公
益

活
動

の
情

報
を

S
N

S
等

を
活

用
し

て
発

信
・
　

地
域

活
動

を
行

う
人

材
を

養
成

す
る

区
民

向
け

講
座

の
実

施
■

N
P

O
活

動
を

行
っ

て
い

る
区

民
へ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

【
活

動
-
2
,3

,4
】

・
　

N
P

O
活

動
支

援
セ

ン
タ

ー
の

情
報

を
発

信
・
　

N
P

O
団

体
運

営
支

援
講

座
の

実
施

・
　

公
益

活
動

げ
ん

き
応

援
事

業
助

成
金

説
明

会
開

催
等

に
よ

る
制

度
周

知
、

相
談

受
付

■
町

会
・
自

治
会

へ
の

ア
プ

ロ
ー

チ
【
直

接
成

果
-
1
】

・
　

助
成

事
業

の
情

報
が

浸
透

す
る

こ
と

で
、

事
業

の
活

用
が

増
え

る
・
　

活
動

事
例

を
参

考
に

町
会

・
自

治
会

の
事

業
が

増
え

る
■

N
P

O
に

関
心

が
な

い
、

ま
た

は
関

心
は

あ
る

が
活

動
し

て
い

な
い

区
民

へ
の

ア
プ

ロ
ー

チ
【
直

接
成

果
‐
2
,3

】
・
　

公
益

活
動

の
情

報
を

き
っ

か
け

に
、

N
P

O
に

興
味

を
持

っ
た

人
、

活
動

を
始

め
た

い
人

か
ら

の
相

談
が

増
え

る
【
直

接
成

果
‐
2
】

・
　

多
様

な
講

座
の

開
催

に
よ

り
、

講
座

の
参

加
者

が
増

え
る

【
直

接
成

果
‐
3
】

■
N

P
O

活
動

を
行

っ
て

い
る

区
民

へ
の

ア
プ

ロ
ー

チ
【
直

接
成

果
-
2
,3

,4
】

・
　

セ
ン

タ
ー

の
情

報
を

き
っ

か
け

に
、

団
体

運
営

の
相

談
や

運
営

支
援

講
座

の
受

講
者

が
増

え
る

【直
接

成
果

‐
2
,3

】
・
　

助
成

金
を

活
用

し
た

地
域

貢
献

活
動

が
増

え
る

【直
接

成
果

‐
4
】

■
町

会
・
自

治
会

・
区

民
・
N

P
O

の
地

域
活

動
が

活
性

化
す

る
・
　

町
会

・
自

治
会

活
動

が
活

発
に

な
る

こ
と

で
、

町
会

・
自

治
会

の
認

知
度

が
高

ま
り

、
興

味
を

持
つ

人
が

増
え

る
・
　

町
会

・
自

治
会

へ
の

加
入

世
帯

が
増

え
る

・
　

N
P

O
活

動
支

援
セ

ン
タ

ー
登

録
団

体
が

増
え

、
地

域
活

動
が

活
発

化
す

る
・
　

地
域

活
動

人
材

養
成

講
座

の
受

講
者

が
実

際
に

活
動

を
始

め
る

・
　

公
益

活
動

げ
ん

き
応

援
事

業
の

従
事

者
が

増
え

、
地

域
活

動
を

実
践

す
る

担
い

手
が

増
え

る

地
域

活
動

が
活

発
化

し
、

活
力

溢
れ

る
ま

ち
が

実
現

し
て

い
る

②②
活活

動動
指指

標標
単

位
年

度
R

3
R

4

②②
活活

動動
（（
アア

ウウ
トト

ププ
ッッ

トト
））

※※
区区

がが
行行

うう
直直

接接
のの

活活
動動

③③
直直

接接
成成

果果
（（
②②

のの
活活

動動
のの

直直
接接

的的
なな

結結
果果

））
④④

中中
間間

成成
果果

（（
③③

のの
成成

果果
がが

伸伸
びび

たた
らら

、、
どど

うう
なな

るる
かか

））
⑤⑤

最最
終終

成成
果果

（（
理理

想想
））

税
外

収
入

国
庫

負
担

金
・
補

助
金

0
0

0

受
益

者
負

担
金

0
0

0

・
個

人
や

任
意

団
体

な
ど

、
町

会
・
自

治
 会

、
N

P
O

以
外

で
活

動
す

る
地

域
資

源
 の

増
減

内
訳

人
件

費
(b

)
9
1
,
9
8
9

7
7
,
9
7
2

事
業

費
(a

)
1
6
3
,
3
4
8

1
7
5
,
4
3
5

2
0
3
,
6
8
1

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
感

染
状

況
 （

外
出

自
粛

に
よ

る
）

・
公

益
活

動
げ

ん
き

応
援

事
業

助
成

の
 相

談
者

の
状

況
（
経

済
状

況
、

法
人

 格
な

ど
）

・
ラ

イ
フ

ス
タ

イ
ル

の
変

化
や

価
値

観
の

 多
様

化
・
地

域
人

材
養

成
講

座
の

受
講

者
の

状
 況

（
区

外
に

引
っ

越
し

た
な

ど
）

年
度

３
年

度
４

年
度

５
年

度

⑥
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
共

通
の

成
果

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
が

伸
び

た
ら

こ
う

な
る

）

総
事

業
費

(a
+
b)

2
5
5
,
3
3
7

2
5
3
,
4
0
7

2
0
3
,
6
8
1

影
響

要
因

影
響

要
因

影
響

要
因

①①
投投

入入
資資

源源
（（
イイ

ンン
ププ

ッッ
トト

））
主

な
内

容
町

会
・
自

治
会

活
動

支
援

事
務

1
0
8
,1

8
0

千
円

対対
応応

すす
るる

予予
算算

事事
業業

名名
町
会
・
自
治
会
活
動
支
援
事
務
、
町
会
・
自
治
会
会
館
整
備
助

成
事
業
、
NP
O活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業
、
公
益
活
動
げ

ん
き
応
援
事
業
、
協
働
・
協
創
推
進
事
業

主
な

内
容

N
P

O
活

動
支

援
セ

ン
タ

ー
運

営
事

業
4
7
,4

3
2

千
円

区区
政政

全全
体体

にに
対対

すす
るる

区区
民民

のの
満満

足足
度度

　
66
77
％％

主
な

内
容

公
益

活
動

げ
ん

き
応

援
事

業
9
,0

6
3

千
円

項
目

取
組

状
況

具
体

的
に

若
年

世
帯

の
加

入
促

進
の

た
め

子
ど

も
か

ら
大

人
に

対
し

て
の

P
R

活
動

の
引

き
続

き
の

実
施

実
施

済
子

育
て

世
代

を
タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
「
は

じ
め

て
の

足
立

区
町

会
・
自

治
会

」
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
を

小
学

校
1
年

生
に

配
布

し
、

町
会

・
自

治
会

の
P

R
を

行
っ

た
。

事 業 の 概 要

対
象

※
　

そ
の

他
の

場
合

記
入

Ｓ
Ｄ

Ｇ
s関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
対

す
る

貢
献

状
況

そ
の

他
区

民
・
町

会
・
自

治
会

・
Ｎ

Ｐ
Ｏ

等
【
目

標
1
7
】
タ

ー
ゲ

ッ
ト

1
7
.1

7
で

は
効

果
的

な
公

的
、

官
民

、
市

民
社

会
の

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

を
奨

励
・
推

進
す

る
。

町
会

・
自

治
会

、
N

P
O

、
区

と
の

協
働

・
協

創
に

よ
る

地
域

活
動

の
活

性
化

は
、

目
標

達
成

に
資

す
る

。

目
的

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
）

昨
年

度
の

反
映

結
果

に
対

す
る

取
組

状
況

地
域

活
動

が
活

発
化

し
、

活
力

溢
れ

る
ま

ち
が

実
現

し
て

い
る

内
容

町
会

・
自

治
会

の
加

入
率

を
向

上
し

、
Ｎ

Ｐ
Ｏ

の
人

材
育

成
や

N
P

O
団

体
の

運
営

支
援

を
推

進
す

る
こ

と
で

、
区

内
地

域
貢

献
活

動
総

量
の

増
加

を
図

り
、

活
力

溢
れ

る
ま

ち
づ

く
り

を
実

現
す

る
。

「
1
年

以
内

に
活

動
を

始
め

る
計

画
の

あ
る

人
の

割
合

」
の

増
加

実
施

済
区

民
向

け
講

座
に

つ
い

て
、

気
軽

に
参

加
で

き
る

よ
う

な
講

座
メ

ニ
ュ

ー
の

見
直

し
や

、
観

光
イ

ベ
ン

ト
等

へ
の

出
展

に
よ

る
積

極
的

な
周

知
を

図
っ

て
い

る
。

令令
和和

５５
年年

度度
重重

点点
ププ

ロロ
ジジ

ェェ
クク

トト
事事

業業
評評

価価
調調

書書
（（
令令

和和
４４

年年
度度

事事
業業

実実
施施

分分
））

視
点

行
財

政
再

掲
ひ

と
重

点
目

標
⑬

多
様

な
主

体
に

よ
る

協
働

・
協

創
を

進
め

る
重

点
項

目
協

働
・
協

創
に

よ
る

地
域

づ
く
り

の
活

性
化

記
入

所
属

事
業

名
№

3
6
「
町

会
・
自

治
会

、
Ｎ

Ｐ
Ｏ

の
活

性
化

支
援

」
協

働 ・
協

創
地

域
活

動
支

援
と

し
て

全
庁

的
に

協
働

1
7
.
1
7

地
域

の
ち

か
ら

推
進

部
地

域
調

整
課

地
域

調
整

係
政

策
経

営
部

あ
だ

ち
未

来
支

援
室

協
働

・
協

創
推

進
課

協
働

・
協

創
推

進
担

当
Ｓ

Ｄ
Ｇ

ｓ
関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

外
的
な
要
因

大大
行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素

大大

88

Ⅲ　重点プロジェクト事業 事業別評価の反映結果



町町
会会
11
..55

NN
PP
OO
44

町町
会会
11
..55

NN
PP
OO
44

［［
町町
会会
・・
自自
治治
会会
にに
つつ
いい
てて
］］
（（
評評
点点
22
))

町
会
・
自
治
会
の
加
入
世
帯
率
の
減
少
と
い
う
長
年
の
傾
向
に
歯
止
め

が
か
か
ら
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
若
年
世
帯
の
加
入
を
促
す
施
策
は
小

学
生
を
通
じ
た
ﾘ
ｰ
ﾌ
ﾚ
ｯ
ﾄ配
布
の
み
で
、
効
果
も
限
定
的
だ
っ
た
。
昨
年

の
世
論
調
査
で
「
い
ざ
と
い
う
時
の
ﾒ
ﾘ
ｯ
ﾄよ
り
も
、
組
織
へ
の
帰
属
や
付

き
合
い
な
ど
の
煩
わ
し
さ
の
ｲ
ﾒ
ｰ
ｼ
ﾞが
忌
避
さ
れ
て
い
る
傾
向
」
と
分
析

さ
れ
、
「
ま
ず
は
地
域
の
中
で
緩
や
か
な
関
係
づ
く
り
を
始
め
て
い
く
工

夫
も
必
要
」
と
提
言
も
受
け
て
い
た
が
、
特
段
の
対
策
も
な
か
っ
た
。
ﾋ
ｱ

ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ時
も
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
区
民
評
価
委
員
と
認
識
の
ず
れ
が

大
き
く
感
じ
ら
れ
た
。
調
査
結
果
を
正
面
か
ら
受
け
止
め
、
長
期
的
に
加

入
世
帯
率
の
向
上
を
目
指
せ
る
計
画
を
立
て
て
欲
し
い
。
ま
た
、
昨
年

度
挙
げ
て
い
た
中
・
長
期
の
予
定
で
あ
る
自
治
会
活
動
等
の
ﾃ
ﾞｼ
ﾞﾀ
ﾙ
化

の
推
進
等
も
、
ま
だ
道
半
ば
の
印
象
を
受
け
る
。
次
年
度
以
降
は
、
ﾃ
ﾞ

ｼ
ﾞﾀ
ﾙ
機
器
を
使
え
な
い
人
に
合
わ
せ
る
の
で
は
な
く
、
よ
り
積
極
的
に

推
進
を
図
っ
て
ほ
し
い
。

［ ［
NN
PP
OO
にに
つつ
いい
てて
］］
（（
評評
点点
33
..55
))

短
期
活
動
は
昨
年
度
の
反
映
を
踏
ま
え
、
確
実
に
取
り
組
み
を
実
行
さ

れ
て
お
り
評
価
で
き
る
。
ﾒ
ﾃ
ﾞｨ
ｱ
の
注
目
を
受
け
た
N
P
O
活
動
な
ど
の
好

例
も
み
ら
れ
た
。
「
N
P
O
に
関
心
が
な
い
、
又
は
関
心
が
あ
る
が
活
動
し

て
い
な
い
区
民
へ
の
ｱ
ﾌ
ﾟﾛ
ｰ
ﾁ
」
と
「
N
P
O
活
動
を
し
て
い
る
区
民
へ
の
ｱ

ﾌ
ﾟﾛ
ｰ
ﾁ
」
に
分
け
て
施
策
を
実
施
す
る
方
向
性
も
適
切
だ
っ
た
と
思
う
。
し

か
し
、
特
に
よ
り
強
い
働
き
か
け
が
必
要
な
前
者
の
効
果
測
定
の
成
果

指
標
が
「
1
年
以
内
に
活
動
を
始
め
る
計
画
の
あ
る
人
の
割
合
」
と
い
う

の
で
は
、
講
座
参
加
者
等
へ
の
ｱ
ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄの
回
答
数
の
総
量
に
左
右
さ

れ
る
た
め
直
截
的
で
な
い
と
思
わ
れ
る
し
、
N
P
O
活
動
の
現
場
の
実
感

と
も
ず
れ
が
生
じ
て
い
る
。
N
P
O
活
動
支
援
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
へ
の
登
録
数
が
増
え

て
い
る
の
だ
か
ら
、
活
発
に
活
動
す
る
N
P
O
団
体
か
ら
区
民
が
活
動
を

始
め
た
契
機
を
聞
き
取
る
等
し
て
、
指
標
を
練
り
直
す
対
策
を
し
な
け
れ

ば
、
も
と
も
と
参
加
に
意
欲
的
な
区
民
の
層
以
外
は
掘
り
起
こ
す
こ
と
が

で
き
ず
、
団
体
数
や
参
加
者
の
数
が
頭
打
ち
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は

な
い
か
と
懸
念
す
る
。

［ ［
町町
会会
・・
自自
治治
会会
にに
つつ
いい
てて
］］
（（
評評
点点
11
..55
))

令
和
3
年
度
か
ら
令
和
4
年
度
に
か
け
て
、
活
動
指
標
も
成
果
指
標
も
達
成
率

は
下
が
っ
て
お
り
、
実
績
値
も
情
報
発
信
以
外
は
全
て
下
が
っ
て
い
る
。
長

期
的
か
つ
全
国
的
な
背
景
を
持
つ
問
題
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
成
果
指
標
の
非

達
成
の
分
析
も
非
常
に
近
視
眼
的
で
、
対
症
療
法
的
な
対
応
策
で
す
ら
成
果

が
出
て
い
な
い
。
助
成
事
業
を
活
性
化
し
て
、
い
っ
た
ん
ｺ
ﾛ
ﾅ
前
へ
の
回
帰
を

目
指
す
こ
と
自
体
は
理
解
で
き
る
が
、
加
入
率
減
少
は
ｺ
ﾛ
ﾅ
前
か
ら
の
長
期

的
か
つ
全
国
的
傾
向
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
で
歯
止
め
が
か
か
る
と
考
え
て
い

る
の
だ
と
す
れ
ば
、
要
因
分
析
は
不
十
分
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
町
会
・
自

治
会
は
な
ぜ
必
要
な
の
か
と
い
う
本
質
的
問
題
に
向
き
合
う
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。
そ
の
上
で
、
長
期
的
な
指
標
達
成
の
た
め
に
、
丁
町
目
の
枠

組
み
を
取
り
払
っ
た
活
動
や
N
P
O
活
動
と
の
細
や
か
な
連
携
の
実
施
等
も
望

ま
れ
る
。

［ ［
NN
PP
OO
にに
つつ
いい
てて
］］
（（
評評
点点
33
..55
))

経
年
上
昇
傾
向
に
あ
っ
た
N
P
O
活
動
支
援
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
へ
の
相
談
受
付
数
・
登
録

団
体
数
が
減
少
し
た
。
「
登
録
の
期
限
満
了
」
等
に
よ
る
一
時
的
な
減
少
と
分

析
さ
れ
て
い
た
が
、
活
動
意
欲
の
あ
る
区
民
の
数
が
頭
打
ち
に
な
っ
た
の
か

も
し
れ
ず
、
今
後
慎
重
に
見
分
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
地
域
活
動
講

座
参
加
者
数
は
増
え
て
お
り
、
そ
れ
自
体
は
評
価
で
き
る
が
、
一
方
で
成
果

指
標
で
あ
る
「
1
年
以
内
に
活
動
を
始
め
る
人
の
割
合
」
は
減
少
し
て
お
り
、
成

果
に
直
結
し
て
い
な
い
。
「
N
P
O
に
関
心
が
な
い
、
又
は
関
心
が
あ
る
が
活
動

し
て
い
な
い
区
民
」
よ
り
、
む
し
ろ
「
N
P
O
に
限
ら
ず
個
人
的
な
活
動
を
し
て
い

る
区
民
」
や
「
N
P
O
活
動
を
し
て
い
る
区
民
」
に
と
っ
て
有
用
な
講
座
が
多
か
っ

た
こ
と
が
一
因
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、
例
え
ば
、
実
際
に
活
動
を
始

め
た
人
た
ち
か
ら
の
聞
き
取
り
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
区
民
向
け
講
座
の
ﾒ

ﾆ
ｭ
ｰ
の
見
直
し
の
際
に
反
映
す
る
等
し
て
、
ﾀ
ｰ
ｹ
ﾞｯ
ﾄに
よ
り
ﾏ
ｯ
ﾁ
し
た
講
座
を

開
催
す
る
方
策
を
検
討
し
て
欲
し
い
。
難
易
度
の
高
い
区
民
の
活
動
意
欲
の

掘
り
起
こ
し
に
真
摯
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
自
体
は
評
価
で
き
る
。
ｺ
ﾛ
ﾅ
5

類
以
降
に
伴
い
制
約
の
減
っ
た
今
年
度
以
降
は
、
ｲ
ﾍ
ﾞﾝ
ﾄや
広
報
発
信
の
盛

り
上
が
り
を
成
果
に
繋
げ
る
工
夫
を
一
層
凝
ら
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

［ ［
町町
会会
・・
自自
治治
会会
にに
つつ
いい
てて
］］
（（
評評
点点
11
..55
））

町
会
・
自
治
会
加
入
世
帯
率
の
減
少
は
、
長
年
の
明
確
な
傾
向
(H
2
7
年

基
本
計
画
策
定
時
5
4
.8
％
、
R
元
年
4
9
.3
％
）
で
、
助
成
金
、
ﾘ
ｰ
ﾌ
ﾚ
ｯ
ﾄ配

布
、
一
部
の
好
例
の
ｱ
ﾋ
ﾟｰ
ﾙ
位
で
は
、
ｺ
ﾛ
ﾅ
禍
で
一
層
進
ん
だ
町
会
・
自

治
会
の
衰
退
と
区
民
間
の
分
断
の
傾
向
を
覆
す
の
は
難
し
い
と
考
え
る
。

町
会
・
自
治
会
の
役
割
を
絞
っ
て
加
入
者
負
担
を
軽
減
し
、
若
年
世
代
の

感
覚
に
合
う
運
営
方
法
（
L
IN
E
連
絡
の
一
般
化
等
）
を
強
く
要
請
す
る
等
、

大
胆
で
抜
本
的
な
見
直
し
施
策
が
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
他
部
署
か

ら
の
聞
き
取
り
で
も
、
高
齢
者
層
へ
の
L
IN
E
連
絡
網
構
築
は
、
災
害
・
緊

急
時
対
応
の
た
め
に
区
全
体
で
取
組
む
課
題
で
あ
り
、
特
に
高
齢
者
層

に
強
い
ﾈ
ｯ
ﾄﾜ
ｰ
ｸ
を
持
つ
町
会
・
自
治
会
に
対
す
る
強
い
働
き
か
け
が
必

要
で
あ
る
。
自
主
性
を
理
由
に
町
会
・
自
治
会
に
任
せ
き
り
に
せ
ず
、
強
い

ﾘ
ｰ
ﾀ
ﾞｰ
ｼ
ｯ
ﾌ
ﾟを
発
揮
し
て
ほ
し
い
。

［ ［
NN
PP
OO
にに
つつ
いい
てて
］］
((評評
点点
４４
））

N
P
O
ﾌ
ｪｽ
ﾃ
ｨﾊ
ﾞﾙ
の
周
遊
型
開
催
の
よ
う
な
短
期
的
施
策
も
成
果
が
出
て

お
り
、
中
長
期
の
課
題
と
解
決
策
も
、
概
ね
妥
当
で
評
価
で
き
る
。
既
に
述

べ
た
よ
う
に
、
N
P
O
に
参
加
意
欲
の
あ
る
区
民
が
頭
打
ち
に
な
ら
な
い
よ

う
、
魅
力
的
な
ｲ
ﾍ
ﾞﾝ
ﾄの
定
期
開
催
や
広
報
の
発
信
強
化
と
共
に
、
活
発

な
N
P
O
へ
の
聞
き
取
り
等
地
道
な
ｱ
ﾌ
ﾟﾛ
ｰ
ﾁ
を
通
じ
て
、
こ
れ
ら
の
盛
り
上

が
り
を
活
動
意
欲
の
あ
る
人
材
を
掘
り
起
こ
す
成
果
に
繋
げ
る
方
策
を
洗

練
さ
せ
る
こ
と
に
も
ぜ
ひ
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

［ ［
町町
会会
・・
自自
治治
会会
//
NN
PP
OO
共共
通通
］］

両
者
と
も
、
や
や
実
体
に
即
さ
な
い
目
標
設
定
を
し
て
い
た
よ
う
に
見
受
け

ら
れ
た
。
重
点
ﾌ
ﾟﾛ
ｼ
ﾞｪ
ｸ
ﾄと
し
て
単
年
度
毎
に
評
価
す
る
の
で
、
実
体
に
即

し
た
目
標
設
定
と
取
組
み
に
な
る
よ
う
改
善
し
て
欲
し
い
。
な
お
、
地
域
活

動
の
活
性
化
と
い
う
点
で
、
両
者
に
重
な
る
部
分
は
あ
る
も
の
の
、
直
面

す
る
課
題
や
活
動
内
容
は
全
く
異
な
り
、
今
年
度
は
全
項
目
で
委
員
の
評

価
も
大
き
く
割
れ
た
。
各
々
の
活
動
に
評
価
を
反
映
し
、
今
後
の
活
動
に

つ
な
げ
る
た
め
に
は
、
来
年
度
以
降
、
両
者
を
１
つ
の
評
価
事
業
と
し
て

取
り
扱
わ
な
い
方
が
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。

［ ［
町町
会会
・・
自自
治治
会会
にに
つつ
いい
てて
］］

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
５
類
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
地
域
活
動
を
再
開
す
る

町
会
・
自
治
会
も
あ
る
中
、
若
年
世
帯
と
の
接
す
る
機
会
が
見
つ
か
ら
な
い
と
の
ご

意
見
も
町
会
・
自
治
会
か
ら
い
た
だ
い
て
い
る
。
ま
た
、
令
和
５
年
度
足
立
区
政
に
関

す
る
世
論
調
査
（
速
報
）
で
は
、
加
入
し
な
い
理
由
と
し
て
「
加
入
の
方
法
が
わ
か
ら

な
い
」
「
誘
わ
れ
な
い
か
ら
」
等
と
い
う
回
答
も
約
３
割
見
受
け
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
き
っ

か
け
さ
え
あ
れ
ば
加
入
す
る
層
が
存
在
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
、
こ
の
層
の
加

入
促
進
の
た
め
に
情
報
発
信
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
未
加
入
世
帯

が
子
ど
も
を
通
じ
て
町
会
・
自
治
会
活
動
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
緩
や
か
な
関
係
か
ら

町
会
・
自
治
会
が
加
入
勧
奨
に
繋
げ
ら
れ
る
よ
う
に
「
未
加
入
世
帯
も
参
加
で
き
る
子

ど
も
向
け
事
業
助
成
」
を
新
た
に
開
始
し
た
。
同
時
に
、
町
会
・
自
治
会
活
動
の
周
知

や
情
報
発
信
、
加
入
勧
奨
に
つ
い
て
、
役
員
の
高
齢
化
に
よ
る
負
担
の
声
も
あ
る
た

め
、
軽
減
を
目
的
と
し
て
「
町
会
・
自
治
会
活
動
周
知
・
加
入
勧
奨
チ
ラ
シ
作
成
・
ポ
ス

テ
ィ
ン
グ
費
用
助
成
」
に
つ
い
て
も
開
始
し
た
。
新
た
な
助
成
制
度
の
活
用
を
促
し
、

地
域
活
動
の
再
開
を
支
援
し
て
い
く
。

　
さ
ら
に
、
町
会
・
自
治
会
は
紙
媒
体
に
よ
る
回
覧
板
を
用
い
て
情
報
の
周
知
や
共

有
を
行
っ
て
い
る
が
、
デ
ジ
タ
ル
の
活
用
に
よ
り
新
た
な
ツ
ー
ル
と
し
て
選
択
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
、
ま
ず
は
初
期
の
機
器
導
入
の
支
援
を
検
討
し
て
い
く
。
町
会
・

自
治
会
は
多
世
代
が
交
流
を
行
う
団
体
で
あ
り
、
多
岐
に
わ
た
る
活
動
を
通
し
て
地

域
の
活
性
化
を
支
え
て
き
た
団
体
で
、
区
の
最
大
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
た
め
地
域

が
求
め
る
必
要
な
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

［ ［
NN
PP
OO
にに
つつ
いい
てて
］］

①
多
種
多
様
な
N
P
O
・
団
体
活
動
の
中
で
も
、
特
に
子
ど
も
食
堂
団
体
に
関
す
る
相

談
や
問
い
合
わ
せ
が
多
か
っ
た
た
め
、
子
ど
も
食
堂
に
携
わ
る
方
々
と
受
講
者
で
食

堂
メ
ニ
ュ
ー
を
作
る
実
践
型
の
講
座
を
実
施
し
た
。
定
員
を
大
き
く
上
回
る
応
募
が
あ

り
、
受
講
者
満
足
度
も
高
か
っ
た
こ
と
を
受
け
、
急
遽
第
2
回
を
開
催
。

　
第
2
回
で
は
、
第
1
回
の
受
講
者
が
ス
タ
ッ
フ
側
で
参
加
す
る
な
ど
、
仲
間
づ
く
り
と

地
域
活
動
へ
の
移
行
を
実
現
で
き
た
。
今
後
も
様
々
な
ニ
ー
ズ
を
捉
え
な
が
ら
、
活

動
に
つ
な
が
る
講
座
を
実
施
し
て
い
く
。

②
区
民
向
け
講
座
を
受
講
後
、
団
体
を
立
ち
上
げ
た
方
や
活
動
を
始
め
た
方
か
ら
、

地
域
活
動
を
始
め
る
に
至
っ
た
経
緯
や
想
い
を
聞
く
講
座
を
、
今
年
度
末
の
実
施
を

目
指
し
企
画
中
。

③
N
P
O
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
あ
だ
ち
区
民
ま
つ
り
な
ど
で
の
P
R
を
通
じ
て
、
普
段
N
P
O

に
馴
染
み
の
な
い
区
民
が
地
域
活
動
を
知
り
、
触
れ
る
機
会
を
創
出
し
た
。
後
日
、

相
談
に
来
た
区
民
と
団
体
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
つ
な
が
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
今
後
も

様
々
な
機
会
を
活
用
し
、
地
域
人
材
の
発
掘
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

反反
映映
結結
果果

町町
会会
22

NN
PP
OO
33
..55

達達
成成
度度

町町
会会
11
..55

NN
PP
OO
33
..55

方方
向向
性性

【【
区区
民民
評評
価価
委委
員員
会会
のの
評評
価価
】】
（（
３３
次次
評評
価価
））

全全
体体
評評
価価

反反
映映
結結
果果
のの
評評
価価

目目
標標
・・
成成
果果
のの
達達
成成
度度
へへ
のの
評評
価価

今今
後後
のの
事事
業業
のの
予予
定定
、、
方方
向向
性性
へへ
のの
評評
価価

反反
映映
結結
果果
・・
反反
映映
状状
況況

■
町
会
・
自
治
会
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

【
活
動
‐
1
】
町
会
・
自
治
会
に
各
種
助
成
金
事
業
等
の
情
報
発
信
が
行
え
る
よ
う
に
毎
月
の
所
長
連
絡
会
を
通
じ
て
区
民

事
務
所
へ
情
報
提
供
を
行
い
、
地
区
町
自
連
会
議
で
情
報
の
周
知
を
図
っ
た
。
ま
た
、
各
町
会
・
自
治
会
に
助
成
金
の

案
内
を
直
接
送
付
す
る
情
報
提
供
も
行
っ
た
。

【
直
接
成
果
‐
1
】
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
影
響
も
あ
り
、
町
会
・
自
治
会
行
事
が
制
限
さ
れ
る
状
態
で
あ
っ
た
が
、
募
集
期
間

の
延
長
を
行
い
、
助
成
金
申
請
件
数
を
2
件
減
に
留
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
令
和
4
年
度
限
定
で
行
わ
れ
た
東
京

都
の
防
災
普
及
啓
発
事
業
助
成
に
は
情
報
提
供
に
よ
り
9
7
件
の
申
請
が
行
わ
れ
た
。

■
N
P
O
活
動
を
知
ら
な
い
、
ま
た
は
関
心
は
あ
る
が
活
動
し
て
い
な
い
区
民
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

【
活
動
-
2
,3
】

　
S
N
S
等
の
発
信
件
数
は
目
標
に
届
か
な
か
っ
た
（
活
2
）
が
、
区
民
向
け
講
座
（
皆
援
隊
講
座
）
の
「
外
国
に
ル
ー
ツ
を

持
つ
子
ど
も
た
ち
の
支
援
」
は
N
H
K
の
取
材
を
受
け
る
な
ど
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
地
域
活
動
の
必
要
性
を
広
く
区
内
外

に
P
R
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
他
に
も
、
皆
援
隊
講
座
チ
ラ
シ
や
情
報
誌
「
A
-
P
ar
tn
e
rs
」
を
新
た
に
区
内
外
2
7
駅
に
配
架

拡
充
を
行
っ
た
ほ
か
、
さ
ら
に
初
の
試
み
と
し
て
N
P
O
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
梅
田
地
域
4
ヵ
所
周
遊
型
で
実
施
し
、
2
日
間
で

約
6
,3
0
0
人
を
集
客
す
る
な
ど
、
積
極
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
っ
た
こ
と
で
地
域
活
動
及
び
N
P
O
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
周

知
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

■
N
P
O
活
動
を
行
っ
て
い
る
区
民
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
　
【
活
動
‐
3
,4
】
【
直
接
成
果
‐
2
,3
,4
】

　
H
P
・
チ
ラ
シ
作
成
・
S
N
S
活
用
講
座
等
、
情
報
発
信
力
を
高
め
る
講
座
を
複
数
回
開
催
し
団
体
支
援
を
行
っ
た
こ
と
で
、

回
数
と
参
加
人
数
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
た
（
活
3
、
直
3
）
。
げ
ん
き
応
援
事
業
助
成
に
つ
い
て
は
、
令
和
4
年
度
か
ら
「
課

題
解
決
コ
ー
ス
」
と
「
協
働
・
協
創
推
進
コ
ー
ス
」
を
追
加
し
た
こ
と
も
あ
り
、
相
談
件
数
及
び
助
成
金
の
採
択
件
数
を
伸
ば

す
こ
と
が
で
き
た
（
活
4
、
直
4
）
。

　
こ
れ
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
結
果
、
登
録
団
体
数
を
維
持
し
つ
つ
新
規
登
録
団
体
は
2
8
件
と
な
っ
た
ほ
か
、
げ
ん
き
応
援

事
業
採
択
事
業
へ
の
従
事
人
数
の
増
加
す
る
な
ど
、
区
内
N
P
O
活
動
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
【
中
間

成
果
2
～
4
】

■
町
会
・
自
治
会
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
活
動
制
限
に
加
え
、
住
民
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
や
価
値
観
の
多
様
化
に
よ
り
町
会
・

自
治
会
活
動
へ
の
関
心
が
低
下
し
て
い
る
。

　
対
応
策
…
町
会
・
自
治
会
の
活
動
再
開
が
関
心
を
高
め
る
第
一
歩
と
な
る
。
そ
の
た
め
に
活
動
再
開
を
支
援
す

る
各
種
助
成
金
事
業
等
の
情
報
提
供
や
無
関
心
層
に
向
け
区
H
P
、
広
報
、
S
N
S
に
よ
る
情
報
発
信
等
を
継
続
し

町
会
・
自
治
会
の
活
動
を
支
援
し
て
い
く
。

■
N
P
O
活
動
を
知
ら
な
い
、
ま
た
は
関
心
は
あ
る
が
活
動
し
て
い
な
い
区
民
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

１
　
講
座
の
回
数
、
参
加
者
は
増
え
て
い
る
が
、
1
年
以
内
に
活
動
を
始
め
る
計
画
の
あ
る
人
の
割
合
増
加
に
つ

な
が
っ
て
い
な
い
。

　
対
応
策
…
講
座
後
に
行
動
に
つ
な
が
る
よ
う
な
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
体
制
の
強
化
が
必
要
で
あ
る
。

２
　
地
域
活
動
人
材
の
新
規
発
掘
が
課
題
で
あ
る
。

　
対
応
策
…
区
や
N
P
O
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
S
N
S
を
活
用
し
て
N
P
O
情
報
を
広
く
発
信
す
る
ほ
か
、
観
光
イ
ベ

ン
ト
に
出
展
す
る
な
ど
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
に
よ
る
呼
び
か
け
を
行
い
、
地
域
活
動
参
加
へ
の
意
欲
を
高
め
る
取
組

み
を
行
う
。

■
N
P
O
活
動
を
行
っ
て
い
る
区
民
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

１
　
団
体
数
は
近
年
増
加
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
定
員
に
満
た
な
い
団
体
運
営
支
援
講
座
が
多
い
。

　
対
応
策
…
団
体
の
抱
え
る
課
題
を
的
確
に
捉
え
、
関
心
が
高
く
よ
り
実
践
的
な
メ
ニ
ュ
ー
の
実
施
、
検
討
。

２
　
N
P
O
活
動
を
財
政
面
で
支
援
す
る
た
め
、
助
成
金
の
活
用
促
進
が
課
題
で
あ
る
。

　
対
応
策
…
新
規
2
コ
ー
ス
を
新
設
し
た
が
、
申
請
は
2
コ
ー
ス
合
わ
せ
て
5
件
で
あ
っ
た
。
新
規
2
コ
ー
ス
は
区
の

抱
え
る
課
題
に
直
結
す
る
取
り
組
み
で
あ
り
、
さ
ら
に
申
請
を
増
や
し
活
用
を
促
す
た
め
、
コ
ロ
ナ
が
5
類
に
な
り
活

動
が
よ
り
活
発
に
な
る
機
を
捉
え
て
、
対
象
団
体
の
拡
大
や
こ
こ
数
年
開
催
で
き
て
い
な
い
成
果
報
告
会
等
で
の

周
知
を
図
る
。

【
短
期
】

■
町
会
・
自
治
会
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

・
町
会
・
自
治
会
に
区
民
事
務
所
を
通
じ
た
情
報
提
供
を
継
続
す
る
と
共
に
、
行
事
を
把
握
し
各
種
助
成
金
が
活
動
再
開
の
後

押
し
と
な
る
よ
う
に
支
援
を
行
う
。
ま
た
、
子
育
て
世
代
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
「
は
じ
め
て
の
足
立
区
町
会
・
自
治
会
」
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の

配
布
等
で
町
会
・
自
治
会
の
ア
ピ
ー
ル
を
行
う
。

■
N
P
O
活
動
を
知
ら
な
い
、
ま
た
は
関
心
は
あ
る
が
活
動
し
て
い
な
い
区
民
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

・
大
学
の
授
業
や
ゼ
ミ
を
通
じ
た
体
験
支
援
や
地
域
活
動
に
興
味
あ
る
学
生
と
団
体
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
る
。

・
区
民
向
け
講
座
の
メ
ニ
ュ
ー
の
見
直
し
や
S
N
S
周
知
に
よ
り
参
加
者
を
増
や
し
て
い
く
。

・
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
、
昨
年
に
引
き
続
き
梅
田
地
域
４
ヵ
所
周
遊
型
で
開
催
す
る
こ
と
で
、
認
知
度
の
向
上
及
び
地
域

活
動
人
材
を
発
掘
す
る
。

■
N
P
O
活
動
を
し
て
い
る
区
民
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

・
「
公
益
活
動
げ
ん
き
応
援
事
業
助
成
金
」
に
お
け
る
前
年
度
の
成
果
報
告
会
を
交
流
会
形
式
で
開
催
す
る
と
と
も
に
、
申
請
の

事
前
相
談
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
活
用
を
促
進
す
る
。
ま
た
、
令
和
5
年
度
よ
り
区
外
法
人
に
も
助
成
対
象
を
拡
大
す
る
。

・
団
体
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
「
団
体
運
営
支
援
講
座
」
を
実
施
す
る
。

・
日
々
の
支
援
業
務
や
大
学
連
携
、
観
光
イ
ベ
ン
ト
等
を
通
じ
て
団
体
、
区
民
、
企
業
、
大
学
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う
。

【
中
・
長
期
】

町
会
・
自
治
会
が
お
互
い
の
活
動
事
例
を
共
有
し
て
い
く
こ
と
で
、
活
発
な
活
動
が
行
え
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

地
域
活
動
の
総
量
の
増
加
、
地
域
活
動
人
材
の
育
成
を
通
し
て
、
地
域
課
題
の
解
決
を
図
っ
て
い
く
。

梅
田
八
丁
目
施
設
へ
の
施
設
移
転
に
向
け
て
、
N
P
O
・
区
民
・
地
域
団
体
・
企
業
・
大
学
等
と
の
連
携
を
強
化
し
、
協
働
・
協
創
の

拠
点
と
な
る
よ
う
N
P
O
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
拡
充
を
検
討
し
て
い
く
。

【【
庁庁
内内
評評
価価
委委
員員
会会
のの
評評
価価
】】
（（
２２
次次
評評
価価
））

【
全
体
評
価
の
経
年
動
向
】

全全
体体
評評
価価

評評
価価
結結
果果

33
..55

【
目
標
・
成
果
の
達
成
度
へ
の
評
価
】

　
【
活
動
-
1
】
【
直
接
成
果
-
1
】
【
中
間
成
果
-
1
】
町
会
・
自
治
会
事
業
に
対
す
る
助
成
申
請
件
数
が
目
標
値
に
届
か
な
か
っ
た
こ
と
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
行
動
制
限
等
の
影
響
も
あ
っ
た
た
め
、
や
む
を

得
な
い
も
の
と
考
え
る
。
し
か
し
、
令
和
4
年
度
限
定
で
東
京
都
が
実
施
し
た
防
災
普
及
啓
発
事
業
助
成
に
は
コ
ロ
ナ
禍
で
も
多
く
の
申
請
が
あ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
町
会
・
自
治
会
に
と
っ
て
使
い
や
す

い
助
成
メ
ニ
ュ
ー
の
用
意
や
周
知
方
法
等
の
工
夫
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
町
会
・
自
治
会
活
動
の
活
性
化
や
加
入
世
帯
率
の
維
持
・
向
上
に
つ
な
げ
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　
【
活
動
-
3
】
【
直
接
成
果
-
3
】
【
中
間
成
果
-
3
】
地
域
活
動
人
材
養
成
講
座
の
開
催
数
・
参
加
者
数
は
目
標
値
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
が
、
受
講
後
1
年
以
内
に
活
動
を
始
め
る
計
画
を
持
つ
に
至
る
方

の
割
合
が
目
標
に
届
い
て
い
な
い
た
め
、
受
講
者
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
講
座
内
容
の
見
直
し
や
、
小
さ
な
こ
と
で
も
よ
い
の
で
活
動
を
始
め
る
き
っ
か
け
を
与
え
ら
れ
る
仕
組
み
づ
く
り
等
を
検
討
さ
れ

た
い
。

【
今
後
の
事
業
の
予
定
、
方
向
性
へ
の
評
価
】

　
町
会
・
自
治
会
加
入
世
帯
率
の
減
少
傾
向
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
。
中
に
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
活
動
が
停
止
し
た
状
況
で
会
の
存
在
意
義
が
見
出
せ
ず
、
解
散
を
考
え
て
い
る
町
会
・
自
治
会
も
少

な
か
ら
ず
あ
る
と
聞
く
。
そ
の
た
め
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
5
類
に
な
っ
た
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃
す
こ
と
な
く
、
助
成
事
業
や
他
団
体
の
好
事
例
等
に
つ
い
て
情
報
提
供
し
な
が
ら
、
活
動
再
開

を
後
押
し
す
る
支
援
を
行
っ
て
い
く
と
い
う
方
向
性
は
妥
当
で
あ
る
。
一
方
、
世
論
調
査
に
よ
れ
ば
、
町
会
・
自
治
会
に
加
入
し
な
い
最
も
大
き
な
理
由
は
「
加
入
す
る
必
要
性
を
感
じ
な
い
」
と
い
う
こ
と
で

あ
る
た
め
、
「
は
じ
め
て
の
足
立
区
町
会
・
自
治
会
」
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
も
活
用
し
な
が
ら
、
非
加
入
世
帯
に
向
け
て
、
町
会
・
自
治
会
の
役
割
や
存
在
意
義
等
を
伝
え
る
た
め
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
も
取
り
組

ん
で
も
ら
い
た
い
。

　
N
P
O
に
つ
い
て
は
、
令
和
4
年
度
に
初
め
て
周
遊
型
と
し
て
開
催
し
た
N
P
O
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
好
評
で
、
親
子
連
れ
で
の
参
加
が
目
立
つ
等
、
新
た
な
地
域
活
動
人
材
の
発
掘
に
資
す
る
イ
ベ
ン
ト
で

あ
る
と
評
価
で
き
る
た
め
、
引
き
続
き
N
P
O
活
動
に
関
心
が
な
い
層
を
さ
ら
に
巻
き
込
ん
で
い
け
る
よ
う
な
仕
掛
け
や
趣
向
を
凝
ら
し
な
が
ら
事
業
を
展
開
し
て
ほ
し
い
。

【【
所所
属属
のの
自自
己己
分分
析析
】】

指指
標標
分分
析析

課課
題題
分分
析析

今今
後後
のの
事事
業業
のの
予予
定定
（（
短短
期期
））
・・
方方
向向
性性
（（
中中
・・
長長
期期
））

012345

H3
1年
度

R2
年
度

R3
年
度

R4
年
度

庁
内
評
価
結
果

区
民
評
価
結
果 ※
年
度
は
事
業
実
施
年
度

区 民 評 価 中 止

町 会

N P O

89

Ⅲ　重点プロジェクト事業 事業別評価の反映結果



【【
ロロ

ジジ
ッッ

クク
モモ

デデ
ルル

・・
指指

標標
のの

達達
成成

度度
】】

単単
位位

：：
千千

円円
■■

令令
和和

44
年年

度度
事事

業業
費費

支支
出出

内内
訳訳

（（
上上

位位
３３

事事
業業

））

(1
)

(2
)

(3
)

 

年
度

目
標

目
標

実
績

達
成

率

目
標

目
標

目
標

―
3
5
0

3
8
0

達
成

実
績

3
3

-
実

績
5
0
0

3
5
2

-

達
成

率
―

1
0
0
%

達
成

率
―

1
0
1
%

【
活

動
-
5
】

職
員

研
修

の
実

施
件

数
回

目
標

―
3

3

達
成

【
直

接
成

果
-
5
】

職
員

研
修

受
講

人
数

人

【
中

間
成

果
-
4
】

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
意

識
の

必
要

性
を

理
解

し
た

受
講

職
員

の
割

合
％

―
6
0

1
0
0

達
成

実
績

―
1
0
0

-

達
成

率
―

1
6
7
%

目
標

【
中

間
成

果
-
3
】

地
域

人
材

養
成

講
座

受
講

後
１

年
以

内
に

活
動

を
始

め
る

計
画

の
あ

る
人

の
割

合

％

8
0

8
0

8
0

や
や

遅
れ

て
い

る
実

績
6
5

5
7

-

達
成

率
8
1
%

7
1
%

目
標

単
位

② ②
活活

動動
指指

標標
達

成
状

況
単

位
③③

成成
果果

指指
標標

単
位

④④
成成

果果
指指

標標
単

位
達

成
状

況
⑤⑤

成成
果果

指指
標標

⑤⑤
最最

終終
成成

果果
（（
理理

想想
））

R
5

年
度

【
事

業
の

概
要

】
・
S
N

S
や

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

、
あ

だ
ち

広
報

な
ど

に
よ

り
協

創
に

関
す

る
情

報
を

発
信

す
る

【
活

動
-
１

】
・
多

様
な

主
体

と
の

事
業

連
携

を
促

進
す

る
【
活

動
-
2
】
＊

N
P

O
活

動
支

援
 セ

ン
タ

ー
で

の
各

種
相

談
件

数
、

及
び

区
と

協
定

を
締

結
し

て
い

る
団

体
 等

と
の

協
議

数
・
協

創
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
を

開
催

す
る

【
活

動
-
3
】

・
地

域
活

動
（
協

働
・
協

創
）
を

担
う

人
材

を
養

成
す

る
【
活

動
-
4
】

・
職

員
研

修
を

実
施

す
る

【
活

動
-
5
】
＊

協
創

に
つ

い
て

講
義

し
た

職
層

研
 修

の
回

数
（
協

働
・
協

創
推

進
事

業
）

・
区

民
の

協
創

の
認

知
度

が
高

ま
る

【
活

動
②

-
1
】

 ＊
世

論
調

査
で

「
『
協

  
創

』
の

仕
組

み
」
を

「
知

っ
て

い
る

」
「
聞

い
た

こ
と

  
  
は

あ
る

」
と

回
答

し
た

区
民

の
割

合
・
新

た
に

つ
な

が
り

を
持

つ
企

業
や

N
P

O
の

数
が

増
え

る
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  
  
【
活

動
②

-
2
、

②
-
3
】

・
協

創
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
参

加
団

体
（
参

加
者

）
数

が
増

え
る

  
  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  
  
【
活

動
②

-
2
、

②
-
3
】

・
地

域
人

材
養

成
講

座
の

参
加

者
が

増
え

る
【
活

動
②

-
4
】

・
職

員
研

修
の

受
講

者
数

が
増

え
る

【
活

動
②

-
5
】

 ＊
協

創
に

つ
い

て
講

義
し

た
職

層
研

修
の

受
講

者
数

・
協

創
の

取
組

み
を

実
践

す
る

区
民

が
増

え
る

＊
世

論
調

査
で

「
『
協

創
』

  
の

仕
組

み
」
を

理
解

し
、

か
つ

『
協

働
・
協

創
』
に

よ
る

取
組

み
を

実
践

し
  

て
い

る
」
と

回
答

し
た

区
民

の
割

合
・
事

業
連

携
や

協
創

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

に
よ

っ
て

実
現

す
る

事
業

の
数

が
  

増
え

る
・
地

域
人

材
養

成
講

座
受

講
者

に
よ

る
地

域
活

動
の

取
組

み
が

増
え

る
・
協

創
の

実
践

に
必

要
な

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
意

識
を

持
つ

職
員

が
増

え
  

る
  

＊
協

創
に

つ
い

て
講

義
す

る
職

層
研

修
時

の
ア

ン
ケ

ー
ト

で
、

コ
ー

デ
ィ

  
  
 ネ

ー
ト

意
識

の
必

要
性

を
理

解
し

た
受

講
職

員
の

割
合

（
令

和
４

年
  

  
 度

よ
り

実
施

）

協
創

に
よ

る
地

域
課

題
の

解
決

や
新

た
な

魅
力

の
創

出
の

実
現

R
4

R
5

年
度

R
4

千
円

千
円

千
円

3
1
2

実
施

済

・
協

創
の

活
動

事
例

や
N

P
O

団
体

を
紹

介
す

る
情

報
紙

を
発

行
す

る
と

と
も

に
、

N
P

O
登

録
団

体
が

制
作

し
た

チ
ラ

シ
や

活
動

情
報

冊
　

子
を

区
内

施
設

や
鉄

道
各

駅
に

設
置

す
る

な
ど

、
周

知
・
P

R
面

で
の

団
体

活
動

の
支

援
を

行
っ

た
。

・
３

年
ぶ

り
に

「
N

P
O

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
」
を

対
面

開
催

し
、

新
た

な
企

画
と

し
て

梅
田

地
域

４
ヶ

所
回

遊
型

で
２

日
間

実
施

。
7
0
団

体
が

参
　

加
し

、
6
,3

0
0
人

の
来

場
者

に
N

P
O

の
体

験
や

周
知

を
図

っ
た

。

Ｓ
Ｄ

Ｇ
s関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
対

す
る

貢
献

状
況

【
目

標
1
7
】
タ

ー
ゲ

ッ
ト

1
7
.1

7
で

は
効

果
的

な
公

的
、

官
民

、
市

民
社

会
の

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

を
奨

励
・
推

進
す

る
。

区
民

、
企

業
、

N
P

O
団

体
等

と
連

携
し

協
創

を
推

進
す

る
こ

と
は

、
様

々
な

主
体

と
の

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

に
よ

る
区

政
運

営
に

つ
な

が
り

、
目

標
達

成
に

資
す

る
。

税
外

収
入

事
業

費
(a

)

人
件

費
(b

)
内

訳

国
庫

負
担

金
・
補

助
金

受
益

者
負

担
金

対 対
応応

すす
るる

予予
算算

事事
業業

名名
協

働
・
協

創
推

進
事

業

⑥
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
共

通
の

成
果

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
が

伸
び

た
ら

こ
う

な
る

）

区区
政政

全全
体体

にに
対対

すす
るる

区区
民民

のの
満満

足足
度度

　　
66
77
％％

主
な

内
容

主
な

内
容

主
な

内
容

5
5
,
1
0
7

1
7
5

3
1
2

5
5
,
1
0
7

事 業 の 概 要

協
創

に
よ

る
地

域
課

題
の

解
決

や
新

た
な

魅
力

の
創

出
の

実
現

協
働

・
協

創
推

進
事

業

多
様

な
主

体
を

つ
な

い
で

い
く
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

を
し

て
い

く
と

と
も

に
、

区
も

多
様

な
主

体
の

一
員

と
し

て
、

地
域

課
題

の
解

決
と

新
た

な
魅

力
を

創
出

し
て

い
く
。

【
活

動
-
4
】

地
域

人
材

養
成

講
座

開
催

回
数

4
2
0

4
8
0

達
成

実
績

5
7

5
8

-
-

達
成

率
1
9
0
%

1
1
6
%

達
成

率
1
0
3
%

8
,
7
5
2

8
,
2
9
7

総
事

業
費

(a
+
b)

8
,
9
2
7

協
創

の
認

知
度

や
参

加
意

欲
の

向
上

8
,
6
0
9

1
2
3
%

実
績

4
3
1

5
1
7

目
標

3
0

5
0

5
0

達
成

【
直

接
成

果
-
4
】

地
域

人
材

養
成

講
座

参
加

者
数

目
標

4
2
0

実
績

2
0

年
度

R
3

遅
れ

て
い

る
実

績
6

5
-

実
績

3
6

4
4

-

達
成

率
―

6
3
%

達
成

率
4
5
%

5
5
%

8
0

8
0

【
活

動
-
3
】

区
が

関
わ

っ
て

い
る

協
創

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

の
開

催
回

数

目
標

―
8

8

遅
れ

て
い

る

【
直

接
成

果
-
3
】

協
創

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

参
加

団
体

数

目
標

8
0

回

達
成

実
績

4
6
2

4
8
9

-
実

績
4
9

5
4

―
5
0

5
0

達
成

【
中

間
成

果
-
2
】

企
業

、
N

P
O

団
体

、
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
参

加
者

等
と

連
携

し
て

行
っ

た
事

業
数

―

-
実

績
8

達
成

率

1
1

-

達
成

率
―

1
0
2
%

1
0

1
2

達
成

率
―

1
0
8
%

―
1
1
0
%

3
5

遅
れ

て
い

る

【
最

終
成

果
】

協
働

や
協

創
に

よ
り

事
業

が
進

ん
で

い
る

と
感

じ
る

区
民

割
合

5
4

-

3
3
%

-
実

績

【
中

間
成

果
-
1
】

【
中

間
成

果
-
1
】

協
創

の
取

組
み

を
実

践
し

て
い

る
区

民
割

合

1
5

1
5

1
5

3
5

順
調

達
成

率
2
7
%

検
討

中

・
こ

れ
ま

で
様

々
な

連
携

を
行

っ
て

き
た

第
一

生
命

保
険

及
び

日
本

郵
便

と
３

年
ぶ

り
に

包
括

連
携

協
定

を
締

結
し

、
今

後
も

協
働

・
協

　
創

推
進

の
た

め
新

た
な

連
携

事
項

を
検

討
し

て
い

る
。

・
コ

カ
・
コ

ー
ラ

ボ
ト

ラ
ー

ズ
ジ

ャ
パ

ン
と

フ
ァ

ミ
リ

ー
マ

ー
ト

に
よ

る
区

立
小

学
校

で
の

S
D

G
s推

進
協

業
の

授
業

を
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

し
、

新
  

た
な

協
創

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

の
創

出
に

取
り

組
ん

だ
。

対
象

※
　

そ
の

他
の

場
合

記
入

昨
年

度
の

反
映

結
果

に
対

す
る

取
組

状
況

そ
の

他
区

民
、

事
業

者
、

職
員

項
目

取
組

状
況

具
体

的
に

目
的

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
）

新
た

な
協

創
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
の

芽
の

創
出

内
容

令令
和和

５５
年年

度度
重重

点点
ププ

ロロ
ジジ

ェェ
クク

トト
事事

業業
評評

価価
調調

書書
（（
令令

和和
４４

年年
度度

事事
業業

実実
施施

分分
））

視
点

再
掲

ひ
と

重
点

目
標

⑬
多

様
な

主
体

に
よ

る
協

働
・

協
創

を
進

め
る

重
点

項
目

協
働

・
協

創
に

よ
る

地
域

づ
く
り

の
活

性
化

記
入

所
属

行
財

政
政

策
経

営
部

あ
だ

ち
未

来
支

援
室

協
働

・
協

創
推

進
課

協
働

・
協

創
推

進
担

当

事
業

名
№

3
7
「
協

創
推

進
体

制
の

構
築

」
協

働 ・
協

創
協

創
の

推
進

の
た

め
全

庁
的

に
協

働

Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

1
7
.
1
7

①①
投投

入入
資資

源源
（（
イイ

ンン
ププ

ッッ
トト

））

年
度

３
年

度
４

年
度

５
年

度

3
6

-
2
9

影
響

要
因

・
企

業
、

N
P

O
団

体
等

が
区

と
連

携
す

る
  
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

・
協

創
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
参

加
の

イ
ン

セ
  
ン

テ
ィ

ブ
・
講

座
等

開
催

時
の

天
候

・
各

所
管

課
の

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
力

の
力

  
量

差

・
コ

ロ
ナ

禍
に

よ
る

活
動

制
限

や
中

止
  
な

ど
、

世
論

調
査

の
結

果
に

大
き

な
  
影

響
を

及
ぼ

す
よ

う
な

社
会

情
勢

0
0

0

0

R
5

6
年

度
R

3

0
0

②②
活活

動動
（（
アア

ウウ
トト

ププ
ッッ

トト
））

※※
区区

がが
行行

うう
直直

接接
のの

活活
動動

③③
直直

接接
成成

果果
（（
②②

のの
活活

動動
のの

直直
接接

的的
なな

結結
果果

））
④④

中中
間間

成成
果果

（（
③③

のの
成成

果果
がが

伸伸
びび

たた
らら

、、
どど

うう
なな

るる
かか

））

回

％
％

団
体

団
体 人

％

事
業

達
成

状
況

3
0

影
響

要
因

影
響

要
因

R
3

R
4

6
0
%

5
6

-

【
活

動
-
2
】

企
業

・
N

P
O

等
と

事
業

連
携

等
の

相
談

や
協

議
を

行
っ

た
回

数

目
標

―
4
8
0

4
8
0

達
成

【
直

接
成

果
-
2
】

事
業

連
携

の
協

議
に

参
加

し
た

企
業

、
N

P
O

団
体

等
の

数

9
7
%

1
1
2
%

達
成

率

【
活

動
-
1
】

協
創

に
関

す
る

情
報

発
信

数

目
標

5
0

6
0

6
0

遅
れ

て
い

る

達
成

率

実
績

【
直

接
成

果
-
１

】
「
協

創
」
の

仕
組

み
を

理
解

し
て

い
る

区
民

割
合

回 回

1
0
0
%

目
標

2
0

外
的
な
要
因

大大
行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素

大大

90

Ⅲ　重点プロジェクト事業 事業別評価の反映結果
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新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
を

受
け

つ
つ

も
、

N
P

O
登

録
団

体
が

制
作

し
た

チ
ラ

シ
や

情
報

冊
子

の
設

置
場

所
を

増
や

す
な

ど
、

協
創

の
活

動
事

例
を

区
民

や
関

係
者

に
向

け
て

周
知

・
広

報
す

る
機

会
に

つ
い

て
創

意
工

夫
し

て
取

り
組

ん
で

い
る

。
広

報
誌

等
の

内
容

に
つ

い
て

も
区

民
目

線
で

わ
か

り
や

す
い

も
の

で
あ

っ
た

。
　

ま
た

、
包

括
連

携
協

定
の

締
結

等
に

よ
る

協
働

・
協

創
の

推
進

に
つ

い
て

も
、

１
つ

１
つ

の
協

創
に

つ
い

て
具

体
的

な
連

携
を

吟
味

し
な

が
ら

所
管

課
が

率
先

し
て

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
を

行
っ

て
い

る
点

が
高

く
評

価
で

き
る

。
　

事
業

数
や

開
催

数
等

の
数

値
で

事
業

の
進

捗
を

示
し

に
く
い

一
面

が
あ

る
中

で
、

区
民

評
価

の
結

果
を

受
け

と
め

て
、

協
創

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

の
事

例
や

協
創

の
活

動
事

例
な

ど
、

具
体

的
な

事
例

を
ベ

ー
ス

に
し

て
庁

内
の

職
員

教
育

に
も

力
を

入
れ

な
が

ら
、

事
業

を
よ

り
良

く
し

て
い

こ
う

と
い

う
姿

勢
が

感
じ

ら
れ

た
。

　
協

創
の

仕
組

み
を

理
解

し
て

い
る

区
民

は
増

加
し

て
い

る
が

、
実

践
し

て
取

り
組

む
区

民
は

あ
ま

り
増

加
し

て
お

ら
ず

、
意

識
の

向
上

と
共

に
行

動
変

容
を

起
こ

す
た

め
の

ア
プ

ロ
ー

チ
を

ど
の

よ
う

に
取

り
組

む
か

が
今

後
の

課
題

に
な

っ
て

い
る

。
　

し
か

し
な

が
ら

、
所

管
課

で
は

区
内

に
お

い
て

「
協

創
」
の

活
動

が
地

域
で

取
り

組
ま

れ
て

い
る

実
態

も
把

握
し

て
い

る
様

子
で

あ
っ

た
。

そ
の

状
況

を
区

民
目

線
で

考
え

る
と

、
実

際
に

は
地

域
で

の
様

々
な

活
動

が
「
協

創
」
で

あ
る

こ
と

を
区

民
が

理
解

で
き

て
い

な
い

可
能

性
が

あ
る

。
　

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
等

に
お

い
て

「
協

創
」
の

活
動

事
例

等
の

記
載

を
追

加
す

る
な

ど
、

区
民

が
日

頃
の

活
動

が
「
協

創
」
の

活
動

で
あ

る
こ

と
を

理
解

で
き

る
よ

う
な

配
慮

を
検

討
し

、
よ

り
正

確
な

実
態

を
把

握
す

る
こ

と
を

期
待

し
た

い
。

　
な

お
、

中
間

成
果

３
お

よ
び

４
の

参
加

者
お

よ
び

受
講

者
に

対
し

て
具

体
的

に
「
協

創
」
の

行
動

が
で

き
て

い
る

か
を

後
追

い
す

る
必

要
が

あ
る

。
さ

ら
に

、
４

に
つ

い
て

は
受

講
者

の
所

属
す

る
管

理
責

任
者

に
対

し
て

、
受

講
者

が
具

体
的

に
行

動
で

き
て

い
る

か
ど

う
か

の
報

告
を

求
め

て
も

良
い

の
で

は
な

い
か

。

　
所

管
課

も
注

意
を

払
っ

て
い

る
よ

う
に

「
協

創
」
が

言
葉

遊
び

に
な

ら
な

い
よ

う
に

取
り

組
ん

で
い

く
こ

と
が

大
事

で
あ

る
。

区
民

の
立

場
か

ら
し

て
も

、
抽

象
的

な
言

葉
で

語
ら

れ
る

よ
り

も
、

「
具

体
例

の
見

せ
る

化
」
を

今
後

も
積

極
的

に
推

し
進

め
て

も
ら

っ
た

方
が

実
感

を
も

ち
や

す
い

。
特

に
、

紙
媒

体
で

の
情

報
誌

の
設

置
場

所
を

コ
ン

ビ
ニ

や
商

業
施

設
な

ど
に

拡
大

し
て

ほ
し

い
。

　
そ

の
た

め
に

は
所

管
課

以
外

に
も

「
協

創
」
に

取
り

組
む

仲
間

が
必

要
に

な
る

と
考

え
ら

れ
る

。
職

員
研

修
等

を
通

じ
て

仲
間

を
増

や
し

、
足

立
区

が
ワ

ン
チ

ー
ム

で
「
協

創
」
に

取
り

組
め

る
よ

う
な

動
き

を
地

道
に

積
み

重
ね

て
ほ

し
い

。
　

ま
た

、
協

創
の

活
動

に
対

し
て

所
管

課
が

直
接

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
を

し
て

支
援

を
し

て
い

く
側

面
と

、
協

創
の

場
や

機
会

の
創

出
を

通
じ

て
所

管
課

が
間

接
的

に
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

し
て

支
援

を
し

て
い

く
側

面
、

い
ず

れ
の

側
面

に
も

対
応

し
て

い
る

実
態

が
あ

る
と

考
え

ら
れ

る
。

　
所

管
課

が
ど

の
よ

う
な

「協
創

」
に

関
す

る
相

談
を

受
け

付
け

て
、

対
応

を
行

っ
て

い
る

の
か

な
ど

、
対

応
実

績
を

把
握

し
て

示
す

こ
と

で
事

業
に

取
り

組
む

コ
ン

セ
プ

ト
が

明
確

に
な

る
の

で
は

な
い

か
と

考
え

ら
れ

る
た

め
、

日
々

の
対

応
実

績
の

可
視

化
も

検
討

し
て

い
た

だ
き

た
い

。

■
協

創
の

具
体

例
の

見
せ

る
化

と
配

架
場

所
の

拡
大

　
 区

民
が

協
創

を
イ

メ
ー

ジ
し

や
す

い
よ

う
に

、
情

報
発

信
の

内
容

を
協

創
の

理
念

説
明

か
ら

区
民

等
の

活
動

事
例

の
紹

介
に

シ
フ

ト
し

て
い

る
。

ま
た

、
商

業
施

設
や

病
院

な
ど

に
協

力
い

た
だ

き
（
協

創
）
、

区
民

の
生

活
圏

で
の

配
架

を
拡

大
し

た
（
R

４
：
5
9
ヵ

所
→

R
５

：
6
8
ヵ

所
）
。

■
庁

内
の

協
創

の
推

進
と

対
応

実
績

の
可

視
化

　
 職

員
閲

覧
用

の
掲

示
板

で
の

事
例

紹
介

や
プ

レ
ス

リ
リ

ー
ス

に
よ

る
情

報
発

信
を

行
う

こ
と

で
対

応
実

績
を

可
視

化
し

、
庁

内
各

課
の

事
業

で
協

創
を

意
識

し
、

実
践

で
き

る
組

織
作

り
を

行
っ

て
い

る
。

■
区

民
の

協
創

活
動

の
実

体
把

握
　

 足
立

区
世

論
調

査
に

は
、

指
標

数
値

を
測

る
際

に
利

用
し

て
い

る
「
協

創
の

取
組

み
実

践
」
を

聞
く
設

問
以

外
に

も
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

や
防

犯
活

動
な

ど
、

協
創

と
呼

べ
る

活
動

へ
の

問
い

が
複

数
あ

る
。

協
創

推
進

の
よ

り
正

確
な

実
態

把
握

が
で

き
る

よ
う

、
区

民
目

線
に

立
っ

た
事

例
の

記
載

と
設

問
の

整
理

を
検

討
す

る
。

■
講

座
受

講
者

の
協

創
実

践
の

後
追

い
　

 受
講

者
（
中

間
成

果
３

）
の

後
追

い
に

は
個

人
情

報
の

長
期

保
有

と
い

っ
た

課
題

も
あ

る
が

、
地

域
活

動
へ

の
意

欲
が

実
践

に
つ

な
が

る
よ

う
、

区
民

向
け

講
座

を
受

講
後

に
団

体
を

立
ち

上
げ

た
方

や
活

動
を

始
め

た
方

か
ら

、
経

緯
や

想
い

を
聞

く
講

座
を

今
年

度
末

の
実

施
を

目
指

し
企

画
中

。
■

子
ど

も
が

主
体

の
新

た
な

取
組

み
　

 東
京

2
0
2
0
大

会
の

パ
ラ

ス
ポ

ー
ツ

選
手

が
在

籍
す

る
企

業
と

の
新

た
な

協
創

に
よ

り
、

特
別

支
援

学
校

と
近

隣
小

学
校

の
児

童
が

参
加

す
る

パ
ラ

ス
ポ

ー
ツ

体
験

会
を

1
2
月

に
開

催
。

子
ど

も
た

ち
が

主
体

の
共

生
社

会
の

促
進

を
図

る
取

組
み

の
継

続
実

施
を

目
指

し
て

い
る

。

反反
映映

結結
果果

44
達達

成成
度度 44

方方
向向

性性 44

全全
体体

評評
価価

評評
価価

結結
果果

33
..55

【
目

標
・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
】

・
企

業
・
Ｎ

Ｐ
Ｏ

と
の

協
創

：
［
活

動
-
2
］
［
直

接
成

果
-
2
］
[中

間
成

果
-
2
]多

様
な

主
体

と
の

事
業

連
携

の
促

進
を

ね
ら

い
と

し
、

企
業

や
N

P
O

等
を

対
象

に
相

談
・
協

議
の

機
会

を
十

分
に

提
供

し
た

。
こ

れ
に

よ
り

、
企

業
・
Ｎ

Ｐ
Ｏ

の
参

加
数

が
目

標
値

を
上

回
り

、
こ

れ
ら

が
、

包
括

連
携

協
定

締
結

や
企

業
の

協
業

に
よ

る
区

立
小

学
校

で
の

S
D

G
s推

進
授

業
等

、
新

た
な

取
組

み
に

つ
な

が
っ

て
い

っ
た

こ
と

は
、

今
後

の
協

創
の

さ
ら

な
る

発
展

を
期

待
さ

せ
る

も
の

で
あ

り
、

評
価

し
た

い
。

・
区

民
へ

の
啓

発
：
［
活

動
-
1
］
［
直

接
成

果
-
1
］
［
中

間
成

果
-
2
］
一

方
で

、
区

民
に

協
創

を
知

っ
て

も
ら

う
取

り
組

み
に

つ
い

て
は

、
今

後
も

工
夫

を
求

め
た

い
。

［
直

接
-
1
］

「
協

創
の

仕
組

み
を

理
解

し
て

い
る

区
民

の
割

合
」
は

、
2
0
%
か

ら
2
9
%
に

伸
び

て
い

る
が

、
“
理

解
”
ま

で
至

っ
て

い
る

か
は

疑
問

で
あ

る
。

地
域

で
行

動
す

る
人

が
増

え
る

先
に

、
協

創
と

い
う

概
念

へ
の

理
解

が
深

ま
っ

て
い

く
の

で
は

な
い

か
。

成
果

が
出

る
ま

で
時

間
が

か
か

る
事

業
だ

が
、

今
後

も
様

々
な

ツ
ー

ル
を

活
用

し
、

息
の

長
い

啓
発

活
動

を
行

っ
て

欲
し

い
。

【
今

後
の

事
業

予
定

、
方

向
性

へ
の

評
価

】
　

コ
ロ

ナ
禍

に
よ

り
様

々
な

制
約

を
受

け
な

が
ら

も
、

新
た

な
取

組
み

を
模

索
し

、
地

域
に

緩
や

か
な

つ
な

が
り

を
生

み
出

そ
う

と
す

る
姿

勢
を

評
価

す
る

。
区

の
呼

び
か

け
に

よ
る

「
協

働
」
の

取
組

み
は

進
ん

で
い

る
一

方
で

、
区

民
の

自
発

的
な

行
動

を
促

進
す

る
「
協

創
」
の

浸
透

に
つ

い
て

は
、

こ
れ

か
ら

も
そ

の
方

法
を

検
討

す
る

余
地

が
あ

る
。

主
体

同
士

が
う

ま
く
結

び
つ

い
て

い
け

ば
区

が
抱

え
る

課
題

の
解

決
に

も
つ

な
が

っ
て

い
く
た

め
、

今
後

も
橋

渡
し

役
を

担
っ

て
い

た
だ

き
た

い
。

そ
の

た
め

に
も

、
実

際
に

現
場

に
出

て
対

話
を

重
ね

、
協

創
パ

ー
ト

ナ
ー

と
の

関
係

づ
く
り

に
努

め
て

も
ら

い
た

い
。

　
ま

た
、

近
年

子
ど

も
の

主
体

性
を

育
む

環
境

づ
く
り

が
求

め
ら

れ
て

い
る

。
子

ど
も

食
堂

や
フ

ー
ド

パ
ン

ト
リ

ー
な

ど
、

子
ど

も
た

ち
の

生
活

を
支

え
る

取
組

み
の

み
な

ら
ず

、
子

ど
も

が
主

体
と

な
り

、
自

ら
考

え
、

意
見

を
表

明
し

、
活

動
で

き
る

よ
う

な
ア

プ
ロ

ー
チ

も
取

り
入

れ
、

地
域

の
企

業
や

団
体

と
新

た
な

活
動

を
始

動
さ

せ
て

ほ
し

い
。

【【
区区

民民
評評

価価
委委

員員
会会

のの
評評

価価
】】
（（
３３

次次
評評

価価
））

全全
体体

評評
価価

反反
映映

結結
果果

のの
評評

価価
目目

標標
・・
成成

果果
のの

達達
成成

度度
へへ

のの
評評

価価
今今

後後
のの

事事
業業

のの
予予

定定
、、

方方
向向

性性
へへ

のの
評評

価価
反反

映映
結結

果果
・・
反反

映映
状状

況況

【【
所所

属属
のの

自自
己己

分分
析析

】】

指指
標標

分分
析析

課課
題題

分分
析析

今今
後後

のの
事事

業業
のの

予予
定定

（（
短短

期期
））
・・
方方

向向
性性

（（
中中

・・
長長

期期
））

■
【
活

動
-
1
】
【
直

接
成

果
-
1
】
【
中

間
成

果
-
1
】
【
中

間
成

果
-
2
】
【
中

間
成

果
-
3
】

　
目

標
に

は
届

か
な

か
っ

た
が

、
従

来
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

、
S

N
S

、
紙

媒
体

に
加

え
、

新
た

に
w

e
bプ

レ
ス

リ
リ

ー
ス

サ
イ

ト
を

活
用

し
た

こ
と

に
よ

り
（
活

1
）
、

協
創

の
理

解
向

上
と

区
外

に
向

け
た

魅
力

発
信

に
繋

げ
た

が
（
直

1
）
、

実
践

し
て

い
る

区
民

割
合

の
向

上
に

は
繋

が
ら

な
か

っ
た

。
コ

ロ
ナ

禍
に

よ
る

様
々

な
制

約
も

要
因

と
し

て
考

え
ら

れ
る

（
中

1
）
。

一
方

で
、

３
年

ぶ
り

に
２

社
と

包
括

連
携

協
定

を
締

結
し

（
第

一
生

命
保

険
と

日
本

郵
便

）
、

区
事

業
へ

の
協

力
や

周
知

P
R

、
区

内
全

郵
便

ポ
ス

ト
へ

の
防

災
情

報
等

二
次

元
コ

ー
ド

付
シ

ー
ル

の
貼

付
な

ど
、

新
た

な
取

り
組

み
を

実
施

で
き

た
（
中

2
）
。

■
【
活

動
-
2
】
【
活

動
-
3
】
【
直

接
成

果
-
2
】
【
直

接
成

果
-
3
】
【
中

間
成

果
-
2
】

　
N

P
O

活
動

支
援

セ
ン

タ
ー

で
の

各
種

相
談

件
数

4
1
7
件

、
区

と
協

定
を

締
結

し
て

い
る

団
体

等
と

の
協

議
数

7
2
件

で
あ

っ
た

（
活

2
）
。

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

で
は

（
活

3
）
、

活
動

分
野

の
異

な
る

団
体

を
交

え
た

交
流

会
を

開
催

し
、

横
の

繋
が

り
を

創
る

こ
と

が
で

き
た

（
直

3
）
。

ま
た

、
企

業
と

の
連

携
機

会
の

創
出

を
図

り
、

コ
カ

・
コ

ー
ラ

ボ
ト

ラ
ー

ズ
ジ

ャ
パ

ン
と

フ
ァ

ミ
リ

ー
マ

ー
ト

に
よ

る
区

立
小

学
校

で
の

S
D

G
s推

進
協

業
の

授
業

を
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

す
る

な
ど

、
新

た
な

取
り

組
み

を
支

援
し

た
（中

2
）
。

■
【
活

動
-
4
】
【
直

接
成

果
-
4
】
【
中

間
成

果
-
3
】

  
様

々
な

年
代

の
地

域
参

画
を

促
す

た
め

、
新

規
企

画
と

し
て

親
子

参
加

型
の

講
座

な
ど

を
実

施
し

た
ほ

か
、

団
体

活
動

活
性

化
の

課
題

で
あ

る
情

報
発

信
力

向
上

を
図

る
た

め
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

・
チ

ラ
シ

作
成

、
S

N
S

活
用

講
座

な
ど

を
複

数
回

開
催

し
、

開
催

回
数

と
参

加
者

の
増

加
に

繋
げ

た
（
活

4
、

直
4
）
。

■
【
活

動
-
5
】
【
直

接
成

果
-
5
】
【
中

間
成

果
-
4
】

　
職

員
の

協
創

に
関

す
る

理
解

促
進

の
た

め
、

新
任

、
主

任
・
係

長
昇

任
の

研
修

に
お

け
る

講
義

を
通

じ
て

、
多

様
な

主
体

を
繋

い
で

い
く
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

意
識

の
必

要
性

を
高

め
る

こ
と

が
で

き
た

。

　
協

創
を

理
解

し
て

い
る

区
民

割
合

は
高

ま
っ

て
い

る
一

方
で

、
協

創
の

取
組

み
を

実
践

し
て

い
る

割
合

は
ほ

ぼ
横

這
い

と
な

っ
て

い
る

。
協

創
の

更
な

る
推

進
に

あ
た

っ
て

は
、

ア
フ

タ
ー

コ
ロ

ナ
の

機
会

を
捉

え
て

、
職

員
一

人
ひ

と
り

が
、

多
様

な
主

体
を

繋
ぐ

き
っ

か
け

づ
く
り

や
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

を
し

て
い

く
ス

キ
ル

や
行

動
力

を
高

め
る

と
と

と
も

に
、

区
民

、
企

業
・
N

P
O

団
体

な
ど

の
自

主
的

な
参

画
意

欲
を

高
め

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

■
庁

外
に

お
け

る
取

組
み

　
 地

域
活

動
人

材
養

成
講

座
の

実
施

内
容

を
見

直
し

、
区

民
の

関
心

が
高

い
分

野
の

講
座

開
催

と
と

も
に

、
「
プ

ロ
ボ

ノ
」
「
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ビ

ジ
ネ

ス
」と

い
っ

た
活

動
実

践
者

を
増

や
す

た
め

の
講

座
を

実
施

し
て

い
く
。

ま
た

、
既

に
存

在
・
活

動
し

て
い

る
協

創
に

よ
る

活
動

事
例

を
顕

在
化

し
、

紹
介

し
て

い
く
こ

と
で

、
ま

ち
へ

の
関

心
を

持
っ

て
も

ら
い

、
関

わ
り

手
を

増
や

す
き

っ
か

け
を

作
る

取
り

組
み

も
必

要
で

あ
る

。
■

庁
内

に
お

け
る

取
組

み
 　

各
所

管
課

が
行

っ
て

い
る

協
創

の
取

組
み

や
、

各
所

管
課

等
が

保
有

す
る

企
業

や
団

体
の

情
報

を
集

め
て

事
例

を
紹

介
し

て
い

く
と

と
も

に
、

職
員

の
育

成
を

進
め

る
こ

と
で

、
多

様
な

主
体

を
結

び
つ

け
、

協
創

に
よ

る
活

動
の

活
性

化
に

繋
げ

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

（
短

期
）

■
庁

外
に

お
け

る
取

組
み

　
 ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
や

Ｓ
Ｎ

Ｓ
な

ど
多

様
な

媒
体

を
活

用
し

、
協

創
の

活
動

事
例

を
通

じ
て

協
創

の
理

念
や

仕
組

み
を

分
か

り
や

す
く
区

民
に

伝
え

る
こ

と
で

協
創

の
理

解
促

進
を

図
り

、
区

民
や

企
業

な
ど

が
ゆ

る
や

か
に

繋
が

り
、

そ
れ

ぞ
れ

が
で

き
る

こ
と

を
実

践
す

る
こ

と
で

、
協

創
に

よ
る

地
域

課
題

の
解

決
を

図
る

。
ま

た
、

協
創

に
よ

る
新

た
な

魅
力

の
創

出
と

し
て

、
企

業
と

の
協

創
に

よ
る

ふ
る

さ
と

納
税

返
礼

品
の

充
実

を
図

り
、

区
外

に
向

け
た

情
報

発
信

に
も

取
り

組
ん

で
い

く
。

■
庁

内
に

お
け

る
取

組
み

　
 各

所
管

課
の

職
員

一
人

ひ
と

り
が

自
立

し
て

協
創

の
理

念
を

基
に

業
務

を
遂

行
で

き
る

よ
う

、
職

層
研

修
に

よ
り

職
員

の
協

創
の

理
解

を
深

め
る

と
と

も
に

、
掲

示
板

で
各

所
管

課
等

の
協

創
の

取
組

み
事

例
を

発
信

し
、

協
創

の
理

解
促

進
を

図
る

。

（
中

・
長

期
）

■
庁

外
に

お
け

る
取

組
み

　
 地

域
活

動
人

材
の

発
掘

・
サ

ポ
ー

ト
を

継
続

し
て

行
う

こ
と

で
、

地
域

の
課

題
解

決
や

新
た

な
魅

力
の

創
出

を
実

現
す

る
。

■
庁

内
に

お
け

る
取

組
み

  
 職

員
一

人
ひ

と
り

が
、

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
力

、
渉

外
交

渉
力

を
身

に
つ

け
、

協
創

の
理

念
を

基
に

業
務

を
遂

行
で

き
る

よ
う

研
修

や
実

践
を

通
じ

て
育

成
を

進
め

る
。

【【
庁庁

内内
評評

価価
委委

員員
会会

のの
評評

価価
】】
（（
２２

次次
評評

価価
））

【
全

体
評

価
の

経
年

動
向

】

012345

H3
1年
度

R2
年
度

R3
年
度

R4
年
度

庁
内
評
価
結
果

区
民
評
価
結
果
※
年
度
は
事
業
実
施
年
度

区 民 評 価 中 止

91

Ⅲ　重点プロジェクト事業 事業別評価の反映結果



【【
ロロ
ジジ
ッッ
クク
モモ
デデ
ルル
・・
指指
標標
のの
達達
成成
度度
】】

単単
位位
：：
千千
円円

■■
令令
和和

44
年年
度度
事事
業業
費費
支支
出出
内内
訳訳
（（
上上
位位
３３
事事
業業
））

(1
)

(2
)

(3
)

 

年
度

目
標

目
標

実
績

達
成
率

目
標

目
標

目
標

8
5
%

-
2
0

達
成
率

実
績

-
-

-

達
成
率

-
-

4
5
,0

0
0

順
調

【
中
間
成
果
-
2
】

大
学
連
携
事
業
を

知
っ
て
い
る
区
民
の

割
合

-

-
実
績

-

達
成
率

-

②②
活活
動動
（（
アア
ウウ
トト
ププ
ッッ
トト
））
※※
区区
がが
行行
うう
直直
接接
のの
活活
動動

％
事 業 人

点 ％

達
成
状
況

1
8
0

影
響
要
因

影
響
要
因

R
3

R
4

2
0

順
調

【
最
終
成
果
】

大
学
を
身
近
に
感

じ
る
と
思
う
区
民

の
割
合

4
.5

4
.6

-
-

①①
投投
入入
資資
源源
（（
イイ
ンン
ププ
ッッ
トト
））

年
度

３
年
度

４
年
度

５
年
度

4
-

1
5
3

影
響
要
因

・
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る
講
座
等
の
開
催

方
法

・
講
座
等
の
実
施
時
期
や
場
所

・
天
候
、
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
や
出
来
栄
え
、

参
加
者
の
属
性

・
世
論
調
査
の
結
果
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
す
よ
う
な
社
会
情
勢

0
0

0

0

R
5

6
年
度

R
3

0
0

大
学
連
携
事
業
の
見
せ
る
化

内
容

④④
中中
間間
成成
果果
（（
③③
のの
成成
果果
がが
伸伸
びび
たた
らら
、、
どど
うう
なな
るる
かか
））

令令
和和
５５
年年
度度
重重
点点
ププ
ロロ
ジジ
ェェ
クク
トト
事事
業業
評評
価価
調調
書書
（（
令令
和和
４４
年年
度度
事事
業業
実実
施施
分分
））

視
点

再
掲

重
点

目
標

⑬
多
様
な
主
体
に
よ
る
協
働
・

協
創
を
進
め
る

重
点

項
目

大
学
連
携
の
推
進

記
入

所
属

行
財
政

政
策
経
営
部
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課
大
学
連
携
担
当

事
業
名
№
3
8
「
大
学
連
携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
事
業
」

協
働 ・

協
創

青
少
年
課
、
地
域
文
化
課
、
就
学
前
教
育
推
進
課
の
事
業
サ
ポ
ー
ト
の

ほ
か
、
大
学
と
区
を
つ
な
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
全
庁
的
に
協
働
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
関

連
す
る

ゴ
ー
ル
・

タ
ー
ゲ
ッ
ト

4
.
3
　
4
.
7

1
7
.
1
7

4
5
,0

0
0

9
0
%

-
実
績

【
中
間
成
果
-
1
】

参
加
者
満
足
度

5
.0

5
.0

5
.0

1
8
0

や
や
順
調

達
成
率

9
2
%

単
位

⑤⑤
最最
終終
成成
果果
（（
理理
想想
））

実
施
済

事
業
全
体
の
認
知
度
を
高
め
る
た
め
、
庁
内
の
大
学
連
携
関
連
所
管
及
び
各
大
学
で
行
う
講
座
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
と
り
ま
と
め
て
、
月

1
回
程
度
、
S
N
S
、
H
P
で
発
信
し
た

昨
年
度
の
反
映
結
果
に
対
す
る
取
組
状
況

項
目

取
組
状
況

具
体
的
に

-

達
成
率

-
6
7
%

1
5
0

1
5
0

1
0
0
%

1
1
3
%

9
2
%

-
-

7
3
%

【
中
間
成
果
-
3
】

大
学
連
携
事
業
に

参
加
し
た
い
と
答
え

た
区
民
の
割
合

％

-
-

1
5

達
成

達
成
率

1
3
1

【
活
動
-
3
】

大
学
Ｐ
Ｒ
・
連
携
事

業
の
情
報
発
信

目
標

-
5
0

5
0

達
成

【
直
接
成
果
-
3
】

リ
レ
ー
企
画
参
加
者

数

目
標

1
5
0

回
人

【
活
動
-
2
】

関
係
課
連
絡
会
の

実
施
回
数

目
標

-
3

2

や
や
順
調

【
直
接
成
果
-
2
】

六
大
学
連
携
事
業

全
体
の
参
加
者
数

1
0
0
%

達
成
率

【
活
動
-
1
】

六
大
学
学
長
会
議
・

実
務
者
会
議
開
催

数

回

目
標

目
標

4
4

4

実
績

【
直
接
成
果
-
１
】

六
大
学
連
携
事
業

数
回

4
実
績

実
績

1
2

R
3

達
成

実
績

-
5
0

-
実
績

2
9
5

1
7
3

-

達
成
率

-
1
0
0
%

達
成
率

1
9
7
%

1
1
5
%

1
8
0

-
実
績

5
0
,7
7
1

4
1
,3
9
7

4
5
,0

0
0

1
7
,
5
0
4

1
6
,
5
9
4

総
事
業
費
(a
+
b)

2
1
,
5
6
9

大
学
生
地
域
活
動
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
充
実

2
0
,
7
2
3

授
業
科
目
と
な
っ
て
い
る
未
来
大
の
他
、
文
教
大
と
新
た
に
帝
科
大
の
学
生
が
企
業
見
学
に
参
加
し
た

Ｓ
Ｄ
Ｇ
s関
連
す
る
ゴ
ー
ル
・
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
対
す
る
貢
献
状
況

【
目
標
4
】
ﾀ
ｰ
ｹ
ﾞｯ
ﾄ4
.3
で
は
、
質
の
高
い
大
学
の
技
術
や
知
識
を
学
べ
る
機
会
を
区
民
に
提
供
す
る
。
大
学
の
特
色
を
活
か
し
た
学
び
の
場
を
つ
く
る
こ
と
は
目
標
達
成
に
資
す
る
。

ﾀ
ｰ
ｹ
ﾞｯ
ﾄ4
.7
で
は
、
区
民
が
持
続
可
能
な
開
発
を
促
進
す
る
た
め
に
必
要
な
知
識
及
び
技
能
を
習
得
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
が
必
要
な
知
識
を
大
学
か
ら

学
べ
る
機
会
を
創
出
す
る
こ
と
は
目
標
達
成
に
資
す
る
。

【
目
標
1
7
】
ﾀ
ｰ
ｹ
ﾞｯ
ﾄ1
7
.1
7
で
は
、
効
果
的
な
公
的
、
官
民
、
市
民
社
会
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
奨
励
・
推
進
す
る
。
区
民
・
大
学
・
地
域
・
区
が
交
流
を
深
め
る
こ
と
は
目
標
達
成
に
資
す
る
。

事 業 の 概 要
区
と
大
学
、
区
民
と
大
学
の
交
流
が
深
ま
る
こ
と
で
大
学
を
身
近
に
感
じ
る
区
民
が
増
え
る

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
切
れ
目
な
く
、
各
大
学
の
特
色
を
生
か
し
た
知
識
や
技
術
を
提
供
で
き
る
よ

う
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
及
び
支
援
を
行
っ
て
い
く

4
6
0

実
施
済

事
業
費
(a
)

人
件
費
(b
)

内
訳

対
象

※
　
そ
の
他
の
場
合
記
入

区
民
と
事
業
者

目
的
（
⑤
最
終
成
果
（
理
想
）
）

対対
応応
すす
るる
予予
算算
事事
業業
名名

大
学
連
携
推
進
事
業

⑥
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
共
通
の
成
果
（
⑤
最
終
成
果
（
理
想
）
が
伸
び
た
ら
こ
う
な
る
）

区 区
政政
全全
体体
にに
対対
すす
るる
区区
民民
のの
満満
足足
度度
　　

66
77
％％

主
な
内
容

主
な
内
容

主
な
内
容

6
,
0
6
3

4
,
0
6
5

4
,
1
2
9

6
,
0
6
3

大
学
生
地
域
活
動
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

リ
レ
ー
企
画

千
円

千
円

千
円

5
,0

0
0

【
事
業
の
概
要
】

１
　
学
長
会
議
、
実
務
者
会
議
を
実
施
す
る
【
活
動
－
1
】

２
　
各
大
学
と
連
携
し
て
行
う
事
業
の
サ
ポ
ー
ト
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
行

う
【
活
動
－
2
、
3
】

３
　
大
学
生
地
域
活
動
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
な
ど
で
、
地
域
、
区
内
企
業
、

大
学
生
が
交
流
す
る
場
を
提
供
す
る
【
活
動
－
3
】

４
　
大
学
と
の
リ
レ
ー
企
画
と
し
て
、
講
座
等
を
実
施
す
る
【
活
動
－
3
】

５
　
連
携
事
業
に
関
す
る
S
N
S
発
信
な
ど
で
、
区
民
に
Ｐ
Ｒ
す
る
【
活
動

－
3
】

１
　
区
と
大
学
の
認
識
が
図
れ
、
新
た
な
情
報
交
換
の
機
会
が
増
え
る

【
直
接
成
果
－
1
】

２
　
関
係
所
管
と
各
大
学
の
事
業
数
が
増
え
る
【
直
接
成
果
－
1
】

３
　
児
童
・
生
徒
向
け
の
体
験
学
習
、
大
人
や
高
齢
者
の
学
び
直
し
な

ど
、
様
々
な
世
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
連
携
事
業
の
数
や
参
加
者
が

増
え
る
【
直
接
成
果
－
2
、
3
】

１
　
六
大
学
と
の
連
携
事
業
を
通
じ
て
大
学
の
持
つ
知
識
や
技
術
を
体

感
す
る
こ
と
に
よ
り
参
加
者
の
満
足
度
が
上
が
る

２
　
六
大
学
と
の
連
携
事
業
が
活
性
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
大
学
連
携

事
業
に
対
す
る
一
般
区
民
の
認
知
度
が
上
が
る

３
　
六
大
学
と
の
連
携
事
業
に
参
加
し
た
い
と
思
う
区
民
が
増
え
る

区
と
大
学
、
区
民
と
大
学
の
交
流

が
深
ま
る
こ
と
で
大
学
を
身
近
に

感
じ
る
区
民
が
増
え
る

R
4

R
5

年
度

R
4

税
外

収
入 ②②
活活
動動
指指
標標

達
成
状
況

単
位

③③
成成
果果
指指
標標

単
位

④④
成成
果果
指指
標標

単
位

達
成
状
況

⑤⑤
成成
果果
指指
標標

R
5

年
度

国
庫
負
担
金
・
補
助
金

受
益
者
負
担
金

③③
直直
接接
成成
果果
（（
②②
のの
活活
動動
のの
直直
接接
的的
なな
結結
果果
））

年
度

外
的
な
要
因

大大
行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素

大大
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【【
所所

属属
のの

自自
己己

分分
析析

】】

指指
標標

分分
析析

課課
題題

分分
析析

今今
後後

のの
事事

業業
のの

予予
定定

（（
短短

期期
））
・・
方方

向向
性性

（（
中中

・・
長長

期期
））

【
活

動
①

】
学

長
会

議
は

、
未

来
大

が
ﾎ

ｽ
ﾄ校

と
な

り
ｵ

ﾝ
ﾗ
ｲ
ﾝ
で

実
施

。
「
地

域
に

活
か

す
学

生
の

ち
か

ら
」
を

ﾃ
ｰ

ﾏ
に

、
各

大
学

の
専

門
性

を
生

か
し

た
取

組
事

例
や

工
夫

し
て

い
る

点
を

共
有

す
る

こ
と

で
、

今
後

の
事

業
展

開
に

役
立

て
る

良
い

機
会

と
な

っ
た

。
実

務
者

会
議

は
、

6
月

、
1
0
月

、
2月

に
実

施
。

各
大

学
の

取
組

み
や

東
京

都
が

行
う

都
営

住
宅

と
大

学
の

連
携

事
業

な
ど

に
つ

い
て

情
報

共
有

し
、

意
見

交
換

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
【
活

動
②

③
】
大

学
連

携
事

業
に

関
わ

る
所

管
課

が
集

ま
り

、
効

果
が

あ
っ

た
取

組
み

や
課

題
を

共
有

す
る

こ
と

で
、

横
の

連
携

を
深

め
る

こ
と

が
で

き
た

。
ま

た
、

大
学

連
携

事
業

全
体

の
認

知
度

を
高

め
る

た
め

、
新

た
に

区
内

六
大

学
と

庁
内

関
連

所
管

の
講

座
や

ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ情

報
を

集
め

、
ﾎ

ｰ
ﾑ

ﾍ
ﾟｰ

ｼ
ﾞや

S
N

S
で

定
期

的
に

ま
と

め
発

信
し

、
各

課
の

後
方

支
援

を
行

っ
た

。
【
直

接
成

果
①

②
】
連

携
事

業
数

と
参

加
者

数
に

つ
い

て
は

、
藝

大
1
3
事

業
3
1
,0

5
8
人

、
文

教
大

3
4
事

業
5
,3

8
6

人
、

帝
科

大
2
9
事

業
2
,8

4
2
人

、
電

大
2
4
事

業
9
1
6
人

、
未

来
大

2
0
事

業
5
0
6
人

、
放

大
8
事

業
1
3
9
人

、
そ

の
他

2
5

事
業

5
5
0
人

と
な

っ
た

。
昨

年
よ

り
多

い
1
5
3
事

業
を

実
施

で
き

、
ｺ
ﾛ
ﾅ

禍
前

に
戻

り
つ

つ
あ

る
。

な
か

で
も

ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄや

講
座

の
実

施
数

の
伸

び
が

大
き

く
、

「
花

畑
文

教
ﾏ
ﾙ

ｼ
ｪ」

（
足

立
成

和
信

金
主

催
）
の

よ
う

な
新

た
な

地
域

ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄの

ほ
か

、
学

生
に

よ
る

子
ど

も
食

堂
や

高
齢

者
支

援
と

い
っ

た
地

域
活

動
の

拡
充

も
見

ら
れ

た
。

ま
た

、
新

た
に

実
施

し
た

高
大

連
携

で
は

、
淵

江
高

校
に

よ
る

文
教

大
学

の
ｷ

ｬ
ﾝ
ﾊ

ﾟｽ
見

学
が

実
現

で
き

た
。

な
お

、
参

加
者

数
の

減
は

、
ｵ

ﾝ
ﾗ
ｲ
ﾝ
か

ら
対

面
に

戻
っ

た
企

画
も

あ
り

、
受

入
人

数
が

減
っ

た
た

め
で

あ
る

。
【
直

接
成

果
③

】
放

大
で

は
ｵ

ﾝ
ﾗ
ｲ
ﾝ
と

ﾊ
ﾟﾌ

ﾞﾘ
ｯ
ｸ
ﾋ
ﾞｭ

ｰ
ｲ
ﾝ
ｸ
併

用
で

保
護

者
・
保

育
者

向
け

の
講

演
会

を
実

施
。

未
来

大
の

親
子

向
け

講
座

で
は

、
定

員
の

約
1
0
倍

の
申

込
み

が
あ

っ
た

た
め

、
落

選
者

に
も

当
日

の
質

疑
応

答
の

内
容

を
送

り
ﾌ
ｫ
ﾛ
ｰ

し
た

。
藝

大
で

は
、

子
ど

も
と

親
が

別
々

の
部

屋
で

同
時

に
講

座
を

行
い

、
子

ど
も

が
音

楽
と

ﾀ
ﾞ

ﾝ
ｽ

を
体

験
し

、
別

室
で

保
護

者
が

そ
の

様
子

を
観

察
し

な
が

ら
、

非
認

知
能

力
に

関
し

て
学

ぶ
ｽ

ﾀ
ｲ
ﾙ

が
親

子
共

に
学

べ
る

と
好

評
だ

っ
た

。
【
中

間
成

果
①

】
対

面
実

施
が

増
加

し
、

未
来

大
の

児
童

向
け

の
美

術
教

室
、

電
大

の
電

子
工

作
教

室
な

ど
が

好
評

を
集

め
、

昨
年

度
よ

り
0
.1

ﾎ
ﾟｲ

ﾝ
ﾄ増

の
4
.6

点
と

な
っ

た
。

【
中

間
成

果
②

③
】
令

和
5
年

度
か

ら
世

論
調

査
で

成
果

を
確

認
す

る
。

１
　

学
長

会
議

・
実

務
者

会
議

■
ﾃ
ﾞｨ

ｽ
ｶ
ｯ
ｼ
ｮﾝ

は
、

各
学

長
の

発
表

だ
け

で
終

わ
っ

て
し

ま
う

こ
と

も
あ

り
、

全
体

的
に

会
話

の
ｷ

ｬ
ｯ
ﾁ

ﾎ
ﾞｰ

ﾙ
が

少
な

か
っ

た
た

め
、

活
発

な
意

見
交

換
が

で
き

る
ﾃ
ｰ

ﾏ
や

実
施

方
法

の
検

討
が

必
要

で
あ

る
。

■
学

長
会

議
で

提
案

の
あ

っ
た

「
学

生
が

集
ま

る
機

会
の

創
出

」
に

つ
い

て
、

現
在

も
実

務
者

会
議

で
検

討
中

で
あ

る
。

２
　

ﾘ
ﾚ
ｰ

企
画

庁
内

各
課

の
事

業
は

対
象

者
が

決
め

ら
れ

て
お

り
、

新
た

な
ﾆ
ｰ

ｽ
ﾞへ

の
対

応
が

難
し

い
。

様
々

な
世

代
が

参
加

で
き

る
、

多
様

な
企

画
を

行
っ

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
３

　
事

業
の

充
実

・
見

せ
る

化
■

連
携

事
業

の
認

知
度

を
高

め
、

区
民

が
多

様
な

選
択

が
で

き
る

よ
う

、
周

知
方

法
の

検
討

と
継

続
的

な
発

信
を

行
う

必
要

が
あ

る
。

■
高

大
連

携
で

は
、

さ
ら

な
る

充
実

に
向

け
て

、
参

加
高

校
を

増
や

し
て

い
く
必

要
が

あ
る

。
４

　
大

学
生

地
域

活
動

ﾌ
ﾟﾗ

ｯ
ﾄﾌ

ｫ
ｰ

ﾑ
参

加
の

多
く
は

未
来

大
生

で
あ

る
た

め
、

他
大

学
か

ら
も

参
加

し
や

す
い

仕
組

み
が

必
要

で
あ

る
。

※
【
直

接
成

果
-
3
】
ﾘ
ﾚ
ｰ

企
画

参
加

者
数

：
各

大
学

の
特

長
を

活
か

し
た

講
演

会
・
ﾜ
ｰ

ｸ
ｼ
ｮｯ

ﾌ
ﾟ等

の
ｲ
ﾍ

ﾞ
ﾝ
ﾄを

大
学

か
ら

大
学

へ
ﾘ
ﾚ
ｰ

し
て

い
く
企

画
に

参
加

し
た

総
人

数
（
ｼ
ﾃ
ｨﾌ

ﾟﾛ
ﾓ
ｰ

ｼ
ｮﾝ

課
自

主
事

業
）

※
【
中

間
成

果
-
1
】
参

加
者

満
足

度
：
連

携
事

業
の

参
加

者
満

足
度

（
５

段
階

評
価

）
の

平
均

点
⇒

参
加

者
ｱ
ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄが

可
能

な
事

業
（
講

座
、

ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ）

を
対

象
と

す
る

【
短

期
】

１
　

学
長

会
議

テ
ー

マ
設

定
や

実
施

方
法

な
ど

、
ホ

ス
ト

校
と

十
分

協
議

し
、

活
発

な
議

論
を

促
し

て
い

く
。

２
　

リ
レ

ー
企

画
大

学
の

強
み

を
活

か
し

な
が

ら
、

リ
レ

ー
企

画
を

中
心

に
新

た
な

区
民

ニ
ー

ズ
に

応
え

た
、

様
々

な
年

代
が

参
加

で
き

る
新

た
な

内
容

を
フ

レ
キ

シ
ブ

ル
に

企
画

し
て

い
く
。

３
　

事
業

の
充

実
・
見

せ
る

化
大

学
連

携
事

業
全

体
に

つ
い

て
、

あ
だ

ち
広

報
な

ど
の

紙
媒

体
と

ﾎ
ｰ

ﾑ
ﾍ

ﾟｰ
ｼ
ﾞ・

Ｓ
Ｎ

Ｓ
の

デ
ジ

タ
ル

発
信

を
併

用
し

、
認

知
度

を
高

め
て

い
く
。

ま
た

、
高

校
生

に
も

大
学

へ
の

関
心

を
持

っ
て

も
ら

う
た

め
、

あ
だ

ち
未

来
支

援
室

と
連

携
を

図
り

な
が

ら
、

足
立

区
在

学
者

を
対

象
に

し
た

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
を

実
施

す
る

な
ど

、
オ

リ
ジ

ナ
ル

企
画

を
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

し
て

い
く
。

４
　

大
学

生
地

域
活

動
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
参

加
学

生
を

増
や

す
た

め
、

帝
科

大
の

授
業

が
単

位
取

得
に

つ
な

が
る

仕
組

み
の

構
築

に
向

け
、

大
学

と
協

議
し

て
い

く
ほ

か
、

藝
大

や
電

大
な

ど
他

大
学

に
も

参
加

を
促

し
て

い
く
。

【
中

・
長

期
】

大
学

と
区

、
地

域
と

学
生

、
大

学
と

企
業

と
い

っ
た

連
携

の
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

を
継

続
し

、
子

ど
も

か
ら

大
人

ま
で

切
れ

目
な

く
、

各
大

学
の

特
色

を
活

か
し

た
知

識
や

技
術

を
区

民
に

提
供

し
て

い
く
こ

と
で

、
大

学
を

身
近

に
感

じ
る

区
民

を
増

や
し

て
い

く
。

【【
庁庁

内内
評評

価価
委委

員員
会会

のの
評評

価価
】】
（（
２２

次次
評評

価価
））

【
全

体
評

価
の

経
年

動
向

】

全全
体体

評評
価価

評評
価価

結結
果果

44
..55

【
目

標
・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
】

　
大

学
や

関
係

所
管

と
連

携
を

図
り

つ
つ

、
各

大
学

の
特

色
を

活
か

し
た

イ
ベ

ン
ト

を
企

画
す

る
な

ど
、

多
く
の

方
に

参
加

い
た

だ
け

る
よ

う
工

夫
を

凝
ら

し
な

が
ら

事
業

を
進

め
て

お
り

、
そ

の
結

果
、

大
学

連
携

事
業

の
参

加
者

数
は

概
ね

目
標

を
達

成
し

、
参

加
者

の
満

足
度

も
高

く
な

っ
て

い
る

。
ま

た
、

講
座

や
イ

ベ
ン

ト
の

ま
と

め
発

信
、

高
大

連
携

な
ど

、
新

た
な

試
み

に
も

取
り

組
ん

で
お

り
、

多
く
の

指
標

が
概

ね
目

標
を

達
成

し
て

い
る

。
こ

の
点

は
高

く
評

価
し

た
い

。

【
今

後
の

事
業

の
予

定
・
方

向
性

へ
の

評
価

】
　

大
学

連
携

事
業

を
さ

ら
に

広
め

る
た

め
、

多
様

な
年

代
が

参
加

可
能

と
な

る
よ

う
な

内
容

の
検

討
、

様
々

な
媒

体
を

使
用

し
た

情
報

発
信

を
行

っ
て

い
く
方

向
性

は
評

価
で

き
る

。
区

民
に

大
学

を
身

近
に

感
じ

て
い

た
だ

く
た

め
に

は
、

区
民

の
関

心
と

大
学

の
強

み
を

結
び

付
け

た
企

画
が

必
要

で
あ

る
。

環
境

や
D

X
な

ど
、

未
来

を
展

望
す

る
共

通
テ

ー
マ

な
ど

を
織

り
交

ぜ
た

リ
レ

ー
企

画
な

ど
も

良
い

の
で

は
な

い
か

。
ま

た
、

参
加

学
生

を
増

や
す

た
め

、
単

位
取

得
に

つ
な

が
る

よ
う

大
学

側
に

働
き

か
け

て
い

く
と

の
こ

と
で

あ
る

が
、

そ
れ

以
外

に
も

、
就

職
に

つ
な

が
る

体
験

な
ど

、
大

学
生

に
も

メ
リ

ッ
ト

が
感

じ
ら

れ
る

も
の

が
あ

る
と

、
参

加
へ

の
よ

り
強

い
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

に
な

る
と

思
わ

れ
る

た
め

、
検

討
し

て
欲

し
い

。

【【
区区

民民
評評

価価
委委

員員
会会

のの
評評

価価
】】
（（
３３

次次
評評

価価
））

全全
体体

評評
価価

反反
映映

結結
果果

のの
評評

価価
目目

標標
・・
成成

果果
のの

達達
成成

度度
へへ

のの
評評

価価
今今

後後
のの

事事
業業

のの
予予

定定
、、

方方
向向

性性
へへ

のの
評評

価価
反反

映映
結結

果果
・・
反反

映映
状状

況況

■■
区区

民民
のの

関関
心心

とと
大大

学学
のの

強強
みみ

をを
結結

びび
付付

けけ
たた

企企
画画

　　
  区

民
の

関
心

を
把

握
す

る
た

め
、

あ
だ

ち
広

報
や

区
民

ま
つ

り
な

ど
で

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
を

実
施

。
約

3
,5

0
0
件

の
回

答
を

集
め

た
。

講
座

の
ニ

ー
ズ

は
、

子
ど

も
向

け
は

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
や

体
験

型
の

ス
ポ

ー
ツ

・
科

学
実

験
、

大
人

向
け

は
音

楽
や

健
康

に
関

す
る

内
容

が
高

い
と

い
う

結
果

で
あ

っ
た

。
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

を
大

学
や

大
学

連
携

事
業

を
行

う
所

管
と

共
有

し
、

講
座

や
イ

ベ
ン

ト
の

さ
ら

な
る

充
実

を
図

っ
て

い
く
。

■ ■
未未

来来
をを

展展
望望

すす
るる

共共
通通

テテ
ーー

ママ
なな

どど
をを

織織
りり

交交
ぜぜ

たた
リリ

レレ
ーー

企企
画画

のの
実実

施施 　
 小

学
生

を
対

象
に

、
将

来
必

要
と

さ
れ

る
ス

キ
ル

や
知

識
に

興
味

を
持

つ
き

っ
か

け
と

し
て

、
文

教
大

学
で

は
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

、
東

京
電

機
大

学
で

は
実

験
を

取
り

入
れ

た
電

気
の

仕
組

み
を

知
る

企
画

を
実

施
し

た
。

　
ま

た
高

齢
者

を
対

象
に

、
健

康
寿

命
の

延
伸

を
目

的
と

し
て

、
帝

京
科

学
大

学
で

認
知

症
と

運
動

に
関

す
る

講
座

を
実

施
し

た
。

　
全

て
の

講
座

に
お

い
て

、
定

員
を

大
き

く
上

回
る

応
募

が
あ

り
参

加
者

の
満

足
度

も
高

か
っ

た
。

■ ■
就就

職職
にに

つつ
なな

がが
るる

体体
験験

なな
どど

、、
大大

学学
生生

にに
もも

メメ
リリ

ッッ
トト

がが
感感

じじ
らら

れれ
るる

もも
のの

　
 区

内
の

中
小

企
業

に
就

職
を

希
望

す
る

学
生

は
少

な
い

も
の

の
、

経
営

者
と

の
交

流
か

ら
仕

事
の

や
り

が
い

や
苦

労
の

乗
り

越
え

方
な

ど
、

社
会

人
に

な
っ

て
も

財
産

と
し

て
残

る
体

験
を

提
供

し
た

。
　

こ
の

ほ
か

、
各

大
学

祭
を

運
営

す
る

学
生

を
集

め
た

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

を
初

開
催

し
、

学
生

の
ニ

ー
ズ

に
も

と
づ

い
て

広
報

活
動

の
支

援
や

町
会

自
治

会
な

ど
地

域
と

の
橋

渡
し

を
行

い
、

地
域

と
学

生
の

関
係

構
築

の
き

っ
か

け
作

り
を

進
め

た
。

反反
映映

結結
果果

達達
成成

度度

方方
向向

性性

012345

H3
1年
度

R2
年
度

R3
年
度

R4
年
度

庁
内
評
価
結
果

区
民
評
価
結
果

※
年
度
は
事
業
実
施
年
度

区 民 評 価 中 止

93

Ⅲ　重点プロジェクト事業 事業別評価の反映結果



【【
ロロ

ジジ
ッッ

クク
モモ

デデ
ルル

・・
指指

標標
のの

達達
成成

度度
】】

単単
位位

：：
千千

円円
■■

令令
和和

44
年年

度度
事事

業業
費費

支支
出出

内内
訳訳

（（
上上

位位
３３

事事
業業

））

(1
)

(2
)

(3
)

 

年
度

目
標

目
標

実
績

達
成

率

目
標

目
標

目
標

単
位

② ②
活活

動動
指指

標標
達

成
状

況
単

位
③③

成成
果果

指指
標標

単
位

④④
成成

果果
指指

標標
単

位
達

成
状

況
⑤⑤

成成
果果

指指
標標

⑤⑤
最最

終終
成成

果果
（（
理理

想想
））

R
5

年
度

【
事

業
の

概
要

】
・
オ

ン
ラ

イ
ン

申
請

の
前

段
と

な
る

押
印

廃
止

を
広

げ
る

為
、

全
庁

に
 対

し
押

印
廃

止
実

施
の

調
査

を
行

う
。

【
活

動
-
1
】

・
オ

ン
ラ

イ
ン

相
談

を
広

め
る

為
、

全
庁

に
対

し
て

周
知

活
動

を
行

う
  

【
活

動
-
2
】

・
Ｒ

Ｐ
Ａ

の
導

入
に

あ
た

り
、

対
象

と
な

る
事

業
を

検
討

す
る

。
  

【
活

動
-
3
】

・
Ｅ

Ｂ
Ｐ

Ｍ
（
証

拠
に

基
づ

く
政

策
立

案
）
を

推
進

す
る

た
め

の
職

員
研

  
修

を
行

う
。

  
【
活

動
-
4
】
（
ＩＣ

Ｔ
戦

略
推

進
事

務
）

・
押

印
廃

止
の

調
査

を
繰

り
返

す
こ

と
で

押
印

廃
止

の
事

業
が

増
加

  
す

る
【
活

動
②

-
1
】

・
オ

ン
ラ

イ
ン

相
談

が
広

ま
る

事
で

、
実

際
に

利
用

す
る

事
業

が
増

加
  

す
る

【
活

動
②

-
2
】

・
R

P
A

導
入

を
検

討
す

る
こ

と
で

、
実

際
に

シ
ナ

リ
オ

を
作

成
さ

れ
て

い
く

  
【
活

動
②

-
3
】

・
E
B

P
M

研
修

に
参

加
す

る
職

員
が

増
え

る
こ

と
で

、
デ

ー
タ

の
分

析
・

活
用

が
で

き
る

職
員

が
増

え
る

【
活

動
②

-
4
】

・
押

印
廃

止
の

事
業

が
増

加
す

る
こ

と
で

結
果

と
し

て
オ

ン
ラ

イ
ン

申
  

請
を

実
施

す
る

事
業

が
増

え
て

い
く
。

同
様

に
オ

ン
ラ

イ
ン

相
談

利
  

用
の

事
業

が
増

加
す

る
こ

と
で

利
用

者
も

増
加

し
、

結
果

と
し

て
区

  
民

の
多

様
な

ニ
ー

ズ
に

対
応

で
き

る
行

政
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

が
実

  
現

で
き

る
。

・
IC

T
を

活
用

す
る

こ
と

に
よ

り
、

業
務

に
対

す
る

理
解

が
深

ま
り

作
業

  
時

間
を

減
ら

す
こ

と
が

で
き

る
た

め
、

職
員

の
業

務
効

率
化

、
生

産
  

性
向

上
に

寄
与

す
る

。

ＩＣ
Ｔ

の
活

用
に

よ
る

業
務

の
効

率
化

や
区

民
サ

ー
ビ

ス
の

向
上

に
対

す
る

満
足

度
の

向
上

R
4

R
5

年
度

R
4

オ
ン

ラ
イ

ン
・
キ

ャ
ッ

シ
ュ

レ
ス

決
済

手
数

料

オ
ン

ラ
イ

ン
申

請
Ｐ

Ｒ
委

託

千
円

千
円

千
円

1
,8

0
3

1
9
7

2
9
7

実
施

済
電

子
デ

ー
タ

を
ロ

ボ
ッ

ト
が

シ
ス

テ
ム

へ
自

動
入

力
す

る
R

P
A

を
導

入
し

、
保

育
入

所
申

請
等

こ
れ

ま
で

職
員

が
多

く
の

時
間

を
か

け
て

入
力

し
て

い
た

業
務

に
対

し
効

率
化

を
実

現
出

来
た

。

Ｓ
Ｄ

Ｇ
s関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
対

す
る

貢
献

状
況

何
時

で
も

ど
こ

で
も

申
請

が
可

能
な

オ
ン

ラ
イ

ン
申

請
シ

ス
テ

ム
の

拡
充

や
、

R
P
A

の
ロ

ボ
に

よ
る

電
算

デ
ー

タ
の

自
動

入
力

に
よ

り
、

区
民

サ
ー

ビ
ス

の
向

上
と

職
員

の
業

務
効

率
化

の
基

盤
作

成
に

寄
与

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

税
外

収
入

事
業

費
(a

)

人
件

費
(b

)
内

訳

国
庫

負
担

金
・
補

助
金

受
益

者
負

担
金

対 対
応応

すす
るる

予予
算算

事事
業業

名名
IC
T戦
略
推
進
事
務

⑥
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
共

通
の

成
果

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
が

伸
び

た
ら

こ
う

な
る

）

区 区
政政

全全
体体

にに
対対

すす
るる

区区
民民

のの
満満

足足
度度

　　
66
77
％％

主
な

内
容

主
な

内
容

主
な

内
容

5
,
9
9
4

2
,
3
9
6

5
,
9
9
4

事 業 の 概 要

IC
T
の

活
用

に
よ

る
業

務
の

効
率

化
や

区
民

サ
ー

ビ
ス

の
向

上
に

対
す

る
満

足
度

の
向

上

E
B

P
M

研
修

委
託

デ
ジ

タ
ル

ツ
ー

ル
の

活
用

で
、

区
民

サ
ー

ビ
ス

向
上

と
職

員
の

業
務

効
率

化
を

図
っ

て
い

く
。

【
活

動
-
4
】

E
B

P
M

研
修

受
講

職
員

数

1
0
0
.0

1
0
0
.0

や
や

順
調

実
績

3
1
2

2
8
4

-
-

達
成

率
1
0
4
%

9
5
%

達
成

率
8
1
%

5
8
,
9
9
2

5
3
,
0
8
1

総
事

業
費

(a
+
b)

5
8
,
9
9
2

R
P

A
の

導
入

5
5
,
4
7
7

8
8
%

実
績

8
0
.7

8
7
.7

目
標

3
0
0

3
0
0

3
0
0

順
調

【
直

接
成

果
-
4
】

E
B

P
M

の
考

え
方

を
身

に
付

け
た

職
員

の
割

合

目
標

1
0
0
.0

実
績

8
1
6

年
度

R
3

達
成

実
績

1
6

2
1

-
実

績
-

1
7

-

達
成

率
-

2
1
0
%

達
成

率
-

3
4
0
%

5
1
0

【
活

動
-
3
】

自
動

化
を

検
討

し
た

作
業

数

目
標

-
1
0

1
5

達
成

【
直

接
成

果
-
3
】

作
成

し
た

シ
ナ

リ
オ

数
目

標
-

本

順
調

実
績

5
2

-
実

績
1
1

1
2

1
5

1
5

1
5

や
や

順
調

【
中

間
成

果
-
2
】

オ
ン

ラ
イ

ン
相

談
利

用
の

人
数

-

-
実

績
4
2
5
.0

達
成

率

4
2
4
.0

-

達
成

率
-

4
0
%

4
7
0
.0

4
7
0
.0

達
成

率
7
3
%

8
0
%

-
9
0
%

6
7

達
成

【
最

終
成

果
】

業
務

の
効

率
化

や
区

民
サ

ー
ビ

ス
の

向
上

に
対

す
る

満
足

度

-
1
6
1
.0

-

-

-
実

績

【
中

間
成

果
-
1
】

押
印

廃
止

済
の

事
業

に
占

め
る

オ
ン

ラ
イ

ン
申

請
搭

載
の

件
数

-
1
6
0
.0

2
0
0
.0

9
3
5

順
調

達
成

率
1
0
1
%

実
施

済
押

印
廃

止
と

な
っ

た
手

続
き

を
中

心
に

、
庁

内
各

部
署

と
ヒ

ア
リ

ン
グ

を
行

い
、

ま
た

は
周

知
活

動
を

行
う

こ
と

と
で

、
各

行
政

手
続

き
を

オ
ン

ラ
イ

ン
化

を
拡

げ
る

こ
と

が
出

来
た

。

対
象

※
　

そ
の

他
の

場
合

記
入

昨
年

度
の

反
映

結
果

に
対

す
る

取
組

状
況

そ
の

他
区

民
・
事

業
者

・
職

員

項
目

取
組

状
況

具
体

的
に

目
的

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
）

オ
ン

ラ
イ

ン
申

請
シ

ス
テ

ム
の

拡
充

内
容

令令
和和

５５
年年

度度
重重

点点
ププ

ロロ
ジジ

ェェ
クク

トト
事事

業業
評評

価価
調調

書書
（（
令令

和和
４４

年年
度度

事事
業業

実実
施施

分分
））

視
点

再
掲

重
点

目
標

⑭
戦

略
的

か
つ

効
果

的
な

行
政

運
営

を
行

う
重

点
項

目
行

政
サ

ー
ビ

ス
の

デ
ジ

タ
ル

化
記

入
所

属
行

財
政

IC
T
戦

略
推

進
担

当
課

事
業

名
№

3
9
「
ＩＣ

Ｔ
を

活
用

し
た

区
民

サ
ー

ビ
ス

お
よ

び
業

務
効

率
の

向
上

」
協

働 ・
協

創

IC
T
の

活
用

に
つ

い
て

、
区

役
所

内
の

各
部

署
と

協
働

し
、

取
り

組
ん

で
い

る
。

Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

9
.
1

1
6
.
6

①①
投投

入入
資資

源源
（（
イイ

ンン
ププ

ッッ
トト

））

年
度

３
年

度
４

年
度

５
年

度

2
-

9
0
5

影
響

要
因

・
ＩＣ

Ｔ
機

器
の

操
作

が
不

得
手

な
高

齢
者

・
職

員
の

ＩＴ
リ

テ
ラ

シ
ー

の
力

量
差

・
ＩＣ

Ｔ
機

器
の

操
作

が
不

得
手

な
高

齢
者

・
職

員
の

ＩＴ
リ

テ
ラ

シ
ー

の
力

量
差

・
世

論
調

査
の

結
果

に
大

き
な

影
響

を
及

ぼ
す

よ
う

な
社

会
情

勢
・
職

員
の

ＩＴ
リ

テ
ラ

シ
ー

の
力

量
差

0
0

0

0

R
5

6
年

度
R

3

0
0

②②
活活

動動
（（
アア

ウウ
トト

ププ
ッッ

トト
））

※※
区区

がが
行行

うう
直直

接接
のの

活活
動動

③③
直直

接接
成成

果果
（（
②②

のの
活活

動動
のの

直直
接接

的的
なな

結結
果果

））
④④

中中
間間

成成
果果

（（
③③

のの
成成

果果
がが

伸伸
びび

たた
らら

、、
どど

うう
なな

るる
かか

））

人

%
件 件 本 %

件 人

達
成

状
況

9
3
5

影
響

要
因

影
響

要
因

R
3

R
4

6
7
%

3
-

【
活

動
-
2
】

オ
ン

ラ
イ

ン
相

談
周

知
回

数

目
標

-
5

3

遅
れ

て
い

る

【
直

接
成

果
-
2
】

オ
ン

ラ
イ

ン
相

談
利

用
の

事
業

数

9
7
%

1
0
0
%

達
成

率

【
活

動
-
1
】

押
印

廃
止

実
施

の
調

査
回

数

目
標

3
3

2

や
や

遅
れ

て
い

る

達
成

率

実
績

【
直

接
成

果
-
１

】
押

印
廃

止
実

施
の

事
業

件
数

回 回

8
7
%

目
標

9
3
5

【
中

間
成

果
-
3
】

効
率

化
し

て
新

た
に

生
み

出
せ

た
時

間
（
＝

シ
ナ

リ
オ

稼
働

時
間

×
３

）

時 間

-
1
,2

0
0

1
,5

0
0

達
成

実
績

-
1
,3

5
9

-

達
成

率
-

1
1
3
%

外
的
な
要
因

大大
行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素

大大

94

Ⅲ　重点プロジェクト事業 事業別評価の反映結果



44
..55

　
日

常
的

に
タ

ブ
レ

ッ
ト

端
末

を
使

用
し

て
い

る
年

齢
層

を
対

象
と

す
る

保
育

分
野

を
中

心
に

オ
ン

ラ
イ

ン
申

請
シ

ス
テ

ム
を

戦
略

的
に

拡
充

し
、

そ
の

成
果

を
様

々
な

分
野

に
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

し
て

取
り

組
み

が
う

ま
く
循

環
し

て
い

る
よ

う
に

感
じ

ら
れ

た
。

　
R

P
A

を
単

に
導

入
す

る
だ

け
で

は
な

く
、

所
管

課
が

ア
プ

ロ
ー

チ
し

て
積

極
的

に
活

用
を

進
め

る
な

ど
、

区
民

目
線

で
考

え
て

も
足

立
区

の
D

X
化

及
び

IC
T
活

用
等

の
取

組
が

順
調

に
進

ん
で

い
る

こ
と

が
理

解
で

き
た

。
E
B

P
M

を
推

進
し

、
研

修
を

行
う

所
管

課
と

い
う

こ
と

も
あ

り
、

根
拠

や
区

民
の

ニ
ー

ズ
に

基
づ

い
て

戦
略

的
に

改
善

に
取

り
組

ん
で

い
る

点
が

高
く
評

価
で

き
る

。

　
全

て
の

施
策

が
概

ね
順

調
に

取
り

組
ま

れ
て

お
り

、
今

後
も

取
組

を
推

進
し

、
実

績
値

も
順

調
に

増
や

し
て

い
く
こ

と
が

で
き

る
見

込
み

が
あ

る
よ

う
に

感
じ

ら
れ

た
。

削
減

が
で

き
た

業
務

時
間

数
な

ど
、

施
策

の
効

果
に

つ
い

て
も

具
体

的
に

示
す

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
工

夫
さ

れ
て

い
る

。
　

成
果

と
し

て
は

概
ね

達
成

率
1
0
0
％

に
近

い
状

況
で

あ
る

が
達

成
で

き
て

い
な

い
指

標
も

あ
る

。
し

か
し

な
が

ら
、

区
民

サ
ー

ビ
ス

だ
け

で
は

な
く
、

区
の

職
員

の
生

産
性

を
高

め
る

成
果

も
生

み
出

し
て

お
り

、
多

方
面

に
成

果
を

も
た

ら
し

て
い

る
点

が
高

く
評

価
で

き
る

。
　

な
お

、
庁

内
業

務
の

効
率

化
に

焦
点

が
あ

た
り

や
す

い
の

で
、

区
民

に
と

っ
て

の
メ

リ
ッ

ト
（
窓

口
に

行
か

な
く
て

も
完

結
す

る
こ

と
や

、
複

数
書

類
へ

の
記

載
が

省
か

れ
る

こ
と

な
ど

）
に

も
焦

点
を

あ
て

、
今

後
の

申
請

業
務

に
お

け
る

D
X
化

や
IC

T
化

を
進

め
て

ほ
し

い
。

　
区

民
と

し
て

は
庁

内
の

E
B

P
M

が
推

進
さ

れ
、

IC
T
の

活
用

だ
け

で
は

な
く
、

様
々

な
部

署
で

よ
り

区
民

の
ニ

ー
ズ

に
基

づ
い

た
政

策
立

案
が

な
さ

れ
る

こ
と

を
期

待
し

た
い

。
E
B

P
M

研
修

を
受

け
た

職
員

の
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

や
成

果
の

共
有

な
ど

、
次

の
段

階
に

着
手

す
る

取
り

組
み

を
期

待
し

た
い

。

　
特

定
の

年
齢

層
を

対
象

に
し

て
培

っ
た

事
業

の
ノ

ウ
ハ

ウ
を

、
幅

広
い

年
齢

層
の

区
民

に
適

用
で

き
る

よ
う

に
事

業
の

更
な

る
工

夫
を

期
待

し
た

い
。

特
に

デ
ジ

タ
ル

デ
ィ

バ
イ

ド
が

発
生

し
や

す
い

高
齢

者
へ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

が
手

薄
い

側
面

も
あ

る
た

め
、

庁
内

連
携

を
深

め
て

工
夫

し
て

展
開

し
て

欲
し

い
。

　
ま

た
、

現
状

の
申

請
方

法
か

ら
の

変
更

に
よ

り
、

「
業

務
の

効
率

化
」
と

「
区

民
サ

ー
ビ

ス
の

状
況

に
対

す
る

満
足

度
向

上
（
利

用
者

利
便

の
向

上
）
」
を

実
現

す
る

に
あ

た
り

、
区

民
の

満
足

度
が

低
下

す
る

お
そ

れ
が

あ
る

。
す

べ
て

を
オ

ン
ラ

イ
ン

対
応

と
す

る
の

で
は

な
く
、

窓
口

対
応

を
残

し
て

い
く
な

ど
を

区
民

に
区

報
な

ど
を

通
じ

て
P
R

す
る

な
ど

「
区

民
の

満
足

度
」
を

維
持

・
向

上
さ

せ
な

が
ら

「
業

務
の

効
率

化
」
す

る
手

法
に

つ
い

て
検

討
を

行
う

こ
と

が
期

待
さ

れ
る

。

　
オ

ン
ラ

イ
ン

申
請

が
可

能
な

手
続

は
、

令
和

5
年

1
1
月

時
点

で
4
0
0
を

超
え

た
。

今
後

も
各

所
属

へ
の

ヒ
ア

リ
ン

グ
を

通
じ

て
手

続
数

を
拡

充
し

て
い

く
。

さ
ら

に
、

オ
ン

ラ
イ

ン
申

請
シ

ス
テ

ム
で

受
け

付
け

た
申

請
に

対
す

る
処

分
通

知
も

オ
ン

ラ
イ

ン
化

で
き

る
手

続
き

を
調

査
し

、
順

次
実

現
し

て
い

く
。

　
一

方
で

、
令

和
5
年

度
中

に
は

、
窓

口
に

提
出

す
る

申
請

書
の

作
成

を
省

力
化

す
る

「
書

か
な

い
窓

口
」
サ

ー
ビ

ス
の

導
入

を
予

定
し

て
お

り
、

オ
ン

ラ
イ

ン
だ

け
で

は
な

く
、

来
庁

す
る

利
用

者
に

対
し

て
も

デ
ジ

タ
ル

の
利

便
性

を
享

受
で

き
る

仕
組

み
を

構
築

す
る

。
　

R
P
A

に
つ

い
て

は
、

業
務

の
自

動
化

を
希

望
す

る
所

属
に

ヒ
ア

リ
ン

グ
を

行
い

、
順

次
シ

ナ
リ

オ
の

作
成

を
進

め
て

い
る

。
そ

の
結

果
、

令
和

4
年

度
と

比
べ

て
導

入
所

属
及

び
対

象
業

務
が

増
加

し
、

庁
内

の
業

務
負

担
軽

減
に

寄
与

し
て

い
る

。
　

E
B

P
M

に
つ

い
て

は
、

人
事

課
が

実
施

す
る

事
業

改
善

提
言

研
修

に
お

い
て

も
、

ロ
ジ

ッ
ク

モ
デ

ル
を

取
り

入
れ

た
指

標
設

定
な

ど
が

見
ら

れ
、

E
B

P
M

の
考

え
方

が
広

が
っ

て
き

た
様

子
が

う
か

が
え

る
。

令
和

5
年

度
の

E
B

P
M

研
修

で
は

、
前

年
度

受
講

者
か

ら
要

望
の

あ
っ

た
デ

ー
タ

の
加

工
方

法
と

い
っ

た
実

践
的

な
内

容
も

加
え

、
さ

ら
に

内
容

を
充

実
さ

せ
て

実
施

す
る

。

反反
映映

結結
果果

55
達達

成成
度度 55

方方
向向

性性

44
..55

全全
体体

評評
価価

評評
価価

結結
果果

44
..55

【
目

標
・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
】

【
直

接
成

果
-
1
、

中
間

成
果

-
1
】
押

印
廃

止
関

連
の

成
果

指
標

に
つ

い
て

は
、

概
ね

目
標

を
達

成
し

て
お

り
、

特
に

押
印

廃
止

事
業

件
数

は
、

R
5
目

標
の

9
7
%
に

ま
で

達
し

て
い

る
。

そ
れ

に
伴

い
、

オ
ン

ラ
イ

ン
申

請
が

可
能

な
手

続
き

数
は

3
0
0
件

を
超

え
、

申
請

件
数

も
R

4
年

4
月

の
導

入
以

来
、

右
肩

上
が

り
に

増
え

て
い

る
と

の
こ

と
で

、
各

所
管

へ
の

積
極

的
な

働
き

か
け

や
丁

寧
な

支
援

の
賜

物
で

あ
る

と
評

価
す

る
。

【
活

動
-
2
、

直
接

成
果

-
2
、

中
間

成
果

-
2
】
オ

ン
ラ

イ
ン

相
談

は
、

成
果

指
標

の
実

績
が

横
ば

い
と

な
っ

て
お

り
、

活
動

値
が

上
が

っ
て

い
れ

ば
成

果
が

も
う

少
し

伸
び

た
の

で
は

な
い

か
。

【
活

動
-
3
、

直
接

成
果

-
3
、

中
間

成
果

-
3
】
R

P
A

に
つ

い
て

は
、

検
討

数
、

作
成

数
、

新
た

に
生

み
出

し
た

時
間

数
と

も
、

目
標

を
大

幅
に

上
回

っ
て

お
り

、
目

を
見

張
る

成
果

で
あ

る
。

【
活

動
-
4
、

直
接

成
果

-
4
】
E
B

P
M

研
修

に
つ

い
て

は
、

「
考

え
方

を
身

に
付

け
た

」
職

員
の

割
合

が
増

加
し

て
お

り
、

研
修

内
容

の
工

夫
が

う
か

が
え

る
。

【
今

後
の

事
業

の
予

定
・
方

向
性

へ
の

評
価

】
オ

ン
ラ

イ
ン

申
請

や
R

P
A

は
、

事
務

の
効

率
化

、
区

民
の

利
便

性
向

上
を

図
る

う
え

で
非

常
に

有
効

な
手

段
で

あ
り

、
拡

大
し

て
い

く
方

向
性

は
妥

当
で

あ
る

。
一

層
の

推
進

を
図

る
に

は
、

関
係

職
員

が
素

養
を

身
に

付
け

、
磨

い
て

い
く
こ

と
が

不
可

欠
で

あ
り

、
体

系
的

な
研

修
を

実
施

す
る

な
ど

、
職

員
が

自
然

に
取

り
組

ん
で

い
け

る
よ

う
な

風
土

づ
く
り

を
お

願
い

し
た

い
。

ま
た

、
個

人
で

足
り

な
い

部
分

を
総

合
力

で
補

完
で

き
る

よ
う

、
関

係
者

間
で

話
し

合
い

な
が

ら
進

め
る

な
ど

、
引

き
続

き
IC

T
戦

略
推

進
担

当
課

が
中

心
と

な
り

、
各

所
属

を
け

ん
引

し
て

い
た

だ
き

た
い

。
足

立
区

の
D

X
は

他
の

自
治

体
に

比
べ

進
ん

で
い

る
と

の
こ

と
で

あ
る

が
、

外
部

か
ら

の
高

い
評

価
を

耳
に

す
る

機
会

が
あ

ま
り

な
い

。
区

内
外

に
積

極
的

な
P
R

を
行

う
こ

と
で

、
区

の
イ

メ
ー

ジ
ア

ッ
プ

に
も

貢
献

し
て

欲
し

い
。

【【
区区

民民
評評

価価
委委

員員
会会

のの
評評

価価
】】
（（
３３

次次
評評

価価
））

全全
体体

評評
価価

反反
映映

結結
果果

のの
評評

価価
目目

標標
・・
成成

果果
のの

達達
成成

度度
へへ

のの
評評

価価
今今

後後
のの

事事
業業

のの
予予

定定
、、

方方
向向

性性
へへ

のの
評評

価価
反反

映映
結結

果果
・・
反反

映映
状状

況況

【【
所所

属属
のの

自自
己己

分分
析析

】】

指指
標標

分分
析析

課課
題題

分分
析析

今今
後後

のの
事事

業業
のの

予予
定定

（（
短短

期期
））
・・
方方

向向
性性

（（
中中

・・
長長

期期
））

■
押

印
廃

止
対

象
手

続
き

の
オ

ン
ラ

イ
ン

化
  

 【
活

動
-
1
】
【
直

接
成

果
-
1
】
【
中

間
成

果
-
1
】

  
 押

印
廃

止
に

つ
い

て
、

こ
れ

ま
で

継
続

し
て

取
り

組
ん

で
き

た
結

果
、

活
動

数
が

目
標

値
を

達
成

せ
ず

と
も

、
 廃

止
の

手
続

き
数

は
着

実
に

目
標

値
に

近
づ

き
つ

つ
あ

る
。

そ
れ

に
加

え
、

各
所

管
へ

の
ヒ

ア
リ

ン
グ

等
に

も
 取

り
組

ん
だ

こ
と

に
よ

り
、

最
終

目
標

の
オ

ン
ラ

イ
ン

化
し

た
手

続
数

も
目

標
値

を
上

回
る

こ
と

が
で

き
た

。

■
オ

ン
ラ

イ
ン

相
談

の
普

及
  

 【
活

動
-
2
】
【
直

接
成

果
-
2
】
【
中

間
成

果
-
2
】

  
 手

続
の

オ
ン

ラ
イ

ン
化

同
様

に
、

こ
れ

ま
で

継
続

的
に

取
り

組
ん

で
き

た
結

果
、

周
知

回
数

は
目

標
値

に
達

 成
せ

ず
と

も
、

利
用

の
事

業
数

や
人

数
は

目
標

値
に

近
い

数
値

を
達

成
で

き
た

。

■
R

P
A

に
よ

る
自

動
入

力
  

 【
活

動
-
3
】
【
直

接
成

果
-
3
】
【
中

間
成

果
-
3
】

  
 当

初
の

目
標

以
上

に
作

業
の

自
動

化
を

検
討

で
き

た
た

め
、

目
標

以
上

の
シ

ナ
リ

オ
を

作
成

で
き

た
。

シ
ナ

 リ
オ

稼
働

時
間

に
つ

い
て

は
、

実
際

に
ロ

ボ
ッ

ト
を

稼
働

さ
せ

た
結

果
、

人
の

３
倍

程
度

の
速

さ
で

処
理

を
行

 う
こ

と
が

分
か

っ
た

。
（
４

５
３

時
間

の
稼

働
で

、
人

間
の

１
２

０
０

時
間

に
相

当
す

る
作

業
を

行
え

た
）

■
E
B

P
M

研
修

  
 【

活
動

-
4
】
【
直

接
成

果
-
4
】

  
 R

3
年

の
研

修
結

果
を

踏
ま

え
、

よ
り

分
か

り
易

い
内

容
の

研
修

内
容

を
企

画
し

た
。

結
果

、
よ

り
E
B

P
M

の
考

 え
方

を
身

に
付

け
た

職
員

の
割

合
を

増
や

す
こ

と
が

で
き

た
。

１
　

オ
ン

ラ
イ

ン
申

請
の

拡
充

  
  

 オ
ン

ラ
イ

ン
に

対
応

し
た

手
続

き
の

件
数

は
着

実
に

増
加

し
て

い
る

も
の

の
、

分
野

に
よ

っ
て

は
  

未
対

応
の

手
続

き
も

散
見

さ
れ

る
。

２
　

R
P
A

の
シ

ナ
リ

オ
作

成
  

  
今

後
の

更
な

る
拡

大
に

向
け

て
、

シ
ナ

リ
オ

を
作

成
で

き
る

人
材

を
増

や
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

３
　

E
B

P
M

研
修

の
位

置
づ

け
  

  
 特

定
の

層
に

向
け

た
職

場
研

修
と

な
っ

て
い

る
が

、
ロ

ジ
カ

ル
シ

ン
キ

ン
グ

等
を

よ
り

多
く
の

職
員

  
が

身
に

付
け

る
こ

と
が

出
来

る
よ

う
、

全
体

研
修

へ
の

位
置

づ
け

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。

【
短

期
）
】

■
オ

ン
ラ

イ
ン

申
請

に
つ

い
て

は
、

対
象

手
続

き
を

拡
大

し
て

い
く
と

同
時

に
、

ア
ク

リ
ル

キ
ー

ホ
ル

ダ
ー

の
配

布
  

 等
区

民
向

け
の

P
R

も
平

行
し

て
行

う
。

■
R

P
A

に
つ

い
て

は
、

今
ま

で
シ

ナ
リ

オ
を

作
成

し
て

い
な

い
部

署
を

中
心

に
、

引
続

き
新

た
な

作
業

の
自

動
化

を
  

 進
め

て
い

く
。

ロ
ボ

ッ
ト

の
稼

働
時

間
と

し
て

は
R

4
年

の
実

績
＋

α
を

目
指

し
、

そ
の

三
倍

に
あ

た
る

人
間

の
作

  
 業

時
間

の
創

出
を

目
指

す
。

■
E
B

P
M

に
つ

い
て

は
、

よ
り

多
く
の

方
が

考
え

方
を

身
に

付
け

ら
れ

る
よ

う
な

、
引

続
き

わ
か

り
や

す
い

研
修

を
目

  
 指

し
て

い
く
。

■
押

印
廃

止
調

査
及

び
オ

ン
ラ

イ
ン

相
談

の
普

及
に

つ
い

て
は

、
庁

内
へ

広
く
浸

透
し

当
初

の
目

標
を

達
成

し
つ

  
 つ

あ
る

こ
と

を
鑑

み
、

活
動

と
し

て
は

継
続

し
つ

つ
も

指
標

の
対

象
外

と
す

る
。

そ
の

代
わ

り
に

、
D

X
の

拡
充

に
  

 向
け

よ
り

注
力

し
て

い
く
窓

口
D

X
を

新
た

な
指

標
と

す
る

。

【
中

・
長

期
】

■
オ

ン
ラ

イ
ン

申
請

に
つ

い
て

は
、

区
民

・
職

員
へ

の
拡

充
を

更
に

進
め

る
こ

と
で

、
対

応
手

続
の

増
加

と
利

用
率

  
 の

向
上

を
目

指
し

て
い

く
。

■
R

5
年

に
導

入
を

予
定

し
て

い
る

窓
口

D
X
に

つ
い

て
、

周
知

活
動

を
進

め
、

実
際

に
利

用
す

る
方

が
増

え
て

い
く

  
 こ

と
で

、
区

役
所

窓
口

の
混

雑
緩

和
を

目
指

し
て

い
く
。

■
E
B

P
M

研
修

を
通

じ
デ

ー
タ

の
読

み
方

や
ロ

ジ
カ

ル
シ

ン
キ

ン
グ

を
身

に
付

け
、

R
P
A

の
シ

ナ
リ

オ
作

成
に

役
立

  
 て

て
い

い
き

、
職

員
の

業
務

効
率

化
を

実
現

す
る

、
と

い
う

事
例

が
数

多
く
達

成
で

き
る

こ
と

を
目

指
し

て
い

く
。

【【
庁庁

内内
評評

価価
委委

員員
会会

のの
評評

価価
】】
（（
２２

次次
評評

価価
））

【
全

体
評

価
の

経
年

動
向

】

012345

H3
1年
度

R2
年
度

R3
年
度

R4
年
度

庁
内
評
価
結
果

区
民
評
価
結
果
※
年
度
は
事
業
実
施
年
度

区 民 評 価 中 止

95

Ⅲ　重点プロジェクト事業 事業別評価の反映結果



【【
ロロ

ジジ
ッッ

クク
モモ

デデ
ルル

・・
指指

標標
のの

達達
成成

度度
】】

単単
位位

：：
千千

円円
■■

令令
和和

44
年年

度度
事事

業業
費費

支支
出出

内内
訳訳

（（
上上

位位
３３

事事
業業

））

(1
)

(2
)

(3
)

 

年
度

目
標

目
標

実
績

達
成

率

目
標

目
標

※
④

中
間

成
果

自
体

が
、

⑥
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
共

通
の

成
果

に
直

接
寄

与
す

る
成

果
で

あ
る

た
め

、
本

調
書

に
限

り
、

⑤
の

最
終

成
果

を
⑥

と
同

一
の

も
の

と
す

る
。

【
活

動
-
2
】

ミ
ス

防
止

研
修

、
公

務
員

倫
理

研
修

等
の

実
施

回
数

目
標

2
9

2
8

2
9

達
成

【
直

接
成

果
-
2
】

ミ
ス

防
止

研
修

、
公

務
員

倫
理

研
修

等
の

受
講

者
数

6
8
%

1
0
5
%

達
成

率

【
活

動
-
1
】

事
故

・
ミ

ス
発

生
所

管
へ

の
「
調

査
・
分

析
・
提

言
等

」
の

延
べ

実
施

回
数

目
標

2
4
2

2
2
6

1
7
0

や
や

順
調

達
成

率

実
績

【
直

接
成

果
-
１

】
重

点
分

野
（
発

生
件

数
上

位
）
の

事
故

・
ミ

ス
件

数

回 回
達

成

人
権

意
識

向
上

事
務

千
円

千
円

2
,5

7
8

9
0

達
成

率
1
0
6
%

1
0
2
%

1
0
4
%

点

達
成

状
況

6
3

や
や

遅
れ

て
い

る
達

成
率

7
0
%

9
0

- -
3
,9

2
3

3
,7

7
7

達
成

【
中

間
成

果
-
2
】

来
庁

者
ｱ

ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄに

お
け

る
職

員
の

接
客

態
度

に
対

す
る

評
価

の
平

均
点

9
0

-
実

績
9
2

達
成

率

9
4

-
実

績

【
中

間
成

果
-
1
】

事
故

・
ミ

ス
、

懲
戒

処
分

の
件

数

1
2
5

1
1
5

1
3
2

7
4

％
件

件

目
標

-6
7

や
や

遅
れ

て
い

る

【
最

終
成

果
】

区
政

全
体

に
対

す
る

区
民

の
満

足
度

【
指

標
変

更
】

1
5
5

1
6
5

-

8
1
%

6
年

度
R

3

0
0

②②
活活

動動
（（
アア

ウウ
トト

ププ
ッッ

トト
））

※※
区区

がが
行行

うう
直直

接接
のの

活活
動動

③③
直直

接接
成成

果果
（（
②②

のの
活活

動動
のの

直直
接接

的的
なな

結結
果果

））
④④

中中
間間

成成
果果

（（
③③

のの
成成

果果
がが

伸伸
びび

たた
らら

、、
どど

うう
なな

るる
かか

））

R
3

R
4

税
外

収
入

0
0

0

0

R
5

千
円

3
,4

4
7 9
0

令令
和和

５５
年年

度度
重重

点点
ププ

ロロ
ジジ

ェェ
クク

トト
事事

業業
評評

価価
調調

書書
（（
令令

和和
４４

年年
度度

事事
業業

実実
施施

分分
））

視
点

再
掲

重
点

目
標

⑭
戦

略
的

か
つ

効
果

的
な

行
政

運
営

を
行

う
重

点
項

目
区

民
か

ら
の

信
頼

を
高

め
ら

れ
る

人
材

の
育

成
記

入
所

属
行

財
政

ガ
バ

ナ
ン

ス
担

当
課

ガ
バ

ナ
ン

ス
担

当
区

民
の

声
相

談
課

区
民

の
声

担
当

人
事

課
人

材
育

成
係

事
業

名
№

4
0
「
組

織
能

力
の

向
上

と
組

織
風

土
の

改
善

」
協

働 ・
協

創

Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

1
6
.
5

実
施

済
・
発

生
件

数
が

多
い

個
人

情
報

関
連

や
誤

植
な

ど
の

事
故

に
関

し
、

重
点

的
に

繰
り

返
し

注
意

喚
起

し
た

。
・
車

両
事

故
が

多
か

っ
た

車
種

の
変

更
や

繰
り

返
し

事
故

が
起

き
た

所
管

へ
の

個
別

研
修

な
ど

、
事

故
の

傾
向

や
原

因
分

析
を

踏
ま

え
た

業
務

改
善

や
仕

組
み

づ
く
り

を
進

め
た

。

対
象

※
　

そ
の

他
の

場
合

記
入

昨
年

度
の

反
映

結
果

に
対

す
る

取
組

状
況

職
員

項
目

取
組

状
況

具
体

的
に

目
的

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
）

事
故

ミ
ス

の
未

然
防

止
内

容

実
績

3
9

3
2

-
実

績

達
成

率
1
0
0
%4
,
0
2
2

5
,
3
7
1

4
,
8
2
4

事
業

費
(a

)

7
9
%

2
5
4

1
7
8

-

人 人

目
標

1
7

1
3

1
0

や
や

順
調

【
直

接
成

果
-
3
】

接
客

力
向

上
研

修
の

受
講

者
数

目
標

2
,3

8
5

回

1
2
,
2
5
3

2
0
,
7
4
3

総
事

業
費

(a
+
b)

1
6
,
2
7
5

接
客

ス
キ

ル
の

向
上

2
6
,
1
1
4

影
響

要
因

影
響

要
因

Ｓ
Ｄ

Ｇ
s関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
対

す
る

貢
献

状
況

【
目

標
1
6
】
タ

ー
ゲ

ッ
ト

1
6
.5

で
は

、
あ

ら
ゆ

る
形

態
の

汚
職

や
贈

賄
を

大
幅

に
減

少
さ

せ
る

こ
と

を
目

指
す

。
事

故
・
ミ

ス
の

未
然

防
止

を
図

る
こ

と
で

、
事

務
の

適
正

化
が

進
め

ら
れ

る
と

と
も

に
、

研
修

等
の

職
員

教
育

に
よ

り
公

務
員

と
し

て
の

倫
理

観
が

高
め

ら
れ

る
こ

と
で

、
目

標
達

成
に

貢
献

し
て

い
る

。

①①
投投

入入
資資

源源
（（
イイ

ンン
ププ

ッッ
トト

））

年
度

３
年

度
４

年
度

５
年

度

影
響

要
因

内
訳対対

応応
すす

るる
予予

算算
事事

業業
名名

職
員

研
修

事
業

人
権

意
識

向
上

事
務

⑥
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
共

通
の

成
果

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
が

伸
び

た
ら

こ
う

な
る

）

区区
政政

全全
体体

にに
対対

すす
るる

区区
民民

のの
満満

足足
度度

　　
66
77
％％

受
益

者
負

担
金

主
な

内
容

主
な

内
容

主
な

内
容

4
,
8
2
4

実
施

済

8
5
%

達
成

率
1
0
4
%

8
9
%

1
0
,0

5
7

4
,1

7
6

-

人
件

費
(b

)

1
,9

2
5

-

達
成

率
1
3
4
%

1
1
4
%

【
活

動
-
3
】

接
客

力
向

上
研

修
の

実
施

回
数

単
位

接
客

あ
だ

ち
推

進
月

間
を

活
用

し
、

各
所

管
課

に
お

い
て

接
客

力
向

上
お

よ
び

職
場

風
土

の
改

善
に

つ
な

が
る

取
組

み
を

実
施

し
た

。
ま

た
、

職
員

研
修

で
は

、
区

民
目

線
で

の
具

体
的

な
事

例
を

示
す

と
と

も
に

、
身

だ
し

な
み

Ｂ
Ｏ

Ｏ
Ｋ

の
活

用
や

、
外

部
講

師
に

よ
る

接
客

力
向

上
な

ど
積

極
的

に
取

り
入

れ
た

。

実
績

8
3

年
度

R
3

や
や

順
調

実
績

1
7

1
1

-
実

績
2
,4

7
9

2
,2

8
7

事 業 の 概 要

区
政

に
対

す
る

区
民

の
信

頼
向

上

職
員

研
修

事
業

地
方

自
治

法
に

則
っ

た
内

部
統

制
制

度
に

よ
る

リ
ス

ク
管

理
を

進
め

る
と

と
も

に
、

発
生

し
た

事
故

・
ミ

ス
に

つ
い

て
は

、
真

因
を

見
つ

け
適

切
な

対
応

策
を

講
じ

る
こ

と
で

、
再

発
を

防
止

す
る

。
ま

た
、

公
務

員
と

し
て

の
倫

理
観

や
区

民
の

満
足

度
を

高
め

る
接

客
を

身
に

つ
け

る
た

め
の

研
修

を
繰

り
返

し
実

施
す

る
。

9
2

国
庫

負
担

金
・
補

助
金

②②
活活

動動
指指

標標
達

成
状

況
単

位
③③

成成
果果

指指
標標

単
位

④④
成成

果果
指指

標標
単

位
達

成
状

況
⑤⑤

成成
果果

指指
標標

⑤⑤
最最

終終
成成

果果
（（
理理

想想
））

R
5

年
度

【
事

業
の

概
要

】
１

 事
故

・
ミ

ス
の

未
然

防
止

に
向

け
た

活
動

（
１

）
事

故
・
ミ

ス
発

生
時

に
お

け
る

担
当

所
管

へ
の

「
調

査
・
分

析
・

　
提

言
等

」
の

実
施

【
活

動
-
1
】

（
２

）
ミ

ス
防

止
研

修
、

公
務

員
倫

理
研

修
、

研
修

推
進

員
へ

の
注

意
　

喚
起

等
の

実
施

【
活

動
-
2
】

２
　

接
客

ス
キ

ル
の

向
上

に
向

け
た

活
動

（
１

）
接

客
力

向
上

研
修

の
実

施
【
活

動
-
3
】

1
 事

故
・
ミ

ス
の

未
然

防
止

に
関

す
る

成
果

【
活

動
-
1
、

2
】

（
１

）
事

故
・
ミ

ス
発

生
所

管
に

お
け

る
再

発
が

無
く
な

る
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
【直

接
成

果
-
1
】

（
２

）
ミ

ス
防

止
、

公
務

員
倫

理
に

関
す

る
知

識
や

ス
キ

ル
を

学
ん

だ
　

職
員

が
増

え
る

【直
接

成
果

-
2
】

２
　

接
客

ス
キ

ル
向

上
に

関
す

る
成

果
【
活

動
-
3
】

（
１

）
接

客
力

向
上

に
関

す
る

知
識

や
ス

キ
ル

を
学

ん
だ

職
員

が
　

増
え

る
【直

接
成

果
-
3
】

１
　

事
故

・
ミ

ス
、

懲
戒

処
分

の
件

数
が

減
る

２
　

職
員

の
接

客
力

が
向

上
す

る
区

政
に

対
す

る
区

民
の

信
頼

が
向

上
し

、
区

民
が

満
足

で
き

る
区

政
運

営
が

行
え

て
い

る

R
4

R
5

年
度

R
4

・
緊

急
、

重
大

案
件

の
頻

発
に

  
よ

る
業

務
の

逼
迫

・
来

庁
者

ア
ン

ケ
ー

ト
回

答
者

の
  

状
況

・
世

論
調

査
回

答
者

の
状

況
・
区

の
組

織
や

職
員

の
対

応
以

外
  

の
要

因
に

よ
る

影
響

・
外

的
要

因
に

よ
る

研
修

の
中

止

外
的
な
要
因

大大
行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素

大大

96

Ⅲ　重点プロジェクト事業 事業別評価の反映結果



【【
所所
属属
のの
自自
己己
分分
析析
】】

指指
標標
分分
析析

課課
題題
分分
析析

今今
後後
のの
事事
業業
のの
予予
定定
（（
短短
期期
））
・・
方方
向向
性性
（（
中中
・・
長長
期期
））

【
活
動
-
1
】
目
標
に
達
し
な
か
っ
た
が
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
手
法
の
向
上
に
よ
り
、
当
初
想
定
し
た
回
数
を
必
要
と
し
な
く

な
っ
た
た
め
で
、
令
和
５
年
度
の
目
標
は
、
現
状
を
踏
ま
え
た
目
標
値
と
し
た
。

【
活
動
-
2
】
前
倒
し
採
用
の
職
員
に
対
し
て
積
極
的
に
公
務
員
倫
理
等
の
研
修
を
行
っ
た
こ
と
や
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
通

信
の
発
行
回
数
を
増
や
し
職
員
へ
の
意
識
啓
発
を
行
っ
た
こ
と
で
、
目
標
を
上
回
っ
た
。

【
活
動
-
3
】
接
客
力
向
上
研
修
の
実
施
回
数
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
る
中
止
に
加
え
、
複

数
回
実
施
を
予
定
し
て
い
た
研
修
を
動
画
視
聴
と
し
た
こ
と
で
延
べ
実
施
回
数
が
減
り
、
目
標
を
や
や
下
回
っ
た
。

ま
た
、
目
標
値
が
経
年
比
較
で
減
と
な
っ
て
い
る
理
由
は
、
大
規
模
会
場
で
一
度
に
多
く
の
受
講
生
を
集
約
し
て

実
施
で
き
た
こ
と
や
、
新
任
研
修
の
効
果
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
科
目
統
合
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

【
直
接
成
果
-
1
】
「
個
人
情
報
関
連
」
「
印
刷
物
等
誤
植
」
の
件
数
は
減
少
し
て
お
り
、
継
続
し
た
注
意
喚
起
の
成
果

が
出
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
増
加
し
た
「
車
両
事
故
」
は
、
特
定
の
車
種
で
の
発
生
が
多
い
た
め
、
使
用

車
両
と
運
転
技
術
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
よ
る
要
因
が
大
き
い
と
考
え
る
。

【
直
接
成
果
-
2
】
研
修
受
講
者
数
の
目
標
値
は
、
４
月
時
点
の
各
研
修
の
対
象
予
定
者
数
を
積
立
て
て
算
出
し
て

い
る
。
一
部
研
修
で
は
当
初
集
合
研
修
を
予
定
し
て
い
た
が
、
感
染
状
況
や
働
き
方
の
多
様
化
に
合
わ
せ
動
画

研
修
で
実
施
し
、
受
講
対
象
者
を
当
初
想
定
よ
り
増
や
し
た
結
果
、
実
績
値
増
に
つ
な
が
っ
た
。
な
お
、
令
和
3
年

度
は
、
足
立
区
「
利
害
関
係
者
等
と
の
接
触
に
関
す
る
指
針
」
の
改
定
年
度
で
あ
っ
た
た
め
、
会
計
年
度
任
用
職

員
を
含
む
全
職
員
に
研
修
を
実
施
し
た
こ
と
で
、
例
年
に
比
べ
人
数
が
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。

【
直
接
成
果
-
3
】
入
区
前
の
職
員
向
け
に
実
施
し
た
任
意
の
ﾋ
ﾞｼ
ﾞﾈ
ｽ
ﾏ
ﾅ
ｰ
研
修
に
つ
い
て
、
感
染
症
対
策
の
た
め

動
画
で
実
施
し
た
と
こ
ろ
受
講
率
が
伸
び
悩
ん
だ
こ
と
や
、
あ
だ
ち
接
客
ﾘ
ｰ
ﾀ
ﾞｰ
研
修
を
中
止
し
た
こ
と
で
目
標
値

の
約
9
割
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
来
庁
者
ｱ
ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄの
評
価
が
目
標
を
上
回
っ
て
お
り
、
接
客
研
修
や
接
客
あ
だ
ち
推

進
月
間
の
取
り
組
み
等
に
よ
り
、
職
員
の
接
客
力
は
向
上
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

【
事
故
・
ミ
ス
防
止
に
つ
い
て
】

・
事
故
・
ミ
ス
の
件
数
増
が
続
い
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
課
題
。
重
点
的
な
注
意
喚
起
な
ど

効
果
が
表
れ
て
い
る
対
策
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
増
加
し
て
し
ま
っ
た
分
野
へ
の
更
な
る
対

策
を
講
じ
る
な
ど
し
て
、
全
対
的
な
件
数
増
に
つ
な
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
・
新
規
採
用
と

退
職
者
が
増
加
し
、
管
理
職
の
役
職
定
年
が
導
入
さ
れ
る
状
況
で
、
区
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る

区
政
運
営
を
続
け
る
た
め
に
、
若
手
・
中
堅
職
員
の
育
成
や
知
識
の
継
承
が
急
務
と
な
っ
て

い
る
。

・
育
成
に
あ
た
っ
て
は
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
事
故
、
ミ
ス
等
に
関
す
る
具
体
的
な
事
例
を
主

体
的
に
捉
え
、
公
務
員
倫
理
を
意
識
し
、
行
動
に
移
し
て
い
く
た
め
の
働
き
か
け
を
継
続
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

【
職
員
の
接
客
力
向
上
に
つ
い
て
】

・
令
和
5
年
5
月
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
5
類
と
な
る
こ
と
を
受
け
、
新
た
に
発
生
す
る
課

題
を
把
握
・
分
析
し
接
客
に
繋
げ
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
身
だ
し
な
み
や
あ
い
さ
つ
を
は
じ
め

と
す
る
接
客
力
の
向
上
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

【
短
期
】

・
掲
示
板
や
文
書
等
に
よ
る
継
続
的
な
注
意
喚
起
だ
け
で
な
く
、
短
期
集
中
的
な
取
組
み
強
化
策
の
実

施
な
ど
、
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
た
対
策
を
行
う
。

・
全
庁
で
繰
り
返
さ
れ
る
事
務
ミ
ス
の
傾
向
を
掴
み
、
「
ミ
ス
防
止
」
研
修
の
内
容
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し

た
上
で
、
職
員
の
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
研
修
動
画
や
資
料
を
閲
覧
で
き
る
仕
組
み
を
構
築
す

る
。

・
令
和
３
年
度
か
ら
各
課
ご
と
に
来
庁
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
経
年
比
較
で
き
る
よ
う
仕
様
変
更
し
て
お
り
、
こ

の
結
果
を
各
課
と
共
有
す
る
こ
と
で
具
体
的
な
改
善
策
の
実
現
に
つ
な
げ
て
い
く
。
ま
た
、
来
庁
者
ア
ン

ケ
ー
ト
で
満
足
度
が
低
い
項
目
を
、
接
客
研
修
や
接
客
あ
だ
ち
推
進
月
間
の
重
点
項
目
に
反
映
し
接
客

力
の
底
上
げ
を
図
る
。
さ
ら
に
、
身
だ
し
な
み
冊
子
や
あ
い
さ
つ
励
行
動
画
の
活
用
と
あ
わ
せ
て
、
接
客

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し
を
行
い
、
接
客
マ
イ
ン
ド
を
醸
成
す
る
。

【
中
・
長
期
】

・
令
和
３
年
度
開
始
し
た
内
部
統
制
制
度
に
沿
っ
た
リ
ス
ク
評
価
を
継
続
し
て
実
施
し
、
各
所
管
に
お
け

る
自
律
的
な
リ
ス
ク
対
応
策
の
構
築
と
確
実
な
運
用
の
仕
組
み
が
確
立
で
き
る
よ
う
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
担
当

課
に
お
い
て
、
助
言
や
具
体
的
事
例
の
提
示
等
必
要
な
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

・
区
民
に
寄
り
添
っ
た
接
客
の
実
現
に
向
け
て
、
区
民
の
声
や
来
庁
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
分
析
結
果
を
サ
ー

ビ
ス
ア
ッ
プ
推
進
会
議
等
で
課
題
を
共
有
・
検
討
す
る
こ
と
で
全
庁
的
な
対
応
力
の
向
上
に
繋
げ
て
い

く
。

【【
庁庁
内内
評評
価価
委委
員員
会会
のの
評評
価価
】】
（（
２２
次次
評評
価価
））

【
全
体
評
価
の
経
年
動
向
】

全全
体体
評評
価価

評評
価価
結結
果果

33
..55

【
目
標
・
成
果
の
達
成
度
へ
の
評
価
】

　
研
修
体
制
の
多
様
化
を
図
り
動
画
研
修
な
ど
を
導
入
し
た
事
に
よ
り
コ
ロ
ナ
禍
で
も
必
要
な
受
講
体
制
を
確
保
で
き
た
こ
と
は
評
価
す
る
。
一
方
で
、
事
故
・
ミ
ス
が
未
だ

増
加
傾
向
に
あ
り
、
繰
り
返
さ
れ
る
周
知
や
再
発
防
止
策
の
形
骸
化
が
懸
念
さ
れ
る
。
事
故
・
ミ
ス
を
自
分
事
と
し
て
捉
え
防
止
策
を
実
践
す
る
職
員
の
意
識
醸
成
が
不
可

欠
で
あ
り
、
今
後
も
研
修
体
制
の
検
証
を
望
む
。

　
ま
た
、
職
員
の
接
客
力
に
つ
い
て
は
、
数
値
で
は
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
、
挨
拶
や
言
葉
遣
い
等
、
基
礎
的
能
力
の
低
下
を
体
感
し
て
い
る
。
指
標
通
り
の
成
果
が
発
揮
出

来
て
い
る
か
検
証
が
必
要
と
考
え
る
。

【
今
後
の
事
業
の
予
定
・
方
向
性
へ
の
評
価
】

　
事
務
ミ
ス
で
は
同
様
の
ミ
ス
が
定
期
的
に
繰
り
返
さ
れ
て
お
り
、
傾
向
を
把
握
し
て
重
点
的
に
研
修
内
容
に
反
映
し
て
い
く
取
り
組
み
は
評
価
す
る
。
な
お
、
事
故
・
ミ
ス
が

発
生
し
た
際
に
、
組
織
的
な
課
題
と
職
員
個
人
の
課
題
が
あ
る
と
し
て
、
組
織
に
対
し
て
は
、
現
状
の
「
調
査
・
分
析
・
提
言
」
に
加
え
、
「
そ
の
後
の
改
善
確
認
」
を
一
定
期

間
見
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
一
方
、
個
人
に
対
し
て
は
、
増
加
し
た
分
野
に
つ
い
て
集
中
的
な
対
面
研
修
が
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
特
に
、
ミ
ス
が
発
生

す
る
よ
う
な
忙
し
い
職
場
で
は
、
仕
事
中
に
集
中
し
て
動
画
研
修
を
視
聴
す
る
事
が
難
し
い
と
思
わ
れ
る
た
め
、
あ
る
程
度
時
間
を
と
っ
て
や
る
し
か
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
区
民
の
声
や
来
庁
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
分
析
、
課
題
の
共
有
、
検
討
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
組
織
力
の
向
上
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
実
施
し
て
い
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。
ま
た
、
身
だ
し
な
み
冊
子
、
接
客
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
に
つ
い
て
は
、
時
代
の
変
化
に
合
わ
せ
て
時
点
修
正
を
図
っ
て
ほ
し
い
。

【【
区区
民民
評評
価価
委委
員員
会会
のの
評評
価価
】】
（（
３３
次次
評評
価価
））

全全
体体
評評
価価

反反
映映
結結
果果
のの
評評
価価

目目
標標
・・
成成
果果
のの
達達
成成
度度
へへ
のの
評評
価価

今今
後後
のの
事事
業業
のの
予予
定定
、、
方方
向向
性性
へへ
のの
評評
価価

反反
映映
結結
果果
・・
反反
映映
状状
況況

【
事
故
・
ミ
ス
防
止
に
つ
い
て
】

・
主
体
的
に
物
事
を
考
え
、
事
故
・
ミ
ス
防
止
に
向
け
て
当
事
者
意
識
持
っ

て
行
動
で
き
る
職
員
の
育
成
を
図
る
た
め
、
各
職
層
研
修
に
お
い
て
、
令
和

６
年
度
か
ら
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
全
体
発
表
の
場
を
積
極
的
に
取
り
入
れ

た
り
、
具
体
的
な
事
例
の
紹
介
を
通
じ
て
自
身
の
業
務
と
照
ら
し
合
わ
せ
る

こ
と
で
、
研
修
生
の
自
発
的
な
行
動
変
容
へ
結
び
付
け
る
。

・
「
ミ
ス
防
止
研
修
」
で
は
、
令
和
５
年
度
か
ら
集
合
研
修
に
戻
し
て
実
施
す

る
と
と
も
に
、
各
講
義
内
容
の
動
画
編
集
を
行
い
、
集
合
研
修
に
参
加
で
き

な
か
っ
た
職
員
も
常
時
視
聴
で
き
る
仕
組
み
も
継
続
し
た
。

・
職
員
の
事
故
・
ミ
ス
防
止
策
の
実
践
に
向
け
た
意
識
醸
成
の
取
組
み
と
し

て
、
令
和
５
年
９
月
を
「
事
故
・
ミ
ス
ゼ
ロ
月
間
」
と
し
て
、
各
係
で
重
点
的
に

事
故
防
止
に
取
組
む
事
務
と
そ
の
対
策
を
自
ら
検
討
し
、
実
践
す
る
取
組

み
を
行
っ
た
。

・
事
故
が
発
生
し
た
際
、
該
当
所
属
か
ら
ガ
バ
ナ
ン
ス
担
当
課
宛
に
「
事
故

対
応
・
是
正
報
告
書
」
に
よ
る
報
告
を
受
け
る
と
と
も
に
、
事
故
発
生
か
ら
概

ね
３
か
月
後
に
再
発
防
止
策
の
実
施
状
況
を
報
告
し
て
も
ら
っ
て
い
る
が
、

そ
こ
で
、
実
施
状
況
に
課
題
や
予
定
通
り
対
策
が
進
め
ら
れ
て
い
な
い
所

属
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
改
善
に
向
け
た
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

【
職
員
の
接
客
力
向
上
に
つ
い
て
】

・
令
和
４
年
度
の
来
庁
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
総
合
評
価
は
過
去
最
高
点
で
あ
っ

た
が
、
「
あ
い
さ
つ
」
や
「
話
し
方
」
の
項
目
は
前
年
度
比
で
減
（
そ
れ
ぞ
れ

2
.7
ポ
イ
ン
ト
、
2
.9
ポ
イ
ン
ト
の
減
）
で
あ
っ
た
。
基
礎
的
な
接
客
力
の
向
上
に

向
け
て
、
令
和
５
年
度
は
接
客
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
改
訂
し
た
ほ
か
、
４
年
ぶ
り
に

「
接
客
リ
ー
ダ
ー
研
修
」
を
実
施
す
る
と
と
も
に
「
管
理
職
あ
い
さ
つ
励
行
」
で

は
新
規
採
用
職
員
等
が
参
加
す
る
こ
と
で
、
接
客
の
基
本
で
あ
る
あ
い
さ
つ

の
徹
底
を
図
っ
た
。

反反
映映
結結
果果

達達
成成
度度

方方
向向
性性

012345

H3
1年
度

R2
年
度

R3
年
度

R4
年
度

庁
内
評
価
結
果

区
民
評
価
結
果
※
年
度
は
事
業
実
施
年
度

区 民 評 価 対 象 外

区 民 評 価 中 止
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Ⅲ　重点プロジェクト事業 事業別評価の反映結果



【【
ロロ

ジジ
ッッ

クク
モモ

デデ
ルル

・・
指指

標標
のの

達達
成成

度度
】】

単単
位位

：：
千千

円円
■■

令令
和和

44
年年

度度
事事

業業
費費

支支
出出

内内
訳訳

（（
上上

位位
３３

事事
業業

））

(1
)

(2
)

(3
)

 

年
度

目
標

目
標

実
績

達
成

率

目
標

目
標

【
活

動
-
2
】

各
職

層
等

に
求

め
ら

れ
る

集
合

研
修

回
数

目
標

-
1
6
2

1
6
0

遅
れ

て
い

る

【
直

接
成

果
-
2
】

各
職

層
等

に
求

め
ら

れ
る

集
合

研
修

の
受

講
者

数

8
1
%

-
達

成
率

【
活

動
-
1
】

受
験

者
向

け
P

R
活

動
の

実
施

回
数

目
標

-
8

8

達
成

達
成

率

実
績

【
直

接
成

果
-
1
】

足
立

区
を

希
望

す
る

受
験

者
割

合
（
区

面
接

合
格

者
の

う
ち

）

回 回

-

目
標

-

％

点
％ 人 回 ％

点 人

達
成

状
況

7
0

影
響

要
因

影
響

要
因

R
3

R
4

1
0
0
%

8
-

①①
投投

入入
資資

源源
（（
イイ

ンン
ププ

ッッ
トト

））

年
度

３
年

度
４

年
度

５
年

度

8
-

5
7

影
響

要
因

・
公

務
員

志
望

の
動

向
・
他

自
治

体
・
民

間
企

業
の

求
人

状
況

・
感

染
症

の
影

響
に

よ
 る

研
修

中
止

・
感

染
症

の
影

響
に

よ
 る

研
修

の
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

の
中

止
災

害
や

感
染

症
等

に
よ

る
社

会
情

勢
の

急
激

な
変

化
0

0
0

0

R
5

6
年

度
R

3

0
0

②②
活活

動動
（（
アア

ウウ
トト

ププ
ッッ

トト
））

※※
区区

がが
行行

うう
直直

接接
のの

活活
動動

③③
直直

接接
成成

果果
（（
②②

のの
活活

動動
のの

直直
接接

的的
なな

結結
果果

））
④④

中中
間間

成成
果果

（（
③③

のの
成成

果果
がが

伸伸
びび

たた
らら

、、
どど

うう
なな

るる
かか

））

令令
和和

５５
年年

度度
重重

点点
ププ

ロロ
ジジ

ェェ
クク

トト
事事

業業
評評

価価
調調

書書
（（
令令

和和
４４

年年
度度

事事
業業

実実
施施

分分
））

視
点

再
掲

重
点

目
標

⑭
戦

略
的

か
つ

効
果

的
な

行
政

運
営

を
行

う
重

点
項

目
区

民
か

ら
の

信
頼

を
高

め
ら

れ
る

人
材

の
育

成
記

入
所

属
行

財
政

総
務

部
人

事
課

人
事

係
総

務
部

人
事

課
人

事
計

画
担

当
総

務
部

人
事

課
人

材
育

成
係

事
業

名
№

4
1
「
人

材
育

成
事

務
（
職

員
研

修
事

業
、

職
員

の
能

力
を

活
か

す
人

事
）
」

協
働 ・

協
創

昇
任

時
の

職
層

研
修

や
実

務
関

連
の

希
望

研
修

等
に

お
い

て
、

実
践

的
な

内
容

と
す

る
た

め
に

、
関

係
所

管
の

職
員

に
講

師
を

依
頼

し
て

い
る

。

Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

5
.
5

1
0
.
2

実
施

済
各

職
層

の
研

修
に

お
い

て
、

公
務

員
倫

理
や

接
客

等
の

科
目

を
取

り
入

れ
て

い
く
こ

と
で

、
区

職
員

と
し

て
根

底
に

あ
る

役
割

を
意

識
づ

け
た

。

対
象

※
　

そ
の

他
の

場
合

記
入

昨
年

度
の

反
映

結
果

に
対

す
る

取
組

状
況

職
員

項
目

取
組

状
況

具
体

的
に

目
的

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
）

区
職

員
と

し
て

根
底

に
あ

る
役

割
内

容

1
1

や
や

順
調

【
最

終
成

果
】

人
事

評
価

の
平

均
点

2
6
8

2
6
1

-

-

-
実

績
【
中

間
成

果
-
1
】

区
面

接
に

お
け

る
合

格
者

平
均

点

-
2
7
5

2
7
0

7
0

や
や

遅
れ

て
い

る

達
成

率
9
5
%

5
,7

0
0

5
,7

0
0

達
成

率
-

9
2
%

-
9
0
%

や
や

遅
れ

て
い

る
実

績
1
6
2

9
5

-
実

績
1
2
,5

9
1

6
,5

5
0

-
7
,1

3
6

7
2
5
0

や
や

遅
れ

て
い

る

【
中

間
成

果
-
2
】

集
合

研
修

に
よ

り
、

職
務

に
対

す
る

意
欲

が
向

上
し

た
職

員
数

-

-
実

績
5
,6

6
5

達
成

率

5
,1

1
3

-

達
成

率
-

5
9
%

【
活

動
-
3
】

職
場

研
修

支
援

回
数

目
標

6
0

6
0

6
0

や
や

遅
れ

て
い

る

【
直

接
成

果
-
3
】

職
場

研
修

、
学

習
会

等
の

実
施

回
数

目
標

1
,3

0
0

回

実
績

7
0

年
度

R
3

や
や

遅
れ

て
い

る
実

績
5
7

5
3

-
実

績
9
8
1

1
,2

2
2

-

達
成

率
9
5
%

8
8
%

達
成

率
7
5
%

9
4
%

1
,3

0
0

1
,3

0
0

9
5
%

実
績

9
0
.2

8
8

目
標

-
1
0
0

1
0
0

達
成

【
直

接
成

果
-
4
】

適
切

な
ジ

ョ
ブ

ロ
ー

テ
ー

シ
ョ

ン
（
入

区
１

０
年

で
３

所
属

以
上

）
の

実
施

割
合

目
標

-
【
活

動
-
4
】

所
属

長
ヒ

ア
リ

ン
グ

実
施

割
合

9
3

9
3

や
や

順
調

実
績

1
0
0

1
0
0

-
-

達
成

率
-

1
0
0
%

達
成

率
-

7
6
,
6
6
9

7
8
,
8
2
2

総
事

業
費

(a
+
b)

1
0
5
,
4
1
2

協
創

の
実

現
に

必
要

な
各

能
力

1
0
3
,
8
0
6

研
修

計
画

策
定

の
骨

子
と

な
る

「
足

立
区

人
材

育
成

基
本

方
針

（
令

和
４

年
４

月
改

定
）
」
に

つ
い

て
、

「
人

材
育

成
基

本
方

針
サ

イ
ド

ブ
ッ

ク
」
を

策
定

し
た

。
サ

イ
ド

ブ
ッ

ク
で

は
、

職
層

別
の

主
な

役
割

と
期

待
さ

れ
る

力
や

、
採

用
か

ら
６

０
歳

ま
で

の
キ

ャ
リ

ア
プ

ラ
ン

を
明

示
し

た
。

Ｓ
Ｄ

Ｇ
s関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
対

す
る

貢
献

状
況

【
目

標
5
】
（
タ

ー
ゲ

ッ
ト

5
.5

）
職

員
全

体
の

キ
ャ

リ
ア

ア
ッ

プ
支

援
に

向
け

、
「
先

輩
か

ら
学

ぶ
ワ

ー
ク

ス
タ

イ
ル

研
修

」
の

実
施

や
職

層
研

修
に

お
い

て
「
先

輩
職

員
の

メ
ッ

セ
ー

ジ
」
を

取
り

入
れ

る
こ

と
で

、
目

標
達

成
に

寄
与

し
て

い
る

。
【
目

標
1
0
】
（
タ

ー
ゲ

ッ
ト

1
0
.2

）
目

標
達

成
の

た
め

、
公

正
公

平
な

採
用

試
験

の
実

施
、

職
員

に
対

す
る

研
修

、
キ

ャ
リ

ア
ア

ッ
プ

支
援

等
を

通
じ

て
、

職
員

全
体

の
能

力
の

底
上

げ
を

行
い

、
更

な
る

区
民

サ
ー

ビ
ス

の
向

上
に

つ
な

げ
て

い
く
。

税
外

収
入

事
業

費
(a

)

人
件

費
(b

)
内

訳

国
庫

負
担

金
・
補

助
金

受
益

者
負

担
金

対対
応応

すす
るる

予予
算算

事事
業業

名名
職
員
研
修
事
業
、
人
事
管
理
事
務

人
権
意
識
向
上
事
務

⑥
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
共

通
の

成
果

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
が

伸
び

た
ら

こ
う

な
る

）

区区
政政

全全
体体

にに
対対

すす
るる

区区
民民

のの
満満

足足
度度

　　
66
77
％％

主
な

内
容

主
な

内
容

主
な

内
容

3
3
,
3
9
0

2
8
,
7
4
3

2
4
,
9
8
4

3
3
,
3
9
0

事 業 の 概 要

協
創

の
実

現
に

必
要

と
な

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力
、

論
理

的
思

考
力

、
発

想
力

、
企

画
力

、
調

整
力

等
を

身
に

付
け

た
職

員
の

育
成

職
員

研
修

事
業

多
様

な
手

段
で

区
の

魅
力

を
P

R
し

、
意

欲
の

高
い

採
用

試
験

受
験

者
を

増
や

し
て

い
く
こ

と
で

、
区

が
求

め
る

能
力

を
有

す
る

人
材

の
確

保
を

図
る

。
職

層
ご

と
に

求
め

ら
れ

る
役

割
意

識
と

必
要

な
能

力
の

向
上

を
図

る
集

合
研

修
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
各

職
場

の
課

題
に

対
応

す
る

職
場

研
修

の
仕

組
み

や
、

自
己

啓
発

を
図

る
職

員
を

支
援

す
る

こ
と

で
、

職
員

の
協

創
力

の
向

上
を

図
る

。
適

切
な

ジ
ョ

ブ
ロ

ー
テ

ー
シ

ョ
ン

（
入

区
後

１
０

年
間

で
、

３
所

属
以

上
）
に

よ
り

多
様

な
業

務
に

対
応

で
き

る
職

員
を

育
成

す
る

。

人
事

管
理

事
務

人
権

意
識

向
上

事
務

千
円

千
円

千
円

2
3
,7

9
3

1
,1

0
1

9
0

実
施

済

単
位

②②
活活

動動
指指

標標
達

成
状

況
単

位
③③

成成
果果

指指
標標

単
位

④④
成成

果果
指指

標標
単

位
達

成
状

況
⑤⑤

成成
果果

指指
標標

⑤⑤
最最

終終
成成

果果
（（
理理

想想
））

R
5

年
度

【
事

業
の

概
要

】
・
　

受
験

者
向

け
の

P
R

活
動

を
実

施
す

る
（
人

事
管

理
事

務
）

　
　

【
活

動
-
1
】

・
　

各
職

層
等

に
求

め
ら

れ
る

集
合

研
修

（
区

主
催

）
を

実
施

す
る

　
　

（
職

員
研

修
事

業
）
【
活

動
-
2
】

・
　

職
場

研
修

支
援

を
実

施
す

る
（
職

員
研

修
事

業
）
【
活

動
-
3
】

・
　

人
事

異
動

に
関

す
る

所
属

長
ヒ

ア
リ

ン
グ

を
実

施
す

る
　

　
（
人

事
管

理
事

務
）
【
活

動
-
4
】

・
　

足
立

区
を

希
望

す
る

受
験

者
が

増
え

る
【
活

動
②

-
1
】

・
　

集
合

研
修

の
受

講
者

が
増

え
る

【
活

動
②

-
2
】

・
　

各
所

属
の

職
場

研
修

、
学

習
会

等
が

増
え

る
【
活

動
②

-
3
】

・
　

適
切

な
ジ

ョ
ブ

ロ
ー

テ
ー

シ
ョ

ン
（
入

区
後

１
０

年
間

で
、

３
所

属
以

  
  

上
）
が

実
施

さ
れ

る
職

員
が

増
え

る
【
活

動
②

-
4
】

・
区

が
求

め
る

能
力

を
有

す
る

新
規

採
用

職
員

が
増

え
る

（
足

立
区

を
希

望
す

る
職

員
が

増
え

る
た

め
）

・
職

務
に

対
す

る
意

欲
が

向
上

す
る

職
員

が
増

え
る

（
研

修
内

容
を

職
務

に
活

用
し

た
い

と
考

え
る

職
員

が
増

え
る

た
め

）
・
自

己
成

長
を

感
じ

た
職

員
が

増
え

る
（
集

合
研

修
、

職
場

研
修

、
ジ

ョ
ブ

ロ
ー

テ
ー

シ
ョ

ン
の

実
施

に
よ

り
、

多
様

な
業

務
に

対
応

で
き

る
職

員
が

増
え

る
た

め
）

・
協

創
の

実
現

に
必

要
と

な
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
力

・
論

理
的

思
考

力
・
発

想
力

・
企

画
力

・
調

整
力

等
を

身
に

付
け

た
職

員
が

増
え

る

R
4

R
5

年
度

R
4

7
0 -

や
や

遅
れ

て
い

る

【
中

間
成

果
-
3
】

職
場

研
修

や
ｼ
ﾞｮ

ﾌ
ﾞﾛ

ｰ
ﾃ
ｰ

ｼ
ｮﾝ

を
通

じ
て

自
己

成
長

を
感

じ
た

職
員

の
割

合

％

-
7
5

-
6
7

-
8
9
%

目
標

実
績

達
成

率

外
的
な
要
因

大大
行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素

大大

98

Ⅲ　重点プロジェクト事業 事業別評価の反映結果



【【
所所

属属
のの

自自
己己

分分
析析

】】

指指
標標

分分
析析

課課
題題

分分
析析

今今
後後

のの
事事

業業
のの

予予
定定

（（
短短

期期
））
・・
方方

向向
性性

（（
中中

・・
長長

期期
））

【
活

動
-
1
】

　
令

和
４

年
度

は
過

年
度

ま
で

コ
ロ

ナ
禍

に
よ

り
中

止
と

な
っ

て
い

た
現

地
開

催
の

Ｐ
Ｒ

活
動

が
再

開
さ

れ
、

参
加

者
に

直
接

区
の

魅
力

を
P

R
で

き
た

。
ま

た
、

コ
ロ

ナ
禍

で
中

止
と

し
た

説
明

会
に

つ
い

て
は

、
オ

ン
ラ

イ
ン

説
明

会
な

ど
の

代
替

策
を

講
じ

、
受

験
者

へ
足

立
区

の
魅

力
を

発
信

す
る

機
会

が
減

少
す

る
こ

と
の

な
い

よ
う

に
努

め
た

。
【
活

動
-
2
】
、

【
直

接
成

果
-
2
】

　
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

拡
大

に
伴

う
全

庁
的

な
衛

生
部

応
援

業
務

の
増

に
よ

り
、

一
部

研
修

を
日

程
縮

小
・
中

止
と

し
た

た
め

目
標

を
下

回
っ

た
。

【
活

動
-
3
】
、

【
直

接
成

果
-
3
】

　
セ

レ
ク

ト
研

修
の

一
部

中
止

に
伴

い
、

Ｏ
Ｊ
Ｔ

シ
ー

ト
の

送
付

機
会

が
減

少
し

た
た

め
、

【
活

動
-
3
】
は

目
標

を
下

回
っ

た
。

【
直

接
成

果
-
3
】
も

目
標

は
達

成
で

き
な

か
っ

た
も

の
の

、
外

部
機

関
研

修
へ

の
参

加
や

職
場

研
修

の
実

施
機

会
が

全
庁

的
に

増
え

た
こ

と
で

、
コ

ロ
ナ

禍
以

前
の

水
準

に
戻

り
つ

つ
あ

る
。

【
活

動
-
4
】
、

【
直

接
成

果
-
4
】

　
人

事
異

動
に

お
い

て
、

本
人

の
「
希

望
の

実
現

」
や

「
能

力
の

活
用

」
が

最
大

限
配

慮
で

き
る

よ
う

に
、

全
て

の
所

属
長

に
対

し
て

漏
れ

な
く
ヒ

ア
リ

ン
グ

を
実

施
し

、
所

属
と

し
て

の
意

見
を

伺
っ

た
。

「
本

人
希

望
」
や

「
各

所
属

長
の

意
見

」
を

踏
ま

え
適

切
な

ジ
ョ

ブ
ロ

ー
テ

ー
シ

ョ
ン

に
つ

な
が

る
よ

う
努

め
た

。

【
直

接
成

果
-
1
】
【
中

間
成

果
-
1
】

　
各

指
標

、
令

和
３

年
度

実
績

値
を

下
回

っ
た

。
令

和
４

年
度

に
実

施
し

た
各

P
R

活
動

の
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

を
分

析
し

、
各

P
R

活
動

の
質

を
向

上
さ

せ
て

い
く
。

ま
た

、
新

規
採

用
者

向
け

に
実

施
し

て
い

る
ア

ン
ケ

ー
ト

項
目

を
見

直
し

、
従

来
の

「
足

立
区

を
希

望
し

た
理

由
」
に

加
え

、
「
足

立
区

を
希

望
し

な
か

っ
た

理
由

」
を

設
定

す
る

。
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

を
分

析
し

、
足

立
区

を
希

望
す

る
受

験
者

数
の

増
に

つ
な

げ
て

い
く
取

組
み

を
展

開
す

る
。

【
活

動
-
2
】

　
コ

ロ
ナ

禍
で

培
っ

た
動

画
研

修
等

の
ノ

ウ
ハ

ウ
を

活
用

し
つ

つ
集

合
研

修
を

計
画

的
に

実
行

し
、

職
員

の
能

力
の

向
上

に
貢

献
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
【
活

動
-
3
】

　
各

職
場

の
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

外
部

機
関

実
施

研
修

等
の

情
報

提
供

や
、

Ｏ
Ｊ
Ｔ

の
意

識
づ

け
を

目
的

と
し

た
職

層
ご

と
の

集
合

研
修

実
施

を
通

し
て

、
人

材
育

成
の

舞
台

で
あ

る
各

職
場

の
Ｏ

Ｊ
Ｔ

へ
の

意
識

の
醸

成
及

び
活

性
化

を
推

進
し

て
い

く
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

【
活

動
-
4
】

　
適

切
な

ジ
ョ

ブ
ロ

ー
テ

ー
シ

ョ
ン

が
維

持
で

き
な

い
ケ

ー
ス

が
あ

る
こ

と
が

課
題

で
あ

る
。

所
属

長
ヒ

ア
リ

ン
グ

を
通

じ
て

、
各

所
属

の
現

状
を

き
め

細
や

か
に

把
握

し
、

個
々

の
能

力
を

生
か

し
た

人
事

配
置

を
更

に
推

進
し

て
い

く
と

と
も

に
、

引
き

続
き

長
期

在
籍

者
の

解
消

に
努

め
る

。

【
短

期
】

 　
受

験
者

に
足

立
区

の
魅

力
が

伝
わ

る
よ

う
、

創
意

工
夫

を
重

ね
な

が
ら

P
R

活
動

を
実

施
し

、
足

立
区

を
希

望
す

る
受

験
者

数
の

増
に

つ
な

げ
て

い
く
。

　
職

員
研

修
で

は
、

コ
ロ

ナ
禍

で
実

施
で

き
な

か
っ

た
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

や
区

民
対

応
を

意
識

し
た

説
明

・
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

の
機

会
を

積
極

的
に

提
供

す
る

こ
と

で
、

組
織

に
お

け
る

人
材

育
成

の
基

盤
を

構
築

し
て

い
く
。

　
一

方
で

、
研

修
の

内
容

に
応

じ
た

実
施

形
態

を
選

択
す

る
こ

と
で

、
多

様
な

働
き

方
に

合
わ

せ
た

受
講

機
会

を
提

供
し

続
け

て
い

く
。

　
職

場
研

修
の

現
状

や
人

材
育

成
に

関
す

る
ニ

ー
ズ

把
握

を
通

じ
、

組
織

を
超

え
た

連
携

が
必

要
で

あ
る

場
合

に
は

、
関

連
部

署
間

の
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

を
積

極
的

に
行

う
こ

と
で

研
修

効
果

を
高

め
、

各
職

場
に

お
け

る
人

材
育

成
や

ス
キ

ル
向

上
に

寄
与

し
て

い
く
。

直
近

で
は

、
技

術
職

の
関

連
部

署
に

お
い

て
取

組
を

実
施

す
る

。
　

職
員

の
「
能

力
向

上
」
「
能

力
を

生
か

し
た

人
事

配
置

」
が

で
き

る
よ

う
、

適
切

な
ジ

ョ
ブ

ロ
ー

テ
ー

シ
ョ

ン
を

実
施

し
て

い
く
。

【
長

期
】

　
人

材
の

採
用

・
育

成
・
配

置
・
評

価
の

P
D

C
A

サ
イ

ク
ル

を
回

し
て

い
く
こ

と
で

、
職

員
の

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
、

ス
キ

ル
等

の
向

上
を

図
り

、
協

創
の

実
現

に
必

要
な

能
力

を
身

に
付

け
た

職
員

を
増

や
す

。

【【
庁庁

内内
評評

価価
委委

員員
会会

のの
評評

価価
】】
（（
２２

次次
評評

価価
））

【
全

体
評

価
の

経
年

動
向

】

全全
体体

評評
価価

評評
価価

結結
果果
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【
目

標
・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
】
　

ヒ
ア

リ
ン

グ
で

の
説

明
の

と
お

り
、

「
採

用
」
「
育

成
」
「
配

置
」
の

3
要

素
を

指
標

の
軸

と
し

た
事

業
で

あ
る

。
ま

ず
採

用
に

関
し

て
、

活
動

-
1
に

お
い

て
、

「
Ｗ

ｅ
ｂ
か

ら
ア

ダ
チ

」
な

ど
、

区
の

魅
力

を
多

角
的

に
伝

え
る

た
め

の
ア

イ
デ

ィ
ア

を
盛

り
込

ん
だ

企
画

・
説

明
会

を
目

標
ど

お
り

実
施

し
た

こ
と

を
評

価
し

た
い

。
一

方
で

、
直

接
成

果
-
1
で

は
そ

れ
が

必
ず

し
も

足
立

区
希

望
者

割
合

増
に

結
び

付
い

て
い

な
い

た
め

、
課

題
分

析
欄

に
記

載
の

ア
ン

ケ
ー

ト
分

析
結

果
等

を
活

動
内

容
改

善
に

繋
げ

て
欲

し
い

。
次

に
育

成
だ

が
、

直
接

成
果

-
2
で

コ
ロ

ナ
に

よ
る

研
修

受
講

者
数

減
を

極
力

少
な

く
す

る
た

め
の

動
画

研
修

等
の

取
組

か
ら

は
工

夫
の

跡
が

伺
え

る
。

今
後

は
よ

り
効

果
的

な
研

修
の

充
実

と
と

も
に

、
身

に
付

け
た

ス
キ

ル
の

実
務

へ
の

確
実

な
反

映
の

仕
組

の
構

築
を

お
願

い
し

た
い

。
配

置
に

つ
い

て
は

、
活

動
・

直
接

成
果

-
4
の

所
属

長
ヒ

ア
リ

ン
グ

と
適

切
な

ジ
ョ

ブ
ロ

ー
テ

ー
シ

ョ
ン

の
達

成
率

は
順

調
だ

が
、

中
間

成
果

-
3
を

実
績

と
し

て
見

た
と

き
、

「
3
割

強
の

職
員

が
自

己
成

長
を

感
じ

て
い

な
い

」
状

況
で

あ
る

た
め

、
研

修
の

要
素

も
関

係
す

る
指

標
で

は
あ

る
が

、
職

員
が

よ
り

成
長

を
感

じ
ら

れ
る

ジ
ョ

ブ
ロ

ー
テ

ー
シ

ョ
ン

の
実

現
に

向
け

た
試

行
錯

誤
が

必
要

と
考

え
る

。
　

【
今

後
の

事
業

の
予

定
・
方

向
性

へ
の

評
価

】
　

短
期

の
予

定
に

つ
い

て
、

職
場

研
修

に
関

し
、

技
術

職
の

関
連

部
署

間
を

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
す

る
と

の
こ

と
で

あ
り

、
是

非
進

め
て

欲
し

い
。

技
術

職
の

ス
キ

ル
向

上
と

継
承

は
令

和
5
年

度
行

財
政

運
営

方
針

で
も

急
務

と
し

て
お

り
、

現
場

だ
け

で
は

難
し

い
職

場
研

修
上

の
課

題
へ

の
支

援
を

お
願

い
し

た
い

。
併

せ
て

、
技

術
職

確
保

が
難

し
い

現
状

を
踏

ま
え

、
技

術
職

受
験

希
望

者
へ

の
Ｐ

Ｒ
強

化
も

図
ら

れ
た

い
。

ま
た

配
置

に
関

し
て

は
、

育
児

休
業

等
で

適
切

な
ロ

ー
テ

ー
シ

ョ
ン

が
維

持
で

き
な

い
ケ

ー
ス

の
フ

ォ
ロ

ー
と

と
も

に
、

属
人

的
な

業
務

分
担

等
で

適
切

に
異

動
で

き
な

い
ケ

ー
ス

が
な

い
か

の
深

堀
り

と
、

あ
る

と
す

れ
ば

そ
の

解
消

も
お

願
い

し
た

い
。

併
せ

て
、

特
に

人
数

の
多

い
事

務
職

は
、

1
0
年

で
3
職

場
経

験
後

の
そ

の
職

員
の

適
性

の
情

報
共

有
の

在
り

方
（
人

事
課

と
異

動
元

、
異

動
先

所
属

長
間

）
が

よ
り

良
い

配
置

に
繋

が
る

と
考

え
ら

れ
る

た
め

、
検

討
願

い
た

い
。

ま
た

、
所

属
長

の
「
こ

う
育

て
た

い
」
と

本
人

の
「
こ

う
な

り
た

い
」
と

い
う

考
え

の
ミ

ス
マ

ッ
チ

が
中

間
成

果
-
3
の

低
下

要
因

に
な

る
と

も
考

え
ら

れ
る

た
め

、
そ

の
解

消
の

た
め

の
ア

プ
ロ

ー
チ

も
検

討
さ

れ
た

い
。

長
期

的
に

は
、

人
事

課
に

人
材

育
成

課
を

統
合

し
た

こ
と

を
活

か
し

、
採

用
・
育

成
・
配

置
の

各
取

組
を

よ
り

効
果

的
に

連
動

さ
せ

、
目

的
で

あ
る

「
協

創
を

実
現

で
き

る
職

員
の

育
成

」
に

繋
げ

て
欲

し
い

。

【【
区区

民民
評評

価価
委委

員員
会会

のの
評評

価価
】】
（（
３３

次次
評評

価価
））

全全
体体

評評
価価

反反
映映

結結
果果

のの
評評

価価
目目

標標
・・
成成

果果
のの

達達
成成

度度
へへ

のの
評評

価価
今今

後後
のの

事事
業業

のの
予予

定定
、、

方方
向向

性性
へへ

のの
評評

価価
・
P

R
活

動
の

質
の

向
上

に
む

け
て

、
各

説
明

会
の

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
を

分
析

し
た

。
今

後
も

説
明

会
参

加
者

や
新

規
採

用
者

に
対

し
ア

ン
ケ

ー
ト

を
行

い
、

足
立

区
の

魅
力

が
伝

わ
り

、
受

験
生

の
心

を
つ

か
む

効
果

的
な

ア
プ

ロ
ー

チ
方

法
を

分
析

し
、

よ
り

魅
力

的
な

P
R

活
動

に
つ

な
げ

、
足

立
区

を
希

望
す

る
受

験
者

を
増

や
し

て
い

く
。

・
人

材
育

成
に

つ
い

て
は

、
研

修
受

講
機

会
の

提
供

に
努

め
る

こ
と

と
同

時
に

、
各

研
修

か
ら

職
務

に
活

か
せ

る
新

た
な

気
付

き
、

学
び

を
得

ら
れ

る
よ

う
、

研
修

内
容

に
も

一
層

重
点

を
置

く
こ

と
と

す
る

。
そ

の
た

め
に

、
質

的
要

素
を

踏
ま

え
た

指
標

の
設

定
を

視
野

に
入

れ
つ

つ
、

研
修

後
の

ア
ン

ケ
ー

ト
項

目
を

改
良

し
、

そ
の

回
答

結
果

を
分

析
・
活

用
す

る
こ

と
で

、
研

修
内

容
の

改
善

に
繋

げ
る

。
ま

た
、

受
講

生
が

当
事

者
意

識
を

持
ち

,主
体

的
に

受
講

で
き

る
よ

う
、

講
義

の
前

後
に

研
修

の
目

的
や

意
義

を
意

識
付

け
る

ア
ナ

ウ
ン

ス
を

し
た

り
、

講
義

中
に

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
や

全
体

発
表

の
場

を
積

極
的

に
取

り
入

れ
る

な
ど

の
手

段
を

講
じ

、
研

修
効

果
を

一
層

高
め

て
い

く
。

・
職

員
の

自
己

成
長

を
促

し
て

い
く
た

め
に

は
、

日
頃

か
ら

所
属

長
に

よ
る

声
掛

け
や

、
目

標
に

よ
る

管
理

ヒ
ア

リ
ン

グ
な

ど
を

通
じ

た
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
し

っ
か

り
と

る
こ

と
が

重
要

で
あ

り
、

こ
の

こ
と

は
所

属
長

と
職

員
本

人
の

考
え

の
ミ

ス
マ

ッ
チ

を
解

消
す

る
こ

と
に

も
繋

が
る

。
そ

の
た

め
所

属
長

へ
の

サ
ポ

ー
ト

を
研

修
な

ど
を

通
じ

て
実

施
し

て
い

く
。

ま
た

、
職

員
の

キ
ャ

リ
ア

形
成

を
更

に
推

進
し

て
い

く
た

め
、

既
存

の
取

組
み

に
加

え
て

、
令

和
５

年
度

か
ら

新
た

に
「
職

員
キ

ャ
リ

ア
サ

ポ
ー

ト
Ｂ

Ｏ
Ｏ

Ｋ
」
を

作
成

す
る

な
ど

し
、

ロ
ー

ル
モ

デ
ル

と
な

る
職

員
と

、
そ

の
キ

ャ
リ

ア
の

見
え

る
化

を
図

っ
た

。
こ

れ
ら

を
、

「
キ

ャ
リ

ア
デ

ザ
イ

ン
研

修
」
「
各

職
層

の
昇

任
時

研
修

」
な

ど
で

活
用

す
る

こ
と

も
検

討
し

て
い

く
。

今
後

も
、

ジ
ョ

ブ
ロ

ー
テ

ー
シ

ョ
ン

の
対

象
職

員
（
入

区
1
0
年

以
内

）
が

、
自

己
成

長
を

意
識

し
て

「
異

動
希

望
」
を

検
討

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

な
仕

組
み

づ
く
り

を
推

進
し

て
い

く
。

な
お

、
ジ

ョ
ブ

ロ
ー

テ
ー

シ
ョ

ン
に

対
す

る
「
職

員
側

の
評

価
」
に

関
す

る
指

標
設

定
は

、
新

た
な

取
組

の
効

果
な

ど
を

見
定

め
た

上
で

検
討

し
て

い
き

た
い

。

33
..55

・
IC

T
を

新
規

採
用

や
職

員
研

修
に

積
極

的
に

活
用

し
て

い
る

こ
と

は
評

価
で

き
る

。
特

に
新

規
採

用
者

確
保

の
た

め
、

職
員

自
ら

情
報

発
信

を
積

極
的

か
つ

主
体

的
に

、
ま

た
楽

し
ん

で
行

な
っ

て
い

る
様

子
は

、
区

の
魅

力
ア

ッ
プ

に
大

き
く
貢

献
し

て
い

る
と

思
わ

れ
る

。
・
ジ

ョ
ブ

ロ
ー

テ
ー

シ
ョ

ン
の

実
施

に
お

い
て

、
専

門
職

育
成

の
観

点
か

ら
キ

ャ
リ

ア
形

成
と

自
己

実
現

の
た

め
「
複

線
型

人
事

制
度

」
の

実
施

や
、

職
員

の
メ

ン
タ

ル
ケ

ア
に

も
十

分
配

慮
し

て
担

当
部

署
に

「
保

健
師

」
を

配
置

し
て

い
る

こ
と

は
評

価
で

き
る

。
・
し

か
し

な
が

ら
、

こ
れ

ら
の

と
り

く
み

が
【
中

間
成

果
‐
３

】
に

つ
な

げ
る

こ
と

が
で

き
て

い
な

い
こ

と
は

残
念

で
あ

る
。

引
き

続
き

課
題

分
析

を
丁

寧
に

行
い

、
名

実
と

も
に

成
果

を
上

げ
る

こ
と

を
期

待
す

る
。

・
コ

ロ
ナ

禍
が

継
続

す
る

中
、

こ
れ

ま
で

以
上

に
全

庁
的

な
衛

生
部

応
援

業
務

が
生

じ
た

こ
と

も
影

響
し

、
各

指
標

に
お

い
て

令
和

３
年

度
の

実
績

値
を

下
回

っ
て

い
る

こ
と

は
や

む
を

得
な

い
。

た
だ

、
「
実

施
回

数
」
「
受

講
者

数
」
と

い
っ

た
指

標
そ

の
も

の
に

つ
い

て
の

見
直

し
も

必
要

と
思

わ
れ

る
。

・
人

材
育

成
に

つ
い

て
は

定
量

化
し

に
く
い

テ
ー

マ
で

も
あ

る
た

め
、

職
員

の
定

着
率

に
対

す
る

説
明

や
ジ

ョ
ブ

ロ
ー

テ
ー

シ
ョ

ン
に

対
す

る
職

員
側

の
評

価
や

感
想

な
ど

質
的

要
素

を
踏

ま
え

た
指

標
が

あ
る

と
、

よ
り

適
切

な
達

成
度

合
い

が
把

握
で

き
る

よ
う

に
思

わ
れ

る
。

・
ヒ

ア
リ

ン
グ

で
は

、
協

創
を

体
現

す
る

チ
ー

ム
プ

レ
イ

を
垣

間
見

る
こ

と
が

で
き

、
職

員
一

人
一

人
が

主
体

的
に

考
え

、
発

言
し

て
い

る
印

象
を

持
ち

、
本

事
業

の
成

果
を

実
感

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
他

部
署

で
も

同
様

に
チ

ー
ム

力
が

発
揮

さ
れ

る
こ

と
を

期
待

す
る

。

・
「
本

人
希

望
」
「
各

所
属

長
の

意
見

」
な

ど
を

踏
ま

え
て

、
引

き
続

き
ジ

ョ
ブ

ロ
ー

テ
ー

シ
ョ

ン
を

実
施

し
て

い
く
こ

と
が

調
書

に
明

記
さ

れ
て

い
る

。
一

般
的

に
人

事
に

お
い

て
は

、
雇

用
側

の
意

向
が

優
先

さ
れ

や
す

い
が

、
区

で
は

「
本

人
希

望
」
を

明
確

に
示

し
て

お
り

、
こ

れ
か

ら
も

適
切

な
ジ

ョ
ブ

ロ
ー

テ
ー

シ
ョ

ン
実

施
に

期
待

し
た

い
。

・
今

後
、

ま
す

ま
す

活
用

の
幅

が
広

が
る

こ
と

が
必

須
で

あ
る

IC
T

を
活

用
し

た
業

務
を

ス
ム

ー
ズ

に
運

用
し

て
い

く
た

め
に

も
、

メ
デ

ィ
ア

リ
テ

ラ
シ

ー
や

活
用

方
法

、
効

率
化

で
き

る
と

こ
ろ

の
ア

イ
デ

ア
と

い
っ

た
IC

T
の

推
進

に
さ

ら
な

る
改

善
の

予
知

が
み

ら
れ

た
。

・
「
育

成
」
「
配

置
」
の

充
実

は
、

よ
り

魅
力

あ
る

人
材

の
「
採

用
」
に

も
つ

な
が

り
、

こ
れ

ら
３

本
柱

の
要

素
の

連
関

を
さ

ら
に

意
識

し
た

取
り

組
み

を
期

待
し

た
い

。
ま

た
、

研
修

等
を

受
け

る
職

員
が

受
け

身
で

は
な

く
、

よ
り

積
極

的
で

主
体

的
に

受
講

で
き

る
シ

カ
ケ

を
創

る
よ

う
な

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

構
築

し
、

区
が

求
め

る
職

員
像

に
さ

ら
に

近
づ

く
努

力
を

続
け

て
い

く
こ

と
を

望
む

。

反反
映映

結結
果果

44
達達

成成
度度 33

方方
向向

性性

33
..55

反反
映映

結結
果果

・・
反反

映映
状状

況況

012345

H3
1年
度

R2
年
度

R3
年
度

R4
年
度

庁
内
評
価
結
果

区
民
評
価
結
果
※
年
度
は
事
業
実
施
年
度

区 民 評 価 中 止

99

Ⅲ　重点プロジェクト事業 事業別評価の反映結果



【【
ロロ

ジジ
ッッ

クク
モモ

デデ
ルル

・・
指指

標標
のの

達達
成成

度度
】】

単単
位位

：：
千千

円円
■■

令令
和和

44
年年

度度
事事

業業
費費

支支
出出

内内
訳訳

（（
上上

位位
３３

事事
業業

））

(1
)

(2
)

(3
)

 

年
度

目
標

目
標

実
績

達
成

率

目
標

目
標

【
活

動
-
2
】

区
政

モ
ニ

タ
ー

ア
ン

ケ
ー

ト
の

実
施

回
数

目
標

4
2

4

達
成

【
直

接
成

果
-
2
】

区
政

モ
ニ

タ
ー

ア
ン

ケ
ー

ト
の

有
効

回
収

率

7
8
%

1
0
0
%

達
成

率

【
活

動
-
1
】

世
論

調
査

に
つ

い
て

、
情

報
発

信
し

た
件

数
（
広

報
、

H
P

、
Ｓ

Ｎ
Ｓ

な

ど
）

目
標

4
6

1
5

達
成

達
成

率

実
績

【
直

接
成

果
-
１

】
世

論
調

査
の

有
効

回
収

率
件 回

8
8
%

目
標

6
5

回

％
％ ％ 日 件

％ ％

達
成

状
況

6
5

影
響

要
因

影
響

要
因

R
3

R
4

2
6
7
%

4
-

0
0

0

R
5

6
年

度
R

3

0
0

②②
活活

動動
（（
アア

ウウ
トト

ププ
ッッ

トト
））

※※
区区

がが
行行

うう
直直

接接
のの

活活
動動

③③
直直

接接
成成

果果
（（
②②

のの
活活

動動
のの

直直
接接

的的
なな

結結
果果

））
④④

中中
間間

成成
果果

（（
③③

のの
成成

果果
がが

伸伸
びび

たた
らら

、、
どど

うう
なな

るる
かか

））

R
3

単
位

②②
活活

動動
指指

標標
達

成
状

況
単

位
③③

成成
果果

指指
標標

単
位

④④
成成

果果
指指

標標
単

位
達

成
状

況
⑤⑤

成成
果果

指指
標標

⑤⑤
最最

終終
成成

果果
（（
理理

想想
））

R
5

令令
和和

５５
年年

度度
重重

点点
ププ

ロロ
ジジ

ェェ
クク

トト
事事

業業
評評

価価
調調

書書
（（
令令

和和
４４

年年
度度

事事
業業

実実
施施

分分
））

視
点

再
掲

重
点

目
標

⑭
戦

略
的

か
つ

効
果

的
な

行
政

運
営

を
行

う
重

点
項

目
的

確
な

区
民

ニ
ー

ズ
の

把
握

記
入

所
属

行
財

政
政

策
経

営
課

政
策

経
営

担
当

区
政

情
報

課
区

政
情

報
係

区
民

の
声

相
談

課
区

民
の

声
担

当

事
業

名
№

4
2
「
広

聴
機

会
の

充
実

と
区

政
へ

の
反

映
」

協
働 ・

協
創

広
聴

事
業

の
充

実
に

よ
り

区
政

の
透

明
性

を
高

め
る

こ
と

で
、

協
働

・
協

創
の

原
点

で
あ

る
区

民
と

区
政

の
信

頼
関

係
を

支
え

る
。

Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

1
6
.
6

1
7
.
1
7

よ
り

多
く
の

区
民

か
ら

意
見

を
い

た
だ

く
た

め
の

環
境

づ
く
り

3
2
.0

順
調

【
最

終
成

果
】

区
政

に
区

民
の

意
見

が
反

映
さ

れ
て

い
る

と
思

う
区

民
の

割
合

6
8

6
8

-

9
7
%

-
実

績

【
中

間
成

果
-
1
】

世
論

調
査

に
つ

い
て

、
「
区

民
の

ニ
ー

ズ
や

意
識

を
把

握
す

る
う

え
で

有
効

で
あ

る
」
と

回
答

し
た

区
民

の
割

合

7
0

7
0

7
0

6
5

や
や

遅
れ

て
い

る
達

成
率

9
7
%

5
1

影
響

要
因

年
度

9
0

9
0

達
成

率
9
7
%

1
0
5
%

9
1
%

8
9
%

や
や

順
調

実
績

2
2

-
実

績
9
7

6
3

1
0
0

6
0

6
5

達
成

【
中

間
成

果
-
2
】

区
政

モ
ニ

タ
ー

ア
ン

ケ
ー

ト
に

つ
い

て
、

「
区

民
の

ニ
ー

ズ
や

意
識

を
把

握
す

る
う

え
で

有
効

で
あ

る
」
と

回
答

し
た

区
民

の
割

合

9
0

-
実

績
8
2

達
成

率

8
1

-

達
成

率
5
0
%

1
0
0
%

【
活

動
-
3
】

区
政

モ
ニ

タ
ー

ア
ン

ケ
ー

ト
に

つ
い

て
、

情
報

発
信

し
た

件
数

（
広

報
、

H
P

、
S
N

S
な

ど
）

目
標

5
6

2
0

達
成

【
直

接
成

果
-
3
】

「
区

民
の

声
」
の

平
均

回
答

日
数

（
低

減
目

標
）

目
標

回
達

成
実

績
6

2
2

-
実

績

達
成

率
1
2
0
%

3
6
7
%

達
成

率
8
5
%

1
1
4
%

4
.4

-

5
.0

5
.0

1
6

-

達
成

【
直

接
成

果
-
4
】

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト
1
件

あ
た

り
に

寄
せ

ら
れ

た
意

見
の

平
均

件
数

目
標

5
0

実
績

5
7

2
,4

0
0

2
,4

0
0

2
,4

0
0

3
,3

7
7

2
,7

7
1

-

5
.0

5
.9

【
活

動
-
4
】

「
区

民
の

声
」
の

受
付

件
数

4
0

4
0

遅
れ

て
い

る
実

績
-

達
成

率
1
4
1
%

1
1
5
%

達
成

率
1
7
%

3
2
,
7
3
6

3
3
,
1
4
9

総
事

業
費

(a
+
b)

3
8
,
1
7
4

4
0
,
7
5
8

Ｓ
Ｄ

Ｇ
s関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
対

す
る

貢
献

状
況

【
目

標
1
6
】
タ

ー
ゲ

ッ
ト

1
6
.6

で
は

、
透

明
性

の
高

い
公

共
機

関
を

目
指

し
て

お
り

、
世

論
調

査
等

の
結

果
か

ら
得

ら
れ

た
区

民
ニ

ー
ズ

を
施

策
に

反
映

さ
せ

る
こ

と
は

目
的

達
成

に
資

す
る

。
【
目

標
1
7
】
タ

ー
ゲ

ッ
ト

1
7
.1

7
で

は
、

効
果

的
な

公
的

・
官

民
・
市

民
社

会
の

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

の
推

進
を

目
指

し
て

お
り

、
区

民
の

声
に

真
摯

に
向

き
合

い
、

信
頼

を
得

る
こ

と
は

目
標

達
成

に
資

す
る

。

税
外

収
入

事
業

費
(a

)
内

訳

国
庫

負
担

金
・
補

助
金

受
益

者
負

担
金

対対
応応

すす
るる

予予
算算

事事
業業

名名
世
論
調
査
事
業

区
民
相
談
運
営
事
業

⑥
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
共

通
の

成
果

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
が

伸
び

た
ら

こ
う

な
る

）

区 区
政政

全全
体体

にに
対対

すす
るる

区区
民民

のの
満満

足足
度度

　　
66
77
％％

主
な

内
容

主
な

内
容

主
な

内
容

1
0
,
9
4
7

5
,
4
3
8

7
,
6
0
9

1
0
,
9
4
7

人
件

費
(b

)

①①
投投

入入
資資

源源
（（
イイ

ンン
ププ

ッッ
トト

））

年
度

３
年

度
４

年
度

５
年

度

・
事

件
・
事

故
、

自
然

災
害

等
の

特
殊

要
因

に
よ

る
意

見
・
要

望
の

急
増

・
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

の
対

象
と

な
る

計
画

等
の

内
容

要
望

に
沿

え
な

い
「
区

民
の

声
」
や

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト
の

数

・
調

査
結

果
に

大
き

な
影

響
を

及
ぼ

す
よ

う
な

事
件

・
事

故
な

ど
の

社
会

情
勢

・
各

所
管

に
お

け
る

区
民

要
望

等
に

対
す

る
対

応
差

0

事 業 の 概 要
「
区

政
に

区
民

の
意

見
が

反
映

さ
れ

て
い

る
」
と

感
じ

る
区

民
が

増
え

る

世
論

調
査

集
計

等
委

託

区
民

の
ニ

ー
ズ

や
多

様
な

意
見

を
把

握
し

、
区

政
運

営
（
計

画
や

施
策

）
に

反
映

さ
せ

て
い

く
た

め
の

仕
組

み
と

し
て

、
個

別
広

聴
(区

民
の

声
)、

集
団

広
聴

(パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト
)、

調
査

広
聴

(世
論

調
査

等
)を

実
施

す
る

。

区
政

モ
ニ

タ
ー

・
世

論
調

査
（
小

規
模

調
査

）
事

業

区
民

の
声

運
営

事
務

千
円

千
円

千
円

6
,0

5
0

1
,1

7
3

2
9
6

内
容

対
象

※
　

そ
の

他
の

場
合

記
入

昨
年

度
の

反
映

結
果

に
対

す
る

取
組

状
況

区
民

項
目

取
組

状
況

具
体

的
に

目
的

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
）

【
世

論
調

査
】
調

査
の

認
知

度
を

向
上

さ
せ

る
た

め
、

調
査

協
力

依
頼

時
だ

け
で

は
な

く
、

調
査

に
つ

い
て

の
情

報
発

信
を

行
う

。
特

に
回

答
率

の
低

い
若

い
世

代
に

興
味

を
持

っ
て

も
ら

え
る

よ
う

、
内

容
を

工
夫

す
る

。
【
区

民
の

声
】
寄

せ
ら

れ
た

区
民

の
声

を
元

に
実

現
し

た
事

例
等

に
つ

い
て

、
区

Ｈ
Ｐ

『
区

長
の

「
区

民
の

声
か

ら
P
IC

K
 U

P
!」

』
を

活
用

し
て

、
広

く
区

民
に

対
し

て
周

知
し

、
区

民
の

声
制

度
を

よ
り

身
近

に
感

じ
て

も
ら

う
。

【
ﾊ

ﾟﾌ
ﾞﾘ

ｯ
ｸ
ｺ
ﾒ
ﾝ
ﾄ】

た
と

え
ば

子
ど

も
関

係
の

計
画

で
あ

れ
ば

保
育

料
の

通
知

に
案

内
を

同
封

す
る

な
ど

、
案

件
に

応
じ

た
よ

り
効

果
的

な
周

知
方

法
を

所
管

が
積

極
的

に
考

え
る

土
壌

を
築

い
て

い
く
と

と
も

に
、

広
報

の
掲

載
方

法
な

ど
に

つ
い

て
の

工
夫

も
検

討
し

て
い

く
。

検
討

中

■
世

論
調

査
・
世

論
調

査
（
小

規
模

調
査

）
　

制
度

の
認

知
度

向
上

の
た

め
に

、
Ｓ

Ｎ
Ｓ

を
活

用
し

た
お

知
ら

せ
や

事
業

Ｐ
Ｒ

を
区

民
に

向
け

て
情

報
発

信
す

る
【
活

動
-

1
、

活
動

-
2
、

活
動

-
3
】
。

ま
た

、
区

民
が

回
答

し
や

す
い

環
境

を
整

備
す

る
（
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

や
Ｓ

Ｎ
Ｓ

の
活

用
）
。

　
区

政
モ

ニ
タ

ー
ア

ン
ケ

ー
ト

は
対

象
者

を
拡

大
し

、
令

和
４

年
９

月
よ

り
「
世

論
調

査
（
小

規
模

調
査

）
」
と

し
て

実
施

。
■

区
民

の
声

　
メ

ー
ル

、
電

話
、

手
紙

、
面

談
等

に
よ

り
「
区

政
に

関
す

る
ご

意
見

・
ご

要
望

」
等

を
受

け
付

け
、

関
係

所
管

と
調

整
し

申
出

者
に

回
答

す
る

【
活

動
-
4
】
。

■
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

　
区

民
の

生
活

に
影

響
を

及
ぼ

す
区

の
施

策
や

計
画

な
ど

を
策

定
す

る
際

に
期

限
を

定
め

て
事

前
に

区
民

の
意

見
を

受
け

付
け

る
。

案
件

ご
と

の
告

知
の

ほ
か

制
度

の
認

知
向

上
の

た
め

の
情

報
発

信
を

行
う

【
活

動
-
5
】
。

■
世

論
調

査
・
区

政
モ

ニ
タ

ー
　

調
査

の
認

知
度

や
関

心
度

が
向

上
す

る
こ

と
で

、
有

効
回

収
率

が
上

が
る

【
活

動
-
1
→

直
接

成
果

-
1
】
【
活

動
-
2
、

活
動

-
3
→

直
接

成
果

-
2
】

　
※

令
和

４
年

は
区

政
モ

ニ
タ

ー
ア

ン
ケ

ー
ト

1
件

と
区

政
モ

ニ
タ

ー
及

び
一

般
　

　
抽

出
者

を
対

象
と

し
た

世
論

調
査

（
小

規
模

調
査

）
1
件

を
実

施
■

区
民

の
声

　
関

係
所

管
と

連
携

し
て

迅
速

に
対

応
す

る
こ

と
で

回
答

に
要

す
る

日
数

が
短

縮
さ

れ
る

【
活

動
-
4
→

直
接

成
果

-
3
】
。

■
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

　
制

度
の

認
知

度
や

関
心

度
が

向
上

す
る

こ
と

で
、

寄
せ

ら
れ

る
意

見
の

数
が

増
え

る
【
活

動
-

5
→

直
接

成
果

-
4
】
。

■
世

論
調

査
・
世

論
調

査
（
小

規
模

調
査

）
　

有
効

回
収

率
の

増
加

に
よ

り
、

分
析

結
果

の
信

頼
性

が
向

上
し

、
今

後
の

事
業

に
区

民
の

ニ
ー

ズ
を

的
確

に
反

映
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
る

。
■

区
民

の
声

　
迅

速
な

対
応

に
よ

り
区

民
の

声
満

足
度

ア
ン

ケ
ー

ト
で

「
満

足
」
と

答
え

る
人

の
割

合
が

増
え

る
。

■
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

　
意

見
反

映
件

数
が

増
え

る
こ

と
で

、
区

民
の

意
見

を
反

映
さ

せ
た

実
例

数
が

増
加

す
る

。

「
区

政
に

区
民

の
意

見
が

反
映

さ
れ

て
い

る
」
と

感
じ

る
区

民
が

増
え

る
。

R
4

R
5

年
度

R
4

年
度

達
成

実
績

1
1

【
活

動
-
5
】

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト
1
案

件
実

施
あ

た
り

の
情

報
発

信
回

数
（
広

報
、

H
P

、
S
N

S
な

ど
）

回

目
標

6
6

6

達
成

実
績

6
.2

7
.5

-

達
成

率
1
0
3
%

1
2
5
%

1
4
%

実
績

8
.3

5
.4

目
標

や
や

順
調

実
績

達
成

率
8
3
%

8
5
%

6
6

6
8

-

8
0

8
0

8
0

1
4

-

達
成

率
-

1
0
8
%

【
中

間
成

果
-
3
】

「
区

民
の

声
」
に

対
す

る
満

足
度

【
中

間
成

果
-
4
】

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト
の

意
見

を
計

画
案

や
条

例
案

に
反

映
し

た
件

数

％

目
標

件

目
標

-
1
3

1
3

外
的
な
要
因

大大
行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素

大大

100
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【【
所所

属属
のの

自自
己己

分分
析析

】】

指指
標標

分分
析析

課課
題題

分分
析析

今今
後後

のの
事事

業業
のの

予予
定定

（（
短短

期期
））
・・
方方

向向
性性

（（
中中

・・
長長

期期
））

■
世

論
調

査
・
区

政
モ

ニ
タ

ー
・
世

論
調

査
の

有
効

回
収

率
及

び
認

知
度

を
上

げ
る

た
め

、
調

査
実

施
時

、
回

答
期

限
間

際
、

調
査

終
了

後
に

Ｓ
Ｎ

Ｓ
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

、
広

報
に

て
情

報
発

信
を

行
っ

た
。

ま
た

、
調

査
結

果
報

告
書

や
「
調

査
結

果
の

施
策

へ
の

反
映

・
活

用
状

況
」
を

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
公

表
す

る
際

に
も

Ｓ
Ｎ

Ｓ
に

て
情

報
発

信
を

行
う

と
と

も
に

、
調

査
書

類
の

中
に

「
調

査
結

果
の

施
策

へ
の

反
映

・
活

用
状

況
」
の

Ｑ
Ｒ

コ
ー

ド
を

掲
載

し
、

対
象

者
が

調
査

に
対

し
理

解
を

深
め

ら
れ

る
工

夫
を

行
っ

た
。

・
区

政
モ

ニ
タ

ー
ア

ン
ケ

ー
ト

は
下

半
期

か
ら

調
査

対
象

者
の

拡
大

な
ど

調
査

手
法

を
変

更
し

た
「
世

論
調

査
（
小

規
模

調
査

）
」
を

実
施

す
る

に
あ

た
り

、
年

間
の

実
施

回
数

を
減

ら
し

た
が

、
目

標
ど

お
り

実
施

で
き

た
。

・
区

政
モ

ニ
タ

ー
ア

ン
ケ

ー
ト

、
世

論
調

査
（
小

規
模

調
査

）
の

認
知

度
を

上
げ

る
た

め
、

Ｓ
Ｎ

Ｓ
を

多
く
活

用
し

た
こ

と
で

、
区

政
モ

ニ
タ

ー
募

集
時

に
は

、
募

集
人

数
を

上
回

る
応

募
を

受
け

る
と

と
も

に
、

若
い

世
代

が
多

く
モ

ニ
タ

ー
に

登
録

さ
れ

た
。

な
お

、
令

和
４

年
は

２
回

調
査

を
実

施
し

て
い

る
た

め
、

有
効

回
収

率
は

延
べ

数
か

ら
実

績
値

を
算

出
し

て
い

る
。

■
区

民
の

声
・
受

付
件

数
は

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

に
関

す
る

声
の

減
に

よ
り

令
和

3
年

度
比

で
減

少
し

た
が

目
標

は
上

回
っ

た
。

・
平

均
回

答
日

数
は

、
4
.4

日
と

目
標

値
を

達
成

し
た

。
回

答
に

日
数

を
要

す
る

場
合

は
、

速
や

か
に

申
出

者
へ

連
絡

を
す

る
な

ど
、

適
切

な
初

期
対

応
を

行
っ

て
き

た
結

果
で

あ
る

。
・
満

足
度

は
、

令
和

3
年

度
に

比
べ

て
若

干
改

善
し

た
が

、
目

標
達

成
に

は
至

ら
な

か
っ

た
。

・
令

和
３

年
４

月
か

ら
、

区
長

が
広

く
区

民
に

お
知

ら
せ

し
た

い
と

思
う

こ
と

を
発

信
で

き
る

場
所

と
し

て
開

始
し

た
『
区

長
の

「
区

民
の

声
か

ら
P

IC
K
 U

P
!」

』
に

つ
い

て
は

、
新

た
に

年
度

ご
と

に
見

出
し

を
つ

け
、

よ
り

見
や

す
く
な

る
よ

う
工

夫
し

た
。

■
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

・
「
1
案

件
実

施
あ

た
り

の
情

報
発

信
回

数
」
は

、
所

管
に

対
し

て
積

極
的

な
情

報
発

信
の

実
施

を
強

く
働

き
か

け
た

結
果

、
目

標
（
※

広
報

、
H

P
、

A
-
メ

ー
ル

、
ツ

イ
ッ

タ
ー

、
フ

ェ
イ

ス
ブ

ッ
ク

、
関

係
団

体
へ

の
周

知
を

各
1
回

と
し

た
合

計
値

）
を

達
成

し
、

前
回

を
上

回
っ

た
。

し
か

し
、

案
件

の
内

容
が

難
し

い
も

の
が

多
く
、

実
施

し
た

12
件

の
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

中
、

3
件

で
寄

せ
ら

れ
た

意
見

が
ゼ

ロ
と

い
う

状
況

も
あ

り
、

「
1
件

あ
た

り
に

寄
せ

ら
れ

た
意

見
の

平
均

回
数

」
の

改
善

に
は

結
び

付
か

な
か

っ
た

。
一

方
で

、
一

部
の

案
件

で
計

画
等

に
反

映
さ

せ
ら

れ
る

意
見

を
比

較
的

多
く
頂

い
た

た
め

、
中

間
成

果
-
4
の

実
績

は
前

回
を

上
回

る
結

果
と

な
っ

た
。

■
世

論
調

査
・
区

政
モ

ニ
タ

ー
・
世

論
調

査
に

つ
い

て
は

広
く
情

報
発

信
を

行
い

、
令

和
４

年
度

か
ら

は
紙

の
調

査
票

に
加

え
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
に

よ
る

回
答

も
可

能
と

な
る

よ
う

環
境

を
整

え
た

が
、

回
収

率
は

前
回

よ
り

も
低

く
な

っ
て

し
ま

っ
た

。
世

論
調

査
の

設
問

数
が

多
く
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
で

の
回

答
で

も
対

象
者

に
負

担
を

か
け

て
し

ま
っ

て
い

る
こ

と
が

大
き

な
原

因
と

考
え

ら
れ

る
た

め
、

設
問

の
見

直
し

を
実

施
す

る
必

要
が

あ
る

。
・
区

政
モ

ニ
タ

ー
ア

ン
ケ

ー
ト

は
2
0
0
名

程
度

の
サ

ン
プ

ル
数

が
上

限
と

な
っ

て
し

ま
う

こ
と

、
年

齢
や

居
住

地
な

ど
タ

ー
ゲ

ッ
ト

を
絞

っ
た

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

す
る

こ
と

が
難

し
い

こ
と

か
ら

、
実

施
回

数
を

伸
ば

す
こ

と
が

で
き

て
い

な
か

っ
た

た
め

、
最

大
7
0
0
名

で
タ

ー
ゲ

ッ
ト

を
絞

っ
た

調
査

が
可

能
と

な
る

世
論

調
査

（
小

規
模

調
査

）
に

令
和

４
年

下
半

期
か

ら
変

更
し

た
。

区
政

モ
ニ

タ
ー

だ
け

で
は

な
く
、

無
作

為
抽

出
者

も
含

ま
れ

た
調

査
と

な
る

た
め

、
高

い
回

収
率

と
な

る
よ

う
対

象
者

に
合

わ
せ

た
情

報
発

信
を

実
施

す
る

必
要

が
あ

る
。

■
区

民
の

声
・
区

民
の

声
に

対
し

て
は

、
迅

速
に

対
応

す
る

の
は

も
ち

ろ
ん

だ
が

、
寄

せ
ら

れ
る

要
望

や
意

見
は

必
ず

し
も

実
現

可
能

な
も

の
ば

か
り

で
は

な
い

。
・
区

民
の

声
に

対
す

る
満

足
度

向
上

に
向

け
て

、
三

現
主

義
に

基
づ

い
た

初
期

対
応

の
実

践
な

ど
、

各
所

管
課

の
工

夫
が

必
要

で
あ

る
。

■
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

・
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

制
度

を
活

用
す

る
区

民
が

少
な

い
た

め
、

利
用

促
進

の
工

夫
を

求
め

ら
れ

て
い

る
。

令
和

４
年

度
に

お
け

る
周

知
方

法
の

工
夫

と
し

て
、

た
と

え
ば

「
足

立
区

バ
リ

ア
フ

リ
ー

地
区

別
計

画
（
総

合
ス

ポ
ー

ツ
セ

ン
タ

ー
周

辺
地

区
編

）
」
で

は
総

合
ス

ポ
ー

ツ
セ

ン
タ

ー
で

の
ス

ペ
シ

ャ
ル

ク
ラ

イ
フ

コ
ー

ト
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

に
お

け
る

説
明

ブ
ー

ス
の

設
置

を
、

「
足

立
区

再
犯

防
止

推
進

計
画

」
で

は
足

立
区

保
護

司
会

研
修

会
に

お
け

る
告

知
を

行
っ

た
。

こ
う

い
っ

た
例

を
参

考
に

、
今

後
、

各
実

施
所

管
が

積
極

的
に

効
果

的
な

手
法

を
検

討
し

、
実

践
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

■
世

論
調

査
（
短

期
）
引

き
続

き
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

で
の

回
答

が
可

能
と

な
る

環
境

を
整

え
る

と
と

も
に

、
設

問
内

容
の

見
直

し
を

行
い

、
設

問
ご

と
に

調
査

周
期

の
設

定
を

行
う

こ
と

や
設

問
の

聴
き

方
を

変
え

る
こ

と
で

、
設

問
数

を
減

ら
し

、
対

象
者

の
負

担
を

軽
減

す
る

。
（
中

・
長

期
）
調

査
協

力
、

回
答

に
対

す
る

お
礼

だ
け

で
な

く
、

結
果

公
表

等
頻

繁
に

Ｓ
Ｎ

Ｓ
で

情
報

発
信

を
行

い
、

若
年

層
に

対
す

る
調

査
の

認
知

度
向

上
と

調
査

の
重

要
性

を
理

解
し

て
も

ら
い

、
さ

ら
な

る
回

答
率

増
を

目
指

す
。

■
区

政
モ

ニ
タ

ー
（
短

期
）
内

容
に

応
じ

て
個

別
に

対
象

者
を

抽
出

す
る

な
ど

手
法

を
見

直
し

、
よ

り
多

く
の

事
業

に
役

立
て

ら
れ

る
仕

組
み

に
変

更
す

る
。

（
中

・
長

期
）
ア

ン
ケ

ー
ト

ご
と

に
対

象
者

を
抽

出
す

る
こ

と
に

よ
る

事
務

の
煩

雑
化

を
解

消
し

、
区

民
の

意
見

や
要

望
を

迅
速

に
区

政
に

反
映

で
き

る
よ

う
、

事
業

を
構

築
す

る
。

■
区

民
の

声
（
短

期
）

・
区

民
に

よ
り

身
近

な
制

度
と

す
る

た
め

に
、

区
民

の
声

制
度

に
つ

い
て

広
報

や
区

H
P

等
に

よ
る

周
知

を
引

き
続

き
行

っ
て

い
く
。

・
区

民
の

声
に

対
す

る
満

足
度

の
向

上
を

図
る

た
め

、
早

急
な

現
場

確
認

や
実

現
が

難
し

い
場

合
も

代
替

案
を

提
示

す
る

等
、

区
民

に
寄

り
添

っ
た

対
応

の
実

践
に

つ
い

て
説

明
会

な
ど

を
通

じ
て

全
庁

的
に

呼
び

か
け

て
い

く
。

（
中

・
長

期
）
寄

せ
ら

れ
る

区
民

の
声

に
つ

い
て

対
応

結
果

を
分

析
し

、
サ

ー
ビ

ス
ア

ッ
プ

推
進

会
議

等
で

課
題

を
共

有
・
検

討
す

る
こ

と
で

さ
ら

な
る

対
応

力
の

向
上

に
繋

げ
て

い
く
。

■
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

（
短

期
）
案

件
ご

と
の

関
係

団
体

へ
の

周
知

の
強

化
、

ま
た

案
件

に
応

じ
た

効
果

的
な

情
報

発
信

方
法

の
工

夫
を

所
管

に
強

く
促

す
。

ま
た

、
意

見
募

集
を

見
た

区
民

が
す

ぐ
に

内
容

を
確

認
で

き
る

よ
う

、
広

報
募

集
記

事
に

Q
R

コ
ー

ド
を

付
け

る
な

ど
の

工
夫

を
検

討
す

る
。

（
中

・
長

期
）
各

媒
体

に
よ

る
情

報
発

信
を

粘
り

強
く
継

続
し

て
い

く
と

と
も

に
、

多
く
の

意
見

を
頂

く
こ

と
に

繋
が

っ
た

好
事

例
を

共
有

す
る

な
ど

、
制

度
の

利
用

促
進

に
結

び
付

く
工

夫
を

続
け

て
い

く
。

あ
わ

せ
て

、
広

報
掲

載
方

法
等

の
改

善
に

つ
い

て
検

討
し

て
い

く
。

【【
庁庁

内内
評評

価価
委委

員員
会会

のの
評評

価価
】】
（（
２２

次次
評評

価価
））

【
全

体
評

価
の

経
年

動
向

】

全全
体体

評評
価価

評評
価価

結結
果果

33
..55

【
目

標
・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
】

　
世

論
調

査
・
区

政
モ

ニ
タ

ー
ア

ン
ケ

ー
ト

に
つ

い
て

は
、

情
報

発
信

数
を

大
幅

に
ア

ッ
プ

さ
せ

た
点

は
評

価
で

き
る

が
、

世
論

調
査

の
回

収
率

が
や

や
落

ち
込

ん
だ

点
は

課
題

と
考

え
る

。
回

答
す

る
側

の
負

担
軽

減
を

図
る

な
ど

、
回

収
率

の
向

上
に

取
り

組
ん

で
い

た
だ

き
た

い
。

　
区

民
の

声
に

つ
い

て
は

、
平

均
回

答
日

数
が

目
標

値
を

達
成

で
き

た
点

だ
け

で
な

く
、

回
答

に
日

数
を

要
す

る
場

合
の

対
応

と
し

て
、

声
の

申
出

者
の

理
解

、
所

属
の

負
担

軽
減

を
図

っ
て

い
る

点
も

評
価

で
き

る
。

　
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

に
つ

い
て

は
、

寄
せ

ら
れ

る
意

見
の

少
な

い
状

況
が

続
い

て
い

る
。

庁
内

で
好

事
例

を
共

有
す

る
な

ど
、

利
用

促
進

の
た

め
の

工
夫

を
し

て
い

た
だ

き
、

目
標

自
体

の
ア

ッ
プ

を
期

待
し

た
い

。

【
今

後
の

事
業

の
予

定
・
方

向
性

へ
の

評
価

】
　

世
論

調
査

に
お

け
る

回
答

者
の

負
担

軽
減

を
図

る
取

組
や

、
区

政
モ

ニ
タ

ー
ア

ン
ケ

ー
の

手
法

の
見

直
し

は
、

回
答

率
ア

ッ
プ

や
結

果
の

よ
り

効
果

的
な

活
用

に
繋

が
る

た
め

、
事

業
を

進
め

て
い

く
方

向
性

と
し

て
適

切
で

あ
る

。
ま

た
、

区
民

の
声

に
お

け
る

、
区

民
に

寄
り

添
っ

た
対

応
を

全
庁

に
呼

び
か

け
る

こ
と

で
満

足
度

向
上

を
目

指
し

て
い

く
方

向
性

も
評

価
で

き
る

。
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

に
つ

い
て

は
、

多
く
の

方
に

意
見

を
お

寄
せ

い
た

だ
け

る
よ

う
な

工
夫

が
必

要
で

あ
り

、
広

報
募

集
記

事
へ

の
Ｑ

Ｒ
コ

ー
ド

掲
載

な
ど

、
新

た
な

取
組

を
検

討
し

よ
う

と
い

う
姿

勢
は

評
価

で
き

る
。

【【
区区

民民
評評

価価
委委

員員
会会

のの
評評

価価
】】
（（
３３

次次
評評

価価
））

全全
体体

評評
価価

反反
映映

結結
果果

のの
評評

価価
目目

標標
・・
成成

果果
のの

達達
成成

度度
へへ

のの
評評

価価
今今

後後
のの

事事
業業

のの
予予

定定
、、

方方
向向

性性
へへ

のの
評評

価価
反反

映映
結結

果果
・・
反反

映映
状状

況況

■
世

論
調

査
・
区

政
モ

ニ
タ

ー
・
世

論
調

査
の

調
査

協
力

依
頼

（
情

報
発

信
）
に

つ
い

て
は

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
、

フ
ェ

イ
ス

ブ
ッ

ク
、

ツ
イ

ッ
タ

ー
に

て
、

昨
年

度
の

１
６

回
か

ら
２

４
回

に
回

数
を

増
や

し
実

施
し

た
。

ま
た

、
世

論
調

査
は

、
設

問
数

が
多

い
こ

と
で

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
で

の
回

答
に

か
な

り
の

時
間

を
要

し
て

い
た

た
め

、
設

問
内

容
の

見
直

し
を

行
っ

た
が

、
回

収
率

は
微

増
に

と
ど

ま
っ

た
。

来
年

度
に

向
け

て
、

更
な

る
設

問
内

容
及

び
手

法
の

見
直

し
及

び
改

善
を

行
う

。
・
小

規
模

調
査

に
つ

い
て

は
、

設
問

設
定

時
に

回
答

者
に

と
っ

て
よ

り
わ

か
り

や
す

い
設

問
と

な
る

よ
う

、
所

管
課

へ
助

言
、

調
整

を
行

う
。

■
区

民
の

声
　

満
足

度
向

上
に

向
け

て
「
よ

り
よ

い
区

民
の

声
対

応
の

た
め

の
指

針
説

明
会

」
を

実
施

し
、

迅
速

か
つ

区
民

に
寄

り
添

っ
た

対
応

に
つ

い
て

実
例

を
示

し
説

明
す

る
と

と
も

に
、

苦
情

を
未

然
に

防
ぐ

た
め

、
工

事
の

丁
寧

な
事

前
周

知
や

施
設

・
設

備
の

安
全

点
検

の
充

実
な

ど
利

用
者

や
周

辺
住

民
へ

の
配

慮
を

依
頼

し
た

。
平

均
回

答
日

数
は

令
和

5
年

1
0
月

末
時

点
で

毎
月

目
標

値
を

ク
リ

ア
し

て
お

り
、

引
き

続
き

区
民

の
声

の
指

針
を

踏
ま

え
所

管
課

と
連

携
し

て
い

く
。

ま
た

、
令

和
6
年

3
月

の
サ

ー
ビ

ス
ア

ッ
プ

推
進

会
議

に
お

い
て

実
績

報
告

や
、

区
民

の
声

対
応

の
さ

ら
な

る
改

善
に

向
け

て
全

庁
的

に
取

り
組

ん
で

い
く
。

■
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

　
広

報
募

集
記

事
内

の
Ｑ

Ｒ
コ

ー
ド

（
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

の
ペ

ー
ジ

に
リ

ン
ク

）
に

つ
い

て
は

既
に

掲
載

を
始

め
た

。
案

件
に

応
じ

た
情

報
発

信
方

法
の

工
夫

に
つ

い
て

は
、

実
際

の
事

例
（
上

記
課

題
分

析
欄

参
照

）
を

紹
介

し
な

が
ら

、
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

実
施

所
属

に
積

極
的

な
取

組
を

促
し

て
い

る
と

こ
ろ

で
あ

る
。

引
き

続
き

、
案

件
ご

と
の

関
係

団
体

へ
の

周
知

強
化

も
図

り
な

が
ら

、
寄

せ
ら

れ
る

意
見

の
増

加
に

結
び

付
く
よ

う
取

り
組

ん
で

い
く
。

反反
映映

結結
果果

達達
成成

度度

方方
向向

性性

012345

H3
1年
度

R2
年
度

R3
年
度

R4
年
度

庁
内
評
価
結
果

区
民
評
価
結
果
※
年
度
は
事
業
実
施
年
度

区 民 評 価 対 象 外

区 民 評 価 中 止

101

Ⅲ　重点プロジェクト事業 事業別評価の反映結果



【【
ロロ
ジジ
ッッ
クク
モモ
デデ
ルル
・・
指指
標標
のの
達達
成成
度度
】】

単単
位位
：：
千千
円円

■■
令令
和和

44
年年
度度
事事
業業
費費
支支
出出
内内
訳訳
（（
上上
位位
３３
事事
業業
））

(1
)

(2
)

(3
)

 

年
度

目
標

目
標

実
績

達
成
率

目
標

目
標

目
標

目
標

【
中
間
成
果
-
4
】

足
立
区
の
イ
メ
ー
ジ
が

「
良
い
」
と
感
じ
る
区
外
在

住
者
の
割
合

％

-
2
5
.2

2
5
.2

順
調

実
績

2
2
.1

2
4
.1

-

達
成
率

-
9
6
%

や
や
遅
れ
て
い
る

実
績

3
0
.5

2
5
.1

-

達
成
率

-
7
8
%

実
施
済

単
位

②②
活活
動動
指指
標標

達
成
状
況

単
位

③③
成成
果果
指指
標標

単
位

④④
成成
果果
指指
標標

単
位

達
成
状
況

⑤⑤
成成
果果
指指
標標

⑤⑤
最最
終終
成成
果果
（（
理理
想想
））

R
5

年
度

・
区
民
に
「
届
き
」
「
伝
わ
る
」
広
報
物
制
作
支
援
（
活
動
-
１
）

・
庁
内
の
情
報
発
信
力
を
強
化
す
る
、
職
員
等
を
対
象
と
し
た

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
実
施
（
活
動
-
2
）

・
各
所
管
事
業
や
企
業
・
団
体
・
区
民
活
動
の
企
画
等
を
サ
ポ
ー
ト
・

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
（
活
動
-
3
）

・
区
の
プ
ラ
ス
イ
メ
ー
ジ
に
寄
与
す
る
情
報
を
W
e
b媒
体
等
を
活
用
し
て

　
区
内
外
へ
の
拡
散
（
活
動
-
4
）

　
※
1
　
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課
で
行
う
W
E
B
媒
体
を
活
用
し
た
プ
レ
ス

　
　
　
　
リ
リ
ー
ス
の
発
信
件
数

・
情
報
発
信
に
対
す
る
職
員
の
意
識
が
変
わ
る
（
活
動
-
1
、
2
）

・
広
報
物
制
作
や
ロ
ジ
ッ
ク
に
関
す
る
研
修
に
よ
り
区
の
情
報
を
効
果
的

　
に
発
信
で
き
る
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
が
増
え
る
。
（
活
動
-
1
、
2
）

・
各
主
体
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
に
よ
り
、
ま
ち
の
関
わ
り
手
が
増
え
る
。

　
（
活
動
-
3
）

・
プ
ラ
ス
イ
メ
ー
ジ
の
情
報
を
区
内
外
の
方
が
目
に
す
る
。
（
活
動
-
4
）

※
2
　
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
：
広
報
物
作
成
の
研
修
や
、
ロ
ジ
ッ
ク
研
修
の

　
　
受
講
し
た
職
員
及
び
広
報
物
や
事
業
の
相
談
を
行
っ
た
職
員
等
を
シ

　
　
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
と
し
て
認
定

※
3
　
活
動
4
の
掲
載
後
1
カ
月
の
閲
覧
者
数

事 業 の 概 要

足
立
区
を
自
慢
で
き
る
誇
れ
る
ま
ち
へ
と
進
化
さ
せ
る
。

「
音
ま
ち
千
住
の
縁
」
負
担
金

不
満
要
因
を
除
く
「
磨
く
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
」
、
満
足
要
因
を
つ
く
る
「
創
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
」
に
よ
り
区
の

魅
力
を
高
め
、
「
戦
略
的
報
道
・
広
報
」
に
よ
り
、
伝
え
た
い
こ
と
を
的
確
且
つ
効
果
的
に
伝
え
て
い
く
。

足
立
区
外
へ
向
け
た
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
支
援
業
務
委
託
経
費

翻
訳
業
務
(人
材
派
遣
)

千
円

千
円

千
円

1
5
,0
0
0

1
1
,0
0
0

2
,4
3
0

対対
応応
すす
るる
予予
算算
事事
業業
名名

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業

内
容

主
な
内
容

【
活
動
-
4
】

W
e
b媒
体
を
活
用
し
た

区
外
に
向
け
た
ﾌ
ﾟﾚ
ｽ
ﾘ

ﾘ
ｰ
ｽ
発
信
件
数
※
1

1
8
,0
0
0

1
0
0
,0
0
0

達
成

実
績

-
3
8

-
-

達
成
率

-
1
0
6
%

達
成
率

-

目
標

-
3
6

4
0

達
成

【
直
接
成
果
-
4
】

活
動
4
で
掲
載
し
た

情
報
の
閲
覧
者
数

※
3

目
標

-

5
2
3
%

5
6
,
7
2
0

総
事
業
費
(a
+
b)

7
7
,
0
6
4

職
員
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
化

8
8
,
1
2
7

・
カ
メ
ラ
撮
影
や
チ
ラ
シ
作
成
に
関
す
る
研
修
を
実
施
し
、
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
た
。

・
報
道
広
報
課
と
共
催
で
情
報
整
理
と
成
果
を
上
げ
る
事
業
の
組
み
立
て
方
を
学
ぶ
ロ
ジ
ッ
ク
研
修
を
実
施
。
職
員
の
事
業
を
考
え
る

力
や
企
画
力
の
向
上
を
図
っ
た
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
s関
連
す
る
ゴ
ー
ル
・
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
対
す
る
貢
献
状
況

・
「
伝
わ
る
」
広
報
に
よ
り
、
区
政
の
透
明
性
が
向
上
し
て
い
る
。

・
事
業
を
通
し
た
庁
内
各
課
や
区
民
・
企
業
・
団
体
の
ｺ
ｰ
ﾃ
ﾞｨ
ﾈ
ｰ
ﾄに
よ
り
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
推
進
に
寄
与
し
て
い
る
。

実
施
済

・
W
E
B
媒
体
を
活
用
し
た
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
に
よ
り
、
プ
ラ
ス
イ
メ
ー
ジ
に
寄
与
す
る
情
報
の
拡
散
を
行
っ
た
。

・
令
和
５
年
度
か
ら
本
格
実
施
す
る
足
立
区
外
に
向
け
た
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
ベ
ー
ス
と
な
る
、
広
報
メ
デ
ィ
ア
戦
略
を
完
成
さ
せ

た
。

対
象

※
　
そ
の
他
の
場
合
記
入

昨
年
度
の
反
映
結
果
に
対
す
る
取
組
状
況

そ
の
他

区
民
・
事
業
者
・
職
員

項
目

取
組
状
況

具
体
的
に

目
的
（
⑤
最
終
成
果
（
理
想
）
）

区
外
に
向
け
た
情
報
発
信
強
化

⑥
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
共
通
の
成
果
（
⑤
最
終
成
果
（
理
想
）
が
伸
び
た
ら
こ
う
な
る
）

区 区
政政
全全
体体
にに
対対
すす
るる
区区
民民
のの
満満
足足
度度
　　
66
77
％％

主
な
内
容

主
な
内
容

実
績

-
9
4
,1
7
7

達
成

実
績

1
1
9

1
2
3

-
実
績

-
1
6
9

-

達
成
率

9
1
.5
%

【
中
間
成
果
-
３
】

足
立
区
を
よ
い
ま
ち
に
す

る
た
め
に
何
か
の
行
動
を

し
た
区
民
の
割
合

％

1
5
.0

3
2
.0

2
8

実
績

7
5
3

8
7
1

【
中
間
成
果
-
2
】

足
立
区
を
よ
い
ま
ち
に
す

る
た
め
に
何
か
し
た
い
と

思
う
区
民
の
割
合

達
成
率

-
1
1
3
%

1
5
0

1
5
0

4
8
.1

-
8
7
0

1
0
0
0

達
成

【
活
動
-
3
】

各
所
管
事
業
や
企
業
・
団

体
・
区
民
活
動
の
サ
ポ
ー

ト
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
件
数

目
標

1
3
0

1
3
0

1
3
0

順
調

【
直
接
成
果
-
3
】

活
動
3
に
関
わ
っ
た

所
管
・
企
業
・
団
体

数

目
標

-

件

9
5
%

6
0

や
や
遅
れ
て
い
る

【
最
終
成
果
】

足
立
区
に
誇
り

を
持
つ
区
民
の

割
合

4
4
.4

4
1
.7

-

8
1
.8
%

-
実
績

【
中
間
成
果
-
1
】

足
立
区
を
人
に
勧

め
た
い
と
思
う
区
民

の
割
合

5
4
.2
5

5
5
.0

5
5
.7
5

1
0
0

順
調

達
成
率

7
6
%

令令
和和
５５
年年
度度
重重
点点
ププ
ロロ
ジジ
ェェ
クク
トト
事事
業業
評評
価価
調調
書書
（（
令令
和和
４４
年年
度度
事事
業業
実実
施施
分分
））

視
点

再
掲

重
点

目
標

⑮
区
の
イ
メ
ー
ジ
を
高
め
選

ば
れ
る
ま
ち
に
な
る

重
点

項
目

区
の
魅
力
発
掘
・
創
出
と
プ
ラ
ス
イ

メ
ー
ジ
へ
の
転
換

記
入

所
属

行
財
政

政
策
経
営
部
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
係

事
業
名
№
4
3
「
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
」

協
働 ・

協
創

庁
内
各
部
課
、
鉄
道
事
業
者
・
大
型
商
業
施
設
等
民
間
事
業
者
、
地
域

団
体
・
N
P
O
・
大
学
、
区
民
等

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
関

連
す
る

ゴ
ー
ル
・

タ
ー
ゲ
ッ
ト

1
6
.
6

1
7
.
1
7

・
世
論
調
査
や
区
外
在
住
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の

　
結
果
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
ｺ
ﾛ
ﾅ
感
染
状

　
況
、
区
・
区
職
員
に
よ
る
事
件
な
ど

・
各
所
管
事
業
の
達
成
度

・
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
的
課
題
に
対
す
る
進
捗

・
世
論
調
査
の
結
果
に
大
き
な
影
響

　
を
及
ぼ
す
ｺ
ﾛ
ﾅ
感
染
状
況
、
区
内
・

　
区
職
員
に
よ
る
事
件
・
事
故
な
ど

0
0

0

0

影
響
要
因

・
職
員
個
人
、
各
所
管
課
の
力
量
差

・
発
信
す
る
情
報
の
ニ
ュ
ー
ス
バ

　
リ
ュ
ー

5
4
,
6
8
1

4
0
,
1
1
6

2
0
,
3
4
4

3
3
,
4
4
6

4
0
,
1
1
6

①①
投投
入入
資資
源源
（（
イイ
ンン
ププ
ッッ
トト
））

年
度

３
年
度

４
年
度

５
年
度

国
庫
負
担
金
・
補
助
金

受
益
者
負
担
金

0
0

②②
活活
動動
（（
アア
ウウ
トト
ププ
ッッ
トト
））
※※
区区
がが
行行
うう
直直
接接
のの
活活
動動

③③
直直
接接
成成
果果
（（
②②
のの
活活
動動
のの
直直
接接
的的
なな
結結
果果
））

④④
中中
間間
成成
果果
（（
③③
のの
成成
果果
がが
伸伸
びび
たた
らら
、、
どど
うう
なな
るる
かか
））

R
3

税
外

収
入

影
響
要
因

影
響
要
因

・
足
立
区
を
人
に
勧
め
た
い
と
思
う
区
民
の
割
合
が
増
え
る

・
足
立
区
を
よ
い
ま
ち
に
す
る
た
め
に
何
か
し
た
い
と
思
う
区
民
の

　
割
合
が
増
え
る

・
足
立
区
を
よ
い
ま
ち
に
す
る
た
め
に
何
か
の
行
動
を
し
た
区
民
の

　
割
合
が
増
え
る

・
区
外
か
ら
の
イ
メ
ー
ジ
が
ア
ッ
プ
す
る

（
ま
ち
へ
の
関
わ
り
手
を
増
や

す
、
区
外
か
ら
の
イ
メ
ー
ジ
が
上

が
る
こ
と
で
）

足
立
区
を
自
慢
で
き
る
誇
れ
る

ま
ち
へ
と
進
化
さ
せ
る

R
4

R
5

年
度

R
4

年
度

R
5

6
年
度

R
3

事
業
費
(a
)

人
件
費
(b
)

内
訳

件

%
％ 名 団 体 名

％ ％

達
成
状
況

1
0
0

R
3

R
4

1
1
0
%

3
9
6

-

9
4
.9
%

9
9
.0
%

達
成
率

9
8
.4
%

目
標

【
活
動
-
1
】

ポ
ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ
等

の
作
成
支
援
件
数

目
標

4
0
0

4
0
0

4
5
0

達
成

達
成
率

実
績

【
直
接
成
果
-
1
】

情
報
を
伝
え
る
こ
と
に

対
す
る
意
識
が
変

わ
っ
た
職
員
の
割
合

件

1
0
0

実
績

9
8
.4

4
4
0

-
9
4
.9

5
7

達
成
率

-
1
0
0
%

9
4
.0
%

8
6
%

や
や
順
調

5
5
.0

-
実
績

5
1
.7

達
成
率

-

【
活
動
-
2
】

職
員
等
を
対
象
と
し
た

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
参
加

人
数

目
標

1
4
0

1
4
0

1
4
0

や
や
順
調

【
直
接
成
果
-
2
】

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

タ
ー
数
（
累
計
）
※
2

名

5
6
.0

実
績

1
2
6

1
1
9

-

達
成
率

9
0
.0
%

8
5
.0
%

外
的
な
要
因

大大
行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素

大大

102

Ⅲ　重点プロジェクト事業 事業別評価の反映結果



33
..55

イ
ン

ナ
ー

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
の

継
続

、
区

外
か

ら
の

評
価

を
向

上
さ

せ
る

プ
ラ

ス
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

と
も

、
一

定
に

成
果

を
お

さ
め

た
も

の
と

評
価

し
得

る
。

双
方

の
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

共
に

中
長

期
的

な
視

野
を

も
っ

て
行

わ
れ

て
い

る
と

感
じ

る
。

活
動

指
標

の
う

ち
、

【活
動

－
２

】
（
職

員
等

を
対

象
と

し
た

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

参
加

人
数

）
が

目
標

を
下

回
っ

た
の

は
区

役
所

職
員

の
コ

ロ
ナ

対
応

の
た

め
と

判
断

さ
れ

、
や

む
を

得
な

い
部

分
も

あ
る

よ
う

に
思

う
。

一
方

、
前

年
も

指
摘

さ
れ

た
「
区

民
自

身
が

区
外

に
向

け
て

P
R

し
て

く
れ

る
よ

う
な

仕
組

み
づ

く
り

」
と

い
う

観
点

で
は

、
区

民
の

意
識

変
革

に
は

寄
与

し
て

い
る

も
の

の
、

区
民

の
行

動
変

革
に

至
る

ま
で

に
は

至
っ

て
い

な
い

こ
と

に
つ

い
て

、
他

部
署

と
の

連
携

も
深

め
つ

つ
、

具
体

的
な

対
応

策
を

検
討

さ
れ

た
い

。
例

え
ば

小
さ

い
こ

と
で

も
明

日
か

ら
動

け
る

よ
う

な
取

り
組

み
が

あ
っ

て
も

よ
い

の
で

は
な

い
だ

ろ
う

か
。

足
立

区
の

イ
メ

ー
ジ

で
常

に
問

題
に

な
る

「防
犯

の
町

」
「
き

れ
い

な
町

」
を

つ
く
っ

て
い

く
の

は
自

分
た

ち
で

あ
る

、
と

い
う

意
識

を
醸

成
し

行
動

に
移

さ
せ

る
よ

う
な

仕
掛

け
ま

で
を

つ
く
る

こ
と

が
区

全
体

の
イ

メ
ー

ジ
ア

ッ
プ

に
つ

な
が

る
の

で
は

な
い

か
。

各
課

事
業

の
サ

ポ
ー

ト
や

区
内

企
業

・
団

体
等

へ
の

「
足

立
区

の
イ

メ
ー

ジ
ア

ッ
プ

」
を

究
極

目
標

と
し

た
様

々
な

働
き

か
け

は
、

事
の

大
小

を
問

わ
ず

そ
れ

な
り

に
奏

功
し

て
い

る
と

判
断

さ
れ

、
評

価
に

値
す

る
。

結
果

と
し

て
の

【
直

接
成

果
-
１

～
４

】
の

実
績

値
も

、
ほ

ぼ
満

足
の

い
く
も

の
で

あ
る

。
直

接
成

果
の

結
果

と
し

て
中

間
成

果
が

出
て

く
る

と
思

わ
れ

る
が

、
庁

内
評

価
で

も
指

摘
さ

れ
て

い
る

よ
う

に
【中

間
成

果
－

２
】
と

【
中

間
成

果
－

３
】
の

達
成

率
が

低
い

。
よ

い
ま

ち
の

た
め

に
何

か
し

た
い

と
思

っ
て

も
、

実
践

す
る

場
が

な
い

の
か

、
し

て
い

た
と

し
て

も
そ

れ
が

区
に

届
い

て
い

な
い

の
か

、
そ

の
原

因
分

析
と

対
策

が
十

分
で

な
い

と
感

じ
る

。
ま

た
、

中
間

成
果

ー
１

か
ら

３
ま

で
は

、
い

ず
れ

も
実

績
に

つ
い

て
、

令
和

４
年

度
が

令
和

３
年

度
を

下
回

っ
て

い
る

が
、

ど
ち

ら
の

年
も

コ
ロ

ナ
禍

に
あ

っ
た

も
の

で
、

原
因

は
コ

ロ
ナ

禍
だ

け
で

は
な

い
と

も
考

え
ら

れ
る

。
今

後
注

視
し

て
い

く
と

い
う

こ
と

で
は

あ
る

が
、

イ
ベ

ン
ト

や
活

動
の

増
加

に
伴

い
、

防
犯

や
ま

ち
の

美
観

に
は

問
題

が
増

え
る

可
能

性
が

あ
る

。
安

易
に

コ
ロ

ナ
禍

で
片

付
け

、
本

当
の

原
因

を
見

過
ご

し
て

し
ま

う
こ

と
の

な
い

よ
う

、
留

意
さ

れ
た

い
。

イ
ン

ナ
ー

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
と

区
外

か
ら

の
評

価
向

上
（
プ

ラ
ス

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
）を

事
業

の
方

向
性

の
2
本

柱
と

し
て

い
く
こ

と
は

短
期

的
、

中
期

的
両

視
点

か
ら

み
て

合
目

的
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

。
し

か
し

、
区

外
在

住
者

の
も

つ
悪

い
イ

メ
ー

ジ
の

理
由

は
主

に
「
テ

レ
ビ

や
新

聞
・
雑

誌
・
S
N

S
」
「
な

ん
と

な
く
」
と

あ
る

が
、

足
立

区
の

転
出

入
者

ア
ン

ケ
ー

ト
の

転
入

者
ア

ン
ケ

ー
ト

で
は

、
「
住

ん
で

み
て

分
か

っ
た

悪
か

っ
た

点
」
は

、
「
世

間
の

評
判

」
よ

り
も

「
治

安
の

良
さ

（
悪

さ
）
」
が

上
回

っ
て

お
り

、
ま

た
、

「
住

民
の

感
じ

」
「
災

害
へ

の
強

さ
」
も

突
出

し
て

高
い

。
「
本

質
的

に
足

立
区

を
良

い
住

環
境

の
区

に
す

る
」
と

の
切

り
口

で
、

区
民

自
身

も
足

立
区

の
イ

メ
ー

ジ
を

よ
く
す

る
主

役
で

あ
る

と
い

う
観

点
か

ら
、

例
え

ば
区

民
の

マ
ナ

ー
向

上
運

動
な

ど
を

お
こ

な
い

、
区

民
の

意
識

向
上

か
ら

行
動

に
移

さ
せ

る
よ

う
な

働
き

か
け

を
お

こ
な

っ
て

は
ど

う
か

。
『
イ

メ
ー

ジ
か

ら
中

身
へ

』
軸

足
を

ず
ら

し
て

い
く
べ

き
時

期
に

来
て

い
る

と
思

え
る

。
他

部
署

と
も

協
力

し
て

で
も

新
た

な
道

筋
を

つ
け

て
欲

し
い

。

■
区

民
の

声
を

取
り

上
げ

る
・
区

民
自

身
が

区
外

に
向

け
P

R
す

る
取

組
み

  
「
絆

づ
く
り

」
「
6
5
歳

か
ら

の
た

ん
ぱ

く
質

生
活

」
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

と
い

っ
た

区
民

の
実

践
を

呼
び

掛
け

る
企

画
で

区
民

の
活

動
や

感
想

を
取

り
入

れ
、

訴
求

力
を

高
め

行
動

変
容

に
つ

な
げ

る
取

組
み

を
進

め
て

い
る

。
ま

た
、

観
光

交
流

協
会

等
と

連
携

し
S
N

S
で

「
＃

ア
ダ

チ
ラ

ブ
」
を

付
け

た
発

信
を

広
げ

、
イ

ン
ス

タ
で

は
5
0
0
0
件

以
上

が
投

稿
さ

れ
て

い
る

。
各

種
媒

体
や

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

を
活

用
し

た
区

外
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

に
お

い
て

も
他

自
治

体
に

勝
る

先
進

的
な

取
組

み
（
ウ

リ
）
と

区
民

の
リ

ア
ル

な
声

を
合

わ
せ

て
紹

介
す

る
企

画
を

検
討

中
。

■
よ

い
ま

ち
の

た
め

に
行

動
し

た
区

民
（
中

間
成

果
３

）
の

実
態

把
握

  
 足

立
区

世
論

調
査

に
は

、
当

該
指

標
の

実
績

を
計

る
設

問
以

外
に

も
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

や
防

犯
活

動
な

ど
、

「
よ

い
ま

ち
に

す
る

た
め

の
行

動
」

と
い

え
る

問
い

が
複

数
あ

る
。

区
民

参
画

総
量

の
実

態
把

握
が

で
き

る
よ

う
、

区
民

目
線

に
立

っ
た

事
例

の
記

載
と

設
問

の
整

理
を

検
討

す
る

。
■

治
安

改
善

・
区

民
の

マ
ナ

ー
向

上
等

に
関

す
る

働
き

か
け

  
 ビ

ュ
ー

テ
ィ

フ
ル

・
ウ

ィ
ン

ド
ウ

ズ
運

動
や

マ
ナ

ー
向

上
施

策
の

中
心

と
な

る
危

機
管

理
部

や
地

域
の

ち
か

ら
推

進
部

な
ど

が
実

施
す

る
各

種
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
企

画
の

支
援

や
、

広
報

物
や

啓
発

グ
ッ

ズ
（ク

リ
ア

フ
ァ

イ
ル

、
ポ

ケ
ッ

ト
テ

ィ
ッ

シ
ュ

等
）
の

制
作

等
を

通
じ

て
、

意
識

向
上

か
ら

行
動

に
移

す
取

組
み

を
進

め
て

い
る

。

今
後

も
庁

内
各

課
や

企
業

・
団

体
、

区
民

な
ど

、
様

々
な

ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
ー

を
繋

ぎ
、

連
携

を
深

め
な

が
ら

、
マ

イ
ナ

ス
要

因
の

払
拭

と
プ

ラ
ス

要
素

の
発

信
・
拡

散
を

同
時

に
行

う
こ

と
で

、
足

立
区

を
自

慢
で

き
る

誇
れ

る
ま

ち
へ

と
進

化
さ

せ
て

い
く
。

反反
映映

結結
果果

44
達達

成成
度度

33
..55

方方
向向

性性

33
..55

【【
庁庁

内内
評評

価価
委委

員員
会会

のの
評評

価価
】】
（（
２２

次次
評評

価価
））

【
全

体
評

価
の

経
年

動
向

】

全全
体体

評評
価価

評評
価価

結結
果果

44
..55

【
目

標
・
成

果
の

達
成

度
の

評
価

】
各

課
事

業
の

サ
ポ

ー
ト

や
、

区
と

企
業

・
団

体
等

と
の

協
働

の
推

進
の

み
な

ら
ず

、
企

業
・
団

体
同

士
を

繋
ぐ

協
創

の
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

な
ど

、
幅

広
く
、

バ
ラ

エ
テ

ィ
に

富
ん

だ
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

を
行

っ
て

い
る

点
は

評
価

で
き

、
活

動
指

標
と

直
接

成
果

の
実

績
値

も
、

徐
々

に
コ

ロ
ナ

前
の

状
況

に
戻

り
つ

つ
あ

る
。

区
民

の
意

識
を

問
う

中
間

成
果

に
つ

い
て

は
、

3
年

度
か

ら
数

値
が

下
が

っ
て

い
る

も
の

が
多

い
が

、
コ

ロ
ナ

禍
の

影
響

が
少

な
か

ら
ず

あ
る

と
考

え
ら

れ
、

今
後

注
視

す
る

必
要

が
あ

る
。

【
中

間
成

果
-
2
】
と

【
中

間
成

果
-
3
】
に

2
倍

近
い

差
が

あ
る

が
、

ご
み

拾
い

な
ど

簡
単

な
も

の
で

も
「
行

動
」
に

含
ま

れ
る

と
知

っ
て

い
た

だ
く
こ

と
で

、
こ

の
ギ

ャ
ッ

プ
は

埋
ま

る
の

は
な

い
か

。
一

方
で

、
足

立
区

の
区

外
か

ら
の

好
イ

メ
ー

ジ
は

や
や

上
昇

し
た

。
新

た
に

W
e
b媒

体
の

プ
レ

ス
リ

リ
ー

ス
サ

イ
ト

の
活

用
を

は
じ

め
た

こ
と

に
よ

り
、

区
外

の
方

が
足

立
区

の
良

い
ニ

ュ
ー

ス
を

目
に

す
る

機
会

が
増

え
た

と
推

察
さ

れ
る

。
こ

の
点

も
評

価
し

た
い

。

【
今

後
の

事
業

予
定

、
方

向
性

へ
の

評
価

】
イ

ン
ナ

ー
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

と
、

区
外

か
ら

の
評

価
を

向
上

さ
せ

る
プ

ラ
ス

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
の

2
本

柱
で

進
め

て
い

く
方

向
性

は
妥

当
で

あ
る

。
今

後
は

、
派

手
な

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
だ

け
で

な
く
、

例
え

ば
、

「
足

立
区

が
い

ち
早

く
実

施
し

た
こ

と
で

、
こ

ん
な

効
果

が
あ

っ
た

」
と

い
う

区
民

の
方

の
声

を
紹

介
す

る
な

ど
、

薄
く
広

く
浸

透
し

て
い

く
よ

う
な

、
地

道
な

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
も

必
要

と
考

え
る

。
足

立
区

に
は

他
自

治
体

に
勝

る
「
ウ

リ
」
が

数
多

く
あ

る
は

ず
な

の
で

、
そ

の
点

を
区

内
外

に
し

っ
か

り
P

R
し

て
い

っ
て

欲
し

い
。

5
年

度
は

、
コ

ロ
ナ

禍
で

制
限

さ
れ

て
い

た
イ

ベ
ン

ト
の

実
施

や
ま

ち
の

活
動

も
再

開
し

、
シ

テ
ィ

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
課

が
果

た
す

役
割

も
大

き
く
な

る
と

考
え

る
。

引
き

続
き

各
所

管
へ

の
サ

ポ
ー

ト
等

を
お

願
い

し
た

い
。

【【
区区

民民
評評

価価
委委

員員
会会

のの
評評

価価
】】
（（
３３

次次
評評

価価
））

全全
体体

評評
価価

反反
映映

結結
果果

のの
評評

価価
目目

標標
・・
成成

果果
のの

達達
成成

度度
へへ

のの
評評

価価
今今

後後
のの

事事
業業

のの
予予

定定
、、

方方
向向

性性
へへ

のの
評評

価価
反反

映映
結結

果果
・・
反反

映映
状状

況況

【【
所所

属属
のの

自自
己己

分分
析析

】】

指指
標標

分分
析析

課課
題題

分分
析析

今今
後後

のの
事事

業業
のの

予予
定定

（（
短短

期期
））
・・
方方

向向
性性

（（
中中

・・
長長

期期
））

【
活

動
-
1
、

2
、

3
】
【
直

接
成

果
-
1
、

2
、

3
】
【
中

間
成

果
-
1
、

2
、

3
】

　
広

報
物

の
作

成
支

援
や

、
職

員
を

対
象

と
し

た
広

報
力

・
企

画
力

ｱ
ｯ
ﾌ
ﾟに

向
け

た
研

修
・
ﾜ
ｰ

ｸ
ｼ
ｮｯ

ﾌ
ﾟを

実
施

。
情

報
を

伝
え

る
こ

と
に

対
す

る
重

要
性

を
再

認
識

し
、

効
果

的
な

情
報

発
信

力
の

向
上

を
図

る
こ

と
が

で
き

た
。

ま
た

、
区

制
9
0
周

年
の

冠
事

業
と

し
て

、
ｾ

ﾌ
ﾞﾝ

-
ｲ
ﾚ
ﾌ
ﾞﾝ

と
の

コ
ラ

ボ
商

品
の

開
発

や
、

庁
内

及
び

ｾ
ﾌ
ﾞﾝ

&
ｱ

ｲ
ﾎ

ｰ
ﾙ

ﾃ
ﾞｨ

ﾝ
ｸ
ﾞｽ

と
連

携
し

た
「
お

い
し

い
給

食
ﾌ
ｪ

ｱ
」
な

ど
を

ｺ
ｰ

ﾃ
ﾞｨ

ﾈ
ｰ

ﾄし
た

こ
と

で
、

多
数

の
ﾒ
ﾃ
ﾞｨ

ｱ
に

取
り

上
げ

ら
れ

、
足

立
区

の
良

い
ｲ
ﾒ
ｰ

ｼ
ﾞ

の
発

信
に

つ
な

が
っ

た
。

　
「
人

に
勧

め
た

い
」
「
何

か
し

た
い

と
思

う
」
「
行

動
を

し
た

」
区

民
の

割
合

は
目

標
値

、
前

年
い

ず
れ

も
下

回
っ

た
。

ｺ
ﾛ
ﾅ

禍
の

中
で

、
他

者
や

ま
ち

へ
関

わ
る

機
会

や
関

心
が

減
っ

て
い

る
こ

と
な

ど
が

一
因

と
し

て
考

え
ら

れ
る

（
中

間
1
、

2
、

3
）
。

【
活

動
-
4
】
【
直

接
成

果
-
4
】
【
中

間
成

果
-
4
】

　
令

和
4
年

度
か

ら
、

W
e
b媒

体
の

ﾌ
ﾟﾚ

ｽ
ﾘ
ﾘ
ｰ

ｽ
ｻ

ｲ
ﾄを

活
用

し
、

区
の

ﾌ
ﾟﾗ

ｽ
ｲ
ﾒ
ｰ

ｼ
ﾞに

寄
与

す
る

情
報

の
発

信
・
拡

散
を

開
始

し
た

。
年

間
で

3
8
件

掲
載

し
、

閲
覧

者
数

9
万

人
以

上
、

転
載

サ
イ

ト
数

延
べ

9
4
9
件

と
効

果
的

な
拡

散
が

で
き

た
こ

と
に

加
え

、
こ

の
サ

イ
ト

を
き

っ
か

け
に

、
新

聞
や

テ
レ

ビ
、

W
e
bｻ

ｲ
ﾄな

ど
各

種
ﾒ
ﾃ
ﾞｨ

ｱ
掲

載
に

つ
な

げ
る

こ
と

が
で

き
た

。
足

立
区

に
良

い
ｲ

ﾒ
ｰ

ｼ
ﾞを

持
つ

区
外

在
住

者
の

割
合

は
前

年
度

(2
2
.0

%
)か

ら
2
.1

ポ
イ

ン
ト

上
回

っ
た

(中
間

4
)。

【
区

に
誇

り
を

持
つ

割
合

の
向

上
】

　
令

和
２

年
度

に
過

去
最

高
で

あ
っ

た
「
区

に
誇

り
を

持
つ

区
民

」
の

割
合

は
、

2年
連

続
で

減
少

。
ｺ
ﾛ
ﾅ

禍
も

一
因

と
し

て
考

え
ら

れ
る

が
、

ｺ
ﾛ
ﾅ

禍
で

実
施

で
き

な
か

っ
た

事
業

の
再

開
や

新
た

な
取

り
組

み
を

ｻ
ﾎ

ﾟｰ
ﾄ・

ｺ
ｰ

ﾃ
ﾞｨ

ﾈ
ｰ

ﾄす
る

と
と

も
に

、
区

外
か

ら
の

評
価

を
高

め
る

取
り

組
み

を
展

開
し

、
V

字
回

復
を

目
指

し
て

い
く
必

要
が

あ
る

。
【
ｲ
ﾝ
ﾅ

ｰ
ﾌ
ﾟﾛ

ﾓ
ｰ

ｼ
ｮﾝ

の
更

な
る

推
進

】
　

区
民

参
画

総
量

を
増

や
し

て
い

く
た

め
、

企
業

や
区

民
、

団
体

の
取

り
組

み
を

ｻ
ﾎ

ﾟｰ
ﾄし

、
鉄

道
事

業
者

、
大

型
商

業
施

設
、

信
金

、
浴

場
組

合
と

い
っ

た
様

々
な

ｽ
ﾃ
ｰ

ｸ
ﾎ

ﾙ
ﾀ
ﾞｰ

を
つ

な
ぐ

ｺ
ｰ

ﾃ
ﾞｨ

ﾈ
ｰ

ﾄを
積

極
的

に
行

っ
て

い
く
と

と
も

に
、

区
職

員
の

ｽ
ｷ

ﾙ
向

上
に

資
す

る
取

り
組

み
を

一
層

強
化

す
る

な
ど

、
既

存
の

ｲ
ﾝ
ﾅ

ｰ
ﾌ
ﾟﾛ

ﾓ
ｰ

ｼ
ｮﾝ

を
更

に
推

進
さ

せ
て

い
く
必

要
が

あ
る

。
【
区

外
か

ら
の

評
価

向
上

】
　

令
和

4
年

度
に

実
施

し
た

区
外

在
住

者
が

持
つ

「
足

立
区

に
対

す
る

ｲ
ﾒ
ｰ

ｼ
ﾞ調

査
」
で

は
、

イ
メ

ー
ジ

が
「
良

い
」
2
4
.1

％
、

「悪
い

」
5
3
.4

%
と

答
え

て
い

る
。

「
悪

い
」
印

象
を

持
っ

た
理

由
を

み
る

と
半

数
以

上
が

「
ﾃ
ﾚ
ﾋ
ﾞや

新
聞

・
雑

誌
・
S
N

S
」
「
な

ん
と

な
く
」
と

答
え

て
い

る
。

足
立

区
の

マ
イ

ナ
ス

イ
メ

ー
ジ

を
払

拭
す

る
た

め
に

ﾒ
ﾃ
ﾞｨ

ｱ
を

活
用

し
、

悪
い

ｲ
ﾒ
ｰ

ｼ
ﾞを

ﾌ
ﾟﾗ

ｽ
ｲ
ﾒ
ｰ

ｼ
ﾞに

上
書

き
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
　

ま
た

、
令

和
4
年

度
に

行
っ

た
ｼ
ﾃ
ｨﾌ

ﾟﾛ
ﾓ
ｰ

ｼ
ｮﾝ

支
援

業
務

委
託

で
、

「
足

立
区

と
い

え
ば

〇
〇

」
と

い
っ

た
、

区
内

外
に

共
通

す
る

ﾌ
ﾟﾗ

ｽ
の

印
象

が
な

い
こ

と
が

調
査

デ
ー

タ
か

ら
も

明
ら

か
に

な
っ

た
。

足
立

区
の

ｲ
ﾒ
ｰ

ｼ
ﾞを

意
図

的
に

つ
く
り

だ
し

、
印

象
づ

け
る

取
り

組
み

を
行

っ
て

い
く
必

要
が

あ
る

。

【
短

期
】

①
　

イ
ン

ナ
ー

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
■

　
 区

民
に

「
届

き
・
伝

わ
る

」
広

報
物

作
成

支
援

や
各

所
管

課
事

業
の

ｻ
ﾎ

ﾟｰ
ﾄを

通
じ

て
、

ｼ
ﾃ
ｨﾌ

ﾟ
　

　
　

ﾛ
ﾓ
ｰ

ｼ
ｮﾝ

の
視

点
を

持
ち

、
業

務
を

遂
行

で
き

る
職

員
を

育
成

す
る

。
■

　
区

内
企

業
・
団

体
の

ほ
か

、
鉄

道
事

業
者

や
大

型
商

業
施

設
、

大
手

企
業

と
い

っ
た

訴
求

力
　

　
 の

あ
る

ﾊ
ﾟｰ

ﾄﾅ
ｰ

と
の

協
創

に
よ

り
、

区
の

施
策

推
進

と
ま

ち
の

総
合

力
向

上
を

図
っ

て
い

く
。

②
　

区
外

か
ら

の
評

価
向

上
（
プ

ラ
ス

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
）

　
　

 広
報

・
ﾒ
ﾃ
ﾞｨ

ｱ
戦

略
（
令

和
４

年
度

策
定

）
を

ベ
ー

ス
に

、
区

外
に

向
け

た
ｼ
ﾃ
ｨﾌ

ﾟﾛ
ﾓ
ｰ

ｼ
ｮﾝ

を
本

　
格

的
に

実
施

す
る

と
と

も
に

、
W

e
b媒

体
な

ど
を

活
用

し
た

情
報

発
信

に
よ

り
、

区
の

ﾌ
ﾟﾗ

ｽ
ｲ
ﾒ
ｰ

ｼ
ﾞ

　
に

寄
与

す
る

情
報

を
拡

散
す

る
こ

と
で

、
区

外
か

ら
の

評
価

を
高

め
て

い
く
。

【
中

・
長

期
】

　
区

民
の

「
区

に
対

す
る

気
持

ち
」
（
足

立
区

世
論

調
査

）
と

「
足

立
区

に
対

す
る

ｲ
ﾒ
ｰ

ｼ
ﾞ調

査
」
（
区

外
在

住
者

へ
の

調
査

）
の

経
年

の
結

果
を

分
析

し
な

が
ら

、
区

内
・
区

民
に

対
す

る
ｲ
ﾝ
ﾅ

ｰ
ﾌ
ﾟﾛ

ﾓ
ｰ

ｼ
ｮﾝ

と
、

区
外

に
向

け
た

広
報

・
メ

デ
ィ

ア
戦

略
を

実
行

す
る

こ
と

で
、

ﾏ
ｲ
ﾅ

ｽ
ｲ
ﾒ
ｰ

ｼ
ﾞか

ら
ﾌ
ﾟﾗ

ｽ
ｲ
ﾒ
ｰ

ｼ
ﾞへ

の
転

換
を

図
り

、
「
さ

ら
に

誇
れ

る
」
足

立
区

へ
と

発
展

さ
せ

る
。

012345

H3
1年
度

R2
年
度

R3
年
度

R4
年
度

庁
内
評
価
結
果

区
民
評
価
結
果
※
年
度
は
事
業
実
施
年
度

区 民 評 価 中 止
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【【
ロロ
ジジ
ッッ
クク
モモ
デデ
ルル
・・
指指
標標
のの
達達
成成
度度
】】

単単
位位
：：
千千
円円

■■
令令
和和

44
年年
度度
事事
業業
費費
支支
出出
内内
訳訳
（（
上上
位位
３３
事事
業業
））

(1
)

(2
)

(3
)

 

年
度

目
標

目
標

実
績

達
成
率

目
標

目
標

目
標

【
活
動
-
2
】

基
準
日
現
在
の
閲

覧
可
能
な
公
開
ペ
ー

ジ
総
数

目
標

-
5
,0
0
0

1
2
,0
0
0

や
や
順
調

【
直
接
成
果
-
2
】

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
全

体
の
ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー

（
閲
覧
）
数

9
6
%

1
0
1
%

達
成
率

【
活
動
-
1
】

広
報
紙
発
行
部
数

目
標
8
,2
8
0
,0
0
0
8
,3
0
0
,0
0
0
8
,4
0
0
,0
0
0

達
成

達
成
率

実
績

【
直
接
成
果
-
１
】

区
の
情
報
の
入
手
手

段
を
あ
だ
ち
広
報
と
し

て
い
る
区
民
の
割
合

部 件

-

目
標

-

回

％
％ 件 件 ％

％ ％

達
成
状
況

7
0
.0

影
響
要
因

影
響
要
因

R
3

R
4

1
0
2
%

8
,3
8
0
,5
0
0

-

①①
投投
入入
資資
源源
（（
イイ
ンン
ププ
ッッ
トト
））

年
度

３
年
度

４
年
度

５
年
度

8
,4
6
7
,8
0
0

-
6
7
.1

影
響
要
因

・
情
報
発
信
の
タ
イ
ミ
ン
グ

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
や

地
震
・
洪
水
な
ど
の
自
然
災
害
等

・
世
論
調
査
の
結
果
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
す
よ
う
な
社
会
情
勢

・
世
論
調
査
の
結
果
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
す
よ
う
な
社
会
情
勢

0
0

0

1
2
,
3
7
3

R
5

6
年
度

R
3

1
3
,
7
4
7

1
5
,
7
3
6

②②
活活
動動
（（
アア
ウウ
トト
ププ
ッッ
トト
））
※※
区区
がが
行行
うう
直直
接接
のの
活活
動動

③③
直直
接接
成成
果果
（（
②②
のの
活活
動動
のの
直直
接接
的的
なな
結結
果果
））

④④
中中
間間
成成
果果
（（
③③
のの
成成
果果
がが
伸伸
びび
たた
らら
、、
どど
うう
なな
るる
かか
））

令令
和和
５５
年年
度度
重重
点点
ププ
ロロ
ジジ
ェェ
クク
トト
事事
業業
評評
価価
調調
書書
（（
令令
和和
４４
年年
度度
事事
業業
実実
施施
分分
））

視
点

再
掲

重
点

目
標

⑮
区
の
イ
メ
ー
ジ
を
高
め
選
ば

れ
る
ま
ち
に
な
る

重
点

項
目

記
入

所
属

行
財
政

政
策
経
営
部
　
報
道
広
報
課
　
広
報
係

事
業
名
№
4
4
「
情
報
発
信
強
化
事
業
（
各
種
広
報
媒
体
の
充
実
・
情
報
発
信
力
の
向

上
等
）
」

協
働 ・

協
創

広
報
紙
の
紙
面
づ
く
り
や
各
種
広
報
電
子
媒
体
の
コ
ン
テ
ン
ツ
制
作
等
に

お
い
て
、
全
庁
的
に
協
働
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
関

連
す
る

ゴ
ー
ル
・

タ
ー
ゲ
ッ
ト

1
6
.
6

実
施
済

「
区
の
情
報
を
必
要
と
思
っ
た
こ
と
が
な
い
」
「
区
の
情
報
に
関
心
が
な
い
」
と
回
答
し
て
い
る
若
い
世
代
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
方
向
性
を

探
る
た
め
、
調
査
を
実
施
し
た
。
今
後
、
調
査
結
果
か
ら
は
若
者
へ
の
情
報
発
信
の
方
向
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

対
象

※
　
そ
の
他
の
場
合
記
入

昨
年
度
の
反
映
結
果
に
対
す
る
取
組
状
況

区
民
と
事
業
者

項
目

取
組
状
況

具
体
的
に

目
的
（
⑤
最
終
成
果
（
理
想
）
）

若
い
世
代
に
対
す
る
満
足
度
の
リ
サ
ー
チ
方
法
に
つ
い
て

内
容

7
5

順
調

【
最
終
成
果
】

区
政
情
報
の
提

供
に
満
足
し
て
い

る
区
民
の
割
合

7
6
.1

7
5
.1

-

1
0
1
%

-
実
績

【
中
間
成
果
-
1
】

必
要
な
と
き
に
必
要
と

す
る
情
報
が
得
ら
れ
て

い
る
区
民
の
割
合

7
5

7
6

7
6

7
0

や
や
遅
れ

て
い
る

達
成
率

9
9
%

1
0
.0

1
0
.0

達
成
率

-
1
2
0
%

-
9
3
%

や
や
順
調

実
績

1
,9
2
3

1
1
,1
1
8

-
実
績

6
3
,9
8
7
,8
4
7
6
0
,1
3
9
,2
4
0

-
5
0
,0
0
0
,0
0
0
5
0
,0
0
0
,0
0
0

達
成

【
中
間
成
果
-
2
】

必
要
な
と
き
に
必
要
と
す
る

情
報
が
得
ら
れ
て
い
な
い

区
民
の
割
合
［
低
減
目
標
］

-

-
実
績

1
0
.6

達
成
率

1
0
.8

-

達
成
率

-
2
2
2
%

【
活
動
-
3
】

ツ
イ
ッ
タ
ー
・
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
で
の
情
報

発
信
数

目
標

3
,5
0
0

4
,0
0
0

4
,0
0
0

達
成

【
直
接
成
果
-
3
】

リ
ア
ク
シ
ョ
ン
が
基
準
値
（
5
0

件
）
を
超
え
た
ツ
イ
ッ
タ
ー
・

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
投
稿
記

事
数

目
標

5
0
0

件

実
績

7
0
.0

年
度

R
3

や
や
順
調

実
績

5
,0
1
2

5
,0
5
7

-
実
績

6
3
4

2
8
5

-

達
成
率

1
4
3
%

1
2
6
%

達
成
率

1
2
7
%

5
7
%

5
0
0

変
更
予
定

1
0
9
%

実
績

8
1

8
2

目
標

5
5

5

達
成

【
直
接
成
果
-
5
】

情
報
発
信
に
関
す
る

課
題
の
解
決
率

目
標

7
5

【
活
動
-
5
】

情
報
発
信
の
全
庁

向
け
研
修
回
数

7
5

7
5

達
成

実
績

4
1
2

-
-

達
成
率

8
0
%

2
4
0
%

達
成
率

1
0
8
%

1
0
5
,
9
0
4

1
0
1
,
0
8
2

総
事
業
費
(a
+
b)

2
9
9
,
4
2
6

若
い
世
代
に
対
す
る
情
報
発
信
の
強
化
に
つ
い
て

2
8
4
,
1
5
5

R
3
年
度
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
際
に
指
摘
の
あ
っ
た
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
活
用
に
つ
い
て
、
若
い
世
代
に
対
し
て
の
調
査
を
実
施
し
た
。
調
査

結
果
を
分
析
し
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
導
入
に
つ
い
て
総
合
的
に
検
討
し
て
い
く
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
s関
連
す
る
ゴ
ー
ル
・
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
対
す
る
貢
献
状
況

区
が
持
つ
情
報
発
信
媒
体
を
活
用
し
、
重
点
課
題
や
重
要
施
策
を
積
極
的
か
つ
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
発
信
す
る
こ
と
で
、
区
政
透
明
度
を
高
め
た
。

税
外

収
入

事
業
費
(a
)

人
件
費
(b
)

内
訳

国
庫
負
担
金
・
補
助
金

受
益
者
負
担
金

対対
応応
すす
るる
予予
算算
事事
業業
名名

「
あ
だ
ち
広
報
」
製
作
等
運
営
事
業

⑥
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
共
通
の
成
果
（
⑤
最
終
成
果
（
理
想
）
が
伸
び
た
ら
こ
う
な
る
）

区 区
政政
全全
体体
にに
対対
すす
るる
区区
民民
のの
満満
足足
度度
　　

66
77
％％

主
な
内
容

主
な
内
容

主
な
内
容

2
5
0
,
1
4
3

1
9
3
,
5
2
2

1
8
3
,
0
7
3

2
5
0
,
1
4
3

事 業 の 概 要

区
政
情
報
の
提
供
へ
の
満
足
度
向
上

あ
だ
ち
広
報
製
作
委
託

区
民
が
必
要
な
と
き
に
必
要
と
す
る
情
報
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整
え
、
区
政
透
明
度
を

高
め
て
区
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

あ
だ
ち
広
報
配
布
委
託

広
報
紙
縮
刷
版
電
子
化
業
務
委
託

千
円

千
円

千
円

1
0
5
,5
9
4

6
5
,8
6
1

1
2
,5
3
4

検
討
中

単
位

② ②
活活
動動
指指
標標

達
成
状
況

単
位

③③
成成
果果
指指
標標

単
位

④④
成成
果果
指指
標標

単
位

達
成
状
況

⑤⑤
成成
果果
指指
標標

⑤⑤
最最
終終
成成
果果
（（
理理
想想
））

R
5

年
度

【
事
業
の
概
要
】

・
あ
だ
ち
広
報
の
製
作
【
活
動
-
1
】

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
L
IN
E
等
の
管
理
運
営
【
活

動
-
2
】
【
活
動
-
3
】
【
活
動
-
4
】

・
全
庁
向
け
情
報
発
信
研
修
の
実
施
【
活
動
-
5
】

■
以
下
、
変
更
点

【
活
動
-
2
】
R
3
年
度
ま
で
の
指
標
「
公
開
ペ
ー
ジ
数
」
に
は
既
存
ペ
ー
ジ
の
更

新
は
発
信
数
に
含
ん
で
い
な
か
っ
た
。
「
基
準
日
現
在
の
閲
覧
可
能
な
公
開

ペ
ー
ジ
総
数
」
に
変
更
す
る
（
R
3
実
績
値
、
R
4
目
標
値
は
そ
の
ま
ま
記
載
）
。

【
活
動
-
4
】
5
年
3
月
か
ら
A
-
メ
ー
ル
と
同
じ
1
6
ジ
ャ
ン
ル
選
択
お
よ
び
連
動
配

信
機
能
を
追
加
し
た
こ
と
に
よ
り
、
R
5
の
目
標
値
を
上
げ
た
。

・
多
く
の
区
民
が
広
報
紙
か
ら
区
政
情
報
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
【
活
動

②
-
1
】

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
情
報
発
信
へ
の
閲
覧
が
増
え
る
【
活
動
②
-
2
】

・
ツ
イ
ッ
タ
ー
・
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
の
情
報
発
信
に
対
す
る
評
価
・
関
心
が
高
ま

る
【
活
動
②
-
3
】

・
L
IN
E
で
の
情
報
発
信
へ
の
閲
覧
が
増
え
る
【
活
動
②
-
4
】

・
職
員
の
情
報
発
信
力
が
向
上
す
る
【
活
動
②
-
5
】

■
以
下
、
変
更
点

【
直
接
成
果
3
、
4
】
ﾌ
ｪｲ
ｽ
ﾌ
ﾞｯ
ｸ
の
仕
様
変
更
と
L
IN
E
の
機
能
拡
張
の
影
響
に

よ
り
、
直
接
成
果
3
と
4
の
指
標
が
取
得
で
き
な
く
な
っ
た
。
R
5
報
告
時
は
指
標

を
修
正
す
る
（
よ
っ
て
”
変
更
予
定
”
”
-
”
と
記
載
）
。

・
区
民
が
必
要
と
す
る
と
き
に
必
要
な
情
報
を
取
得
で
き
る
【
中
間
成
果

-
1
】
【
中
間
成
果
-
2
】

※
必
要
と
す
る
情
報
が
届
い
て
い
る
か
（
情
報
発
信
の
量
が
十
分
か
）

確
認
す
る
指
標
と
し
て
【
中
間
成
果
-
1
】
を
設
定
。
必
要
と
す
る
情
報
の

内
容
に
満
足
し
て
い
る
か
（
情
報
発
信
の
質
が
十
分
か
）
確
認
す
る
指

標
と
し
て
【
中
間
成
果
-
2
】
を
設
定
。
そ
の
差
が
拡
大
す
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
く
。

区
政
情
報
の
提
供
へ
の
満
足
度

が
向
上
す
る

R
4

R
5

年
度

R
4

【
直
接
成
果
-
4
】

L
IN
E
で
の
情
報
発

信
に
対
す
る
開
封
率

％

-
5
5
.0

変
更
予
定

や
や
順
調

実
績

5
4
.3

4
5
.9

-

達
成
率

-
8
3
%

【
活
動
-
4
】

L
IN
E
で
の
情
報
発

信
数

件

目
標

-
1
5
0

1
,4
0
0

達
成

実
績

1
7
3

1
7
6

-

達
成
率

-
1
1
7
%

外
的
な
要
因

大大
行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素

大大
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【【
所所

属属
のの

自自
己己

分分
析析

】】

指指
標標

分分
析析

課課
題題

分分
析析

今今
後後

のの
事事

業業
のの

予予
定定

（（
短短

期期
））
・・
方方

向向
性性

（（
中中

・・
長長

期期
））

【
活

動
-
1
】
【
直

接
成

果
-
1
】
世

帯
数

の
自

然
増

に
よ

る
増

。
都

広
報

コ
ン

ク
ー

ル
で

は
毎

年
複

数
入

賞
。

4
年

度
も

広
報

紙
部

門
3
部

門
全

て
で

入
賞

。
世

論
調

査
の

結
果

で
は

、
情

報
の

入
手

手
段

と
し

て
も

安
定

し
て

い
る

。
【
活

動
-
2
】
【
直

接
成

果
-
2
】
活

動
指

標
は

前
年

度
実

績
を

上
回

り
、

成
果

指
標

は
目

標
達

成
。

【
活

動
-
3
】
【
直

接
成

果
-
3
】
活

動
指

標
は

目
標

値
を

達
成

、
成

果
指

標
は

未
達

成
。

成
果

指
標

は
、

フ
ェ

イ
ス

ブ
ッ

ク
に

仕
様

の
変

更
が

あ
り

、
リ

ア
ク

シ
ョ

ン
に

対
す

る
カ

ウ
ン

ト
方

法
が

変
わ

っ
た

影
響

で
あ

る
。

　
【
変

更
あ

り
・
前

ペ
ー

ジ
に

記
載

】
【
活

動
-
4
】
【
直

接
成

果
-
4
】
R

4
年

度
は

画
像

を
添

付
し

イ
ベ

ン
ト

情
報

の
ﾎ

ﾟｽ
ﾀ
ｰ

・
ﾁ
ﾗ
ｼ
の

配
信

等
を

増
や

し
た

。
5
年

3
月

に
A

-
ﾒ
ｰ

ﾙ
と

の
連

携
や

不
法

投
棄

等
の

通
報

機
能

、
保

育
指

数
ｼ
ﾐｭ

ﾚ
ｰ

ｼ
ｮﾝ

等
を

機
能

追
加

。
コ

ロ
ナ

関
連

情
報

が
減

る
中

で
も

活
動

指
標

を
達

成
。

　
【
変

更
あ

り
・
前

ペ
ー

ジ
に

記
載

】
【
活

動
-
5
】
【
直

接
成

果
-
5
】
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

リ
ー

ダ
ー

向
け

の
研

修
を

少
人

数
制

で
行

っ
た

こ
と

か
ら

目
標

値
を

大
き

く
上

回
っ

た
。

解
決

率
も

多
少

上
下

す
る

も
の

の
安

定
し

て
お

り
、

情
報

発
信

力
強

化
の

取
り

組
み

成
果

が
見

え
て

い
る

。

【
広

報
紙

の
内

容
充

実
と

電
子

広
報

媒
体

の
活

用
促

進
】
世

論
調

査
で

は
、

「
区

の
情

報
の

入
手

手
段

」
の

う
ち

、
あ

だ
ち

広
報

が
6
7
.1

％
、

ﾎ
ｰ

ﾑ
ﾍ

ﾟｰ
ｼ
ﾞ、

A
-
ﾒ
ｰ

ﾙ
、

ﾂ
ｲ
ｯ
ﾀ
ｰ

、
ﾌ
ェ

ｲ
ｽ

ﾌ
ﾞｯ

ｸ
の

合
計

割
合

が
4
2
.1

％
。

紙
媒

体
の

需
要

は
多

く
の

世
代

で
依

然
と

し
て

高
い

た
め

、
引

き
続

き
、

掲
載

す
る

記
事

に
お

け
る

事
業

目
的

や
タ

ー
ゲ

ッ
ト

を
意

識
し

、
魅

力
あ

る
紙

面
を

発
行

し
て

い
く
。

一
方

、
電

子
広

報
媒

体
の

需
要

も
高

い
た

め
、

既
存

の
デ

ジ
タ

ル
媒

体
や

機
能

拡
充

し
た

L
IN

E
を

活
用

し
、

正
確

に
素

早
く
発

信
し

て
い

く
。

【
若

い
世

代
へ

の
情

報
発

信
】
こ

れ
ま

で
の

区
民

評
価

委
員

会
で

ご
意

見
を

い
た

だ
い

た
、

「
若

者
に

対
す

る
情

報
発

信
の

在
り

方
」
に

つ
い

て
世

論
調

査
で

は
、

「
区

の
情

報
を

必
要

と
思

っ
た

こ
と

が
な

い
」
「
区

の
情

報
に

関
心

が
な

い
」
と

い
う

回
答

が
若

い
世

代
は

2
割

～
3
割

弱
と

突
出

し
て

い
る

。
ア

プ
ロ

ー
チ

方
法

を
探

る
た

め
、

R
4
年

度
に

若
い

世
代

（
1
8
～

3
5
歳

）
の

小
規

模
調

査
（
ミ

ニ
世

論
調

査
）
を

行
い

、
区

の
情

報
の

入
手

手
段

や
関

心
の

あ
る

ジ
ャ

ン
ル

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

ツ
ー

ル
の

活
用

等
を

調
査

し
た

。
今

後
、

調
査

結
果

を
分

析
し

、
情

報
発

信
の

内
容

や
方

法
に

関
す

る
検

討
に

役
立

て
て

い
く
。

【
高

齢
者

へ
の

情
報

発
信

】
世

論
調

査
に

お
け

る
7
0
歳

以
上

の
「
区

の
情

報
の

入
手

手
段

」
の

設
問

で
ﾎ

ｰ
ﾑ

ﾍ
ﾟｰ

ｼ
ﾞ、

A
-
ﾒ
ｰ

ﾙ
、

ﾂ
ｲ
ｯ
ﾀ
ｰ

、
ﾌ
ｪｲ

ｽ
ﾌ
ﾞｯ

ｸ
、

L
IN

E
の

合
計

割
合

は
約

2
割

に
留

ま
っ

て
い

る
。

一
方

で
区

実
施

の
ス

マ
ホ

教
室

の
広

報
掲

載
に

は
一

定
数

の
反

響
が

あ
り

、
「
使

い
た

い
」
「
始

め
た

い
」
と

い
う

意
識

や
希

望
は

あ
る

模
様

。
周

知
・
啓

発
を

強
化

し
、

「
ま

ず
は

や
っ

て
み

よ
う

」
と

い
う

行
動

変
容

を
促

す
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

【
短

期
】

R
6
年

度
に

は
、

あ
だ

ち
広

報
製

作
委

託
契

約
（
R

7
-
9
）
の

プ
ロ

ポ
ー

ザ
ル

実
施

予
定

で
あ

る
。

現
在

の
委

託
契

約
期

間
で

は
見

送
り

と
し

た
広

報
紙

の
オ

ー
ル

カ
ラ

ー
化

に
つ

い
て

、
費

用
対

効
果

を
十

分
に

検
討

し
た

う
え

で
導

入
の

可
否

を
改

め
て

判
断

し
て

い
く
。

R
4
年

度
に

情
報

受
発

信
方

法
の

幅
を

広
げ

る
た

め
L
IN

E
公

式
ア

カ
ウ

ン
ト

の
機

能
を

拡
張

し
た

。
新

機
能

を
追

加
す

る
た

び
に

登
録

者
数

が
増

加
し

4
万

ユ
ー

ザ
ー

を
超

え
た

。
R

5
年

度
は

通
報

、
保

育
指

数
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
等

の
活

用
を

促
進

し
て

い
く
。

S
N

S
の

活
用

に
あ

た
っ

て
は

、
全

庁
の

職
員

の
ス

キ
ル

・
意

識
の

向
上

を
目

的
と

し
た

研
修

を
引

き
続

き
実

施
し

、
情

報
発

信
に

対
す

る
意

識
の

向
上

・
内

容
の

ブ
ラ

ッ
シ

ュ
ア

ッ
プ

に
取

り
組

ん
で

い
く
。

ま
た

、
イ

ン
ス

タ
グ

ラ
ム

の
導

入
に

つ
い

て
は

、
小

規
模

調
査

の
結

果
を

踏
ま

え
て

判
断

す
る

。
【
中

・
長

期
】

区
の

情
報

を
広

報
紙

か
ら

入
手

す
る

割
合

は
依

然
と

し
て

高
く
、

区
民

に
広

く
情

報
を

届
け

る
た

め
の

重
要

な
発

信
媒

体
と

な
っ

て
い

る
。

こ
れ

ま
で

の
読

者
の

満
足

度
を

さ
ら

に
向

上
さ

せ
な

が
ら

、
新

た
な

読
者

を
増

や
す

た
め

の
魅

力
的

な
表

紙
や

特
集

記
事

の
掲

載
等

、
民

間
発

行
の

広
報

物
に

負
け

な
い

ク
オ

リ
テ

ィ
に

こ
だ

わ
り

、
区

民
の

「
行

動
変

容
を

促
す

広
報

紙
」
を

目
指

し
て

い
く
。

一
方

で
、

日
常

の
み

な
ら

ず
、

災
害

時
の

「
速

報
性

」
「
拡

散
性

」
等

に
優

れ
た

電
子

媒
体

も
こ

れ
ま

で
以

上
に

積
極

的
に

活
用

し
て

い
く
。

現
有

す
る

S
N

S
ツ

ー
ル

の
活

用
は

も
ち

ろ
ん

、
Ｌ

ＩＮ
Ｅ

の
さ

ら
な

る
機

能
拡

充
、

ニ
ュ

ー
ス

サ
イ

ト
や

配
信

ア
プ

リ
と

の
連

携
、

新
た

な
電

子
媒

体
の

調
査

研
究

・
導

入
を

進
め

、
「
必

要
な

時
に

区
の

情
報

が
得

ら
れ

て
い

る
区

民
の

増
」
「
区

政
情

報
提

供
の

満
足

度
の

向
上

」
に

取
り

組
ん

で
い

く
。

【【
庁庁

内内
評評

価価
委委

員員
会会

のの
評評

価価
】】
（（
２２

次次
評評

価価
））

【
全

体
評

価
の

経
年

動
向

】

全全
体体

評評
価価

評評
価価

結結
果果

55
【
目

標
・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
】

各
指

標
と

も
実

績
値

は
伸

び
て

い
る

か
、

も
し

く
は

高
い

レ
ベ

ル
で

横
ば

い
と

な
っ

て
い

る
。

広
報

紙
の

ブ
ラ

ッ
シ

ュ
ア

ッ
プ

や
区

公
式

L
IN

E
の

機
能

拡
張

、
職

員
研

修
の

少
人

数
化

に
加

え
、

課
題

と
な

っ
て

い
る

若
い

世
代

の
情

報
発

信
に

関
す

る
調

査
・
分

析
を

実
施

す
る

な
ど

、
手

間
を

惜
し

ま
ず

不
断

の
努

力
を

す
る

姿
勢

が
、

結
果

に
繋

が
っ

て
い

る
と

評
価

す
る

。
特

に
広

報
紙

は
毎

年
、

都
の

広
報

コ
ン

ク
ー

ル
で

入
賞

す
る

な
ど

、
区

の
イ

メ
ー

ジ
ア

ッ
プ

や
区

民
の

誇
り

の
醸

成
に

も
つ

な
が

っ
て

い
る

と
考

え
る

。

【
今

後
の

事
業

予
定

、
方

向
性

へ
の

評
価

】
広

報
紙

に
つ

い
て

は
、

オ
ー

ル
カ

ラ
ー

化
を

再
検

討
す

る
と

の
こ

と
で

あ
る

が
、

こ
れ

ま
で

の
検

討
過

程
で

気
付

か
な

か
っ

た
、

新
た

な
視

点
が

な
い

か
探

り
つ

つ
、

可
否

を
判

断
い

た
だ

き
た

い
。

ま
た

、
若

い
世

代
向

け
に

、
イ

ン
パ

ク
ト

の
あ

る
写

真
や

同
世

代
の

イ
ン

フ
ル

エ
ン

サ
ー

を
表

紙
に

起
用

す
る

、
若

者
が

興
味

を
持

ち
そ

う
な

情
報

を
掲

載
す

る
な

ど
、

手
に

取
っ

て
読

ん
で

も
ら

え
る

よ
う

、
更

な
る

工
夫

を
お

願
い

し
た

い
。

L
IN

E
に

つ
い

て
は

、
高

齢
者

に
と

っ
て

も
ハ

ー
ド

ル
が

低
い

と
思

わ
れ

、
非

常
に

有
効

な
情

報
発

信
ツ

ー
ル

に
な

る
と

考
え

る
。

今
後

も
機

能
拡

張
の

検
討

を
継

続
す

る
と

と
も

に
、

例
え

ば
イ

ベ
ン

ト
等

に
出

張
し

て
「
友

だ
ち

」
を

募
る

な
ど

、
プ

ッ
シ

ュ
型

の
ユ

ー
ザ

ー
増

加
策

を
さ

ら
に

推
し

進
め

て
い

た
だ

き
た

い
。

【【
区区

民民
評評

価価
委委

員員
会会

のの
評評

価価
】】
（（
３３

次次
評評

価価
））

全全
体体

評評
価価

反反
映映

結結
果果

のの
評評

価価
目目

標標
・・
成成

果果
のの

達達
成成

度度
へへ

のの
評評

価価
今今

後後
のの

事事
業業

のの
予予

定定
、、

方方
向向

性性
へへ

のの
評評

価価
反反

映映
結結

果果
・・
反反

映映
状状

況況

44
..55

反
映

結
果

を
ふ

ま
え

て
、

若
い

世
代

へ
の

小
規

模
調

査
を

実
施

し
た

こ
と

、
区

の
情

報
収

集
に

関
す

る
若

い
世

代
の

行
動

特
性

を
把

握
し

、
若

者
へ

の
情

報
発

信
の

在
り

方
を

探
る

試
み

は
評

価
で

き
る

が
、

調
査

分
析

に
時

間
を

要
し

、
結

果
イ

ン
ス

タ
グ

ラ
ム

も
導

入
せ

ず
と

な
り

、
や

や
消

化
不

良
感

が
残

る
。

1
0
代

か
ら

2
0
代

は
ど

の
地

方
公

共
団

体
で

も
区

政
情

報
か

ら
遠

ざ
か

り
が

ち
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

か
ら

、
中

長
期

的
課

題
と

し
て

他
の

地
方

公
共

団
体

の
事

例
な

ど
も

研
究

し
て

改
善

し
て

ほ
し

い
。

ま
た

高
齢

者
に

対
す

る
情

報
発

信
に

つ
い

て
は

、
い

ざ
と

い
う

時
に

確
実

に
リ

ー
チ

で
き

る
、

部
署

横
断

的
な

取
組

み
を

始
め

て
い

る
こ

と
が

非
常

に
評

価
で

き
る

。
し

か
し

情
報

発
信

ツ
ー

ル
と

し
て

L
IN

E
を

最
重

要
視

し
な

が
ら

、
そ

の
普

及
状

況
を

定
量

評
価

で
き

る
基

準
が

な
い

と
の

こ
と

な
の

で
、

施
策

の
効

果
に

つ
い

て
は

遅
滞

な
く
把

握
で

き
る

よ
う

に
し

て
欲

し
い

。

設
定

し
た

指
標

に
つ

い
て

は
、

概
ね

達
成

で
き

て
い

る
と

見
ら

れ
、

そ
の

点
は

評
価

で
き

る
。

た
だ

し
現

在
は

、
媒

体
の

閲
覧

状
況

を
把

握
す

る
指

標
が

多
い

が
、

最
終

的
に

「
区

政
情

報
の

提
供

へ
の

満
足

度
」
を

高
め

る
の

で
あ

れ
ば

、
中

身
の

理
解

度
（
わ

か
り

や
す

さ
、

検
索

性
な

ど
）
を

向
上

す
る

指
標

や
必

要
な

調
査

を
加

え
る

こ
と

も
重

要
で

は
な

い
か

。
ま

た
広

報
に

関
す

る
目

標
設

定
は

、
特

に
デ

ジ
タ

ル
ツ

ー
ル

の
機

能
拡

張
や

仕
様

変
更

に
よ

っ
て

、
結

果
の

把
握

が
難

し
く
な

る
こ

と
が

想
定

さ
れ

る
た

め
、

こ
ま

め
な

指
標

見
直

し
が

重
要

だ
と

考
え

る
。

世
論

調
査

の
「
区

の
情

報
の

入
手

手
段

」
は

複
数

回
答

可
と

な
っ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

利
用

層
は

重
な

っ
て

い
る

と
考

え
ら

れ
る

H
P

/
A

ﾒ
ｰ

ﾙ
/
T
w

it
te

r/
F
ac

e
bo

o
kの

合
計

割
合

を
出

す
意

味
は

な
い

の
で

は
な

い
か

。
災

害
時

を
念

頭
に

置
い

た
高

齢
者

層
へ

の
即

時
的

な
リ

ー
チ

手
段

の
確

保
は

極
め

て
重

要
か

つ
喫

緊
の

課
題

で
あ

る
。

多
様

な
情

報
発

信
が

あ
る

中
で

現
状

そ
の

根
幹

は
広

報
紙

に
あ

る
と

い
え

る
。

広
報

紙
に

よ
っ

て
も

、
ニ

ー
ズ

が
あ

る
の

に
届

い
て

い
な

い
層

へ
の

リ
ー

チ
(例

え
ば

広
報

紙
の

多
言

語
化

等
)を

検
討

す
る

こ
と

も
考

え
ら

れ
な

い
か

、
柔

軟
に

検
討

さ
れ

た
い

。

短
期

・
中

長
期

と
も

方
向

性
は

概
ね

的
確

で
あ

る
。

発
信

ﾂ
ｰ

ﾙ
と

し
て

の
L
IN

E
の

普
及

は
望

ま
し

い
が

、
平

時
／

有
事

の
重

要
ツ

ー
ル

に
育

て
る

た
め

、
直

接
成

果
に

つ
い

て
も

「
開

封
率

」
よ

り
先

に
「
友

達
数

」
を

設
定

す
べ

き
で

は
な

い
か

。
特

に
高

齢
者

向
け

の
L
IN

E
の

普
及

に
つ

い
て

は
、

喫
緊

の
課

題
と

し
て

、
部

署
横

断
的

な
取

組
み

を
始

め
て

欲
し

い
。

広
報

紙
を

発
信

の
中

心
と

し
、

読
者

の
満

足
度

向
上

、
新

た
な

読
者

を
増

や
す

と
い

う
点

は
賛

同
で

き
る

。
具

体
的

な
対

象
者

と
し

て
、

小
中

学
生

等
を

取
り

込
め

れ
ば

、
彼

ら
が

「
若

い
世

代
」
に

成
長

し
た

と
き

に
足

立
区

と
の

繋
が

り
が

強
ま

る
の

で
は

な
い

か
。

学
校

へ
の

配
布

チ
ラ

シ
は

現
状

、
子

ど
も

の
目

を
ひ

く
内

容
か

、
理

解
で

き
る

内
容

に
な

っ
て

い
る

か
（
現

状
Q

R
コ

ー
ド

あ
り

き
に

な
っ

て
い

る
部

分
も

あ
る

）
疑

問
に

感
じ

る
部

分
も

あ
る

。
子

ど
も

目
線

の
内

容
や

発
信

方
法

に
つ

い
て

も
改

め
て

検
討

を
望

む
。

併
せ

て
、

広
報

誌
の

維
持

発
展

だ
け

が
、

課
の

目
的

と
な

っ
て

し
ま

わ
な

い
よ

う
に

留
意

す
る

必
要

が
あ

る
。

例
え

ば
、

オ
ー

プ
ン

デ
ー

タ
を

開
示

し
て

ほ
し

い
と

い
う

区
民

の
要

求
は

強
い

も
の

が
あ

る
と

認
識

し
て

い
る

。
区

民
の

意
見

を
直

接
聞

く
場

を
設

け
、

開
示

に
向

け
、

前
向

き
な

対
処

を
お

願
い

し
た

い
。

【
広

報
紙

】
　

若
い

世
代

の
小

規
模

調
査

「
広

報
紙

の
購

読
状

況
」
の

問
い

で
、

約
5
割

が
「
よ

く
利

用
す

る
」
「
た

ま
に

利
用

す
る

」
と

回
答

。
全

戸
配

付
の

紙
媒

体
が

、
若

い
世

代
へ

の
情

報
発

信
ツ

ー
ル

と
し

て
一

定
の

効
果

が
期

待
で

き
る

こ
と

が
わ

か
っ

た
。

今
後

さ
ら

に
「
子

育
て

層
」
「
若

年
層

」
も

興
味

を
持

ち
、

楽
し

く
読

み
、

何
ら

か
の

行
動

変
容

に
つ

な
が

る
紙

面
づ

く
り

に
努

め
て

い
く
（
例

：
R

5
.9

月
1
0
日

号
 子

ど
も

記
者

の
生

物
園

紹
介

特
集

は
、

子
ど

も
と

保
護

者
が

一
緒

に
読

み
施

設
利

用
に

誘
導

す
る

こ
と

を
狙

っ
た

企
画

で
あ

る
）
。

多
言

語
化

に
つ

い
て

、
導

入
済

み
の

購
読

ア
プ

リ
「
カ

タ
ロ

グ
ポ

ケ
ッ

ト
」

で
日

本
語

を
含

む
1
0
か

国
語

対
応

で
き

て
お

り
、

さ
ら

に
周

知
し

活
用

を
促

進
し

て
い

く
。

広
報

紙
の

企
画

の
良

さ
や

読
み

や
す

さ
な

ど
の

意
見

を
も

ら
う

「
新

・
区

民
モ

ニ
タ

ー
制

度
」
を

検
討

中
。

事
業

ス
キ

ー
ム

を
早

期
に

固
め

、
令

和
6
年

度
中

の
開

始
を

目
指

す
。

【
既

存
デ

ジ
タ

ル
媒

体
】
　

公
式

Ｌ
ＩＮ

Ｅ
の

友
だ

ち
数

は
、

千
本

桜
ま

つ
り

、
し

ょ
う

ぶ
ま

つ
り

、
A

-
fe

st
aな

ど
で

の
ア

ウ
ト

リ
ー

チ
に

加
え

、
認

知
症

や
防

災
に

関
す

る
ク

イ
ズ

、
住

区
セ

ン
タ

ー
の

出
張

窓
口

な
ど

の
取

り
組

み
に

よ
り

、
R

5
.4

月
1
日

以
降

、
1
4
,6

4
4
ユ

ー
ザ

ー
増

え
た

（
R

5
.1

1
月

末
現

在
）
。

今
後

も
光

の
祭

典
で

の
会

場
内

ク
イ

ズ
ラ

リ
ー

な
ど

、
引

き
続

き
積

極
的

に
取

り
組

ん
で

い
く
。

【
イ

ン
ス

タ
グ

ラ
ム

・
オ

ー
プ

ン
デ

ー
タ

】
　

イ
ン

ス
タ

グ
ラ

ム
導

入
判

断
の

ポ
イ

ン
ト

は
、

「
若

年
層

が
多

く
利

用
す

る
ツ

ー
ル

だ
か

ら
」
よ

り
も

、
「
ツ

ー
ル

の
特

性
で

あ
る

写
真

を
、

若
年

層
が

興
味

を
持

つ
形

で
継

続
し

て
発

信
し

続
け

ら
れ

る
か

」
で

あ
る

と
考

え
る

。
小

規
模

調
査

報
告

書
に

記
載

の
通

り
、

引
き

続
き

前
向

き
に

検
討

し
て

い
く
。

オ
ー

プ
ン

デ
ー

タ
は

既
に

区
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

公
開

し
て

お
り

、
ア

ッ
プ

数
は

2
3
区

の
中

で
は

上
位

で
あ

る
。

民
間

活
用

の
誘

導
策

な
ど

に
つ

い
て

ＩＣ
Ｔ

戦
略

推
進

担
当

課
と

検
討

中
。

引
き

続
き

検
討

を
深

め
て

い
く
。

【
指

標
の

改
善

】
　

上
記

の
新

た
な

モ
ニ

タ
ー

制
度

も
含

め
て

、
事

業
成

果
を

よ
り

正
確

に
図

る
こ

と
が

で
き

る
指

標
に

、
検

討
・
改

善
し

て
い

く
。

反反
映映

結結
果果

44
..55

達達
成成

度度

44
..55

方方
向向

性性 44

012345

H3
1年
度

R2
年
度

R3
年
度

R4
年
度

庁
内
評
価
結
果

区
民
評
価
結
果
※
年
度
は
事
業
実
施
年
度

区 民 評 価 中 止

105

Ⅲ　重点プロジェクト事業 事業別評価の反映結果



【【
ロロ
ジジ
ッッ
クク
モモ
デデ
ルル
・・
指指
標標
のの
達達
成成
度度
】】

単単
位位
：：
千千
円円

■■
令令
和和

44
年年
度度
事事
業業
費費
支支
出出
内内
訳訳
（（
上上
位位
３３
事事
業業
））

(1
)

(2
)

(3
)

 

年
度

目
標

目
標

実
績

達
成
率

目
標

目
標

目
標

実
績

達
成
率

目
標

目
標

実
績

達
成
率

目
標

目
標

実
績

達
成
率

【
最
終
成
果
】

介
護
保
険
料
収

納
率

％

9
7
.4

0

-

【
最
終
成
果
】

国
民
健
康
保
険

料
収
納
率

％

8
3
.6

0

-

【
最
終
成
果
】

後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
収
納

率

％

9
9
.0

0

-

【
中
間
成
果
-
4
】

介
護
保
険
料
収
納
率

％

9
6
.0

8
9
6
.5

1
9
7
.0

2

順
調

実
績

9
6
.2
6

9
6
.8
9

-

達
成
率

1
0
0
%

1
0
0
%

【
中
間
成
果
-
3
】

後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
収
納
率

％

9
7
.7

9
9
8
.9

8
9
9
.0

0

や
や
順
調

実
績

9
8
.7
3

9
8
.9
6

-

達
成
率

1
0
1
%

1
0
0
%

単
位

達
成
状
況

⑤⑤
成成
果果
指指
標標

R
5

年
度

国
庫
負
担
金
・
補
助
金

受
益
者
負
担
金

年
度

R
3

③③
直直
接接
成成
果果
（（
②②
のの
活活
動動
のの
直直
接接
的的
なな
結結
果果
））

過
誤
納
還
付
金

マ
ル
チ
ペ
イ
メ
ン
ト
収
納
委
託

納
付
案
内
セ
ン
タ
ー
業
務
委
託

千
円

千
円

千
円

3
0
0
,0

2
0

【
事
業
の
概
要
】

１
　
滞
納
者
の
状
況
に
応
じ
た
滞
納
整
理
の
実
施

　
　
（
納
税
事
務
、
国
民
健
康
保
険
料
徴
収
事
務
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
　
　
徴
収
事
務
、
介
護
保
険
料
徴
収
事
務
）
【
活
動
-
1
,
2
,
3
】

（
１
）
滞
納
者
の
財
産
状
況
の
把
握

（
２
）
資
産
を
有
す
る
滞
納
者
の
財
産
の
差
押
え
、
公
売
を
実
施

（
３
）
納
付
が
困
難
、
無
資
産
等
の
事
情
が
あ
る
滞
納
者
へ
滞
納
処
分
の
執
行

　
　
停
止
・
欠
損
処
理
を
実
施

※
【
活
動
-
1
】
の
R
4
実
績
、
R
5
目
標
値
に
つ
い
て
、
４
公
金
各
課
の
算
出
方
法

を
、
延
べ
件
数
に
よ
る
集
計
に
統
一
し
た
。

１
　
滞
納
整
理
の
直
接
成
果

　
（
１
）
差
押
え
、
公
売
に
よ
る
収
納
金
額
が
増
え
る
【
直
接
成
果
-
1
】

　
（
２
）
滞
納
処
分
の
執
行
停
止
・
欠
損
処
理
金
額
が
増
え
る
【
直
接
成
果
-
2
】

４
公
金
の
収
納
率
が
向
上
す
る

４
公
金
の
収
納
率
が
向
上
す
る

R
4

R
5

年
度

R
4

税
外

収
入 ②②
活活
動動
指指
標標

達
成
状
況

単
位

③③
成成
果果
指指
標標

単
位

④④
成成
果果
指指
標標

ノ
ウ
ハ
ウ
の
区
職
員
へ
の
着
実
な
継
承

1
,
6
9
8
,
1
9
3

・
国
税
O
B
職
員
や
ベ
テ
ラ
ン
職
員
に
よ
る
O
J
T
や
実
務
研
修
を
実
施
し
た
。

・
特
別
収
納
対
策
課
に
お
い
て
、
各
課
の
債
権
処
理
に
関
す
る
相
談
・
支
援
を
行
い
、
徴
収
知
識
の
庁
内
全
体
へ
の
蓄

積
を
図
っ
て
い
る
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
s関
連
す
る
ゴ
ー
ル
・
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
対
す
る
貢
献
状
況

【
目
標
1
7
】
タ
ー
ゲ
ッ
ト
1
7
.1
で
は
、
課
税
及
び
徴
税
能
力
の
向
上
の
た
め
に
国
内
資
源
の
動
員
を
強
化
す
る
こ
と
を
目
指
す
。
収
納
率
向
上
対
策
委
員
会
等
に
お
け
る
各
課
の
課
題
共
有
や
複
線

型
人
事
制
度
の
活
用
等
に
よ
り
、
庁
内
の
賦
課
・
徴
収
能
力
の
向
上
を
図
っ
て
お
り
、
目
標
達
成
に
資
す
る
。

事 業 の 概 要

区
政
運
営
の
根
幹
で
あ
る
４
公
金
収
納
金
の
収
納
率
を
向
上
さ
せ
る

厳
正
的
確
な
滞
納
整
理
や
、
期
限
内
納
付
の
推
進
に
よ
り
４
公
金
の
収
納
率
を
向
上
さ
せ
、
自
主
財

源
の
充
実
を
図
る
。

5
9
,0

3
3

5
3
,1

0
9

実
施
済

対
象

※
　
そ
の
他
の
場
合
記
入

区
民

目
的
（
⑤
最
終
成
果
（
理
想
）
）

対対
応応
すす
るる
予予
算算
事事
業業
名名

納
税
事
務
、
収
納
対
策
事
務
、
国
民
健
康
保
険
料
徴
収
事

務
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
徴
収
事
務
、
介
護
保
険
料

徴
収
事
務

⑥
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
共
通
の
成
果
（
⑤
最
終
成
果
（
理
想
）
が
伸
び
た
ら
こ
う
な
る
）

区 区
政政
全全
体体
にに
対対
すす
るる
区区
民民
のの
満満
足足
度度
　　

66
77
％％

主
な
内
容

主
な
内
容

主
な
内
容

1
,
0
4
5
,
5
5
6

目
標

1
4
,7
0
0

1
0
,0
0
0

7
,3
0
0

8
1
2
,
4
2
6

8
1
8
,
6
8
3

総
事
業
費
(a
+
b)

1
,
7
6
7
,
9
9
2

事
業
費
(a
)

人
件
費
(b
)

内
訳

9
5
5
,
5
6
6

8
7
9
,
5
1
0

1
,
0
4
5
,
5
5
6

や
や
遅
れ
て
い
る

件
実
績

8
,8
3
5

7
,4
4
5

-

達
成
率

6
0
%

7
4
%

【
活
動
-
2
】

差
押
え
・
公
売
の
実
施

回
数

目
標

1
,4
4
0

2
,5
6
0

3
,1
7
0

達
成

【
直
接
成
果
-
2
】

執
行
停
止
・
欠
損
処
理

金
額

※
都
民
税
を
含
む

件

1
2
3
%

【
活
動
-
3
】

執
行
停
止
・
欠
損
処
理

の
実
施
数

や
や
順
調

実
績

2
,8
8
8

3
,1
5
0

-
実
績

8
5
5
,6
2
7

6
8
5
,0
1
2

1
,6

4
7
,0

0
0

1
,0

7
7
,0

0
0

7
2
3
,6

0
0

遅
れ
て
い
る

【
中
間
成
果
-
2
】

国
民
健
康
保
険
料
収

納
率

7
5
.9

9

-
実
績

7
9
.8
3

達
成
率

7
9
.0

4
-

達
成
率

2
0
1
%

8
1
.0

4
8
2
.2

3

達
成
率

5
2
%

6
4
%

1
0
5
%

9
8
%

-
実
績

【
中
間
成
果
-
1
】

特
別
区
民
税
収
納
率

9
6
.2

0
9
7
.2

0
9
7
.4

4
4
5
9
,5

0
0

や
や
順
調

達
成
率

1
0
0
%

単
位

⑤⑤
最最
終終
成成
果果
（（
理理
想想
））

実
施
済

・
4
公
金
の
納
付
に
利
用
可
能
な
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
に
つ
い
て
、
令
和
5
年
4
月
に
新
た
に
4
種
類
を
追
加
し
、
計
5
種

類
と
な
っ
た
。

昨
年
度
の
反
映
結
果
に
対
す
る
取
組
状
況

項
目

取
組
状
況

具
体
的
に

多
様
な
納
付
手
段
の
検
討

内
容

④④
中中
間間
成成
果果
（（
③③
のの
成成
果果
がが
伸伸
びび
たた
らら
、、
どど
うう
なな
るる
かか
））

令令
和和
５５
年年
度度
重重
点点
ププ
ロロ
ジジ
ェェ
クク
トト
事事
業業
評評
価価
調調
書書
（（
令令
和和
４４
年年
度度
事事
業業
実実
施施
分分
））

視
点

再
掲

重
点

目
標

⑯
次
世
代
に
つ
な
げ
る
健
全

な
財
政
運
営
を
行
う

重
点

項
目

堅
固
な
歳
入
基
盤
の
確
保

記
入

所
属

行
財
政

区
民
部
納
税
課
納
税
計
画
係

事
業
名
№
4
5
「
４
公
金
収
納
金
の
収
納
率
向
上
対
策
（
税
・
保
険
料
）
」

協
働 ・

協
創

庁
内
協
働
　
区
民
部
　
特
別
収
納
対
策
課
、
国
民
健
康
保
険
課
、
高
齢

医
療
・
年
金
課
、
　
福
祉
部
　
介
護
保
険
課

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
関

連
す
る

ゴ
ー
ル
・

タ
ー
ゲ
ッ
ト

1
7
.
1

-

①①
投投
入入
資資
源源
（（
イイ
ンン
ププ
ッッ
トト
））

年
度

３
年
度

４
年
度

５
年
度

2
7
7
,0

3
5

-
3
5
7
,0

8
1

影
響
要
因

・
滞
納
者
の
財
産
の
保
有
状
況

・
滞
納
者
の
収
入
状
況
や
社
会
経
済
状

況
・
滞
納
者
の
収
入
状
況
や
社
会
経
済
状

況
5
3
4
,
5
0
3

3
6
4
,
1
7
9

4
5
8
,
3
5
9

0

R
5

6
年
度

R
3

0
0

②②
活活
動動
（（
アア
ウウ
トト
ププ
ッッ
トト
））
※※
区区
がが
行行
うう
直直
接接
のの
活活
動動

％
千
円

千
円

％ ％

達
成
状
況

3
7
4
,0

0
0

影
響
要
因

影
響
要
因

R
3

R
4

9
7
.6

8

や
や
順
調

【
最
終
成
果
】

特
別
区
民
税
収

納
率

9
6
.9

6
9
6
.9

0
-

1
0
1
%

9
5
%

1
3
0
%

達
成
率

【
活
動
-
1
】

財
産
調
査
実
施
件
数

（
金
融
機
関
へ
の
預
貯
金

等
照
会
、
給
与
照
会
）

目
標

1
1
5
,2
5
0

1
1
3
,3
5
0

2
6
5
,1
0
0

達
成

達
成
率

実
績

【
直
接
成
果
-
１
】

差
押
え
・
公
売
収
納
金

額 ※
都
民
税
を
含
む

件

1
4
6
%

目
標

1
8
8
,0
0
0

実
績

2
7
4
,8
2
8

2
4
4
%

1
4
9
,5

1
8

外
的
な
要
因

大大
行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素

大大

「
①
投
入
資
源
（
イ
ン
プ
ッ
ト
）
」
の
令
和
3
年
度
事
業

費
に
お
い
て
、
一
部
事
業
の
非
常
勤
職
員
分
人
件

費
が
「
事
業
費
(a
)」
と
「人
件
費
(b
)」
に
重
複
し
て

計
上
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
本
年
度
調
書
に

て
修
正
し
て
い
る
。
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【【
区区
民民
評評
価価
委委
員員
会会
のの
評評
価価
】】
（（
３３
次次
評評
価価
））

全全
体体
評評
価価

反反
映映
結結
果果
のの
評評
価価

目目
標標
・・
成成
果果
のの
達達
成成
度度
へへ
のの
評評
価価

今今
後後
のの
事事
業業
のの
予予
定定
、、
方方
向向
性性
へへ
のの
評評
価価

反反
映映
結結
果果
・・
反反
映映
状状
況況

　
特
別
区
民
税
に
お
い
て
は
、
預
貯
金
等
の
電
子
照
会
の
導
入
に
よ
り
、
財

産
調
査
結
果
を
従
来
よ
り
も
短
期
間
で
受
領
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
後
の

処
理
へ
早
期
着
手
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
令
和
5
年
度
は

例
年
よ
り
も
現
年
分
の
差
押
え
実
施
時
期
を
前
倒
し
す
る
な
ど
し
て
現
年
分

収
納
率
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
2
3
区
順
位
に
つ
い
て
も
、
よ
り
上
位

を
目
指
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
各
課
に
お
い
て
も
、
引
き
続
き
口
座
振
替
の
勧
奨
を
積
極
的
に
実

施
し
て
お
り
、
期
限
内
納
付
の
定
着
に
よ
る
現
年
分
収
納
率
の
向
上
を

図
っ
て
い
る
。

　
職
員
へ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
継
承
・
維
持
に
つ
い
て
は
、
国
税
O
B
職
員
が
講

師
と
な
る
納
税
課
実
施
の
研
修
に
、
他
課
職
員
の
参
加
を
呼
び
か
け
る
な

ど
し
て
、
国
税
O
B
職
員
が
有
す
る
豊
富
な
知
識
を
広
く
伝
え
る
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
実
施
が
困
難
だ
っ
た
滞
納
者
宅
へ
の

捜
索
を
再
開
す
る
に
あ
た
り
、
経
験
の
浅
い
職
員
も
積
極
的
に
同
行
す
る
な

ど
し
て
、
O
J
T
を
強
化
し
、
知
識
、
経
験
の
平
準
化
を
図
っ
て
い
る
。
納
税
課

で
は
今
後
、
新
た
に
導
入
し
た
ユ
ニ
ッ
ト
制
を
発
展
さ
せ
、
ユ
ニ
ッ
ト
単
位
で

捜
索
な
ど
の
高
度
な
滞
納
処
分
が
実
施
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
く
。

　
処
理
方
針
等
に
つ
い
て
は
、
納
税
課
、
国
民
健
康
保
険
課
に
お
い
て
は

複
数
年
に
わ
た
る
基
本
方
針
と
し
て
の
滞
納
対
策
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
策

定
し
て
お
り
、
課
題
や
長
期
的
な
取
り
組
み
内
容
を
定
め
て
い
る
。
そ
れ
に

加
え
、
各
課
で
は
年
間
の
実
施
計
画
や
対
応
方
針
を
そ
れ
ぞ
れ
定
め
た
上

で
円
滑
な
滞
納
整
理
の
実
施
に
努
め
て
い
る
。
今
後
も
引
き
続
き
、
職
員
間

で
方
針
や
目
標
の
共
有
を
図
り
な
が
ら
、
収
納
率
の
さ
ら
な
る
向
上
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

反反
映映
結結
果果

達達
成成
度度

方方
向向
性性

指指
標標
分分
析析

課課
題題
分分
析析

今今
後後
のの
事事
業業
のの
予予
定定
（（
短短
期期
））
・・
方方
向向
性性
（（
中中
・・
長長
期期
））

【
活
動
-
1
（
財
産
調
査
実
施
件
数
）
】

　
差
押
え
や
執
行
停
止
・
欠
損
処
理
の
実
施
判
断
の
根
底
と
な
る
た
め
、
積
極
的
に
実
施
し
た
。
特
に

納
税
課
に
お
い
て
は
預
貯
金
等
の
電
子
照
会
を
導
入
（
令
和
4
年
1
2
月
開
始
）
し
た
こ
と
も
あ
り
、
前
年

度
比
で
6
千
件
程
度
増
加
し
た
。
な
お
、
令
和
4
年
度
実
績
か
ら
、
件
数
の
算
出
方
法
を
延
べ
件
数
に
よ

る
集
計
へ
４
公
金
で
統
一
し
た
た
め
、
目
標
値
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。

【
活
動
-
2
、
直
接
成
果
-
1
（
差
押
え
・
公
売
実
施
回
数
、
収
納
金
額
）
】

　
預
貯
金
等
の
換
価
性
の
高
い
債
権
を
中
心
に
積
極
的
に
差
押
え
を
実
施
し
た
結
果
、
件
数
は
目
標

を
達
成
し
た
。
収
納
金
額
は
国
民
健
康
保
険
課
を
中
心
に
伸
び
、
前
年
度
比
で
約
8
,0
0
0
万
円
増
加
し

た
が
、
目
標
達
成
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

【
活
動
-
3
、
直
接
成
果
-
2
（
執
行
停
止
・
欠
損
処
理
の
実
施
数
、
金
額
）
】

　
生
活
困
窮
等
に
よ
り
徴
収
困
難
な
案
件
に
つ
い
て
は
、
資
産
状
況
等
を
適
切
に
見
極
め
た
上
で
執

行
停
止
・
欠
損
処
理
を
実
施
し
て
い
る
。
特
別
区
民
税
・
国
民
健
康
保
険
料
で
長
期
・
高
額
滞
納
事
案

の
整
理
が
進
ん
で
対
象
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
目
標
達
成
に
至
ら
な
か
っ
た
。

【
中
間
成
果
-
1
～
4
】

　
介
護
保
険
料
を
除
い
て
目
標
値
に
は
届
か
な
か
っ
た
。
各
公
金
と
も
に
現
年
分
滞
納
へ
の
早
期
着

手
や
積
極
的
な
差
押
え
等
に
取
り
組
ん
だ
が
、
特
別
区
民
税
・
国
民
健
康
保
険
料
に
お
い
て
は
、
調
定

額
の
増
加
等
に
よ
っ
て
前
年
度
実
績
を
下
回
っ
た
。
一
方
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、
介
護
保
険

料
で
は
、
口
座
振
替
勧
奨
強
化
、
相
談
機
会
の
増
加
や
、
早
期
の
納
付
勧
奨
等
に
よ
り
前
年
度
実
績

を
上
回
っ
た
。
4
公
金
合
計
の
収
納
率
は
9
3
.1
5
%
と
、
前
年
度
か
ら
0
.0
3
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
た
。

　
滞
納
が
長
期
化
す
る
と
徴
収
が
困
難
と
な
り
、
累
積
滞
納
が
増
加
す
る
た
め
、
滞
納
を
発
生
さ
せ
な

い
取
組
と
滞
納
発
生
後
の
早
期
対
応
に
よ
り
、
現
年
分
収
納
率
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
こ
の
た
め
、
期
限
内
納
付
を
定
着
さ
せ
る
取
組
の
強
化
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
初
期
滞
納
者

へ
は
納
付
案
内
セ
ン
タ
ー
の
活
用
等
に
よ
っ
て
ア
プ
ロ
ー
チ
を
図
る
と
と
も
に
、
督
促
の
発
送
後
、
早

期
に
財
産
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
後
の
滞
納
整
理
に
速
や
か
に
繋
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
徴
収
業
務
は
専
門
的
知
識
と
経
験
が
求
め
ら
れ
る
が
、
原
則
と
し
て
新
規
採
用
職
員
は
3
年
、
異
動

転
入
者
は
4
年
で
異
動
す
る
た
め
、
組
織
と
し
て
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
維
持
・
継
承
が
課
題
で
あ
る
。
国
税

O
B
職
員
の
採
用
や
複
線
型
人
事
制
度
を
導
入
し
て
い
る
が
、
知
識
や
経
験
を
よ
り
活
か
す
こ
と
が
で

き
る
体
制
づ
く
り
や
、
人
事
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
が
必
要
で
あ
る
。

　
特
別
収
納
対
策
課
で
は
4
公
金
の
重
複
滞
納
や
高
額
滞
納
な
ど
の
困
難
事
案
の
移
管
を
受
け
、
一

括
し
た
納
付
交
渉
を
行
っ
て
い
る
が
、
慎
重
な
対
応
が
必
要
な
、
処
理
に
時
間
を
要
す
る
事
案
が
残

存
し
て
い
る
。
今
後
、
処
理
方
針
の
判
断
・
決
定
の
加
速
を
図
っ
て
い
く
。

【
短
期
】

　
引
き
続
き
、
滞
納
者
の
実
態
を
正
確
に
把
握
し
、
資
力
を
有
す
る
滞
納
者
に
対
し
て
は
積
極
的
に
差
押
え
を
実

施
す
る
一
方
、
納
付
が
困
難
な
者
に
対
し
て
は
実
情
に
応
じ
た
対
応
を
行
い
、
メ
リ
ハ
リ
の
効
い
た
滞
納
整
理
を
実

施
し
て
い
く
。

　
納
税
課
で
は
令
和
4
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
第
三
次
滞
納
対
策
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
期
限
内
納

付
の
定
着
を
図
る
た
め
、
S
N
S
等
を
活
用
し
た
積
極
的
な
情
報
発
信
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
徴
収
体
制
強
化
の
た

め
、
ユ
ニ
ッ
ト
制
を
導
入
し
て
国
税
O
B
職
員
や
経
験
を
積
ん
だ
職
員
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
配
置
し
、
効
率
的
、
効
果
的

な
滞
納
整
理
を
進
め
る
。

　
国
民
健
康
保
険
課
で
は
令
和
5
年
度
が
初
年
度
の
第
三
次
滞
納
対
策
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
で
定
め
た
基
本
方
針

を
確
実
に
運
用
し
、
財
産
調
査
や
差
押
え
に
早
期
着
手
す
る
他
、
滞
納
す
る
割
合
の
高
い
層
へ
の
重
点
的
な
滞
納

整
理
等
に
も
取
り
組
む
。

　
他
課
に
お
い
て
も
納
付
漏
れ
防
止
に
有
効
な
口
座
振
替
勧
奨
等
に
引
き
続
き
取
り
組
む
。

　
【
中
・
長
期
】

　
利
便
性
の
向
上
と
期
限
内
納
付
の
促
進
の
た
め
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
に
よ
る
納
付
の
さ
ら
な
る
拡
大
を
検
討

す
る
な
ど
、
納
付
し
や
す
い
環
境
整
備
に
努
め
る
。

　
引
き
続
き
、
国
税
O
B
職
員
や
、
複
線
型
人
事
制
度
に
基
づ
く
専
門
職
員
に
よ
る
指
導
、
研
修
等
に
よ
っ
て
徴
収
ノ

ウ
ハ
ウ
の
維
持
、
継
承
を
図
る
。

【【
庁庁
内内
評評
価価
委委
員員
会会
のの
評評
価価
】】
（（
２２
次次
評評
価価
））

【
全
体
評
価
の
経
年
動
向
】

全全
体体
評評
価価

評評
価価
結結
果果

44
..55

【
目
標
・
成
果
の
達
成
度
へ
の
評
価
】

　
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
特
殊
要
因
が
あ
り
な
が
ら
、
各
公
金
の
収
納
率
を
ほ
ぼ
維
持
し
、
概
ね
目
標
を
達
成
で
き
て
い
る
点
は
、
職
員
の
努
力
が
う
か
が
え
る
結
果
で
あ
る
。
ま

た
、
執
行
停
止
・
欠
損
処
理
金
額
の
低
下
に
つ
い
て
も
、
長
期
・
高
額
滞
納
案
件
の
整
理
が
進
ん
だ
結
果
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
や
む
を
得
な
い
面
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
特
別
区
民
税
現
年
分
の
収
納
率
に
つ
い
て
は
、
2
3
区
中
位
と
言
わ
ず
上
位
を
目
指
す
気
概
を
持
っ
て
取
組
を
進
め
て
も
ら
い
た
い
。

【
今
後
の
事
業
の
予
定
・
方
向
性
へ
の
評
価
】

　
ユ
ニ
ッ
ト
制
の
導
入
に
よ
り
徴
収
体
制
の
強
化
を
図
っ
て
い
る
点
や
、
納
税
者
の
不
公
平
感
を
是
正
す
る
た
め
に
メ
リ
ハ
リ
の
効
い
た
滞
納
整
理
を
実
践
し
て
い
く
方
向
性

は
評
価
で
き
る
。

　
一
方
、
課
題
は
何
と
い
っ
て
も
、
国
税
O
B
の
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
を
い
か
に
区
職
員
に
継
承
・
維
持
さ
せ
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
国
税
O
B
の
人
材
を
確
実
に
確
保
で
き

て
い
る
う
ち
に
、
複
線
型
人
事
制
度
を
最
大
限
に
活
用
し
た
人
材
育
成
や
、
人
事
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
も
考
慮
し
た
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

　
な
お
、
今
後
、
長
期
・
高
額
滞
納
案
件
の
整
理
が
進
む
こ
と
に
よ
り
目
標
達
成
が
よ
り
困
難
に
な
っ
て
く
る
と
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
処
理
方
針
や
判
断
基
準
を
明
確
化

（
見
え
る
化
）
し
、
引
き
続
き
円
滑
な
徴
収
事
務
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

【【
所所
属属
のの
自自
己己
分分
析析
】】

012345

H3
1年
度

R2
年
度

R3
年
度

R4
年
度

庁
内
評
価
結
果

区
民
評
価
結
果
※
年
度
は
事
業
実
施
年
度

区 民 評 価 対 象 外

区 民 評 価 中 止
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２２ 重重点点ププロロジジェェククトト事事業業 予予算算へへのの反反映映結結果果 

  区民評価委員会の各分科会において、今後の展開に期待するとの評価を受

けた事業について、区民評価結果を踏まえた令和６年度予算案への反映結果

をまとめました。なお、この他の事業についても、予算編成や手法の見直し

等により、事業改善に向けて取組みを進めています。 

No. 分科会／事業名 令和６年度予算への反映状況 掲載
ページ

7 

【ひと】 
待機児童ゼロの継続と
教 育 ・ 保 育 の 質 の 維
持・向上 

保育士確保・定着対策／保育士奨学金返済支援

28,800 千円→30,300 千円 
 区内在勤の保育士に奨学金の返済費用を補助（勤
続 5 年以上の上限額 10 万円→15 万円に拡充） 

32 

13

【くらし】 
ビューティフル・ウィ
ンドウズ運動（地域防
犯力の向上・防犯まち
づくり事業） 

マナーアップ 

・迷惑喫煙防止対策 25,804 千円 
・放置自転車対策 406,537 千円 
個人向けの防犯対策品助成 

・防犯対策品購入費用助成 59,753 千円 
・テレビドアホン設置費用助成 7,689 千円  他 

44 

26
【まち】 
地域と一体となった水
害対策 

水害時避難者想定数及び避難所の受け入れ人数調査

委託 8,338 千円
 浸水想定地域内の避難者数および各建物における
避難可能人数を算出し、避難所の受け入れ人数の過
不足状況の現状分析を行う。 

68 

36
【まち】 
町会・自治会、ＮＰＯ
の活性化支援 

子ども向け地域活性化事業助成 7,500 千円 
 未加入世帯に子どもを通じて町会・自治会活動に
参加してもらい、緩やかな関係づくりへ 
活動周知・加入勧誘支援助成 20,475 千円 
 チラシのデザイン・印刷費用、ポスティング費用
を助成し、町会・自治会活動の周知や情報発信、加
入勧奨 
活性化用物品購入 3,000 千円→17,000 円 
 既存の助成対象物品に加え、新たに「デジタル回
覧板対応機器」をラインナップ 

88 

【参考】令和６年度予算編成のあらまし

・テレビドアホン設置費用助成 7,689 千円  他 
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Ⅲ 

 Ⅳ 一般事務事業 

   事業別評価の反映結果 

◆令和５年度に実施した区民評価・庁内評価結果に対して、「評価の反

映結果」をまとめました。 

◆反映結果報告書は、事業ごとに「令和５年度事務事業評価調書（令

和４年度事業実施分）」と見開きで表示しています。 

◆評価は原則として予算上の事務事業単位で行いました。 

ただし、一部の事業では、複数の事業をまとめて評価しています。 
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標の定義(算出根拠) 実績等 31 2 3 4 5

夕焼け放送の回数 年間における放送の回数（毎日１回の 目標値 366 365 365 365 366
指

試験放送）
実績値 366 365 365 365標

目標値：試験放送目標回数（日数）
１

[単位] 回 実績値：試験放送実績回数（日数） 達成率 100% 100% 100% 100%

保守点検の局数 年間の保守点検局数 目標値 62 80 150 201 200
指

目標値：全局数
実績値 62 80 150 201標

実績値：点検局数
２

[単位] 局 達成率 100% 100% 100% 100%

普及啓発による防災無線テ 普及啓発を行う年間イベント・訓練数 目標値 13 13
指

レホン案内等の周知 目標値：啓発イベント目標回数
実績値 6標

実績値：啓発イベント実施回数
３

[単位] 回 達成率 0% 0% 0% 46%

指標分析(指標の達成度の分析:担当者･係長評価) 投入資源 (千円) 31 2 3 4 5

指標１：達成　学校建替・統合より移設した無線の 総事業費 26,145 25,982 48,420 45,858
音達調査をし、問題ないことを確認した。またコロ 事 業 費 15,694 17,108 36,167 34,242 46,265
ナウイルス感染者数増加より注意喚起放送を実施し

人 件 費た。 総 10,451 8,874 12,253 11,616

指標２：達成　動作確認及び周辺機器の点検を行い 平均給与事 8,709 8,874 8,752 8,297
正常な稼働状況を確認した。 常

人　　数業 1.2 1 1.4 1.4指標３：未達成　コロナウイルスの影響でイベント 勤
実施がかなわず、目標達成に至らなかった。 計費 10,451 8,874 12,253 11,616

事業分析(事業実績等の分析:担当者･係長評価) 平均給与内 3,627 3,192 3,240 3,299非

　災害時に備え適切な設備管理を行うことで常時情 人　　数訳 常 0 0 0 0
報伝達可能状態の維持ができた。また、子どもの見 勤 計 0 0 0 0
守り放送や防犯啓発放送(振り込め詐欺)、熱中症の

国庫支出金注意喚起、光化学スモッグ注意報などの情報発信を 0 0 0 0 0

行い区民の生活安全の助けとなった。さらに全国瞬 都 支 出 金 0 0 0 0 0
時警報システム(J-ALERT)の全国一斉放送訓練を行 財

受益者負担金 0 0 0 0 0い防災行政無線との正確な連動を確認できた。 源
【貢献度】災害時において区民への情報提供を行う その他特定財源 0 0 0 0 0
基幹設備であるため、貢献度は大きい。 内

基　　金 0 0 0 0 0
【波及効果】子どもの見守りなど災害以外の防犯力 訳

起　　債強化にもつながるため、波及効果は大きい。 0 0 0 0 0

【SDGsﾀｰｹﾞｯﾄ】11.5 一般財源 26,145 25,982 48,420 45,858 46,265

視点別事務事業評価(担当者･係長評価)
事務事業の実施に対する区民ニーズはあるか？ ■ 増大している □ 変わらずにある □ 減少している □ その他妥

今後も区が実施する事務事業として妥当か？ ■ 妥当である □ 検討を要する当

性 事業の休止･終了による区民生活の影響は大きいか？ ■ 大きい □ 中位 □ 小さい
有 事務事業の上位施策への貢献度は大きいか？ ■ 大きい □ 中位 □ 小さい
効

他の施策に対する具体的な波及効果はあるか？ ■ ある □ 特にはない □ 内部業務(全体波及)性
効 関連・類似事務事業との統合は出来ないか？ ■ 出来ない □ 検討可能
率

民間への外部化（民営化・業務委託等）は可能か？ ■ 困難である □ 検討可能 □ 実施済み性

受益者負担の水準は妥当だと考えられるか？ □ 妥当である □ 検討を要する □ 負担導入は困難 ■ 該当しない公平性

区民等と協働して事業を展開しているか？ □ 協働している ■ 協働は困難である □ 協創の可能性がある協働

事務事業の実施に際し環境に配慮しているか？ □ 配慮している □ 一部配慮している ■ 該当しない環境

総合評価(課長評価) ※効率化を前提として、評価実施年度の方針を決定する。
【今後の方針】 □ 拡　 充 □ 改善・変更 ■ 現状維持 □ 縮　 小 □ 統合による終了 □ 休止・終了
　防災行政無線は災害時において区民への情報提供を行う設備であり、平時は夕焼け放送や子どもの見守り放送などを行い、防犯力
強化にもつながる設備である。そのため、全局保守点検を年一回行うことで正常な稼働状況を確認し、安定した運行を行う。また、
無線設備が設置されている学校の統廃合が想定されるため、音達域の大きな空白や音声の流れない期間ができる限り生じないよう迅
速に無線設備の移設や音達域の設定調整、普及啓発による防災無線テレホン案内等の周知を行う。こうした対策を講じることで、防
災行政無線が持ちうる限りの効果を発揮し、区内在住・在勤者の安心・安全の向上を図っていく。

事務事業名
施 策 名
記 入 所 属
電 話 番 号 E - m a i l

協事 目
働務 的

事 の ・
業 概 内 協

要 容 創

根 拠
法令等

事務事業の活動量･活動結果を測る指標 ※法定業務や管理業務等は、目標値＝見込み、達成率＝執行率に読み替えてください。
指標名／単位 指標の定義(算出根拠) 実績等

目標値
指

実績値標

１ 達成率

目標値
指

実績値標

２ 達成率

目標値
指

実績値標

３ 達成率

指標分析(指標の達成度の分析:担当者･係長評価) 投入資源 (千円)

総事業費

事 業 費

人 件 費総

平均給与事
常

人　　数業
勤

計費

事業分析(事業実績等の分析:担当者･係長評価) 平均給与内 非

人　　数訳 常

勤 計

国庫支出金

都 支 出 金
財

受益者負担金
源

その他特定財源
内

基　　金
訳

起　　債

一般財源

視点別事務事業評価(担当者･係長評価)
事務事業の実施に対する区民ニーズはあるか？ 増大している 変わらずにある 減少している その他妥

今後も区が実施する事務事業として妥当か？ 妥当である 検討を要する当

性 事業の休止･終了による区民生活の影響は大きいか？ 大きい 中位 小さい
有 事務事業の上位施策への貢献度は大きいか？ 大きい 中位 小さい
効

他の施策に対する具体的な波及効果はあるか？ ある 特にはない 内部業務(全体波及)性
効 関連・類似事務事業との統合は出来ないか？ 出来ない 検討可能
率

民間への外部化（民営化・業務委託等）は可能か？ 困難である 検討可能 実施済み性

受益者負担の水準は妥当だと考えられるか？ 妥当である 検討を要する 負担導入は困難 該当しない公平性

区民等と協働して事業を展開しているか？ 協働している 協働は困難である 協創の可能性がある協働

事務事業の実施に際し環境に配慮しているか？ 配慮している 一部配慮している 該当しない環境

総合評価(課長評価) ※効率化を前提として、評価実施年度の方針を決定する。
【今後の方針】 拡　 充 改善・変更 現状維持 縮　 小 統合による終了 休止・終了

足立区　令和５年度事務事業評価調書(令和４年度事業実施分)

事務事業名 3537 防災行政無線の管理運営事業
施 策 名 9.2 震災に備えた区民意識の向上と地域防災力の強化

記 入 所 属 危機管理部・防・災害対策課・施設管理係
電 話 番 号 03-3880-5837 E - m a i l saitai@city.adachi.tokyo.jp

発災時の情報伝達・収集・指令の要となる固定系及び移動系防災行政無線の 協事 目
適正状態を維持するため、保守点検・整備を行う。

働務 的
事 の ・

固定系及び移動系防災行政無線の維持管理（保守点検、撤去、移設等）
業 概 内 協

要 容 創

根 拠 災害対策基本法、電波法、足立区災害対策条例、足立区基本計画、足立区地域防災計画、足立区防災行政無線設備設置要綱
法令等

事務事業の活動量･活動結果を測る指標 ※法定業務や管理業務等は、目標値＝見込み、達成率＝執行率に読み替えてください。
指標名／単位 指
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一一般般事事務務事事業業  行行政政評評価価意意見見  反反映映結結果果報報告告書書  

【担当課／事務事業名】災害対策課／防災行政無線の管理運営事業 

現状・課題・ 

問 題 点 等 

１ 災害情報をはじめとして、安全安心に関する情報を区民に届けることは、区の責務であり、あらゆる世代の区民が等しく情報を受け取

ることができるよう、様々な情報提供手段を用意する必要がある。 

２ 聞こえない方への対応については、例年、議会からも要望が出されており、さらなる対策が求められている。 

３ 特に、台風など暴風雨の災害時には、雨や風の音で聞こえにくくなるという、最も大事な時にその機能を果たすことができない状況も

発生している。 

４ テレホン案内サービスを導入しているが、区民が自分から情報を取りにいかなければならない仕組みである。それが困難な人たちに対

しても受動的に情報を受け取ることができる手段が必要と考えている。 

庁内評価意見 

１ 点検や放送設定の確認などを確実に行うことで、いざという時の備えを万全にしてほしい。 

２ 「保守点検における正常な稼働状況の確認作業」は、通常時の条件下で判定をしているとのことだったが、災害時と同様の条件下で行

うべきと考える。 

３ 防災行政無線の聞こえない対策として、テレホン案内等の備えを進めているが、防災無線以外のプッシュ型ツールについての検討が十

分とは言えない。区民の生命を守るという観点に立ち、情報を得られない区民をできる限り少なくするため、より最適なツールの導入や

体制の構築等に取り組んでほしい。 

４ 業務量に比べて人的資源の投入量（常勤職員 1.4 人）が過剰ではないかという質問に対して、「新たな防災情報伝達手段を検討する業

務等も含まれている」との回答があった。無線が聞こえない・聞こえにくいという課題は継続的にあることから、課題解決に向けた新規

の取組みに積極的にチャレンジしてほしい。 

区
民
評
価
意
見 

視点別 

評 価 

点検項目 ランク 点検項目 ランク 

事業の必要 Ａ 事業の周知度 Ｂ 

事業手法の妥当性 Ｂ 補助金等の有効性 ― 

受益者負担の適切度 ― 予算計上の妥当性 Ｂ 

その他 

意 見 

１ 指標・事業評価について 

（1）評価指標 2 の「保守点検の局数」は、外部委託先に結果依存する内容であり、これを指標とすることは適切でないと考える。例えば

「年間事故ゼロ」など、もっと明確な内容とした方が良いと考える。 

（2）事業評価について、情報伝達の迅速性と正確性を確保することは難しい面があり、様々な取り組みがなされているものの、それらの

試みが事業評価に結びついていない面があるのではないか。例えば、「災害警報（水害等）」「予告情報（熱中症、防犯等）」「点検放送」

等の伝達項目別の利用頻度が分かりにくい。ある程度の伝達項目別の利用状況調査や、避難勧告等で避難所に来られた方がどのように

情報を得たかの実態調査等の実情を把握されることが望まれ、そのような視点からの事業評価を考慮してほしい。 

２ 事業手法について 

（1）台風や暴風雨等の時には無線が聞こえにくいという課題があるが、そのような時の具体的な改善策は無いものか、テレホン案内にア

クセスする以外に方法はないものかと考える。 

（2）「情報伝達」について、Aメールやツイッター等のデジタル情報は、拡声放送伝達よりも正確で、人の行動に直接影響しやすいとも言

われており、多様なツールを俯瞰した事業のあり方が求められている。災害対策の主要テーマとして専門会議（プロジェクト）等の事

業の横断化を担う仕組みづくりが求められ、これらが庁内の全ての部署に「共有化される」ことが必要と考える。 

（3）「情報伝達手段の習熟」について、防災行政無線の拡声伝達以外の MCA 無線や 260MHz の無線などが着々と整備されつつあるが、職員

への習熟度を高める対応（全職員の習熟度の訓練計画）等が更に進められることを期待する。 

令和６年度予

算、事業計画の

変更点（部内評

価、庁内評価、区

民評価を踏まえ

て記載） 

１ 指標について 

（1）今後、評価指標 2については、「年間事故ゼロ」などの分かりやすい内容を取り入れたい。伝達項目別の利用状況等は指標化が難しい

側面があり、また避難指示放送からの実情把握も災害発生に伴う評価となってしまうため、評価指標にすることが困難であるが、今後

新たな取組みを検討することで、上述のような視点を考慮した事業評価を再検討していく。 

２ 事業評価について 

（1）実災害が発生していないため、保守点検作業において災害時と同様の条件を作り出すことは難しいが、平常時における放送機能の確

実性の担保が災害時の活躍につながると考えられるため、実直な業務遂行として、平常時の保守点検と各種の通常放送を確実に行って

いく。 また、テレホン案内にアクセスする以外の方法の検討を継続する。 

３ 防災行政無線について 

（1）防災行政無線は、独立した無線設備であるため、災害時においても集中混雑することなく平常時と同様の通信環境を保つことができ

る仕組みとなっている。しかし、荒天時には防災行政無線での情報伝達にはやはり限界があると考える。カバーできる取り組みについ

て、テレホン案内にアクセスしていただくことは課題解決の一つではあるが、現在行っているその他サービスの中でも防災アプリは災

害時、特に注目されるため、防災行政無線がわかりやすく確認できるようアプリの改修を行う。また、他にも有効な情報伝達手段の模

索を続けていく。 

４ 聞こえない対策について 

（1）防災行政無線の「聞こえない対策」として、テレホン案内の他にも Aメールや足立区公式 X（旧 Twitter）、足立区 LINE公式アカウン

ト、防災アプリは、プッシュ型デジタル情報通知機能を有したツールとして提供されており、防災行政無線が聞こえなくても情報を届

けることができる発信ツールであるが、情報を受信できる機器を有しない区民にはどうしても情報伝達を行うことができない。引き続

き区民の生命を守るため、最新の情報伝達手段やより最適なツールの導入についての検討、災害時の情報伝達体制の再構築等、引き続

き新たな取り組みにチャレンジしていく。 

５ 災害対策における防災行政無線について 

（1）災害対策が全庁的な課題であることは指摘のとおりである。 

（2）MCA無線や 260MHz移動系無線を職員などの連絡手段として有しており、毎月定期通信訓練を行っている。引き続き無線機器使用職員

に向けた訓練を行い、できうる限り職員の機器習熟度の向上を目指す。また、横断的な取り組みである総合防災訓練や人事異動期訓練

など全庁的な訓練をもって、災害時における防災行政無線の実効性の向上を目指す。 

（3）これらの意見を受けて、災害時に向けた万全な体制を整え続けていく。 
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援　〇国際理解教 【庁内協働】外国人を含めた区民サービ
要 容 創育等文化交流事業　〇日本語学習支援　〇多文化共生推進会議 スを対象とする各課

根 拠 足立区自治基本条例、足立区多文化共生推進計画、多文化共生推進プログラム（総務省）、東京都多文化共生推進指針
法令等

事務事業の活動量･活動結果を測る指標 ※法定業務や管理業務等は、目標値＝見込み、達成率＝執行率に読み替えてください。
指標名／単位 指標の定義(算出根拠) 実績等 31 2 3 4 5

日本語ボランティア教室の 区内日本語ボランティア教室における 目標値 190 180 180 180 180
指

指導者数 指導者数【４年度から定義変更】
実績値 177 180 129 142標

目標値＝コロナ禍以前の実績に基づく
１

[単位] 人 実績値＝実指導者数 達成率 93% 100% 72% 79%

国際まつり参加者数 各年度の国際まつり参加者数 目標値 15,000 8,500 8,500 8,500 8,500
指

目標値＝コロナ禍以前の実績に基づく
実績値 8,000 0 0 0標

実績値＝実参加者数
２

[単位] 人 【４年度から定義変更】 達成率 53% 0% 0% 0%

外国にルーツを持つ子ども 新規および前年度から継続利用した児 目標値 50 50 40 40
指

の学習支援事業利用者数 童・生徒数【５年度から新規指標】
実績値 22 28 36標

目標値＝前年度実績に基づく
３

[単位] 人 実績値＝最多在籍月の実利用者数 達成率 0% 44% 56% 90%

指標分析(指標の達成度の分析:担当者･係長評価) 投入資源 (千円) 31 2 3 4 5

【指標１】コロナ禍の影響で複数の教室が休止し、 総事業費 36,516 51,970 63,964 68,424
目標に達しなかったが、指導者養成講座の実施や新 事 業 費 4,590 12,580 22,383 30,337 42,334
規教室開設に伴い、昨年度より増加した。

人 件 費【指標２】コロナ禍の影響により開催に至らず、実 総 31,926 39,390 41,581 38,087

績値が０となった。 平均給与事 8,709 8,874 8,752 8,297
【指標３】事業開始３年目となり、学校や関係機関 常

人　　数業 2 3 2.9 3への周知が浸透してきたことにより前年度実績を上 勤
回ったが、目標値には届かなかった。 計費 17,418 26,622 25,381 24,891

事業分析(事業実績等の分析:担当者･係長評価) 平均給与内 3,627 3,192 3,240 3,299非

日本語ボランティア教室の指導者を養成するための 人　　数訳 常 4 4 5 4
講座を実施することで指導者が増加し、外国人の日 勤 計 14,508 12,768 16,200 13,196
本語習得に寄与した。また、外国にルーツを持つ子

国庫支出金どもへ学習支援を実施することで、子どもたちが学 0 4,000 4,937 4,937 1,000

習する環境を整えることができた。 都 支 出 金 1,243 0 0 7,000 0
【貢献度】外国人住民と共に築き上げる共生社会に 財

受益者負担金 72 0 0 0 0向けて、貢献度は高い。 源
【波及効果】多文化共生社会を実現することで、子 その他特定財源 0 0 0 0 0
育て・教育・就労などの各施策に波及効果がある。 内

基　　金 0 0 0 0 0
【SDGsﾀｰｹﾞｯﾄ】10.2、10.3 訳

起　　債 0 0 0 0 0

一般財源 35,201 47,970 59,027 56,487 41,334

視点別事務事業評価(担当者･係長評価)
事務事業の実施に対する区民ニーズはあるか？ ■ 増大している □ 変わらずにある □ 減少している □ その他妥

今後も区が実施する事務事業として妥当か？ ■ 妥当である □ 検討を要する当

性 事業の休止･終了による区民生活の影響は大きいか？ ■ 大きい □ 中位 □ 小さい
有 事務事業の上位施策への貢献度は大きいか？ ■ 大きい □ 中位 □ 小さい
効

他の施策に対する具体的な波及効果はあるか？ ■ ある □ 特にはない □ 内部業務(全体波及)性
効 関連・類似事務事業との統合は出来ないか？ ■ 出来ない □ 検討可能
率

民間への外部化（民営化・業務委託等）は可能か？ ■ 困難である □ 検討可能 □ 実施済み性

受益者負担の水準は妥当だと考えられるか？ □ 妥当である □ 検討を要する ■ 負担導入は困難 □ 該当しない公平性

区民等と協働して事業を展開しているか？ ■ 協働している □ 協働は困難である □ 協創の可能性がある協働

事務事業の実施に際し環境に配慮しているか？ ■ 配慮している □ 一部配慮している □ 該当しない環境

総合評価(課長評価) ※効率化を前提として、評価実施年度の方針を決定する。
【今後の方針】 ■ 拡　 充 □ 改善・変更 □ 現状維持 □ 縮　 小 □ 統合による終了 □ 休止・終了
　入国制限緩和に伴い外国人の流入が続き、令和４年度は外国人数が過去最高となった。国の統計によると全国で４番目に外国人が
多く居住しており、多文化共生社会を実現するため本事業を継続していく。令和３年度に実施した外国人実態調査でも要望の多かっ
た「外国人の子どもへの教育支援」を充実しつつ、社会情勢を注視し他の事業についても拡充、改善を図っていく。

事務事業名
施 策 名
記 入 所 属
電 話 番 号 E - m a i l

協事 目
働務 的

事 の ・
業 概 内 協

要 容 創

根 拠
法令等

事務事業の活動量･活動結果を測る指標 ※法定業務や管理業務等は、目標値＝見込み、達成率＝執行率に読み替えてください。
指標名／単位 指標の定義(算出根拠) 実績等

目標値
指

実績値標

１ 達成率

目標値
指

実績値標

２ 達成率

目標値
指

実績値標

３ 達成率

指標分析(指標の達成度の分析:担当者･係長評価) 投入資源 (千円)

総事業費

事 業 費

人 件 費総

平均給与事
常

人　　数業
勤

計費

事業分析(事業実績等の分析:担当者･係長評価) 平均給与内 非

人　　数訳 常

勤 計

国庫支出金

都 支 出 金
財

受益者負担金
源

その他特定財源
内

基　　金
訳

起　　債

一般財源

視点別事務事業評価(担当者･係長評価)
事務事業の実施に対する区民ニーズはあるか？ 増大している 変わらずにある 減少している その他妥

今後も区が実施する事務事業として妥当か？ 妥当である 検討を要する当

性 事業の休止･終了による区民生活の影響は大きいか？ 大きい 中位 小さい
有 事務事業の上位施策への貢献度は大きいか？ 大きい 中位 小さい
効

他の施策に対する具体的な波及効果はあるか？ ある 特にはない 内部業務(全体波及)性
効 関連・類似事務事業との統合は出来ないか？ 出来ない 検討可能
率

民間への外部化（民営化・業務委託等）は可能か？ 困難である 検討可能 実施済み性

受益者負担の水準は妥当だと考えられるか？ 妥当である 検討を要する 負担導入は困難 該当しない公平性

区民等と協働して事業を展開しているか？ 協働している 協働は困難である 協創の可能性がある協働

事務事業の実施に際し環境に配慮しているか？ 配慮している 一部配慮している 該当しない環境

総合評価(課長評価) ※効率化を前提として、評価実施年度の方針を決定する。
【今後の方針】 拡　 充 改善・変更 現状維持 縮　 小 統合による終了 休止・終了

足立区　令和５年度事務事業評価調書(令和４年度事業実施分)

事務事業名 3568 多文化共生推進事業
施 策 名 4.3 多文化共生社会の実現

記 入 所 属 地域のちから推進部・地域調整課・多文化共生
電 話 番 号 03-3880-5177 E - m a i l tabunka@city.adachi.tokyo.jp

区役所窓口全体に対する多言語支援（通訳・翻訳）、日本語を学ぶ機会や環 【協働】日本語教室のボランティア講師協事 目
境を作る日本語習得支援、異文化理解教育など文化交流事業を通じて、外国 や国際理解教育の授業を実施するボラン

働務 的
人区民と共に生活する環境を整え、足立区の多文化共生を推進していく。 ティアスタッフとの協働により、多文化

事 の ・
〇外国人相談窓口　〇他課窓口への支援(通訳・翻訳)　　〇各ボランティア 共生推進活動を実施した。

業 概 内 協
(通訳・文化交流・日本語ボランティア)の育成及び活動支
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一一般般事事務務事事業業  行行政政評評価価意意見見  反反映映結結果果報報告告書書  

【担当課／事務事業名】地域調整課／多文化共生推進事業 

現状・課題・ 

問 題 点 等 

１ 外国にルーツを持つ子どもの学習支援については、大幅な予算増に対して定員充足が見込めるのか、そのために個々の需要をどう把握

し、参加につなげていくかなど具体的・効果的な方策が必要である。 

２ ウクライナ避難民支援については、帰国の目途が立たない状況の中で、足立区を基盤とした自立に向けて今後どのようなサポートを行

っていくのかが重要となる。 

３ 外国人実態調査については、今後も外国人が増え続けると予想される中で、多文化共生事業の構築においては重要な調査となるが、現

在の手法で外国人の実態が真に掴めているのか疑問が残る。 

庁内評価意見 

１ 国際まつりは、コロナ禍後の再開を契機として、実施方法を再考してほしい。 

２ ウクライナ情勢が長期化しているが、国や都との連携や役割分担をしつつ、区としてどのような事業を今後行っていくのか、所管課の

業務量軽減の視点も踏まえて構築してほしい。 

３ 外国人実態調査について 

（1）足立区は全国で４番目に外国人が多い自治体であるとの説明があったが、今後の施策構築にも大きく影響するため、その要因分析を

行い、分析結果を庁内にフィードバックしてほしい。 

（2）令和 3年度の未回答者（7割）の中に、本当の困りごと等の課題が潜在している可能性がある。令和 5年度に行う調査では、潜在的な

課題を引き上げるような工夫をしてほしい。 

４ 外国にルーツを持つ子どもに対する学習支援について 

（1）学習支援委託は、委託内容が多岐にわたることからその費用対効果を十分検証して欲しい。 

（2）令和 5 年度から区の東部・西部に 1 か所ずつ学習支援拠点を新設するが、新拠点における効果検証は詳細に行う必要がある。新拠点

の効果検証の結果が、既存拠点（竹の塚）の次期契約の公募・入札判断に大きく影響を与える可能性があると考える。 

（3）対象となる子どもたちの言語能力には差があることから、一人ひとりに合った丁寧な支援が必要となる。既存拠点ではマンツーマン

の支援が行われているとのことだが、増設される 2つの拠点でも同等のレベルの支援を実施してほしい。 

（4）学習支援事業を卒業した子どもが学校生活や学習面に課題を抱えていないかを追跡で確認し、その結果に応じて、必要な支援につな

げてほしい。また、そのような取組みを進めるにあたっては、教育委員会と密に連携を図ってほしい。 

区
民
評
価
意
見 

視点別 

評 価 

点検項目 ランク 点検項目 ランク 

事業の必要 Ｂ+ 事業の周知度 Ｂ 

事業手法の妥当性 Ｂ+ 補助金等の有効性 Ｂ 

受益者負担の適切度 ― 予算計上の妥当性 Ｂ 

その他 

意 見 

１ 事業手法について 

（1）外国にルーツを持つ子どもへの学習支援事業（以下、学習支援事業）については、実態が見えない部分が多い。対象者の状況を正確に

調査把握することが必要と考える。 

（2）学習支援事業においては、定員充足率が低迷なため、余すことなく対象者を拾い上げ、是非、継続的支援につなげて欲しい。支援を卒

業した子どもたちの追跡調査をすること（進学先や就職先等）で、支援事業の成果を分析できる。令和 5年度は、竹の塚以外に新たに 2

か所整備予定とのことなので、なおのこと、拾い上げと追跡調査は必須であると考える。 

（3）学習支援事業について、外国人の方の学習支援に、区内の 6 つの大学に声掛けして積極的な支援助勢を依頼してはどうか。区全体を

視野にした協働事業として位置づけ、支援依頼されることを検討してはどうか。 

（4）外国人実態調査について、生活の中で外国人の方が受け取られる印象は様々であることからも、調査結果を次年度以降に適切に役立

ててもらいたい。 

（5）ウクライナ避難民支援は多文化共生単体のみではなく、他部署との継続的支援（日本語習得→就職支援等）が必要であり、経済的に

も自立し希望が持てる支援にまでつなげていく必要がある。 

２ 指標について 

（1）指標 2の「国際まつり参加者数」について、ベルモント公園の国際まつりは長い年月を経て定着しているところだが、1か所に限定し

た捉え方ではなく、もう少し多くのイベントまで広げてはどうかと考える。 

３ 予算計上の妥当性について 

（1）ボランティア団体への支援助成は、善意に依存するだけではなく行為の困難性を踏まえて、助成金の見直しをされてはと考える。 

（2）日本語ボランティアへの支援は謝礼額が少ない。謝礼額の増額を検討すべきである。 

４ その他事業全般について 

（1）各国の出身者が集うコミュニティとの信頼関係の醸成が重要になると考える。単に語学支援、学習支援にとどまらず、区内の他イベ

ントなどとも連携し、子ども同士、親同士のコミュニケーションを生むきっかけ作りも検討してほしい。 

令和６年度予

算、事業計画の

変更点（部内評

価、庁内評価、区

民評価を踏まえ

て記載） 

１ 国際まつりについて 

（1）実施方法については、他のイベントとの合同開催も視野に、新たなかたちでの実施を検討する。 

（2）参加者数に関する指標については、ウクライナ避難民向けイベント実施なども含めた新たな指標を検討する。 

２ ウクライナ避難民支援について 

（1）日本での避難生活が長期化しており、入国当初と比べて現在の悩みや困りごとは変化していると考え、全避難民を対象に生活状況ア

ンケートを実施した。その結果を踏まえ、就職や日本語学習、交流支援をはじめとした困りごとの解決に向け、国や都、他部署とも連携

したサポートを進めていく。 

３ 外国人実態調査について 

（1）調査項目の中で足立区に居住する理由についても回答を得ていることから、分析結果を庁内にフィードバックするとともに、全体の

調査結果は今後の施策構築に活かしていく。 

４ 外国にルーツを持つ子どもに対する学習支援について 

（1）本事業を卒業した子どもの追跡調査は現在行えていないことから、教育委員会と連携し調査を実施したいと考える。本事業修了後の

小中学校における成績や中学卒業時の進路を調査し、その結果から本事業の成果を分析し、費用対効果の検証につなげていきたい。 

（2）本事業の対象者の把握に向けては、教育委員会から「日本語指導が必要な子ども」の学校別在籍人数を提供されているため、本デー

タに基づき学習拠点の設置場所を決定している。対象者の拾い上げに向けては、引き続き対象者在籍校への直接的な働きかけや、保護

者へのアプローチを続けていく。 

（3）竹の塚拠点と同様に東部・西部エリアに新設した拠点においてもマンツーマン支援を行っており、引き続き一人ひとりに合った丁寧

な支援を心がけていく。 

（4）区内大学からは、本事業のスタッフとして学生に協力をいただき、学習支援やイベント実施時に積極的に参加いただいている。引き

続き大学との協働により学習支援に取り組んでいきたい。 

５ ボランティア団体への支援助成について 

（1）日本語ボランティア教室は、地域における日本語教育を支える上で重要な役割を果たしているが、補助金額については真に必要な額

を慎重に見極める必要があるため、令和 7年度の予算編成に向け、検討課題として捉えていく。 

６ 各事業と連携したコミュニティの発展について 

（1）子どもの学習支援や日本語ボランティア教室などの利用者同士が交流する機会はこれまでになかったため、イベントを通じた交流が

図れるよう検討していく。 
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36千円）⑤異業種ﾌｫｰﾗﾑ等
要 容 創使用料（719千円）⑥見本市等助成（161,700千円）

根 拠 　足立区経済活性化基本条例　足立区地域経済活性化基本計画　見本市等助成事業補助金交付要綱　認証取得支援助成金交
法令等 付要綱　小規模事業者経営改善補助金交付要綱　ものづくり企業地域共生推進助成金交付要綱

事務事業の活動量･活動結果を測る指標 ※法定業務や管理業務等は、目標値＝見込み、達成率＝執行率に読み替えてください。
指標名／単位 指標の定義(算出根拠) 実績等 31 2 3 4 5

国内・国外見本市出展助成 目標値=実績を踏まえ計上 目標値 73 50 110 100 100
指

の件数 実績値=助成件数
実績値 54 20 55 69標

１
[単位] 件 達成率 74% 40% 50% 69%

展示販売会（伝統・地場、 【令和４年度から定義変更】 目標値 3,500 3,500 3,500 3,500 3,500
指

12月実施）の来場者数 目標値=実績を踏まえ計上
実績値 3,430 400 4,036 7,163標

実績値=来場実数
２

[単位] 人 達成率 98% 11% 115% 205%

小規模事業者経営改善補助 小規模事業者経営改善補助金による実 目標値 60 60 60 60 200
指

金による実行件数 行件数　目標値：前年度実績より設定
実績値 46 68 67 56標

実績値：助成件数
３

[単位] 件 達成率 77% 113% 112% 93%

指標分析(指標の達成度の分析:担当者･係長評価) 投入資源 (千円) 31 2 3 4 5

【指標１】コロナ禍も落ち着き、見本市の来場者も 総事業費 71,969 675,426 224,027 205,858
増加傾向にあり、リアルの見本市出展が増えた半面 事 業 費 42,143 645,791 181,701 177,677 176,816
、オンライン出展が減少し目標を下回った。【指標

人 件 費２】地場・伝統と合わせ連協、足立ブランドなども 総 29,826 29,635 42,326 28,181

のづくり団体とものづくりウイークを庁舎ｱﾄﾘｳﾑで 平均給与事 8,709 8,874 8,752 8,297
実施したことにより大きく目標を上回った。【指標 常

人　　数業 2.8 2.8 2.8 2.8３】コロナ特別枠の相乗効果で申請が増加したが、 勤
Ｒ４終了により、若干目標より下回った。 計費 24,385 24,847 24,506 23,232

事業分析(事業実績等の分析:担当者･係長評価) 平均給与内 3,627 3,192 3,240 3,299非

【貢献度・波及効果】見本市はリアル開催の活気も 人　　数訳 常 1.5 1.5 5.5 1.5
コロナ前に戻り、来場者と直接対話可能になったこ 勤 計 5,441 4,788 17,820 4,949
とで、自社製品・技術のPRや商談に繋がっている。

国庫支出金展示販売会は、ものづくりウイークとして庁舎アト 0 0 0 0 0

リウムで実施した。地場・伝統で5日間出店、さら 都 支 出 金 0 601,252 118,159 133,580 20,167
に連協、足立ブランド、国内・海外販路支援事業者 財

受益者負担金 160 200 0 0 0など区内ものづくり企業を幅広く紹介することがで 源
き来場者も増加した。小規模事業者経営改善補助金 その他特定財源 0 0 0 0 0
は経営者自らが自社の課題を分析し経営改善計画を 内

基　　金 0 0 0 0 0
作成、相談員がアドバイスすることで経営方針が定 訳

起　　債まり、各事業者の健全な経営に繋がっている。 0 0 0 0 0

【SDGsﾀｰｹﾞｯﾄ】8.3　9.2 一般財源 71,809 73,974 105,868 72,278 156,649

視点別事務事業評価(担当者･係長評価)
事務事業の実施に対する区民ニーズはあるか？ □ 増大している ■ 変わらずにある □ 減少している □ その他妥

今後も区が実施する事務事業として妥当か？ ■ 妥当である □ 検討を要する当

性 事業の休止･終了による区民生活の影響は大きいか？ ■ 大きい □ 中位 □ 小さい
有 事務事業の上位施策への貢献度は大きいか？ ■ 大きい □ 中位 □ 小さい
効

他の施策に対する具体的な波及効果はあるか？ ■ ある □ 特にはない □ 内部業務(全体波及)性
効 関連・類似事務事業との統合は出来ないか？ ■ 出来ない □ 検討可能
率

民間への外部化（民営化・業務委託等）は可能か？ ■ 困難である □ 検討可能 □ 実施済み性

受益者負担の水準は妥当だと考えられるか？ ■ 妥当である □ 検討を要する □ 負担導入は困難 □ 該当しない公平性

区民等と協働して事業を展開しているか？ ■ 協働している □ 協働は困難である □ 協創の可能性がある協働

事務事業の実施に際し環境に配慮しているか？ ■ 配慮している □ 一部配慮している □ 該当しない環境

総合評価(課長評価) ※効率化を前提として、評価実施年度の方針を決定する。
【今後の方針】 ■ 拡　 充 □ 改善・変更 □ 現状維持 □ 縮　 小 □ 統合による終了 □ 休止・終了
　見本市助成について、出展6カ月後の成果を報告書で把握し、継続して出展効果を分析していく。ECモール出店支援はブランディ
ングやSNSの情報発信などのアドバイザーによる伴走型支援によりサイトへのアクセス数や売上アップに繋がっているため、支援対
象者数を拡充する。展示販売会は地場・伝統工芸のみならず足立ブランドや異業種連絡協議会、国内・海外販路拡大参加企業など枠
を広げ実施を検討する。小規模事業者経営改善補助金はR5年度限定で資材・燃料費高騰対策として補助上限、補助率、対象事業者数
を拡充。さらに経営改善に資する使用料や保守料も支援対象とする。

事務事業名
施 策 名
記 入 所 属
電 話 番 号 E - m a i l

協事 目
働務 的

事 の ・
業 概 内 協

要 容 創

根 拠
法令等

事務事業の活動量･活動結果を測る指標 ※法定業務や管理業務等は、目標値＝見込み、達成率＝執行率に読み替えてください。
指標名／単位 指標の定義(算出根拠) 実績等

目標値
指

実績値標

１ 達成率

目標値
指

実績値標

２ 達成率

目標値
指

実績値標

３ 達成率

指標分析(指標の達成度の分析:担当者･係長評価) 投入資源 (千円)

総事業費

事 業 費

人 件 費総

平均給与事
常

人　　数業
勤

計費

事業分析(事業実績等の分析:担当者･係長評価) 平均給与内 非

人　　数訳 常

勤 計

国庫支出金

都 支 出 金
財

受益者負担金
源

その他特定財源
内

基　　金
訳

起　　債

一般財源

視点別事務事業評価(担当者･係長評価)
事務事業の実施に対する区民ニーズはあるか？ 増大している 変わらずにある 減少している その他妥

今後も区が実施する事務事業として妥当か？ 妥当である 検討を要する当

性 事業の休止･終了による区民生活の影響は大きいか？ 大きい 中位 小さい
有 事務事業の上位施策への貢献度は大きいか？ 大きい 中位 小さい
効

他の施策に対する具体的な波及効果はあるか？ ある 特にはない 内部業務(全体波及)性
効 関連・類似事務事業との統合は出来ないか？ 出来ない 検討可能
率

民間への外部化（民営化・業務委託等）は可能か？ 困難である 検討可能 実施済み性

受益者負担の水準は妥当だと考えられるか？ 妥当である 検討を要する 負担導入は困難 該当しない公平性

区民等と協働して事業を展開しているか？ 協働している 協働は困難である 協創の可能性がある協働

事務事業の実施に際し環境に配慮しているか？ 配慮している 一部配慮している 該当しない環境

総合評価(課長評価) ※効率化を前提として、評価実施年度の方針を決定する。
【今後の方針】 拡　 充 改善・変更 現状維持 縮　 小 統合による終了 休止・終了

足立区　令和５年度事務事業評価調書(令和４年度事業実施分)

事務事業名 3630 ものづくり支援事業
施 策 名 12.1 デジタルシフトに挑み、区内産業の成長を支え、地域の活力を高める

記 入 所 属 産業経済部・産業振興課・もの振興係
電 話 番 号 03-3880-5869 E - m a i l sangyo@city.adachi.tokyo.jp

　区の地場産業である靴、鞄等の皮革製品、印刷、異業種グループ等の開発 【協働】産業団体と協働し、区内事業者協事 目
製品、伝統工芸品のＰＲや、国内、海外見本市出展助成、区内産業団体の活 をPRするために各種イベントを検討して

働務 的
動費用助成、認証取得支援助成等を行い、区内産業の普及促進を図る。 いる。

事 の ・
①ECｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ謝礼（1,644千円）②ｲﾍﾞﾝﾄ等消耗品（113千円）③工場見学等

業 概 内 協
保険料（296千円）④伝統工芸品展等委託料（10,6
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一一般般事事務務事事業業  行行政政評評価価意意見見  反反映映結結果果報報告告書書  

【担当課／事務事業名】産業振興課／ものづくり支援事業 

現状・課題・ 

問 題 点 等 

１ 国内・海外見本市出展助成や区の地場産業・伝統工芸などの PR等を実施している事業である。 

２ 国内・国外見本市出展助成の件数は、令和 4年度目標の 100件に対し実績が 69件であった。 

３ コロナ禍が落ち着き、リアルの見本市が増えた半面、オンライン見本市が減少している。 

４ 助成件数を増加させるための工夫等が必要である。 

庁内評価意見 

１ 事業者支援について 

  突き抜け支援（区内経済をリードする事業者への積極支援）とはいえ、区内事業者総数と比較して支援対象企業が少ない。支援内容と

その効果を、広く区内事業者に横展開できているか疑問が残る。突き抜け支援としては、別の方法を検討した方が良いのではないか。 

２ 小規模事業者経営改善補助金について 

  企業が本気で改善に取り組むことが不可欠であることから、今後も支援先の選定は厳正に実施すべきである。また、きちんと効果検証

を実施し、成果の出た改善策は広く区内事業者に共有すべきである。 

３ 国外見本市について 

  「海外進出を目指す企業」が区内にどの程度いるか、「いまは海外進出を考えなくとも、可能性が光る事業者」にいかに目星をつける

かが決め手になるが、その点がやや弱含みに思える。また、海外販路拡大支援事業と一体的に進める事業であることから、両事業を複合

的に捉えた検討が必要だが、海外販路拡充支援事業が 3年限定のため、その継続可否も含め十分検討してほしい。 

４ 展示販売会（区内製品の展示即売）について 

  「イベントを実施し、これだけ売れた」という効果しか見えない。どのような波及効果を狙い、実績があったのかを示してほしい。単

に大規模なイベントで終わるならば、イベントの位置づけ（意味合い）について再考が必要と考える。 

５ 事業の効果検証について 

  事務事業評価調書では、国内・国外見本市出展助成、小規模事業者経営改善補助金について、助成したところまでで終わっている。そ

の後にどのような改善や効果があったのか、という点についても触れる必要がある。 

区
民
評
価
意
見 

視点別 

評 価 

点検項目 ランク 点検項目 ランク 

事業の必要 Ｂ 事業の周知度 Ｂ 

事業手法の妥当性 Ｂ 補助金等の有効性 Ｂ- 

受益者負担の適切度 Ｂ 予算計上の妥当性 Ｂ- 

その他 

意 見 

１ 事業の必要性について 

（1）区内事業者にとっては、行政の後押しを受けることができる心強い事業である。 

２ 事業の周知について 

（1）「知っておきたい補助金 5選」のチラシはシンプルだが事業内容がわかりやすく、区のホームページともスムーズに連携されている。 

（2）今年度の「小規模事業者経営改善補助」事業は、従来と規模等において大きく変化していることから、経営改善される事業所の「収益

を上げる」というコンセプトの成果が期待される。例えば、菓子製造・パン製造・学習塾など、区内の小規模事業所にもこの補助事業の

存在が伝達されることを期待する。 

３ 事業手法について 

（1）スポットではなく、北千住や区役所など区関連施設内で常設開催とし、販売する商品は適時入れ替えするアンテナショップの開設を

検討してみてはどうか。 

（2）展示会などで紹介した商品は展示会会場だけではなく、展示会終了後も Web でも商品購入ができるようリアルとネットの連携を是非

進めてほしい。 

（3）地元の足立区民はもちろん大切だが、より広いマーケットである東京都、関東、全国への訴求を、別途展開する足立ブランドなどと

連携し進めてほしい。 

（4）国外見本市、海外販路開拓は疑問符である。海外展開のための助成金が一過性のものとなる懸念がある。 

（5）生業で生計が立てられない状況であれば、守るべき伝統工芸であろうとも後継者育成にはつながっていかない。事業継続には、企業

経営支援課をはじめとした他課との連携に期待する。 

４ 事業の効果検証等について 

（1）年間売り上げ額の統計を継続的にデータ分析するべきである。費用対効果から見ても、予算投入の割には事業成果があまり見受けら

れない。区の伝統工芸を広く波及し確立させていきたいという姿勢は理解できるが、一部の区民のみの需要であれば、近い将来、消滅

していく懸念もある。ECモールに出展したとしても、大幅な売上額の増は期待できない。そのため、支援体制の抜本的見直しが必要で

あると考える。 

（2）支援の実態が見えづらく、支援後の効果や成果（特に小規模事業者経営改善補助金）の検証が甘い。支援前と支援後、その後の経営改

善につながっているのかという追跡調査のうえ、特に支援後の変化をすべてデータ化（数値化）し、明示すべきである。 

（3）平成 30 年度の事務事業評価調書において、「異業種フォーラム」に関する指標が消え、今回は指標が区庁舎の「展示販売会」に変更

され、展示会来場者のカテゴリーに入るのか疑問とされる指標（展示会来場者・区庁舎来庁者の区分が不明）が組まれている。区が従来

からの経緯で、3事業団体（区工業会連合会・区伝統工芸振興会・異業種連絡協議会）の育成に携わる姿勢は、ある程度納得できるが、

支援事業の「効果」が判断しづらい仕組みとなっているのではと危惧される。 

令和６年度予

算、事業計画の

変更点（部内評

価、庁内評価、区

民評価を踏まえ

て記載） 

１ 事業周知について 

（1）小規模事業者経営改善補助金は製造業に限らず、区内小規模事業者 4,712 者に幅広くチラシを郵送したところ、申請相談件数が 1.6

倍に増加した。今後は、写真等を使用して成果が具体的に伝わるように、公社ニューストキメキや区公式ホームページで好事例を紹介

し、広く区内事業者に横展開を図っていく。 

（2）その他の補助金についても、企業経営支援課と連携し、産業支援ハンドブックや、今年度実施した補助金 5 選のチラシ配布等を令和

6年度当初に実施するなど、継続して周知していく。 

２ 事業手法について 

（1）アンテナショップの開設は、他区では店賃や人件費等の費用負担が大きくアンテナショップを閉店した事例もあり、また、出店に伴

う企業の負担等も大きいため、早期の実現は難しいと考える。 

（2）令和 4年下半期の ECサイト出店支援では、売上が 5倍以上になるなど成果が上がっている。令和 6年度は、ECサイト出店支援を 12

社から 14 社に拡充して支援する。展示会等のイベントに出店する事業者に EC サイト支援参加への声掛けを行い、WEB を活用した効果

的な販売促進につなげていく。 

（3）区外への訴求については、国内販路、海外販路支援事業や足立ブランド認定事業等とも連携し、区のものづくりを PRする。 

（4）国外見本市についてはコロナが 5類移行に伴う需要増、並びに円安傾向を踏まえ、上限額を 30 万円から 50 万円に拡充し支援する。

出展後には成果報告書により事業効果を計る。また、令和 6 年度は海外販路拡大事業も継続するので、一体となって、これから海外へ

進出する可能性がある事業者への支援を検討していく。 

（5）伝統工芸の事業承継については、重要な課題ととらえている。伝統工芸振興会の会員も高齢化が進み後継者も少ない。企業経営支援

課と連携し、伝統工芸振興会のご意見を伺いながら効果的な支援について検討する。 

３ 効果検証について 

（1）小規模事業者経営改善補助金は、補助交付の半年後に区のマッチングクリエイターが企業を訪問し補助交付企業の現場を確認、1年後

に経営改善の効果を図るため経営状況の報告書（経営改善計画目標値との比較）を義務化している。今後はより効果が高かった事例な

ど、情報発信していくとともに、有効なデータベース化を検討する。 

（2）伝統工芸や地場製品の展示販売会は、区内製品を知ってもらう絶好の機会ととらえているため、展示販売会に来た方のみならず、別

の用件で来庁した区民等に見てもらうことも効果があると考えている。来場者数や販売金額の他、製品等の感想など今後の販促に繋が

るための、来場者アンケート等を検討する。 
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定義(算出根拠) 実績等 31 2 3 4 5

福祉タクシー・自動車燃料 目標値＝予算積算時の見込み数 目標値 10,200 10,000 9,700 12,500 12,000
指

助成券及び福祉自動車燃料 実績値＝年度末交付実績者数
実績値 9,729 9,431 9,279 11,609標

助成券交付者数 【令和4年度から定義変更】
１

[単位] 人 達成率 95% 94% 96% 93%

自動車燃料費 目標値＝予算積算時の見込み数 目標値 2,600 2,700 2,800
指

助成人数 実績値＝年度末助成実績者数
実績値 2,774 2,844 2,815標

【令和4年度から指標1への統合により
２

[単位] 人 終了】 達成率 107% 105% 101% 0%

自動車運転免許取得 目標値＝予算積算時の見込み数 目標値 9 9 9 9 9
指

助成人数 実績値＝年度末助成実績者数
実績値 5 13 6 9標

３
[単位] 人 達成率 56% 144% 67% 100%

指標分析(指標の達成度の分析:担当者･係長評価) 投入資源 (千円) 31 2 3 4 5

【指標1】令和4年度より自動車燃料費助成がタクシ 総事業費 335,634 313,775 321,745 334,050
ー券事業に統合されたため、指標2を指標1に統合し 事 業 費 324,894 303,234 311,600 324,274 349,708
た。令和3年度のタクシー券交付と燃料費助成の受

人 件 費給者合計12,094人と比較すると、令和4年度受給者 総 10,740 10,541 10,145 9,776

は減少した。 平均給与事 8,709 8,874 8,752 8,297
【指標3】自動車運転免許取得助成人数は目標どお 常

人　　数業 0.9 0.9 0.9 0.9りだった。 勤
計費 7,838 7,987 7,877 7,467

事業分析(事業実績等の分析:担当者･係長評価) 平均給与内 3,627 3,192 3,240 3,299非

　助成券利用者の内訳は、タクシー利用のみ8,566 人　　数訳 常 0.8 0.8 0.7 0.7
人、タクシー・ガソリン併用2,523人、ガソリン利 勤 計 2,902 2,554 2,268 2,309
用のみ520人。令和4年度から自動車燃料費助成が現

国庫支出金金給付から助成券になり、事業の目的に沿った使途 0 0 0 0 0

が明確になった。 都 支 出 金 0 0 0 0 0
【貢献度】タクシー・自動車燃料助成券の交付は、 財

受益者負担金 0 0 0 0 0心身障がい者の外出支援及び社会参加の促進に有効 源
な事業である。また、自動車運転免許取得助成は若 その他特定財源 12 0 80 16 0
年者の申請が多く、就労範囲の拡大や生活圏の拡大 内

基　　金 0 0 0 0 0
に貢献している。 訳

起　　債【SDGsﾀｰｹﾞｯﾄ】3･10*全て目標に直結 0 0 0 0 0

一般財源 335,622 313,775 321,665 334,034 349,708

視点別事務事業評価(担当者･係長評価)
事務事業の実施に対する区民ニーズはあるか？ □ 増大している ■ 変わらずにある □ 減少している □ その他妥

今後も区が実施する事務事業として妥当か？ ■ 妥当である □ 検討を要する当

性 事業の休止･終了による区民生活の影響は大きいか？ ■ 大きい □ 中位 □ 小さい
有 事務事業の上位施策への貢献度は大きいか？ ■ 大きい □ 中位 □ 小さい
効

他の施策に対する具体的な波及効果はあるか？ ■ ある □ 特にはない □ 内部業務(全体波及)性
効 関連・類似事務事業との統合は出来ないか？ ■ 出来ない □ 検討可能
率

民間への外部化（民営化・業務委託等）は可能か？ ■ 困難である □ 検討可能 □ 実施済み性

受益者負担の水準は妥当だと考えられるか？ □ 妥当である □ 検討を要する □ 負担導入は困難 ■ 該当しない公平性

区民等と協働して事業を展開しているか？ □ 協働している ■ 協働は困難である □ 協創の可能性がある協働

事務事業の実施に際し環境に配慮しているか？ □ 配慮している ■ 一部配慮している □ 該当しない環境

総合評価(課長評価) ※効率化を前提として、評価実施年度の方針を決定する。
【今後の方針】 □ 拡　 充 ■ 改善・変更 □ 現状維持 □ 縮　 小 □ 統合による終了 □ 休止・終了
　令和4年度の事業統合により現金支給から助成券交付に変更された自動車燃料費助成受給者からの反響が大きかった。助成券でガ
ソリン代を支払う方法により使途は明確になったが、少額の券種が使いにくい、利用できるガソリンスタンドが限定される等、様々
な意見が寄せられた。タクシー及びガソリン代の助成は、心身障がい者の日常生活の支援に大きな役割を果たしている。利用しやす
い制度になるよう、今後も改善を図っていく。

事務事業名
施 策 名
記 入 所 属
電 話 番 号 E - m a i l

協事 目
働務 的

事 の ・
業 概 内 協

要 容 創

根 拠
法令等

事務事業の活動量･活動結果を測る指標 ※法定業務や管理業務等は、目標値＝見込み、達成率＝執行率に読み替えてください。
指標名／単位 指標の定義(算出根拠) 実績等

目標値
指

実績値標

１ 達成率

目標値
指

実績値標

２ 達成率

目標値
指

実績値標

３ 達成率

指標分析(指標の達成度の分析:担当者･係長評価) 投入資源 (千円)

総事業費

事 業 費

人 件 費総

平均給与事
常

人　　数業
勤

計費

事業分析(事業実績等の分析:担当者･係長評価) 平均給与内 非

人　　数訳 常

勤 計

国庫支出金

都 支 出 金
財

受益者負担金
源

その他特定財源
内

基　　金
訳

起　　債

一般財源

視点別事務事業評価(担当者･係長評価)
事務事業の実施に対する区民ニーズはあるか？ 増大している 変わらずにある 減少している その他妥

今後も区が実施する事務事業として妥当か？ 妥当である 検討を要する当

性 事業の休止･終了による区民生活の影響は大きいか？ 大きい 中位 小さい
有 事務事業の上位施策への貢献度は大きいか？ 大きい 中位 小さい
効

他の施策に対する具体的な波及効果はあるか？ ある 特にはない 内部業務(全体波及)性
効 関連・類似事務事業との統合は出来ないか？ 出来ない 検討可能
率

民間への外部化（民営化・業務委託等）は可能か？ 困難である 検討可能 実施済み性

受益者負担の水準は妥当だと考えられるか？ 妥当である 検討を要する 負担導入は困難 該当しない公平性

区民等と協働して事業を展開しているか？ 協働している 協働は困難である 協創の可能性がある協働

事務事業の実施に際し環境に配慮しているか？ 配慮している 一部配慮している 該当しない環境

総合評価(課長評価) ※効率化を前提として、評価実施年度の方針を決定する。
【今後の方針】 拡　 充 改善・変更 現状維持 縮　 小 統合による終了 休止・終了

足立区　令和５年度事務事業評価調書(令和４年度事業実施分)

事務事業名 14870 障がい者外出支援事業
施 策 名 7.2 障がい者などが必要なときに必要な支援を受けられる体制の充実

記 入 所 属 福祉部・障がい福祉課・給付係
電 話 番 号 03-3880-5472 E - m a i l s-fukusi@city.adachi.tokyo.jp

心身障がい者の日常生活の利便と生活圏の拡大を図り、社会参加の促進を図 協事 目
る。

働務 的
事 の ・

福祉タクシー・自動車燃料助成券及び福祉自動車燃料助成券を交付する。
業 概 内 協

運転免許取得費用の一部を助成する。
要 容 創

根 拠 足立区心身障がい者福祉タクシー・自動車燃料助成事業実施要綱、足立区心身障がい者自動車運転教習費用助成事業要綱
法令等

事務事業の活動量･活動結果を測る指標 ※法定業務や管理業務等は、目標値＝見込み、達成率＝執行率に読み替えてください。
指標名／単位 指標の

116

Ⅳ　一般事務事業 事業別評価の反映結果



一一般般事事務務事事業業  行行政政評評価価意意見見  反反映映結結果果報報告告書書  

【担当課／事務事業名】障がい福祉課／障がい者外出支援事業 

現状・課題・ 

問 題 点 等 

１ 議会等からの要望を受け、担当課としては予算増の検討を進めているが、助成券の直近の利用率から考えると、予算額増の必要性には

疑問が残る。 

２ 助成券を受け取った方のうち、誰が使ったか（誰が使っていないか）のデータ集計をしておらず、現状では詳細な分析が行えていない。 

３ 年間 3％（R5予算では 9,908千円）の事務手数料がかかる事業スキームとなっている。 

４ 助成券の交付については所得制限を設けていないため、高額所得者に対しても一律に助成券を交付している。 

５ 助成券というスキームを採用している理由は、目的外利用をできないようにすることにある。ただ、利用者からは「券種」や「利用先」

のことで使いにくさの声が出ている。 

庁内評価意見 

１ 現行の事業スキームでは、助成券の印刷製本費や事務手数料など、多額の事務経費が必要となっているが、経費削減につながる紙券以

外の手法について検討を進めてほしい。 

２ 今後ガソリン車が減少し、電気自動車の比率が高まっていくことを考えれば、助成券以外の給付方法が妥当になると考える。すぐに制

度変更することは難しいかもしれないが、刻一刻と迫る社会構造の変化を捉え、事業スキームの見直し検討に着手する必要がある。 

３ 助成額が 23区の中で 22番目に位置していることや平成 21 年度以降助成額を変更していないこと等の理由から、助成額の増額を検討

していると説明があったが、現在の利用状況を詳細に分析したうえで、増額の必要性を明確にする必要がある。 

４ 利用状況の分析ができていないようだが、助成券に通し番号が付けられているのであれば、「全額を利用している」「ほぼ利用していな

い」などの把握が可能と考える。また、共通券においては、タクシー・燃料別の利用状況の把握・分析も不可欠である。 

区
民
評
価
意
見 

視点別 

評 価 

点検項目 ランク 点検項目 ランク 

事業の必要 Ｂ+ 事業の周知度 Ｂ 

事業手法の妥当性 Ｂ+ 補助金等の有効性 Ｂ+ 

受益者負担の適切度 ― 予算計上の妥当性 Ｂ 

その他 

意 見 

１ 事業手法について 

（1）対象者の居住地区によって利便性に差が生まれないよう、協力事業者の拡大にも力を入れてほしい。例えば協力事業者へのインセン

ティブとして、区の施設や関連するイベント、チラシに協力事業者名を露出するなど、金銭授受が発生しない方策などを積極的に検討

してはどうか。 

（2）比率からすると、タクシー利用者がガソリン併用者やガソリン単体利用者と比べて圧倒的に多い。また、現段階では高齢者の利用が

多いため、紙媒体の方が利用しやすいと考える。紙媒体のさらなる改良と、将来的には高齢者数は減少すると考えられるため、紙媒体

から電子媒体に変更する等の検討が必要である。 

（3）昨年度から「タクシー利用」と「燃料支払い」を同一のチケット（交付券）にして利便性を向上させた試みは評価される。しかし、逆

に、性質の異なる「利用料金」と「購入料金」を同一チケットとし同じ扱いとしたため、現金類似の「金券」のタイプしか選択肢がなく

なり、カードやスマホ決済サービス等のツールを検討する余地がなくなったように思われ、特殊印刷と書留郵便等の経費が固定化され

ることになった。中長期的には、キャッシュレス社会に適用させる支援事業の形を、検討部会などを設け考えてほしい。 

（4）将来的な利便性から、キャッシュレス化を考えられるのであれば、タクシー料金と燃料代金の支払いは切り離して考えるべきかと感

じる。金券からの離陸点として、スマホ利用者をターゲットにした試案を検討してはどうか。 

２ 事業の周知について 

（1）障がい者手帳の付与時に本事業の利用申請を行わなかった人には、その後、本事業についての情報が正確に伝わっていない恐れがあ

るため、区内の対象者へは数年に一度でも定期的に事業内容を周知すべきと考える。 

（2）周知方法について、「福祉タクシー」という「特殊車」以外は使えない、タクシー乗り場のタクシーは使えない、と捉えている方もい

る。また、記載事項にも「タクシー乗車の際は、障害者手帳を運転手に提示…」とあり、料金割引の案内というより、乗車には手帳の提

示が求められているように受け取られる内容となっている。新規利用の方や若い方の中には「手帳の提示を意識される方」がいるよう

に感じる。そのことから、利用案内のパンフレットの表題等は「福祉」を付けずに「タクシー・自動車燃料券」と表記して案内してはど

うか。また、「福祉タクシーに限定されず、一般タクシーが利用できること」をもっと強調することにより、新規利用者等の利用率が上

がると考える。 

３ 予算計上の妥当性について 

（1）都内他区と比較し足立区は受給者の負担が大きいと思われるため、足立区の心身障がい者の生活行動に照らし合わせた上で受給者負

担の低減を図るべきである。 

（2）事業統合により現金支給から助成券交付に変更され、今また現金支給の検討も出ていたとのことであるが、事業の透明性のためには、

現金支給は適切ではないと考える。 

令和６年度予

算、事業計画の

変更点（部内評

価、庁内評価、区

民評価を踏まえ

て記載） 

１ 助成額変更について 

（1）タクシー料金の改定、各区の状況（8区が令和 5年度助成額増）等を検討した結果、障がい者の負担軽減を図るため、助成券を増額す

る予定である（令和 6年度当初予算案計上額 412,786千円 前年度比 64,500千円増、一人あたり助成額 年 33千円→42千円）。 

２ 事業周知について 

（1）事業内容については、年 1回あだち広報に掲載し、定期的に周知を図っている。 

３ 助成券記載事項について 

（1）「福祉タクシー・自動車燃料助成券」の名称については、障がい者支援事業であることを明確にするため、「福祉」は削除せず現在の表

記を継続する。一般タクシー利用不可との誤解が生じないように券交付時に丁寧に説明し、助成券とともに配付しているタクシー事業

者一覧にも明記する。 

（2）タクシー料金割引制度の周知は必要であるため、案内の表記を継続する。障害者手帳の提示に抵抗がある方も少なくないため、手帳

提示が必須であるとの誤解が生じない表記を検討する。 

４ 協定事業者拡大について 

（1）協定ガソリンスタンドがない地域の事業者に協力を依頼したが、システム上の問題で助成券の取扱いができず、協定締結に至らなか

った。今後も区ホームページに協力依頼を掲載する等、協定ガソリンスタンドの拡大に向けて努力し、交渉時にインセンティブになる

ものがあれば検討する。 

５ 利用状況分析について 

（1）紙媒体である助成券のデータ化には毎月 10万枚以上の券面を読み込む必要があり、膨大な作業量に反して得られる情報は少ない。優

先すべき業務にも支障をきたすため、利用分析のみを目的とした券面データ化を実施する考えはないが、支払い事務の効率化も達成で

きる手法としてデータ化の可能性を検討していく。また、業務委託や助成券電子化を検討する際には、乗車状況等の詳細なデータが得

られるものを採用する。タクシー代と燃料費の支出額の推移等、現在あるデータを活用して分析をおこない、事業改善を図っていく。 

６ 電子化等について 

（1）アンケート調査では、受給者、事業者ともに助成券電子化への賛否が約半数ずつであった。受給者の 55％が 70歳以上であるため、当

面は紙媒体を継続し、改良を図っていく。将来的には電子媒体が望ましいが、単なるキャッシュレス決済では現金給付と同様に使途が

不明確になる。使途の限定や都内共通のプラットフォームによる電子化が理想的であると考える。今後のデジタル技術や他区の動向を

注視し、研究していく。また、電気自動車の普及によりガソリン車が減少すればガソリン代の助成は不要となるため、新たな外出支援

の方法についても研究していく。 
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入ったがん検診の総合支援事業を実施 動は実施した。
根 拠 がん予防重点健康教育及びがん検診実施のための指針、健康増進法、足立区がん検診実施要綱、足立区新たなステージに入
法令等 ったがん検診の総合支援事業実施要綱、感染症予防事業費等国庫負担（補助）金交付要綱

事務事業の活動量･活動結果を測る指標 ※法定業務や管理業務等は、目標値＝見込み、達成率＝執行率に読み替えてください。
指標名／単位 指標の定義(算出根拠) 実績等 31 2 3 4 5

乳がん検診受診者数 目標値＝実績に基づく乳がん検診受診 目標値 14,000 14,000 14,000 14,000 14,000
指

見込者数
実績値 11,496 9,380 11,042 10,298標

実績値＝年間受診者数（評価年度の5
１

[単位] 人 月末時点） 達成率 82% 67% 79% 74%

子宮頸がん検診受診者数 目標値＝実績に基づく子宮頸がん検診 目標値 16,000 16,000 16,000 16,000 16,000
指

受診見込者数
実績値 14,834 14,210 15,157 15,954標

実績値＝年間受診者数（評価年度の5
２

[単位] 人 月末時点） 達成率 93% 89% 95% 100%

肺がん検診受診者数 目標値＝実績に基づく肺がん検診受診 目標値 9,000 9,000 9,000 9,000 9,000
指

見込者数
実績値 8,862 9,728 10,149 8,753標

実績値＝年間受診者数（評価年度の5
３

[単位] 人 月末時点） 達成率 98% 108% 113% 97%

指標分析(指標の達成度の分析:担当者･係長評価) 投入資源 (千円) 31 2 3 4 5

【指標１・２】女性がん検診勧奨通知を受診券と一 総事業費 421,644 425,022 478,276 459,272
体型のものに変更し、8月下旬に送付した。送付直 事 業 費 392,434 386,813 434,844 425,804 496,827
後から受診者数が伸び、子宮頸がん検診については

人 件 費過去４年間で最高の受診者数となった。 総 29,210 38,209 43,432 33,468

【指標３】新型コロナウイルス感染症第7波が重な 平均給与事 8,709 8,874 8,752 8,297
ったことで夏頃の受診者数は伸びず、目標達成には 常

人　　数業 3 4 4 3至らなかった。 勤
計費 26,127 35,496 35,008 24,891

事業分析(事業実績等の分析:担当者･係長評価) 平均給与内 3,627 3,192 3,240 3,299非

　令和元年度から継続して女性がん検診受診勧奨強 人　　数訳 常 0.85 0.85 2.6 2.6
化を図っている。子宮頸がん・乳がんは若い世代か 勤 計 3,083 2,713 8,424 8,577
ら罹患率が上がるため、令和4年度は20歳代からの

国庫支出金若い世代をターゲットに勧奨強化を行い、未受診者 3,418 10,533 10,273 6,951 10,346

層の受診につながった。 都 支 出 金 4,361 4,898 5,632 5,566 8,634
【貢献度】早期発見・早期治療を図り、区民の健康 財

受益者負担金 0 0 0 0 0維持や健康意識の向上に貢献している。 源
【波及効果】早期治療によりＱＯＬの維持と医療費 その他特定財源 0 0 0 0 0
の適正化に寄与している。 内

基　　金 0 0 0 0 0
【SDGｓﾀｰｹﾞｯﾄ】3.4 訳

起　　債 0 0 0 0 0

一般財源 413,865 409,591 462,371 446,755 477,847

視点別事務事業評価(担当者･係長評価)
事務事業の実施に対する区民ニーズはあるか？ □ 増大している ■ 変わらずにある □ 減少している □ その他妥

今後も区が実施する事務事業として妥当か？ ■ 妥当である □ 検討を要する当

性 事業の休止･終了による区民生活の影響は大きいか？ ■ 大きい □ 中位 □ 小さい
有 事務事業の上位施策への貢献度は大きいか？ ■ 大きい □ 中位 □ 小さい
効

他の施策に対する具体的な波及効果はあるか？ ■ ある □ 特にはない □ 内部業務(全体波及)性
効 関連・類似事務事業との統合は出来ないか？ ■ 出来ない □ 検討可能
率

民間への外部化（民営化・業務委託等）は可能か？ □ 困難である □ 検討可能 ■ 実施済み性

受益者負担の水準は妥当だと考えられるか？ □ 妥当である ■ 検討を要する □ 負担導入は困難 □ 該当しない公平性

区民等と協働して事業を展開しているか？ ■ 協働している □ 協働は困難である □ 協創の可能性がある協働

事務事業の実施に際し環境に配慮しているか？ □ 配慮している ■ 一部配慮している □ 該当しない環境

総合評価(課長評価) ※効率化を前提として、評価実施年度の方針を決定する。
【今後の方針】 □ 拡　 充 ■ 改善・変更 □ 現状維持 □ 縮　 小 □ 統合による終了 □ 休止・終了
　令和5年度からは、女性がんのリーフレット型受診券を4月中に送付し、受診者数の平準化を図る。また、子宮頸がん、乳がん検診
をセットで受診可能な医療機関を増やすことや検診車の活用など、女性がん検診を受診しやすい環境を整備するために、引き続き医
師会と協議していく。

事務事業名
施 策 名
記 入 所 属
電 話 番 号 E - m a i l

協事 目
働務 的

事 の ・
業 概 内 協

要 容 創

根 拠
法令等

事務事業の活動量･活動結果を測る指標 ※法定業務や管理業務等は、目標値＝見込み、達成率＝執行率に読み替えてください。
指標名／単位 指標の定義(算出根拠) 実績等

目標値
指

実績値標

１ 達成率

目標値
指

実績値標

２ 達成率

目標値
指

実績値標

３ 達成率

指標分析(指標の達成度の分析:担当者･係長評価) 投入資源 (千円)

総事業費

事 業 費

人 件 費総

平均給与事
常

人　　数業
勤

計費

事業分析(事業実績等の分析:担当者･係長評価) 平均給与内 非

人　　数訳 常

勤 計

国庫支出金

都 支 出 金
財

受益者負担金
源

その他特定財源
内

基　　金
訳

起　　債

一般財源

視点別事務事業評価(担当者･係長評価)
事務事業の実施に対する区民ニーズはあるか？ 増大している 変わらずにある 減少している その他妥

今後も区が実施する事務事業として妥当か？ 妥当である 検討を要する当

性 事業の休止･終了による区民生活の影響は大きいか？ 大きい 中位 小さい
有 事務事業の上位施策への貢献度は大きいか？ 大きい 中位 小さい
効

他の施策に対する具体的な波及効果はあるか？ ある 特にはない 内部業務(全体波及)性
効 関連・類似事務事業との統合は出来ないか？ 出来ない 検討可能
率

民間への外部化（民営化・業務委託等）は可能か？ 困難である 検討可能 実施済み性

受益者負担の水準は妥当だと考えられるか？ 妥当である 検討を要する 負担導入は困難 該当しない公平性

区民等と協働して事業を展開しているか？ 協働している 協働は困難である 協創の可能性がある協働

事務事業の実施に際し環境に配慮しているか？ 配慮している 一部配慮している 該当しない環境

総合評価(課長評価) ※効率化を前提として、評価実施年度の方針を決定する。
【今後の方針】 拡　 充 改善・変更 現状維持 縮　 小 統合による終了 休止・終了

足立区　令和５年度事務事業評価調書(令和４年度事業実施分)

事務事業名 3853 がん検診事業
施 策 名 8.1 住んでいると自ずと健康になれる仕組みの構築

記 入 所 属 衛生部・データヘルス課・健診事業係
電 話 番 号 03-3880-5121 E - m a i l datahealth@city.adachi.tokyo.jp

　各種がん検診の実施により、区民の健康意識の高揚を図るとともに、疾病 【協働】足立成和信用金庫や城北ヤクル協事 目
の早期発見により区民の健康を維持増進する。 ト販売と協働し、がん検診啓発活動を実

働務 的
施。「ピンクリボンあだち」は、新型コ

事 の ・
　胃がん内視鏡検診・胃がんハイリスク検診・大腸がん検診・肺がん検診・ ロナ感染症拡大により講演会等は中止し

業 概 内 協
乳がん検診・子宮頸がん検診・前立腺がん検診・肝炎ウイルス検査及び新た たが、ポスター掲示を増やすなど啓発活

要 容 創なステージに
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一一般般事事務務事事業業  行行政政評評価価意意見見  反反映映結結果果報報告告書書  

【担当課／事務事業名】データヘルス推進課／がん検診事業 

現状・課題・ 

問 題 点 等 

１ 乳がん検診の受診者は、目標 14,000 人に対し、実績が 10,000 人前後と達成していない。 

２ 子宮頸がん検診受診者は、目標値に達してないものの年々増加している。 

３ 女性がん検診は、実施機関が限られ、受診期限内に受診できない事例が出ている。 

４ 令和元年度から女性がん検診受診勧奨強化を行っている。 

５ 課の自己評価において、受益者負担の水準について「検討を要する」としている。 

庁内評価意見 

１ 受診率の向上に向けた取り組みについて 

（1）総合的、かつターゲット（女性 22～58 歳など）を絞った受診勧奨を実施している。引き続き受診データに基づく、分析・勧

奨に取り組んでほしい。 

（2）受診率の向上には、受診環境の整備が不可欠である。区外勤務者が受診可能な施設や、複数受診が可能な施設の開拓等、鋭意

取り組んでほしい。 

（3）女性のがんについては受診券を早めに送れば、年度当初からの受診が可能となる。医師会の受診キャパシティにはまだ余裕が

あるとのことなので、前年度末の受診券発送に向けて準備を進めてもらいたい。 

２ 受益者負担の見直しについて 

（1）事務事業評価調書において、受益者負担の水準について「検討を要する」とある。ヒアリングにおいて「胃がん内視鏡検診に

ついて今後の他区の状況によっては検討も必要となる」との回答を受けたが、適切に検討を進めてほしい。 

区
民
評
価
意
見 

視点別 

評 価 

点検項目 ランク 点検項目 ランク 

事業の必要 Ａ 事業の周知度 Ｂ+ 

事業手法の妥当性 Ｂ+ 補助金等の有効性 － 

受益者負担の適切度 Ｂ 予算計上の妥当性 Ｂ+ 

その他 

意 見 

１ 事業の必要性について 

（1）日本人の 4人に 1 人ががんで死亡する現在、早期の発見と治療に欠かせない事業である。 

２ 女性がん検診について 

（1）乳がん、子宮頸がん検診が同時に受診できず、そもそも受診可能な医療機関の総体数が少なく、選択肢が無い状況である。早

急な受診医療機関の開拓が喫緊の課題である。また、検診施設を区内に限定すると利便性に欠けるように思われる。隣接区等と

提携した取り組みを将来的に考えられてはどうか。 

（2）乳がんや子宮頸がんの受診料は現在いずれも低額の 500 円（ワンコイン）であり、クーポン券の効果が薄くなっている。それ

よりも該当年齢者へ「がんの危険性」のリーフレット等の広報強化を考えてはどうか。 

３ 事業手法について 

（1）がん検診未受診者は「仕事が抜けられない」「受診場所が遠い」等の理由が上位を占めている。受診環境の整備、例えば検診

車を導入し、小・零細企業従業員を対象とした出前検診、区内地域に拠点を決めた出前検診等、何らかの大改革をしない限り、

受診率向上は望めないと考えられる。 

（2）社保や人間ドック等、多面的ながん予防について、区世論調査「がん検診の受診状況」等の質問を活用し、データヘルスの立

場から医療面の基礎データ取り込みが望まれる。 

（3）事業評価対象枠を超えるが、区民の QOL 向上と国の医療費負担削減のため、あらかじめ個人が自身の疾病リスクを知り行動変

容を促すことが可能となる、遺伝子検査のようなヘルスケアサービスに、一部区が費用負担できるよう検討を進めてほしい。 

４ 指標・事業評価について 

（1）評価調書の指標 3 つが、特定の検診のみを対象としており、全体の 7 項目をトータルに捉えた視点が見られないなど、医療デ

ータの活用面で物足りない印象を受ける。 

（2）受診率と国保のがん治療費の比較データがないなど、業績評価がわかりにくい。 

５ 受益者負担について 

（1）胃がんハイリスク検査は、高齢者の多くが「該当者」となり、胃がん内視鏡検査の受診を勧められ、かつ、2 年ごとの受診も

勧められることから、構造的（仕組みとして）に受診率が高くなると思われる。その中で、実費 17,000 円に対し、検査費用負

担 2,000 円では区の負担が将来的に増加すると思われる。初診の検査費用が増額できないのであれば、せめて 2 年ごとの再検査

は、検査料を別建てにされてはどうか。 

令和６年度予

算、事業計画の

変更点（部内評

価、庁内評価、

区民評価を踏

まえて記載） 

１ 事業の必要性について 

（1）今後もがんの早期発見・早期治療に繋がるよう、罹患率が上がる前の若年層の勧奨強化を図っていく。 

２ 女性がん検診について 

（1）乳がん、子宮頸がん検診の受診率向上に向け、引き続きリーフレット型受診券等による勧奨を行っていく。 

（2）乳がん、子宮頸がん検診の実施機関増は、検診車の導入等も含め、引き続き足立区医師会と協議していく。 

（3）現在、二十歳の集いの配布冊子の中に、子宮頸がん検診の受診を促す記事の掲載を行っている。また、35 歳と 39 歳の女性に

乳がん検診啓発リーフレットとお風呂に貼れる乳がんセルフチェックポスターなどを郵送している。今後さらに、A-メールや区

公式 X（旧 Twitter）などを活用し、広報面の強化を図っていく。 

３ 受診率の向上に向けた取り組みについて 

（1）今後も受診状況を検証し、受診者数等のデータを基に勧奨実施の効果を見ながら受診勧奨していく。 

（2）区外勤務者が受診可能な施設や、複数受診が可能な施設の開拓等受診施設の整備については、引き続き足立区医師会と協議し

ていく。 

（3）女性がん検診は 2 年度に 1 回の受診間隔のため、受診状況が確定していない前年度中に受診券を送付することが困難だが、で

きるだけ早く受診券を送付する方法を検討していく。 

４ 事業手法について 

（1）今後も事務の効率化や事務経費の削減などコスト面も考慮しながら、効果的な勧奨の実施に取り組んでいく。 

（2）検診が受けやすい環境整備のため、検診車の導入や出前検診など、足立区医師会と協議していく。 

（3）区世論調査「がん検診の受診状況」の質問は継続し、活用を図る。区国民健康保険加入者以外の診療情報を把握することが困

難だが、必要に応じて外部機関との連携を検討していく。 

（4）血液や尿などでがんのリスク判定をする、がんリスクスクリーニング検査は、検査の精度や感度ががんの種類によって異なり、

リスク判定の後、改めてがん検診や精密検査を受ける必要があるなど課題も多くあるため、現時点では区で費用負担することは

考えていない。 

５ 指標・事業評価について 

（1）評価調書では様式の関係上、3 つ指標を記載しているが、他の検診についても、経年での受診状況のデータを活用しながら事

業を実施している。 

（2）区のがん検診は、区国民健康保険加入者以外の方も受診するため、区国民健康保険加入者の治療費と区の受診率を比較して事

業評価をすることは困難であると考える。 

６ 受益者負担の見直しについて 

（1）区の胃がん内視鏡検診の自己負担額 2,000 円は、23 区内の負担金額の上限額であることから、今後の他区の状況などを見な

がら検討していく。 
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法令等 足立区私道防犯灯設置助成要綱

事務事業の活動量･活動結果を測る指標 ※法定業務や管理業務等は、目標値＝見込み、達成率＝執行率に読み替えてください。
指標名／単位 指標の定義(算出根拠) 実績等 31 2 3 4 5

維持管理経費補助灯数 要綱に基づき補助金を交付した灯数 目標値 8,725 8,776 8,838 8,889 8,881
指

目標値＝過去４年間実績の平均
実績値 8,892 8,923 8,892 8,818標

実績値＝年間補助灯数
１

[単位] 灯 達成率 102% 102% 101% 99%

私道防犯灯設置灯数 要綱に基づく助成金を交付した灯数 目標値 600 600 600 600 600
指

目標値＝ＬＥＤ化計画に基づく灯数
実績値 440 387 303 206標

実績値＝年間助成灯数
２

[単位] 灯 達成率 73% 65% 51% 34%

目標値
指

実績値標

３
[単位] 達成率

指標分析(指標の達成度の分析:担当者･係長評価) 投入資源 (千円) 31 2 3 4 5

【指標１】防犯灯の維持管理費補助灯数は、総数８ 総事業費 70,150 70,277 61,137 54,634
８１８灯と減少している。内訳としてＬＥＤ４７１ 事 業 費 55,564 53,595 46,389 40,538 53,703
７灯、その他４１０１灯であり、維持管理費補助予

人 件 費算が削減できた。 総 14,586 16,682 14,748 14,096

【指標２】私道防犯灯設置助成は、調査依頼等１１ 平均給与事 8,709 8,874 8,752 8,297
５件に対して、５６件の申請を受付け、ＬＥＤ灯の 常

人　　数業 1.3 1.7 1.5 1.5設置助成は、２０６灯の助成を行った。実績は、目 勤
標を大きく下回った。 計費 11,322 15,086 13,128 12,446

事業分析(事業実績等の分析:担当者･係長評価) 平均給与内 3,627 3,192 3,240 3,299非

　私道防犯灯設置の申請件数が年々減少している為 人　　数訳 常 0.9 0.5 0.5 0.5
、設置灯数も減少している。設置助成の制度につい 勤 計 3,264 1,596 1,620 1,650
て町会・自治会には、ご理解いただいているが、直

国庫支出金接の設置申請に至っていない。今後も町会・自治会 0 0 0 0 0

の会合や会長宅等に出向きＬＥＤ灯への変更、新設 都 支 出 金 0 0 0 0 0
の要望をしていく。 財

受益者負担金 0 0 0 0 0【SDGsターゲット】11.5 源
その他特定財源 0 0 0 0 0

内
基　　金 0 0 0 0 0

訳
起　　債 0 0 0 0 0

一般財源 70,150 70,277 61,137 54,634 53,703

視点別事務事業評価(担当者･係長評価)
事務事業の実施に対する区民ニーズはあるか？ □ 増大している ■ 変わらずにある □ 減少している □ その他妥

今後も区が実施する事務事業として妥当か？ ■ 妥当である □ 検討を要する当

性 事業の休止･終了による区民生活の影響は大きいか？ ■ 大きい □ 中位 □ 小さい
有 事務事業の上位施策への貢献度は大きいか？ □ 大きい ■ 中位 □ 小さい
効

他の施策に対する具体的な波及効果はあるか？ □ ある ■ 特にはない □ 内部業務(全体波及)性
効 関連・類似事務事業との統合は出来ないか？ ■ 出来ない □ 検討可能
率

民間への外部化（民営化・業務委託等）は可能か？ ■ 困難である □ 検討可能 □ 実施済み性

受益者負担の水準は妥当だと考えられるか？ ■ 妥当である □ 検討を要する □ 負担導入は困難 □ 該当しない公平性

区民等と協働して事業を展開しているか？ □ 協働している ■ 協働は困難である □ 協創の可能性がある協働

事務事業の実施に際し環境に配慮しているか？ □ 配慮している □ 一部配慮している ■ 該当しない環境

総合評価(課長評価) ※効率化を前提として、評価実施年度の方針を決定する。
【今後の方針】 □ 拡　 充 □ 改善・変更 ■ 現状維持 □ 縮　 小 □ 統合による終了 □ 休止・終了
　ＬＥＤ化の進んでいない町会・自治会等に対し、ＬＥＤ灯への器具交換により、日常維持管理の簡略化や電気料金等の軽減につな
がること、特にまちの治安向上につながることを説明し、積極的に働きかけていく。

事務事業名
施 策 名
記 入 所 属
電 話 番 号 E - m a i l

協事 目
働務 的

事 の ・
業 概 内 協

要 容 創

根 拠
法令等

事務事業の活動量･活動結果を測る指標 ※法定業務や管理業務等は、目標値＝見込み、達成率＝執行率に読み替えてください。
指標名／単位 指標の定義(算出根拠) 実績等

目標値
指

実績値標

１ 達成率

目標値
指

実績値標

２ 達成率

目標値
指

実績値標

３ 達成率

指標分析(指標の達成度の分析:担当者･係長評価) 投入資源 (千円)

総事業費

事 業 費

人 件 費総

平均給与事
常

人　　数業
勤

計費

事業分析(事業実績等の分析:担当者･係長評価) 平均給与内 非

人　　数訳 常

勤 計

国庫支出金

都 支 出 金
財

受益者負担金
源

その他特定財源
内

基　　金
訳

起　　債

一般財源

視点別事務事業評価(担当者･係長評価)
事務事業の実施に対する区民ニーズはあるか？ 増大している 変わらずにある 減少している その他妥

今後も区が実施する事務事業として妥当か？ 妥当である 検討を要する当

性 事業の休止･終了による区民生活の影響は大きいか？ 大きい 中位 小さい
有 事務事業の上位施策への貢献度は大きいか？ 大きい 中位 小さい
効

他の施策に対する具体的な波及効果はあるか？ ある 特にはない 内部業務(全体波及)性
効 関連・類似事務事業との統合は出来ないか？ 出来ない 検討可能
率

民間への外部化（民営化・業務委託等）は可能か？ 困難である 検討可能 実施済み性

受益者負担の水準は妥当だと考えられるか？ 妥当である 検討を要する 負担導入は困難 該当しない公平性

区民等と協働して事業を展開しているか？ 協働している 協働は困難である 協創の可能性がある協働

事務事業の実施に際し環境に配慮しているか？ 配慮している 一部配慮している 該当しない環境

総合評価(課長評価) ※効率化を前提として、評価実施年度の方針を決定する。
【今後の方針】 拡　 充 改善・変更 現状維持 縮　 小 統合による終了 休止・終了

足立区　令和５年度事務事業評価調書(令和４年度事業実施分)

事務事業名 20776 防犯灯助成事業
施 策 名 10.2 安全に利用できる道路環境の整備

記 入 所 属 都市建設部・道・道路公園管理課・助成
電 話 番 号 03-3880-5012 E - m a i l douro@city.adachi.tokyo.jp

交通の安全、犯罪の防止を目的として町会・自治会が維持管理する防犯灯の 地域調整課執行委任（常勤0.2人）を含協事 目
維持経費の一部を補助し、区民の安全な生活に寄与する。私道防犯灯を設置 む

働務 的
する者に対し補助金を交付し、私道沿線居住者の生活環境の向上を図る。

事 の ・
維持管理費補助金　　                                               

業 概 内 協
私道防犯灯設置助成            

要 容 創

根 拠 足立区民有防犯灯維持管理補助金交付要綱            
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一一般般事事務務事事業業  行行政政評評価価意意見見  反反映映結結果果報報告告書書  

【担当課／事務事業名】道路公園管理課／防犯灯助成事業 

現状・課題・ 

問 題 点 等 

１ 町会・自治会が維持管理する防犯灯の維持管理経費及び私道に防犯灯を設置する際の設置経費を補助している。 

２ 維持管理経費補助数、私道設置灯数ともに令和 2年度以降減少している。 

３ 私道防犯灯設置助成数の目標値を毎年度 600灯とし、普及・切替を目指しているが、達成率は令和元年度の 73％から年々下がり令和 4

年度は 34％となっている。 

庁内評価意見 

１ 私道防犯灯の LED化について 

（1）平成 30 年度に約 3,500 本存在していた、町会・自治会が管理する蛍光灯等防犯灯の取替工事を毎年 600 灯ずつ行い令和 5 年度末で

LED化を完了させる計画について、現在の進捗状況をあらためて分析し、より実現性の高い LED化計画への見直しを図り、その計画を予

算額に連動させるべきである。 

（2）LED化することの費用面等金銭的なメリットが、町会・自治会に伝わりづらい。具体的な数値を示して明確に打ち出す必要があるので

はないか。また、町会・自治会が一時的に費用を負担しなければならない制度となっており、そのあたりが町会・自治会にとって厳しい

こともあるのではないか。 

２ 私道防犯灯の設置に向けた防犯面からのアプローチについて 

（1）庁内他部が警察情報を参考に自転車盗の発生が多いエリアを選定して対策をするように、申請を待つのみではなく、同じような区側

からの働きかけが必要と考える。町会・自治会の高齢化もあり、より活用してもらえるようにアプローチの仕方を工夫してほしい。 

（2）所轄警察、危機管理部と連携して、防犯の重要性や防犯上リスクがある箇所等を町会・自治会に説明し、理解を深めることで１件で

も多く設置に協力いただける仕組みを検討してほしい。 

区
民
評
価
意
見 

視点別 

評 価 

点検項目 ランク 点検項目 ランク 

事業の必要 Ｂ 事業の周知度 Ｂ- 

事業手法の妥当性 Ｂ- 補助金等の有効性 Ｂ 

受益者負担の適切度 Ｂ 予算計上の妥当性 Ｂ 

その他 

意 見 

１ 事業の必要性について 

（1）防犯灯の維持管理は、区内約 8,800 灯あり、地域の安心安全に寄与しているところが大きいと認識している。犯罪抑止という視点か

らすると非常に有効な事業である。 

２ 私道防犯灯の設置について 

（1）交通の安全、犯罪の抑止を推進するため、特に危険と思われる地区に関しては従来以上に警察、自治会、町会と連携コミュニケー

ションを図り事業推進を行う必要がある。 

（2）防犯上危険と思われる地区に対しては、事業のチラシをポスティングするなどローラー作戦を行ってはどうか。 

（3）警察と協力し（所轄警察署との協働）、今後は区自らが積極的に働きかけるという事業の転換期に来ていると考えられる。町会や自治

会あるいは個人（私道所有者）に設置の働きかけを試みる等の積極性が必要なのではないか。 

（4）現在は設置申請が町会・自治会に限らないとされていることから、区画整理等がなされている地域などで、建売住宅単位で設置申請

ができるとすれば、当該地域の町会等を経由して防犯灯の設置を呼びかけることも検討してはどうか。 

（5）目標未達の原因の一つに、設置に係る費用の自己負担（事前負担）があると考えられる。設置業者への支払契約を助言したり、補助制

度の支給要件（支給時期）の見直し等を再考したりしてほしい。 

（6）私道防犯灯設置灯数の申請件数は過去目標を大きく下回っているため、今後、事業の補助率や周知方法に大きな見直しがない場合は

現在より低い予算計上が妥当と考える。もしくは、設置までいかなかった理由を分析し、設置につながるような改善策を提供していく

べきだと考える。 

３ 防犯灯の LED化の推進について 

（1）ある程度各地域の町自連に的を絞って、私道の設置助成とあわせて LED 化の促進を進めるパンフレットによる広報活動を展開されて

はどうか。 

（2）私道については徐々に LED化が進むとしても UR住宅と JKK住宅敷地内の約 2,200灯はそのまま放置されることが危惧される。区とし

て、地元自治会と連名で、正規の「文書」をもって依頼されてはどうか。 

令和６年度予

算、事業計画の

変更点（部内評

価、庁内評価、区

民評価を踏まえ

て記載） 

１ 私道防犯灯設置助成事業（以下、「設置事業」という。）で助成に至らなかった理由をあらためて分析し、私道の幅や利用戸数が要件に

満たないことが主な理由であることを把握した。また、他区における設置事業の助成要件や助成金の額を踏まえて、令和 6年度当初から

以下のとおり助成要件等の拡充を予定している。 

（1）助成要件や設置基準間隔 

  ア 幅員が 1.2ｍ以上で道路の両端が公道に接している私道 

  イ 幅員が 1.2ｍ以上で、利用戸数が 2戸以上の私道【拡充】 

    （現在は「道路の一端が公道又は 1.8ｍ以上の私道に接していて、利用戸数が 4戸以上かつ幅員が 1.8ｍ以上の私道」） 

  ウ 学校、幼稚園又は保育園等の公共施設に通じていて、区長が適当と認めた私道 

  エ 防犯灯設置の基準間隔は 20ｍ【拡充】 

    （現在は「防犯灯設置の基準間隔は 30ｍ」） 

（2）助成金の額 

  ア 防犯灯設置の助成金は、区長が別に定める標準工事費に相当する額（10分の 10）とする。【拡充】 

    （現在は「区長が別に定める標準工事費の 10分の 9に相当する額」） 

  イ 防犯灯設置のため現に要した工事費用が、アの額に満たないときは、その費用額を助成金の額とする。 

２ 設置事業の推進に向けて、以下の取り組みを行う。 

（1）設置事業の助成に至らなかった相談者に対して、直接、助成要件の拡充をお知らせするとともに、設置の働きかけを行う。 

（2）町会・自治会に対しての情報発信を強化する。特に、以下の町会・自治会に対し、防犯灯の設置、蛍光灯型防犯灯の LED 化に向けた

働きかけを行う。 

  ア 防犯上危険と思われる箇所（路上強盗やひったくりが発生した場所）を区域とする町会・自治会 

  イ 蛍光灯型の防犯灯を多く維持管理している町会・自治会 

（3）防犯上危険と思われる箇所に周知チラシのポスティングを行う。 

（4）建売住宅への入居を確認次第、宅地開発エリアに周知チラシのポスティングを行う。 

（5）あだち広報・SNSによる情報発信を行う。 

（6）警察署や町会・自治会が参加する以下の会合で、警察署と連携して直接働きかけを行う。 

  ア 足立区生活安全推進協議会 

  イ 足立区町会・自治会連合会 防犯部・防火防災部 合同部会 

３ 都市再生機構や東京都住宅政策本部等に対して、敷地内通路に設置された蛍光灯を LED灯に積極的に建て替えるよう、区から要望書を

提出する。 
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は、目標値＝見込み、達成率＝執行率に読み替えてください。
指標名／単位 指標の定義(算出根拠) 実績等 31 2 3 4 5

翌年４月の入園審査件数 ４月一斉入所時の申請者数 目標値 4,334 4,275 3,352 3,352 3,352
指

目標値：見込申請件数
実績値 4,184 3,562 3,566 3,543標

［目標値：過去4年間の実績値伸び率
１

[単位] 件 の平均］ 達成率 97% 83% 106% 106%

保育コンシェルジュ利用延 １年間に保育コンシェルジュを利用し 目標値 3,644 3,314 2,460 2,933 3,938
指

べ人数 た延べ人数
実績値 3,157 2,343 2,793 3,750標

［目標値：前年度実績比5％増］
２

[単位] 人 達成率 87% 71% 114% 128%

保育料滞納世帯個別納付指 園長納付指導件数および口座振替電話 目標値 522 617 450 450 735
指

導等件数 勧奨件数【令和2年度から定義変更】
実績値 362 87 447 735標

［目標値：前年度実績値を勘案した件
３

[単位] 件 数］ 達成率 69% 14% 99% 163%

指標分析(指標の達成度の分析:担当者･係長評価) 投入資源 (千円) 31 2 3 4 5

【指標１】４月入所申請件数は前年度より23件減少 総事業費 290,499 399,940 286,833 298,144
し、3,543件となった。 事 業 費 41,412 145,202 43,154 64,260 72,910
【指標２】利用延べ人数は、前年度に比べ957人増

人 件 費え、事業開始以来最多の3,750人となった。 総 249,087 254,738 243,679 233,884

【指標３】園長指導は対象者１件について３回実施 平均給与事 8,709 8,874 8,752 8,297
した。また、電話による口座振替勧奨は732回実施 常

人　　数業 24.02 24.03 23.03 23.02した。 勤
計費 209,190 213,242 201,559 190,997

事業分析(事業実績等の分析:担当者･係長評価) 平均給与内 3,627 3,192 3,240 3,299非

【指標１】オンライン申請導入により24時間手続き 人　　数訳 常 11 13 13 13
可能になったため利用者の利便性が向上し、オンラ 勤 計 39,897 41,496 42,120 42,887
イン申請の利用が6割を超えた。また、オンライン

国庫支出金データの活用によって事務処理効率が向上した。 1,869 976 1,986 1,576 2,000

【指標２】保育コンシェルジュ事業は、オンライン 都 支 出 金 1,869 4,552 3,854 3,505 2,000
サービス（個別相談、説明会）を拡充させたことに 財

受益者負担金 5,000 5,000 6,182 5,000 5,000より、利用者が自宅からでも気軽に相談できる環境 源
を提供できている。 その他特定財源 0 0 0 0 0
【指標３】口座振替勧奨を大幅に増やし滞納発生の 内

基　　金 0 0 0 0 0
防止を図った。 訳

起　　債 0 0 0 0 0

【SDGsターゲット】4.2，5.5，8.5 一般財源 281,761 389,412 274,811 288,063 63,910

視点別事務事業評価(担当者･係長評価)
事務事業の実施に対する区民ニーズはあるか？ □ 増大している ■ 変わらずにある □ 減少している □ その他妥

今後も区が実施する事務事業として妥当か？ ■ 妥当である □ 検討を要する当

性 事業の休止･終了による区民生活の影響は大きいか？ ■ 大きい □ 中位 □ 小さい
有 事務事業の上位施策への貢献度は大きいか？ ■ 大きい □ 中位 □ 小さい
効

他の施策に対する具体的な波及効果はあるか？ ■ ある □ 特にはない □ 内部業務(全体波及)性
効 関連・類似事務事業との統合は出来ないか？ ■ 出来ない □ 検討可能
率

民間への外部化（民営化・業務委託等）は可能か？ □ 困難である □ 検討可能 ■ 実施済み性

受益者負担の水準は妥当だと考えられるか？ □ 妥当である ■ 検討を要する □ 負担導入は困難 □ 該当しない公平性

区民等と協働して事業を展開しているか？ □ 協働している ■ 協働は困難である □ 協創の可能性がある協働

事務事業の実施に際し環境に配慮しているか？ □ 配慮している □ 一部配慮している ■ 該当しない環境

総合評価(課長評価) ※効率化を前提として、評価実施年度の方針を決定する。
【今後の方針】 □ 拡　 充 ■ 改善・変更 □ 現状維持 □ 縮　 小 □ 統合による終了 □ 休止・終了
【入園事務】オンライン申請の導入で利用者の利便性が大きく向上した。今後もSNS等を駆使し利用を促進する。また、RPAの導入及
び保育施設AI入所選考システムを安定的に稼働させることで更なる業務の効率化を図っていく。【保育コンシェルジュ】区ホームペ
ージやLINE、オンライン説明会等において、積極的に保活に役立つ情報発信を行うとともに、各保護者のニーズに沿った丁寧な相談
ができるよう努めていく。【保育料滞納対策】今後も口座振替を勧奨するとともに、滞納事案の未然防止や特別収納対策課と連携し
た滞納整理を進めていく。

事務事業名
施 策 名
記 入 所 属
電 話 番 号 E - m a i l

協事 目
働務 的

事 の ・
業 概 内 協

要 容 創

根 拠
法令等

事務事業の活動量･活動結果を測る指標 ※法定業務や管理業務等は、目標値＝見込み、達成率＝執行率に読み替えてください。
指標名／単位 指標の定義(算出根拠) 実績等

目標値
指

実績値標

１ 達成率

目標値
指

実績値標

２ 達成率

目標値
指

実績値標

３ 達成率

指標分析(指標の達成度の分析:担当者･係長評価) 投入資源 (千円)

総事業費

事 業 費

人 件 費総

平均給与事
常

人　　数業
勤

計費

事業分析(事業実績等の分析:担当者･係長評価) 平均給与内 非

人　　数訳 常

勤 計

国庫支出金

都 支 出 金
財

受益者負担金
源

その他特定財源
内

基　　金
訳

起　　債

一般財源

視点別事務事業評価(担当者･係長評価)
事務事業の実施に対する区民ニーズはあるか？ 増大している 変わらずにある 減少している その他妥

今後も区が実施する事務事業として妥当か？ 妥当である 検討を要する当

性 事業の休止･終了による区民生活の影響は大きいか？ 大きい 中位 小さい
有 事務事業の上位施策への貢献度は大きいか？ 大きい 中位 小さい
効

他の施策に対する具体的な波及効果はあるか？ ある 特にはない 内部業務(全体波及)性
効 関連・類似事務事業との統合は出来ないか？ 出来ない 検討可能
率

民間への外部化（民営化・業務委託等）は可能か？ 困難である 検討可能 実施済み性

受益者負担の水準は妥当だと考えられるか？ 妥当である 検討を要する 負担導入は困難 該当しない公平性

区民等と協働して事業を展開しているか？ 協働している 協働は困難である 協創の可能性がある協働

事務事業の実施に際し環境に配慮しているか？ 配慮している 一部配慮している 該当しない環境

総合評価(課長評価) ※効率化を前提として、評価実施年度の方針を決定する。
【今後の方針】 拡　 充 改善・変更 現状維持 縮　 小 統合による終了 休止・終了

足立区　令和５年度事務事業評価調書(令和４年度事業実施分)

事務事業名 3791 保育施設利用調整事務
施 策 名 2.2 子育てと仕事の両立支援（待機児童対策と教育・保育の質の向上）

記 入 所 属 子ども家庭部・子ども施設入園課・入園第二係
電 話 番 号 03-3880-5263 E - m a i l kodomo-nyuuen@city.adachi.tokyo.jp

保育を必要とする児童がいる世帯を支援するため、保育施設等の利用調整を 特別収納対策課への執行委任に係る人件協事 目
行う。 費（常勤0.02人）含む。

働務 的
事 の ・

・保育施設等利用調整事務
業 概 内 協

・保育料収納事務
要 容 創

根 拠 子ども・子育て支援法　児童福祉法第２４条　足立区における保育の利用等に関する条例　足立区特定教育・保育施設、特
法令等 定地域型保育事業等の利用者負担に関する条例等

事務事業の活動量･活動結果を測る指標 ※法定業務や管理業務等
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一一般般事事務務事事業業  行行政政評評価価意意見見  反反映映結結果果報報告告書書  

【担当課／事務事業名】子ども施設入園課／保育施設利用調整事務 

現状・課題・ 

問 題 点 等 

１ 東京都認証保育所を除き、認可保育所、区立認定こども園、小規模保育、家庭的保育（保育ママ）、私立認定こども園の入所や退所、転

園等に係る事務と認可保育所、区立認定こども園、区立認可外保育施設の保育料の収入等及び滞納整理に係る事務を行う。 

２ 入所申請に係るオンライン申請率が着実に増加しているが、周知活動を継続して行い、申請率を伸ばしたい。 

３ 保育コンシェルジュは対面相談を中心に事業を展開してきたが、新型コロナウイルス感染症の拡大により利用者が大幅に減少した。そ

のため、コロナ禍においても安心して相談ができる利用方法としてオンラインの相談を開始。令和 4 年度の利用延べ人数は、前年度と比

較して 34.3％増加し、事業開始以来最多の 3,750 人となった。 

４ 保育料の滞納対策は、口座振替を勧奨するなど未然に未納を防ぐ方法や園長による納付指導等、様々に取り組んできた。その成果とし

て、令和 4 年度の現年分（4 年度分）の収納率は 99.24％と高水準での推移を維持している。 

庁内評価意見 

１ 入園調整等業務の DX 化について 

（1）事務作業全体の DX 化に向け、計画的に取り組むとともに、DX の効果（区民サービスの向上、事務作業の効率化等）を広く庁内で共有

し、DX の普及啓発を推進してほしい。 

（2）入所選考等がシステム化されたことは職員の働き方に大きく寄与するところだが、選考のノウハウについては確実に引き継いでいく

事が必須である。システムトラブル等があった場合、考え方が分からないことで十分な対応が出来なくなることを危惧する。事務手順

や手計算の知識・技能の継承を着実に進めてほしい。また、DX 化により生まれた時間を活用し、ぜひ事務ミス防止につながる研修等を

実施してほしい。 

（3）DX を推進するなかで、業務量減少に伴う職員（正規、会計年度）削減についても視野に入れた検討を開始してほしい。 

２ 保育コンシェルジュについて 

（1）保育コンシェルジュの満足度は長期従事者のノウハウがあってこその面もあるため、可能な部分はマニュアル化等を図り、ノウハウ

を継承していく必要がある。 

３ 保育料の滞納対策について 

（1）滞納整理については、不公平感の是正の観点も踏まえ、庁内連携を図りながら、継続した取り組みが重要である。 

区
民
評
価
意
見 

視点別 

評 価 

点検項目 ランク 点検項目 ランク 

事業の必要 Ｂ+ 事業の周知度 Ｂ+ 

事業手法の妥当性 Ｂ+ 補助金等の有効性 － 

受益者負担の適切度 － 予算計上の妥当性 Ｂ 

その他 

意 見 

１ DX の推進について 

（1）AI システム等の導入などにより事務軽減につながったことは評価でき、導入した価値はある。また、使い勝手はあるものの、入所申

請者は若い世代なので、紙媒体ではなくオンライン申請システムを導入し、現に 70.8％の希望者が利用した実績があるということは、

充分に評価できる。 

（2）オンラインによる 24 時間利用可能な窓口対応など、DX 推進に試行錯誤されていることは敬服する。 

（3）周知チラシ「保育園は、スマホから」については至急改善が必要である。チラシ内の QR コードから誘導するランディングページの表

示内容、また、同サービスを説明するホームページにチラシとまったく同じ内容（チラシの表面、裏面）の画像が貼られている部分など

は、スマホや PC からの誘導で離脱を高めてしまう仕様となっているため、改善を願いたい。 

（4）利用者意見を汲み上げられるシステム（スマホ上のアンケートなど）も考えに入れ、内容の充実とあわせて、利便性（使い良さ）を高

める工夫を考慮されてはと考える。 

（5）入園申請では令和 5 年度よりマイナンバーを活用した税情報の活用を予定しており、既に国の定める法令に従い関連の手続きも終え

ているとのことだが、この運用にあたっては入園申請を希望される区民一人一人に適切な説明を行い、本人同意を得た上で正しく運用

をしてほしい。 

２ 保育コンシェルジュについて 

（1）保育コンシェルジュは、入所希望者にとっては心強い存在であり、子育てや保育園入所の相談窓口として利用者満足度も高い。今後

もさらなる質の向上を図っていく必要がある。 

３ その他事業全般について 

（1）利用者へのアンケートは、結果が高評価となるセグメントだけでなく、もっと様々なステイタスの区民で様々なタッチポイントの利

用者を対象として実施すべきである。 

（2）入園審査数が減少傾向にあり、待機児童もゼロに近い状況の中で、「保育施設利用調整事務」という事務事業名称が時代を反映してい

ないように感じた。子育て支援が政治課題として取り出されている中で、保育コンシェルジュが業務の拡大や予算の 2 割近くを増額し

ていることからすると、実態を反映したより分かりやすい事務事業名称に変更されてはと考える。 

（3）滞納事務について、中学校・高校の授業料免除などの施策が進行していることからすると、「保育料の貸付制度」の創設や「貸し倒れ

金の補填制度（プール金又は都の支援等）」などにより「保育料滞納事務」の方向転換も考えられてはどうか。 

令和６年度予

算、事業計画の

変更点（部内評

価、庁内評価、区

民評価を踏まえ

て記載） 

１ DX の推進について 

（1）子ども施設入園課における DX の効果は常に ICT 戦略推進担当課と共有しており、ICT 戦略推進担当課が主導となって庁内の普及啓発

を行っている。子ども施設入園課に相談があった場合、ノウハウを積極的に伝えている。 

（2）入園選考の知識・技能の継承について、選考に関する事務手順はマニュアル等を作成し、適宜、係内で情報共有を図っている。また、

DX により新たに発生した業務に加えて、従来から行っている業務についてもミスの可能性が減るような運用や確認方法の修正を適

宜行っている。さらに、R5 年度より導入開始した UI 拡張技術について、R6 年度はよりミス防止に寄与する拡充を行っていく。 

（3）職員の削減について、DX 実施前の R3 年度と比較して、R5 年度は実質常勤職員 2 名、派遣職員 4 名の削減を実現した。 

（4）チラシ「保育園は、スマホから」に関して、区公式ホームページ上の広告としてのチラシ（表・裏面）をポスターデザイン（表面の

み）に差し替えた。区公式ホームページには元々オンライン申請への直リンクを貼っていたが、区公式 X（旧 Twitter）や LINE で周知

する際にも、オンライン申請の直リンクを貼り付けて誘導するよう改善した。なお、紙媒体の二次元コードは、報道広報課より直リン

クを貼らないようルール化されている。また、オンライン申請システムよりも申込案内への誘導を優先している。 

（5）オンライン申請システム上のアンケートについて、ICT 戦略推進担当課と実装可能性を含めた協議を R5 年度内に行う。 

（6）現在の利用者アンケートは第 2期足立区子ども・子育て支援事業計画（R2～R6 年度）の成果指標となっていることから、R7 年度に向

けてアンケート方法の見直しを図る。 

（7）マイナンバー情報連携の運用は、申込案内や申請書等を用いて適切に説明を行い、本人同意を得た上で R5 年 11 月から実施している。 

２ 保育コンシェルジュについて 

（1）保育コンシェルジュのノウハウ継承のため､令和 5 年 10 月に新規採用職員･派遣職員用の研修マニュアルを作成した｡ 

（2）保育コンシェルジュの質の向上のため、幼稚園やベビーシッター、一時預かりの情報などを常に最新情報にアップデートし、引き続

き、様々な預け先の相談に対応していく。 

３ その他事業全般について 

（1）待機児童は解消したものの一次不承諾が多いことや年度途中の待機児童などの課題があり、当事業に対する区民のニーズは依然とし

て高いため、現在のところ事務事業の名称変更は考えていない。 

（2）保育料滞納対策としては､親子支援課と連携し児童手当から現年度滞納分の特別徴収を実施するとともに､過年度滞納分を訪問徴収す

ることで滞納者が減少した。R5 年 8 月から 10 万円を超える滞納世帯は特別収納対策課に移管し滞納整理を進めている。また、納付案内

センターによる口座振替勧奨や納付案内に加え､R6 年度より SMS を利用した口座振替勧奨を実施する予定である。 

（3）保育料滞納事務について、収納率 99.24％と現行の取組みが功を奏しているため、現在のところ貸付制度等は検討していない。 
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り合い、区政への理解を深め合う（区政を語り合う会） ター
根 拠 区民相談業務実施要綱
法令等

事務事業の活動量･活動結果を測る指標 ※法定業務や管理業務等は、目標値＝見込み、達成率＝執行率に読み替えてください。
指標名／単位 指標の定義(算出根拠) 実績等 31 2 3 4 5

一般相談の受付件数 年間相談件数 目標値 10,500 10,500 10,500 10,500 10,500
指

（電話、面接相談・予約不 目標値＝相談受付の目標件数
実績値 10,369 8,671 9,369 9,255標

要） 実績値＝実際に相談した件数
１

[単位] 件 達成率 99% 83% 89% 88%

専門相談の受付件数 年間相談件数 目標値 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000
指

（電話（令和２年度から） 目標値＝相談受付の目標件数（最大予
実績値 2,874 2,767 2,929 2,936標

、面接相談・予約制） 約可能数×0.85）
２

[単位] 件 実績値＝実際に相談した件数 達成率 96% 92% 98% 98%

利用者満足度調査 受付員・相談員の態度や助言等への満 目標値 95 95 95 95 95
指

（相談終了後に相談者にア 足度などの調査項目3項目の平均満足
実績値 93 92 92 93標

ンケート調査を実施。） 度。目標値＝平均予測値
３

[単位] ％ 実績値＝平均実績値 達成率 98% 97% 97% 98%

指標分析(指標の達成度の分析:担当者･係長評価) 投入資源 (千円) 31 2 3 4 5

【指標1】予約不要の「一般相談」件数は、昨年度 総事業費 42,869 42,658 43,442 44,270
に比べ114件減少したものの、目標の88％と前年度 事 業 費 23,279 24,208 24,970 26,076 26,143
並みを維持。【指標2】専門相談は面接・電話・オ

人 件 費ンライン相談をニーズに合わせて選択できる体制の 総 19,590 18,450 18,472 18,194

継続等により7件増加した。【指標3】きめ細やかな 平均給与事 8,709 8,874 8,752 8,297
相談運営を継続し、93％と高い満足度を維持してい 常

人　　数業 1 1 1 1る。回答数は令和2年度794件、令和3年度846件、そ 勤
して令和4年度1442件まで増加した。 計費 8,709 8,874 8,752 8,297

事業分析(事業実績等の分析:担当者･係長評価) 平均給与内 3,627 3,192 3,240 3,299非

「一般相談」事業は、区民が抱える様々な悩みや疑 人　　数訳 常 3 3 3 3
問に、予約不要かつ無料で行政書士や区相談員に相 勤 計 10,881 9,576 9,720 9,897
談が可能であり、丁寧な対応を心がけることで区民

国庫支出金へ安心感を与えることができた。「専門相談」事業 0 0 0 0 0

においては、法律相談の休日相談やオンライン相談 都 支 出 金 0 0 0 0 0
の実施により、相談数も増加傾向にあり、利用者の 財

受益者負担金 0 0 0 0 0利便性を高めることができた。 源
【貢献度】多種多様な相談に対し専門的な知見から その他特定財源 0 0 0 0 0
助言等を行うことで、質の高い区民サービス提供を 内

基　　金 0 0 0 0 0
行っており、貢献度は高い。 訳

起　　債【SDGsﾀｰｹﾞｯﾄ】16.6 0 0 0 0 0

一般財源 42,869 42,658 43,442 44,270 26,143

視点別事務事業評価(担当者･係長評価)
事務事業の実施に対する区民ニーズはあるか？ □ 増大している ■ 変わらずにある □ 減少している □ その他妥

今後も区が実施する事務事業として妥当か？ ■ 妥当である □ 検討を要する当

性 事業の休止･終了による区民生活の影響は大きいか？ ■ 大きい □ 中位 □ 小さい
有 事務事業の上位施策への貢献度は大きいか？ ■ 大きい □ 中位 □ 小さい
効

他の施策に対する具体的な波及効果はあるか？ □ ある □ 特にはない ■ 内部業務(全体波及)性
効 関連・類似事務事業との統合は出来ないか？ ■ 出来ない □ 検討可能
率

民間への外部化（民営化・業務委託等）は可能か？ □ 困難である □ 検討可能 ■ 実施済み性

受益者負担の水準は妥当だと考えられるか？ ■ 妥当である □ 検討を要する □ 負担導入は困難 □ 該当しない公平性

区民等と協働して事業を展開しているか？ ■ 協働している □ 協働は困難である □ 協創の可能性がある協働

事務事業の実施に際し環境に配慮しているか？ ■ 配慮している □ 一部配慮している □ 該当しない環境

総合評価(課長評価) ※効率化を前提として、評価実施年度の方針を決定する。
【今後の方針】 □ 拡　 充 □ 改善・変更 ■ 現状維持 □ 縮　 小 □ 統合による終了 □ 休止・終了
区民相談室に寄せられる相談は、日常生活の悩みごとや高齢者の身の上相談、法的な解釈を必要とするものなど多岐に渡り、近年複
数の問題を抱える相談者が多い。支援や解決に必要な部署や関係機関が複数に渡るので、担当部署や機関を見極め、必要な手続きや
支援を速やかに提示することが求められる。そのためにも各士業の「電話相談」や「相談会」の利用、弁護士による「法律相談」に
オンライン相談を導入する等、利用者の相談のニーズに合わせ電話・対面・オンライン相談を選択できるように相談体制を整備し、
利便性の高い相談環境を継続していく。また、今後の庁舎北館改修に対応し、更なる相談環境の整備と充実を検討していく。

事務事業名
施 策 名
記 入 所 属
電 話 番 号 E - m a i l

協事 目
働務 的

事 の ・
業 概 内 協

要 容 創

根 拠
法令等

事務事業の活動量･活動結果を測る指標 ※法定業務や管理業務等は、目標値＝見込み、達成率＝執行率に読み替えてください。
指標名／単位 指標の定義(算出根拠) 実績等

目標値
指

実績値標

１ 達成率

目標値
指

実績値標

２ 達成率

目標値
指

実績値標

３ 達成率

指標分析(指標の達成度の分析:担当者･係長評価) 投入資源 (千円)

総事業費

事 業 費

人 件 費総

平均給与事
常

人　　数業
勤

計費

事業分析(事業実績等の分析:担当者･係長評価) 平均給与内 非

人　　数訳 常

勤 計

国庫支出金

都 支 出 金
財

受益者負担金
源

その他特定財源
内

基　　金
訳

起　　債

一般財源

視点別事務事業評価(担当者･係長評価)
事務事業の実施に対する区民ニーズはあるか？ 増大している 変わらずにある 減少している その他妥

今後も区が実施する事務事業として妥当か？ 妥当である 検討を要する当

性 事業の休止･終了による区民生活の影響は大きいか？ 大きい 中位 小さい
有 事務事業の上位施策への貢献度は大きいか？ 大きい 中位 小さい
効

他の施策に対する具体的な波及効果はあるか？ ある 特にはない 内部業務(全体波及)性
効 関連・類似事務事業との統合は出来ないか？ 出来ない 検討可能
率

民間への外部化（民営化・業務委託等）は可能か？ 困難である 検討可能 実施済み性

受益者負担の水準は妥当だと考えられるか？ 妥当である 検討を要する 負担導入は困難 該当しない公平性

区民等と協働して事業を展開しているか？ 協働している 協働は困難である 協創の可能性がある協働

事務事業の実施に際し環境に配慮しているか？ 配慮している 一部配慮している 該当しない環境

総合評価(課長評価) ※効率化を前提として、評価実施年度の方針を決定する。
【今後の方針】 拡　 充 改善・変更 現状維持 縮　 小 統合による終了 休止・終了

足立区　令和５年度事務事業評価調書(令和４年度事業実施分)

事務事業名 3447 区民相談運営事業
施 策 名 14.1 効果的かつ効率的な区政運営の推進

記 入 所 属 政策経営部・区民の声相談課・相談係
電 話 番 号 03-3880-5359 E - m a i l kocho@city.adachi.tokyo.jp

社会構造の変化により、日常生活で生じる疑問や悩みごとが多岐にわたって 【協働】区内士業団体等と協働し相談事協事 目
いる。これらの問題に対する解決の方向性やアドバイスのための各種相談事 業を実施

働務 的
業を実施する。 【庁内協働】多文化共生係、消費者セン

事 の ・
区相談員による一般相談、交通事故相談。専門相談員による相談（法律、税 ター、多様性社会推進課、こころといの

業 概 内 協
務、人権身の上、行政、不動産、社会保険・労務、暮らしと事業、登記）。 ちの支援係、くらしとしごとの相談セン

要 容 創区民と区長が語
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一一般般事事務務事事業業  行行政政評評価価意意見見  反反映映結結果果報報告告書書  

【担当課／事務事業名】区民の声相談課／区民相談運営事業 

現状・課題・ 

問 題 点 等 

１ 区の相談員による一般相談と専門家による法律・相続・税務・不動産などの専門相談を合

わせて年間 10,000件以上の相談対応を行っており、利用者アンケートでの満足度も高い。 

２ 複雑・多様化する相談内容に対応するため、必要に応じて関係各所と連携を取りながら、

丁寧な対応が求められる。 

３ 苦情処理や紛争対応が必要になった際の取り扱いについて、各士業団体との協定等に規定

する必要がある。 

庁内評価意見 

１ 相談対応体制の充実と見直しについて 

（1）一般相談では対応が困難なケースやトラブルにつながるケースもあるかと思うが、士業団

体との協定見直し等により、相談員が安心して対応できる仕組みづくりが必要ではないか。 

（2）今後、より複雑で困難性が高い相談が寄せられる可能性が高いため、専門相談を今よりも

充実させてほしい。 

（3）一般相談から専門相談へつなげるケースが増加しているとすると、人員配置等の見直しや

委託内容の見直しも必要となってくるのではないか。 

 

２ 利用者アンケートについて 

（1）利用者アンケートの回答から相談者の満足度が高い点は評価できるものの、アンケート回

答率は、相談者全体の約 1割である。アンケート未回答者の声を聞き取るための、さらなる

工夫が必要ではないか。 

令和６年度予

算、事業計画の

変更点（部内評

価、庁内評価を

踏まえて記載） 

１ 相談対応体制の充実と見直しについて 

（1）相談員が安心して対応できる仕組みづくりについて 

   ア  対応が困難なケースやトラブルにつながるケースについては、区（区民の声相談課）が

適時適切にフォローする等対応しており、トラブルを回避、解決に導いている。 

   イ 相談内容等に関する苦情については、各士業団体が窓口となって対応しており、相談員

が安心して相談を受ける体制はすでに出来ていると考えているが、令和 6年度中に、各専

門士業団体と連携しながら協定書等を見直すとともに、必要な点があれば改善していく。 

（2）専門相談の充実、人員配置等や委託内容の見直しについて 

   ア 複雑な相談と思われる場合には、まずは一般相談を行い、質問や相談内容等を整理した

うえで、適切な専門相談につなぐようにしている。 

   イ 現在、予約がすぐに埋まってしまっている税務相談について、東京税理士会の足立支部、

西新井支部に依頼し、令和 6年度から回数を増やして実施していく（令和 6年度当初予算

案計上額 374千円、前年度比 132千円増を予定）。 

 

２ 利用者アンケートについて 

（1）アンケート用紙にQRコードを記載し、自宅でもオンライン申請で回答できるように変更し

た。 

（2）電話相談の利用者を除いた実数の回答割合を出し、増加させるよう取り組んでいく。 
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0% 100% 100%

庁有車の延稼動日数 集中管理している庁有車の平日稼働率 目標値 12,324 12,453 12,584 12,740 12,688
指

　目標値＝保有台数×令和５年度平日
実績値 11,314 10,247 10,534 10,557標

数244日（令和４年度245日）
２

[単位] 日 　実績値＝保有台数の稼動日合計数 達成率 92% 82% 84% 83%

目標値
指

実績値標

３
[単位] 達成率

指標分析(指標の達成度の分析:担当者･係長評価) 投入資源 (千円) 31 2 3 4 5

【指標１】集中管理車両は利用状況に応じた保有台 総事業費 78,579 69,090 70,225 68,535
数となっている。 事 業 費 57,534 50,640 48,513 47,042 61,068
【指標２】運転手付車両（6台）1,284日、一般貸出

人 件 費車両（14台）3,263日、期間配車車両（32台）6,010 総 21,045 18,450 21,712 21,493

日となり、全車両の稼働日数は前年と比べ横ばいで 平均給与事 8,709 8,874 8,752 8,297
あった。理由としてコロナ禍で業務での外出が、前 常

人　　数業 2 1 1 1年に引き続いて控えられたためと考えられる。 勤
計費 17,418 8,874 8,752 8,297

事業分析(事業実績等の分析:担当者･係長評価) 平均給与内 3,627 3,192 3,240 3,299非

車両の貸出時に運転者に対しての安全運転指導と定 人　　数訳 常 1 3 4 4
期的な車両整備により、重大な事故無く運行するこ 勤 計 3,627 9,576 12,960 13,196
とができた。今後はコロナ禍の終了に伴い、稼働日

国庫支出金数の増加が見込まれる。一般車両と運転付き車両ご 0 0 0 0 0

とに稼働状況を随時確認し、90％以上の稼働率とな 都 支 出 金 0 0 0 0 0
るよう非稼働時間を減らし、より効率的な運用方法 財

受益者負担金 0 0 0 0 0を検討する。 源
【SDGsターゲット】16.6 その他特定財源 0 0 0 0 0

内
基　　金 0 0 0 0 0

訳
起　　債 0 0 0 0 0

一般財源 78,579 69,090 70,225 68,535 61,068

視点別事務事業評価(担当者･係長評価)
事務事業の実施に対する区民ニーズはあるか？ □ 増大している □ 変わらずにある □ 減少している ■ その他妥

今後も区が実施する事務事業として妥当か？ □ 妥当である ■ 検討を要する当

性 事業の休止･終了による区民生活の影響は大きいか？ □ 大きい ■ 中位 □ 小さい
有 事務事業の上位施策への貢献度は大きいか？ □ 大きい ■ 中位 □ 小さい
効

他の施策に対する具体的な波及効果はあるか？ □ ある □ 特にはない ■ 内部業務(全体波及)性
効 関連・類似事務事業との統合は出来ないか？ ■ 出来ない □ 検討可能
率

民間への外部化（民営化・業務委託等）は可能か？ □ 困難である □ 検討可能 ■ 実施済み性

受益者負担の水準は妥当だと考えられるか？ □ 妥当である □ 検討を要する □ 負担導入は困難 ■ 該当しない公平性

区民等と協働して事業を展開しているか？ □ 協働している ■ 協働は困難である □ 協創の可能性がある協働

事務事業の実施に際し環境に配慮しているか？ ■ 配慮している □ 一部配慮している □ 該当しない環境

総合評価(課長評価) ※効率化を前提として、評価実施年度の方針を決定する。
【今後の方針】 □ 拡　 充 ■ 改善・変更 □ 現状維持 □ 縮　 小 □ 統合による終了 □ 休止・終了
安全運転管理者として、運転する区職員への声かけ等を実施し、事故や違反のない安全運転教育を実践していく。
リースの更新時には、区の環境政策の動向に併せて電気自動車等の環境に配慮した車両を選定していく。またコロナ禍後の稼働状況
を確認し、所有台数を含めて運用の見直しを進めていく。

事務事業名
施 策 名
記 入 所 属
電 話 番 号 E - m a i l

協事 目
働務 的

事 の ・
業 概 内 協

要 容 創

根 拠
法令等

事務事業の活動量･活動結果を測る指標 ※法定業務や管理業務等は、目標値＝見込み、達成率＝執行率に読み替えてください。
指標名／単位 指標の定義(算出根拠) 実績等

目標値
指

実績値標

１ 達成率

目標値
指

実績値標

２ 達成率

目標値
指

実績値標

３ 達成率

指標分析(指標の達成度の分析:担当者･係長評価) 投入資源 (千円)

総事業費

事 業 費

人 件 費総

平均給与事
常

人　　数業
勤

計費

事業分析(事業実績等の分析:担当者･係長評価) 平均給与内 非

人　　数訳 常

勤 計

国庫支出金

都 支 出 金
財

受益者負担金
源

その他特定財源
内

基　　金
訳

起　　債

一般財源

視点別事務事業評価(担当者･係長評価)
事務事業の実施に対する区民ニーズはあるか？ 増大している 変わらずにある 減少している その他妥

今後も区が実施する事務事業として妥当か？ 妥当である 検討を要する当

性 事業の休止･終了による区民生活の影響は大きいか？ 大きい 中位 小さい
有 事務事業の上位施策への貢献度は大きいか？ 大きい 中位 小さい
効

他の施策に対する具体的な波及効果はあるか？ ある 特にはない 内部業務(全体波及)性
効 関連・類似事務事業との統合は出来ないか？ 出来ない 検討可能
率

民間への外部化（民営化・業務委託等）は可能か？ 困難である 検討可能 実施済み性

受益者負担の水準は妥当だと考えられるか？ 妥当である 検討を要する 負担導入は困難 該当しない公平性

区民等と協働して事業を展開しているか？ 協働している 協働は困難である 協創の可能性がある協働

事務事業の実施に際し環境に配慮しているか？ 配慮している 一部配慮している 該当しない環境

総合評価(課長評価) ※効率化を前提として、評価実施年度の方針を決定する。
【今後の方針】 拡　 充 改善・変更 現状維持 縮　 小 統合による終了 休止・終了

足立区　令和５年度事務事業評価調書(令和４年度事業実施分)

事務事業名 3467 車両管理事務
施 策 名 14.1 効果的かつ効率的な区政運営の推進

記 入 所 属 総務部・総務課・車両計画
電 話 番 号 03-3880-5823 E - m a i l soumu@city.adachi.tokyo.jp

庁有車を集中管理し、運行効率を高めて、経費の削減を図る。 協事 目
働務 的

事 の ・
集中管理車両の管理及び配車に関すること。

業 概 内 協
要 容 創

根 拠 地方自治法　道路交通法施行規則
法令等

事務事業の活動量･活動結果を測る指標 ※法定業務や管理業務等は、目標値＝見込み、達成率＝執行率に読み替えてください。
指標名／単位 指標の定義(算出根拠) 実績等 31 2 3 4 5

庁有車の保有台数 集中管理している庁有車の保有台数 目標値 52 52 52 52 52
指

　目標値＝目標保有台数
実績値 52 52 52 52標

　実績値＝年度末保有台数
１

[単位] 台 達成率 100% 10
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一一般般事事務務事事業業  行行政政評評価価意意見見  反反映映結結果果報報告告書書  

【担当課／事務事業名】総務課／車両管理事務 

現状・課題・ 

問 題 点 等 

１ 車両事故による修繕費や燃料費高騰などにより、車両にかかる経費が増加している。 

２ 継続的に期間配車を使用している所管があるが、経費負担は総務部のため、所属で所有か

つ経費負担している公用車と取り扱いに差が生じている。 

３ 環境部策定の「脱炭素ロードマップ」に、2030年度までに乗用車両を原則電気自動車等に

移行することが盛り込まれている。 

４ 現行販売の電気自動車では、高さ制限により機械式駐車場に入らず、また十分な充電設備

も必要となる。 

庁内評価意見 

１ 運転者のマナー啓発とサポートについて 

（1）稼働率向上と車両事故減のため、公用車利用ルールの明確化と合わせて、帰庁後の速やか

な返却や無事故無違反等、利用者マナーの向上の取組みが必要と考える。 

（2）現状のままでは運転する職員がいなくなることも懸念されるため、費用面での課題はある

が、運転支援機能の導入も検討が必要ではないか。 

 

２ 効率的な運用のための環境整備について 

（1）期間配車の稼働率がわかりづらい点については、利用状況をリアルタイムで把握する仕組

み（既存予約システムに反映等）の検討も必要ではないか。 

（2）運転手付車両、一般車両、期間配車それぞれの稼働率等を分析し、最も費用対効果が高い

形へシフトさせていくための検討を行う必要がある。 

 

３ 全庁的に行うべき今後の検討課題について 

（1）脱炭素ロードマップに基づく電気自動車等の導入については、全庁を挙げた計画を策定す

る必要があると思われる。また、電気・PHV・FCVそれぞれの導入経費、ランニングコストを

よく精査のうえ、価格面でも適切なタイミングも見定めてほしい。 

（2）地下機械式駐車場の撤去、適正な庁有車両の保有台数、環境配慮車両の導入について、中

長期的な検討が必要ではないか。 

令和６年度予

算、事業計画の

変更点（部内評

価、庁内評価を

踏まえて記載） 

１ 運転者のマナー啓発とサポートについて 

（1）コロナ禍明けの令和 5年度の貸出車両の利用状況等を踏まえて、令和 6年度中に公用車利

用ルールの明確化を進める。また、利用者マナー向上のため、職員用掲示板に公用車運転時

のマナーについて掲載した。今後もこのような取り組みを継続していく。 

（2）運転する職員の減少が見込まれる対応として、有効な運転支援機能について令和 6年度中

に検討し、令和 7年度以降のリース替え車両に導入を進めて行く。 

 

２ 効率的な運用のための環境整備について 

（1）期間配車の利用状況をリアルタイムで予約に反映することは、現行予約システムでは難し

いため、運転日誌から月ごとの稼働日数・稼働時間を把握していく。 

（2）期間配車の利用状況と合わせて、コロナ禍明けの令和 5年度の運転手付車両、一般車両の

稼働率を把握して効率的な運用について令和 6年度中に検討し、令和 7年度から運用に反映

していく。 

 

３ 全庁的に行うべき今後の検討課題について 

（1）脱炭素ロードマップに基づく電気自動車等の導入計画については、令和 6年度中に計画の

策定に向けて所管課と協議を進める。協議の中で、充電設備の設置状況及び自動車メーカー

における電気・PHV・FCV の発売状況や価格、ランニングコストを踏まえた適切な導入時期を検

討する。 
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えてください。
指標名／単位 指標の定義(算出根拠) 実績等 31 2 3 4 5

マイナンバーカードの対人 対人口当たりのカード交付枚数 目標値 15.75 31.28 49.2 75 80
指

口あたり普及率 目標値＝R6年度末100％に向けた数値
実績値 18.49 27.54 41.44 60.81標

（R4年度までは円滑化計画目標率）
１

[単位] ％ 実績値＝交付枚数／住民票登録人口 達成率 117% 88% 84% 81%

マイナンバーカード到着か 区へのカード納品から、申請者へ案内 目標値 10 10 10 10 10
指

ら交付案内までの期間/日 を発送するまでに要した平均日数
実績値 9 11 14 11標

数 目標値＝交付前処理必要最低日数
２

[単位] 日 実績値＝上記の平均処理日数 達成率 111% 91% 71% 91%

マイナンバーカード交付窓 カード交付予約者が来所窓口で受付を 目標値 20 20 20 15 15
指

口での交付一件あたり所要 してから、交付されるまでの平均時間
実績値 20 20 15 15標

時間 目標値＝交付処理必要最低時間
３

[単位] 分 実績値＝上記の平均処理時間 達成率 100% 100% 133% 100%

指標分析(指標の達成度の分析:担当者･係長評価) 投入資源 (千円) 31 2 3 4 5

指標1　交付枚数は昨年度比1.38倍の132,725件とな 総事業費 247,517 565,521 605,246 678,245
った。申請率は75％に達したが、マイナポイント第 事 業 費 187,292 434,265 466,558 513,097 528,983
2弾の本格実施が6月末からだったこと、12～2月に

人 件 費申請が集中し交付が翌年度にずれ込んだことから今 総 60,225 131,256 138,688 165,148

年度の交付数が伸び悩んだ。 平均給与事 8,709 8,874 8,752 8,297
指標2　申請が一時期に集中したことにより、送付 常

人　　数業 4 4 4 4までに日数を要した。 勤
指標3　目標を達成している。 計費 34,836 35,496 35,008 33,188

事業分析(事業実績等の分析:担当者･係長評価) 平均給与内 3,627 3,192 3,240 3,299非

R4年度から民間委託の範囲を拡大し、交付案内の発 人　　数訳 常 7 30 32 40
送にかかる期間を大幅に改善した。他にも交付会場 勤 計 25,389 95,760 103,680 131,960
の受付業務を委託に移行するなど、区職員の役割を

国庫支出金交付業務に集中することで、新たな交付会場の設置 146,183 470,869 563,990 620,280 528,634

や休日交付の拡大を実施し、１か月の交付件数を最 都 支 出 金 0 0 0 0 0
大21,000件まで拡大することができた。 財

受益者負担金 2,009 1,303 402 0 0交付円滑化計画の目標値には届かなかったが、平成 源
28年以降最大の枚数を交付することができた。 その他特定財源 0 0 0 0 0
【貢献度】デジタル社会のパスポートとなるマイナ 内

基　　金 0 0 0 0 0
ンバーカードは施策に大きく貢献している。 訳

起　　債【ＳＤＧｓターゲット】16.9,8.10,3.8 0 0 0 0 0

一般財源 99,325 93,349 40,854 57,965 349

視点別事務事業評価(担当者･係長評価)
事務事業の実施に対する区民ニーズはあるか？ ■ 増大している □ 変わらずにある □ 減少している □ その他妥

今後も区が実施する事務事業として妥当か？ ■ 妥当である □ 検討を要する当

性 事業の休止･終了による区民生活の影響は大きいか？ ■ 大きい □ 中位 □ 小さい
有 事務事業の上位施策への貢献度は大きいか？ ■ 大きい □ 中位 □ 小さい
効

他の施策に対する具体的な波及効果はあるか？ ■ ある □ 特にはない □ 内部業務(全体波及)性
効 関連・類似事務事業との統合は出来ないか？ □ 出来ない ■ 検討可能
率

民間への外部化（民営化・業務委託等）は可能か？ □ 困難である ■ 検討可能 □ 実施済み性

受益者負担の水準は妥当だと考えられるか？ ■ 妥当である □ 検討を要する □ 負担導入は困難 □ 該当しない公平性

区民等と協働して事業を展開しているか？ □ 協働している ■ 協働は困難である □ 協創の可能性がある協働

事務事業の実施に際し環境に配慮しているか？ □ 配慮している □ 一部配慮している ■ 該当しない環境

総合評価(課長評価) ※効率化を前提として、評価実施年度の方針を決定する。
【今後の方針】 ■ 拡　 充 □ 改善・変更 □ 現状維持 □ 縮　 小 □ 統合による終了 □ 休止・終了
マイナンバーカードは国が目指すデジタル社会におけるパスポートとなるものである。令和5年5月からのスマートフォン搭載や令和
6年秋に原則廃止される健康保険証機能の本格実施が控えるほか、運転免許証との一体化や民間サービスの拡充など着実に利便性が
向上しており、区民生活に欠かせないものとなることが見込まれる。今後も引き続き区内郵便局での申請サポートや高齢者等への出
張申請受付などマイナンバーカードの交付普及に努めていく。

事務事業名
施 策 名
記 入 所 属
電 話 番 号 E - m a i l

協事 目
働務 的

事 の ・
業 概 内 協

要 容 創

根 拠
法令等

事務事業の活動量･活動結果を測る指標 ※法定業務や管理業務等は、目標値＝見込み、達成率＝執行率に読み替えてください。
指標名／単位 指標の定義(算出根拠) 実績等

目標値
指

実績値標

１ 達成率

目標値
指

実績値標

２ 達成率

目標値
指

実績値標

３ 達成率

指標分析(指標の達成度の分析:担当者･係長評価) 投入資源 (千円)

総事業費

事 業 費

人 件 費総

平均給与事
常

人　　数業
勤

計費

事業分析(事業実績等の分析:担当者･係長評価) 平均給与内 非

人　　数訳 常

勤 計

国庫支出金

都 支 出 金
財

受益者負担金
源

その他特定財源
内

基　　金
訳

起　　債

一般財源

視点別事務事業評価(担当者･係長評価)
事務事業の実施に対する区民ニーズはあるか？ 増大している 変わらずにある 減少している その他妥

今後も区が実施する事務事業として妥当か？ 妥当である 検討を要する当

性 事業の休止･終了による区民生活の影響は大きいか？ 大きい 中位 小さい
有 事務事業の上位施策への貢献度は大きいか？ 大きい 中位 小さい
効

他の施策に対する具体的な波及効果はあるか？ ある 特にはない 内部業務(全体波及)性
効 関連・類似事務事業との統合は出来ないか？ 出来ない 検討可能
率

民間への外部化（民営化・業務委託等）は可能か？ 困難である 検討可能 実施済み性

受益者負担の水準は妥当だと考えられるか？ 妥当である 検討を要する 負担導入は困難 該当しない公平性

区民等と協働して事業を展開しているか？ 協働している 協働は困難である 協創の可能性がある協働

事務事業の実施に際し環境に配慮しているか？ 配慮している 一部配慮している 該当しない環境

総合評価(課長評価) ※効率化を前提として、評価実施年度の方針を決定する。
【今後の方針】 拡　 充 改善・変更 現状維持 縮　 小 統合による終了 休止・終了

足立区　令和５年度事務事業評価調書(令和４年度事業実施分)

事務事業名 21006 個人番号カード交付等事務
施 策 名 14.1 効果的かつ効率的な区政運営の推進

記 入 所 属 区民部・戸籍住民課・管理係
電 話 番 号 03-3880-5723 E - m a i l kojinbango@city.adachi.tokyo.jp

社会保障・税番号制度の開始に伴い、個人番号カードの交付等に係る事務を 【庁内協働】地域のちから推進部他、税協事 目
行う。 ・社会保障・災害に関連する各課

働務 的
事 の ・

個人番号通知書返戻作業、個人番号カード交付
業 概 内 協

要 容 創

根 拠 行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律（番号法）、番号法施行令、施行規則、総務省令
法令等 、住民基本台帳法、同法施行令、施行規則

事務事業の活動量･活動結果を測る指標 ※法定業務や管理業務等は、目標値＝見込み、達成率＝執行率に読み替
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一一般般事事務務事事業業  行行政政評評価価意意見見  反反映映結結果果報報告告書書  

【担当課／事務事業名】個人番号カード交付・普及推進担当課／個人番号カード交付等事務 

現状・課題・ 

問 題 点 等 

１ 身分証明書としての活用、各種証明書の取得、行政手続きのオンライン申請など、マイナ

ンバーカードを活用する機会が増えているが、セキュリティ上の不安から申請を望まない区

民に向けて、どのように申請を促していくかが課題である。 

２ 申請者に対しては、カード受け取りの早期予約促進、マイナポイント設定サポート等事業

周知と速やかな交付処理が必要である。 

３ 未申請者に対しての交付促進とあわせ、行政サービスでの活用方法（住民票や各種証明書

の発行等）の周知等により、区役所窓口の混雑緩和、区民サービスの向上を図る必要がある。 

４ 令和７年度以降にピークを迎える「取得から 10年経過時の更新手続」に対応するための交

付体制の検討・構築も必要となる。 

庁内評価意見 

１ マイナンバーカードの交付について 

（1）カード交付枚数の実績を着実に上げていることは評価できる。 

（2）今後、交付率が伸び悩む高齢者等への対応が課題だと思われるが、未申請者の多い地域へ

のアプローチや効果的な情報発信を行うこと等により、交付率の向上につなげてほしい。 

（3）郵便局での申請サポートやキャラバンでの要介護・障がい者へのサポートを今後も着実に

進めてほしい。 

 

２ マイナンバーカードの事務について 

（1）マイナンバーにかかる事務に関し、交付を担当している区民事務所から過負担の声が上が

っている。カード更新を多く迎える時期になれば、その負担が更に増すことになるため、ど

のように改善を図るかについて速やかに検討を進めてほしい。 

（2）マイナンバーカードが保険証となるにあたり、保険者である国民健康保険や後期高齢者医

療との調整も早急に進めるべきと考える。 

（3）全国的に誤交付や紐づけの誤りなどが発生しているが、事故が起きないような体制や事務

スキームを構築してほしい。 

令和６年度予

算、事業計画の

変更点（部内評

価、庁内評価を

踏まえて記載） 

１ マイナンバーカードの交付について 

（1）高齢者等へのカード交付について 

通常の方法では申請交付が難しい高齢者や障がい者に向けて出張申請キャラバン事業や

郵便局での申請サポートを継続し、交付希望者へ寄り添った交付を行う。 

 

２ マイナンバーカードの事務について 

（1）再交付事務の対応強化について 

令和 6年度からマイナンバーカード交付センターでも再交付を開始し、令和 7年度からの

本格的な更新時期に向けて区民事務所とともに交付体制強化を図る。 

（2）国民健康保険や後期高齢者医療との調整について 

国民健康保険課・高齢医療年金課でマイナンバーカードの保険証登録支援を行えるよう機

器の設置を行う。 

（3）事故が起きない体制、事務スキームの構築について 

足立区ではカード管理の徹底により、カード交付にかかる誤交付等は発生していない。引

き続き法改正等に応じ、適切なスキームの見直しを行う。 

 

129

Ⅳ　一般事務事業 事業別評価の反映結果



補助要綱（東京都）

事務事業の活動量･活動結果を測る指標 ※法定業務や管理業務等は、目標値＝見込み、達成率＝執行率に読み替えてください。
指標名／単位 指標の定義(算出根拠) 実績等 31 2 3 4 5

特別養護老人ホーム定員数 目標数：高齢者保健福祉計画・介護保 目標値 2,811 2,811 2,903 3,053 3,183
指

険事業計画における目標数
実績値 2,813 2,813 2,903 3,082標

実績値：当該年度末の特別養護老人ホ
１

[単位] 人 ーム定員数 達成率 100% 100% 100% 101%

目標値
指

実績値標

２
[単位] 達成率

目標値
指

実績値標

３
[単位] 達成率

指標分析(指標の達成度の分析:担当者･係長評価) 投入資源 (千円) 31 2 3 4 5

　令和4年11月、新田一丁目（区有地）に1施設150 総事業費 150,112 246,301 150,096 329,394
床を開設したほか、ショートステイから特別養護老 事 業 費 123,985 219,679 119,464 312,800 620,147
人ホームへの転換が4施設29床あり、目標値を達成

人 件 費した。現在3施設420床を整備中である。また、令和 総 26,127 26,622 30,632 16,594

4年度に選定した2法人は、令和7年度に2施設300床 平均給与事 8,709 8,874 8,752 8,297
の開設に向けて、現在都との補助協議中である。 常

人　　数業 3 3 3.5 2
勤

計費 26,127 26,622 30,632 16,594

事業分析(事業実績等の分析:担当者･係長評価) 平均給与内 3,627 3,192 3,240 3,299非

　令和4年11月に、1施設が開設したほか、ショート 人　　数訳 常 0 0 0 0
ステイから特別養護老人ホームへの転換もあり、入 勤 計 0 0 0 0
所待機者数の減少につながった（令和5年3月28日現

国庫支出金在2,101名、前年同月比▲210名）。いまだ、入所希 0 0 0 0 0

望者は2,000名を超えており、令和3年度中の平均待 都 支 出 金 0 3,451 58,443 84,102 1,446
機期間も多床室で17か月、ユニット型個室で10か月 財

受益者負担金 0 0 0 0 0と長く、ニーズの高さがうかがえる。 源
【貢献度】入所待機者数の解消につながり、貢献度 その他特定財源 0 0 0 0 0
は高い。【波及効果】災害時には福祉避難所として 内

基　　金 106,987 207,800 61,020 228,698 618,701
、高齢者の安心・安全への効果も期待される。 訳

起　　債【SDGs】3*目標に直結　11*目標に直結　17.17 0 0 0 0 0

一般財源 43,125 35,050 30,633 16,594 0

視点別事務事業評価(担当者･係長評価)
事務事業の実施に対する区民ニーズはあるか？ ■ 増大している □ 変わらずにある □ 減少している □ その他妥

今後も区が実施する事務事業として妥当か？ ■ 妥当である □ 検討を要する当

性 事業の休止･終了による区民生活の影響は大きいか？ ■ 大きい □ 中位 □ 小さい
有 事務事業の上位施策への貢献度は大きいか？ ■ 大きい □ 中位 □ 小さい
効

他の施策に対する具体的な波及効果はあるか？ ■ ある □ 特にはない □ 内部業務(全体波及)性
効 関連・類似事務事業との統合は出来ないか？ ■ 出来ない □ 検討可能
率

民間への外部化（民営化・業務委託等）は可能か？ ■ 困難である □ 検討可能 □ 実施済み性

受益者負担の水準は妥当だと考えられるか？ □ 妥当である □ 検討を要する □ 負担導入は困難 ■ 該当しない公平性

区民等と協働して事業を展開しているか？ ■ 協働している □ 協働は困難である □ 協創の可能性がある協働

事務事業の実施に際し環境に配慮しているか？ □ 配慮している ■ 一部配慮している □ 該当しない環境

総合評価(課長評価) ※効率化を前提として、評価実施年度の方針を決定する。
【今後の方針】 ■ 拡　 充 □ 改善・変更 □ 現状維持 □ 縮　 小 □ 統合による終了 □ 休止・終了
　令和5年度は、特別養護老人ホームの公募の予定はないが、現在進めている5施設の開設に向けて、住民説明会の実施や地域・庁内
の調整などを行う。令和６年度には、人材確保の具体的な対策とともに、多床室の確保や施設の建て替えなど、整備方針の見直しの
検討を行う予定である。今後も「足立区特別養護老人ホーム整備方針（令和２年度～１１年度）」に基づき、特に優先度の高い入所
待機者の解消を目指し、安定的な施設整備を行っていく。

事務事業名
施 策 名
記 入 所 属
電 話 番 号 E - m a i l

協事 目
働務 的

事 の ・
業 概 内 協

要 容 創

根 拠
法令等

事務事業の活動量･活動結果を測る指標 ※法定業務や管理業務等は、目標値＝見込み、達成率＝執行率に読み替えてください。
指標名／単位 指標の定義(算出根拠) 実績等

目標値
指

実績値標

１ 達成率

目標値
指

実績値標

２ 達成率

目標値
指

実績値標

３ 達成率

指標分析(指標の達成度の分析:担当者･係長評価) 投入資源 (千円)

総事業費

事 業 費

人 件 費総

平均給与事
常

人　　数業
勤

計費

事業分析(事業実績等の分析:担当者･係長評価) 平均給与内 非

人　　数訳 常

勤 計

国庫支出金

都 支 出 金
財

受益者負担金
源

その他特定財源
内

基　　金
訳

起　　債

一般財源

視点別事務事業評価(担当者･係長評価)
事務事業の実施に対する区民ニーズはあるか？ 増大している 変わらずにある 減少している その他妥

今後も区が実施する事務事業として妥当か？ 妥当である 検討を要する当

性 事業の休止･終了による区民生活の影響は大きいか？ 大きい 中位 小さい
有 事務事業の上位施策への貢献度は大きいか？ 大きい 中位 小さい
効

他の施策に対する具体的な波及効果はあるか？ ある 特にはない 内部業務(全体波及)性
効 関連・類似事務事業との統合は出来ないか？ 出来ない 検討可能
率

民間への外部化（民営化・業務委託等）は可能か？ 困難である 検討可能 実施済み性

受益者負担の水準は妥当だと考えられるか？ 妥当である 検討を要する 負担導入は困難 該当しない公平性

区民等と協働して事業を展開しているか？ 協働している 協働は困難である 協創の可能性がある協働

事務事業の実施に際し環境に配慮しているか？ 配慮している 一部配慮している 該当しない環境

総合評価(課長評価) ※効率化を前提として、評価実施年度の方針を決定する。
【今後の方針】 拡　 充 改善・変更 現状維持 縮　 小 統合による終了 休止・終了

足立区　令和５年度事務事業評価調書(令和４年度事業実施分)

事務事業名 3691 特別養護老人ホーム等の整備助成事業
施 策 名 7.1 高齢者が住み慣れた地域で暮らし続けられる、地域包括ケアシステムなどの体制の充実

記 入 所 属 福祉部・高・介護保険課・特養整備
電 話 番 号 03-3880-5069 E - m a i l kaigo@city.adachi.tokyo.jp

在宅生活が困難な要介護高齢者が入所する特別養護老人ホームを区内に建設 【庁内協働】資産管理課、資産活用担当協事 目
する法人に施設整備費の補助を行う。 課、災害対策課、区民事務所、まちづく

働務 的
り課

事 の ・
特養等の新規開設施設及び大規模改修施設への整備費補助事業。

業 概 内 協
【新規開設】令和４年度1施設、令和５年度１施設、令和６年度２施設、令

要 容 創和７年度２施設、【大規模改修】令和５年度１施設
根 拠 足立区特別養護老人ホーム等整備助成要綱
法令等 老人福祉施設整備費
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一一般般事事務務事事業業  行行政政評評価価意意見見  反反映映結結果果報報告告書書  

【担当課／事務事業名】介護保険課／特別養護老人ホーム等の整備助成事業 

現状・課題・ 

問 題 点 等 

１ 入所待機者は 2,000名を超えており（入所の必要性が高い A区分の方に絞っても 900名以

上）、平均待機期間も多床室で 18か月、ユニット型個室で 9か月と長期間に及んでいる。 

２ 施設整備方針の目標では、令和 11 年に 4,083 床（現在よりも 1,000 床増）とする予定だ

が、どこまで待機者を減らすことができるかが課題となっている。 

３ ユニット型個室は突発的な空きが発生し、そのまま空きが続くこともある（例：多床室と

比較し月額使用料が 3 万円～4 万円以上高くなるため、入所直前に入所をためらうケースな

どがある）。 

４ 議会などからは、整備するだけではなく、施設で働く人材確保にも対策をするよう求めら

れているため、人材確保面も課題となっている。 

庁内評価意見 

１ 施設整備について 

（1）令和 6年度に特別養護老人ホーム整備方針を改定する予定とのことであるが、入所希望者

のニーズを踏まえつつ課題解決につながるような見直しを行ってほしい。 

（2）入所希望者のニーズに基づき、多床室と個室の割合が適正なものとなるよう、整備事業者

と調整していってほしい。 

 

２ 介護人材の確保について 

（1）「施設整備」と「介護人材確保」は表裏一体の関係にある。施設整備だけでなく介護人材確

保についても、区民サービスの質担保の観点から、区として実施できることに積極的に取り

組んでほしい。なお、介護人材確保については、高齢福祉課等との連携が必要と考える。 

 

３ 周知活動について 

（1）入所待機者の約 2,000名の中には、入所の必要性が高くない方も相当数含まれている。例

えば、入所の必要性が高い方の待機人数も合わせて開示する等、実態に即した情報提供をし

たほうが良いように感じる。また、Aランクの方が実際にどの位の待機期間で入所でき、過

去と比較してどのくらい待機期間が短縮しているか等、整備効果の周知も合わせて行ってほ

しい。 

（2）整備方針にも記載があるが、施設整備（増床）を進めるためには、今後の介護保険料の上

昇は避けられないと考える。保険料上昇の経過については、随時説明をしていく必要がある

と考える。特に特別養護老人ホームを利用しない方の理解につながるよう、適切な周知が必

要と考える。 

令和６年度予

算、事業計画の

変更点（部内評

価、庁内評価を

踏まえて記載） 

１ 施設整備について 

（1）令和 6年度の整備方針の見直しでは、入所希望者のニーズや施設の状況等も踏まえ、人材

確保の具体的な対策、多床室の確保、施設の建て替え等についても検討を行う。 

（2）多床室のニーズが高いことから、整備事業者の公募では、現在も、都の補助対象となる定

員の 3 割以内かつ 30 床以上の多床室の確保を要件としているが、3 割以上も補助対象とす

るよう、引き続き都に要望を行っていく。 

 

２ 介護人材の確保について 

（1）介護のしごと相談・面接会や介護人材雇用創出事業、介護職員宿舎借り上げ支援事業の拡

充等を実施してきたが、さらなる介護人材の確保等について、介護事業者と具体的な対策に

ついて意見交換しつつ、高齢福祉課だけでなく関係部署と連携して取り組んでいく。 

 

３ 周知活動について 

（1）現在、区のホームページでは、待機者数のうち優先度が高い Aランクの人数を公表してい

る。今後は、Aランクの方の待機期間が、どの程度短縮しているかなど、整備効果の周知に

ついても、高齢福祉課等と連携して検討していく。 

（2）今後の介護保険料の上昇の経過については、第 9 期介護保険事業計画を策定していく中

で、介護サービスを利用しない方の理解も得られるように、随時、適切に説明していく。 
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施要綱、足立区任意予防接種費用助成実施要綱、足立区麻しん風しん任意予防
法令等 接種事業実施要綱、足立区依頼書による定期予防接種ワクチン接種費用助成要綱　等

事務事業の活動量･活動結果を測る指標 ※法定業務や管理業務等は、目標値＝見込み、達成率＝執行率に読み替えてください。
指標名／単位 指標の定義(算出根拠) 実績等 31 2 3 4 5

乳幼児の予防接種率 乳幼児期に接種するﾋﾌﾞ、小児肺炎球 目標値 98 98 98 98 98
指

（法定年齢７歳６か月の前 菌、B型肝炎、ﾛﾀ、四種混合、BCG、MR
実績値 93.9 97.6 89.4 94.4標

日まで） 1・2期、日本脳炎、水痘の接種率の平
１

[単位] ％ 均※目標値は麻しん排除計画による 達成率 96% 100% 91% 96%

予防接種ナビの登録率 ０歳児の予防接種ナビ登録件数/出生 目標値 55 55 55 55 55
指

数
実績値 45 40 41 40標

２
[単位] ％ 達成率 82% 73% 75% 73%

目標値
指

実績値標

３
[単位] 達成率

指標分析(指標の達成度の分析:担当者･係長評価) 投入資源 (千円) 31 2 3 4 5

　指標１について、前年度から続いていた日本脳炎 総事業費 1,844,707 2,219,114 2,043,706 2,256,418
ワクチン不足が秋頃に解消し、接種率が回復した。 事 業 費 1,814,008 2,181,600 2,012,009 2,220,620 3,839,289
一方、４月以降年度末にかけて出生数が５％程度減

人 件 費少し、０歳児の接種数が低下した。それらを相殺し 総 30,699 37,514 31,697 35,798

た結果、前年度を上回った。 平均給与事 8,709 8,874 8,752 8,297
　指標２について、減少傾向だった登録者数はチラ 常

人　　数業 3.4 3.4 2.4 3.4シ配布やサイト内容の充実により、横ばいを維持し 勤
た。 計費 29,611 30,172 21,005 28,210

事業分析(事業実績等の分析:担当者･係長評価) 平均給与内 3,627 3,192 3,240 3,299非

　予防接種は感染症の予防・まん延防止のために極 人　　数訳 常 0.3 2.3 3.3 2.3
めて重要である。接種率は、４月の０歳児数で算出 勤 計 1,088 7,342 10,692 7,588
するが、４月出生数が年度月別で最も多く、その後

国庫支出金減少したため、年度平均数で再計算すると９６.６ 26,666 38,765 44,369 14,761 23,040

％となり、その差は２％強に及ぶ。 都 支 出 金 4,740 263,357 24,812 300,827 79,452
　ナビについて、予防接種外来日程など区ホームペ 財

受益者負担金 6 3 4 5 4ージと連動してお知らせを更新し、内容の充実を図 源
った。登録者数を増やすために、妊娠届出や赤ちゃ その他特定財源 57,009 68,629 51,259 61,987 84,224
ん訪問時のほか、予防接種週間に就学前教育施設（ 内

基　　金 0 0 0 0 0
保育施設）の０歳～１歳児の保護者に、勧奨チラシ 訳

起　　債を配布している。【SDGｓﾀｰｹﾞｯﾄ】3.2、3.3 0 0 0 0 0

一般財源 1,756,286 1,848,360 1,923,262 1,878,838 3,652,569

視点別事務事業評価(担当者･係長評価)
事務事業の実施に対する区民ニーズはあるか？ ■ 増大している □ 変わらずにある □ 減少している □ その他妥

今後も区が実施する事務事業として妥当か？ ■ 妥当である □ 検討を要する当

性 事業の休止･終了による区民生活の影響は大きいか？ ■ 大きい □ 中位 □ 小さい
有 事務事業の上位施策への貢献度は大きいか？ ■ 大きい □ 中位 □ 小さい
効

他の施策に対する具体的な波及効果はあるか？ ■ ある □ 特にはない □ 内部業務(全体波及)性
効 関連・類似事務事業との統合は出来ないか？ ■ 出来ない □ 検討可能
率

民間への外部化（民営化・業務委託等）は可能か？ □ 困難である □ 検討可能 ■ 実施済み性

受益者負担の水準は妥当だと考えられるか？ ■ 妥当である □ 検討を要する □ 負担導入は困難 □ 該当しない公平性

区民等と協働して事業を展開しているか？ ■ 協働している □ 協働は困難である □ 協創の可能性がある協働

事務事業の実施に際し環境に配慮しているか？ □ 配慮している □ 一部配慮している ■ 該当しない環境

総合評価(課長評価) ※効率化を前提として、評価実施年度の方針を決定する。
【今後の方針】 ■ 拡　 充 □ 改善・変更 □ 現状維持 □ 縮　 小 □ 統合による終了 □ 休止・終了
　本事業は、予防接種法に基づく法定事業であり、今後も対象者に対し必要な予防接種を行う。令和５年４月から９価ＨＰＶワクチ
ンの定期接種化、おたふくかぜ任意接種開始に際し、はがき送付、区広報紙、ホームページ、ＳＮＳ、ナビ等の媒体を活用して漏れ
のない周知・勧奨を行った。また、令和５年８月からは帯状疱疹任意接種も開始するなど、事業全体で拡大の一途を辿っている。
　予防接種ナビについては、引き続き予防接種に関する最新情報の充実に努め、登録者の満足度向上により閲覧数の増加に繋げる。
また、新規登録者増加のため、就学前教育施設へのチラシ配布など継続して実施する。

事務事業名
施 策 名
記 入 所 属
電 話 番 号 E - m a i l

協事 目
働務 的

事 の ・
業 概 内 協

要 容 創

根 拠
法令等

事務事業の活動量･活動結果を測る指標 ※法定業務や管理業務等は、目標値＝見込み、達成率＝執行率に読み替えてください。
指標名／単位 指標の定義(算出根拠) 実績等

目標値
指

実績値標

１ 達成率

目標値
指

実績値標

２ 達成率

目標値
指

実績値標

３ 達成率

指標分析(指標の達成度の分析:担当者･係長評価) 投入資源 (千円)

総事業費

事 業 費

人 件 費総

平均給与事
常

人　　数業
勤

計費

事業分析(事業実績等の分析:担当者･係長評価) 平均給与内 非

人　　数訳 常

勤 計

国庫支出金

都 支 出 金
財

受益者負担金
源

その他特定財源
内

基　　金
訳

起　　債

一般財源

視点別事務事業評価(担当者･係長評価)
事務事業の実施に対する区民ニーズはあるか？ 増大している 変わらずにある 減少している その他妥

今後も区が実施する事務事業として妥当か？ 妥当である 検討を要する当

性 事業の休止･終了による区民生活の影響は大きいか？ 大きい 中位 小さい
有 事務事業の上位施策への貢献度は大きいか？ 大きい 中位 小さい
効

他の施策に対する具体的な波及効果はあるか？ ある 特にはない 内部業務(全体波及)性
効 関連・類似事務事業との統合は出来ないか？ 出来ない 検討可能
率

民間への外部化（民営化・業務委託等）は可能か？ 困難である 検討可能 実施済み性

受益者負担の水準は妥当だと考えられるか？ 妥当である 検討を要する 負担導入は困難 該当しない公平性

区民等と協働して事業を展開しているか？ 協働している 協働は困難である 協創の可能性がある協働

事務事業の実施に際し環境に配慮しているか？ 配慮している 一部配慮している 該当しない環境

総合評価(課長評価) ※効率化を前提として、評価実施年度の方針を決定する。
【今後の方針】 拡　 充 改善・変更 現状維持 縮　 小 統合による終了 休止・終了

足立区　令和５年度事務事業評価調書(令和４年度事業実施分)

事務事業名 3841 予防接種事業
施 策 名 5.1 感染症対策の充実

記 入 所 属 衛生部・保健予防課・保健予防係
電 話 番 号 03-3880-5892 E - m a i l h-yobou@city.adachi.tokyo.jp

予防接種の実施により、感染の恐れがある疾病の発生及びまん延を予防する 【協働】足立区医師会と協働し、８・１協事 目
２月を除く毎月第３土曜日に予防接種外

働務 的
来を実施した。また、子ども予防接種週

事 の ・
乳幼児及び児童生徒の定期予防接種、高齢者インフルエンザ・肺炎球菌予防 間では、日曜予防接種外来を実施し、平

業 概 内 協
接種、風しん抗体検査及び予防接種を実施。ＭＲワクチン任意接種費用、骨 日に予防接種に行きにくい方へも、接種

要 容 創髄移植手術等による再接種費用を助成。 の機会を提供している。
根 拠 予防接種法、足立区定期予防接種費用助成実
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一一般般事事務務事事業業  行行政政評評価価意意見見  反反映映結結果果報報告告書書  

【担当課／事務事業名】保健予防課／予防接種事業 

現状・課題・ 

問 題 点 等 

１ 乳幼児の予防接種率は、ここ数年目標値に達していない。乳幼児の予防接種率の向上のた

めに、予防接種に関する情報を幅広く提供しつつ、保護者が抱える育児不安の解消等を図っ

ていく必要がある。 

２ 9 価 HPV ワクチンの定期接種化、おたふくかぜワクチンの任意接種、帯状疱疹任意接種開

始等、予防接種事業は近年拡大傾向にある。 

３ 予防接種ナビの登録率が横ばいの状況であり、周知方法に課題があるのか、ニーズとマッ

チしていないのか等を検討・分析する必要がある。 

庁内評価意見 

１ 予防接種ナビについて 

（1）予防接種ナビはすでに数年の導入実績があるにもかかわらず、登録率が 40％台であるこ

とは残念である。 

（2）区ホームページやチラシなどで周知をしているということだが、あらためて「一人ひとり

に合わせた予防接種スケジュールをメールで受け取れる便利なツール」ということを積極的

に発信してほしい。 

（3）登録率をアップするためには、予防接種ナビの存在を周知するタイミングが重要であると

考える。保護者の方が、接種スケジュールを組む苦労に直面しているタイミングで集中的に

PRを行う等の工夫をしてほしい。合わせて、周知用ポスターを小児科に掲載する等、新たな

取組みも検討してほしい。 

（4）予防接種ナビは多言語対応しているとのことであるが、周知用のチラシ等も多言語化する

ことにより、外国籍の方の利用がさらに促進するような工夫も検討してほしい。 

令和６年度予

算、事業計画の

変更点（部内評

価、庁内評価を

踏まえて記載） 

１ 予防接種ナビについて 

（1）保健予防課の予防接種や母子保健の情報だけでなく、より横断的に子育て支援や学校に関

する情報等も区民の方に提供できるよう、令和 6年度以降全庁的に検討を進めていく。 

（2）登録者数の増を目指す取組みとして、ウェブサイトをアプリ化して内容のさらなる充実お

よび利便性の向上を図る。 

（3）アプリ化の機会を捉え、チラシを更新しポスターを医療機関に配布するなど、より効果的

な周知について検討を進める。また、主要言語での翻訳版を作成することにより、外国籍の

方々にも幅広く周知できるよう検討する。加えて、妊婦面接時に予防接種の重要性およびア

プリの案内を徹底する。 
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出根拠) 実績等 31 2 3 4 5

管理会社等への事業の周知 マンションの管理会社等へ集団回収事 目標値 10 13
指

件数 業の周知を行った件数【4年度新規指
実績値 10標

標】
１

[単位] 件 達成率 0% 0% 0% 100%

実施団体 1年間に集団回収活動を実施した団体 目標値 800 800 800 800
指

数
実績値 799 773 764 753標

２
[単位] 団体 達成率 0% 97% 96% 94%

集団回収量 1年間における集団回収による資源回 目標値 10,500 10,000 9,500 9,000 8,500
指

収量
実績値 9,536 8,478 8,170 7,750標

３
[単位] ｔ 達成率 91% 85% 86% 86%

指標分析(指標の達成度の分析:担当者･係長評価) 投入資源 (千円) 31 2 3 4 5

【指標1】活動する団体の新規開拓に向けて、管理 総事業費 90,798 101,944 97,824 87,512
会社10社に対しヒアリングと事業の周知を行った。 事 業 費 69,025 73,375 69,464 60,171 85,285
【指標2、指標3】高齢化等により活動を休止する団

人 件 費体があり、また新聞や雑誌の購読数も減少傾向にあ 総 21,773 28,569 28,360 27,341

るため、いずれも実績減となった。 平均給与事 8,709 8,874 8,752 8,297
常

人　　数業 2.5 2.5 2.5 2.5
勤

計費 21,773 22,185 21,880 20,743

事業分析(事業実績等の分析:担当者･係長評価) 平均給与内 3,627 3,192 3,240 3,299非

　マンション管理会社へのヒアリングによると、新 人　　数訳 常 0 2 2 2
築マンションは、以前より少なくなっているが、集 勤 計 0 6,384 6,480 6,598
団回収未実施の既存マンションへの周知は可能であ

国庫支出金る、とのことであった。 0 0 0 0 0

　現在、古紙の価格は高騰しており、特に新聞と段 都 支 出 金 0 0 0 2,500 0
ボールの市況価格は、区の業者支援金の基準価格で 財

受益者負担金 0 0 0 0 0ある7円を上回っている。なお、資源回収に登録し 源
ている回収業者数は62から59とやや減少している（ その他特定財源 18 0 0 0 0
令和5年4月1日現在）。 内

基　　金 0 0 0 0 0
訳

起　　債【SDGsﾀｰｹﾞｯﾄ】12.5、9.4、17.17 0 0 0 0 0

一般財源 90,780 101,944 97,824 85,012 85,285

視点別事務事業評価(担当者･係長評価)
事務事業の実施に対する区民ニーズはあるか？ □ 増大している ■ 変わらずにある □ 減少している □ その他妥

今後も区が実施する事務事業として妥当か？ ■ 妥当である □ 検討を要する当

性 事業の休止･終了による区民生活の影響は大きいか？ ■ 大きい □ 中位 □ 小さい
有 事務事業の上位施策への貢献度は大きいか？ ■ 大きい □ 中位 □ 小さい
効

他の施策に対する具体的な波及効果はあるか？ ■ ある □ 特にはない □ 内部業務(全体波及)性
効 関連・類似事務事業との統合は出来ないか？ ■ 出来ない □ 検討可能
率

民間への外部化（民営化・業務委託等）は可能か？ □ 困難である □ 検討可能 ■ 実施済み性

受益者負担の水準は妥当だと考えられるか？ □ 妥当である □ 検討を要する □ 負担導入は困難 ■ 該当しない公平性

区民等と協働して事業を展開しているか？ ■ 協働している □ 協働は困難である □ 協創の可能性がある協働

事務事業の実施に際し環境に配慮しているか？ ■ 配慮している □ 一部配慮している □ 該当しない環境

総合評価(課長評価) ※効率化を前提として、評価実施年度の方針を決定する。
【今後の方針】 □ 拡　 充 ■ 改善・変更 □ 現状維持 □ 縮　 小 □ 統合による終了 □ 休止・終了
令和4年度に実施したマンション管理会社へのヒアリング内容を踏まえ、引き続き、マンション管理組合への周知を行っていく。ま
た、集団回収団体の活動支援として、空き缶プレス機や台車等の作業に必要な用具を貸出し、負担軽減を図るとともに、集団回収団
体と回収業者間で取り決める回収方法や頻度等の運用面についてサポートし、両者が円滑に活動していけるよう支援していく。

事務事業名
施 策 名
記 入 所 属
電 話 番 号 E - m a i l

協事 目
働務 的

事 の ・
業 概 内 協

要 容 創

根 拠
法令等

事務事業の活動量･活動結果を測る指標 ※法定業務や管理業務等は、目標値＝見込み、達成率＝執行率に読み替えてください。
指標名／単位 指標の定義(算出根拠) 実績等

目標値
指

実績値標

１ 達成率

目標値
指

実績値標

２ 達成率

目標値
指

実績値標

３ 達成率

指標分析(指標の達成度の分析:担当者･係長評価) 投入資源 (千円)

総事業費

事 業 費

人 件 費総

平均給与事
常

人　　数業
勤

計費

事業分析(事業実績等の分析:担当者･係長評価) 平均給与内 非

人　　数訳 常

勤 計

国庫支出金

都 支 出 金
財

受益者負担金
源

その他特定財源
内

基　　金
訳

起　　債

一般財源

視点別事務事業評価(担当者･係長評価)
事務事業の実施に対する区民ニーズはあるか？ 増大している 変わらずにある 減少している その他妥

今後も区が実施する事務事業として妥当か？ 妥当である 検討を要する当

性 事業の休止･終了による区民生活の影響は大きいか？ 大きい 中位 小さい
有 事務事業の上位施策への貢献度は大きいか？ 大きい 中位 小さい
効

他の施策に対する具体的な波及効果はあるか？ ある 特にはない 内部業務(全体波及)性
効 関連・類似事務事業との統合は出来ないか？ 出来ない 検討可能
率

民間への外部化（民営化・業務委託等）は可能か？ 困難である 検討可能 実施済み性

受益者負担の水準は妥当だと考えられるか？ 妥当である 検討を要する 負担導入は困難 該当しない公平性

区民等と協働して事業を展開しているか？ 協働している 協働は困難である 協創の可能性がある協働

事務事業の実施に際し環境に配慮しているか？ 配慮している 一部配慮している 該当しない環境

総合評価(課長評価) ※効率化を前提として、評価実施年度の方針を決定する。
【今後の方針】 拡　 充 改善・変更 現状維持 縮　 小 統合による終了 休止・終了

足立区　令和５年度事務事業評価調書(令和４年度事業実施分)

事務事業名 3879 集団回収支援事業
施 策 名 6.2 ごみの減量・資源化の推進

記 入 所 属 環境部・ごみ減量推進課・資源推進係
電 話 番 号 03-3880-5027 E - m a i l kankyo-gomigen@city.adachi.tokyo.jp

　資源の再利用・再活用を推進することにより、リサイクル意識の啓発とご 【協働】地域団体が主体となって業者と協事 目
みの減量化を図る。 連携して行う集団回収を区が橋渡しをし

働務 的
ており、協働関係にある。

事 の ・
　集団回収団体支援事業（集団回収登録団体に対し、7円／Kgの報奨金の支

業 概 内 協
給と物品を貸与する。）

要 容 創

根 拠 集団回収活動支援要綱
法令等

事務事業の活動量･活動結果を測る指標 ※法定業務や管理業務等は、目標値＝見込み、達成率＝執行率に読み替えてください。
指標名／単位 指標の定義(算
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一一般般事事務務事事業業  行行政政評評価価意意見見  反反映映結結果果報報告告書書  

【担当課／事務事業名】ごみ減量推進課／集団回収支援事業 

現状・課題・ 

問 題 点 等 

１ 集団回収団体及び集団回収量が年々減少している。その要因として、新聞等の購読数減、

活動団体の高齢化による活動廃止が挙げられる。 

２ 燃料費の高騰等の理由により、撤退する資源回収事業者が出てくる懸念がある。 

３ コロナ禍で休止している資源回収団体への再開支援や、新規マンション・未活動管理組合

等への事業周知・活動支援が必要である。 

庁内評価意見 

１ 集団回収事業の実施団体数について 

（1）集団回収の実施団体数が減少する中で、マンション管理会社等に対する集団回収事業の PR

は効果的だと考えられるため、今後も積極的に進めてほしい。 

（2）その一方で、マンション管理会社以外へのアプローチは現在検討されていないとのことで

あった。実施団体数が増加するよう、マンション管理会社以外に対する多角的な展開も期待

する。 

 

２ 集団回収団体の高齢化について 

（1）集団回収団体の高齢化が進んでいくことが予想される。地域住民に対して事業内容や活動

のメリットに関する周知を発信する等、団体の新たな担い手の確保につながるような取組み

を進めてほしい。 

 

３ リサイクル意識の啓発について 

（1）事業目的に「リサイクル意識の啓発」とあるが、ヒアリングの中でもその部分が事業課題

であるとの説明があった。事業目的が達成されるような取組みを進めるとともに、事業効果

を測ることのできる指標設定についても検討してほしい。 

令和６年度予

算、事業計画の

変更点（部内評

価、庁内評価を

踏まえて記載） 

１ 集団回収事業の実施団体数について 

マンション管理会社に向けた集団回収事業 PRについては、事業のしくみやメリットを盛り

込んだチラシを活用して進めていく。 

あわせて、マンション管理会社以外へのアプローチとして、子供会や町会等の未実施団体

への働きかけに注力していく。 

 

２ 集団回収団体の高齢化について 

新たな担い手の新規開拓に向け、集団回収は、資源リサイクルの拡大とごみの減量を実現

し、区の環境行政に大きく貢献することや活動を通じたリサイクル意識の向上、地域のつな

がりを促す等、集団回収を実施する意義やメリットについて情報発信し、活動の動機付けを

図る。 

また、集団回収へのモチベーションを維持するために、報奨金の支給や回収補助用具の貸

出しなどのインセンティブとなる支援を継続していく。 

 

３ リサイクル意識の啓発について 

集団回収を通じて資源の再利用・再活用を進めることが、リサイクル意識を高めることに

つながるとの考えの下、未実施団体への働きかけを通じて団体数の増加を図る。 

また、事業効果の測定については、世論調査の「ごみと資源の分別」や「リサイクル」に関

する心がけの項目を活用し、その割合の変化をもって、事業効果を測定していく。 
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＝執行率に読み替えてください。
指標名／単位 指標の定義(算出根拠) 実績等 31 2 3 4 5

hyper-QU調査実施者数 目標値＝対象児童・生徒の延べ人数（ 目標値 34,030 69,006 68,381 68,310 66,564
指

5/1現在）
実績値 33,273 65,868 65,361 63,387標

実績値＝延べ実施者数　※令和２年度
１

[単位] 人 から年２回実施 達成率 98% 95% 96% 93%

体力調査の受検者数 目標値＝在籍者数 目標値 44,791 44,059 44,658 44,022 43,300
指

実績値＝体力調査実施者数
実績値 43,887 0 43,316 42,717標

２
[単位] 人 達成率 98% 0% 97% 97%

目標値
指

実績値標

３
[単位] 達成率

指標分析(指標の達成度の分析:担当者･係長評価) 投入資源 (千円) 31 2 3 4 5

【指標１】目標値と実績値に乖離があるのは、未回 総事業費 90,217 89,866 142,517 94,483
答だった児童・生徒の入力が集計期日に間に合わな 事 業 費 64,090 63,244 116,261 67,103 116,048
かったことが主な原因である。再入力する期間を設

人 件 費けているため、実施方法の詳細について改めて教員 総 26,127 26,622 26,256 27,380

に周知・徹底し、実施率の向上を図る。【指標２】 平均給与事 8,709 8,874 8,752 8,297
目標値と実績値の差は不登校者数とほぼ合致する。 常

人　　数業 3 3 3 3.3不登校対策とも連携して、達成率向上のために、引 勤
き続き取り組んでいく。 計費 26,127 26,622 26,256 27,380

事業分析(事業実績等の分析:担当者･係長評価) 平均給与内 3,627 3,192 3,240 3,299非

【指標１】児童・生徒に対して行う「友達との関係 人　　数訳 常 0 0 0 0
、学習意欲、教師との関係」等の調査結果から潜在 勤 計 0 0 0 0
的な不満や不安を把握・分析することで、教員が組

国庫支出金織的に児童・生徒に対応し、安定した学級経営に成 550 3,972 291 437 800

果を上げた。【指標２】令和４年度体力調査の結果 都 支 出 金 15,934 9,256 7,716 14,566 11,553
分析から、一部種目を除き、令和元年度から低下傾 財

受益者負担金 0 0 0 0 0向にあり、東京都と区の動きに大きな乖離は見られ 源
ない。また、コロナ禍で中学生女子の全体的な体力 その他特定財源 0 0 0 0 0
低下が見られる。 内

基　　金 0 0 0 0 0
　なお、コロナ対策経費の減少により「総事業費」 訳

起　　債が令和３年度に比べて5,000万円程度減少した。【S 0 0 0 0 0

DGsﾀｰｹﾞｯﾄ】4.1 一般財源 73,733 76,638 134,510 79,480 103,695

視点別事務事業評価(担当者･係長評価)
事務事業の実施に対する区民ニーズはあるか？ □ 増大している ■ 変わらずにある □ 減少している □ その他妥

今後も区が実施する事務事業として妥当か？ ■ 妥当である □ 検討を要する当

性 事業の休止･終了による区民生活の影響は大きいか？ ■ 大きい □ 中位 □ 小さい
有 事務事業の上位施策への貢献度は大きいか？ ■ 大きい □ 中位 □ 小さい
効

他の施策に対する具体的な波及効果はあるか？ ■ ある □ 特にはない □ 内部業務(全体波及)性
効 関連・類似事務事業との統合は出来ないか？ ■ 出来ない □ 検討可能
率

民間への外部化（民営化・業務委託等）は可能か？ ■ 困難である □ 検討可能 □ 実施済み性

受益者負担の水準は妥当だと考えられるか？ □ 妥当である □ 検討を要する □ 負担導入は困難 ■ 該当しない公平性

区民等と協働して事業を展開しているか？ □ 協働している ■ 協働は困難である □ 協創の可能性がある協働

事務事業の実施に際し環境に配慮しているか？ □ 配慮している □ 一部配慮している ■ 該当しない環境

総合評価(課長評価) ※効率化を前提として、評価実施年度の方針を決定する。
【今後の方針】 □ 拡　 充 ■ 改善・変更 □ 現状維持 □ 縮　 小 □ 統合による終了 □ 休止・終了
　令和５年度は、WEBQUの実施目的や欠席児童・生徒の実施後の集計方法等、実施方法の詳細を改めて教員に周知・徹底する。具体
的には、研修会を実施し児童・生徒理解・学級経営への活用方法およびQU調査２回実施の利点について、教員の理解を深める。また
、運動に取り組む時間や質がコロナ禍の影響で低下し、子どもたちの体力も低下したことを踏まえ、各校の実情に合わせて、怪我の
防止に配慮した運動・体育の取り組みを徐々に拡大することで、体力の回復と向上を図る。

事務事業名
施 策 名
記 入 所 属
電 話 番 号 E - m a i l

協事 目
働務 的

事 の ・
業 概 内 協

要 容 創

根 拠
法令等

事務事業の活動量･活動結果を測る指標 ※法定業務や管理業務等は、目標値＝見込み、達成率＝執行率に読み替えてください。
指標名／単位 指標の定義(算出根拠) 実績等

目標値
指

実績値標

１ 達成率

目標値
指

実績値標

２ 達成率

目標値
指

実績値標

３ 達成率

指標分析(指標の達成度の分析:担当者･係長評価) 投入資源 (千円)

総事業費

事 業 費

人 件 費総

平均給与事
常

人　　数業
勤

計費

事業分析(事業実績等の分析:担当者･係長評価) 平均給与内 非

人　　数訳 常

勤 計

国庫支出金

都 支 出 金
財

受益者負担金
源

その他特定財源
内

基　　金
訳

起　　債

一般財源

視点別事務事業評価(担当者･係長評価)
事務事業の実施に対する区民ニーズはあるか？ 増大している 変わらずにある 減少している その他妥

今後も区が実施する事務事業として妥当か？ 妥当である 検討を要する当

性 事業の休止･終了による区民生活の影響は大きいか？ 大きい 中位 小さい
有 事務事業の上位施策への貢献度は大きいか？ 大きい 中位 小さい
効

他の施策に対する具体的な波及効果はあるか？ ある 特にはない 内部業務(全体波及)性
効 関連・類似事務事業との統合は出来ないか？ 出来ない 検討可能
率

民間への外部化（民営化・業務委託等）は可能か？ 困難である 検討可能 実施済み性

受益者負担の水準は妥当だと考えられるか？ 妥当である 検討を要する 負担導入は困難 該当しない公平性

区民等と協働して事業を展開しているか？ 協働している 協働は困難である 協創の可能性がある協働

事務事業の実施に際し環境に配慮しているか？ 配慮している 一部配慮している 該当しない環境

総合評価(課長評価) ※効率化を前提として、評価実施年度の方針を決定する。
【今後の方針】 拡　 充 改善・変更 現状維持 縮　 小 統合による終了 休止・終了

足立区　令和５年度事務事業評価調書(令和４年度事業実施分)

事務事業名 4108 学校教育充実事務
施 策 名 1.2 確かな学力の定着に向けた就学前から義務教育期までの取組み

記 入 所 属 教育指導部・教育指導課・教育指導係
電 話 番 号 03-3880-5974 E - m a i l kyo-sidou@city.adachi.tokyo.jp

小･中学校における教育上の問題や当区の教育課題に対する研究・実践を行 協事 目
い、確かな学力の定着と学校教育の充実を図る。

働務 的
事 の ・

１　各研究推進校　２　特別な技術支援等に対する謝礼　３　よりよい学校
業 概 内 協

生活と友達づくりのためのアンケート調査　４　オリンピック・パラリンピ
要 容 創ック教育推進・関連事業　５　キャリア教育支援事業 等

根 拠 教育公務員特例法、各実施要項、設置要綱等
法令等

事務事業の活動量･活動結果を測る指標 ※法定業務や管理業務等は、目標値＝見込み、達成率
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一一般般事事務務事事業業  行行政政評評価価意意見見  反反映映結結果果報報告告書書  

【担当課／事務事業名】教育指導課／学校教育充実事務 

現状・課題・ 

問 題 点 等 

１ 小・中学校の教育課題に対する研究・実践を行う。研究推進校、キャリア教育支援、よりよ

い学校生活と友達づくりのためのアンケート調査（hyper-QU調査（現名称：WEBQU調査）)等

の予算を計上している。 

２ 事務事業評価調書・指標 1「調査実施者数」の達成率が若干低下した。 

３ 同・指標 2「体力調査の受検者数」の実績値自体には大きな問題はないが、結果分析では、

児童生徒の体力が低下傾向にある。 

庁内評価意見 

１ WEBQU調査結果の活用について 

（1）WEBQU調査は、子どもたちの育ちを支える重要なツールであり、調査結果を十分に活用し

てほしい。 

（2）WEBQU調査結果の活用については、管理職→主幹→教諭と組織的に浸透させており、実践

論としては妥当である。また、教員の活用レベルを高めるために、現場で指導役が配置され

ている点も評価できる。とはいえ、まだ活用力の差はあると思われるため、引き続き底上げ

は必要と考える。教員の理解を深め、確実に活用されるよう何らかの指標を設けたり、活用

度合いを測ったりすることができないか検討してほしい。 

（3）WEBQU調査は本来、不登校の児童・生徒にこそ調査する意味があると考える。不登校対策

事業との連携を深め、すべての児童・生徒が回答する体制となるような仕組みづくりを進め

てほしい。 

（4）現在、事務事業評価における WEBQU調査の指標は実施者数だが、調査結果が活用できたか

がわかる指標に変更することも検討すべきではないか。 

 

２ 子どもたちの体力向上に向けた取り組みについて 

（1）子どもたちの体力が落ちているということについて、所管課長から「体幹を鍛える取組み

が重要」との説明があった。区教育委員会として、統一的な指針や力点の置きどころを定め、

現場と連携して子どもたちの体力向上に取り組んでほしい。 

令和６年度予

算、事業計画の

変更点（部内評

価、庁内評価を

踏まえて記載） 

１ WEBQU調査結果の活用について 

（1）各校において、WEBQU調査結果を職員会議、生徒指導委員会、いじめ防止対策委員会、学

年会等の校内委員会において、児童・生徒理解を目的として共有することを基本としている。

第一回の調査で課題が明らかになった児童・生徒に対し支援を行うことで、第二回の調査で

自己肯定感が上昇したとの報告を受けており、引き続き、調査結果をもとに学級編成及び、

いじめや不登校とのクロス分析に活用していく。 

（2）年度末に WEBQU 調査結果の活用状況調査を実施しているが、いつどのように活用したか

や、効果的に活用できた場面等について年間を通して調査し、各校の活用度合いの把握に努

めていく。 

（3）不登校児童・生徒については、こども支援センターげんきとともに当該児童・生徒及び家

庭をサポートし、電話連絡や定期的な家庭訪問でタブレット端末を用いた支援等を確実に実

施するよう取り組んでいる。今後、登校渋りがある児童・生徒については、登校した際、確

実に WEBQU調査を実施するよう各校に周知する。 

（4）指標の変更についてであるが、これまでの「調査実施者数」の指標に代えて、上記（2）に

記述したとおり、WEBQU調査結果の各校での活用回数を指標として設定する。 

 

２ 子どもたちの体力向上に向けた取り組みについて 

（1）体幹を鍛える取組みに関し、区教育委員会としての統一的な指針等を令和 5年度中に整理

したうえで、令和 6年度に指標を設定する。 
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任」スポーツ振興課
要 容 創２　施設利用管理委託：学校内外の施設利用管理等 非常勤 0.2含む。

根 拠 地方教育行政の組織及び運営に関する法律、足立区立学校の管理運営に関する規則
法令等

事務事業の活動量･活動結果を測る指標 ※法定業務や管理業務等は、目標値＝見込み、達成率＝執行率に読み替えてください。
指標名／単位 指標の定義(算出根拠) 実績等 31 2 3 4 5

委託校における学校からの 目標値＝委託事業者に関する評価項目 目標値 69 69 69 68 67
指

評価 に×や満足度の低い項目がない学校数
実績値 57 51 62 60標

１
[単位] 校 達成率 83% 74% 90% 88%

委託校における学校からの 目標値＝委託事業者に関する評価項目 目標値 69 69 68 67
指

評価【Ｒ３年度新規】 で満足度の高い項目がある学校数
実績値 43 25 27標

＊但し、満足度の低い項目がない学校
２

[単位] 校 達成率 0% 62% 36% 40%

目標値
指

実績値標

３
[単位] 達成率

指標分析(指標の達成度の分析:担当者･係長評価) 投入資源 (千円) 31 2 3 4 5

 「指標１」は対前年度２校減、達成率は２ポイン 総事業費 832,587 896,040 937,289 919,487
ト減であった。契約１年目の学校が前年比１０校増 事 業 費 823,153 886,528 927,014 909,700 913,751
となり、事業者とのすり合わせ事項が多い期間中で

人 件 費の評価となったためポイント減となったと思われる 総 9,434 9,512 10,275 9,787

。 平均給与事 8,709 8,874 8,752 8,297
 「指標２」は２校増、達成率は４ポイント増であ 常

人　　数業 1 1 1.1 1.1った。「指標１」と同様、契約１年目の学校増が影 勤
響し、微増にとどまったと推測する。 計費 8,709 8,874 9,627 9,127

事業分析(事業実績等の分析:担当者･係長評価) 平均給与内 3,627 3,192 3,240 3,299非

　小学校全校が民間委託となっている。通常の学校 人　　数訳 常 0.2 0.2 0.2 0.2
の環境整備業務はもとより、令和２年度より新型コ 勤 計 725 638 648 660
ロナウィルス感染症予防対策として消毒作業が加わ

国庫支出金り、安全な学校運営に寄与した。 0 28,690 85,000 32,735 0

都 支 出 金 0 0 0 68,673 0
【貢献度】 財

受益者負担金 0 0 0 0 0　様々な業務について、民間事業者による専門的な 源
サービスを受けることができ、学校の安定的な運営 その他特定財源 0 0 0 0 0
に寄与している。 内

基　　金 0 0 0 0 0
【SDGsターゲット】4.1 訳

起　　債 0 0 0 0 0

一般財源 832,587 867,350 852,289 818,079 913,751

視点別事務事業評価(担当者･係長評価)
事務事業の実施に対する区民ニーズはあるか？ □ 増大している ■ 変わらずにある □ 減少している □ その他妥

今後も区が実施する事務事業として妥当か？ ■ 妥当である □ 検討を要する当

性 事業の休止･終了による区民生活の影響は大きいか？ ■ 大きい □ 中位 □ 小さい
有 事務事業の上位施策への貢献度は大きいか？ ■ 大きい □ 中位 □ 小さい
効

他の施策に対する具体的な波及効果はあるか？ □ ある ■ 特にはない □ 内部業務(全体波及)性
効 関連・類似事務事業との統合は出来ないか？ ■ 出来ない □ 検討可能
率

民間への外部化（民営化・業務委託等）は可能か？ □ 困難である □ 検討可能 ■ 実施済み性

受益者負担の水準は妥当だと考えられるか？ □ 妥当である □ 検討を要する □ 負担導入は困難 ■ 該当しない公平性

区民等と協働して事業を展開しているか？ ■ 協働している □ 協働は困難である □ 協創の可能性がある協働

事務事業の実施に際し環境に配慮しているか？ □ 配慮している ■ 一部配慮している □ 該当しない環境

総合評価(課長評価) ※効率化を前提として、評価実施年度の方針を決定する。
【今後の方針】 □ 拡　 充 ■ 改善・変更 □ 現状維持 □ 縮　 小 □ 統合による終了 □ 休止・終了
　新型コロナウイルス感染防止対策のための消毒や清掃作業、学校環境の整備のための臨機応変な対応など、用務委託事業者の役割
は大きい。今後は監査委員からの意見を受け、契約方法をプロポーザル方式から入札方式に変更するため、仕様書を見直すとともに
スムースな移行をめざす。

事務事業名
施 策 名
記 入 所 属
電 話 番 号 E - m a i l

協事 目
働務 的

事 の ・
業 概 内 協

要 容 創

根 拠
法令等

事務事業の活動量･活動結果を測る指標 ※法定業務や管理業務等は、目標値＝見込み、達成率＝執行率に読み替えてください。
指標名／単位 指標の定義(算出根拠) 実績等

目標値
指

実績値標

１ 達成率

目標値
指

実績値標

２ 達成率

目標値
指

実績値標

３ 達成率

指標分析(指標の達成度の分析:担当者･係長評価) 投入資源 (千円)

総事業費

事 業 費

人 件 費総

平均給与事
常

人　　数業
勤

計費

事業分析(事業実績等の分析:担当者･係長評価) 平均給与内 非

人　　数訳 常

勤 計

国庫支出金

都 支 出 金
財

受益者負担金
源

その他特定財源
内

基　　金
訳

起　　債

一般財源

視点別事務事業評価(担当者･係長評価)
事務事業の実施に対する区民ニーズはあるか？ 増大している 変わらずにある 減少している その他妥

今後も区が実施する事務事業として妥当か？ 妥当である 検討を要する当

性 事業の休止･終了による区民生活の影響は大きいか？ 大きい 中位 小さい
有 事務事業の上位施策への貢献度は大きいか？ 大きい 中位 小さい
効

他の施策に対する具体的な波及効果はあるか？ ある 特にはない 内部業務(全体波及)性
効 関連・類似事務事業との統合は出来ないか？ 出来ない 検討可能
率

民間への外部化（民営化・業務委託等）は可能か？ 困難である 検討可能 実施済み性

受益者負担の水準は妥当だと考えられるか？ 妥当である 検討を要する 負担導入は困難 該当しない公平性

区民等と協働して事業を展開しているか？ 協働している 協働は困難である 協創の可能性がある協働

事務事業の実施に際し環境に配慮しているか？ 配慮している 一部配慮している 該当しない環境

総合評価(課長評価) ※効率化を前提として、評価実施年度の方針を決定する。
【今後の方針】 拡　 充 改善・変更 現状維持 縮　 小 統合による終了 休止・終了

足立区　令和５年度事務事業評価調書(令和４年度事業実施分)

事務事業名 4031 小学校用務委託事業
施 策 名 1.4 安全・快適に学べる教育施設の整備と学校運営の充実

記 入 所 属 学校運営部・学校支援課・学校経理係
電 話 番 号 03-3880-5483 E - m a i l kyoshokuin@city.adachi.tokyo.jp

１　小学校用務業務委託：退職不補充による用務職の業務を民間委託する。 「協働」：事業者の継続契約と新規選定協事 目
２　施設利用管理委託：施設利用管理業務を一部委託し円滑な学校運営を確 にあたり、区民参画によるプロポーザル

働務 的
　　　　　　　　　　　保する。 方式を導入し、事業者からの提案を取入

事 の ・
１　小学校用務業務委託：用務職員が行っていた業務全般およびトイレ清 れながら、仕様書の見直しを継続的に行

業 概 内 協
　　　　　　　　　　　　掃､プール清掃、樹木剪定等 っている。「執行委
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ている。「執行委任」スポーツ振興課
要 容 創２　施設利用管理委託：学校内外の施設利用管理等 非常勤 0.2含む。

根 拠 地方教育行政の組織及び運営に関する法律、足立区立学校の管理運営に関する規則
法令等

事務事業の活動量･活動結果を測る指標 ※法定業務や管理業務等は、目標値＝見込み、達成率＝執行率に読み替えてください。
指標名／単位 指標の定義(算出根拠) 実績等 31 2 3 4 5

用務業務委託校数 用務職員退職不補充による用務職員業 目標値 33 33 33 33 34
指

務を民間に委託した校数
実績値 33 33 33 33標

１
[単位] 校 達成率 100% 100% 100% 100%

委託校における学校からの 目標値＝委託事業者に関する評価項目 目標値 33 33 33 33 34
指

評価 に×や満足度の低い項目がない学校数
実績値 28 31 32 29標

２
[単位] 校 達成率 85% 94% 97% 88%

委託校における学校からの 目標値＝委託事業者に関する評価項目 目標値 33 33 33 34
指

評価【Ｒ３年度新規】 で満足度の高い項目がある学校数
実績値 25 15 12標

＊但し、満足度の低い項目がない学校
３

[単位] 校 達成率 0% 76% 45% 36%

指標分析(指標の達成度の分析:担当者･係長評価) 投入資源 (千円) 31 2 3 4 5

　「指標１」は用務職員の非配置校の対応となるた 総事業費 388,442 416,958 439,793 440,058
め、関係所管と連携を図り引き続き目標とする。 事 業 費 380,750 408,511 429,518 430,271 461,420
　「指標２」は、対前年度比３校の減、契約１年目

人 件 費の学校が前年比４校増で、事業者とのすり合わせ事 総 7,692 8,447 10,275 9,787

項が多い期間での評価となり達成率は減となった。 平均給与事 8,709 8,874 8,752 8,297
「指標３」は対前年度比３校減、すり合わせ期間が 常

人　　数業 0.8 0.88 1.1 1.1影響し、満足度の高い評価が増えなかった。 勤
計費 6,967 7,809 9,627 9,127

事業分析(事業実績等の分析:担当者･係長評価) 平均給与内 3,627 3,192 3,240 3,299非

全校用務業務委託をを目指している。通常の学校の 人　　数訳 常 0.2 0.2 0.2 0.2
環境整備業務はもとより、令和２年度より新型コロ 勤 計 725 638 648 660
ナウイルス感染症予防として消毒作業が加わり、安

国庫支出金全な学校運営に寄与した。 0 13,721 43,000 14,698 0

都 支 出 金 0 0 0 33,327 0
【貢献度】 財

受益者負担金 0 0 0 0 0様々な業務について、民間事業者による専門的なサ 源
ービスを受けることができ、学校の安定的な運営に その他特定財源 0 0 0 0 0
寄与している。 内

基　　金 0 0 0 0 0
【SDGsターゲット】4.1 訳

起　　債 0 0 0 0 0

一般財源 388,442 403,237 396,793 392,033 461,420

視点別事務事業評価(担当者･係長評価)
事務事業の実施に対する区民ニーズはあるか？ □ 増大している ■ 変わらずにある □ 減少している □ その他妥

今後も区が実施する事務事業として妥当か？ ■ 妥当である □ 検討を要する当

性 事業の休止･終了による区民生活の影響は大きいか？ ■ 大きい □ 中位 □ 小さい
有 事務事業の上位施策への貢献度は大きいか？ ■ 大きい □ 中位 □ 小さい
効

他の施策に対する具体的な波及効果はあるか？ □ ある ■ 特にはない □ 内部業務(全体波及)性
効 関連・類似事務事業との統合は出来ないか？ ■ 出来ない □ 検討可能
率

民間への外部化（民営化・業務委託等）は可能か？ □ 困難である □ 検討可能 ■ 実施済み性

受益者負担の水準は妥当だと考えられるか？ □ 妥当である □ 検討を要する □ 負担導入は困難 ■ 該当しない公平性

区民等と協働して事業を展開しているか？ ■ 協働している □ 協働は困難である □ 協創の可能性がある協働

事務事業の実施に際し環境に配慮しているか？ □ 配慮している ■ 一部配慮している □ 該当しない環境

総合評価(課長評価) ※効率化を前提として、評価実施年度の方針を決定する。
【今後の方針】 □ 拡　 充 ■ 改善・変更 □ 現状維持 □ 縮　 小 □ 統合による終了 □ 休止・終了
　新型コロナウイルス感染防止対策のための消毒や清掃作業、学校環境の整備のための臨機応変な対応など、用務委託事業者の役割
は大きい。今後は監査委員からの意見を受け、契約方法をプロポーザル方式から入札方式に変更するため、仕様書を見直すとともに
スムースな移行をめざす。また、退職不補充による業務委託は令和５年度に１校増を見込む。今後も用務職員の退職状況に合わせて
委託対象校の拡大を図っていく。

事務事業名
施 策 名
記 入 所 属
電 話 番 号 E - m a i l

協事 目
働務 的

事 の ・
業 概 内 協

要 容 創

根 拠
法令等

事務事業の活動量･活動結果を測る指標 ※法定業務や管理業務等は、目標値＝見込み、達成率＝執行率に読み替えてください。
指標名／単位 指標の定義(算出根拠) 実績等

目標値
指

実績値標

１ 達成率

目標値
指

実績値標

２ 達成率

目標値
指

実績値標

３ 達成率

指標分析(指標の達成度の分析:担当者･係長評価) 投入資源 (千円)

総事業費

事 業 費

人 件 費総

平均給与事
常

人　　数業
勤

計費

事業分析(事業実績等の分析:担当者･係長評価) 平均給与内 非

人　　数訳 常

勤 計

国庫支出金

都 支 出 金
財

受益者負担金
源

その他特定財源
内

基　　金
訳

起　　債

一般財源

視点別事務事業評価(担当者･係長評価)
事務事業の実施に対する区民ニーズはあるか？ 増大している 変わらずにある 減少している その他妥

今後も区が実施する事務事業として妥当か？ 妥当である 検討を要する当

性 事業の休止･終了による区民生活の影響は大きいか？ 大きい 中位 小さい
有 事務事業の上位施策への貢献度は大きいか？ 大きい 中位 小さい
効

他の施策に対する具体的な波及効果はあるか？ ある 特にはない 内部業務(全体波及)性
効 関連・類似事務事業との統合は出来ないか？ 出来ない 検討可能
率

民間への外部化（民営化・業務委託等）は可能か？ 困難である 検討可能 実施済み性

受益者負担の水準は妥当だと考えられるか？ 妥当である 検討を要する 負担導入は困難 該当しない公平性

区民等と協働して事業を展開しているか？ 協働している 協働は困難である 協創の可能性がある協働

事務事業の実施に際し環境に配慮しているか？ 配慮している 一部配慮している 該当しない環境

総合評価(課長評価) ※効率化を前提として、評価実施年度の方針を決定する。
【今後の方針】 拡　 充 改善・変更 現状維持 縮　 小 統合による終了 休止・終了

足立区　令和５年度事務事業評価調書(令和４年度事業実施分)

事務事業名 4035 中学校用務委託事業
施 策 名 1.4 安全・快適に学べる教育施設の整備と学校運営の充実

記 入 所 属 学校運営部・学校支援課・学校経理係
電 話 番 号 03-3880-5483 E - m a i l kyoshokuin@city.adachi.tokyo.jp

１　中学校用務業務委託：退職不補充による用務職の業務を民間委託する。 「協働」：事業者の継続契約と新規選定協事 目
２　施設利用管理委託：施設利用管理業務を一部委託し、円滑な学校運営を において、区民参画によるプロポーザル

働務 的
　　　　　　　　　　　確保する。 方式を導入し、事業者からの提案を取り

事 の ・
１　中学校用務業務委託：用務職員が行っていた業務全般およびトイレ清　 入れながら仕様書の見直しを継続的に行

業 概 内 協
　　　　　　　　　　　　掃､プール清掃、樹木剪定等 っ

139

Ⅳ　一般事務事業 事業別評価の反映結果



一一般般事事務務事事業業  行行政政評評価価意意見見  反反映映結結果果報報告告書書  

【担当課／事務事業名】学校支援課／小・中学校用務委託事業 

現状・課題・ 

問 題 点 等 

１ 退職不補充による小・中学校の用務職の業務を民間委託しており、5～6 校程度の学校を

グループにして、グループごとにプロポーザル形式で業者を選定していた。 

２ 事務事業評価調書・指標 1「委託校における学校からの評価」において評価が低い項目がな

い学校は小・中学校ともに 88％で、委託事業として一定の水準を保つことができている。 

３ 令和 4 年度の監査で、プロポーザル形式から競争入札へ移行することが適切であると意見

を受けた。 

庁内評価意見 

１ 学校運営に資する業務水準の維持について 

（1）用務委託の契約方法の変更にあたり、業務水準が低下して学校運営への影響が生じないよ

う、仕様書の作り込みが非常に重要となる。他自治体の状況やこれまで事業者が積み上げて

きたノウハウ、現場の声を踏まえ、確実な仕様書作成を行うとともに、入札参加資格の要件

を整理して、現行委託レベルの維持を図ってほしい。 

（2）事業者が変わるたびに学校との意思疎通レベルが下がることのないよう、事業者変更時に、

学校承認済みの業務引継ぎ書の取り交わしを明確化してほしい。 

 

２ 今後の契約について 

（1）現行の契約において委託事業者に求めている「臨機応変な対応」を維持するため、仕様書

の記載方法を綿密に検討するとともに、事業者への説明を丁寧に行ってほしい。 

（2）仕様書上の縛りが詳細になることで、現行プロポーザル形式より委託金額が高額にならな

いよう、十分に検証願いたい。 

（3）契約にあたっては何が起きるかわからないため、網を張って対応をすべきであり、万が一

にも契約不調とならないよう、契約課等も交えて万全の備えを講じてほしい。 

令和６年度予

算、事業計画の

変更点（部内評

価、庁内評価を

踏まえて記載） 

１ 学校運営に資する業務水準の維持について 

（1）仕様書の作成にあたっては、23区状況調査、学校・事業者への聞き取り、事業者の就労時

間等実態調査、施設営繕部への仕様内容確認依頼等の調査結果を盛り込み、実態に合った仕

様書の作り込みを行った。受託者の資格要件は、契約課との協議や弁護士のリーガルチェッ

クのもと、用務業務の契約実績があることを入札条件に盛り込み、履行能力の低い事業者の参

入を防ぐ。 

（2）令和 5 年度 12 月補正で債務負担行為を設定し、新年度になる前に契約締結を行い、引継

ぎ期間を確保するとともに、統一様式で作成された引継ぎ書を受託事業者に引き渡すことで

学校との意思疎通レベルが下がらないような体制を構築していく。 

 

２ 今後の契約について 

（1）仕様書に臨機応変な対応を盛り込むと、事業者が見積の積算をすることが難しくなるため、

従前の仕様書に記載がなく行っていた業務を、学校・事業者から聞き取り、仕様書に盛り込ん

だ。 

（2）委託金額については、従前の仕様書に記載のなかった業務も実態に合わせて記載する必要

があるため、増額となることが考えられるが、今回の入札結果を踏まえて、適切な金額を維

持できるよう、引き続き注視していく。 

（3）受託者の資格要件の検討時から契約不調にならないか等も含めて契約課と協議を行いなが

ら進めた。 
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